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はしがき

　この研究の目的は、異なる文化圏に属する人々の意識構造の比較研究のため
の方法論を確立し、それを具体的に適用して国際理解、国際協力の基礎となる
べき知見を得ることである。連鎖的国際比較調査方法とそれに基づく統計的デー…一・

タ解析法が、この中心的役割をなす。この報告書は、1985－1989年度文部省科学
研究費・特別推進研究「意識の国際比較方法論」の研究成果に基づき、これを
発展、確立することを目指した1992－1994年度文部省科学研究費・試験研究（A｝
「意識の国際比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する研究」の成果
をとりまとめたものである。

　特別推進研究では、調査対象の国としては、日本、イギリス、フランス、ド
イツ、アメリカ〈ハワイを含む）をとりあげ、国による比較のための連鎖を形
成した。次に、質問内容に関して、連鎖的国際比較可能性を追求するため、対
象国に関する情報を収集、各国に共通すると思われる質問群を構成し、各国同
一の質問票を作成した。これを各国語に翻訳し、予備調査、再翻訳（バック・
トランスレーション）、各国研究者との意見交換などを通して、検討を重ね、
各国版の質問票を完成した。各々の国・場所における適切な標本計画を立て、
これに基づいて標本を抽出し、1対1面接法により調査を実施した。得られた
回答データから、比較のための共通フォーマットのファイルを作成し、種々の
統計的データ分析を行った。

　通常の分析法の他、ダイナミックな立場から考えの筋道を明らかにする数量
化の方法等を用い、各国の意識の同じところ、異なっているところを明らかに
した。ここで明らかになってきたことは、従来巷間に言われていたことの確認
にとどまらず、さらに従来の考え方では考え及ばなかった深い知見が得られ、
詳細な分析結果を得ることができた。こうして、国際比較の連鎖的調査分析法
の有効性を確認することができ、連鎖的国際比較の方法論が確立した。

　この成果を受けて、試験研究（A）では、さらにイタリアとオランダにおける調
査を遂行し、われわれの連鎖的比較の方法を実用化するための研究を進め、そ
の成果をここに報告する次第である。

　つぎに、本研究の報告書の構成を説明しよう。内容は、7ヶ国の調査データ
をまとめて分析した「総合報告書」が第1分冊、将来、国際比較調査を遂行さ
れる方々への参考書としてまとめた「国民性の国際比較調査の為のマニュアル」
が第2分冊、これに資料としてイタリアとオランダ調査の「回答コード・ブッ
ク」と「自由回答データ」をまとめたものが、各国毎に2冊ずつで、第3・4
分冊、第5・6分冊となっている。

　我々は、この研究を遂行してくる中で、社会・人文分野の科学的研究にあっ
ても、明確な方法論、データ獲得の方法とデータ分析の方法、それに基づく分
析結果の上に立つ論述のほかに、追試の可能性の条件明示、将来の継続研究を
可能にするための基本情報の記載があって初めて「科学的研究」としての意義
があるという考えが重要であることを幾度となく認識してきた。今後、この成
果を土台にし、これを越えた研究をさらに発展させる機縁として本報告が用い
られれば幸いである。
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OUTLrNE　OF　THE　PROJECT

　　　　　　The　purpose　of　ghis　study　was　（a》　to　establish　ヒhe　analyヒic　meヒhods

for　cornparing　attitudinal　structures　arnong　people　residing　in　various
cultural　contextst　and　（b）　to　utilize　such　rnethods　to　analyze　both　the
existing　and　the　new　datasets　and　acquire　basic　knowledge　that　prornotes
understanding　and　cooperaヒion　among　nations．　The　cu1しura：L・　1ink・based
international／cross－national　comparative　survey　method　and　the　statistical
analytic　rnethods　based　on　it　were　key　to　aceornplishing　our　gdal．　This
report　puts　together　the　progress　of　our　project　”Cultural　Link　Survey
Analyt；ic　Method　for　a　Comparison　of　National　Characters　using　Aヒセiヒude
Survey：　Towards　its　Application”　（funded　by　”Piiot　Study　（A＞“　section　of
ヒhe　Fund　for　Scienヒific　Research，　by　Ministry　of　Education，　Japan，　1992－
94）．　Central　to　this　proj　ect　were　the　further　developTnent　and
consolidation　of　the　cornparative　rnethod　eseablished　in　a　previous　project
enヒiヒ1ed　”Methods　for　工nternat：ional　Compa：rison　of　Attiセudeg・1　（funded　by

”specially　prornoted　project”　section　oE　the　Fund　for　Scientitic　Research，
by　Ministry　of　Education，　Japan，　1985－89）．

　　　　　　工n　this　previous　project　《”specially　promot：ed　p：roj　ecヒ・1），　Japan，

United　Kingdom，　France，　Germany　and　the　United　States　（inciuding　Hawaii）
were　selected　for　the　survey，　and　these　five　countries　congtituted　a
”chain”　with　cultural　“linkages”　arnong　thern．　To　render　efEective　the
cultural－link　comparative　analyses，　the　following　proeedure　was　followed．
To　establish　the　content　of　the　questionnaire，　researchers　collected　the
necessary　inforrnation　on　each　nation　and　wrote　questions　that　could　be　used
identically　or　approxirnately　identicaily　across　countries．　The　questions
were　then　translated　into　each　language　from　Japanese，　piiot　studies　were
undertaken，　the　questions　were　back－translated，　and　ideas　and　opinions　were
exchanged　with　researchers　in　each　country，　leading　finally　to　the
construction　of　the　questionnaire　to　be　used　in　each　eountry．　Sarnples　were
drawn　via　the　sampling　design　most　appropriate　for　eaeh　country；　and　face－
to－face　interviews　were　conducted　in　each　of　the　five　nations．　Data　files，
containing　questions　cormon　to　the　five　nations，　were　cornpiled　Erom　the
data　thus　collected　and　analyses　undertaken．

　　　　　　In　addiヒion　ヒ。　convenヒiona］．　statistical　analyses，　ヒhe　quanヒificaヒion

method　一　which　clariEies　ways　oE　thinking　from　a　dynarnie　perspective　一　was
used　to　detect　the　common　and　unique　elements　within　each　nation’s
aヒtitudina：L　struct；ures．　Noヒ　only　did　セhe　analysis　confi　rrn　previous

finding・and　claims’it　a1・・ledヒ。　detailed　resu1ヒs　and　in・depヒh　kn。wledge
not　otherwise　obtained　through　coriventional　analytic　methods，　contirrning
therefore　the　effeetiveness　of　the　cultural－link　survey　analytic　method　for
international　comparison．

　　　　　　：n　the　present　project　（”Pilot　Study　（A）”〉，　additional　data　were
collecしed　in　Iヒaly　and　ヒhe　Neヒherlands，　and　efforヒ　was　made　t：o　apply　ou：r

cultural－link－based　cornparisen．

　　　　　　This　is　raヒher　large　as　a　llreporヒ，・8　buヒ　we　think　that　iヒ　is　necessary
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

sユnce　a　proコecヒ　can　qua＝LiEy　as　good　scienヒific　research，　in　ヒhe　field　of
social　sciences　and　humaniヒies，　if　it　has　a　clear　methodology　and　provides
a　deヒailed　and　theoreヒieaily・info℃med　desc：ripヒion　of　ヒhe　methods　of　dat；a
co：Llecヒion　and　daしa　ana］．yses，　deヒai］．s　of　ヒhe　anaユyses　and　of　しhe　conditions

under　which　further　t：esヒs　should　be　conduct；ed．　Only　when　a11　ヒhis
informaしion　is　provided　can　a　projecヒ　faciliしaヒe　ヒhe　continuaヒion　of
research．　We　will　be　very　happy　if　ヒhis　reporヒ　is　to　be　uヒilized　to
furt；her　develop　しhis　セype　of　research，　beyond　ヒhe　present　one．

…
皿
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11．研究発表（発表予定も含む。但し，投満中，投稿準備中は除く。）

　〔雑誌論文〕
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11．研究発表（発表予定も含む．但し，投霜中，投稿準傭中は除く。）
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11．研究発表（発表予定も含む．但し，投福中，投稿準傭中は除く。）

　〔雑誌論文〕
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ll．研究憂麦（発表予定も含む。但し，投濡中，役爲準偏中は除く。）

　〔雑誌絵文〕
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11．研究発表（発衰予定も含む．但し，殻縞中，投稿準傭中は除く・）

　〔図　書〕
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（様式　8） 平成6年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書）

1．研究機閲番号 2．研究機関名 統計数理研究所

3．研究種目名 sgpmzxww2．（）1　4．研棚間平成年St一一平成報

5．課題番号

6．課題課題名

研究代表者

研 究　　壱　　番 号 研究代表者名 所　　　属　　　部　　　局　　　名 職 名－

5
・
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，
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”ガナ

_陣ウ 統計数理研究所領域統計研究系 助教授

研究分担者（所属機関名は， 研究代表者の所属機関と異なる場合に紀入すること）

研 究　　者　　番 号 1研究分担者名 所属機関名　・所属部局名 職 名

… l　i　l　l
堰@i　i　i
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堰@i 珊概甑 統計数理研究所 名誉教授
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1
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h豊ウ 統計数理研究所 名誉教授

亀
●
●
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●
iiii i・i フリガナ

@隠道 兵庫教育大学学校教育学部 教授

… ……i… …
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フリカナ

D轟ツ 統計数理研究所領域統計研究系 教授
。
　
　
巳
・
，
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1
■
・

iiii
i
l
l
　
i
l
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プリが

ﾝシ斐 東洋英和女学院大学人文学部 助教授

9．研究実績の概要（当該年度のまとめ，600字～800字）

　本研究の目的は、異なる文化圏に属する人々の意識の比較研究のため新しく開発された

「速鎖的調査分析方法」の一般的実用化をはかることである。国際比較調査のための「連

鎖的調査分析方法」は「意識の国際比較方法論の研究」（1986－91特別推進研究、1989－90

国際学術研究一海外調査一）において基礎的研究ができあがったが、既存の資料および既

存の調査データの再分析に依存する度合が強く、いかなる対象・分野の比較調査にも簡単

に利用できるというものではない。従って、この方法を一般的に実用化するための検討が

必要であった。このため、この方法で具体的に調査を遂行し、一般的利用の可能性と実用

化過程の問題点を解明し、国際比較調査を行うためのマニaアルを作成することであった。

　本年度は本研究の最終計画年度として以下の総括報告書作成を行なった。

1　イタリア調査、オランダ調査のデータ分析

　a調査補助資料のまとめ

　bデータファイルの整備（共通ファイルの作成）

　。自由回答の各国対照表

　eコードブック作成（報告書第3、4、5、6分冊）
2　意識の国際比較方法論における「連鎖的調査分析方法」の有効性を確かめる

3　5ヵ国調査と合わせた総合的分析結果報告書く第1晶晶）の作成

　a単純集計分析（データ・フロッピーディスク付き）

　b個別トピック毎の分析
　‘総合分析

4　連鎖的調査企画及び分析方法の実用的マニュアルの作成（報告書第2分冊）

　漁　成果の公ルを見r㌃わぜる必要が」）る4S　rrは，その川t“及び消し11｛え1棚lll穿を記幽した資料‘：A・t判凝1乏横齢き1枚1を爾付す

　　ること1、

且1｝，キー1フード

駐1購雫晶晶レ識1羅詣lr塗τ1ヨヨー・・瑠灘毒無蔽｛ナ『’［　一’
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1L研究発表（発表予定も含む。但し，投秘中，
　〔雑誌論文〕

投稿鄭備中は除く。）

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

林　豪σ乙夷 剛讐襯微墾，友挫じ紬く咳噌。鼎一
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名　　　　　　　巻 発行　年 ペ　　一　　ジ

lN5～　コOσkNAL ｛
　i　i　i
撃奄Si4i4・ 93　－1ち8

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

燃柴ワ乙失 自民幅ヒ半焼霧千綿櫓二十
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発行　年 ペ　　一　　ジ

夫乎半白ラ働嵐疹
i　i　i
撃奄Si久i4 3イ・1『弾2

「

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

客　ト　知も匁 ％白め國既・軸ら踊勧ゐ白白歩哨 暫釦7点、
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名　　　　　　　巻　　　発行　年 ペ　　一　　ジ

膨了良εレA u購
　i　i　i
撃奄曹焔vi4一 z8－3£

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　　文　　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

二二帖4 日嗣白痢輔超諜ゐ焦鰍イを蔦半面 煮、

雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発行　年 ペ　　一　　ジ

杉高彫レ八 囲易
　l　　l　　l　，　　　　　1　　　　　，

撃奄ﾌigi4 コ8－31

著　　　者　　　名 文論　　　　　　　　　　　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

高塚而束、、 国蹴酬翅加賭弓
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

直走％焔 〃0，ユユ／

　i　i　　　　…

撃宴ﾏiqi5 一
著　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文 標　　　　　　　　題

赴＝一知高高 禦・』・（・幽・L伽♂三・d・｛ 舟1†q♂e

雑 耀　q　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

1・｛・c・・3…∫酬｛ト 匹￥・幽￥
…　　i　l

撃奄ni4i3 188　一二1
〔図　　書〕

驚 青 名 出 版 者
甲

審 名 発　行　年 紛べ一　ジ数
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一

｝t，：　M・　｝；
．！bi．． ．些厘． κ

「“
一一

’
♂

s亀．行　；1＝

i　一 P一’　”’1’一”

I　l　l

笹メ．．＿：：一．．敏

油



11，研究発轟（発表予定も含む。但し，投稿中，投稿準備中は除く。）

　〔雑誌論文〕

著　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

金令界　　蕾多 憐幽考瞳4・栃イィ’列1i勿・1て
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 鯨 発行　年 ペ　　一　　ジ

知　楠額 65 i　i　i
奄奄 ！一8

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

妬銚　　｛星多 鳳曲℃鰭酒・象働胸 イ嚇伽鯉難而伽ゐ
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発行年 ペ　一　　ジ

1ヨ宏玄構 1多

　　　　…i　i

撃煙ﾂi4・ 4多　一ケ臼

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

蚕業燐多 蜜盤臨海膿撒纏、猟間蹴，磁
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名　　　　　　　巻　　　　発　行　年 ペ　　一　　ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　；　　1
n制数魏 イユ彦 li4i4i4ユタ9－2借・

i著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

赫　　艇 麟人の半白一例殊ヒ宅隔〃・り
二　’

雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発行　年 ペ　　一　　ジ

抽。断物一筆耀 ユ0
i、i　i
撃奄Si4i4・ ユぢ一ユ4

著　　　者　　　　名　　　　　　　愉　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

漱．　艇 麟んの鰍甑｛伽班イ翻％弊
雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

lN∫s JOσR．NAし ‘
　　i　i…

fiρigi4 1ぢ々一175

著　　　　者　　　　名 文論　　　　　　　　　　　　　　　　　標　　　　　　　　題

淋　机 ρ帆∠k広八。ρ・ノナ81〒イテヌ．Fq臼2ト
刎螺σ二二厩イ補レ備％蝿多占棚絨，

雑　　　　　　　　　誌 名 巻 発行年　　　ペ　一　ジ

弁士1▽多望砺縄 10ω
l　i　i
’i4　i4iイ”2，多　一’ろ3

〔図　　笛〕

署　　　　考　　　　名 出　　　　　　　　　　　　　版 者

窩r　形噛 働n拓強奪
譜 名 発　行　年 総べー　ジ数

土座・久鵬 ％へ蝕鰍凱マ彫、一 一「　ii
｢qi《i・午

鰹　　　　者　　　　名 出 版　　　　　　　　　　　　　滞

・ル・、r　難字 物　鰍齢
縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手1 糖　け　ir　　　馴　　一　翻 姶べ…シ　敏

二！揃・醐二二二二二二4レ臼協漁一
　　i　i　…

｢へi《i4’

血



1L研究発表（発妾予定も含む。但し，投鴨中，投稿準備中は除く。）
　〔雑誌論文〕

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

林　　ター’ 塑器蝋鎚凝驚繍締㎞‘ρ4’　　　　　　　　　　　　拠e†翫。。氏皿，
。・Hい鰍89《い

雑　　　　　　　　　誌　　　　　　　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

Aレ竃レ～　。　　C久η（er Res．一rher． ろω
l　　l　　l
撃奄Siqi4・ 臼7　－1．zo

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

伽木iL疸 離91呈隠士瀦半弓・・びt Sod爪‘A℃c～・h《de～◎・》帆。晒診

雑 長　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

βeh杁vlo附？｛ヒ｝kα ユ0ω
l　　l　　l

yi俄iqiろ 12ワー2・7
ノ

著　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　標　　　　　　　　題

イ触；←正道， 釦罎
Re≦eo㌧rcレL　Pぐ｛；1　　　0・チ　Cレ。≦≦。　No†～oソ16へl　Aでfi†uq「「”o㌧、

雑 誌 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

βぞ甑＾v；。レMQ†r；レα 2iω
　l　　l　　！　●　　　　　●　　　　，

li塗iぢ 一
著　　　者　　　名 論　　　　　　　　文　　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

伽フト止菟 ㌢依繍ヒ帯物働鹸薇一斗A中押輝例晒て
雑　　　　　　　　　誌 名 巻 発行年 ペ　　一　　ジ

識嵌一撃1艶手鑑互ノ！四型て
l　　l　　l●　　●　　　　　　■

li4i5 一、

箸　　　　者　　　　名 文論　　　　　　　　　　　　　　　　　　標　　　　　　　　　題

赫知己表 日歩んの三民牲
雑　　　　　　　　　誌 名 馳巻 発行　年 ペ　　一　　ジ

／アヲヤー　リ　ン！7。レ　うし＿　セ　、　ノヲ　一

／

li臼ioiイ ＿幽

暑　　　　者　　　　名 論　　　　　　　　文 棟　　　　　　　　　題

赫一知乞匁 　　　　　　　　　　　1N差。σひ引導N伽隙 C』αγαder
雑　　　　　　　　　　，噌・．心　　　　　　　　　名 巻 発　行　年 ペ　　一　　ジ

η才・り）り・レ匁 センη一
l　　l　　l
撃奄曹苑¥i升

一
（図　　割

箸　　　　考　　　　名 出 版 者

園外　食池
o

∈い31ρw・σJC邸・’ N！＝「 Pヒぞh寸ke Hα蛙
爵 名 免　行　11二 給べー ジ数

伽2・幽巨・受i粥い・」

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　C昧i似セρ3
一 一一一rr　一一τ一

@■　　　　　　　　o　　　　　　　　，

撃奄Si4iり

，t　　　，lf・　　　名 出 ！v／s”一．．”．”．．．p．．H一．．．．一．”．．一．一．h．一”．．．．．．一一”．1！r，m”一一．一一一．一一

｝ f
’

発　け　iト

llli’　i　i’
＿燈ご1．．＿三∴．数．t一

xx



11．研究発表（発表予定も含む。但し，投薪中，投稿準偏中は除く。）

　〔雑誌諭文〕

著 者 名 論 文 標 題

塩ヒ 形幡 蕊齪撒濫儲，瀦繍1瓢譲㍊謡額綴
雑 捻 1

名 ’理　5 発　行　年 L　　ぺ　　＿1 ジ7
¢hdoレ｝ハe 5。uγhd 　　　　i　i　i

C1（多）　liqi硫iヰ 2千3『2ヰ7
一

一

著 者 名 論 文 標 題

名r 価喘 《〃集。hr’roい∫τh襯ε離齢猟櫨酬。』1｛d紳趣’．
雑 誌 名 巻 発行年 ペ　　一 ジ

無eレ賦10h＾ヒ」・噛“1 ・繍輝畿ミ鷲幽￥ ・3
l　　l　　l　●　　　　　　，oli4i4i4一

当一 十3
著 者 名 論 文 標 題

1づ宅1館
柔アヲマにあ1つ3庭藤観ら 丁丁

雑 誌 名 巻 発　行　年 ペ　　一 ジ

劇際偽力調集 ユr・ノ 1iアili千 ！一ゲ・
’

署 者 名 論 文 標 題

鰭 誌 名 巻 発行年 ペ　　一 ジ

！　　2　　1
P　　1　　1
Q　　9　　1■　　　　　　o　　　　　　●

一
著 者 名 論 文 標 題

雑 誌 名 巻 発行年 ペ　　一 ジ

i　i　i
堰@i　i．　　　　　　1　　　　　　●

一
著 者 名 論 文 擦 題

雑 誌 名 巻 発　行　年 ペ　　一 ジi
i
i
　
；
　
　
、
；

一
〔図　　副

署　　　　者　　　　名 出　　　　　　　　　　　　　　版 二

三ピこ一祁 東た出朕・会
瀞 名 発　行　郁 紛ペー　ジ数

日年ら政，謬 し琶沓
●　　　　　　　■　　　　　　　9

Pi7i7iダ 24坐
鰹　　　　者　　　　名 出 版　　　　　　　　　　　　　κ

1替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呂 飛　け　IL一 総べ　一　ジ　ぞ｛

iil堰@i　i
’一

xxi



意識の国際比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する研究
　　　　1992－1994年度　文部省科学研究補助・試験研究A（1）
　　　　　　　　　　　課題番号　04509001

研究目的

　この研究の目的は、異なる文化圏に属する人々の意識構造の比較研究のために
新しく開発された方法論「連鎖的調査分析法（Cultural　Link　Analysis、　CLAと
略す）」の一般的実用化をはかることである。

　「連鎖的調査分析法」は「意識の国際比較方法論の研究」（1985－1989年度特別
推進研究）において、一応、基礎的研究が確立し、この方法の根幹である比較の
対象国の相互（質問項目の相互）の関連性を、調査企画、質問項目選択の際に適
切に考慮し、質問項目の組合せ方をリンクさせてデータ分析を行うことにより、
好結果が得られることが明確となった。

　しかし、この方法は既存資料および既存調査データの再分析の依存する度合が
強く、まだ実験段階であり、このままの方式でどのような対象・分野の比較調査
にも簡単に利用できるという保証はない。したがって、この方法を一般的実用化
のためには、どのようにすれば適用可能になるかを検討しなければならない。

　本研究では、対象社会・対象分野の連鎖的関連の性質に応じて、どのような基
礎情報を収集利用すればよいかについてを中心に、まず（1）収集すべき基礎情
報の範囲を特定し、　（2＞一般的に手に入る基礎情報のみから連鎖的方法による
質問項目の選定、調査票の構成を行い、比較分析・研究に有用な方式とするため
の具体的手続きを検討する。

　次に具体的な調査対象を選定して、この方法で調査し、この方法の実用化プロ
セスについての問題点を解明し、一般的方法として可能な手続きをマニュアル化
する。これによって、国際比較調査を実施しようと考えるものは誰でも利用でき
るような方法論を確立し、本格的な実用化を図ることを目指す。

舳



報告書第一分冊の構成

　前述の「研究目的」での説明の様に、本研究は特別推進研究「意識の国際比較
方法論の研究」の成果を基礎として、それを発展させた試験研究（A）「意識の国
際比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する研究」である。それを踏ま
えて、本書の構成は以下の通りとなっている。
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調査票と統括表
1　調査票（日本A［国際比較用］
2　調査票（日本B【日本調査用：本来の日本語らしい質問文
3　各質問のニックネームと履歴一覧
4　7ヶ国単純集計表

付録

　主として、第1部の第1・2章は「特別推進研究」における研究経過と成果に
関して、第3章は、それに基づいて遂行された「試験研究（A）」における調査に関

しての研究報告である。第2部は、特別推進研究と試験研究（A）で得られた7ヶ国
すべてのデータに国際比較のための総合分析をして、まとめたものである。
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　　第1章　意識の国際比較の方法論とその基本構想

比較可能性の基本的考察

　　一いかにして比較可能か一

国際比較の方法論

国際比較研究の基本構想

一3一



§1　比較可能性の基本的考察
　　　　　一いかにして比較’司能か一

　ここに比較における方法論とは、いわゆるcross－secieta重あるいはcross
－culturalな統計調査による比較研究の方法論を指すものとする。仮説をたて、こ
れを検証するという自然科学的方法が社会調査やその分析において基本的な配慮
であるべきであるが、未知の部分の多い比較研究の場においては、それ以前の
「素直にものを観察する」という態度が重要な意味をもつ。　「素直にものを見る」

といっても、視点なくしてものを見ることはできない。したがって、最初の仮説
をたてるのは当然のことであるが、あまりこれを剛直に守りその枠を出ないよう
な研究方法は得策ではない。つまり仮説検証ばかりに固執することなく、新しい
問題の発見、新しい仮説の発見を志向しつつ多くの仮説を按んじながら研究を進
めることがより一層大事である。

§1，1意識の比較研究の意義と方法

　比較研究を始める問題意識から考えを進める必要がある。これは比較という漠
然としたものに、明確な形を与えていこうとするとき考えねばならない第一歩で
ある。我々としては、彼我の間に起り得る生きたコミュニケーションにおける問
題提起とその解明を志向するという意図を持っている。これは、
　1）自らをよりょく知るための鏡としての比較、
　2）国際交流における無用な摩擦・障害の排除、相互理解の方法を見出すこと、
　3）我々が他の文化を理解し、もっと情緒的にいえば、感得し、それを実り豊
　　　かに享受し、我々の文化創造の糧と動因たらしめること、
　4）他の国の人々が、日本および日本人、その文化を理解しようとする意欲を
　　　持っている場合、その理解を容易にするための科学的手段を提供し、その
　　　道をつけること、相手が「日本がわかった」と考え、感じ得るための内容
　　　を科学的レトリックにより示すこと
につながるものであることを期待するものである。これはさらに進めると、人間
理解の方法にまで高められるものである。
　我々の統計的方法に基づく計量的比較研究方法は、大局を逸せずはっきり捉え
ること、「あたらずと雌も遠からず」ということを根底に据えて考えることであ
る。こうした、計量的方法は科学の共通の言語である。そこに日本固有の論理一
日本人には容易に理解できるが日本人以外には理解し難い論理一を介入させない
のである。データとしてデータに語らしめつつ、その国の心の構造を計量的方法
で分析し、その方法の妥当性のあることをその国の人に理解させる。この方法で
日本人の心の方を分析し、そのデータの出方によって日本の姿を知らしめようと
するのである。このあたりに、理論優先の解釈を介入させないのである。解釈は
もとより否定するべきでなく、解釈は次のデータによる解析のための仮説という
立場を堅持するものである。共通の論理で特殊や同一性、類似と差異の構造を理
解させようとするのである。
　計量的方法以外のものの好ましいところ、注意すべきところもいろいろあるが、
こうした手法は一つの固定的立場で現象を切りまくり、都合のよい事例のみを引
用し解釈し、説得的に理論を構成するもので、時に大曲解を生むものである点を
指摘しておこう。その特色は、洞察力と構想力にある。この点、前にも述べた計
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量的方法のあたらずといえども遠からずを狙う方法と趣きを異にする。
　計量的方法は、日本人とても一様ならず、外国人とても一様ならず、ヨーロッ
パは一つならず、アジアは一つならず、しかし、一様でないままに大局的に似て
いるところ、異なっているところの筋を客観的に、つまり彼我ともに理解し合え
る科学的方法によって見通すことを考えるのである。相手が理解しようと思えば
理解し得る論理、つまり普遍を通して共通のところはもとより特殊をも理解し得
るようにすることである。このために、どうするかを方法論的に考えることにな
る。ある結果が示されたときに、一面的に解釈せずに仮説を一歩一歩深めて探っ
ていくのであって、結論を焦らぬということが大事である。

§1，2比較研究の基本的立場

　最も基礎的な考え方は上述の問題発見を重視するという思想であるが、これを
もう少し推し進めてみたい。科学的立場から比較するということは、同じ道具と
測定方法を用いて計測し、同じ所、異なる所を明らかにするところに意味がある。
科学的な比較は、このように共通点、異なった点を見出すための上述の手段の構
成が可能かどうか、可能ならばそれをいかに構成するかを念頭におくことが出発
点となる。この尺度は、完全なものが始めから期待できるものではない。不完全
ではあるが、ひとまずそれらしいものを考え、それを土台に異なった所、同じ所
を析出させ、問題を見出し、さらにそれを良くしていくという遂次近似の思想に
立つことが必要である。
　つまり、これまでの方法で事実がある程度わかりながら、その上に立って問題
点を見出し、新しい知見を得て一層事実をはっきりさせる方法を考えて進むとい
うプロセスそのものが重要なのである。これと同時に、前述のように問題発見つ
まり探索的な接近方法が重要である。言いかえると、継続・連続調査の分析を通
して次第に問題が明らかになっていくのであって、常に出発点に立ち戻りっっ高
まっていくという上昇螺旋状に研究が進むということになる。このように比較研
究を進めていくところに、方法論の特色があるわけである。
　次に社会調査により人々の考え方、ものの見方、感じ方を明らかにしょうとす
る方法の利点と欠点とを考えなくてはならない。社会調査の方法では、all。r
nothingという抜本的な立場は得策ではないという思想が根底にある。利点はいう
までもなく客観的な方法により共通の土俵に立ちつつ上述の方法論で次第に成果
を積みあげ、事を運ぶことができるという点である。しかし、調査で調べ得るこ
とは限りがあり、タテマエ的な回答が出やすく、ホンネが出にくいことである。
したがって現実の行動の予測につながり難いという欠点があげられる。これをい
かに補うかの工夫がなくてはならない。タテマエはタテマエとして重要な意味が
あり、これが人間の顔であることに間違いはない。ホンネだけでは世の中は動か
ないのである。ホンネの肉付けとして必ずタテマエが用いられるので、ものの考
え方としてタテマエの分析は重要な意味を持つ。なお、行動の根本原理としては、
タテマエのみでなくホンネが主要な動機を与えていることは事実であろう。タテ
マエとホンネのダイナミックスが人間の社会行動を形成しているということがで
きる。これをどう捉えるかが課題である。ホンネを探り出すことは、従来の質問
法、分析法を工夫して、ある程度まで接近できるがもとより十分ではない。ホン
ネをさぐる手法も手をっけられているが、いまのところ十分ではない。
　以上のような限界を十分心得た上で、より一段、より一段と高めていく心構え
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が、社会調査方法論として大事なことであって、あまりにも楽観的に問題を処理
し事は終ったとすることは危険なことで戒めねばならない点である。

§2　国際比較の方法論

§2，1連鎖的調査計画・分析法

　§1で上昇螺旋という形で研究を進める重要性を述べた。ここで基本に立ち返
ってみれば、比較対象をいかに選定して事を進めることが有利か、また分析のた
めに何をユニットとして事を運ぶことが研究戦略上有利であるかを考慮すること
が大事である。我々の得た結論は、いきなり異なったものを比較するのではなく、
相似たところと異なるところがあるものを比較するという考え方である。連鎖的
調査計画法というのが、事を理解するのに都合がよいということである。例えば、
我々のグループの行なっている例を次に示しておく。日本を起点として、まずア
メリカとの比較研究を進める場合を考えよう。基本となる日本の調査は、1953年
以来5年おきに今日まで続いており、質問票の問題をはじめ種々のことがわかっ
てきている。日本を起点として、日本と近いところでハワイの日系人、さらにハ
ワイ生まれの非日系アメリカ人、アメリカ本土生まれでハワイ在住の非日系アメ
リカ人（ほとんどが白人）、アメリカ本土在住のアメリカ入（白人）というよう
に調査対象を拡げ、調査を続けていく、少しずつ似たところを重複させて同異の
相を露呈させ、離れて相異なるものを次々繋げながら理解しようとする考え方で
ある。異なるものが異なるだけでは理解を絶するのみで深い情報とはならない。
同異の相を連鎖的に理解しっっ相離れて異なるものを了解しようとする立場であ
る。

図2－1　連鎖的調査計画
　　　　　一調査対象集団の連鎖一

　また、日本人の自然観とドイツ人・フランス人の自然観の同異をしらべる調査
を行なっている。これは多次元的連鎖計画と考えるべきもので3者相互に似たと
ころと異なったところを想定しての比較である。問題が限定され自然という基本
問題を取り扱っているため、非常に隔絶した姿も示されているものの、これを理
解する鍵は見出すことが容易であった。

　以上は対象の方であるが、質問も連鎖的に連関のあるものをとりあげるのがよ
い、まず人間である以上、喜怒哀楽の感情、快・不快の感情など基本的感情は同
じものだということが出発点になくては調査はできない。人間としての基本条件
である。質問はそれぞれの社会（国〉に固有と思われる質問群、近代化社会に共
通する質問群（これは、それぞれの社会（国）に共通する部面となる）、人間と
して基本的な素朴な感情ないしは習慣、宗教感情などに関係する質問群（ある程
度共通なものとなると予想される〉などから構成されるのが情報を豊かにすると
考えられる。

図2－2　連鎖的調査計画
　　　　　一質問項目の選択一
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　　　　　　　　図2－1

連鎖的調査計画一一調査対象集団の連鎖一一一

（a）　一次元的連鎖
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　　　　　　　　図2－2

連鎖的調査計画　一質問項目の選択一

　　　近代化祉会としてA，Bに共通
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日常的な社会生活，人問としての基本的感情や気持に

関係するものとしてA，Bにある程度共通
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対象のとり方、質問の構成、これらに関連するデータの分析法、あわせて連鎖的
調査計画・分析法（略して連鎖的調査・分析法という）と名付けることにするが、
この考え方が、有効であると考えられる。
　なお、このように考えてくると、時系列調査もこの中に含め得ることがわかる。
国際比較でない場合、一つの集団の時系列調査も、同じところと異るところが出
てくるので、時系列で得られたデータは連鎖的であると思うことが出来る。国際
比較の場合は、空間と時間とが共に連鎖的につながり合うことになり、このデー
タ分析は変化の仕方などの比較もでききわめて有意義なものになる。

図2－3　時間的・空間的連鎖と比較

　さて、各質問群に入れる質問は、その素姓がよく知られていればいるほど情報
量が多くなる。日本での継続調査に用いられ、その変化、不変の相を通して性格
がわかっていること、数多くの調査に用いられ、他の諸質問との関連性において
その性格がわかっていること、国際比較調査に用いられ、その質問の意味すると
ころが外国と日本で同じか異なっているかの様相が知られていること、外国の調
査でよく用いられており、時系列調査などを通じてその性格が解明されているこ
と、などが重要である。こうした質問文を手なれた道具として用い、上述の質問
群を構成するのである。また、分析対象とする集団を個別に分析し、その結果を
比較するとともに、二つの集団をあわせて一ボンド・サンプルという一分析し、
それぞれの特色が浮かびあがるものか、また両集団がまざり合い個人差が浮かび
あがるものか、などについて分析を行なうことも有効である。個別集団とボンド
・サンプルによる分析はそれぞれ全く異なった機能を持つもので、これらの特色
を巧妙に用いることは深い情報をえぐり出すのに有用である。
　さらにまた、分析に用いる質問項目も適宜入れかえ、それらを用いて意識構造
を描き出した結果がどう異なってくるかを知ることは重要な意味をもつ。質問文
の性格がよくわかっていると、質問項目の入れかえで結果が変わる、その変わり
方の意味を探り出すことができる。

　上述のような質問文の入れかえと分析対象の選択（個別集団、ボンド・サンプ
ルを随時併用する）とを絡めて分析し、問題に様々な角度から切り込んでいくと
いうダイナミックないき方からわかってくることは多いものである。こうしたい
き方は、結論をすっぱり示すというより、あれこれ考えて情報を探り出していく
というものであって、複雑な多次元的様相を持つものの比較研究の方法として望
ましいものと考えられ、外国・外国人の行動の予測、文化摩擦の生じる意識の仕
組み、文化の相互理解への鍵を見出すのに適した方法ということができる。
　なお、質問文の選択として日本において事情がよくわかっている日本的質問な
るものを第一に用いることは、日本人にとって有利ないき方である。つまり、El
本人が日本人自身をこうした客観的方法で知っておき、また、これが外国でどう
なっているかを見ることは、日本人は「日本人の見方」なるものを抜け切れない
のであるから重要な意味がある。日本人の見方・考え方が外国でも通じると不用
意に考えると誤解が生じ、摩擦を生む第一歩となるのであるから、こうした方法
によって、日本の論理がどういう形で外国に現われるか、また、どうして通じな
いかを知ることは大事なことである。こうした日本的質問の他に比較研究として
重要であると言及した各種の性格を持つものを加えて、内容を拡大していけば、
正鵠を得た情報をつかみ出していくことができる。
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　　　　図2－3

時間的・空間的連鎖と比較
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　この比較研究として重要な質問は、新しく我々が作成するよりも、既に外国で
作成されたものを用いるのがよい。我々は外国のことを熟知しているわけでない
からである。アメリカの質問はアメリカ的価値観によって作られたもので必ずし
もどこの外国にも通用するものではないし、自国の問題意識となっているところ
についての質問が中心となっている。フランス、ドイツ、イギリスにおいてもア
メリカと同様な性格を持っている。しかし日本のものを含めて、こうしたものの
中にどこにでも通用する考え方で答えられる質問も含んでいることがわかる。こ
のようにして、国際比較で用いられる調査票の内容は、恰も万華鏡をみる如きも
のである。これで初めて、有用な道具となるものである。一つの筋にしたがって
作られたものは、その筋がどこに通用するか解らないし、通用したとしても、も
のの一面から把んだものであって、それぞれの国の固有の考え方との関連もっか
めず、一面の真理は却って多面での誤解を招来するものである点に特に注意した
い。

§2．2具体化のための基本的方法論

　これは、具体的に比較研究を進める上で、いかなる手だてを工夫するかに関係
している。

　（ア）．もとになるデータの性格を十分把握することについて
　　　　いかなる対象が、いかなる測定法に基づいているのか、その妥当性・信
　　　　頼性・精度はどのようなものか、どのような歪み・偏りがあるものか等
　　　　の評価がまず重要である。

　（イ）．標本の性格について
　　　　　どのような性格のサンプルか、調査対象の集りをどう規定し、ランダ
　　　　ム・サンプルをいかにとるべきか、もし、ランダム・サンプルとしての
　　　　性格が弱い（たとえばクォータ法）とするならば、その代表性を確かめ
　　　　るようにその方法を種々検討すべきである。
　（ウ）．質問について
　　　　　どのような質問を作るか、これには§2，1で述べた連鎖的調査計画・分
　　　　析法によるのが望ましいが、多くの仮説に基づいて幅広い質問を加えて
　　　　おくのが望ましい（初めから仮説をせばめ、問題をあまり絞り込まない
　　　　方がよい）。その上で、前述のように質問の種類、数、組み合せ等を適
　　　　庫入れ替えながら分析を進め、質問の持つ意味・機能を調べながら比較
　　　　そのものの情報をとり出すといういき方が有用である。さらに質問文の
　　　　作り方などは、質問法の研究成果を基礎とすることは当然である。
　比較研究である以上、質問文の翻訳の問題がある。まず字面の検討が第一であ
るが、日本文・英文質問についてその方法を説明したのが図2－4である。

図2－4　質問文の翻訳検討の手順

　翻訳（和訳・英訳）は例えば、英訳の場合は英語の上手な人による翻訳であっ
て、いわゆる我々のような素人による翻訳ではないのはもちろんである。ここで、
原文と再翻訳文とを比較することによって日・英老女で同じ質問文が出来ている
かどうかを検討するのである。我々の調査票では、一般にこの程度までは検討を
経たものを用いている。
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原文日本語

　　　図2－4
質問文の翻訳検討の手順

　英訳　別人による和訳
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　一一一．1　M　V　1一一〉

L一比

原文英語

　　　　　較一一」

和　訳　　　別人による英訳

∴＠＝［三］

一比較一一一一
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　字面が同一でも異なったことを訊ねているということもありうる。日本文・英
文のニュアンス、イメージの違いがあるかも知れないので、日本固有の質問、あ
る義理人情に関する質問文の与えるイメージをハワイのアメリカ人に質問してみ
たが、回答分布は異なるものの、質問によって与えられるイメージは全く同一と
いう興味ある結果が得られている。しかし、すべての質問についてこれを行なう
ことは不可能で、別の検討を必要とする。
　そこで、日・英両語が同じように理解できるグループを折半し、日・英両語で
調査をして、回答パターンを比較することが考えられる。しかし、英文・日本文
ともに理解できるグループを見出すことはなかなか難しい、英文の理解は不十分
でも一応英文を理解できる一ニュアンスまではとても無理と考えられるが一のは
日本において集団として存在するのは大学生である。一方、逆の場合つまり英語
を国語とする国で、日本文も理解するグループを見付けることは困難である。日
本文の理解が不十分でも一応理解できるグループを集団として見出すことが現実
的であり、ハワイの目本語専攻学生や日系の宗教団体において見出すことができ
よう。これを対象に等質のグループをつくり、一方は日本文による調査、一方は
英文による調査を行ない、その結果を検討してみるという試みも一つの接近法で
ある。

　こうした比較検討の結果、両者よく一致するものもあるが、英文のニュアンス
の不理解、誤解（誤訳して回答することも含む）もあると考えられるものもあり、
この方法の妥当性についてはさらに分析を進めなくてはならない。
　このような基本的検討をいくら行なっても十分首肯できるところまではいくも
のではない。以上の基本を踏まえた上で、データ分析を種々の角度から行ない、
質問の妥当性や意味を考え、比較可能性を頭に入れて、あちらへひねり、こちら
へひねって考えを深めっつ研究を進め、遂次核心に迫るといういき方がとられる
べきものであろうと思う。

　こうしたなかで次のような考え方も有効なものとなる。ある程度性格のわかっ
ている質問群の構成を前述のように種々変えることにより一質問群構成のダイナ
ミックスといおう一比較対象群の結果がどう変わってくるか、これらを通して比
較対象群に対して持つ質問の性格がより一層明確になるとともに比較対象の性格
も把握できてくるという試みも大事である。質問群構成のダイナミックス、とり
あげる集団のダイナミックスの相互作用によって両者の性格がより一層明確にな
ってくるという方法を用いるのである。

　このためには、以下に述べる分析方法と上述のような配慮とが相互に相携えて
進まねばならない。なお、このためには、長い間の継続調査や比較研究を通して、
その性格のよくわかっている質問群を中核として話を進めることが望ましい。こ
の意味で、比較して探るための道具として質問の性格を踏まえて質問そのものを
大事にしていかなくてはならない。
　（エ）．データ獲得の方法について
　　　　これは調査実施法に関するもので、データの性格・質に関係するところ
　　　が多く、調査法を精査し、比較可能性を検討する必要がある。
　（オ）．データ分析方法について
　　　　データの性格に応じて分析を実施し、その中に潜む情報を過不足なく別
　　　諒しなければならない。このために多種多様な方法が開発されねばならな
　　　い、この一部については、「社会調査と数量化」（林知己夫、鈴木達三、
　　　岩波書店、（1986））に述べてあるのでそれを参照されたい。
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　以上、分析方法まで含めて、どれも完全というものはないことを繰り返してお
こう。前にも述べたが重要なので重ねて強調しておきたい。一つずつを完全にし
てからでないと比較はできないとなると同一個所に拘泥してそこに留まってしま
う。そこに滞っていて完全にできればよいが、そこだけの知識で完全に話が進む
ものではない。いわば泥沼にあがくようなものである。科学の全体の水準が上が
り、他の進んだ知識がポテンシャルとなって、この問題が一歩推し進められるよ
うなことになる。同じ所を攻撃し続けても突破できないとき、他の所々を攻め、
得られた成果を土台にし、あらためて、もとに戻り攻撃を繰り返せば容易にそこ
を突破できることも多い。ある個所をある程度まで高めておき（質問法のところ
を考えていただきたい）、次に標本の比較可能性の検討に進む、これも完全に可
能とは限らないがあるところまで突き詰める、こうして獲得されたデータを種々
ひねりまわして分析を加える。もとより分析方法も完全なものではないので、現
状で可能な限りの新しい有効な方法の開発を行なう。ここである種の知見を得る
ことになる。こうしたことが可能となるということで質問法の問題へ戻るし、対
象の選択のことも考えなおすことになる。このようにもろもろの不完全な道具を
使いながら問題を探索的に究めると同時に、調査法という道具をより妥当なもの
に作りかえつつさらに探索を進めるという形になる。初めに述べた上昇螺旋的研
究方法である。仮説から仮説へと進みながら、なにがしかの知見を増しっっ核心
に迫ろうとする態度である。

§2，3　“成果のまとめ”を通しての研究の進展

　同一のデータを用い、比較の対象となった異なる社会双方の研究者が別々に報
告書を作りあげる。このような研究では、データ解析や分析のための視点、解釈
の他に、次のアプローチ、問題発見、新しい方法の開発意図といった方面のこと
が問題になるので、出来上がった報告書の相互検討を通して初めて、より一歩進
んだ知見が得られ、比較研究のレベルが上がることになる。このことは一見容易
で可能と見えながら、双方研究者のレベルが揃っていること、同一プロジェクト
を相互に信頼し合い入間関係がよく、緊密に連繋させて行ないっっ、しかも考え
方が全く同一でないこと、同一の熱意のあること、双方柔軟な考え方の持ち主で
あることが必要不可欠のことである。こうした共同研究者を得ることは、非常に
難しいと思われるが、このことが共同研究成功の鍵である。

　なお、共同研究グループの相互の考え方の理解が、共同研究では不可欠である
が、これが進みすぎると共通の盲点を持つということが出てくる。何によらず、
連帯の強いグループには、盲点の出てくるものである。これを打破するために、
こうした問題に興味があり、類似の研究を別の角度から進めている専門家を加え
て、新しい角度から内容を論議・検討をすることが必要で、非常に有意義なもの
と考えられる。

　このような相互検討における誤解・理解を通して、しかもより高い段階へ進む
ための建設的意見が形成されるためには、前述した方法論による比較研究が相互
に認め合えるということが基本的に重要なことであろうと思う。
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§3　国際比較研究の基本構想

§3．1　従来の国際比較方法と連鎖的調査方法

　以上のような根本的考え方を土台としてそれを具体化するための研究構想を述
べることになるが、ここであらためて従来の比較研究方法のあり方を検討するこ
とから始めよう。

　従来の社会調査法は、調査対象者の選定にランダム・サンプリングの方法を利
用し、ある仮説にしたがって作成した質問文を用いて調査し、これを集計して検
定していることだけで、科学的・実証的方法とみなしていた。我々の方法は従来
の仮説検証的発想に基づく方法ではなく、探究的方法である。これが、比較研究
等の複雑な問題の解明に適していることが、これまでの研究から分ってきた。
　従来の比較研究は、一連の仮説に基づいて作成された質問項目を、比較研究の
対象とされた、それぞれの社会で調査するため翻訳し、翻訳された質問項目の言
語的な意味上の同等性を確認し、それぞれの社会の比較調査における共通の測定
手段として利用し調査を進めてきた。
　しかし、比較可能性を確保し、比較可能性を高めるためには、質問項目の翻訳
に十分配慮することは当然のこととしても、これだけでは十分でなく、比較の対
象となった社会相互の間の関連を事前に十分見極めると共に、質問項目の選択に
おいても、比較対象社会の間における回答構造のあり方を、探索的に、「回答パ
ターンの相互関連分析」の方法により確認して研究を進めることが不可欠である
ことが分ってきた。

　我々の連鎖的調査方法をもう一度繰り返すと、平たくいえば互に似たところと
異なるところのあるものを鎖の環のようにつないでいく方法である。この方法に
おける連鎖は、

　i）　対象社会の選択において（空間的連鎖）
　ii）質問項目群の構成において（比較における測定方法の連鎖）
　iH）継続的時系列調査において（時間的連鎖）
すなわち、空間的・時間的ひろがりと、測定方法について「連鎖的比較調査」の
方法が考えられ、比較研究方法として極めて有効な方式であることが分ってきた。
　対象社会の選択における連鎖は基本的には『社会環境』、　『文化』、『民族性』

の三つが考えられるが、比較対象社会をつなぐ時には重複して種々の組合せが生
じる。この三つの基本的なものを軸とし、これらが、比較対象社会相互の意識構
造に及ぼす影響力を計量的に解明することが科学的な比較研究を進める上で不可
欠でありながら、このことは従来の比較研究では真剣にとり上げられていなかっ
たことである。

　このような計量的分析を可能にしたのは、回答構造の統計的分析方法である
「回答パターンの相互関連分析」の方法を基礎にする一連の多次元的データ解析
方法である。これは、

　1．比較の対象となった二つの社会の共通部分、それぞれの社会の固有部分を
　　　仕分けしその相互関連の仕方をみること、
　2．一方の社会で有効に利用されてきた質問項目の組における回答構造が、比
　　　較の対象である他方の社会ではどのように変形されるか等の分析を含むも
　　　のであり、ii）でのべた、質問項目群の構成に関する連鎖的調査方法の適
　　　用においても決定的に重要な役割を果す統計的方法である。
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　この方法は、日本においては1950年代より質的データ解析を必要とする政治学、
社会学等社会科学領域および医学、生物学、林学等広範囲の領域に適用されて多
大の成果を挙げてきた方法であるが、近年（1970年以降）フランス、イタリー等
ヨーロッパ諸国においても同様の方法が開発され研究が進められている。
（　Benzecri　（　1973）．　Lebart　〈　1984）　）

　このような具体的分析方法を伴った、組織的な比較研究方法である『連鎖的調
査方法』は比較研究、比較調査の分野においてはじめてのものであり、ひろく社
会調査の分析方法としても、社会現象に対してより一層客観的、合理的な接近の
方策を可能にする方法と考えられ、社会調査法の上に新しい時代を開くものとい
える。

§3．2　連鎖的調査方法の国際比較調査への具体的適用とその妥当性の検証

　連鎖的調査方法は、これまでに日本とアメリカとの比較研究において、ハワイ
・ホノルル調査を媒介にして、連鎖をつなぎ、その有効性を確認してきた。（こ
の一例を参考資料としてあげる）しかし、対象社会が二つ三つでは普遍的な有効
性、広範囲の適用性が問題となる。このため、少なくともアメリカ・ヨーロッパ
の先進工業社会等のうちいくつかについて、連鎖的調査方法による国際比較調査
を実施し、その有効性を確かめる必要がある。これなくしては、この方法の有効
性を広く国際社会に認知させることは不可能である。
　連鎖的調査方法における連鎖は、1）でのべたように、基本的には『社会環境』、
r文化』、r民族性』の三つがあり、現実には重複した組合せがある。我々はこ
の方法の具体的適用において
　i）　比較の対象となる社会が上述の意味において連鎖的につながっていると
　　　　考えられること
　ii）　この方法を効果的に適用するため、その社会（国）における継続調査
　　　　データが何らかの形で存在すること
　iii）調査の実施が可能であること
　iv）　我々と協力する研究者が現地にいること（これらの研究者は再三、我々
　　　　と接触しており、統計数理研究所において具心的な共同研究もおこなつ
　　　　ている）

　すなわち、連鎖の基本となる三つの事項の組合せを考えると連鎖的調査方法を
適用すれば効果的であると考えられる数多くの社会がある。そして、それらの社
会との比較研究は重要なものといえるが、この研究では、少なくとも上述の4条件
を満たす社会を最小限の対象社会と考えた。特にii）、　iii＞、　iv）は相当きつい

条件であり、とくに、iv＞については、我々の方法で比較研究を実施することを
了解し、積極的に協力してくれる現地研究者の存在が本研究にとって極めて重要
であるという認識によるものである。

　上述のような研究は、抽象的な議論だけではなく、具体的な対象にとり組む必
要がある。比’しの・　となる±Aの具　 として

　（1）　これまで調査経験があり、連鎖的調査方法を効果的に適用できるととも
　　　　に、この方法の安定性および拡大をはかる上でハワイ・ホノルル市民調
　　　　査、およびアメリカ本土における調査をまず考えた。（1988年が前回19
　　　　78年実施以来10年目になるので1988年に調査を実施した。）
　　　　さらに、日本調査、ハワイ・ホノルルの日系人調査との関連を考える上
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　　　でブラジル日系人に関する連鎖的比較が重要である。（調査は1990年に
　　計画され1991年1月一2月に実施された。ブラジル全土からの日系人ラン
　　　ダム・サンプルに対する調査結果は回収率75％で、集計サンプルは500以
　　　上になった）。

（2）　これまで、共通質問（形式的な）のみの比較で概要だけをとらえていた、
　　　フランス、　ドイツ（西、東）、イギリスに連鎖的調査方法による比較調
　　　査を実施した。　（フランス調査1982年より5年目に当る1987年に調査を実
　　　施した）これらの連鎖のつながりとして今後、カナダ（英語圏、仏語圏）
　　　に対する調査を実施することが極めて緊急且っ主要なことと考えられる。
（3）　この他、将来的には、　トルコに対する連鎖的調査方法の適用を考える。

　　　これは、宗教の面からみて、また近代化過程がある面で日本と対比され
　　　研究されていること、さらに、歴史的にみて、ハワイとは別の次元にお
　　　ける、東西文化の接点という観点から、連鎖的調査方法の妥当性を検討
　　　する一つの手がかりとなるものと予想される。
　　　（Ward　＆　Rostow（1964）．　Bellah（1958）　）

　つぎに、質問票のあり方について具体的にみてみよう。
　調査における測定方法としての調査票の構成・各質問項目の作成についてみる
と、比較の対象となった二つの社会のそれぞれにおいて、実績のある（とくに継
続調査されている）質問項目を中核として選定する。この際、中核の質問項目に
ついて、対象社会それぞれの固有の部分と、両社会に共通の部分とに仕分けする。
中核におけるこの二つの質問項目グループの相互関連のあり方の安定性を確認し
て比較調査項目として利用する方式をとる。これらに新しく調査すべき共通質問
項目を付加することにより、二つの比較対象社会の比較研究に関する形式的な連
鎖は図式的には出来上がる。しかし、これだけでは、十分ではない。
　これを分析する統計的方法としての回答パターンの相互関連分析の方法（数量
化暗面）がそれぞれの質問項目グループの間をつなぐ真の鎖止めの役を果たすこ
とになる。　（図1の←→の部分）
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　それぞれの質問項目のグループにおける相互関連分析の結果得られた各社会の
回答構造について、各社会を通した共通部分をまず見出し、これを中心軸として
他の部分を位置づける。こうすれば、各社会における固有部分に相当するものの
仕分けができ、この部分が共通部分とどのような関連をしているかという関連の
あり方もわかり、各社会における回答構造を全体として、部分ごとの位置づけを
はっきりさせながら、とらえることができる。このようにして、質問項目の組合
せにもとつく回答パターンの相互関連分析によりはじめて、回答構造のあり方を
客観的にとらえることが可能となる。すなわち、それぞれの社会の回答構造の同
異のあり方が各社会における‘ものの考え方’（あるいは思想）の構造をときほ
ぐす手がかりを与え・計量的な比較の第一の目的を達することが出来る。
　我々の質問文の構成の仕方をまとめてみよう。

a）質問項目の作成にあたり、多年にわたる各種継続調査および国際比較調査の
　実績を通して築かれた実証的情報を十分に活用し、データにもとづいて性格の
　明らかにされた質問文を中核におくという方策をとる。

b）連鎖的調査方式をとる。ということで対処することにした。この1に関して
　く中核になる質問〉項目の選定方針をつぎにのべる。中核になる項目の選定に
　は、それぞれの対象社会において継続調査された質問項目をまず考える。これ
　は、

a）継続してくり返し調査されている項目は、その社会で安定して使用されてい
　るという意味で偏りのない情報が得られる可能性が高い。
b）継続調査されている質問項目の調査データはその社会で指標としての役割が
　高い。（社会環境の変化と相関させて分析すれば多くの情報が得られる可能性
　が高い）

　したがって、継続調査されている質問項目は、その社会の環境の同異（時代的
・経年変化の有無）等に相応して、その情報を継続調査のデータとして蓄積して
いる。継続的に調査されている共通項目は人々の意識の面における経年的な動向
をとらえる形のものであり、このことは社会科学が「主観ではなく経験にもとづ
いて客観的に社会現象の因果関連を明らかにする科学であり、とくに社会現象の
運動の法則性を追求するものである」と考えれば、社会科学の本来の目的に沿っ
たものであるといえる。またそればかりではなく、社会現象の運動の法則性を明
らかにする方法として組織的な継続調査は重要である。
　すなわち、変化をとらえる定時観測は、同一の調査方法を用い、一定間隔をお
いて定時的に観測調査を実施し、その変化の中から運動の法則に近づいていくと
いう組織的継続調査の行き方は方法論的にも妥当なものである。

　とくに継続調査データを年齢層別にして有機的に連結し、　〈時代効果〉，〈年
齢効果〉、および同一生年層の効果すなわちくコウホート（世代）効果〉を識別
するコウホート分析は、従来問題が多かったが、新しいコウホート分析方法の開
発により、意識の変化過程における要因分析を的確におこなえるようになり、社
会変化の動同との関連が、統計的方法の面からも客観的につけられるようになっ
た。

　経年的動向、すなわち時間軸の方向における連鎖的調査方法の大きな連環の鎖
止めが出来上がってきたといえる。このようにして継続調査データの分析を通し、
浮動的な部分および基盤的な部分を仕分けして、安定的（予測可能）な部分をと
り出し、これを中核として質問項目の組を構成することができる。これが比較可
能性を高めることにつながる。
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　以上のように、回答パターンの相互関連分析、あるいは継続調査データのコゥ
ホート分析等の最新の統計的方法を、適切に選択・構成された質問項目の組に対
し

て的確に利用・分析することにより、連鎖的調査方法の効果的適用法の基礎が出
来上がる。これは、ターンのいう、パラダイムは「概念や法則だけでなく、より
重要なことは方法論的原理ととるべき方策の総体である」一一という見地からみ
ると、連鎖的調査方法の効果的な適用を講究することは社会現象の科学的探究に
おける新しいパラダイムの構築にもつながるものである。

T，Kuhn（　1962）　‘The　Structure　of　Scientific　Revolution’

　ch．2（文献参照）

〈連鎖的調査方法の具体的適用例〉

　連鎖的調査方法は、日本とアメリカとの比較において、ハワイ日系二世、日系
三世、非日系ハワイ生れ、非日系アメリカ本土生れの各グループを媒介にして連
鎖させることにより効果的な比較研究方法であることが確認された。すなわち、
ハワイ日系人については、その文化変容の過程が明確に示され、ハワイ日系二世
グループでは日本の特色である義理人情の質問項目の組が日本と同じような回答
構造をもっこと、しかし三世ではハワイ非日系等に近い形で示された。これは、
「文化」と社会環境の影響が「民族性」の背景より強いことを示唆するものであ
る。また、別の質問の組については日系各グループ、非日系グループ共ハワイ生
れば共通の回答構造をもつが非日系アメリカ本土生れは異なり、社会環境の影響
が文化的背景より強い分野のあることも分かってきた。このように、連鎖的調査
方法を利用することにより意識構造の変化過程がより一層はっきり示され、文化
変容等の複雑な社会現象を解明するに際しても、「収敏理論（Convergence
theory）」の仮説に対する接近に際しても、従来の方法と比較して格段に効果的
な成果が期待できると考えられる。

　さらに日本における意識構造の経年的変化の一端をアメリカとの関連において
みると、いわゆる「伝統回帰」の内容が具体的に示されてくることが分った。こ
れは回答比率においていわゆる伝統的意見の支持比率が30年前の比率に近づいた
ということではなく、実は構造的にみると立体図に示されたごとく上昇螺旋型の
変化であり比率の接近は見かけ上のものであることが分かった。すなわち、伝統
・近代の対立を第一義的に考える意識構造（これは日本特有のものである）が19

70年代後半から徐々にくずれ出したことを示すものである。これはig50年代から
70年はじめにかけて伝統的意識から近代的意識へ大きく変化した意識構造の変化
過程が単純に「心理」するものではなく、外来の「ものの考え方」の影響は部分
的であり、いわばこの時期はアメリカ文化の取捨選択の過程であったことが示唆
された。）
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立体視の図

立体鏡により中央に立体像を浮き上がらせてみるようにすること
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図中の記号の説明

K1：1953年　日本調査の結果
K3：1963年　日本調査の結果
K4：1968年　日本凋査の結果
K5：1973年　日本調査の結果
：K：6：1973年　日本調査の結果

02：1971年　ハワイ日系二世の結果
03：1971年　ハワイ日系三世紀結果
OJ：1971年　ハワイ日系全体の結果
H2：1978年　ハワイ日系二世の結果
H3：1978年　ハワイ日系三世の結果
HH：1978年　ハワイ非日系ハワイ生まれの結果
HM：1978年　ハワイ非日系アメリカ本土生まれの結果
JA：1978年　日系全体の結果
NJ：1978年　非日系全体の結果
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はじめに

　第1章§3国際比較研究の基本構想で示した「連鎖的調査方法」を、§3．2にの

べた、　ドイツ、フランス、イギリス、アメリカおよび日本の5三国に関する比較

調査として具体化することを考える。

　具体化するにあたっては、調査結果の比較可能性およびデータの有効性を高

めるため、調査を計画・実施するとき、次の点について慎重に検討することが

必要である。

a）調査対象の選択：それぞれ比較の対象となる社会の範囲、対象者の範囲等

を考えにいれた上で、比較対象となる社会における代表性を十分に検討するこ
と。

b）調査項目の選択：

1＞　質問文作成の方式、回答形式、回答選択肢の構成等、測定法の基礎となる

枠組みの検討

2）　質問項目の組の選択、分類等の検討

3）　さらに、比較の対象となる社会の特性によって影響を受けやすい質問項目

を扱うのであるから、比較研究を具体的に考える場合、比較可能性について十

分な検討が必要となる。

　すなわち、この研究で考えている連鎖的比較調査の方法は、形式的に考えれ

ば通常の世論調査の方法と多くの点で共通性をもっと考えられる。したがって、

通常の世論調査の場合に考えられている調査法の諸問題を検討し、これらを一

定水準以上でクリアできた方法を基礎として、この研究で利用する比較調査の

方法を探究していくことになる。

　ここで、調査の信頼性・比較可能性についてみると、通常の世論調査は一定

の手続きにより抽出された調査対象者に対して、一定の形式の質問紙（票）を

用い、一定形式の調査（測定）の過程により回答（情報）を収集する方式をと

っている。特に、ここで取り上げる面接（聴取）法による世論調査は「質問に

対する回答が次々に言葉による情報として得られ、それを一定の形式で記録す

るように構成された測定手法」である。

　調査から得られる資料（情報）を利用するとき、あるいは調査から結論され

たことを評価するとき、測定手法の信頼性および妥当性が問題にされる。測定

における信頼性・妥当性の問題については種々述べられているのでここではふ

れないが、調査を一つの測定の道具として考えたとき、調査の全体は調査の各

段階が相互に関連し合う複雑な一つのシステムを構成している。

　面接調査のシステムは、調査企画者だけではなく、調査実施指導担当者、面

接調査員および調査対象者等、多数の人々の間の合意と協力があって初めて成

立するものである。この研究調査のように多数の国を対象として考える場合に

は、調査に関係するこれらの人々と調査システムの各段階とのかかわり方は多

様であるから、信頼性、比較可能性を単純に考えるわけにはいかない。

　調査結果の信頼性、比較可能性の程度は、
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1）サンプリングの企画と調査対象者の抽出に関連した事項

2）面接調査員の訪問調査の努力などの調査実施に関連した事項

3）情報収集手法、質問文、質問形式、および回答形式の作成に関連した事項

4）調査員の質問提示、回答記録等調査実施に関連した事項

5）データ整理および分析に関連した事項

等の側面に関連して決まってくる。これらの事項は本来相互に関連し合ってい

るので、どれ一一っを取り上げるにも切り離して考えるのは問題もあるが、一応、

サンプリング企画と調査対象者訪問の段階までの事項（1）、2））と、情報収集

手法と調査実施段階に関連した事項（3）、4））とに分けて検討する。　これは、

それぞれ、上にのべた、a）、b）と密接に結びついている。

　また、研究の対象となるそれぞれの社会で一様には考えられない事項も多い。

まず各国で実施した調査の標本計画の大要をのべ、その多様性を具体的に示す。
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§1　標本調査のデザイン

1　経過

　調査の対象として考える社会は、特別推進研究「意識の国際比較方法論の研

究」におけるドイツ、フランス、イギリス、アメリカ、および日本の5力国で
ある。

　このうち、日本、アメリカについてはこれまで調査実施の経験があり、今回

の研究調査実施計画においてもほとんど問題点はなかった。調査実施の時期と

は逆になるが、以下、この甲子国についての概要からのべる。日本調査の標本

抽出計画とアメリカ調査の標本抽出計画とは、10年前の1978年に実施した日米

比較調査の際の標本抽出計画とほぼ同様であり、安定した調査結果が得られる
ものと期待された。

　一方、ヨーロッパの3ケ国に対しては、これまで調査実施の経験はないが、

1980年以来の研究交流の蓄積があり、現地の研究者および調査機関の研究者と

調査実施に関する予備的検討を進め、慎重に準備を進めてきた。　したがって、

調査を計画実施する段階においてもほとんど問題はなく、計画を円滑に進める
ことができた。

2　各国における調査の標本抽出計画

2．1　1988年日本調査の標本抽出計画と調査実施の概要

　日本の調査の場合は、対象となる社会の範囲、および対象者の範囲について、

つぎのように定義すれば、標本抽出計画について極めて明確であり、何らの問

題もないと考えられよう（注D。

　すなわち、表2－1の2の通りである。標本抽出計画は日本においては、まず、

全国の行政単位を地方別（11分類）および人口規模別（4分類）に層別し、政

令指定都市（11市）を各1つの層と考え、合計55層に層別する。つぎに、各層

の18歳以上の人口を最近時の国勢調査資料および住民基本台帳資料により推計

し、層人口に比例した割合で各層に標本（n＝4500）を割当てる。つぎに各層

の割当標本数に応じて、　1調査地点当り標本数が（10～15）になるようにして

各層の調査地点数を算出する。つぎに、各層ごとに国勢調査の調査庁を調査区

特性で層別した資料から、各層に割当てられた必要な数だけの調査区（調査地

点）を確率比例抽出する。
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　調査対象個人の抽出は、抽出された調査区の該当する市区町村の町丁字番地
から各調査地点ごとに住民基本台帳を利用して、割当標本数を等間隔抽出する。

　今回の1988年日本調査では、計画標本数4500で抽出地点数は、都市部：243地

点、町村部：72地点　計315地点である。調査できた標本数はA調査2265、B調
査1017、計3282で回収率は73％であった。（表2－1の5参照）

　なお、標本抽出計画の詳細については特別推進研究報告書の第4部〔皿〕お

よび資料1：「1988年日本調査のコードブック及び付属資料」を参照のこと。

　第4部〔皿〕標本と翻訳の検討の§1には、1988年日本調査のうちA調査の

結果（n＝2265）を用いて全質問項目の標本誤差等を算出してある。また基本

属性項目についてはA、B両調査を合わせた（n＝3282）計算結果を示してあ
る。この結果からみて、日本調査の調査データは代表性および標本精度につい

て予期通りのものといえる。

　国際比較研究を念頭においたとき、日本における標本抽出計画は、日本の社

会のあり方にそって構成されており、その特徴は「日本人を母集団とする確率

標本が容易に抽出できる」ということにある。

　以下、他の比較調査対象社会における標本抽出計画を順に示すが、それらの

諸計画と対比したとき、この点はよりはつきりしてくる。

表2－1「意識の国際比較方法論の研究」の日本全国調査［調査概要］

1．調査内容（くわしくは§2以下をみよ）

　政治、社会、文化、及び生活に関する意識：75項目および属性項目
　　（うち26項目についてはスプリット方式）

2．調査対象

　　1）母集団

　　2）標本数
　　3）抽出法

　　4）抽出枠

3．調査時期

全国の満18歳以上の個人

4，500人（A，B調査2対1のスプリット割当）

層別2段無作為抽出法

第1段：国勢調査の調査区、第2段：個人（住民基本台帳）

昭和63年10月6日～19日

4．調査方法
　　調査員による個別面接聴取法

5．回収結果

　　＊＊結果の表＊＊
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全　　体 A　調　査 B　調　査

・有効回収数

E調査不能数

3，282人（72．9％）

P，218人（27．1）

2．265人（73．2％）

W31人（26．8　）

1，017人（72．4％）

R87人（27．6　）

・設定標本数 4．500人（10α0％） ao96人（100．0％） 1，404人（100．0％）

転　　居

ｷ期不在

齊桾s在

Z所不明

早@　否

ｻの他

114人（2．5％）

P05人（2．3　）

S36人（9．7　）

R3人（0．7　）

S99人（11．1）

R1人（0．7　）

70人（2．3％）

V2人（2．3　）

R06人（9．9　）

Q4人（0．8　）

R35人（10．8　）

Q4人（0．8　）

44人（3．1％）

R3人（2．4　）

P30人（9．3　）

@9人（0．6　）

P64人（11．7　）

@7人（0．5　）

計 1．218人（27．1％） 831人（26．8％） 387人（27．6％）
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2，2　1988年アメリカ調査の標本抽出計画

　アメリカにおける標本調査の標本抽出計画のうち、日本との相違点は、アメ

リカでは、日本と異なり調査対象者全体を網羅して記載してあり、標本抽出台

帳（リスト）として利用できるような名簿がないことである。したがって、調

査地点として抽出された地域から、調査対象者個人を抽出するに当たり、調査

対象に該当する者全部のリスティングをしなければならない。このようにして

作成されたリストを利用して調査対象者の抽出をおこなうことになる。このた

め、標本抽出の過程が、日本の場合とくらべ、大変手間のかかる作業となる。

このため、日本とは異なった標本計画が利用されることが多い。今回の1988年

アメリカ調査で利用した標本抽出計画の大要を以下にのべる（注2）。

母集団：アメリカ合衆国在住の18歳以上の成人一般市民（病院や刑務所など

　施設にいる人を除く）

地域の層別：つぎのように人口規模×地方による’。

　1）（都市人口規模）：アメリカ全体を1980年国勢調査資料に基ずく都市

　　　人口規模別に次の7つの層に分ける

　　a）大都市圏の人口100万以上の市（または複合した市）域

　　b）大都市圏の人口25万から99万9999までの市（同上）域

　　c）大都市圏の人口5万から24万9999までの市（同上）域

　　d）都市圏でそれ以外の市街地域

　　e）都市圏以外の人口2500人以上の市域

　　f）2500以下の町村

　　g）町に含まれない農村部
　2）（地方）：つぎにこれらの層を東部、中西部、南部、西部の4地方に

　　　わける。各地方の区分は国勢調査資料の区分である。

　このようにしてアメリカ全体は人口規模×地方の層に層別され、各層内を地
理的順序に配列する。

調査地域の抽出：このように並べられた市郡人口を180の等しい人口の層

（Zone）に分割し、各層から2調査地域を抽出する。

　各地域の抽出は、その地域の1980年国勢調査資料の人口規模に比例した確

率比例抽出法による

調査地点の抽出：ブロック統計が利用できるところでは、調査地域から調査

地点として、ブロックあるいはブロックの組を確率比例抽出する。

　それ以外のところでは、ブロックあるいは地域セグメントのランダム・サ

ンプルをとる
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　各調査地点では、調査地点を含む地域の地図上に、抽出されたブロックを取

り囲む道路をワク取りし、その道路上にランダムに調査出発点を選定し、それ

以降の調査経路、および方向を図示する。（道順の矢印はあらかじめランダム
にきめる。　）

調査の実施：調査は出発点における住宅の居住者の調査から始め、指示され

た道順に従ってそれ以降の調査を進め、初めに割当てられた数の調査が終了

するまで調査を続ける。

　すなわち、調査は出発点の住宅から始め、在宅者のうち調査対象資格者18

歳以上）を世帯について1人だけ次つぎ調査していく方式をとる。

　調査は、各人の在宅率を考え、在宅する可能性の高い週末・休日，それに平

日の場合は女性に対しては午後4時以降、男性に対しては午後6時以降に訪問

するよう調査員に指示してある。また不在者に対する再訪問をするよりも在宅

率で加重する方式（注3）をとった。すなわち、在宅で調査できた対象者には

調査前3日間の該当時刻（調査実施可能な時間帯）における在宅の有無を質問

し、属性、地域による在宅率を推定し、不在による偏りを減少せさる方式を用
いた。

　1988年アメリカ調査の標本抽出計画の詳細（抽出調査地域一覧、調査地点地

図等を含め）については特別推進研究報告書　資料5：「1988年アメリカ調査の

コードブック及び付属資料」を参照のこと。

　調査の概要：このようにして抽出された調査地点360地点のうち、計画標本

数1500に対応する322地点について各調査地点当り平均5人ずつ面接調査した。

調査不備および調査実施後のチェックにより判明した不完全回答標本を除き、

集計に利用したものは1563である。

2．3　1987年ドイツ調査の標本抽出計画

　標本抽出計画はドイツの場合もアメリカとほぼ同様である。

母集団：ドイツの場合は標本抽出計画に利用する地区別有権者数の情報の関

係で調査対象集団が16歳以上になっている。

　1987年ドイツ調査の基本母集団はドイツ連邦共和国の10の州と西ベルリン

（1987年当時の西ドイツ）の16歳以上の成人である。これらの地域に居住する

16歳以上のドイツ人（外国人は除く）は1985年12月31日現在で4，686万2000で
ある。
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地域標本の抽出：標本抽出計画にはドイツ市場調査協会（ADM）がドィッ
の選挙人登録者資料をもとに作成しているADM－mastersampleを利用する。

　ドイツ市場調査協会は、各調査機関ごとの標本計画にかえて、毎年、　ドイ

ツの選挙人登録者資料に基づく全国標本計画の方式を開発整備している。こ

れは、地域、人口規模別層別による多段確率標本法による調査地域標本であ

る。100組の地域標本が作成され、調査ごとに1組の地域標本を利用する。各
組の抽出調査地域は全国の210地域（投票区）である。

調査地点内の標本抽出：調査地点内では、地点内の道路について、道路この

有権者数の大きさに比例した確率で、確率比例抽出し、その道路のランダム

・スタートの番地から指定されたルートに沿って3軒目ごとに調査する。

　世帯内では16歳以上の成人で、次の誕生日に関する情報から調査員ごとの

乱数によって、世帯について1人を抽出選定し面接調査する、もし不在なら

この標本について訪問時刻をかえて2回までくり返し訪問し面接調査する。

1調査地点平均5人の調査を完了するまで調査をおこなう。

調査の実施：調査は1987年10月10日から11月16日まで実施し、全体で標本

1051の調査を完了した。訪問面接の状況をチェックし、4件は調査不備とし

て除き、調査完了数は1047である。

　このうち、比較研究において調査対象の年齢条件をそろえるため、年齢16、

17歳の対象をはずした。1987年ドイツ調査の集計標本は1000である。

　1987年ドイツ調査の標本抽出計画および調査実施に関して詳しくは特別推進

研究報告書資料2：「1987年ドイツ調査のコードブック及び付属資料」を参照
のこと。

2．4　1987年フランス調査の標本抽出計画

　フランスでは選挙人登録簿の資料等は、国（公共）の調査機関でなければ利

用できない。　したがって、アメリカ、ドイツ同様、確率地域抽出法により調査

地域を抽出し、抽出調査地点では割当法（クォータ法）により個人を面接調査

することになる。

母集団：18歳以上のフランス市民、　（18歳以上人口は33，445，200人）

地域層別：最近時のフランス国立経済統計院（INSEE）の国勢調査データによ

り、全国を地方（9分類）と人口規模（4分類）で層別し、パリ大都市圏は
別枠とする。

調査地点の抽出：地方x人口規模による36層およびパリ大都市圏の18歳以上
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の人口の大きさに比例して計画標本数（n＝1000）を割当てる。つぎに、1
調査地点当りの標本数を（平均10）として調査地点数を求め、パリ地区以外

では88地点を抽出した。

パリ大都市圏には11地区（パリ地域は8地点）を割り当て、合計99調査地点

を抽出した。

調査地点内の個人の抽出：調査地点内の個人の抽出（選択）は各層における

母集団の性、年齢、世帯主の職業の各属性の最近時の国勢調査データによる

構成比率にしたがって割り当てる。

調査の実施：調査は1987年9月28日から10月16日の間に面接調査法で実施さ

れた。調査完了標本1020のうち調査状況のチェック等により7件を除き集計サ

ンプルは1013である。調査完了標本の属性別構成を国勢調査のそれと対比す

ると次の表のようになり調査は良好に完了したといえる。

　1987年フランス調査の標本抽出計画については、特別推進研究報告書の資料

3：「1987年フランス調査のコードブック及び付属資料」を参照のこと。

表2－2　標本の属性別構成

Sex

Age

属性

198了年フランス調査

標本数　　　構成比

Men・一　一・　一・　・一　一・　一・　・一　一・　”．　．”　m　．”

Women・一　一．　・一　・一　・一　・一　”・　・一　・一　”．　”．

N

2
1
3

7
」
弓
－

」
0
5
r
O
O

18－24　一・　・一　… 　… 　・一　…　一・　…　… 　… 　一・　154
25－34　一・　一・　…　　・一　一・　…　　一・　…　　一・　…　　一・　245

35－49・一　・一　・一　・一　・一　一・　一・　一・　・一　一・　一・　253

50－64一・　・一　一・　・一　・…一　・一　一・　一・　一・　一・　212

65　ans　et　plus一・　…　　… 　一・　一・　一・　一・　149

　　　　　　　　　　　　　1013
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2．5　1987年イギリス調査の標本抽出計画
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　イギリスでは、毎年更新される基本選挙人登録簿が大英博物館の資料部で公

開されているので、用途、目的等を記して閲覧を申請すれば誰でも閲覧できる。

しかし、全国の開票区、投票区ごとの選挙人名簿を集積し整備するのは時間が

かかる。　したがって、最近時の名簿を利用した標本抽出計画を立てるとき、　こ

の点を考慮する必要がある。

　1987年イギリス調査の標本抽出計画は確率標本法（層別2段抽出）によって実
施した。

母集団：イギリス（Great　Britain）在住の18歳以上の有権者

地域の層別：国勢調査データによる分類システム（国勢調査の調査）により

地域を層別する

層の決定と調査地点の抽出：層別は地方別と上述の地域特性別の組合せによ

る。各層に層人口に比例して150地点を比例割当し、各層から国勢調査の調

査区（CED）を確率比例抽出する。　（CEDは平均！50世帯）

個人の抽出：抽出されたCEDの該当する地域の選挙人登録簿から1調査地点
当り10サンプルを系統抽出して、氏名、住所を受持簿に転記する。

調査の実施＝各調査員は受持名簿に記された調査対象者につぎつぎ面接する。

　しかし、選挙人登録簿が作成されてから日時が経過しているため、死亡、

移転、地域の再開発等のため該当者がいない場合や住所が不明の場合がある。

この時は調査地域から　同一住所への転入者などをリスティングして代替標

本とする（全調査対象のうち10％程度になる）。

　調査拒否が予想以上に多くなり、調査完了数は1049であった。

　これから属性別のクロスチェック等により調査不備と判明した6件を除き、

集計に利用した標本数は1043である。

　1987年イギリス調査の標本抽出計画については、特別推進研究報告書の資料

4：「1987年イギリス調査のコードブック及び付属資料」を参照のこと。
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以上、各国の標本抽出計画の概要をのべた。

　研究調査の対象となったそれぞれの社会において通常実施されている継続調

査の標本抽出計画とほぼ同一水準の計画である。

　各国における標本の代表性についてみると、各国の調査結果の一次的属性分

析によって国勢調査結果と比較し、計画した水準を達成していることがわかる。

（特別推進研究報告書の資料1～5参照）

　1988年アメリカ調査の標本抽出計画の詳細（抽出調査地域一覧、調査地点地

図等を含め）については特別推進研究報告書の資料5：「1988年アメリカ調査

のコードブック及び付属資料」を参照のこと。

　1987年ドイツ調査の標本抽出計画および調査実施に関して詳しくは特別推進

研究報告書の資料2：「1987年ドイツ調査のコードブック及び付属資料」を参
照のこと。

　1987年フランス調査の標本抽出計画については、特別推進研究報告書の資料

3：「1987年フランス調査のコードブック及び付属資料」を参照のこと。

　1987年イギリス調査の標本抽出計画については、特別推進研究報告書の資料

4：「1987年イギリス調査のコードブック及び付属資料」を参照のこと。
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§2　質問票の決定と翻訳の問題

　この章では先にのべたb）調査項目の選択に関連することをとり上げる。
　まず、この研究調査に利用する調査項目の質問内容・項目を具体的にきめる
ことを考える。つぎに、これらの質問項目の翻訳の問題について、調査法の観
点から検討する。とくに、日本的なニュアンスの含まれている項目の翻訳、お
よび外国で利用されている質問項目の和訳における翻訳質問文の微妙なユレの
影響の問題について考察する。さらに調査の実施に関連した質問形式（調査員
の質問提示の仕方）、および回答形式、回答記録様式等の問題について検討す
る。

1　Cultural　Link　Analysisに基づく質問内容・項目の決定

　第11部の§3国際比較研究の基本構想で示した連鎖的調査方法における質問
票の構成を具体化することを考える。
　まず、比較の対象となった各社会における継続調査のうち、われわれの研究
調査の内容と関連すると考えられる調査をとり上げ調査項目を検討することに
した。

　とり上げた調査は、日本以外では、
　アメリカ：（1）シカゴ大学の全米世論調査センター（NORC）が1972年以来毎年
　　　　　　　実施している一般社会調査（GSS）、　（この調査は国立科学財
　　　　　　　団（NSF）および、社会科学の研究者による一般社会調査実施
　　　　　　　委員会により実施されている。　）
　　　　　　　（最新のコードブックはDavis，J，and　Smith，T．（1990））

　　　　　　（2）ミシガン大学社会調査研究所（ISR）が1954年以来1年おきに
　　　　　　　実施している全国調査、　（Converse，P．他（1980））および
　　　　　　　「アメリカ人の生活の質に関する研究調査」（Campbell，A．他
　　　　　　　（1976））このほか、毎年、ISRが実施している政治、経済に
　　　　　　　関連した調査
　イギリス：アメリカの一般社会調査と類似のイギリスー般社会調査、1984年
　　　　　　から毎年実施（Jowellらによる（1984））
　ドイツ：ZA（ケルン大学中央データ・センター）およびZUNA（調査・方法解
　　　　　析研究センター）が1980年以降隔年に実施している一般社会調査
　　　　　（ALLBUS）。調査項目はほぼアメリカの一般社会調査（GSS）と比較
　　　　　可能な項目となっている。
　　　　　（LepsuislScheuchら（1980，　82，　84，　86））

　フランス：CREDOC（フランス経済研究所）が1978年以降毎年実施している一
　　　　　　般社会調査（Lebart，L．　（1986））

　ヨーロッパ共同体調査：1973年以来毎年2回ずつEC加盟国で実施されている。
　　　　　　　　　　　　この調査項目のうちから一般社会調査の項目と考え
　　　　　　　　　　　　られる項目（ユーロバロメーター調査報告毎年2回
　　　　　　　　　　　　発行）
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　この他、継続調査ではないが、国際比較調査として、EC諸国およびアメリカ
を対象とした「基本的価値優先順位の変化および政治参加様式の変化の研究調
査」（lng且ehart，R．（1977））

　ヨーロッパ価値観調査（198D（Stoet＝el，J．（1983））

　13力国価値観調査（1980）等が主なものである。
　これらの諸調査で調査されている質問項目についての情報を、報告書、コー
ドブック、調査票、集計用のデータテープ等の形で集積し、質問文と調査結果
のカード作成、データの二次的再分析等により集約・整理した。
　この結果により、意識の国際比較方法論の研究に利用する質問項目のうち、
日本以外のものの大要をつかむことが可能となった。

A）質問項目の選択：
　（1）日本の継続調査として、　「日本人の国民性調査」をとり上げる。これは

　　　統計数理研究所国民性調査委員会が1953年以来5心おきに実施しており、
　　　継続質問項目が多数含まれる。　（Research　Committee，（1982））
　（2）ハワイ・ホノルル日系人調査（1971－72年）およびハワイ・ホノルルー般
　　　市民調査（1978，1983）も日本←→アメリカの連鎖的比較調査として欠
　　　かすことはできない。これらの調査の質問項目のうち日本人の国民性調
　　　査および次の1978年アメリカ調査と共通の質問項目は連鎖的比較研究に
　　　とって重要である。　（林・鈴木（1986）、Hayashi，Suzuki（1991））

　（3）1978年目メリカ調査の質問項目も、連鎖的比較調査の安定性、信頼性を
　　　検討するために重要である。また、アメリカの‘ものの考え方’の特徴
　　　を考える上で重要である。
　とくに（1）にあげた、国民性の調査の質問項目は、　日本の‘ものの考え方’の

特徴をみる上で、重要であり、また、つぎのような点でも重要である。
　1）日本における1953年から30年以上にわたる変化の過程を検討することが可
　　能な継続質問項目を多数含んでいる。
　II＞これらの質問項目の多くは1978年アメリカ調査および数回にわたるハワ
　　　イ・ホノルル調査でも比較調査されている
　m）1983年の国民性調査ではフランスのCREDOC調査と比較研究をおこなった
　　　質問項目（20項目）を含んでいる。これらは、フランスの‘ものの考え
　　　方’の特徴を考える上で重要である。
　以上のことを考えに入れて質問項目の選択を進めた。
　調査にとり上げた具体的な質問項目については、一つ一つここでは述べない
が、質問項目として取り上げたものを大別して示すと以下のようになる。
　すでにのべたように、この連鎖的比較調査では比較の柱として、比較の対象
となる各社会で共通に考えられる質問項目の組を考えている。
　これに対応するには、それぞれの社会で性質のよくわかっている質問項目の
組をとり上げ、その共通部分を考えていくことになる。これらの質問項目は各
社会（国）における継続調査の質問項目の組について具体的に検討することに
より選定した。
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　これらの質問項目は
　a）近代化社会あるいは脱工業社会における‘ものの考え方’の面を調べる形
　　の質問群および
　b）近代化あるいは高度産業化社会における社会環境に対する一般の人々の考
　　え方を、

　　（D生活の質（QOL）の一般的評価
　　（2）生活各側面に対する満足度、（あるいは不安感）

等について調査する項目であり、各社会における一般の人々の現代社会に対す
る基本的な評価の一側面を検討することが可能な形の質問項目の組が主なもの
である。

　つぎに、これらと関連づけて各社会の固有のものを考える質問項目の組をと
り上げる。

　これらは、各社会（国）における継続調査の質問項目のうち、それぞれの社
会で基本的な‘ものの考え方’の側面を測るものとしてくり返し調査されてい
る質問項目の組であり、ある社会ではスケールを構成する質問群であるし、別
の社会では回答パターンの相互関連分析により、その社会の‘ものの考え方’
の特徴を示すものとして析出されてきた質問項目の組である。
　このように各社会で共通に考えられる質問項目の組と、どちらかといえば、
それぞれの社会における‘ものの考え方’の特徴を示すと考えられる質問の組
とがあるが、ここではこれらを合わせて、各社会ごとに大局的にまとめてみる。
日　　本：日本人の国民性調査のうち、質問相互の関連分析からみて日本的
　　　　　な‘ものの考え方’のシステムをよく示していると考えられるも
　　　　　の。

　　　　　（D一般的な人間関係（いわゆる義理人情）に関連する質問項目の
　　　　　　組
　　　　　（2）各種の組織、社会のしきたり、制度等についての考えをみる質
　　　　　　問項目の組（日本ではとくに伝統←→近代の対立概念を含む質
　　　　　　問項目の組として考えられ、日本的な‘ものの考え方’の特徴
　　　　　　を示すとされるもの）
　　　　　（3）くらし方、自然観等の質問項目の組等である。これらのうち、
　　　　　　（D、（2）はハワイ・ホノルル日系人調査において、日本人とハ
　　　　　　ワイ日系人の間における差異および関連性のあり方を具体的に
　　　　　　描き出すことができ、さらに1978年、83年のハワイ・ホノルル
　　　　　　市民調査および1978年アメリカ調査において、より一層具体的
　　　　　　に日本とアメリカの同異のあり方を示すことができた項目の組
　　　　　　である。（第1部　§3．参照）
アメリカ：1978年アメリカ調査のとき、とり上げた項目は、主にアメリカの
　　　　　‘ものの考え方’をみるため調査したが、これらの項目の多くは
　　　　　アメリカ的な‘ものの考え方’の特徴を示すと考えられ、アメリ
　　　　　カとヨーロッパとの同異のあり方をみるために利用できると予想
　　　　　される。これらは
　　　　　（D信頼感スケールの質問項目の組
　　　　　（2）一般社会調査（GSS）で利用された‘仕事観’、　‘一生働く
　　　　　か’等の質問群
　　　　　（3）EC諸国との比較調査に利用された質問項目
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　　　　　　　等である。

　　　　　　　とくに（2）、（3）の諸項目はEC諸国で比較調査されているもの
　　　　　　があり、これらの質問項目をとり上げることにした。
　ドイツ、イギリス：　ドイツのALLBUS調査およびイギリスの一般社会調査は、
　　　　　　　　　　すでにのべたように、アメリカの一般社会調査（GSS）
　　　　　　　　　　と共通するものが多いので、GSSに含めて考えた。また、
　　　　　　　　　　EC諸国で実施されている調査とも共通に考えることに
　　　　　　　　　　した。
　ヨーロッパ共同体（EC）調査：ユーロバロメータ調査のうち、一般社会調査
　　　　　　　　　　　　　　　の項目（アメリカの（2）、（3）と重なるものあ
　　　　　　　　　　　　　　　り）および‘政治関心’、　‘保守か革新か’、
　　　　　　　　　　　　　　　‘民主政治に満足か’、　‘社会は変えるべき
　　　　　　　　　　　　　　　か’等の政治に関連する質問項目の組等をと
　　　　　　　　　　　　　　　り上げた。
　フランス：フランスからはCREDOC調査の質問項目のうち、（1）フランスの‘
　　　　　　ものの考え方’の特徴を示し、しかも回答パターンの相互関連分
　　　　　　析でフランスの属性別にみた‘ものの考え方’の構造をよく示し
　　　　　　ている質問項目の組（20項目）、および、（2）フランスの‘ものの
　　　　　　考え方’の経年変化分析にとって有効な項目（この中には（Dの項
　　　　　　目も含むので、それを除き8項目）等となる。
　これらの継続質問項目に加えて、科学技術に関する日米比較調査（これは
1990年にEC諸国でも質問された）から2項目をとり入れた。
　また、異なる社会の比較調査には、質問項目の回答選択肢をあらかじめ作成
した質問形式ばかりではなく、各社会における自由な発想を重視する考え方も
重要である。　この目的のため自由回答法の質問項目を2項目とり上げた。自由
回答法の質問は調査結果の整理・分析に問題が多いと考えられ、これまで比較
調査ではとり上げられなかったが、組織的な分析方法も開発されっっある。
　（Lebart，L．（1988）、鈴木・村上（1990））。　（自由回答の結果は特別推

進研究報告書第4部門皿〕に示す。1988年日本調査の自由回答については一部
の分折例を示し、他の国の調査の自由回答の結果はそれぞれ、原文と翻訳を対
照して示してある）

　以上選択した質問項目について5力国調査に利用する翻訳調査票を作成し、
プリテストにより、翻訳の可否、実施可能性（各国で質問の趣旨が理解できる
か、異和感なく受けとられるか、疑問点はないか等）を検討するとともに、質
問項目の数、分量等の面から調査の可能性を検討し、質問項目の取捨選択をお
こない最終的な調査票を確定する手続きをとった。　（各国で実施した調査票
（質問文）は特別推進研究報告書第4部〔ll〕：「5丁丁調査の質問文対照一
覧」等を参照のこと）
　本調査で使用した質問項目の原出典は、付録・調査票と総括表を参照のこと。
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B）基本属性項目の選択：
　調査結果の分析検討には、それぞれの社会を構成する人々を分割する社会階
層として、どのような属性項目、あるいはどのような社会的地域的構造を考え
て分析を進めていくのがよいか問題になる。
　このとき、比較の対象となるそれぞれの社会にとって、共通に利用可能な社
会階層を取り上げて比較するのがよい。属性項目は、比較の対象となった社会
の間で共通性の高い、相互に共通理解の得られる項目であり、さらに、それぞ
れの社会で一般の人々の間に具体的なイメージが存在し、調査実施過程におい
て一義的に解釈されうるような項目（分類）であることが比較分析上望ましい。
　こられの点を考えて、次のような項目：
　個　人　属性：性、年齢、これに学歴、家族構成等
　社会経済的属性：職業、収入、および住居の種類等
　地域、環境属性：居住地の地域別、都市規模別宴
　その他の属性的項目：地域層別特性等
　等を調査項目に含めている。多数の社会に対する国際比較研究上注意する必
要のあることは
　（Dここで比較の対象と考えている5力国についてみるだけでも、共通に考え
　　られる項目は、個人属性の「性」、「年齢」だけであること
　（2）「学歴」はそれぞれの社会（国）の制度と関連しているので、ごく粗い分
　　類による比較しかできない。　（収入も同様）
　（3）都市規模別（都市←→農村）の比較は（2）より問題があると考えられる。

　　したがって、属性別および基本項目別分析として共通には、　「性別分析」
　　および「年齢別分析」のみをとり上げ、第4部〔1〕「各国毎の性別、年
　　齢別集計」としてとりまとめて示した。また資料6の5一国調査の共通フ
　　ァイルコードブックに示したように、　「性」、　「年齢」以外の基本属性項
　　目のコードは共通になっていないので注意が必要である。

＊注1）しかし、現実には、いくつかの間曲があり、これらの問題点について
　　　　は標本抽出計画の問題として別に検討されている。
　　　　たとえば、鈴木・高橋（1991）：「標本抽出の計画と方法」放送大学
　　　　教育振興会、PP225－249．

＊注2）アメリカの標本調査の標本抽出計画を日本のそれと対比し検討したも
　　　　のは、特別推進研究第4部〔皿〕§1に示してある。

＊注3）Politz，　A，　and　Simmons，　W．，”An　Attempt　to　Get　the脚Not　at

［Homes”　into　the　Sample　yithout　Callbacis’，　jOURNAL　OF　THE　AMERICAN

［　STATISTICAL　ASSOCIATION，　Volume　44，　（March，　1949），　pp，9－31，

＊＊＊ REFERENCES　を挿入する ＊＊＊
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2　翻訳と再翻訳

　意識の国際比較研究では、調査票にとり上げる質問項目の翻訳等、言語上の
問題を検討することが重要である。

　質問項目はすでにみたように
　　（D日本の調査結果がすでにあり、これを比較の対象となる社会で調査して
　　　比較する場合
　　（2）逆に比較の対象となる社会における調査がすでにあり、それを今回の比

　　　較調査にとり上げる場合
　　（3）今回の比較研究調査のため作成した新しい質問項目

　の3種類になる。いずれの場合も質問文は比較の対象となる社会（国）の言
語（日本語、英語、フランス語、　ドイツ語、米語）の質問文が必要で、それぞ
れの言語による質問文には調査実施上、漁定　　としての百　生が必要となる。
　これを検討するには
　A：翻訳→再翻訳の過程を通して同等性を検討する一（これは言語上の同等
　　　性である）

　B：翻訳の適否を検討吟味する調査をおこない、調査結果に基づく同等性の
　　　検討をする一（これは実際の調査場面における同等性の確保に通じる）

　等が考えられる。　（1978年日米比較調査の際の検討手順について詳しくは、
林・鈴木（1986）「社会調査と数量化」第II部を参照のこと）

　まず、質問文の翻訳、検討、および調査票作成の経緯や検討した手順につい
て、概要を示す。

（1）§2．1でのべたように調査に取り上げる質問項目（具体的な質問文、回
　答選択肢の文）を選択した。
（2）それぞれの質問項目について、対応する日本語の訳文、および英語の訳

　文を作成し、これを比較調査のため他の各国語に翻訳する元になる質問
　文とした。　（この多くはすでに1983年ハワイ・ホノルル市民調査および
　1978年アメリカ調査に利用した質問文であり、その他の質問文は、GSS
　調査のもの、あるいはEC調査のものがあり参考とした。フランスから
　の質問文はフランス語質問文に英語の訳文をフランス側で作成したもの
　を参考にした）
（3）この比較の元となる質問文を、イギリス、フランス、　ドイツの調査機関
　でそれぞれ自国調査用の質問文に翻訳した。
（4）これらの質問文をそれぞれ日本語に翻訳し、元となる質問文と比較検討
　した。　（Aタイプの検討）
（5）この検討結果により各調査機関と問題点を協議し、プリテスト用の調査
　票を作成した。　（プリテストでは、翻訳質問文の理解度等のチェック、

　たとえば、用意された回答選択肢以外の回答の出方一すなわち、質問文
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　の内容がはっきりしているかどうかという明確さの程度、あるいは調査
　員の回答処理の仕方、調査対象者が回答するまでにどのくらい考えたか
　一等について検討すると共に、いくつかの質問項目では翻訳質問文を二
　種類作成して、どちらがよりよいかを検討した。また、質問順序をかえ
　た二種類の調査票を作成し、どちらの順がよいかも合わせて検討した）
　（これはBタイプの検討と考えられる）
（6）プリテスト調査結果を各国調査機関の担当者が持ちより、研究者と合同

　検討会を開いた。質問文、回答選択肢、質問提示方法について一項目ず
　っ検討をおこない、修正案を作成した。
（7）各国の修正案を比較検討すると共に各調査機関の担当者も相互に調査票
　修正案を検討し、質問文の中の不用意な翻訳ケ所の修正、および回答選
　択肢の同等性の検討および質問提示方法（回答をよみ上げるか、回答用
　リストあるいは回答用手持カードを回答者に提示するか等）のチェック
　をおこない、最終案を作成した。
（8）各国の最終案について比較検討をおこない、イギリス、フランス、　ドイ

　ツの3国における調査を実施した。
（9）これらの3力国で使用した英語、フランス語、　ドイツ語の各質問文を日

　本語に翻訳し、相互に比較検討すると共に、比較調査の元である日本語
　質問文とそれぞれの翻訳文を比較検討した。
（10）この結果、多くの質問項目では、比較の元である日本語質問文と実際
　　に各国で調査した質問文の日本語への再翻訳質問文はよく合っている
　　と考えられ、また、各国相互の比較においてもよく合っていると考え
　　られた。

（1Dしかし、比較の元である日本語質問文と各国で実際に調査した質問文
　　の日本語への再翻訳質問文とが多少異なっており、しかも、各国で実
　　際に調査した質問文の間ではあまり差はなく、よく似ているという場
　　合がみられた。

（12）また、いくつかの質問項目では、各国の質問文の日本語への再翻訳文
　　に多少の違いがみられた。
（13）したがって、（11）、（12）のような質問項目については、日本調査にお

　　いて、日本語調査票をA、Bの二種類作成し、翻訳←→再翻訳の過程
　　における質問文（回答選択肢の翻訳も含む）のユレの影響を検討する
　　ことにした。

（14）1988年日本調査の日本語調査票は上にのべたようにA、B二種類とし
　　たが、この際、1978年日米比較調査（および1983年ハワイ・ホノルル
　　市民調査）以来問題が提起され未解決になっていたいくっかの問題点
　　も合わせて検討することとした。（これについては節をあらためての
　　べる）

　以上のような手続きにより、5和国比較調査をおこなった。質問文の検討、
調査票作成の経緯についてその手順をフローチャートの形に整理してみるとつ
ぎの流れ図のようになる。

＊＊図　質問文の検討，調査票作成の経緯＊＊
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　上でとり上げなかったアメリカ調査については、比較の元になる調査票とし
て、1978年アメリカ調査の調査票および1983年ハワイ・ホノルル調査の調査票
があるので、これを基礎とし、今回の5力国比較調査で新しくっけ加えられた
質問項目の質問文はイギリスで利用した質問文を参考とした。アメリカの調査
機関の担当者と協議し、プリテスト調査票を作成した。プリテストの結果、ア
メリカ調査用の調査票を確定した。この際、1978年アメリカ調査と今回の調査
と共通する質問項目について、その質問順序が異なるところがいくつか存在し、
問題となったが、プリテストの結果、今回の国際比較調査の質問順でよいこと
になり最終調査票は5頑童共通の順である。

　注1　Aタイプの検討の手順の一部（林・鈴木（1986）「社会調査と数量化」
岩波書店　PP且8－19）

a）検討の手順
検討の手順を図式的に示すと、図のようになる。

＊＊図　質問文翻訳検討の手順

　すなわち、原日本語質問文を英語に翻訳する場合には、英語に翻訳した質問
文が、英語圏では調査可能になるように考えており、調査実施に当たっては、
実際の調査経験豊かな専門家による検討を加えて調査票にまとめている。
　したがって、この実際に利用した英語調査票にある質問文が、もとの日本語
調査票の原質問文と同等であるかどうかが問題となる。　この問題を検討する一
つの方法がここで述べている質問文の翻訳←→再翻訳による検討になるわけで
ある。再翻訳の場合は調査に利用した英語質問文を原日本語質問文を全く知ら
ない翻訳の専門家に、できるだけ英文に忠実に翻訳してもらい、このようにし
て日本語に再翻訳された質問文を原質問文とっき合せて検討することにした。
　このとき、

　　1）質問の意味は損なわれていないか？
　　2）質問のねらいが損なわれていないか？
　　3）日本文として両者のくい違いはどうか？
　　4）言外の意味、ニュアンス等のくい違いはどうか？
等について検討した。

3　　和訳の問題点、質問票の決定

　国際比較研究をおこなうとき、日本が「元になる調査票」の原案を作成し、
これを、比較の対象となる各社会（国）で利用する調査票に翻訳して調査を実
施するという場合、あるいは、諸外国で実施された調査と比較するために、そ
れらの調査票の質問文を日本語に翻訳して、比較調査に利用する場合、このど
ちらの場合にも問題になることは多いが、とくに、つぎのような点はいっでも
問題になる。

（賛越あるいは区対などの回答をさらに細かく分けて）程盤L場．合
く例〉　‘賛成’、　‘反対’の回答を‘非常に賛成’、　‘やや賛成’…‘や
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調査に利用した
　英躇質問文 ↓

に
知

訳
警
）

翻
通
帳

嶺
つ
ら

再翻訳された
日本言吾質fI下文

つき台・せて検討

図H－8質問文翻訳検酎の手順
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や反対’、　‘非常に反対’等とするときの翻訳…これは多くの場合は外国
語の調査票から日本語に翻訳して比較調査をするとき問題となる。

・かと比　するときの
く例〉問　あなたは健康亙方ですか？など…これは「あなたは、あなたと
百じ　　の人とくらべて健康な方ですか？」、あるいは「あなたは、世間
一般の人（ほかの人）とくらべて健康な方ですか？」等の形で英語等に翻
訳される…比較調査のとき問題が生じる可能性がある。

日　的な色多の　い　現の
く例〉　‘恩返し’　‘恩人’　‘親孝行’等を英語等に翻訳するとき、その質

問文に沿った形で説明を加え、理解し易くする形にする…これは比較調査
のとき注意が必要になる。

外国の質問文を翻訳して比較調査するとき、直訳調の質問文ではなく、多
少、言あるいは翻　して1　する　A、　（質問文を日本語らしくして調査
の実施を容易にする意図で）…これも比較調査のときは注意する必要があ
る。

　しかし、これらの問題点が、実際に比較調査のときの障害になるのかどうか
は、これまでに、ほとんど研究はなく、内容的にはっきりしていない。今回の
比較調査では、前節の質問文作成の経緯でもふれたように、日本調査を実施す
るまでに2回翻訳←→再翻訳の検討をおこなっている。そこで出て来た問題点
を集約・整理し、いくつかの質問項目については、　「比較の元になった質問文
及び回答選択肢」と「再翻訳された質問文及び回答選択肢」とを対比して、比
較検討できる形の調査計画を立てることにした。ここで考慮した検討事項は、
上にのべたことに対応して、

程一度を表わす副詞の有無

何一］と窒の比較の対象を質問文にいれるかどうか

日本的な色彩をもつ質問文の文章をふつうの説明文でおきかえる

意訳、翻案の程度の強い質問文を翻訳調に戻してみる等のほか、　1978年ア
メリカ調査の際の翻訳検討以来、懸案となっていた「子供に金は大切と教
えるか」の質問項目の、　「金は最も大切」と教えるという文を、　「金は最

も大切なものの一つだ」と教えるという形にして比較検討することにした。
（1978年アメリカ調査では…the　most　important…としたが、今回は…
oneof　themost…とした）この他、日本語→英語（フランス語、　ドイツ語）
→日本語の翻訳の過程で変わってしまった質問文も検討することにした。

　このようにして、1988年日本調査ではA型、B型2種類の調査票を作成して
〈翻訳のユレ〉ともいうべきものを比較検討できる形の調査とした。このうち、
A型は比較対象の4力泳の調査票の質問文の翻訳に近い形の質問文を利用し、B
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型は元の形の質問文を利用した。翻訳の問題を比較検討する質問項目は24項目
になり、この他、翻訳の検討以外の質問文の文章あるいは回答選択肢の文章の
検討のため2項目を加えた。したがって、1988年日本調査の2種類の調査票A、
Bで質問文の異なる質問項目は26項目になる。これらの質問項目は一つ一つ上
げないが、質問文あるいは回答の異なるところを示した一覧表を示しておく。
どの質問項目が、上にのべたどの検討事項に該当するかを、A型、　B型の質問
項目（質問文及び回答選択肢）を対比し比較検討すると、調査結果が同じよう
になる項目もあり、異なるところもあり、その程度もさまざまで、「翻訳のユ
レ」の問題は抽象的・観念的議論は避けるべきであることがわかる。
　ここでは、一覧表により各質問項目と検討事項との関連を例示しておく。

検討事項
　く程度〉

　〈比較の場合〉
　〈日本的文脈の説明〉
　〈意訳・翻案〉

質問項目

間1、問2、問2、（問16）
問11

問12、問35、問45、問47、問49、（問64）
問20、問23、問30、問39
問46、問51、問52、問53
問71

その他　1）最も大切→最も大切なものの1っ…問33
　　　　2）調査実施上生じたもの…（問16）、問17、問34、問44、
　　　　　　　　　　　　　　　　　（問64）
翻訳検討とは関係ない項目…問22、問73

＊＊日本調査A，Bで異なる質問の表＊＊

　以上のような調査における質問項目の翻訳に関連する事は、日本の場合だけ
ではなく、諸外国にもあるものと予想される。また、社会が異なれば、同じ言
葉でも意味が異なって伝えられる可能性もあるわけで、この意味では、国際比
較研究における調査方法論は経験の蓄積により分析・検討を行い一歩一歩進む
以外にない。

　今回の調査表を比較対象の各国における研究協力者と検討した際、　「翻訳の
ユレ」の問題について討議したが、実際の調査データに基づくものは少なく、
今後の研究にまっところが大きいと思われる。
1、2のコメントを例示すると：
　日本におけるA、Bの比較検討事項と関連する点の1っは、ドイツ語では例
えば回答が‘よい’の場合、ただ‘よい’というだけでは不十分という意識が
あるので、調査の回答では‘非常によい’ということが多く、回答記入欄を用
意するのが普通である。という指摘があった。また、問35の‘しきたり’が19
87年ドイツ調査の質問文では‘普通の慣習’というよりも‘掟’に近い印象が
あり、この影響でドイツ調査の回答結果は‘押し通す’の比率が高くはならな
いだろうという指摘があったこと等である。
　具体的な質問項目の質問文及び回答選択肢の翻訳等に付いては特別推進研究
「第4部［皿］§2翻訳の検討」の項を参照のこと。そこには、翻訳検討に取
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日本調査A、Bで屑問文が異なる狐問

A o

問1 81，308 日本人の生活水準 1非常によくなった 1よくなった

2非常にわるくなった 2わるくなった

問2 37．30A 生活水鄭10年の変化 1軸距によくなった 乳よく疏つた

2葛切にわるくなった 2わるくなった

問3 31．31 今後の生活水々 ！非需によくなるだろう 1よくなるだろう

2非常にわるくなるだろう 2わるくなるだろう

問1竃 24．n 先祖を尊ぶか 普通より先祖を尊ぶ方 先粗を尊ぶ七

回12 24．10 他人の子供を責子に†るか 養子にとうて 養子にもらって

問15 ‘L8 祉会的階層 もとのまま 上　　　　　　　　下

置上2中の上3中の中4中の下5下 乳　　2　　3　　4　　5
o

問ロ 露1．81 収人か余暇か 1収入が増えること 1欲しいものがもっと買える

Z余暇ゐ‘増えること 2自由な時問がも’つと長く

問20 置7．24 就職の第1の条件 蒐超金のことを気にしないで 1　かなりよい給料がもらえる

問22 22．4 くらし方 もとのまま 条件文をカット・

1一生懸命働き2まじめに 1金持ちに2名を上げる

3金や名誉 コ自分の4のんきに

問23 32，3F 生活環境右足か 直心や住やすさ1演義 生活聰填1満足

問30 3τ．19 才能か運か 今の公会で成功している人をみて 人の成功には

面33 34．5 子供に金は大切と教える 最も大切なものの1っだ とても大切なものだ

悶コ4 鱒．IB 政治家にまかせるか その人連にまかせる3いちがいに その人にまかせる3いらがいに

問35 32．監 しきたりに従うか 世間の慣習 世のしきたり

問：9 84，3乳 家事や子供の世驕 3男性．女性の区別なくやるべきだ 3男性と女性で公平に分1旦すべきだ

問44 21．4 田と個人の幸福 国 日本

閤45 膣5．ID 大切な道徳 a狽に対する愛傭と算敬 己狽孝行

b助けてくれた b恩返し

問46 85，611 他人との仲か仕事か 1仕事はあまりできぼい 1仕事の上ではパッとしない

悶47 32．28 スジかまるくか 一定の原則に従う、他人との調和 スジを通す　まるくおさめる

問49 尊5，IC2 入杜山斗（恩人の子） 昔世括になった人の子供 恩人の子供

問51 32．口 他人のためか自分のためか 自分のことだけ考えている 自分のことだけに気を配っている

問～2 82．口。 ス十郁あれば利用されるか 機会があれば スキがあれば

問53 置2・肛2c 人は偲緬できるか 常に用心した方ゐ‘よい 用心するにこしたことほない

悶64 31．3 宗微は1つか 独自の教えを脱いでいる 立場が逓う

仰1 28．6 1上会は蛮えるぺさか ll皿塞的に2国々に 1一都に

3　あうゆる破山酔南勢ソ】から守り 2烈いところは少しずつよくして

廼’ゴ’ 1守り直す　　　　　　　　　　いく

問11 38．7 支侍政見 しいていえば伺寛を支傭しま’重’か しいてい丈ば勧考人に近い改党は
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§3．各国における調査の実施

1　調査実施の調査機関

　各国における調査の実施は、比較の対象となるそれぞれの国における調査機

関に委託した。その際、この研究調査の目的等からみて以下の諸点に留意した。

　すでにのべたように、本研究における比較調査は、質問項目の選定において、

これまでに実施されている諸調査のそれとの比較を最大限に考えるとともに、

信頼できる継続調査の質問項目をも含むように計画しており、異なる社会の間

の比較調査研究における比較可能性を高めるように計画している。　さらに、調

査実施には、対象となるそれぞれの社会の調査環境、社会的文化的背景を十分

に考え、調査結果の中に、不測の偏りや調査誤差（非標本誤差）が入り込まな

いようにする必要があるばかりでなく、比較の対象となった各社会（国）にお

ける調査の技術的水準が一定水準以上であり、調査結果の比較可能性が高いこ

とが決定的に重要である。このことから調査実施に当たる機関として次のこと

が重要である。

D比較の対象であるそれぞれの国において、信頼できる調査結果を得るための

　サンプリング技術（全国調査の）および調査技術等の経験が豊富であること

2）これまで継続調査の実施経験が豊富であること

3）これまで国際比較調査の実施経験が豊富にあること

4）これまで学術的研究調査に経験が深いこと

5）国際的な調査機関の連合体に加盟していること

　等である。さらに、研究の目的からみて、単にデータを取得して統計的分析

を加え、それぞれの対象社会の人びとの意識の特徴（‘ものの考え方’、価値

観等）をみるだけではなく、他の社会における結果と比較検討するときの比較

可能性をより高めるためには、調査企画・実査の各段階における作業内容が明

確に把握されなければならない。

　したがって、

6）調査企画・サンプリング実施上の詳細資料による誤差計算の実績があり、そ

　の技術水準が客観的に把握できること。

7）質問文作成・回答記録様式作成・調査票構成・調査員に対する指示要領等、

　実査の基本的諸段階における実績の評価・検討に関する研究実績があること。

8）調査票構成、実査、　データ整理の各段階において研究者の指導・監督が十分

　且容易にできること

等が望まれる。

　比較の対象となった各国における調査実施には、現地の研究協力者の意見も

参考にして、下記の諸調査機関が調査を実施した。
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　比較の対象となった各国における調査実施には、

参考にして、下記の諸調査機関が調査を実施した。

現地の研究協力者の意見も

ドイツ：EMNID－lnstitut　GmbH

　　　　Bodelschvinghstrasse　23－25a

　　　　D－4800　Bielefeld　1

　　　　Te　1．　49，　52　1，　260．　010

フランス

イギリス

アメリカ

日

；　Falts　et　Opinions

　25，　rue　Cambon，

　F－75001　Paris

Tel．　33L42，96，41，65

：　Research　Services　Limited

　Station　House

Haarrow　Road

We．mblFy　HA9　6DE

　England

Telephone　Ol，903，1399

：　The　Gallup　Organization，lnc．

　53　Bank　Street，

　Princeton，　Nev　Jersey

　Phone　：　（609）924－9600

本：新情報センター

　　〒100東京都千代田区永田町2－10－2

　　TBRビル
　　電話03（3580）5231

　これらの調査機関により、プリテストおよび本調査が実施された。

　以下、プリテストの実施およびプリテスト結果の検討経過のうち、本研究調

査の全体計画に影響を与え、調査結果の比較検討において留意すべき諸点につ

いてのべる。

2　プリテスト

　プリテストにおいては、すでにのべたよう‘こ、翻訳質問文の理解度等を検討

するとともに、回答型式、回答記入様式、質問提示の型式（質問文だけ読み上

げるか、質問文とともに回答選択肢まで読み上げるか、回答選択肢をリストに
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査に利用した質問形式、回答形式にならったものである。

　この調査票原案にもとづき、二種類のプリテスト用調査票を作成した。プリ

テストにおける検討事項は

各質問項目の質問順序

回答記入欄に、プリコードの回答選択肢および「その他」の回答を記入す

る欄を用意するかどうか

質問提示の形式として回答票リスト（提示力・・一．ド）を利用するかどうか等

である。

　Dについては、プリテスト用調査票作成の段階で、実際の本調査に利用した

調査票の質問順序に近いものが提案され、この一回分を原案のものに入れかえ

て、プリテスト用の調査票（青）を作成し、原案通りの調査票（黄）と比較検

討した。この結果、原案ではなくプリテスト用調査票の質問順序を採用した。

（この質問順序は調査票参照。）

　2）については、　「回答記入欄に、プリコードの回答選択肢以外の「その他」

の回答を記入する欄を用意することは、面接調査員に、調査に対する負担感を

増大させる要因となるから、極力減らす方がよい」という考え方と、　「その他

の回答が多少でも出る場台には「その他」の回答を記入できるようにした方が

よい」という考え方があり、プリテストでは、各質問項目における「その他」

の回答の出方を検討した。その結果、各国における「その他」記入欄はそれぞ

れ異なることになった。これは、各国の調査実施が円滑にいくことを優先して

考えたからである。各国における各質問項目ごとの「その他」の記入欄の有無

の一覧表を、第2部〔付録〕調査票と総括表にまとめて示す。

また、プリコードの回答選択肢のコード順も、2、3の質問項目では、各国の

調査で異なっている。これもそれぞれの国の実情によると考えられる。　（第2部

〔付録〕の質問項目の履歴一覧の注参照）

　3）については、日本における考え方と、2、3異なる考え方が示された。そ

の1っは　　に　するロxの場合である。日本では、程度を示す回答選択肢を
並べた回答票リストを提示して、回答者が容易に回答できるようにしている。

しかし、これらの質問項目ではほとんど回答選択肢を読み上げる形式でよいと

いう考え方である（注1）。また、回答選択肢が、割合簡単な二項選択の場合

にも読み上げの形式がとられることがある。一方、支持政党では多数の政党が

ある場合、回答票リストを示して選択させる形式をとる。したがって、質問提

示の方式も各国で多少異なることになった。しいていえば、原則として、回答

選択肢が3肢以上では、程度をきく場合を除き各国同一になる。また、多数の
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3　調査結果の安定性についての例示

　この国際比較調査は、質問項目の選定過程からも分かるように、1978年日米

比較調査および1982年フランス調査の質問項目と共通の質問項目が多数含まれ
る。

　ここでは、これらの共通質問項目の調査データを対比して例示する。

＜例1＞CREOOCの実施した1982年フランス調査と、今回の1987年フランス調査の

共通項目の調査結果による比較：これはこの5年間の時期的ズレによる変動と

調査主体の違いによる変動とを含んでいる。1987年フランス調査の共通項目に

対する回答の比率を横軸に、1982年フランス調査の回答比率を縦軸にとり、各

質問項目の回答カテゴリを心打ちしたものが次の図1である。図の作り方から

分かるように、各調査における調査誤差および5年間の時期的ズレにもかかわ

らず回答結果の比率に変化がなければ、45。の対角線上に点が位置することに

なる。図1をみると、45。の対角線からややハズレ方の大きい点（M、Y等）も

みられるが、全体としてよく合っているといえる。各調査の調査誤差および時

期のズレ等を考えれば、調査データは安定しているといえる。また、くい違い

の大きい項目が「フランス人の生活水準の評価（問2）」、および「省エネル

ギーは重要か（問59）」等、時期的な回答変化が予想される項目であることも

調査結果の信頼性につながるものといえる。　（全体として両調査データの相関

は相関係数＝0、97である）

　このフランス調査に対比して、日本調査の比較をしてみる。利用した調査デ

ータは、統計数理研究所の日本入の国民性調査委員会の実施した1983年日本人

の国民性調査と、今回の1988年日本調査の共通項目（フランス調査との共通項

目）の調査結果である。

　結果を図1と同じように横軸に1988年日本調査（A）の結果比率を、縦軸に1

983年の国民性調査の結果比率をとり各質問項目の回答カテゴリごとに一打ちし

てみると図2のようになる。各調査の標本誤差、5年間の時期のズレ、調査主体

のちがい等を考えに入れてみると、両調査の結果はよく安定しているといえる

（両調査の相関はやはり相関係数＝0．97となる）、ここで両調査の間のズレが

やや大きい項目（EとM）についてみると、これは「生活環境満足か（問23）」

と「日本人の生活水準の評価（問2）」でフランス同様、この5年の間に変化

が予想される項目である。

　これからみると、日本調査、フランス調査とも同程度に安定性が高いという

ことができる。

　さらに、これらの質問項目について、回答の相互関連分析をおこなった結果

では、回答構造について日本、フランス共に時期的変動はほとんどなく、全く

安定していることが確められている。これはアメリカを含めた分析でも日本、
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事項について、あり、なし等の同じことをくり返して質問する形式の質問項目

の場合、日本調査では、回答票リストの形式で質問事項を一覧できるリストを

提示して回答してもらう形式である点も異なる。各質問項目ごとに回答票リス

トを、使用したかどうかの一覧表をやはり第2部〔付録〕に示す。

　以上のようにしてプリテストの際の検討において、本調査用の調査票の骨組

が確定し、本調査が実施された。　（注2）

　本調査の実施状況については、すでに、§1標本調査のデザインの項で要点

を示しておいた。また詳しくは、特別推進研究の資料1～5「各国調査のコー
ドブック及び付属資料」を参照のこと。

（注1）たとえば、今回の調査票では問1～問3などがそれに該当する。日本
調査では、回答の安定性を考えて、程度を示す回答票リストを提示して回答者

に選択させている。これは口頭の場合、調査員の判断が入り込み、その分が調

査誤差の要因となる可能性があると考えるからである。一方、比較対象の4力

国では、回答を読み上げる方式をとる。程度を細かくきく場合、回答選択肢は

much（beaucoup，　viel）あるいはvery（tres，sehr）等がついたものがつけ加わ

るだけであるから、回答選択肢を並べた回答票リストを用意し、回答者に提示

するまでもないということである。しかし、　ドイツで実施した実験調査では、

読み上げ様式と、カード提示方式とで、調査結果は多少異なる。

（注2）プリテストにおいて検討した質問項目の質問順序、回答形式、および

質問提示の形式では、いずれの場合も、調査対象者（回答者）および調査員に

対して、調査の負担感を余分にはかけないように考え、　しかも調査結果の信頼

性、安定性を確保するように考えた方式が選択された。

　これは比較の対象となった各社会（国）における調査の方式全体の形式的な

統一をとることを考えるより、それぞれの社会（国）で継続して、くり返し調

査されている安定した方式に基づいた調査方式をとる方が比較研究上望ましい

という考え方による。

　第1部第2章のはじめにもふれたが、調査は多数の人々の合意と協力があっ

てはじめて成り立つ大きなシステムである。したがって、これまでに、やや詳

しくのべたように、調査のシステムを適切に運用することが、比較可能性を高

めることになる。

　調査の結果得られた調査データは、調査を企画したとき意図したような抽象

的なものではなく、具体的な調査過程を経て、それぞれの段階で利用した方式

に関連して得られたいわば人工構築物である。ということを念頭において調査

結果の分析・検討を進めることが重要である。

3　調査結果の安定性についての例示
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フランス、アメリカの3極構造に変化のないことが示されている（特別推進研
究報告書第5部　発表論文2，Suzuki（1989）参照のこと）。また、参考までに、

比較にとり上げた各調査の回答比率を一覧表にしておく、図1および図2の図
中の記号は表の一番左官のAB…に対応している。血中の回答比率は回答選択

肢をまとめた形で示してあるので注意すること（詳しくは第2部［付録］調査
票と総括表の単純集計表の国別一覧を参照のこと）。

＊＊　図1フランス調査データの安定性＊＊

＊＊　図2日本調査データの安定性＊＊

＊＊　回答分布の一覧表＊＊

＜例2＞1978年アメリカ調査と今回の1988年アメリカ調査の共通質問項目の調
査結果による比較：’

　これは、　この10年間の時期にズレによる変動を含んでいる。例1のフランス

のときと同じように、日本・アメリカ両調査に共通の項目をとり上げ、その回

答比率について、横軸に1988年アメリカ調査の共通項目に対する回答の比率を

とり、縦軸に1978年アメリカ調査の回答比率をとり、各質問項目の回答カテゴ

リを畑打ちする。結果は図3のようになり、フランスの場合同様の図が得られる。

10年の時期のズレを考えに入れれば、1978年調査と1988年調査の調査データは

安定しているといえる。

　この図からみて、　くい違いの大きい項目D、1、Nが目につく。しかし、　Dは

「子供に「金は大切」と教える（問33）」の項目であり、前節でのべた通り19

78年調査の質問文も‘the　most　important…’を今回の1988年調査では‘…

one　of　the　most　important…’とした。このため、　‘賛成’が増え、　‘反対’

が減少するという影響がでたことになる（これは予想された結果といえる）。

　また、1は「先祖を尊ぶか（問ID」の項目であり、この項目も前節でのべた
ように日本調査で質問項目の比較検討の対象とした質問項目の1っである。日
本では「あなたは先祖を尊ぶ方ですか」と「…普通より先祖を尊ぶ方…」とを

比較しているが、アメリカ調査の場合は1978年調査では「…平均より尊ぶか」

であり、1988年調査では「平均のアメリカ人より尊ぶか」となっている。この

質問文のズレの影響が出ているものと考えられる。

　Nは「大切な道徳（問45）」の項目で、この項目も日本調査で質問文の比較検

討の対象となった項目である。1978年アメリカ調査では、回答選択肢の「親孝

行」、「恩返し」をそれらに対応する英語に翻訳して、あまり説明をしなかっ

たが、1988年アメリカ調査では「親孝行」を「親に対する尊敬」、　「恩返し」

を「これまでに、助けてくれた人に報いる」等と説明している。この3項目が

1978年調査と1988年調査とで質問文（あるいは回答選択肢）の文章がことなっ

ていることは注目される。これ以外の項目の回答結果は、この10年間にほとん

ど変動していないといえ極めて安定しているということができる。（両調査の

回答結果の間の相関は、相関係数＝0．97でフランス調査同様である）
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図一1フランス調査データの安定性
　　　　　日本・フランス共通項目による5年間の動き（1982－1987）
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図一2　日本調査データの安定性

　　　　　日本・フランス共通項目による5年間の動き（1983－1988）
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　上にのべた3項目について1978年アメリカ調査で利用した質問項目は、特別

推進研究第4部［皿］§2の翻訳の検討の各質問項目ごとの翻訳比較対照のと

ころに示してある。（また、前節も参照のこと）

＊氷　図　アメリカ調査データの安定性＊＊

　参考までに、日本における10年間の時期的ズレによる変動の模様をアメリカ

調査と共通の質問項目の回答結果について同様の図にして示すと参考図のよう
になる。

　1978年および1988年のアメリカ調査は同一の調査機関によるものであり、こ

の意味の調査システムの差はないと考えられたので、これと比較するため、日

本調査の場合も、統計数理研究所の1978年および1988年の「日本人の国民性調

査」の結果を利用した。

　参考図をみると、これはほぼアメリカ調査の10年の間の動きと同じであるこ

とがわかる。　（相関は相関係数＝0，96）

　なお、比較検討した回答結果の一覧表は、本報告の主題をはずれるので、第

2部［付録］の末尾につける。

＊＊　図　日本調査データの安定性＊＊

　日本・アメリカの共通項目による10年間の動きを、1978年日米比較調査の結

果および今回の1988年日本調査と1988年アメリカ調査の比較分析を行いその結

果を対比して検討することは本報告書の主題からはなれるのでここではふれな
い。

　以上の検討により、1987年フランス調査、および1988年アメリカ調査の安定

性も確かめられた。全体として、今回の5力国調査の調査結果は調査計画にほ

ぼ沿ったものと考えられる。この調査データを基礎にして、調査結果の分析・

検討へと進むため、各調査ごとのデータの整備をおこなうとともに、5国国の

比較分析用の共通ファイルを作成した。これらの詳細については特別推進研究

報告書資料一1～5、　「各国調査のコードブックと付属資料」、および資料一

6「共通ファイルのコードブック」をそれぞれ参照のこと。
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図一3 アメリカ訓査データの安定性

日本・アメリカ共：通項目による10年IIIIの動き（1978－1988）
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　　　　参考図　日本調査データの安定性

　　　　　　　　　　日本・アメリカ共通項目による10年間の動き（1978－1988）
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比較検討のために示した図一3及び参考図に用いた回答結果の一覧表

図 問
1978

日　本 U．S．A

の
記
番 US 質問項目 回答選択肢

KSW
j

KS田

@K　K寺網

1978 1988

号 号
（κS～π）

2032 1858　3682 1571 1563

2 一生働くか 1．ずっと働く 69．1 68．5　65．3 66．7 57．8
A 18

（K－1） ＃2．8　　H－2 2．働くのをやめる 24．7 24．9　27．6 2了．5 30．4

他人の子供を養子にす 1．つがせた方がよい 32．5 28．4 57．5 52．3

B 12
4

るか 2．場合による 11．6 15．1 2．0 8．2 順番注意
（K－3）

＃4．10　H－4 3．つがせないでもよし 47．8 51．6 30．6 34．5

1．ほんとうだという 56．9 62．2 84．3 90．3

5 先生が悪いことをした 2．場合による 7．6 9．4 6．7 3．8

C 40
（K－4） ＃4．4　　H－5 3．そんなことはない 27．1 22．7 4．0 2．7

〃

という

子供に「金は大切」と 1．賛成 44．5 35．3 5．4 16．68

D 33
6

教える 2．いち榔に帥えな1、 12．8 16．2 0．8 4．1零 〃

（K－5）

君4．5　　H－6 3．反対 40．4 46．7 93．1 78．4零

1．賛成（へる） 42．7 46．7 71．2 69．0

E 32
7 人間らしさはへるか

2．いちがいにはいえない 21．0 24．0 4．5 5．5
（K－2） ＃7．1

3．反対（不変、ふえる） 30．3 25．8 20．4 24．2

1．おし通せ 30．1 27．0 74．3 69．9

F 35
8 しきたりに従うか

2．場合による 24．1 34．6 5．5 9．5 〃

（K－6） ＃2．1　　H－7
3．従え 41．6 36．0 15．5 19．4

1．賛成（まかせる） 32．3 30．0 8．3 7．4

G 34
9 政治家にまかせるか

2．反対（まかせっきり 58．2 61．0 88．6 88．2
（K－8） ＃8．1b　H－8

はよくない）

1．賛成（へらない） 52．7 42．3 70．0 76．1

H 36
1
1
心の豊かさはへらないカ

2．いちがいにはいえない 15．4 21．6 5．3 3．5 〃

（K－12） ＃7．2
3．反対（へる） 25．3 32．6 21．7 19．o

1．尊ぶ 72．1 65．5 54．9 73．1参

1 1
1

14 先祖を尊ぶか
2．普通 16．0 21．0 20．7 17．0零

（κ一10） ＃4．11　　H－73
3．尊ばない 10．3 1L5 20．6 8．B

15 恩人がキトクのとき 1．故郷へ帰る 51．3 51．9 64．5 66．3
J 4
1 （K－15a） ＃5．1　　H－20 2．会議に出る 41．8 4L2 28．5 24．4

13 親がキトクのとき L故郷へ帰る 49．3 52．8 67．6 64．4
K 42

（κ一15b） ＃5．1b　H。21 2．会議に出る 44．4 41．0 25．5 25．7

1．自然に従え 33．0 41．7 25．0 25．5

L 43
17 自然と人間との関係

2．自然を利用 44．4 440 63．7 66．2
（K－17） ＃2．5　　H－22

3．自然を征服 15．8 8．8 5．8 4．5

1．個人→国 27．2 29．2 25．8 27．1

M 44
18 国家と個人の幸福

2．個人胃国 41．1 42．1 37．0 36．7 〃

（K－17） ＃7．4　　H－23
3．国→個人 27．0 24．7 29．0 28．3

1．親孝行 70．4 70．8 52．1 69．3‡

19 大切な道徳 2．恩返し 47．4 47．2 19．5 27．6零
N 45

（K－18） ＃5jd　H－24 3．権利尊重 37．7 35．8 74．0 62．2

4．自由尊重 39．3 42．0 45．4 33．1

2
1
スジかまるくか Lスジを通す 43．9 42．1 45．5 47．6

0 47
（K－13） 鉾2．2b　　H－28 2．まるくおさめる 49．9 54．1 46．5 47．1

＊印は質問文異なる
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図 問
1978

日　本 U．S．A

の
記
号

番
　
号

　US

iKSVI）

質問項目 回答選択肢
KSVI

@K
Q032

KS櫃

@κ　K＋M

P858　3682

1978

P571

1988

P563

22 入社試験 1．1番の人 71．7 70．2 72．4 65．9
P 48

（K－21a） ＃5。1c－1　H－29 2．親戚の人 22．5 23．9 21．8 29．5

23 入社試験 1．1番の人 47．2 44．6 69．9 64．9
Q 49

（K－21b） ＃5，1c－2　H－30 2．恩人の子 46．1 49．2 24．5 30．4

24 めんどうをみる課長 1．めんどうをみない 9．5 9．7　9．9 47．2 44．9
R 50

（K－22） ＃5．6　　H－31 2．めんどうをみる 87．2 87．9　87。3 49．5 51．4

くらし方 1．金持ち 13．9 17．1　15．3 7．2 6．1

＃2．4　　H－26 2．名をあげる 2．0 3。2　2．7 6．7 7．2

26 3．趣味 39．1 37．9　41」 35．3 33．2
S 22

（K－19） 4．のんきに 21．6 22．7　23．0 35．3 37．1

5．清く正しく 10．7 9．4　9．0 10．2 11．2

6．社会につくす 6．6 4．0　3．8 2．0 2．8

1．よい給料 5．8 9．5　9．9 16．2 20．9

33 就職の第1の条件 2．失業の恐れがない 23．4 14．4　15．5 18．7 21．6
T 20

（K－24a） ＃7．24 3．気の合う仲間 30．1 35．1　35．7 13．9 11．3

4．やりがいのある仕事 38．0 38．8　36．4 49．4 43．6

42 「宗教心」は大切か 1．大切 48．83 72．1 85．0 87．3
u 63

（K－11a＋b） ＃3．2　　H－F5 2．大切でない 8．8零 15．0 12．5 10．4

＊質問文注意
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　　　　　第3章　イタリア・オランダ調査への発展

標本調査のデザインと実施計画

翻訳と再翻訳

2ヶ国における調査の実施とデータ入力
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§1　標本調査のデザインと実施計画

　イタリア、オランダにおける標本調査のデザインと実施計画を、各調査実施機
関の作成したテクニカルレポ・一トに従って説明する。

§L1　イタリア標本調査のデザインと実施計画

a．標本計画

　この調査の対象はイタリア人口の18歳以上の男女である。　（国勢調査によると
42514199人である。）サンプルは，イタリア全体から三段階無作為にランダム・ウ
ォーク（random　valk）方式により18歳以上の成人約1000人（男女一対同）を抽出
したo

b．サンプリングの方法

三段階の無作為方式でサンプルを抽出した。

　第一段階では、前もって都市化のレベルに応じて分類されている各地区の中か
ら市郡（municipalities）を選んだ。サンプル・サイズは、一人の面接調査員の
面接数が10を越えないように配慮して、各地区からそれぞれの規模の市（大中小
といった形に市が、規模によっていくつかのクラスに分類されている）が代表さ
れるように決め、その数が決まったらそれぞれのグループ（地区x規模）からサ
ンプリング地点をランダムに抽出した。tclass　intervai”（以下参照）は、各グ
ループの市郡の数とフィールドワークを行うサンプリング地点の数の割合によっ
て決めた。

（例）Piemonte地区には137の市郡があり、2っのサンプリング地点が必要である。
ランダムに、例えば105という数が抽出され、それが第一番目のサンプリング地点
となる。この数に、この地区の市郡の合計数137をサンプリング地点数の2で割っ
た数66を足して、二つ目のサンプリング地点とする。
　この場合は、105＋66・171なので、そこから総数の137を引いて34とした。

137／2・66　（これがclass　intervalとな．る）

105＋66－171；　171－137＝34

市郡の番号を無作為抽出する際には、0から9までの番号札の入った箱から1枚引い
て、その番号を別の紙に控え、又その番号札をもどして2回目を引くというように、
一つの番号を引いたら必ず元に戻すという方法を取った。

　第二段階では、各サンプリング地点（sampiing　area）において調査開始点を選
んだ。英語のアルファベットが1文字ずつ入った箱の中から文字を抽出し、電話帳
のその文字の頁の部分から道の名前を抽出して調査始点とした。

　第三段階では、「ランダム・ウォーク」（random　valt）方式で回答者を選んだ。
その道で一番小さい奇数の番地の世帯を一番目に調査を試みた。アパートの場合
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は、その棟で4世帯ごとに調査を試みた。不在の場合や調査を拒否された場合は、
そのすぐ上か下のアパート番号の世帯を調査した。各世帯では、　「次の誕生日
（Next　Birthday）」方式を使って、一世帯ごとに一人面接者（つまり、その世帯
の中で最も早く誕生日を迎える入）を選んだ。不在の場合は、面接ができるまで
一つの住所に最高3回まで通った。それ以後は、その道にそって歩き、3軒（bui且d
ing）ごとに調査を試みた。

c．面接調査員に配布した資料

　面接調査員には、フィールド調査の責任者（Pragma社員）とこの国際調査の責
任者（統計数理研究所員）から、調査概要を説明し、そのうえでランダム・ルー
ト方式を使う上での厳密な規則と詳細な指示を与えた。

面接調査員には全員、下記のことを書いたカードを与えた。
　　・調査対象とその定義
　　・面接すべき数
　　・Pragma（イタリア調査実施機関）の連絡係
　　・一面接ごとの報酬料
　　・フィールド・ワークのスケジュール

　さらに、指定の紙にフィールド・ワークの記録をきめ細かくっけてもらい、面
接が全て終り次第、質問票と一緒にpragmaに送り返すようにして指示した（付録
Aを参照）。又、面接調査員にはpragmaからの任命書に署名してもらった。　（面
接調査員への指示、注意事項く英語及びイタリア語〉は付録Bに記してある。　）

d．フィールド・ワークの組み立てかた

d．1　質問文の翻訳と予備調査

　統計数理研究所はPragmaに、75の質問及び個人の属性に関する質問24問の計99
問を含む英語とフランス語の質問票を送り、Pragmaがイタリア語の翻訳をした。
イタリア語に翻訳する際には、社会階級や教育レベルにかかわらず、回答者が容
易に理解でき、疑問を抱かず回答できるように、イタリア人の意識や生活の仕方
を十分に考慮した。

　最善なものをつくるために、依頼側（統計数理研究所）とPragma両方で数々の
推敲を重ね、依頼者が完全に納得したうえで、最終的な質問票が印刷された。

d，2　予備調査

　1992年の43週目に、6人の面接調査員によってローマ地域で15の面接、　ミラノ地
域で15の面接、計30面接の予備調査が行われた。この面接調査員たちは、ローマ
とミラノのpragmaの本社で依頼者たちの立会いのもとで、　Pragma社のフィールド
調査責任者からこの調査全般に関する説明を受けた。
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　さらに、　ローマ、　ミラノの大都市の他に、メンタナ（町）というイタリア中央
部にある小さな町をサンプリング地点に含めた。

　短時間で調査を実施しなければならないため、予備調査においては面接調査員
の要望に応えて、調査始点をあらかじめ指定した。

　予備調査を通して直面した問題などに関しては、面接調査員をローマに集めて
の調査後の会議で、面接経験、面接結果などを考慮しながら討議した。回答者が
分かりやすく、また面接調査員にも質問しやすいものになるように、面接調査員
たちも加わって最終的な質問票を作成し、依頼側の承諾後に印刷した。

d、3　調査期間

フィールドワークの実施期間は次のとおりである。
　　　　1992年11月23日遅開始
　　　　1992年12月　9日　終了

完了した面接の総数は、1048だった。

d．4　本調査

　124のサンプリング地点を、134人の調査員が134の調査始点から調査した。面接
調査員たちには、1000の面接、そして、補助サンプルとして使う75の面接（特に
回答率の悪いと予想される地域）を合わせて1075の面接を依頼した。

最終的には、134人の調査中の2人だけが質問票と記録を送り返してこなかった
（合計20の面接のロス）。

　面接調査員各人に、前述の方法で調査始点の住所を与えた。
　0から9までの番号札の入った箱の中から何回か番号を抽出し、それによって電
話帳の頁を選んだ。　（何回番号を取るかはその市郡の電話帳のページ数によって

決めた。）その次に、aからzのアルファベットの札が入った箱から、アルファ
ベットを一つ抽出した。先に選んだ電話帳のページから、そのアルファベットで
始まる道の名前を捜し、それを調査始点とした。

　面接調査員全員、その道のなかで一番小さい番地で居住用に使っている家から
調査をはじめ、その道に沿って進むようにした。しかし、場合によってはその市
郡の事情によって、指示された道をたどれず、その度変更が必要なこともあった。
例えば、ある道は田園地域の方に入っていってしまい、農家の建物が居住用でな
く倉庫として使われていたり、また行き止まりになっていてやむを得ず戻らなけ
ればならなかったり、またある時にはその道が別の町につながっていて、それに
沿っていくと違う市郡に入ってしまったりした。

e．面接調査員への指示書
　付録Bを参照
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　　　　　　　　　　　　　　　　　イ寸録A

（イタリア調査pragma社の調査員へ配布し、 回収する資料の紙）

PRAGMA．　SRL
Vin　Salaria，　29gya

OO199　ROMA

NOME　1　NTERVI　STATORE

COMUNEDI　R！LEVAZIONE

lNDIR［ZZO

ES　rrO　CONTArn

Ne　clvlco

幽山山山山山山山」
山幽山」
山山LLLU
山山山」
山」

…
曲
面
面
罵
U
曲
階
調

RISU［rA丁0

1　2　3

一一u
－uu

uuu
－uu

uuu
uuu

LEGENDA　PER　LA　CA＄ELLA　RISULTATO

　　　　V　＝　APPARTAIVIENTO　VU　OTO

　　　　l　＝　INTERVISTA　EFFEITUATA
　　　　R　＝　RIFIUTO

　　　　S　＝　SOSPESA

　　　　F＝FUORI　QUOTA！INEしEGGIBIしE

1し．PRES〔三NTE　FOGUO　DEVE　ESSERE　SPEDITO　UNITAMENTE　ALL［三INTI三RVISTE．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一70一



　　　　　　　　　　　　イ寸録B

（イタリア調査pragma社の調査員への指示書）

QUESTIONNAIRE

GENERAL　RULES

Here　are　some　recommendations　for’fiillng　in　the　questionnajre　in　the　correct

way：

　
　
　
　
の
　
　
　
コ

ー
・
2
3
4．

5

6．

7．

Use　only　blue　or　black　perts，　avoid，llsing　the　pencil．

Circ［e　the　answers　given．

The　questions　must　be　asked　exactly　as　they　are　w市ten　and　following

the　same　order　as　that　of　the　questlonnaire．

Take　careful　note　of　the　instructions　written　on　the　questionnaire　before

beginning　the　interview　itself，　we　suggest　to　evidence　aH　the　skips，　the

writings　as　”one　answer　only”　or　”more　answers”　so　as　to　make　the

interview　smoother．

ln　the　open－ended　questions　if　the　respondent　should　answer　”i　don’t

know”，　”1　donlt　remember’　or　“refuses”　write　it　down　fully　in　the　space　of

the　answer．

if　the　respondent　should　not　understand　a　question，　read　again　slowly，

donlt　explain　it　and　do　not　give　it　your　personal　meaning．

Remain　neutral　during　the　entire　length　of　the　interview．　DO　NOT　MAKE

ANY　COMMENTS，　This　does　not　mean　that　if　the　respondent　answers

without　coherence　you　should　not　tell　him　so；　it　only　means　you　are　not

to　influence　the　respondent　with　your　personal　opinion．

Write　clearly　and　in　a　readable　way，　check　the　interview．　lf　you　notice　that

some　information　has　been　left　out，　ask　the　question　again　before　greeting

the　respondent．
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GUIDE　TO　THE　QUESTIONNAIRE

The　main　characteristic　of　this　study　is　the　fact　that　in　many　questions　in

which　the　show　card　is　foreseen，　the　answer　”other’　can　be　accepted　as　long

as　it　is　specified．

We　wiii　herewith　give　explanations　ior　those　questions　which　can　create　a

problem．

DOM．8

DOM．9

DO　M．　12

DO　M．　14

DO　M．　16

DOM　17

DOM．　20

DOM．24

The　two　most　important　goats　must　be　indicated，　coding　one

answer　in　the　column　l　st．　place　and　one　in　the　column　2nd．

place．

　ma1　must　be　given．

The　question　appears　with　a　complicated　structure；　what　is

meant　is　if　it　is　right　or　wrong　to　turn　to　adoption　in　order　to

have　direct　heirs．

For　each　ailment　sufferedΩ旦e＿answeエ．　must　be　given．

AITENTION　this　scale　uses　the　numerical　values　contrary　to

those　to　which　the　ltalians　are　used　to．　ln　this　question　1　means

high　（in　school　they　teach　us　that　it　is　a　low　number）　and　5

means　low．

The　answer　”both”　is　not　accepted　as　it　is　foregone，　therefore

only　gn．e．ans）bte［damgng　t　h　e　two．

Here　is　a　question　for　which　besides　answering　with　the　show

card，　a　different　answer　can　be　given，　specifying　it　at　”altro”．

ls　dMded　in　24a　and　24b．　For　thefts，　household　・objects，　cars，

etc．　are　meant．

ln　question　24b　we　speak　of　personal　safety，　of　mugging．

DOM．26A　ATTENTION　wθwantΩ且Ω」n雌y旦【，　the　othGrs　are　tQ　bθ

　　　　　　　　　　given　at　question　26B．
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DOM．27 ArrENTION　in　this　question　the　values　are　the　ciassic　ones，
that　is　1　means　not　at　all　important　and　7　very　important．　One

answer　per　line　must　be　given．

DOM．．28 iThe　question　is　made　also　to　those　IMng　alone　（as　by　family　it　is

also　meant　the　one　lead’with　parents，　brothers，　uncles，　cou’sins，

etc．　even　if　not　living　together）．

DOM．30／31．Theε［nswer　”both”cannot．be且ccepted．

DOM．　32／33134／35／36　The　answer　”undecidedit’　depends”　’rnust　not　be

　　　　　　　　　　prompted　but　accepted　only　if　said　spontaneously．　The　answer

　　　　　　　　　　”otheti’　must　be　specified．

DOM．　38！39　One　only　answer　is　possible．

DOM．　41／42　lf　at　this　question，　the　respondent　answers　”postpone　meeting”

　　　　　　　　　　since　it　is　too　easy　as　solution　and　a　foregone　one，　it　cannot　be

　　　　　　　　　　accepted　therefore　you　must　put　the　respondent　in　a　positiop

　　　　　　　　　　that　”postponing　the　meeting”　is　impossible　and　prompt　hlm　to

　　　　　　　　　　give　you　a　different　answer．

DOM．　43／4＝4　One　only　answeris　possible．

DOM．45 Only　two　feelings　can　be　coded　in　the　YES　column，　aH　the

others　must　be　indicated　ip　column　NO．　if　the　respondent　thinks

that　something　else，　not　included　on　the　showcard，　is　important，

you　can　accept　it　and　remember　to　specify　under　”altro”．

DOM．　46／47　One　only　answer　is　possible．

DOM．　51 The　most　foregone　answer　is　”it　depends　on　whom　you　meet”

because　we　speak　of　一　”in　most　cases”　一，　try　to　make

re　spondents　say　’more．

DOM．　54／57／58　One　answer　per　line　must　be　given，　accept　”don’t　know”　only

　　　　　　　　　　if　said　spontaneously，
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DOM．61

DOM．　61et

DOM．　61－2

By　culrure　everything　is　meant，　historians，　persons　of　literature，

politics，　science，　important　places　where　events　took　place，

monuments，　etc．　lsolate　the　first　answer　from　the　others，　writing

the　first　answer　on　the　first　line　and　from　the　second　line　on　all

the　others．

lt　is　divided　in　questions　A　and．B．　ln　question　A　it　is　asked　for

the　three　most　desirable　qualities，　therefore　only　three　answers

．are　possible；　in　questl’on　B，　among　the　three　mentioned　at

question　A，　the　rnost’．　desirable　one　．of　’these　three　is　asked，

the’refore　only　one　answer．

To　each　phrase，　indicated　by　a　letter，　one　answer　must　be

attributed．

DOM．　61－3　lt　is　meant　in　a　general　way，　to　receive　from　life．

DOM．　61－5　Code　in　the　following　way：　iet　us　suppose　the　respondent　does

　　　　　　　　　　not　want　as　neighbours　persons　with　a　criminal　record，　heavy

　　　　　　　　　　drinkers，　right　wing　extremists　while　they　would　not　have

　　　　　　　　　　problems　with　the　others．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　would　not　like　as　no（problem）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　neighbours

　　　　　　Persons　with　cri　minal　record　1　2

　　　　　　Persons　of　different　race　1　2

　　　　　　Students　1　2
　　　　　　Left　wing　extremiSts　1　2
　　　　　　Unmarried　mothers　1　2
　　　　　　Heavy　drinkers　1　2
　　　　　　Right　wing　extremists　1　2

DOM．　，61　一7　One　answerper　line　mu　st　be　given．

DOM．　62A　lf　the　answeris　”no”　or　”1　don’t　know”　go　to　Dom．　63

DOM．63 Must　be　askGd　to　all．
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DOM．　67

DOM．　75A

One　answer　per　line　must　be　given．

For　each　political　party　a　number　from　O　to　100　must　be

attributed　according・to　the　respondent’s　feelings．エheW⊥

amggnungsmgs」be．egs，！a1tQ±tunQ：ea，

W市e二zeros　as’in”the　example．　lf　the　respondent　cannot　answer

for　a　political　party，　w市e　999．

Tempera加re

Democrazia　Cri　stiana　（DC）

Partito　Democratico　della　Sinistra　（PDS）

Rifondazione　Comunista
Partito　Socialista　italiano　（PSI）

040

040

070

040

DEMOGRAPHICS

ln　this　part　you　will　find　some　points　already　dealt　with　in　the　maln

questionnaire，　make　the　respondents　know　that　you　are　aware　of　it　but　ask

the　questions　again．

D．03 1f　you　are　interviewing　students，　the　interviews　will　not　be　many，　f川

the　boxes　with　two　zeros　and　go　to　Dom．　5．

D．04 Both　questions　have　to　be　made，　that　is　if　he　has　started　studying

again　or　if　he　has　attended　a　course．．．．．．．．．．．“．．．．as　for　exampie：

．　Eventually　started　studying　again

．　Eventually　have　attended　a

　professional　training　course　or

worked　as”apprer丁tice？

（IF　YES）　FOR　HOW　MANY

MONTHS？　OO

（IF：YES）　FOR　HOW　MANY

MONTHS？　OO
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ln　the　above　example，　the　person　has　not　taken　up　studying　again　or

attended　courses．

D．09

D．10

D　．11

D．12

D．13

One　answer　per　line　must　be　given．

lf　the　respondent　does　not　：carry　out：apa’d　work　（codes　from　Ol　’to　04

at　Dom．OA）　ask　him　what　he　did　before　retiring’or　withdrawing　frorn

w。rk　indicating　it　in　the　c。1um’of　．Dom．15b．　lf　you　are　i耐eMewing　a

student，　do　not　take，it　iorpmed，　by　not’indica±irrg　it，　at　Dom．　I　QB

that：the　code　is　15一・　same　goesiorthe　housewives；

ls　clearly　to　be　made　only　to　those　who　are　actually　working，　on　his

own　or　as　dependent　（underemployer＞．

ls　made　only　to　those　who　in　the　past　or　now　are　doing　a　paid　work　or

a　work　on　their　own　（that　is　from　code　05　to　code　18　at　Dom．　10a　or

code　Ol　to　code　14　at　Dom．10b）．

ls　only　for　those　who　work　or　have　worked　in　the　past　as　dependent

workers．

D．14 1s　useful　to　identity　the　figure　oi　the　head　pf　the　household．　lndlcate

one　answer　per　line．

lf　the　head　of　the　household　is　not　the　one　you　are　interviewing，　go　on

with　the　next　questions　on　the　head　of　the　household　as　made　to　the

respondent　if　instead　the　respondent　is　also　the　head　of　the

household，　go　to　Dom．18．

REGISTERING　OF　INTERVIEWS

P．03 1ndicate　the　precise　length　of　the　interview．　it　is　not　possible　for　10

interviews’　to　all　have　the　same　timing，　this　would　mean　’that”arfter

having　carried　out　the　first　interview，　you　have　registered　the　same

time　for　the　other　ones，　lf　it　were　so　easy，　why　do　you　think　we　would

ask　you？
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P　06　AND　07MUST　BE　LEFT　BLANK．

P　08　You　must　persona”y　write　the　mail　code，　asking　the　respondent　and

　　　　　looking　for　it　yourself　on　the　street　map．

P　09，　P10　AND　PII　MUST　BE　LEFT　BLANK．

FOR　ANY　PROBLEM　OR　DOUBT，　ASK　：MMED：ATELY　FOR
CLARIFICA－ONS　THROUGH　rUE　M匪TOLL　NUMBER　1678－65041．
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ITALIAN　VERSION
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§1．2　オランダ調査の標本計画と実施

a．　標本計画

　この調査の対象は、18歳以上のオランダ国籍を持つ者である。
　NIPO社は、オランダ全居住者のマスターサンプル・磁気テープを保有している。
これは、一種の「住居番号簿」のようなもので、各地の道路（street）と住居番
号（4桁の数字と2英文字でできている。例1365AC）が、翌年建築される住居も含
めて記してある。マスターサンプル・テープは、毎年更新されている。このテー
プには、会社などの建物の番号まで含まれているが、NIPO社が保有している「会
社のみの住居番号簿」を利用して、それらを除くことができる。

　NIPO社は、このテープを利用して、毎年一・度20万人から25万人の居住者の住所
を無作為抽出して、その年に必要な面接調査のための標本リストを作成している。
次に、それらの番号を647の市郡（rnunicipalities）毎に、ランダムにまとめたリ
ストを作る。面接調査の必要なときに、各市郡において、そのリストの最初の住
所番号を選び出すようにしている。

b．サンプリングの方法

b．1　住居番号テープからの代表サンプルの抽出法

　オランダの全住居番号のうちの各市郡（municipalities）の割合は、既知であ
る。これらの市郡は、次のように2つに分類されている。

1）代表市郡一一大都市部の市郡は常にサンプルに含ませている。
2）非代表市郡一一特別の配慮をする市郡。これらのうちのいくっかを、ある経
済地域層の区分に含ませる。その地域で必要な面接（interview）の数を考えて、
適正な数の市郡を無作為に選び出す。

　これら2分類と市郡の割合を考えて、住居番号を無作為に抽出するのである。

b．2　各住居での面接回答者の選出法

標準：18歳以上のオランダ国籍を持つ者（計：1048名）
無作為抽出：「誕生日ルール」を用いる。即ち、その家の人で次に最初に誕生
日を迎える者を選ぶ

選ばれた各住居での面接回答者数：1名のみ
各面接地点での面接回答者数：4名

　各面接者は、無作為抽出された住所を調査担当者から受け取る。これが出発点
となり、4人の面接回答者を求めるである。訪問すべき住所は、この出発点に最も
近いところとなる。

1）訪問先が不在などで、ドアを開けてくれなかった場合は、後で再訪問するこ
ととし、次の住居を訪れる。再訪問は、最高三回まで繰り返す。
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2）ドァを開けてくれた場合は、抽出した回答者に面接を試みる。その回答者が
不在の場合は、後日面接する為の約束（アポイントメント）を取り付けるように
する。面接が拒否された場合は、次の住居を訪れる。

b．3　面接調査員の確保

　NIPO社では常時1200－1300人の面接調査員を確保している。回答者の標本抽出
の後に、各サンプリング地点の近くに居住する調査員が選ばれる。
　調査員を選ぶ際は、その調査の内容を考慮し調査員の社会・経済的属性や仕事
振り、他のプロジュクトと兼任している数、住居地、連絡の手段が考慮される。

d．調査遂行の手続き

d．1　質問文翻訳の手続き

　まずNIPO社の専門家によって質問文の英訳版にもとづいてオランダ語に翻訳さ
れる。　もし何らかの問題が生じた場合は、他の国語（米語、仏語、独語）の翻訳
を参考にする。この翻訳には、オランダ人の文化背景とこれらの質問に対する態
度を十分に考慮する。
　そのオランダ語訳文を、日本側代理店R＆D社の専門家（日本人翻訳者）により、
再び日本語訳する（バック・トランスレーション）。その日本語訳と本来の日本
語質問文とを比較検討し、本質的な差異が見出された場合は、該当する質問文を、
オランダ語翻訳者と日本語翻訳者双方に検討させる。最終的にはNIPO社側に修正
させる。　（但し、予備調査中に発見された問題点を考慮して修正したものもある）

o

d。2　予備調査

　オランダの各地域（provinces）と大小の市郡（municipalities）の全域に広が
る56人の面接回答者を用いて、質問文の表現の可否がテストされた。

d．3　調査時期

予備調査
本調査

9月21日一28・日

11月5日一29日
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e，　面接調査員への指示書（オランダ調査Nipo社）
　　　　以下に、英語訳版（付録C）とオランダ原語版（付録D）を記す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面接調査員への指示書（英語訳版）

De題r　e皿P且。，ee，

Instruction：　Sorvcy　”Opinions　in　societv’　（V－736）

We　thank　you　for　your　co－operatien　vith　this　study，　you　hereby　receive

the　material　needed　for　the　survey　’Opiniens　in　society”，　This　survey

vill　be　held　vordvide　in　several　countries，　NIPO　takes　care　for　the

intervievs　in　the　Netherlands，

Who　ind　vhere　to　intcrvicv

You　vi”　reveive　an　address　to　start　vith　（see　yellov　address　list），　You

　fir51　go　to　こh＆t　書ddre55．　For　吐he　ne瓢吐　in吐er▼ie冨5　，0u　go　to　the　neares色

　address　and　so　on．

Response－rcport　（address　list）

You　vrite　dovn　every　house－number　vhere　you　ring．　Registrate　vhat

happens，　This　registration　is　meant　to　determine　hev　many　addresses　you

need　to　realise　vour　4　intervievs．

ATTENTION：

Write　dovn　the　address　vhere　you　start　（see　yellov　address　list）　at　the

respon8G－report，　Then　vrite　dovn　the　house－nu皿bers　（addresses）　，ou’re

approaching，　li　you　have　to　ge　to　another　street，　vrite　the　name　of　this

otber　8t「eeこ　dovn　 on　 the　second　 line●　 E▼entu邑且ly　＆　 thi「d　or　 fourth

streeL　lt　you　have　to　ge　inte　a　second　street，　vrite　dovn　near　the
house・一numb’ ?秩@the　second　6treeL

A吐　the　fir5t　co馳tact　it　c邑n　h題ppon　こh題吐＝

rhey　don’t　open　the　door

You　can　register　this　by　encircling　code　2，　Then　you　go　to　the　neighbour

－address　（you　can　come　back　later　il　they　don’　t　open　the　doer）

They　do　open　the　door

Register　this　by　encircling　code　L
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Then：

They　vant　to　ce－operite

You　interv・iev　enly　the　member　of　the　family　of　18　years　or　older　vho　is

the　first　，to　have　his／her　birthday，　lt’s　of　majer　importance一一because

this　is　a　person－sample　that　you　interviev　this　person．　Preferably　you
go　out　for　the　intervievs　alter　16，　00　hours，　because　that’　s　vhen　you

h8ve　 the　 bigge5こ　 ch＆nce　 of　 findin匪　 皿05色　 o董　　the　 皿ember8　 0f　 the　 f邑皿i且y　 邑t

home，　You　can　of　coufse　make　an　appointment　vith　the　respondent　at　i
εi皿e　 th8t皿08t　5uit5　70u　8nd　the　respondent，

Tho　Iir5こbor塾　rcf魁505　to　co－oper亀色●

In　that　case　this　address　is　finished．　You　registrate　the　house－number

and　encircle　the　number　that　stands　for　refusaL　Then　yeu　go　to　a

neighboor　address　to　try　to　realise　an　interviev．

「『ho　 fi「8tbo「n　 i8　匹0色　己t　』0■e

If　the　firstborn　is　not　at　home　you　should，　if　possible，　make　an

appo　intmenL

Thc　董ir8tbor鵬　dOG50’こ　h邑7e　邑　Du吐ch　皿置吐ioo己Iit7

Then　there’s　no　interviev，　Yeu　go　to　a　neighbour　address　to　try　to

reaiise　an　interviev．

1「hc　 哩題。5tion馳邑i【c

Before　approaching　an　address　reed　the　questionnaire　carefully，　so　that

you　don’t　have　to　expect　surprises　dering　the　interviev．　Use　the　cards

if　indicated　in　the　questionnaite．　Mark　the　interviev　number，　at　the

rig翻こside　a色P己ge！．

Petiod　of　intcrvieving

The　intervievs　should　be　held　in　the　period　of　5　until　13　November，　At

last　at　15　November　yeu　send　us　back　the　intervievs　（preferablv　sooner），

If▼ou　h▼e＆n，　further　qロestions，　doパこhe5itate　to　c川U6
（020－5238555）．

We　vish　you　success　vith　the　assignienL

Best　regards，

NIPO　BV
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　　　　　　　　　　　　付録D

面接調査員への指示書（オランダ原語版）

INTERVIEWER　INSTRUCrlONS

Amsterdam，　4　november　1993

Geachte　medewerkster，　medewerker，

Instruktie：　Onderzoek　”
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

nn　　n
nleving”　（V－73．

Met　onze　dank　voor　de　door　u　toegezegde　medewerking　onrvangt　u　hierbij　het　materiaal　voor　het

onderzoek　”Meningen　in　de　samenleving”．　Dit　onderzoek　zal　in　een　aanta1　landen　wereldwijd　worden

gehouden．　Het　NIPO　neemt　voor　dit　onderzoek　de　interviews　in　Nederland　voor　haar　rekening．

WIE　EN　WAAR　ONDERVRAGEN
U　gntv4ngt　van　ons　een　strartadres　（zie　gelq．adreslijst），　U　gaat　naac　het　aangegeyen　adres．　Voor　uw

volgende　vraaggesprekken　gaat　u　naar　het　dichtSt　bij勾nde　woonadres　en　zo　vβrder．

ww　（adreslijst）
U　noteert　elk　huisnummer　waar　u　aanbelL　Registreer　wat　er　gebeun　De　registratie　is　bedoeld　om　vast

te　stellen　hoeveel　woonadressen　u　benadert　om　uw　4　vraaggesprekken　te　realiseren．

wu：　Noteer　het　startadres　（zie　gele　adreslijst）　op　het　response－verslag．　Noteer　vervolgens　de

　　　　　　　　huisnummers　（woonadressen）　die　u　benadert．　Moet　u　een　andere　straat　in，　noteer　op　de

　　　　　　　　tweede　regel　de　naam　van　de　andere　straat．　Eventuee1　een　3e　of　4e　straat．　Als　u　uw　2e　straat

　　　　　　　　ingaaL　noteer　dan　bij　het　huisnummer　2e　straat　in　het　vakje　van　het　huisnummer．

Bij　het　eerste　kontakt　kan　het　voorkomen　dat：

EtumpyozdLgedAg
U　geeft　dit　aan　door　kode　2　te　omcirkelen．　Vervolgens　gaat　u　naar　het　buuradres．

（U　kunt　later　terug　als　er　niet　wordt　opengedaan．）

Er n　wor edaan：
U　geeft　dit　aan　door　kode　1　te　omcirkelen．

y幽：
　　　　　wi1　meewerken：

U　ondervraagt　uitsluitend　het　ww／　gezinslid　van　18jaar　en　ouder．
Het　is　van　uitermate　groot　belang　一　in　verband　met　de　personen－steekproef　一　dat　u　de　eerstj　arige

ondervraagt．　Bij　voorkeur　gaat　u　na　16．oo　uur　op　pad，　want　dan　zijn　de　meeste　gezinsleden

thuis．　U　kunt　natuurlijk　afspraken　maken　op　tijden　dat　het　u　en　de　respondent　het　beste　schikt．

De　eerstiarifle　weiEert：
in　dat　geval　heeft　u　het　woonadres　afgewerkt．　U　registreert　het　huisnummer　en　gceft　aan　door

het　cijfer　te　omringen　dat　het　een　wcigering　betrefL　U　gaat　vervolgens　weer　het　buuradres

bcnaderen　voor　ecn　vraaggesprek．

Qst．gecstig1igu11sU1！s1isjs；
Het　kan　zijn　dat　de　eerstjari　gc　van　18　jaar　of　ouder　op　hct　moment　nict　diuis　is．

indien　mogclijk，　ccn　afspraak．

U　maakt　dan，

Pscg1stiA1igsu1isav
Er　vindt　dan　gecn　intcrview　pEaats．　U　gaat　hct　volgcnde　buuradres　bcnadcren　voor　ccn

vraaggesprek．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zic　ominczijdc
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DE　VRAGENLIJST
Leest　u　de　vragenlijst　eerst　even　door，　zodat　u　niet　voor　verrassingen　komt　te　staan　tijdens　het

interviewen．　Gebruik　de　tqunbladen　als　dat　stapt　aangegeven　in　de　vragenlijsL　Streep　het

interviewnummer　aan，　rechtsonder　op　pagina　1．

INTERVIEWPERIODE
De　inte．rviews　dienen　gehouden　te　worden　in　de　periode　van　5　Um　13　november．　Uiterlijk　15

november　stuurt　u　ons　de　interviews　retour　（liefst　eerder！）．

HONORARIUM
Het　honorarium　bedraagt　all－in　per　geslaagd　interview．　De　porti　kunt　u　uiteraard　deklareren．

Nog　vragen？　Aarzelt　u　dan　niet　even　te　bellen　met　onze　enqueteurslijn　（te1．　020　一　5238555）．

Wij　wensen　u　veel　sukses　met　deze　opdracht．

Hoogachtend，

NIPO　B．V．
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§2　翻訳と再翻訳

　この章では、試験研究（A）による1992年のオランダ調査におけるバック・トランスレーシ

ョンを利用した調査票の作成の具体的手続きを例示してみよう。

2．1役割分担

　オランダ調査票翻訳における作業は、統計数理研究所（略称：統女島）の我々のグルr
プ以外では、オランダのNIPO社（略称：NIPO）が調査票の検討と翻訳（オランダ語訳）に
加わり、日本の代理店（略称：R社）が我々とオランダNIPO社との連絡及び調査票翻訳（B
T）に携わった。また、歯数研側では、日本語にも堪能なオランダ人留学生E，R．　K．氏が、

NIPO社とは独立に、調査票翻訳（オランダ語訳）にあたり、比較のための参考とし、また、
随時、オランダについての情報を提供する任にあたった。

2，2調査票の翻訳・BTから完成までの手順

　オランダ調査にあたっては、5ヶ国国調査で使用した英語調査票を元に、オランダ語調
査票を作成した。（ただし、質問文に疑義がある場合は、二三、他の欧米調査票を参考に
した。）

　基本的な作成手順を以下に示す。

　　　前提：英語調査票は日本語調査票と同値であるとみなす。

　　　1）英語調査票をオランダ語に翻訳し、オランダ語訳を作成する。

　　　2）オランダ語訳を日本語にバック・トランスレーション（BT）し、　BT日本語訳を作

　　　成する。

　　　3）BT日本語訳と日本語調査票を比較対照する。

　　　4）比較対照の結果、些末な点は除いて、同値であると判断できれば完成。

　　　　疑義があれば、オランダ語翻訳者とBT担当者に確認させる。同値でなければオラ
　　　ンダ語訳の該当箇所を修正し、2）に戻る。

作業日程を含む作成手順は、次の図と表の通りである。

＊＊＊　図と表を挿入　＊＊＊

コメント1～5及びそれらの検討結果の一部は、具体例として、次節に示す。

2，3調査票翻訳にあたっての留意点

　調査票作成にあたっては、NIPOとE，　R．　K．氏の協力を得てオランダ語翻訳を行なった。

基本的には原文（ここでは英文質問票）に忠実に翻訳を行うこととし、該当翻訳語のニュ

アンスの違い等の問題が生じた場合に検討、必要であれば修正を行った。

　検討及び修正を行なったケースを概観してみると、当初から予想されていた文化・慣習
の違いによる該当翻訳語のニュアンスの違い、翻訳時の単純な誤訳、専門用語の誤解に加
え、翻訳者の本来の専門が、意識調査ではなく市場調査であったことから生じたものもあ
った。

　意識調査は、あえて答えにくい設定をして、回答者に究極の選択を迫ることもある。一
方、市場調査は、回答者が答えやすいように質問や回答カテゴリーを表現する。今回の調

査票作成にあたっても、市場調査に長けたNIPOでは回答者が答えやすい表現を使用する傾
向があり、知見がかえって負の結果をもたらした事例（資料参照、問13、問30）も見られ
た。
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　代理の調査機関に調査票作成を含む意識調査を委託する場合、以下のことを事前に申し
入れ、確認する必要があると思われる。
　・本調査は意識調査であり、過去に得た何ヶ国かのデータとの国際比較を目的とする。

従って、回答し難い設問もあるが、回答カテゴリーを含めた設問がそのままの形であるこ
とが意味があるので、特別な了承を得ない限りは、変更はすべきではない。
　・変更した方がよいのではないかという指摘・提案は、それ自体は、調査の背景となる

各国の事情を知る上で重要な手がかりとなることも多く、歓迎するが、設問内容・回答カ
テゴリー等をわずかであっても変更する場合は、了解を得ること。調査企画主体である当

方の指示なしに、回答し易い質問文や回答カテゴリー、回答番号に変更することを禁じる。
回答選択肢も含めた質問文、質問の順序、回答選択肢の順序、カードの使用等を変更する
場合は、必ず当方の指示に従うこと。

実施者（報告日） 実施内容

E．R．De　Koe　英語調査票をオランダ語に翻訳、オランダ語（比較対照用）作成。
　（93，　7，　5）

NIPO　　英語調査票をオランダ語に翻訳、オランダ語Ver．1作成。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〉コメント1
（93，　8．　13）

R社　　　オランダ語Ver，1をバックトランスレーション、　BT日本語
　　　　　Ver．1作成。
（93，　8．　14）

E，R，K．　　オランダ語Ver，1とオランダ語（比較対照用）を比較対照。

（93，8下旬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〉コメント2
石数研　　日本語調査票とBT日本語Ve　r．1を比較対照。　　一〉コメント3
（93，9上旬）

NIPO　コメント1～3検討結果を反映させ、オランダ語Ver．2作成。
（93．　9，　13）

R社　　　オランダ語Ver，2をバックトランスレーション、　BT日本語
　　　　　Ver．2作品。
（93，　9．　14）

統数研　　日本語調査票とBT日本語Ver，2を比較対照。　　一〉コメント4
（93，9中旬）

NIPO　コメント4検討結果を反映させ、オランダ語Ver，3（予備調査票）
　　　　　作成。
（93，9中旬）

NIPO・統数研予備調査前の検討、予備調査実施及び最終検討　一〉コメント5
（93，　9．　21－10，　1）

NIPO　　コメント5検討結果を反映させ、オランダ語調査票完成。
（93，10上旬）
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2．4　BT検討の一部の事例

　この節では、オランダ調査票作成のためのBT作業時に実際に直面した問題と、その処置

の具体例を示そう。以下、本来の日本語質問とBTの日本語訳とで食い違いが生じた各問題
について、本来の日本語質問と米語質問、NIPOのオランダ語訳、　R社によるBT、それについ

ての統数研の対処の仕方を簡単に説明し、そして最後にオランダ語質問の最終版を示そう。
NIPOのオランダ語訳：［面接調査員への指示の部分］

Enq：　Ondervraag　uitsluitend　het　eerstjarige　gezinslid　van　18　jaar　en　ouder

Enq：　Geef　ondervraagde　het　toenboekje　met　het　yerzoek　steeds　de　door　u

　　genoemde　bladen　op　te　slaan，

BT：

　アンケート：18才以上の者で、家族の内で最も年長者に質問すること。
　アンケート：質問を受ける者にカードを渡して、あなたが指定する頁を開かせる。

［面接調査員への指示の部分］

（問題箇所）コメント2
日本語比較対照の結果、「家族の内で最も早く誕生日を迎える者」とあるべきところが、
「家族の内で最も年長者」となっていた。

統数研の対処＝（検討・処置）
オランダ語翻訳の際、翻訳者がバースデイ・ルール（Birthday　Rule）について理解していな

かったために生じた誤訳である。「家族の内で最も年長者」ではなく、「家族の内で最も
早く誕生日を迎える者」に面接調査を行うよう指示した。

オランダ語最終版：

　Enq：　Ondervraag　uitsluitend　het　eerstjarige　geiinslid　van　18　jaar　en　ouder

　Enq：　Geef　ondervraagde　het　toonboekje　met　het　yerzoek　steeds　de　door　u

　　　genoe皿de　b塵aden　 op　te　sl己an，

A，　Bezit　u　de　Nederlandse　nationaliteit？

1　Ja，be：it　Nederlandse　nationaliteit

2　Neen　一．STOP　INTERVIEW
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本来の日本語質問文：
問4　これから先、ひとびとは幸福になると思いますか、不幸になると思いますか。

　　　　　1　　　　2　　　　　3　　　　　4　5
　　　　幸福に　不幸に　　変わらない　その他（記入　　）　　わからない

米語質問文：
Q，　4

　Do　you　think　people，　in　general，　vill　be　mere　happy，　er　less　happy　than　they

are　now？

A，　4

1　More　happy　2　Less　happy　3　No　change
4　　0ther　（PLEASE　SPECIFY）　　　　　　　　O　　Doガt　knov

NIPOのオランダ語訳：
［問4］

　vraag　4

　Geloon　u　d＆t　de皿ensen　in　de　todomst　in　het　algemeen　gelukkige目ullen

　worden　of　juist　minder　gelukkig？

　1　Gelukkiger　2　Minder　gelukkig
　3　　0nge▼eer　』etzelfde　　　　4　　Weet　niet／Geen　国ening

BT：

　質問4
　将来、人々は一般に今よりも、幸せまたは不幸せになると思いますか。

　1．今より幸せになる　　　2．今より不幸になる
　3．大体同じ　　　　　　　4．分からない／意見なし

［問4］

（問題箇所）コメント2
質問文中の「toekomst」には「将来」の意味もあるが、「遠い将来」をも意味するとの指
摘がE，R．De　Koe氏からあった。

統数研の対処：（検討・処置）

このまま本設問を使用するよう指示した。

オランダ語最終版：

4，Gelooft　u　dat　de皿ensen　in　de　toekomst　in　het　algemeen　gelukkiger　zu日en

vorden　of　juist　minder　gelukkig？

1　Gelukkiger
2　Mindet　gelukkig
3　Ongeveer　het：elfde

4　Weet　niet／Geen　mening
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問5　これから先、心のやすらかさは、ますと思いますか、へると思いますか。

　　　　　1　　　　2　　　　3　　　　　4　5
　　　ま　す　へ　る　変わらない　　その他（記入　　　）　　わからない

Q，　5

Hev　about　people’s　peace　of　mind？

Do　you　think　it　vill　increase　or　decrease？

A．　5

1　lncreise　2　Decrease　3　Net　change
4　Other　（PLEASE　SPECIFY）　O　Don’t　knov

［問5］

　vraag　5

　En　hoe　zal　de　gemoedsrust　van　de　mensen　zich　ontviktelen？　Zat　die　tae一　ef

　afne皿en？

　1　Toenemen
　2Afne皿en
　3　Geen　verandering
　4　Anders，　nl．．．．．

　5　　Weet　niet／Geen　皿enin9

　質問5
　人々の心の平安（piece　ef　mind）は、今後どう変わるでしょうか。

　増すでしょうか、減るでしょうか。

　1．増す
　2．減る
　3．今と同じ
　4．その他、すなわち＿＿＿
　5．分からない／意見なし

［問5］

（問題箇所）コメント1、5
哲学的すぎる質問で、普通の人々には答えにくいのではないかとの指摘がNIPOからあった。

（検討・処置）

予備調査を行った結果、特に問題はないことが確認されたので、このまま本設問を使用す
るよう指示した。

5．　　En　hoe　zal　de　ge皿oedsrust　▼邑n　de　皿ensen　zich　ontvikke且en？　Z置1　die　toe－　of

afne皿en？

1　Toenemen　2　Afnemen
3　Geen　verandering　4　Anders，　nL．．．
5　Weet　niet／Geen　mening　6

7　　　　　　　　　　　　　8

9　　　　　　　　　　　　0
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　Weet　oiet／geen　皿ening
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問11　あなたはどちらかといえば、普通より先祖を尊ぶ方ですか、それとも普通より尊ば
ない方ですか。

　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　　5
　普通より　　　普通より　　　　普通　　その他（記入　　）　わからない
　尊ぶ方　　　　尊ばない方

Q，　11

Wou且d　you　say　you　are，　on　the　hole，　皿ore　inc目ned　than　the　average　American　to

respect　your　ancestors　or　less？
A，　11

1More　than　the　a▼e川e　A皿erican　2Less　than　a▼erage　American

3　Average　4　Other　（PLEASE　SPECIFY）
O　Do　n’　t　know

［問11］
　vraag　11

　1n　velke　mate　bent　u　volgens　uzelf　geneigd　de　nagedachtenis　van　uw　voorollders

　in　ere　te　houden？

　1　Meer　dan　gemiddeld　2　Minder　dan　gemiddeld
　3　Ongeveet　evenveel　4　Anders，　nL，，．．
　5　Weet　niet／Geen　mening

　質問11
　貴方自身は先祖の思い出を下記のどの程度で誇りに思っていますか。

　1．平均以上　　　　　　　　2．平均以下
　3．大体普通　　　　　　　4．その他、すなわち＿＿＿
　5．分からない／意見なし

［問11］
（問題箇所1）コメント1
オランダでは、両親を老人ホームに入れる人も多いくらいなので、先祖について考えない
のではないかとの指摘がNIPOからあった。

（検討・処置1）

「先祖」を「自分の直系尊属」として認識することを前提に、このまま本設問を使用する
よう指示した。

ちなみに、イギリス等では「ancestor先祖」という言葉から、　Newton等昔の偉人を思い浮

かべることがあるらしい。オランダではそのようなことがないことを一応確認した。

（問題箇所2）コメント4
日本語訳比較対照の結果、「先祖を尊敬する」であるべきところが「先祖の思い出を誇り

に思う」となっていた。

（検討・処置2）

該当箇所のオランダ語を確認し、「尊ぶ」に相当するオランダ語に修正するよう指示した。

11．　ln　welke　mate　heeft　u　respect　voor　uv　afkemst（voor　uv　voorouders）？

1　Meer　dan　gemidideld　2　Minder　dan　gemiddeld　3　Ongeveer　gemiddeld
4　Anders，nl，　：，，，．，　5　Weet　niet／geen　mening
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問12子供がないときは、血のつながりがない他人の子供を、養子にとって家をつがせた
方がよいと思いますか、それとも、つがせる必要はないと思いますか。

　　1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　4　　　　　5
　つがせた方　つがせる必要は　　　揚合による　　その他（記入　）わからない

　がよい　　　ない

Q，　12

1f　you　had　ne　children，　vould　you　think　it　desirable　to　adopt　a　child　in　order

to　con目nue　the　fa面ly且ine，　even　if　there　is　no　blood　relationship？Or　do　you

not　think　this　is　i皿portant？

A，　12

1　Would　adopt　2　Would　not　adopt　3　Depends
4　Other　（PLEASE　SPECIFY）　一一一．“　5　Not　important
O　　Doパし　ヒnov

［問12］
vraag　12

Als　u　geen　eigen　kinderen　zou　krijgen，　：ou　u　het　dan　venselijk　vinden　een

kind　te　adopteren　zodat　de　familienaam　zou　blijven　voortbestaan，　al　is　het

dan　zouder　bloedverwantschap，　ef　vindt　u　dat　onbelangrijk？

1　Wenselijk　2　Niet　venselijk
3　Misschien／hangt　ervan　af　4　Anders，　nL，，，，

5　Weet　niet／Geen　mening

質問12
あなたに実子がないと仮定して、家名を存続させるために、血のつながりがあるなしに
かかわらず、だれか子供を養子にするのが望ましいと思いますか。或いは、そんなこと
は別に重要なことではないとお考えですか。

1．望ましい　　　　　　　　　2．別に意に介さない
3．多分、そう思う／場合による　4．その他、すなわち＿＿＿
5．分からない／意見なし

［問12］
（問題箇所）コメント2
オランダ語訳比較対照の結果、「家名」に相当するオランダ語には「familienaam姓」のほ
かに「familieline家系」が挙げられた。

（検討・処置）

両者は同義とし、本設問には「familienaa皿姓」を採択した。

ちなみに、オランダでは姓をふつう男子に継がせるそうである。

12．　Als　“　geen　eigen　kinderen　zou　krijgen，　zou　u　het　dan　venselil’k　vinden　een

kind　te　adopteren　todat　de　familienaam　iou　blijven　voertbestaan，　al　is　het

dan　zouder　bloedvervantschap，　ef　vindt　u　dat　onbelangrijk？

1　Wenselijk　2　Niet　venselijk
3　Misschien／hangt　ervan　af　4　Anders，　nL，，，．

5　Weet　niet／Geen　mening
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問13　現在、一般的な家庭にとって望ましい子供の数は何人だと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　人わからない
Q．　13

What　do　you　think　is　the　ideal　nu皿ber　of　chiIdren　in　a　family？　（DO　NOT　READ）

A，　13

1　One　2　Tvo　3　Three　4　Four
5　Five　6　More　than　5　7　None
8　lt　depends／　no　ideal　number　O　Den’t　knov

［問13］
　vraag　13

　Wat　is　volgens　u　het　ideale　aantal　tinderen　in　een　ge：in？

　1　Geen　21　32　43　5　　4　6　　　5　7　Meer　dan　5
　8　Hangt　ervan　al／geen　ideaal　aantal　9　Weet　niet／Geen　mening

　質問13
一家族の子供の数は下記のどれが理想的と思いますか。

　1．なし　　　　2．1人　　　3．2人　　　4．3人
　5．4人　　　　　6．5人　　　　7．6人以上（直訳：5人を超す）
　8．場合による／理想的な数はない　　　　　　　　9．分からない／意見なし

［問13］
（問題箇所）コメント2
日本語訳比較対照の結果、回答番号が変わっていることが判明した。

（検討・処置）

元の回答番号（データ入力の際のコードに同じ）に合わせるよう修正を指示した。

13，　Wat　is　volgens　u　het　ideale　aantal　tinderen　in　een　ge：in？

　Geen　1　2　　　　　　　　　　　　　　3
　4　　　　　　　　　　　　　　5

　Meet　dan　5　Hangt　ervan　af／　geen　ideaal　aantal
　Weet　niet／　geen　mening
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問18　もし、一生、楽に生活できるだけのお金がたまったとしたら、あなたはずっと働き
ますか、それとも働くのをやめますか。

　　1　　　　　　　2　　　　　　　　3　4
ずっと働く　　働くのをやめる　　その他（記入　　　）　　わからない

Q．　18

1f　you　vere　to　get　enough　money　to　live　as　comfortably　as　you　veuld　like　for

the　rest　of　yeor　life，　vould　yeu　stop　vorking？

A．　18

1　Continue　to　work　2　Stop　vorting　3　Other　（PLEASE　SPECIFY）

4　Retired　5　Do　not　vork　O　Don’t　knov

［問18］
vraag　18

Als　u　genoeg　geld　had　em　de　rest　van　uv　leven　zo　comfortabel　te　leven　als　u

maar　：Du　yensen，　zou　u　dan　villen　blijven　verien　of　：ou　u　stoppen　met　verken？

1　Wil　blil’ven　yerken　2　Stop　met　verken
3　Anders，　nL．，．，　4　Weet　niet／Geen　mening

質問18
余生を好きなように暮らせるだけの財産（直訳：金）があると仮定した場合、働き続け
たいと思いますか、或いは働くのを止めますか。

1．それでも、働き続ける　　2．働くのを止める
3．その他、すなわち＿＿＿　　4．分からない／意見なし

［問18］
（問題箇所）コメント1

仕事を持たぬ人についても回答を求めるのかという指摘がNIPOからあった。

（検討・処置）

回答カテゴリーに「退職している」、「働いていない」の2っのカテゴリーを追加するよ
う指示した。．，

Als　u　genoeg　geid　had　om　de　rest　van　uv　leven　zo　comfortabel　te　leven　als　u

maar　zou　vensen，　：ou　u　dan　villen　blijven　verken　of　zou　u　stoppen　met　verken？

1　　Wi且　bliiven　uerken　　　　　　　2　　Step　met　可erken

3　Anders，　nl．．，．．　4
5　ls　gepensioneerd　6　Werkt　niet
7　Weet　niet／geen　mening
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問27〔カード16〕次にあける生活領域のそれぞれについて、あなたが重要だと思う程度に
従って1～7の評価をつけてください。

重

要

で
な
い

重

要

そ

の

他

わ
か
ら
な
い

1日1
a，まず、

b．では、

c．では、

d．では、

e．では、

f，では、

9、では、

「家族や子供」についてはどうですか。…

「職業や仕事」についてはどうですか。…

「自由になる時間とくつろぎ」につい

　てはどうですか。…………………………

「友人、知人」については………………
「両親、兄弟、姉妹、親戚」については…

「宗教」については………………………

「政治」については………………………

123456789
123456789

2
0
4
2
2
0
■
■

1
1
1
1
1

3

3
Q
り
n
4
∪3

5
【
0
【
0
【
鴨
U
【
縄
り

」
4
凸
」
4
亀
」
4
・
」
昌
6
」
4
6

戸
h
》
66

ρ
h
U
ρ
h
U

8
0
轟
り
8
8
0
轟
U

7
7
7
一
曜
「
7

9

9
9
0
》
9

Q，　27　，

　　（HAND　CARD）　Using　this

i皿portant　at　all，　．　　can　 you

you？　（READ　EACH　ITEM　TURN）

A．　27

scale，

te11

　vhere　’　7’　is　’　very　important，’　and　’　1’　is’　not

皿e　hov　i皿portan吐　eac』　of　the　follo▽ing　題re　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NoI　i皿port題nt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ata日

Your　i皿皿edia¢e　f置皿ity　and　　　1　　　2

　children，　if　you　have　any

Career　and　wark　1　2
Free　ti皿e　and　reIaxation　　　　1　　　2

Friends　and　acquaintances　1　2
Parents，　brothers，　sisters，　1　2

　and　other　relatives

Religion　and　church　1　2

Politics　1　　　2

3

3

3
3
3
3

3

4

4

4

5

【
0
【
唱
U
「
隔
U
【
0

5

5

　　Very

螂6　7
6

n
h
U
ハ
h
U
6

6

6

7

7
1
7
－
7
一
【
f
一
町
「
■

Doガt
know
o

o

o

o

o

o

o

212

213

214

215

216

7
5
8

1
1

0
乙
ハ
7
臼

［問27］
▼隠ag　27

Kunt　u　mij　aan　de　hand　van　dit

veergegeven　punten　voor　u　is？

（Enq：　Lees　de　punten　een　voor　een　op）

　　　　Helemaal　niet　belangrijk　Zeer

　　　　　　　1　　2　　3　　　4　　5
a　Uv　naaste　familie　en　kinderen

c　Vrije　tijd　en　ontspanning

e　Ouders，　broers　en　：usters　en　andere

g　Politiek

overzicht　vertellen　hoe　belangrijk　elk　van　de

belangrijk
6

familie

7
b
」
騒
f

Geen　mening
　　　　　　　　　　8

　Carriere　en　verk

　Vrienden　en　tennissen

　Godsdienst　en　kerk

100



質問27　カードの頁10
下記の一覧表に挙げられた項目が、それぞれあなたにとってどれほど大切かを言ってく
ださい。（下記の項目をひとつひとつ挙げて、答を求める）

　　重要性なし

　　　1　2　3　4
a．配偶者と我が子
。．余暇と息抜き

e．親、兄弟姉妹、家族

9．政治

　　きわめて重要　　意見なし

　5　　6　　7　8
b．キャリアーと仕事
d．友達と知識
f．信仰と教会

［問27］
（問題箇所1）コメント3
日本語比較対照の結果、「友達と知人」とあるべきところが「友達と知識」となっていた。

（検討・処置1）
オランダ語の該当箇所を確認したところ、オランダ語は正しく「友達と知人」を意味して
いた。日本語訳の誤訳、あるいはタイプミスであった。日本語訳を「友達と知人」に修正
した。

（問題箇所2）コメント3
日本語比較対照の結果、「宗教」とあるべきところが「信仰と教会」となっていた。

（検討・処置2）

オランダにおいては、「宗教」と「信仰と教会」は同義であることが確認されたので、こ
のまま本設問を使用するよう指示した。

27，　1EJLg：　Toonblad　6

　Kunt　u　mij　aan　de　hand　van　dit　overzicht　vertelien　hoe　belangrijk　elk　van　de

veergegeven　punten　voor　u　is？

　（1Eu！一g：　Lees　de　punten　een　voor　een　op！）

　　　　　　　　　　　　　Helemaal　niet

　　　　　　　　　　　　　au／1　k
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2
Uロ　 naaste　 fa団ilie　en　kinderen　a
Carrie’　re　en　verk　・一　一・　”．　一e　”．　・一　b

Vfije　tijd　en　ontspanning　一・　c

Vrienden　en　kennissen　・…一一・　d

Ouders，　broers　en　zusters　en
ande「e　f墨milie　・・・・・・・・・・・・・…　。・・。・　e

Godsdiensten　en　kerk　一・・…一一・　f

Po　1　it　iek　…　　…　　…　　…　　…　　…　　…　　・一　・一　…　　g

3 繊熱54

0
し
f
9
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問28〔カード17〕あなたは自分の家庭に満足していますか、それとも不満がありますか。

　　　1　　2　　　3　　　4　　5　　6　7
　　満足　　やや　どちらとも　やや　不満　その他（記入　）わからない
　　　　　　満足　　いえない　　不満

Q，　28

　（HAND　CARD）　All　things　considered，　hov　satisfied　are　you　vith　yo“r　family

life－the　time　you　spend　and　the　things　you　do　with　members　of　your　family？　Just

catl　off　the　letter　vhich　comes　closest　to　your　feelings．
A．　28

Al　Completely　satisfied　B　2　Somevhat　satisfied
C　3　Neither　cempletely　satisfied　nor　completely　dissatisfied　（neutral）

D4　So皿e冨h置こdi55邑ti8fied　　　　　E5・　Co皿pletelydis5邑ti5fied

　6　Other　（PLEASE　SPECIFY）一　〇　Don’t　knov

［問28］
vraag　28　TOONBLAD　11

Hoe　tevreden　bent　u　met　uv　gezinsleven（alles　bij　elkaar　genomen＞，　dus　met　de

tijd　die　udoorbrengt　ende　din8endie　udoet皿et　uvge血？
　1　　　Zeer　te▼reden　　　　　　　　　　　　2　　　Ta皿elilk　te▼reden

3　Tevreden　noch　ontevreden　4　Tamelijk　ontevreden

5　Zeer　ontevreden　6　Weet　niet／Geen　mening

質問28・カードの頁11
今の家庭生活（すべてを含めて）にどれほど満足していますか。すなわち、家族と共に
いる時間、一緒に何かすることについて。

1．非常に満足　　2．かなり満足　　3．一応満足はしているが、少し不満足でもある。
4．かなり不満足　5．非常に不満足6．分からない／意見なし

［問28］
（問題箇所）コメント1

一人住いの人の場合、「家庭」とはどのように定義すればよいのかとの指摘がNIPOか
らあった。（「gezinsleven家庭」結婚して子供がいる家庭。配偶者と子供を意味する。
「familieleven家庭」父母とその両親、兄弟を意味する　）

（検討・処置）

人によっては、離れ住んでいる両親や子供を含めることが推察される。しかし、過去に6
力国について本設問に対する回答を得ていることから、国際比較調査の意義を優先し、こ
のまま本設問を使用するよう指示した。

28．　1EL！！．g：　Toonblad　5，　VAK　B

　Hoe　teワreden　ben吐U皿et　uu　ge2ins且e▼en（＆11es　bil　elhar　genomen），　dUS皿et　de

tijd　die　u　doorbrengt　en　de　dingen　die　u　doet　皿et　uY　ge＝in？

（旦ag：Ook　v川en　indien　re5川dent川eensta＆nde　is．）

－
皇
U
【
隠
U

Zeer　tevreden

Tevreden　noch　ontevreden

Zeer　ontevreden

2
」
旦
τ
ρ
h
U

Tamelijk　tevreden

Ta皿elijk　ontevreden
Weet　niet／　geen　皿ening

一一　102　一



問30　いまの社会で成功している人をみて、その人の成功には、個人の才能や努力と、運
やチャンスのどちらが大きな役割をはたしていると思いますか。

　　　1　2　　　　　3　4個人の才能や努力　運やチャンス　その他（記入　　）　　わからない

Q，　30

1f　you　look　at　successful　peeple　in　society　today，　vhich　do　you　thinh　hasplayed

the　largest　part　ifl　their　success，　their　ability　and　effor“　or　luckand　chance？

A．　30

1　Ability　and　effort　2　Luck　and　chance
3　Other　（PLEASE　SPECIFY）

4　　Bo吐h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　Do“’t　ヒnav

［問30］
vraag　30

　Ats　kljkt’naar　de　mensen　die　’geslaagd　sijn’　in　de　m“tschapp“，　vindt　u　dan

　dat　hun　succes　vooral　te　danken　is　aan　bekvaamheid　en　inspanning　of　vooral

　aan　getuk　en　toeval？

　1　Bekvaamheid　en　inspanning　2　Geluk　en　toeval

　3　Beide　4　Anders，　nl，．，．．
　5　Weet　niet／Geen　mening

　質問30
　社会で成功している人を見ると、それがその人の能力と努力、或いは運のよさによるも
　のと思いますか。

　1．能力と努力　　　　　　　2．運のよさ
　3．両方　　　　　　　　　　4．その他、すなわち＿＿
　5．分からない／意見なし

　［問30］
　（問題箇所）
　元の調査票の回答カテゴリーにはなかった「3．両方」が挿入されていた。

　（検討・処置）

　訳語そのものが間違っていなかったこともあり、回答カテゴリーの挿入に気づかず本調
　査を行ってしまった。（そのため、国際比較調査としての意義を失ってしまった。）

　30．　Als　u　kijkt　naar　de　mensen　die　“geslaagd　zijn”　in　de　maatschappij，　v

　ind吐　u　dan　dat　hun　5ucces　voora且　te　dan丘en　is　aan　bek可aa皿heid　en　inspanning　of

　voeral　aan　geluk　en　toevai？

　　　1　Bekvaamheid　en　inspanning　2　Gelut　en　toeval

　　　3　Beide　4　Anders，　nl　：
　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　Weet　niet／　9een　皿ening
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問35　あなたは、自分が正しいと思えば世間の慣習に反しても、それをおし通すべきだと
思いますか、それとも世間の慣習に、従った方がまちがいないと思いますか。

　　　1　　　　2　3　　　　4　5　おし通せ　　従　え　　場合による　その他（記入　　）　　わからない

Q，　35

1f　you　tbink　so皿ething　is　right，　do　you　think　you　sbould　go　ahe＆d　and　do　it　e

▼en　if　it　iS　Centrary　tOUSUal　CUStOm，　Or　dO　you　think　yO旧re　le5S　apt　tO

m註ea皿istake　if　yOU　lol量0胃custom？
A，　35

1　　Go　ahead　even　if　contrar，　　　2　　Fo且lo層　custo皿　　　3　　Undecided／iし　depdnds

4　　0ther　（PLEASE　SPECIFY）　　　　　O　　Donゼknov

［問35］
　vraag　35

Als　u　ervan　overtuigd　bent　dat　iets　goed　is，　vindt　u　dan　dat　u　daarnaar　meet

handelen　telfs　al　gaat　het　tegen　de　algemene　gebruiken　in，　of　vindt　u　dat　u

＝ich　beter　aan　de邑且ge鵬ne　gebruiken　kunt　houden，　omdat　je　dan　minder　risico

Ioopt？

1　Ernaar　handelen　2　Aan　de　gebruiken　houden
3　Geen　mening／Hangt　ervan　af　4　Anders，　nl，．．，．

5　Weet　niet

質問35
何か正しいと信じた場合、一般の風習がそれと反対でも、あなたは正しいと思うところに
従って行動しますか、或いは、そのような危険を敢えて冒さず、一般の風習に合わせる方
がよいと思いますか。

1，自分の信条に従って行動する　2．みんなに合わせる　3．意見なし／場合による

4．その他、すなわち＿＿　　　　5．分からない

［問35］
（問題箇所）コメント3
日本語訳比較対照の結果、「しきたりに従った方が間違いない」とあるべきところが「危

険を敢えて冒さず、一般の風習に合わせる方がよい」となっている。

（検討・処置）

「間違う」に相当するオランダ語は「fouten」、「危険を冒す」は「risiCO」であるが、
本設問において「間違いない」と「危険を敢えて冒さない」は同義として、このまま本設
問を使用するよう指示した。

35，　Als　u　ervan　overtuigd　bent　dat　iets　goed　is，　vindt　u　dan　dat　u　daarnaar

meet　handelen，　：elfs　al　gaat　het　tegen　de　algemene　gebruiken　in，　ol　vindt　u

dat　u　zich　beter　aan　de　algemene　gebruiken　kunt　houden，　omdat　je　dan　minder

risico　goopt？

1　Ernaar　handelen　2　Aan　de　gebr“iken　houden
3　Geen　mening／Hangt　ervan　af　4　Anders，　nL，，．．

5　　　　　　　　　　　　　　6

7　8Weet　niet
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問36　こういう意見があります。
「どんなに世の中が機械化しても、人の心の豊かさ（人間らしさ）はへりはしない」とい
うのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

1反対（へる）　2　いちがいにはいえない　3賛成（へらない）
4　その他（記入　　　）　　　　　　　　　5　わからない

Q，　36

　Seme　people　say　that　no　matter　hov　menchinized　the　vorld　gets，　nothing　can

red“ce　the　richness　of　human　feelings，　Do　you　agrree　vith　this　opinion，or　do　you

disagree？
A．　36

1　Yes　2　No　3　Undecided／　it　depends
4　Other　（PLEASE　SPECIFY）　O　Don’t　knov

［問36］
　vraig　36

　Sommige　mensen　menen　dat，　hoe　’gemechaniseerd”　de　wereld　eok　yordt，　niets　de

　rijkdo皿　van　het　menselijk　ge▼oel　k＆n　verminderen，　Bent　u　het　met　die　mening

　eens　o　oneens？

　1　Eens　2　Oneens　3　Niet　eens　maar　ook　niet　oneens／Hangt　ervan　af

　4　Weet　niet

質問36
世の中がいかに「機械化」されようと、人間の感情（feelings）の豊かさを減らすことはな

いと主張する人がいます。あなたは、その意見に賛成ですか、不賛成ですか。

1．賛成　　2．不賛成　　3．賛成でも不賛成でもない／場合による
4．分からない

［問36］
（問題箇所1）コメント1、5
哲学的すぎる質問で、普通の人々には答えにくいのではないかとの指摘がNIPOからあ
った。

（検討・処置1）
予備調査を行った結果、特に問題はないことが確認されたので、

るよう指示した。

このまま本設問を使用す

（問題箇所2）コメント2
オランダ語比較対照の結果、「豊か」に相当するオランダ語として「reijkdom（心）豊か」
の他に「wardite暖かい、人間味がある」が挙げられた。

（検討・処置2）
両者は同義として、本設問では「reijldo皿（心）豊か」を採択した。

36，　Sommige　mensen　menen　dat，　hoe　“gemechaniseerd”

de　rijkdom　van　het　menselijk　gevoel　kan　verminderen．

eens　of　oneens？

1　Eens
3　Niet　eens　maar　ook　niet　oneens／　htngt　ervan　if

de　vereld　ook　vordt，　niets

Eenこ　u　het　皿e吐　die　皿ening

2　Oneens

4　Weet　niet
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問43〔カード23〕自然と人間との関係について、つぎのような意見があります。あなたが
このうち真実に近い（ほんとうのことに近い）と思うものを、1っだけ選んでください。

1人間が幸福になるためには、自然に従わなけれはならない
2人間が幸福になるためには、自然を利用しなければならない
3人間が幸福になるためには、自然を征服していかなけれはならない
4　その他（記入　　　　　）　　　5　わからない
Q，　43

　（NAND　CARD　43）　Here　are　three　opinions　about　man　and　nature．　Which　one　of

these　do　you　think　is　closest　to　the　truth？　Just　give　me　the　letter．
A．　43

A　1　ln　erder　to　be　happy，　man　must　follov　nature　O　Don’t　knov

B21n。rdertobehpp7，皿n皿凹st皿keu8eofnaこure
C3　1n　order　to　be　happy，皿an皿ust　conquer　nature

　4　Other　（PLEASE　SPECIFY）

［問43］
　vraag　43　TOONBLAD　18

　U　：iet　hier　drie　opvattingen　over　de　mens　en　de　natuur．　Welte　daarvan　ligt

　verlgens　u　het　dichtst　bij　de　vaarheid？

　1　Om　gelukkig　te　vorden　moet　de　mens　：ich　aan　de　natuur　onderverpen

　2　Om　gelukkig　tc　vorden　meet　de　mens　van　de　natuur　gebruit　maten

　3　Om　gelgkkig　te　vorden　moet　de　mens　de　natuur　domineren

　4　Anders，　nl．，，，，　5　Weet　niet／Geen　mening

質問43　カrドの頁18
人間と自然について3つの意見が掲げられています。どの意見があなたの考えに最も近い
でしょうか。

1．人間は、幸せになるためには、自然に没入（直訳：身を投じる）しなければならない

2．人間は、幸せになるためには、自然を利用しなければならない
3．人間は、．幸せになるためには、自然を支配しなければならない

4．その他、すなわち＿＿＿　　　5．分からない／意見なし
［問43］
（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、「自然に従わなければならない」とあるべきところが「自然に没
入しなければならない」となっていた。
（検討・処置）

該当箇所のオランダ語を確認した結果、オランダ語訳は正しく「自然に従わなければなら
ない」を意味していた。バックトランスレーションにおける誤訳で、日本語訳を「自然に
従わなければならない」に修正した。
43，

Enq；　Toonblad　9，　VAK　A

U　ziet　hier　drie　opvattingen　over　de　mens　en　de　natuur，　Welke　daarvan　ligt

vorlgens　u　het　dichtst　bij　de　wurheid？
1　　　0m　 gelukkig　te　worden　皿oet　de　皿ens　冨ich　己8n　de　natuur　onder胃erpen

2　Om　gelukkig　te　vorden　moet　de　mens　van　de　natuur　gebruik　maten

3　Om　gelukkig　te　vorden　moet　de　mens　de　natuur　domineren

4　Anders，　ni，．，，．　5

6　　　　　　　　　7
8　　　　　　　　　9
0　Weet　niet／geen　mening
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問44〔カード24〕あなたはつぎの意見の、どちらに賛成ですか。1っだけあげてください。

1個人が幸福になって、はじめて国全体がよくなる
2国がよくなって、はじめて個人が幸福になる
3　国がよくなることも、個人が幸福になることも同じである

4その他（記入　　　　）　　　5わからない

Q．　44

（HAND　CARD　44）　Please　choose　from　among　the　fotloving　statements　the　one　vith

vhich　you　agree　most．　Just　the　letter，　please．
A．　44

A　l　　If　individuals　are　made　h置PPy，　then　and　only　tben　wi且l　the　coun吐ry　量s　置

　　可hole　　i皿pro▼e

B　2　lf　the　country　as　a　vhole　improves，　then　and　only　then　can　individuals　be

　　伽de　happy
C　3　lmproving　the　ceuntry　and　making　individuals　happy　are　the　same　thing

　4　Other　（PLEASE　SPECIFY）　O　Don’t　knov

［問44］
vraag　44　TOONBLAD　19

We置ke　van　de　uitspraken　op　dit　b且ad　1【omt　het　beste　overeen　met　腿▼　mening？

1　Pas　als　de　mensen　geluktiger　votden　kan　een　land　als　geheel　vooruitgaan

2　　　De　mensen　kunnen　al且een　geluヒkig　vorden　己ls　heこ　land　als　geheel

　　　voeruitgaat
3　　　Vooruitgang　van　het　1己轟d　en　geluk　ワan　de　皿ensen　komen　op　heこIelfde　neer

4　Weet　niet／Geen　mening

質問44　カードの頁19
この頁に記載されている意見の内、あなたの考えに最も近いのはどれですか。

1．国民が幸せになってこそ、国全体が前進する
2．まず国が全体としてよくならないと、国民は幸せになれない
3．国としての進歩と国民の幸福は、結局同じものだ
4．分からない／意見なし

［問44］
（問題箇所）コメント1
回答カテゴリー1「（国が）よくなる」のオランダ語訳として、「vooruitgaan前進する」

を使用しているが、意味が広すぎるのではないかとの指摘がNIPOからあった。

（検討・処置）

そのまま本設問を使用するよう指示した。

44，

Enq，：　Toonblad　9，　VAK　B

Welke　van　de　uitspra匡en　op　dn　b且邑d　ko皿吐　het　beste　overeen　皿et　o胃　mening？

1　Pas　als　de　mensen　geluikiger　vorden　kan　een　land　als　geheel　vooruitgaan

2　　　De　皿ensen　kunnen　aileen　gelukkig　uorden　als　heI　land　＆ls　geheeI

　　vooruitgaat
3　Vooruitgang　van　het　land　en　geluk　van　de　mensen　kemen　op　hetzelfde　neer

4　Weet　niet／Geen　mening
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問45〔カード25〕つぎのうち、大切なことを2っあげてくれといわれたら、どれにしますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり
a，親孝行、親に対する愛情と尊敬　………………………　　　l

b．助けてくれた人に感謝し、必要があれば援助する　…　　　1
c，個人の権利を尊重すること　……………………………　　　1
d．個人の自由を尊重すること　……………………………　　　1

　　　　　　5．その他（記入　　）6，わからない

　　　　　（上の質問では、2つの項目をあげてもらうこと）

し

な
0
0
0
0

　（Enq：　slechts　tvee　”ja’　antvoorden　veergeven！）

　a　Liefde　en　respect　voor　uv　ouders

　b　Dankbaarheid　tonen　tegenever　veldoeners　uit　het　verleden

　c　Eerbiediging　van　de　rechten　van　het　individu

　d　Eerbiediging　van　de　vrijheid　van　het　individu

質問45　カードの頁20

Q．　45

（HAND　CARD　45）　lf　you　vere　asked　to　choose　the　tvo　most　important　items　listed

on　this　C＆rd，　which　tWO　vogld　y側choose？Just　C川eff　lhe　letters．
A，　45

Al　Respect　for　parents　B2　Repaying　people　vho　have　heiped　you　in　the　past
C3　Respect　for　the　rights　of　the　individual

D4　Respsct　for　the　freedom　of　the　indi▼idua且　　5　0ther　ansvers（PLEASE　SPECIFY）

［問45］
　vtaag　45　TOONBLAD　20

　Welke　tvee　punten　zou　u　als　de　belangrit’kste　kiezeft　uit　deze　lis’st　van　vier？

　　　　　　　　　　”　1　一”

a
！
1
1
1

J

e
2
2
2
2

eN

下記の4っの点で、どのふたつが最も大切と思いますか。（”飾りtの答は必ず2っだけとする）

a．両親への愛情と尊敬
b．これまで世話になった人々に対する感謝（直訳＝過去の恩人）

c．個人の権利の尊重
d．個人の自由の尊重
e．その他、すなわち＿＿＿
f．分からない／意見なし
［問45］
（問題箇所）コメント2
回答カテゴリーbにおいて、

然り　否

1　　2
1　　2
1　　2
1　　2
1　　2
1　　2

「恩人」に相当するオランダ語はあるが、面接調査ではこの
ままの方がわかりやすいだろうとの指摘がE，R，De　Doe氏からあった。

（検討・処置）

そのまま本設問を使用するよう指示した。
45，

Enq，：　Toonblad　10，　VAK　A

Welke　tvee　p凹nten　zouuals　debel川rijkstekie：en　uitdeze　lijst　van▼ier？

（Enq：　slechts　tvee　’ja’　antvoorden　veergeven！）　Ja

a　Liefde　en　respect　voor　uv　ouders　1
b　Dankburheid　tonen　tegenover　veldoeners　uit　het　verleden　1

c　Eerbied．iging　van　de　rechten　van　het　individu　1
d　Eerbiediging　van　de　vrijheid　van　het　individu　1
e　Anders，nl，　：，，．．．

f　Weet　niet／geen　mening

幽
し
0
■
鰯
n
7
自
ハ
7
0
2

eN
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問46〔カード26〕つぎのうち、あなたはどちらが人間として望ましいとお考えですか。
1他人と仲がよく、なにかと頼りになるが、仕事はあまりできない人
2　仕事はよくできるが、他人の事情や心配事には無関心な人

3　その他（記入　　　　）　　　4　わからない

Q，　46

　（HAND　CARD　46）　Whom　do　yau　consider　more　desirable　as　a　person？

A，　46

A　　l　　　　　　Mr．　　S．　vho　　is　friend且y　lnd　can　be　co脇nled　on　　to　help　ot』ers　but

　　　is　not　an　efficient　vorker
B　2　Mr．．T．　vho　is　an　efficient　vorker　but　is　indifferent　to　the

　　　worfies　and　affairs　of　others

　3　Other　（PLEASE　SPECIFY）　O　Don’t　knov

［問46］
vraag　46　TOONBLAD　21

Aan　vie　van　de　volgende　tvee　personen　geeft　u　de　voorteur？

1　lemand　die　vriendelijk　is　en　op　vie　je　kunt　rekene　als　je　hulp　nodig　heb“

　　ma亀r　die　塞iin　胃erk　niet　erg　goed　doe巳

2　lemand　die　heel　goed　verkt　maar　geen　belangsteling　heeft　veor　de　：orgen　en

　　be：igheden　van　anderen
3　Weet　niet／Geen　mening

質問46　カードの頁21
下記のふたりの人物の内でどちらを選びますか。
1．親切で、あなたが困ったときに助けてくれると期待してよいが、自分の仕事はいい加減

　　な人

2．仕事は非常によくできるが、周囲の人々を助けたり、世話したりする点では全然当て

　　にできない人
3．分からない／意見なし

［問46］
（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、「仕事はあまりできない人」とあるべきところが「仕事はいい加

減な人」となっている。

（検討・処置）

該当箇所のオランダ語は、元になる英語調査票の「inefficient」に相当する言葉であるの

で、そのまま本設問を使用するよう指示した。

46，　　旦旦』L：　Toonbl邑d　IO，　VAK　B

　Aan　vie　van　de　volgende　tvee　persenen　geeft　u　de　voorkeur？

1　lemand　die　vriendelijt　is　en　op　vie　je　kunt　rekenen　als　je　hulp　nodig　hebt，

　maar　die　zijn　verk　niet　erg　goed　doet

2　lemand　die　heel　geed　verkt　maar　geen　belangstelling　heeft　voor　de　：orgen　en

　bezigheden　van　anderen
3　Weel　niet／　9een　皿ening
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問48〔カード28〕あなたが、ある会社の社長だったとします。その会社で、新しく職員を1人
採用するために試験をしました。入社試験をまかせておいた課長が、「社長のご親戚の方は2

番でした。しかし、私としましては、1番の人でも、ご親戚の方でも、どちらでもよいと思いま

すがどうしましょうか」と社長のあなたに報告しました。あなたはどちらをとれ（採用しろ）
といいますか。

1　1番の人を採用するようにいう　2親戚を採用するようにいう
3　その他（記入　　　　　）　　　4　わからない
Q．　48

（HAND　CARD　48）　Suppose　that　you　ate　the　president　of　a　cempany．　The　company

decides　to　employ　one　person，　and　then　carries　out　an　empleyment　examination，

The　supervisor　in　charge　repoets　to　you　saying，’Your　relative　vho　took　the

examination　got　the　second　highest　grade，　But　1　believe　that　either　your

relitive　or　the　candidate　vho　got　the　highest　grde　vould　be　satisfactory，　What

Shall　Ve　dO？’In　SUCh　a　CaSe，　VhiCh　perSOnVrOUId　yO“e皿plOy？

A，48　A　1　One　w“h　the　highest　grade　B　2　Youf　relative

　　　　　3　　0ther　（PLEASE　SPECIFY）　　　　　O　　Doパt　knov

　［問48］vraag　48　TOONBLAD　23
　Veronderstel　dat　u　directeur　bent　van　een　bedrijf，　Er　is　een　vacature　en　het

　bedrijf　houdt　een　sollicitatietesL　De　man　of　vrouv　van　de　afdling　persooneels

　zaken　vertelt　u　dat　een　familielid　van　u　aan　de　test　meedeed　en　de　op　een　na

　hoogste　scere　gehaald　heefL　’Maar’，　：egt　hij，　’ik　geleof　dat　de　als　eerste

　geeindigde　kandidaat　en　uv　familield　beiden　even　geschikt　zijn　voor　de　baan，

　Wat　doen　ve？”　Wie　neemt　u　in　：o’n　geval　in　dienst？

　1　　De　＆ls　eerste　geeindigde　kandid置at　　2　　　Uv　familie且id

　3　　Anders，　nl，．．．，　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　Weet　niet／Geen　皿ening

　質問48　カードの頁23
　あなたがある会社の社長だとします。空席が生じて、社員をひとり募集するために試験
　をする事になりました。人事部の話によると、あなたの家族の・一一・・一人がその試験を受けて、

　2番目によい成績を収めたとのことです。人事部は、トップの者もあなたの家族の者も
　仕事の適性の点では変わらないと言います。あなたならば、どうしますか。どちらを採
　用しますか。

　1．いずれにしても、成績がよい方を採用する　2．家族の者を採用する
　3．その他、すなわち＿＿＿　　　　　　　　4．分からない／意見なし
［問48］
（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、「採用」とあるべきところが「募集」に、「親戚」とあるべきと

ころが「家族の一人」となっていた。
（検討・処置）

該当箇所のオランダ語を確認した結果、正しく「採用」、「親戚」を意味していた。バッ

クトランスレーションの際の誤訳であった。日本語訳を「採用」、「親戚」と修正した。
48，　Enq．：　Toonblad　11，　VAK　B

Veronderstel　dat　u　directeur　bent　van　een　bedrijL　Er　is　een　vacature　en　het

bedrijf　houdt　een　sollicitatietest，　De　man　of　vrouw　van　de　afdling　perseoneels

zaken　vertelt　u　dat　een　kennis　van　u　aan　de　test　meedeed　en　de　op　een　na

hoogste　score　gehaald　heefL　’Maar’，　：egt　hij，　’ik　geloot　dat　de　als　eerste

geeindigde　kandidaat　en　uv　kennis　beiden　even　geschikt　：ijn　voor　de　baan，

Wat　deen　ve？’　Wie　neemt　u　in　：o’n　geval　in　dienst？

1　De　als　eerste　geeindigde　kandidaat　2　Uv　tamilielid　3　Anders，　nl．，，，．

4　一　5　一　6　一　7　一　8　Weet　niet／geen　mening
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問49〔カード29〕それでは、この場合2番になったのがあなたの親戚の子供でなくて、あな
たが昔世話になった人の子供だったとしたら、あなたはどうしますか。（どちらをとれと
いいますか）

1　1番の人を採用するようにいう　　2昔世話になった人の子供を採用するようにいう
3　その他（記入　　　　　　　　）　4わからない
Q．　49

（HAND　CARD　49）　ln　the　last　question　ve　supposed　that　the　one　getting　the　second

highest　grade　vas　your　relative，　Suppose　that　the　one　vho　got　the　second　highest

gほde髄5　the　son　of川ents　to晋ho皿▼ou　felt　indebted．　Which　per50n　muld川
emloy？

A，　49

A1　One　vith　the　highest　grade　B　2　Son　of　your　benefactor
　3　　0ther（PLE：ASE　SPECIFY）　　　　　　　　　O　　Doパt　tnov

［問49］
vriag　49　TOONBLAD　24

Bij　de　vorige　vraag　gjngen　ve　ervan　vit　dit　de　als　tveede　geeindigde　kandidaat

een　familielid　van　u　vas．　Maar　als　dat　nu　de　zoon　vas　van　iemand　bij　vie　u　in

het　krijt　staat，　vie　nam　u　dan　in　dienst？

1　De　als　eerste　geeindigde　hndidaat
2　De　zoon　van　degene　bij　vie　u　in　het　krijt　staat

3　　Anders，　nl，．．．．　　　　　　4　　Weet　niet／Geen　面ening

質問49　カードの頁24
上記の質問の件で、2番目の候補者がかつてあなたの家族だったとします。例えば、あな
たが扶養義務を負う人の息子としましよう。だれを採用されますか。

1．いずれにしても、成績がよい方を採用する
2．扶養義務を負う者の息子を採用する（直訳）

3．その他、すなわち＿＿＿　　4．分からない／意見なし

［問49］
（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、「昔の恩人の息子」とあるべきところが「かってあなたの家族…
あなたが扶養義務を負う人の息子」となっている。

（検討・処置）

該当箇所のオランダ語を確認した結果、正しく「昔の恩人の息子」を意味していた。バッ
クトランスレーションの際の誤訳であった。日本語訳を「昔の恩人の息子」と修正した。

49．

Enq．：　Toonblad　12，　VAK　A

Bii　de　lrorige　▼r＆＆9　9ingen　冨e　er▼an　uit　d8t　de　邑18　t胃eede　geeindigde

kandid＆題t　een　kenni5　『邑n　u　u己5，　Ma題「　als　d量ε　鹿u　de　200n　胃ユs　ワユn　ie皿and　bij　uie　u

in　het　krijt　staat，　vie　nam　u　dan　in　dienst？

1　De　als　eerste　geeindigde　kandidaat
2　　　De　冨oon　ワan　degene　bil　胃ie　態　in　he吐　krijt　5taat

3　Anders，　nl，．，，．　4　5
6　一　7　一　8　Weet　niet／geen　mening
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問52他人は、機会があれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それと
もそんなことはないと思いますか。

1他人は機会があれば利用しようとしていると思う　　2　そんなことはないと思う
3　その他（記入　　　　　　　　　　　）　　　　　　4　わからない

Q，　52

Do　you　thint　that　most　people　vould　try　to　take　advantage　of　yeu　if　they　got

the　chance，　or　vould　they　try　ti　be　fair？

A，　52

1　Take　advantage　2　Try　to　be　kir
3　Other（PLEASE　SPECIFY）　O　Don’t　knov

［問52］
　vraag　52

　Denkt　u　dat　de　meeste　mensen　van　u　：ullen　profiteren　als　ze　de　kans　krijgen，

　of　：ullen　te　proberen　eerlijk　te　zijn？

　1　Profiteren　2　Eerlijk　iijn
　3　　Anders，　n且．，，，，　　　　　　4　　Weet　niet／Geen　mening

　質問52
　大部分の人は、機会さえあれば、あなたから利益を得ようとしていると思いますか。或
　いは、正直に行動しようと努力していると思いますか。

　1．利用しようとしている　　2．正直である

　3．その他、すなわち＿＿＿4．分からない／意見なし

［問52］
（問題箇所）コメント3

日本語比較対照の結果、「profiteren」に対して「利益を得る」、「利用する」の2通り
に訳している。

（検討・処置）

両者とも同義であることを確認した。

52，　Dentt　u　dat　de　meeste　mensen　van　u　tullen　profiteren　als　ze　de　tans

krijgen，　ef．zullen　：e　proberen　eeriijk　te　：ijn？

1　Pfofiteren　2　Eerlijk　zijn
3　Anders，　nL．，，，　4

5　6　Weet　niet／geen　mening
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問55〔カード32〕科学上の発見とその利用は、あなたの日常生活の改善に役だっていると
思いますか。

1役だっている　　　　　　　4その他（記入　　　）
2少しは役だっている　　　　5わからない
3役だっていない

Q，　55

To　層haし　exヒend　do　！o哩　thinL　th墨t　8cience　乙nd　it5　己霊》Plic＆1Lions　bfing

i皿Pro▼e皿ents　to　your　everyday　life？　Would　you　s＆y，，，．，（READ）

A．　55

1　Alot　　　　　　　　2　Ali吐口ebi吐，or
3　　　Noこ　at　墨且1　　　　　　　　　　　　0　　　Don’こ　hnow　（DO　NOT　READ）

［問55］
　vraag　55

　1n　velke　mate　vindt　u　dat　de　vetenschap　en　vetenschappelijke　toepassingen　uv

　dagelijks　leven　verbeteren？　（Enq：　Lees　Dp＞

質問55
科学とその応用はあなたの日常生活をよくするのに役立っていると思いますか（読み上げ
る）

1．大変役立っている　　　2．少しだけ役立っている
3．全く役立っていない　　4．分からない／意見なし

［問55］
（設問）

　原文
　BT文

（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、「科学上の発見とその利用」が「科学とその応用」となっていた。

（検討・処置）

該当するオランダ語を確認した結果、正しく「科学上の発見とその利用」を意味していた。
日本語訳を「科学上の発見とその利用」と修正した。

55．　　In　ve且ke　mate　vindt　u　dat　de　vetenschaP　en　vetenschapPelijke　toePassingen

uv　dagelijks　leven　verbeteren？　〈Enq：　Lees　op）

1　ln　hoge　mate　2　Een　beetie
3　Helemaal　niet　4　Weet　niet／geen　mening
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問56〔カード33〕コンピュ・一一タがいろいろなところに使われるようになり、情報化社会な

どということが言われています。このような傾向が進むにつれて、日常生活の上で変わっ
ていく面があると思います。あなたは、このような変化をどう思いますか。

1望ましいととである　　　2望ましいことではないが、避けられないことである
3困ったことであり、危険なことでもある
4　その他（記入　　　　）　5　わからない

Q，　56

（HAND　CARD　56）　In　the　iuture，　computers　in　general　vill　continue　to　change　our

lives．　De　you　think　this　is．，，．（READ）

A．　56

A　1　A　desirable　thing

B　2　An　understndable　but　inevitable　thing，　or

C3　A　re区reこtabIe　and　dan区ero魍s　thing

　O　　Doパt　kno▼（DO　NOT　READ）

［問56］▼ra盈g　56
Computers　zllllen　in　de　toekomst　ons　leven　verder　veranderen．　Vindt　u　dat，．．？

（Enq：　Lees　op）

1　　Wenselilk　　　　　　　　　　　2　　Begrijpe目j畿　皿aar　onvermildelilヒ

3　　　Spijtig　en　gevaarlij監　　4　　Weet　nieこ／Geeft　皿ening

質問56
　コンピューターは、将来、我々の生活をもっと変えるはずです。あなたの考えは（読み
　上げる）

　1．それが望ましい　　　　　　　　2．そう思う。それを避けることはできない
　3．残念なことで、むしろ危険である　4．分からない／意見なし

［問56］
（問題箇所）コメント3
日本語比較対照の結果、［2．望ましいことではないが、…」とあるべきところが［2．

そう思う。…」となっている。

（検討・処置）

該当箇所のオランダ語およびオランダ語訳の元である英語調査票の該当箇所を検討した結

果、英語調査票問56の回答カテゴリー2は日本語調査票と同値でなかったことが判明し
た。本来「undesirable　but　inevitabie」であるべきものが「understandablebut　inevi

tabie」となっており、それを忠実にオランダ語訳し、「そう思う。…」となっていた。本
来の「望ましいことではないが、…」の意味になるよう、オランダ語の修正を指示した。

56．　Computers　zullen　in　de　toekomst　ens　leven　verder　veranderen，　Vindt　u　daL，，？

（Enq：　Lees　op）

1　　Wenselilk　　　　　　　　　　　　2　　Niet　可enselijk，ma＆r　on▼er皿ildeliik

3　Spijtig’en　gevaarlijk　4　Weet　niet／Geen　mening
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問58〔カード35〕つぎに挙げることは今後25年の間に実現すると思いますか。それぞれに
ついてこの中からお答えください。

　　　　　　　　　　　　多分実　実現する可　実現し
　　　　　　　　　　　　現する　能性は低い　ない
a，まず、

　　　　　　　　　　　一・・一1　2　3
b，「ガンの治療方法の解明」についてはどうですか。

　　　　　　　　　　　・一・一1　2　3

　　　　わから

その他　ない
「原子力廃棄物の安全な処理方法」についてはどうですか。

4

4

C．「老人性痴呆症（ぼけ）の治療方法の解明」についてはどうですか。

　　　　　　　　　　　・一・一1　2　3
d．「宇宙ステーションでの生活」についてはどうですか。

　　　　　　　　　　　・一・一1　2　3
Q，　58

　（HAND　CARD　58）　Hov　litely　do　you　think　it　is

folloving　things　in　the　next　25　years？　Very　likely，

or　not　at　all　likely．　（READ　EACH　IN　TURN）

A．　58

　　　　　　　　　　　　　　　　Very

　　　　　　　　　　　　　　　　過
A　safe　method　for　the　long－term　1

storage　or　disposal　of　vaste

products　from　nuclear　plants
A　cu「e　fo「　co皿mon　fo「ms　of　c＆nce「　1

Acure　for　senility　1
Peeple　liviRg　in　space　stations　1

　［問58］vraag　58　TOONBALD　28

4

4

5

5

5

5

thatm▼日lseee己cholthe
　　pos5ib且e　but　not　too　豊ike艮y，

Possoble　but　Not　at　Don’t

一二山　　ho▼　　　2　3　4　225
2
0
■
8
n
7
0

3
n
《
U
n
く
り

」
4
4
」
血
7

256

257

258

Op　de：e　kaart　staat　een　aantal　dingen　die　in　de　komende　25　jaar　kunnen　gaan

gebeuren．　Hoe　waarschijnlijk　acht　u　dlt　van　deze　gebeurtenissen　binnen　25　jaar？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zeer　Moegelijk　Helemaal　Weet　Geen

a

b

c

d

質問58

髄置r　　m且r　　nie邑　niet　mening
schijn　　　 uaar　　　 U邑置r

Een　yeilige　methode　veor　de　opslag　of　1

ververking　van　Lernafvai　op　hnge　ter皿iin

Een　geneesmidde且　tegen　de　皿eest　　　　　　　　　l

voorkomende　vormen　van　kanker
Een　geheesmiddel　om　de皿entie　ar　te　　　　　　 1

「em皿en

Me　fl　sen　die　leven　in　rui皿testations　　　1

　　　カードの頁28

1il’k　schijnliit　schijnlijk

　　　　　2　　　3　　　　　　　　　　　　　4

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

5

この頁には、向こう25年間に実現する可能性のあることがいくっか挙げられています。
25年間にそれぞれのことが実現される可能性がどれくらいあると思われますか（読み
上げる）
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　a．放射性廃棄物の長期的
　　の保存または加工のため
　　の安全な方法の開発
b．殆どのタイプの癌に利
　　　く薬剤の開発
　c．痴呆（dementia）1：利く

　　薬剤の開発
　d．人間が生活できる宇宙
　　　ステーションの開発

［問58］
（問題箇所1）コメント1

起きる

可能性

が高い

　1

1

1

1

多分、

起きる

だろう

　2

2

2

2

可能性

は全然

ない

　3

3

3

3

分から　　意見
ない　　　なし

4

4

4

4

5

5

5

5

質問eとして「AIDSの治療法」についての質問を追加したらどうかという提案がNIPOから
あった。

（検討。処置：1）

今日的な話題を加える方が自然であるので、質問eとして「AIDSの治療法」についての質
問をオランダ語訳、追加するよう指示した。

（問題箇所2）コメント3
日本語比較対照の結果、「この頁には、向こう25年間に実現する可能性のあることがい
くっか挙げられています。」との一文が加わっている。

（検討・処置2）
回答者に先入観を与える危惧があるので、削除するよう指示した。
58，　1EL！！一g：　Toonblad　13，　VAK　B

　Hoe　vaarschijnlijt　acht　u　het　dat　elk　van　de　gebeurtenissen　op　deze　kaart
binnen　25　jaar　zullen　gaan　gebeuren「～　（旦』」L：　Lees　OP：）

Een　veilige　methode　veor

de　epslag　ot　ververking

van　ternafval　op　lange
termijn　一・　一・　一・　一・　一・　一・・一　一・　a

Een　middel　tegen　de　meest

voorkomende－vormen　van
kanke　r　・一　一・　…　　…　　…　　一・　…　　…　　・一b

Een　middel　om　diementie　af
te　remmen　“．　．”　”．　．”　．”　”．　”．　c

Mensen　die　leven　in
ruimtestatiens　・・・・・・…　一・・一d

Een　middel　tegen　Aids　一・　e

　Zeer

　v墨墨「一

劃

Moge匪ijk　　　He且em邑a且

　皿a＆「　　　　　　 niet

　va＆「一　　　　　　va墨「一

三山鯉
Weet　Geea

niet　！幽
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［オランダ調査のみ用いた新問題（ドイツ調査との比較に実施した日本調査Cと対応する】

問61－7〔カード提示〕　このカードには、近い将来起るかもしれないわれわれの生活様式
の変化があげられています。それぞれについて、もし万一、そういう事が起った場合、あ
なたにはそれはよい事だと思いますか、それとも悪い事だと思いますか、それとも気にし
ませんか。

－
↓
9
臼
q
u
漁
4
F
O
ハ
0
7
－

お金や物にあまり執着しなくなる
生活の中で、働く事の重要性が減る
技術開発がより重視される

個人の能力開発がより重視される
公の権威や権力がより尊重される
家庭生活がより重視される
質素でより自然な生活様式になる

良い　　悪い　気にしない

1　2　3
1　2　3
1　2　3
1　2　3
1　2　31　2　3
1　2　3Q，　61－7

Here　is　a　list　of　various　changes　in　our　vay　of　life　that　might　take　place　in

the　near　future．　Please　tell　me　for　each　one，　if　it　vere　to　happen　vhether　you

thinヒ　it　uo魑ld　be　邑　good　こhing，　亀　b8d　t紅ing　or　don，t　70u　皿ind？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Good
Le5s　e皿phasis　on　皿one，　邑nd　maこeri置l　po5sessions　　　　　　　l

Decrease　in　the　importance　of　vork　in　our　lives　1

More　emphasis　on　the　development　of　technology　1
Greater　emphasis　on　the　development　of　the　individual　1

Greater　respect　for　authority　1
More　emphasis　on　lamily　life　1
A　6imple　邑nd　more　n＆色or墨i　Iife5し▼le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　［問61－7］vrlag　61－7　TOONBLAD　32
　Dit

　manier　vtn　leven　：ouden　kunnen　veordoen，

　of　u　het　als　iets　goeds　oi　iets　slechts　iou　：ien，　of　dat

　uitmaakt？

＆
■
h
凹
C
d
◎
U
f
9

is　een　lijst　van　verinderingen　die

Bad　Don’t　mind

2　　3
2　　3
2　　3
2　　3
2　　3
2　　3
2　　3

ich　in　de　nabije　toekomst　in　onze

Kunt　u　mil　bil　el匡e　da轟r▼題n　▼er吐ellen

　　　　　　　　het　u　niets

　　　　　　　　　Goed　S且echt　GGefこ

　　　　　　　　　　　　　　　　niet
Minder　nadruk　op　geld　en　materieel　bezit

Minder　belang　van　verk　in　ons　leven

Meer　nadruk　op　de　ontvikkeiing　van　technologie

Meer　nadruk　op　de　ont▼ikkeling　▼an　de　皿en5　＆1s　persoon

Meer　eerbied　voor　het　gezag

Meer　nadruk　op　het　gezinsleven

Een　eenvoudiger　en　natuurlijker皿anier　van　leven

　　　　カードの頁32

0
■
脚
0
■
細
2
0
／
9
0
ノ
凹
2
2

0
4
U
O
4
り
受
り
3
0
鳳
り
3
3

質問61－7
近い将来、私達の生活方式に起きるかも知れない変化をリストにしました。それぞれの点

について、あなたは歓迎するか、または厭だと思われるか、或いは別にどうとも思われな
いか、知らせて下さい。　　　　　　　歓迎
a．金銭と財産の多少に重きが置かれなくなる
b．生活の中で仕事に重きが置かれなくなる
。．技術の進歩に重きが置かれるようになる

d．人間を個人として開発することに重きが
　　置かれるようになる

e．権威が尊重されるようになる
f．家庭生活に重きが置かれるようになる
g．生活がもっと簡単で自然になる

だ

厭
1
1
1
1
－
一
凸
－
1
●
」
1
↓

何とも思わない

　2　　　3
　2　　　3
　2　　　3
　2　　　3

り
自
9
自
n
∠

り
O
Q
り
0
9
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［問61－7］（7ヶ国共通の質問ではない）
（問題箇所）コメント3
各国により言葉のニュアンスは異なるが、設問eの「権威」にはどのようなイメージがあ
るのか。

（検討・処置）

オランダにおいて「ge：ag権威」とは、警察や法律のイメージが強く、政府や国会のイメー
ジとは違うということを確認した。

61－7，

Enq，　：　Toonblad　17，　VAK　A

Dit　is　een　lijst　van　veranderingen　die　：ich　in　de　nabije　toekomst　in　on：e

皿anier　v＆n　le▼en　＝ouden　kunnen　voordoen，　Kunt　u　皿ij　bij　elke　da轟rvan　▼ertellen

ol　u　het　al“刀@iets　goeds　of　iets　slechts　zou　zien，　of　dat　het　u　niets　uitmaakt？

唖
5
b
ρ
し
d

◎
U
f
9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Goed

Minder　nadruk　op　geld　en　materieel　besit　1
Minder　belang　van　verl　in　ons　leven　1
Meer　nadruk　op　de　ontvikteling　van　technologie　1
Meet　nadruk　op　de　ontvikteling　van　de　mens　als　1

persoon

蘭eer　eerbied▼oor　het　ge言ユ9　　　　　　　　　1
Meer　n邑druk　op　bet区e＝in5且e▼en　　　　　　　　l
Een　eenvoudiger　en　n裂tuurlijker　皿anier　vユn　且even　　　1

Slecht

　2
　2
　2
　2

0
乙
0
ノ
リ
0
■
■

Geeft

niet

　3

　3

　3

　3

　3

　3

　3
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問73　しいていえば、あなたは何党を支持しますか。

　1自民党　2社会党　3公明党　4民社党
　5共産党　6社民連　7その他の政党（記入　　）
　8　支持政党なし　9　わからない
Q，　73

Which　political　party　do　you　usually　feel　closest　you？
A，　73

1　Repubiican　2　Demecnt　3　lndependent　4　Othet
5　　　No　political　p邑tt▼　　　　　　　6　　　Refused　to　s邑y　　O　　　Doパt　knov

［問73］vraag　73　TOONBLAD　37

Door　velke　politieke　partij　voelt　u　tich　gevoonlijk　het　meest　aangetrokken？

1　CDA　2　PvdA　3　D’66　4　VVD　5　Groen　links　6　RPF
7　GPV　8　SGP　9　CD　10　andere　partij
11　veigert　te　ieggen　12　Weet　niet／Geen　opgave

質問73　カードの頁37
一般的に、どの政党に魅力を感じますか。

1　CDA　2　PvdA　3　D’66　4　VVD　5　Groen　lints　6　RPF
7　GPV　8　SGP　g　CD　　10　その他の政党
11意見発表を拒否する　　　　12分からない／意見なし
［問73］
（問題箇所）コメント3
「政党」についてはどのように記載するか。

（検討・処置）

各国の事情に応じて記載党数、党名等適切に変えるよう指示した。

73．　Enq．　：　Toonblad　21

Door　velke　politieLe　partij　▼oelt　u　zich　gevoonlijk　het　皿eest　＆＆ngetrokken？

1　CDA　2　PvdA　3　VVD　4　D’66　5　Groen　links　6　RPF
7　GPV　8　SGP　9　CD　10　Andere　partij
ll　Weigert　te　zeggen　　　　　12　Weet　nie吐／9een　皿enin9
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付録

　　　　　　イタリア調査票作成のプロセス（バックトランスレーション）

　この付録ではイタリア調査票作成のプロセス（バックトランスレーション）を示すが、
全体のプロセスは本文中のオランダ語調査票作成と同じなので詳細な説明は省略する。

1）本来の日本語質問票と同値と見なされる英語版調査票をイタリア語に翻訳し、イタリ

　　ア調査票第一版作成　（9月4日受けとり）

2）続いて上記を日本語へ再翻訳した質問文を受け取る

3）上記の2）をもとに本来の日本語質問票と比較検討し、イタリア調査票第二版作成

4）上記の3）の日本語への再翻訳

5）上記4）と本来の日本語調査票との比較によりイタリア調査票第三版作成

6）上記の第三版の詳細を検討確認し、イタリア調査票最終版完成（92年10月）

7）最終確認のためイタリア調査票最終版の和訳を完成させた
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　1）本来の日本語質問票と同値と見なされる英語版調査票をイタリア語に翻訳し、イタリ

　　　ア調査票第一版作成（9月4日受けとり）
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DOM．　oo （Mostrare　cartellino　dom．　20）

SU　QUESTO　CARTEしUNO　SONO　EiLENCATE　AしCUNE　COSE　CHE　LA　GENTE　PRENDE　IN
CONSIDERAZIONE…IN　REしAZIONE　AL　PROPRIOしAVORO．しEl　PERSONALMENTE　QUAしE　PORREB8E
AL　PRIMO　POSTO？

Un　buono　stipendio　per　non　avere　pvvoccupazioni　monetahe

Un　tavotv　6icu　tv　senza　rigchio　di　cessazione　di　attivita　o　di

disoocupazione
．　Lavorare　con　persone　che　le　piaociono

．　Fare　u　n　；avoro　importante　che　le　dia　un　senso　di

eppagamento
．　Altro　（spacificare）

．　Non　so

s

ウ
駈
3

4
5
9

DOM．　21 NEしし’ORGANIZZAZIONE　DELしA　SUA　SETTIMANA，　ACCADE　TALVOしTA　CHE　IししAVORO　INTRALCIしA
SUA　VITA　PRIVATA　O　FAMILIARE？

si

No
Non　lavora

Non　so

1
2
3
9

DOM．　22 （Mostrare　carteUino　dotTl．　22）

Cl　SONO　DIV∈RSI　ATTEGGIAMENTI　NEI　CONFRONTI　DεLLA　VITA．　QUAしE　DεししE　SEGUENTt
AFFERMAZゆNl　Sl　AWICINA　MAGGIORMENTE　AL　SUO　MODO　D；　VIVERE？｛Soto　una　ri3po8ta）

Lavorare　socSo　e　diventare　ricco　1
Stvdiare　seriamente　e　farsi　un　nome　2
Non　pensare　nO　ai　soldi　ne　aF　successo，　ma　vivere　seoondo

iproprt　gus！i　3Vivere　aSSa　giomata　allegramente　e　senza　pensieri　4
Resistere　a　tutte　le　insklie　del　rnondo　e　condurre　v　na　vita

pura　e　giusta　5．　Mai　pensarg　a　se　stesso，　consacrarsi　iwteramente　al　bene

deNa　societa　6Alttv（specificare＞tu．．．一7

Non　so　9DOM，　23 COSA　NE　PENSA　DEししA　QUAUTA’DEししA　VITA　NELしA　SUA　ZONA　DI　RESID∈NZA？（beggere》しE…l　Sl
DIREBBE．．．”．．

．　Molto　soctdisfatto／a

Abbastanza　soddisfattata

Abbastanza　insoddisfattoXa
Molto　insvddistal！ora

Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
9

DOM．24A　（Mostrare　eartellino　dom．24）

　　　　　　　　AIUTANDOSt　CON　QUESTO　CARTEしUNO，　Ml　PUO’DIR∈FINO　A　CHE　PUNTO　RAPPRESENTANO　UN
　　　　　　　　PROBLEMA　DI　SiCUREZZA　NEしSUO　QUARTIERE　I　SEGUENTI　PUNTI：INIZIAMO　CON　l　FURTI，
　　　　　　　　QUANTO　E’SERIO　QUESTO　PROBしEMA？

DOM．　24B 〈tasciare　ll　certeUino　dom．　24）

EしASICUREZZA　PERSONAしE，　COM∈AD　ESEMPIOしE　AGGRESSIONI？QUANTO　E’SERIO　QUES70
PROBLEMA　NEしSUO　QUARTIERE？

24A　Furti

Un　problema
　　serio

1

　　Un　Non　e　un
probgema　prob；ema
　　　　　　　　　cerio

2 3

　Non　e　Non　so
a貿8t量oun

problema

4 9

24B　Sicurezza　personalor

　　　aggresstont 1 2 3 4 9
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DOM．　25 （tVk）strare　earteeelno　dom．　252

LEE　CONOSCE　L《FAVOLA．DELLA　CICAしA　DIしA　FONTAINE．しA　CICAしA，　DOP◎AVE…R　CANTATO
TUTT’A　VESTATE，　ALL’ARRIVO　DELUINVERNO　NON　AVEVA　NIENTE　DA　MANGIARE，　ALLORA　VA　A
CHIEDERE　AIUTO　AししA　FORMICA　CHE　AVEVA　LAVORATO　TUT－1’A　L’ESTATE．しA　FORMICA　AVREBBE

POTUTO　DARE　UNA　DEしし∈OUE　RfSPOSTE　CHEしEGGE　SUL　PRESENT∈CARTEしUNO．　QUALE
DEししE　DUεRISPOSTE　SCEGUEREB8E　COME　CONCLUSIONE　DELしA　STORIA？

．　La　torrnica　rnanda　via　ta　cicala　dicendo　che　ha　avuto　cb

che　si　n咽3r碇a 1

．しafomica　prima　fa　b　m◎rale　aにa　C℃ala　diCend◎”sei　in　torto

perchO　sei　stata　pigra，　dovresti　lavorare　di　piv’　’　e　poi　spartisce

CO爲　 lei　
i
l
　

cibQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

．　AltrD　｛specificare） 3

．　Non　so 9

DOM．26A　QUAし’E…’PERしElしA　COSA　PIUo　IMPORTANTE　NELしA　VITA？MI…NE　DICA　SOしAMENTE　UNA，

．Non　so 9

DOM．　26B QUAU　ALTRE　COSE　SONO　MOLTO　IMPORTANTI　PER　しEl？　NE　PUO’MENZIONARE　QUANTE
DESIDERA．　Sclleeitare：　E　ALTRO？

．　Non　so 9

DOM．　27 USANDOしA　SCALA　SUしCART∈しUNO　MI　PUO’DIRE　QUANTO　E　tMPORTANTE　PER　LEI　OGNI
SINGOLA　VOCE？　（Leggete　una　voce　alla　votta）

Per　nlente

importante
　Molto　Non
importante　so

．　La　sua　tamiglia　o　figli　se　ne　ha

．　La　carriera　ed　il　lavoro

．　ll　tempo　libero　e　gli　svaghi

．　Amici　e　conoscenti

．　Genitori，　trate“i，　sorelle　ed　attri　parenti

．　La　religione　e　ta　chiesa

，しap◎litica

1
1
d
1
1
d
1
1
｛

2
一
2
2
2
｝
2
2
2
一

3
3
3
3
3
3
3

4
4
4
4
4
4
4

5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
▼
6
6
6
6

7
7
7
7
7
7
7

9
9
9
9
9
9
9

DOM．　28 ｛Mostrure　certel“no　dom．　2B）

TUT’TO　CONSIDERATO，　QUANTO　E。　SODDISFATTO　DEししA　SUA　VITA　FAMILIARE・CIOE●IL　TEiMPO

CH∈TRASCORRE∈しE　COS∈CHE　FA　CONしεPERSONEi　D∈ししA　SUA　FAMtGLSA？Mt　RISPONOA
AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTEしLINO．

，Mo睡。　soddisfa讐。

．　Abbastanza　socSdisfatto

．N白50ddisfa質。　n合irtsoddis奮a鍵。

．　Abbastanza　insocldistatto

．　Molto　insoddisfatto

．　Attrv　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
4
5
6
9
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VOM．　29 （Lssclare　certellino　dotn．　28）

ORAしE　VORREI　CHIEDERE　QUAしCOSA　SUししA　SUA　VITA　IN　GEN∈iRAしE．　QUANTOε’SODD；SFA’TTO

DEししA　SUA　VtTA　tN　QUESTO　PERJODO？Ml　RtSPONDA　UTILIZZANDOしO　STESSO　CARTEしUNO．

．　Molto　soddisfatto

．　Abbastanza　socSdisfatto

．　NO　sockSisfatto　ne　insoddisfatto

．　Abbastanza　insoddisfatto

．　Molto　insoddistatto

A随rP《speci鯛。8re）

．　Non　so

1
2
3
4
5
6
9

DOM．　30 SEi　PENSA　AししE　P∈…RSONE　DI　SUCCESSO　NEiLLA　SOCIETA’ODIERNA，　CRE　COSA　SECONDO　L∈l　HA

GIOCATO　IL　RUOLO　PtU「IM　PORTANTE　PERしAしORO　RIUSCITA？しAしORO　ABIUTA’∈1しORO
SFORZI　OPPURE　LA　FORTUNA　E　IL　CASO？

，し’abil詮a　e　gli　s響◎rzi

．La　fortuna　ed　il　caso

．　Altro　〈specificare）

．　Ambedue

．　Non　so

1

2
6

4
9

DOM．　31 （Most　rare　cartellino　dom．　31）

QUALE　TRA　LE　OPINIONI　ELENCATE　SUL　PRESENTE　CARTELLINO　S’AWtCINA　MAGGIORMENTE
AししASUA　OPINIONE　iN　MERITO　AししA　SEGUENTE　AFFERMAZIONE？”QUANDO　LO＄TATO　AIUTA　LE
FAMIGLIE　iしCUI　REDDITO　E’INSUFFICIENTE＿∴

．　Da　loro　la　possibirita　di　vivere

．　Tog“e　loro　il　senso　di　responSabilita

．　Altro　（speeificere）　一

．　Ambedue

．Nvn　so

1
2
【
φ
4
9POM．32　　ALCVNI　D；CONO　CHE　CON　IL　PROGREDIRE　DEししA　SCiENZA　E　DEししA　TECNOしOGtA，しA　VITA

　　　　　　　DIVENTA　SEMPRE　PIUt　COMODA。　MA　AししO　STESSO　TEMPOしA　RENDE　PIU’INUMANA．　LEI　E’
　　　　　　　D’ACCORDO　O　MENO？

．　Sono　d’aocorclo

．　Non　sono　d’aocordo

．　tndeciso／dipende

．　AltTv　〈specifioare）

．　Non　so

1
2
3
4
．
◎
》DOM，　33　ALCUNI　SONO　DEしし’AWISO　CHE　SIN　DAししA　SCUOLA　ELEMENTARE　A；　BAMBINI　DEBBA　ESSERE

　　　　　　　lNSEGNA’rO　CHE　l　SOしDl　SONO　UNA　DεLLE　COSE　PIU’jMPORTANTI　DEiししA　VITA．しEt　E’D’ACCORDO

　　　　　　　OPPURE　NO？

．　Sono　d’acx）ordo

．　Non　sorp　d’accordo

，　lndecisQXdipende
．　Alttp

．　Non　so

1
2
3
4
可
ハ
》DOM．　34 SECONDO　AしCUN∈PERSON∈SE　NOI　AVESSIMO　DEGU　ECCELLENTI　CAPI　POL；TICI　DOVREMMO，

PER　Iし　BENE　DEし　NOSTRO　PAEiSE，　AVERE　PIENA　FIDUCIA　NEL　LORO　OPERATO　ANZICHE’
CONT冒NUAREADISCUTERE　DI　POLITICA　TRA　DI　NOt，しEt　E’D’ACCORDO　OPPURE　NO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

，　1ndecisoldipende

．Altro（3peci督ica陀）

．　Non　so

1
2
3
4
9
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DOM，61－1　（Mostrare　csrtetlino　dom．61；1）

　　　　　　　　A》SECONDOしEt　TRAしE　QUAU’「A’ELENCATE　SUしPRESENTEi　CARTEしUNO
［BEewGBAi2EYSU．LllY．UN．BtAMB：iS92

　　　　　　　　B）QUALE　DI　RS，LES工Eユ且Eε’LA　ELL！：　GRADEVOLE　D8　TUTTE？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tre　piu’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gradevoll

　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　buong　maniere　2
　　　　　　　　．Che　un　bembino　si　sfoqi　per　riuscire　2
　　　　　　　　．Che　un　bambi　no　sia　onesto　’・　2
　　　　　　　　．Che　un　bambino　sia　ordinato　e　putito　2
　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　buon　senso　e　sia　g’vdizioso　2

　　　　　　　　．Che　vn　bambino　abbia　auto－coptrvllo　2
　　　　　　　　．　Che　un　ragazzo　si　comporti　come　tale　e　ehe’una　ragazza

　響a㏄ia　a脈「eUan竃。

．　Che　vada　d’accordo　con　gli　altri　bambini

．　Che　obbedisca　ai　suoi　genitori

．　Che　sia　responsabile

．　Che　sia　premu　roso　nei　oonfrqnti　degli　altri

．　Che　sia　interessato　in　che　rngdo　e　perche　awengono　le　oose

．　Che　sia　un　bravo　studentB

2
2
2
？
ロ
2
2
2

OUAしI　SONOしE　R皿

ta　piu’

gradevole
　　　l

　　　s

　　　1

　　　1

　　　s

　　　1

1
1
1
り
1
1
1

DOM，　61．2　（Mostrare　carteilino　dora，　6112）

　　　　　　　　　MOしTE　PERSONE　St　CHIEDONO　CHE　SIGNIFICATO　ABBIAしA　VITA　UMANA．　SUししA　PRESEN丁E
　　　　　　　　　PAGINA　CI　SONO　DEししE　OPINIONI　SUI　SiGN；FICATI　D【…ししA　V「「A．　UTIしtZZANDO　しA　SCALA

　　　　　　　　　PRESENTE　SUし　CARTEしLINO　VORRE…l　CHE　LEI　Mt　DSCESSE，　PER　OGNI　OPINIONE，　QUALEi
　　　　　　　　　S’AVVICINA　MAGGIORMEiNTE　AししA　SUA．

A）しav資a　ha　un　signi5¢ato　soめmente　se　lo　viene　daめun　significato

　　　　　　　　　i，Pienamepteげacco閃め　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　2．　Abbastanza　daocordo　2
　　　　　　　　　3，Non　ho　una　ferma　opinione　in而erito　　　　　　3

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disacoorde　4
　　　　　　　　　5，　Pienarnente　in　disaocordo　5
　　　　　　　　　6．　Non　ci　bo　mai　pensato　6

　　　　　　　　　9．　No”　so　9
B）　Per　Tne　la　vita　rtc　n　ha　significato

　　　　　　　　1，Pier壌me飢eげaG◎Q「dO

　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’aocordo

　　　　　　　　3．　Non　ho　vna　terrna　opinione　in　merito

　　　　　　　　4．　Abbastanza　in’disaccordo

　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaocordo

　　　　　　　　6．Non　ci　h◎而ai　pensato

　　　　　　　　9．　Non　so

1
2
3
4
．
5
6
9

C）　Penso　che　la　vita　delle　persone　abbia　un　chiarv　signiticato　e

　　segua　una　certo　schema

　　　　　　　　1．　Pienamen：e　d’accordo　1
　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　3，　Non　ho　una　terma　op；nione　in　merito　3

　　　　　　　　4，　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　5，　Pienamente　in　disacoordo　5
　　　　　　　　6Non　ci　ho　rnai　pensato　6

　　　　　　　　9．　Non　so　9
）OM．　61．3 IN　CONFRONTO　A　COME　VIVONO　AしTRE　PεRSONE　IN　STALSA，しEil　PENSA　DI　RICEVERE：IL　GIUSTO，

PIU’　Dl　QUANTO　SIA　GIUSTO，　UN　PO・　MENO　O　MOLTO　MENO　DI　QUANTO　SIA　GIUSTO？

，鵬gius量。

，　Piu’　di　quanto　sia　giusto

，　Un　po’　meno　di　quanto　sia　givsto

，　Mofto　meno　di　quanto　sia　giusto

．　Non　so

1
2
3
4
「
◎
U
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DO肌63 INDtPENDEN’「EMENTE　DAしTlPO　D；RELIG；ONE，し日P巳NSA　CHE　SIA　IMPORTANTE　O　MENO　AVERE
DEI　SENTIMENTt　REUGtOSI？

．　lmportante

．　Non　importarvte

．　Altrv　（Bpaclticere）

．　Non　so

1
9
匂
3
◎
》

DOM．　64 ALCUNI　DSCONO　CHE　BENCHEt　AL　MONDO　CI　SIANO　TANTE　DIVERSE　REUGIONt，　OGNUNA　CON　IL
PROPRIO　CRεDO，しA　GRAN　PARTE　DE；LORO　INSEGNAMENT巳SONO　PIU’OM…NO　GU　STESSI．しEl
E’　D’ACCORDO　O　MENO　SU　QUESTA　IDEA？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　AttTD　｛specifieare）

．　Non　so

1
2
3
9

DOM．　65 NON　EStSTE．

DOM．　66 QUANTO　S’INTERESSA　DI　POLITICA？　（tsggere）

，　Moltissirno

Abbastanza
Non　molto
　Per口ien電e

Non　so

¶
・
2
3
4
9

DOM．　67 しE　CITERO’ALCUNE　PAROU…CHE　CARATTERIZZANO　DEししE　IDE∈．しEl　DIREBBE　DI　AVERE
UN’OPSNIONE　FAVOR∈…VOしE　O　SFAVOREVOLE　NEI　CONFRONTI　DI　CIASCUNA　DELしE　SεGU∈NTt
IDEE？　（Leggere　ruotando　1’ordlne）

Ll　DerTpcrazia
Ll　Capitalisnc
Ll　Soctalismo
Ll　Liberalisrno

Favorevole
　　1

　　1

　　1
　　1

Dipende
　　2

　　2

　　2

　　2

Sfavorevote
　　　3

　　　3

　　　3

　　　3

Non　so

　9

　9

　9
　9

DOM．　6e 1N　GENERALE，　QUANTO　E’SODDISFA〒「O　DEiしMOOO　IN　CUI　FUNZIONAしA　DEMOORAZIA　IN　ITALIA？
しεlSl　DIREBBE，＿（Leggere）

DOM．　69

．　Molto　soddisfatto

．　Abbastanza　soddisfatto

．　Non　motto　soddisfatto

．　Per　niente　soddisfatto

．Non　so　（no”　leggere）

1
2
3
4
，
9

IN　BASE　AししE　SUA　CONOSCENZA　DEしStSTEMA　GIUDIZIARIO，　COMEi　PENSA　CHE　FUNZtONI　OGGI
IN　ITAUA？しEI　DIREB8巳．．．．．1《Legge7切

．　Motto　bene

，　Abbastanza　bene

，　Abbastanza　male

．　Moito　male

．　Non　so

1

2
3
4

9

DO肌70 （Most　rare　ca　rte川no　dom．70）
SUしPRESENTE…CAR7EU」NO　SONO　RIPORTATE　DUEi　OPiNIOM　SUI　RAPPORTI　TRA　DIPENDENTt　E
DATORI　DIしAVORO．　QUAしE　DEししE　DUE　ESpRIME　MEGUO　lしSUO　PARERE？

．　Poiche　gli　interessi　del　dipendepte　e　del　datore　sono

cor”plDtarnente　all’opposto，　O　giusto　e　normale　che

siano　sempre　in　conflnto　tra　loro　t
，ln　fo剛ゴ。　gli　6飢eressl　dei　dlpor曜jor蝿e　e　del　d巳鷺ore　80no

gli　stessi　in　quanto　se　una　societa　guadagna　bene　puO

pagare　stipendi　migliori　e　pertanto　le　due　perti　dovrebbero

oollaborare　2，　Non　so　9
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DOM．　71 （MOS驚潤霞「●car電●鎚ino　dom．71》

SU　QUI…STO　CARTEしUNO　SONO　INDICATI了RE　AT’VEGGIAMI≡NTI　FONDAMENTAL；RIGuARDANTIしA
SOCIETA。　NEししA　OUALE　VIViAMO．　SCEしGA　L’AT’TEGGIAMENTO　CHE　MEiGUO　CORRISPONDE　AしU…

SUE　IDEE　PERSONAU．

．　E’　necessario　cambiare　radiea；mente　ronganizzazione

delta　nostra　societa　con　una　azione　rivo；uzionatia

．し8nOStra　gOCieta　Va　miglbrata　ler貢arnen竃e　COn　dellO樋響Or鵬

．　La　nostru　attuale　societa　va　difesa　coraggiosamente　oonlro

tutte　le　forze　sowersive

．　Non　so

－
・
2

3
◎
》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らDOM．72A　SE…CONDOしEt　LA　SOCIETA’「rAUANA　HA　NεCESSITA’DI　CAMBIARE　PROFONDAMENTE？

Sl

No
Non　so

1
2
9DOM，　72B PER　CAM81AREしA　SOCIETA’SEOONDe　LE　SUεASPE〒7ATIVE，　LEI　E’FAVOREVOLE　A　DELしE

RIFORME　GRADUALI　O　AD　UN　CAMBIAMEN丁O　RADICALE？

Ritorme　gradvali

CembiamenSi　radicali

Non　so

DOM。73　　AQUAしE　PARTITO　POしITiCO　SI　SεNTE　PIU’VICINO？

）OM．　74

．　Democrazia　Cristiana　（DC＞

．　Panito　Democratico　detla　＄ini＄tra　〈PDS）

．　Rifondazione　Comvnista

・Pa畦論。　S◎◎i創ista　ltalian◎（P＄り

．　Movimento　Sociale　ltaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN）

．　Partito　Repubbtioo　ltatiano　（PRI）

・P禰S。cialdem㏄・ati・・　lt・）ia・。（PSDり

．　Federazlone　delle　Liste　Verdi

．　Partito　Radicale　CPR）

．　Partito　Liberale　ltatiar）o　〈PU）

．　Democrazia　Proletaria　（DP）

．　Sudiiroler　volkspartei　（SUP）

．　Sinistra　indiperK　lente

．しgga　bmbar由

，　Part　lto　Sardo　d’azione

．A1量ri

．　Nessun　partito　politico

．　Rifiuta　di　rispondere

．　Non　so

・
1
2
9

01

梼ｶ

O3

O4

O5

O6

O7

O8

O9

P0

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

X9

LEI　SI　SENTE　MOしTO　VICINO　A　QUESTe　PARTtTO，　AB8ASTANZ　A　VSCtNO　O　PER　NIENTE　VICINO？

．Molto　viclno　1．Abbastan（g　vicir｝o　2
，Non　molto　vlcino　3
．　Non　so　9
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2）イタリア謂査票第1版を日本語へ再翻訳した質問文

　　　　　世論調査草案

間1．　10年前と比較し、　全体的にイタリア

　　　人の生活水準は（読むこと）　（27）

　　　　良くなった　　　　　　　　　1

　　　　やや良くなった　　　　　　　2

　　　　あまり変わらない　　　　　　3

　　　　やや悪くなった　　　　　　　4

　　　　悪くなった　　　　　　　　　5

　　　　わからない（読まないこと）・　9

間2．　10年前と比較し、

　　　は（読むこと）

　　　　良くなった

　　　　やや良くなった

　　　　あまり変わらない

　　　　やや悪くなった

　　　　悪くなった

あなたの生活水準

わからない（読まないこと）

（28）

　　1

　　2

　3
　　4

　　5

　　9

問3． こ

は（読むこと）

　良くなるだろう

　やや良くなるだろう

　あまり変わらないだろう

　やや悪くなるだろう

　悪くなった

れからの5年間にあなたの生活水準

わからない（読まないこと）

（29）

　　1

　　2

　　3

　　4　．

　　5

　　9

問4．　一般的に、　人々は今よりもっと幸せ、

　　　又は不幸せになると思うか。　（30）

　　　　もっと幸せになる　　　　　　1

　　　　もっと不幸せになる　　　　　2

　　　　今と変わらない　　　　　　　3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問5．　彼らの平静（心の安らぎ）の度合いは

　　　大きくなるか、　小さくなる、だろうか。

　　　　大きくなる　　　　　　　　
1



一
ω
Φ

小さくなる　　　　　　　　 2

変わらない　　　　　　　　 3

その他（具体的に言うこと）　4

わからない（読まないこと）　9

問6．　個人の自由は拡大するか、　又は減退す

　　　ると思うか。

　　　　拡夫する　　　　　　　　　　1

　　　　減退する　　　　　　　　　　2

　　　　変わらない　　　　　　　　 3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問7．　将来人々の健康状態は良くなるか、　悪

　　　くなるか。

　　　　拡大する　　　　　　　　　　1

　　　　減退する　　　　　　　　　 2

　　　　変わらない　　　　　　　　　3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問8．　（問8のカードを見せながら）

　　　現在、　今から　10年か　t5年の間、　イ

　　　タリアが何を目的にすべきかについて

　　　議論されている。　このカードに一部の

　　　人達が選んだ優先すべき目的が記載さ

　　　れている。　この中でどれが一番重要だ

　　　と思うか（一つだけ選．ぷこと）

国の治安を守ること

政府決定に国民の声を

　もっと反映すること

インフレを抑止すること

言論の自由を守ること

その他（具体的に言うこと）

わからない（読まないこと）

1

2
3
4
5
9

問9，　（問9のカードを見せながら）

　　　このカードのリストに基づいて自分あ

　　　るいは家族のことに関してどれだけ心

　　　配するか（一答づっ読むこと）



＝
O

重病

交通事故

失業

戦争

原子力発電所

　での事故

と
て
も

1
1
占
1
1
凸
■
⊥

問10．　（ありません）

ち
っ
と

2
2
2
2
2

や
や

3
3
3
3
3

全
く
な
い
4
4
4
4
4

解
ら
な
い

5
　
5
　
5
　
5
　
5

間11．　あなたは普通のイタリア人より祖先を

　　　尊敬する気持ちは強いか．　（50）

　　　　平均より強い　　　　　　　　
1

　　　　平均より弱い　　　　　　　　2

　　　　普通　　　　　　　　　　　3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問12・　もし自分に子供がなければ、　家系を存

　　　続させる為に血のつながりがなくても

　　　養子縁組みをするのは良いことか。　そ

　　　れともこれはあまり大事ではないか。

　　　　養子縁組みをする　　　　　　1

　　　　養子縁組みをしない　　　　　 2

　　　　状況次第　　　　　　　　　　3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　大事ではない　　　　　　　　5

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問13．　あなたの理想では家庭の中に子供が何

　　　人位いればいいか。

　　　　一人　　　　　　　　　　　　　1

　　　　二人　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　三人　　　　　　　　　　　　　3

　　　　四人　　　　　　　　　　　　　4

　　　　五人　　　　　　　　　　　　　5

　　　　六人以上　　　　　　　　　　　6

　　　　子供がいないのが理想　　　　7



一
一
自

状況次第。

　　理想的な人数はいない

わからない 8
9

問14．　ここ4週間の間に下記の病状に襲われ

　　　た（一答づっ読むこと）。

頭痛

腰痛

いらだち／

　神経過敏症

抑うっ状態

不眠

はい　　いいス．

1　　　　2

1　　　　2

1
1
1
↓

2
2
2

解らない

　3

　3

3
3
3問15．あなたは自分の年齢としては健康状態

　　　に満足しているか（読むこと）

　　　　とても満足している　　　　　1

　　　　十分満足している　　　　　　2

　　　　とても不満　　　　　　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問16．　（問16のカードを見せながら）

　　　あなたは全体的に自分の生活水準（暮

　　　らしの裕福さ）をどう思うか。　カード

　　　を参考に答えてください。　1は最も高

　　　い水準で、　5は一番低い水準を言う。

　　　　高い　　　　　　　　　　　　1

　　　　中の高　　　　　　　　　　　2

　　　　平均　　　　　　　　　　　　3

　　　　平均より低い　　　　　　　　4

　　　　低い　　　　　　　　　　　　5

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問17．　もし選べるならこのリストの中でどれ

　　　が一番ほしいか（読むこと．　一答だけ）．

　　　　お金　　　　　　　　　　　1

　　　　自分の為の時間　　　　　　　2

　　　　わからない（読まないこと）　9



問18．　死ぬ時まで楽に暮らせるお金を持って

　　　いれば仕事を続けるか、　それともやめ

　　　るか。

　　　　仕事を続ける　　　　　　　　1

　　　　仕事をやめる　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　年金生活者　　　　　　　　 4

　　　　仕事をしていない　　　　　　5

　　　　わからない　　　　　　　　　9

　
乳　
1
問

＝
b
。 （間19のカードを見せながら）

こ◎のカードに書いてある内容のうち、

どちらがあなた’の考え方に近いか。

　いくらお金をもっていても

　仕事をしなければ人生は無

　意味だ．　　　　　　　　　　1

　お金さえあれば仕事はしな

　くても人生には意味がある。　　2

　わからない。　　　　　　　　 9

問20．　（問20のカードを見せながら）

　　　このカードにリストされているのが人

　　　々が仕事に関して大事だと思う諸要素

　　　である。　あなたにとってどれが一番重

　　　要か。

　　　　良い給料

　　　　（お金の心配をなくすような）1

　　　　安定した仕事

　　　　（失業の恐れのない仕事）　　 2

　　　　好きなタイプの人と仕事をする3

　　　　充実感を得られる

　　　　　重要な仕事をする　　　　　4

　　　　その他（具体的に言う）　　　5

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問21．　一週間の日程を組み立てると、　仕事の

　　　ことで私生活又は家庭生活がじゃまさ

　　　れることがあるか。

　　　　ある　　　　　　　　　 ’
1

　　　　ない　　　　　　　　　　　　2



置
ω

仕事していない

わからない 3
9

問22．　（問22のカードを見せながら）

　　　人生に対する態度は様々だが、　下記の

　　　項目の中ではどれがあなたの生き方に

　　　適しているか（一一答のみ）。

　　　　一生懸命働き金持ちになること1

　　　　勤勉に勉強して名をあげる　　2

　　　　お金とか出世のことを考えずに

　　　　　自分のパーソナリティーに

　　　　　一番適している生き方をする3

　　　　あまり心配せずに日々

　　　　　楽しく暮らす　　　　　　　4

　　　　世の中の誘惑に負けずに正義と

　　　　　純潔な生き方に徹する　　　5

　　　　自分のことを忘れ社会の

　　　　　為に献身する　　　　　　　6

　　　　その他（具体的に言う）　　　 7

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問23．　あなたが住んでいる住民区域の生活水

　　　準と環境（quolity　of　lire）について

　　　どう思うか（読むこと）。

とても満足している

十分満足している

ちょっと不満

とても不満

わからない

問24A．（間24のカードを見せながら）

　　　このカードをもとに、

1
2
3
4
9

　　　　　　　　　　下記の項目はあ

なたの近所でどれだけ重大で問題にな

っているか．　例えば盗難の問題は深刻

か。

間24B．（問24のカードをしまっておくこと）

　　　個人の安全という点で人が襲われるこ

　　　とがあなたの近所にあるか。　この問題

　　　はどれだけ重大か．



24A盗難

24B個人の

1　問25．

K
軽
E

重
大
問
題

1
1
⊥

安全／攻撃

問
題

2
2

重　　全　　解

大で　くで　ら

問な　問な　な

題い　叶い　い

3
3
4
4
9
9

（問25のカードを見せながら）

あなたはあの「アリとセミの話」をき

っとご存知であろう．　セミは夏中歌い

続けた後、　冬が来たときには何も食べ

物をためていない．　そして夏の問働き

続けたアリに助けを求めに行く。’アリ

はこのカードに書いてある2っの回答

の内、　一つを答えた。　あなたは結びと

してはどち5を選ぶか．

　アリは「当然の報いだ」と

　　助けを断る　　　　　　　　1

アリは「怠けたのがいけな

かった。　もっと働きなさい。　」

とお説教しながらも食べ物を

分けてあげる

その他（具体的に言う）

わからない
2
3
9問26A．あなたにとって人生の中で一番重要な

　　　のは何か．　1っだけ言ってください．

わからない 9

問26B．その他にあなたにとってとても大事な

　　　のは何か．　幾つでも言ってください．

　　　（うながし）それから？

わからない 9



一
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問27．カードのスケールに基づいて下記の各

　　　項目はあなたにとってどれだけ重要か。

　　　（一項目づっ読むこと）

　　　　　　　　　全　　　　　　　と　解

　　　　　　　　　くで　　　　　　 て　 ら

　　　　　　　　　重な　　　　　　も重な

　　　　　　　　　要い　　　　　　　要い

家族と子供

　（いる嶋合）

キャリアと仕事

自由旧聞と娯楽

友人と知り合い

両親、　兄弟、　姉妹

　その他の親戚

宗教と教会

政治

1　23456　7　9

1　23456　7　9
1　23456　7　9
1　23456　7　9
1　23456　7　9

1　23456　7　9
1　23456　7　9

問28．　（問28のカードを見せながら）

　　　総体的に考えると自分の家庭生活にど

　　　れだけ満足しているか。　特にあなたの

家族とどれだけ時間を過ごし、　何をす

るか．　このカードに従って答えてくだ

さい．

　大変浦足　　　　　　　　　 1

　十分満足　　　　　　　　　 2

　満足でも不満でもない　　　　3

　ちょっと不満　　　　　　　　4

　とても不満　　　　　　　　 5

　その他（具体的に言う）　　　6

　わからない　　　　　　　　　9

問29．　（間28のカードを残しておく　）

　　　あなたの人生に関する一般的な質問を

　　　させてください。　自分の人生に対して

　　　近ごろどれだけ満足しているか．　同じ

　　　カードを使用しながら答えてください。

　　　　とても満足　　　　　　　　 1

　　　　十分満足　　　　　　　　　 2

　　　　満足でも不満でもない　　　　3

　　　　ちょっと不満　　　　　　　　4



＝
①

とても不満

その他（具体的に言う）

わからない
5
6
9問30．　現代社会で偉く出世した人々のことを

　　　考えると、　彼らに成功をもたらした一

　　　番大きな要素は何か。　能力と努力、　そ

　　　れとも運と偶然か。

　　　　能力と努力　　　　　　　　 1

　　　　好運と偶然　　　　　　　　 2

　　　　その他（具体的に言うこと）　3

　　　　両方　　　　　　　　　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問31．　「所得の不十分な家庭は国に助けられ

　　　ると…」この文を完成する下記の項目

　　　の内、　どれがあなたの考え方に一番近

　　　いか．

　　　　生活を営むことが可能になる　1

　　　　責任感がなくなってしまう　　2

その他（具体的に言う）

わからない 3
9

問32．　一部の人は、　科学と技術の進歩のおか

　　　げで生活はますます便利になるが、　そ

　　　れと同時に非人間的になってしまう。

　　　あなたは賛成するか。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　2

　　　　決められない／状況次第　　　3

　　　　その他（具体的に言う）　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問33．　一部の人には、　お金が人生の中で一番

　　　重要なものの一つであるということを、

　　　子供達に小学校から教えるべきだとい

　　　う考え方がある。　あなたは賛成か。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　2

　　　　決められない／状況次第　　　3



一
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その他（具体的に言う）

わからない 4
9

問34．・一部の人々には、　優れた政治家達がい

　　　れば国の為を考えると彼らを全面的に

　　　信顛し、　一般人は政治的な議論をやめ

　　　るべきだという意見がある。　あなたは

　　　黄成か。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　蟹成でない　　　　　　　　　2

　　　　決められない／状況次第　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　 9

間35．　もしあることが絶対正しいと思ったら、

　　　一般の慣習に逆行してもためらうこと

　　　なくそれを実行すべきだと思うか。　そ

　　　れとも間違いを起こさない方が大事だ

　　　と思って慣習に従うべきか．

　　　　一般の慣習に逆行しても

　　　　　実行すべき　　　　　　　　1

一般の慣習に従うべき

決められない／状況次第

その他（具体的に言う）

わからない

2
3
4
9

問36．　一部の人々には幾ら世の中が省力化し

　　　ても人間の感情と魂はずっと豊かなも

　　　のであり続けられるという意見がある。

　　　あなたは賛成か．

　　　　賛成　　　　　　　　　　　 1

　　　　賛成でない　　　　　　　　 2

　　　　決められない／場合による　　3

　　　　その他（具体的に言う）　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問37．　「家はリラックスして居心地の良い唯

　　　一の所」。　この文童に賛成か．

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3



わからない 9

間38．　（間38のカードを見せる）

　　　ここに書いてある文章の内でどれがあ

　　　なたの結婚に対する考え方に一番近い

　　　か。

女性が担うべき役目だ

一部の役目は特に

　女性に向いている

あらゆる役目は差別なく

　男女に分けるべきだ

わからない

1

2

3
9

＝
○
。

結婚は永遠に解消できない

結婚は非常に深刻なケース

　のみ解消しても良い

結婚は両配偶者の同意が

　あれば解消しても良い

わからない

問39．　（問39のカードを見せる）

1

2

3
9

ここに家事と子供に関する文章が書い

てある。　このうちどれがあなたの考え

方に一番近いか。

問40．　10才前後の子供が学校から帰って、

　　　自分の先生が悪いことをしたという噂

　　　があるよ、　と両親に言うとする．　もし

　　　両親がそれが事実だとわかっていると

　　　す．れば、　子供には真実を言うべきか、

　　　それとも何も言わない方がよいと思う

　　　か。

　　　　真実を言うべき　　　　　　
1

　　　　真実は言わない方がよい　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　子供の年齢による　　　　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　 9



一
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問41． （問41のカードを見せながら）

次の状況を思い浮かべてみよう．　Aさ

んという人は幼い頃両親をなくし、　近

所に住んでいるBさんに育てられた．

おかげで食い教育を受け、　大学まで卒

業した。　会社の社長になったAさんの

所にある日突然電報が来た。　Bさんが

重病だからすぐ訪ねてほしいとのこと。

ちょうどその時Aさんは重要な会議に

行こうとしている所だった。　会社が倒

産するか救済されるかの問題だ。　あな

たの意見ではAさんはどうすべきか。

　全部忘れてすぐBさんの所に

　　かけつけるべきだ　　　　　1

　いくら心配でも肝管に

　　出席しなければならない　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

　会議を延期する　　　　　　　4

　わからない　　　　　　　　　9

間42．　（間42のカードを見せながら）

　　　問41の話でBさんはAさんの養父だと

　　　仮定したが、　もし実父だとすればAさ

　　　んはどうすべきだろうか。

　　　　全部忘れてすぐBさんの所に

　　　　　かけつけるべきだ　　　　　1

　　　　いくら心配でも会議に

　　　　　出席しなければならない　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　会議を延期する　　　　　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問43．　（問43のカードを見せながら）

　　　この下に人間と自然の関係について三

　　　っの意見が書かれている．　その内のど

　　　れが一番真実に近いと思うか．

　　　　幸せになる為に人間は自然に

　　　　　順応しなければならない　　1

　　　　幸せになる為に人闘は自然を

　　　　　利用すべきだ　　　　　　　 2
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幸せになる為に人事は自然を

　支配すべきだ　　　　　　　3

その他（具体的に言う）　　　 4

わからない　　　　　　　　　9

問44．　（問44のカードを見せながら）

　　　下記の中でどれに一番賛成できるか。

　　　　国の進歩は個々人を幸せに

　　　　　する事によってのみ可能だ　1

　　　　国が進歩すればこそ個々人は

　　　　　幸せになる　　　　　　　　 2

　　　　国の進歩と個人の幸せは

　　　　　結果的に同じことだ　　　　 3

　　　　その他（具体的に言う）　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問45．　（間45のカードを見せながら）

　　　下記の項目の中で、　一番大事な項目は

　　　どれか．

　　　　両親に対する愛情と敬い　　　 1

過去に助けてくれた人に

　対する思返し　　　　　　　2

個年の権利を尊重　　　　　　3

個人の自由を尊重　　　　　　4

その他（具体的に言うこと）　5

問46．　（問46のカードを見せながら）

　　　下記に描かれている人物の中で、　仕事

　　　の同僚としてはどちらが一番良いか．

　　　　仕事の能力はそれほどないが、

　　　　　性格がよく場合によって

　　　　　力になってくれるSさん　　1

　　　　近くにいる人の心配や悩みに無

　　　　　関心だが仕事ができるTさん2

　　　　その他（具体的に言う）　　　 3

　　　　わからない　　　　　　　　　g

問47．　（問47のカードを見せながら）

　　　カードに書いてある人のタイプでどち

　　　らが好きか。



一
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一

他人の合意を得るよりも

　自分の考え方に徹する人

自分の考え方に徹するよりも

　他人の合意を重んじる人

その他（具体的に言う）

わからない

問48．　（間48のカードを見せながら）

1

2
3
9

あなたが会社の社長になったとしよう。

会社でもう一人採用する事になり、　多

くの応募者の中にあなたの親戚も一人

もいる。　人事部長が言うには、　候補者

を採用するに当たって試験の成績で2

位になったその親戚を雇っても、　1位

になった人を雇っても、　会社にとって

は実質的に何も違いがない。　あなたな

らこのケースをどうするか。

　1位になった応募者を雇う　　1

　親戚を層う　　　　　　　　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

問49．

わからない 9

（問49のカードを見せながら）

間48のケースでは2位になった人はあ

なたの親戚と仮定した。　だがその人が

恩人の息子であればどうするか。

　1位になった応募者を雇う　　1

　恩人の息子を雇う　　　　　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

問50．　（問50のカードを見せながら）

　　　あなたが働いている会社には2タイプ

　　　の上司がいるとしよう。　このカードに

　　　書かれている内でどちらが好きか。

　　　　会社の規則を順守し、　非常識

　　　　　な仕事は求めないが仕事以

　　　　　外ではあなたのために何も

　　　　　力を貸してくれない上司　　1

　　　　会社の規則に反していても時
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　々色々な仕事を求めるが、

　仕事以外でも面倒を見てく

　れる上司　　　　　　　　　2

その他（具体的に言う）　　　3

わからない　　　　　　　　　9

問51．一般に人間は他人に力を貸すか、　それ

　　　とも自分の利益だけ守って自分にしか

　　　関心を持たないと思うか。

　　　　他人を助けようとする　　　　1

　　　　自分にしか関心がない　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　 3

　　　　わからない　　　　　　　　　 9

間52．一般に人間は機会さえあればあなたに

　　　つけこむと思うか、　それとも正直に振

　　　る舞うと思うか。

　　　　つけこむと思う　　　　　　　1

　　　　正直に行勤する　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

わからない 9

問53．一般的にはほとんどの人々は信用して

　　　もよいか、　それとも警戒した方がよい

　　　か。

　　　　信用してよい　　　　　　　　 1

　　　　警戒した方がよい　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

間54．　これからある人たちが今日の世の中に

　　　ついて言った事を読み上げる．　どれだ

　　　け各々の発言に賛成か言ってください

　　　（4っづっ読むこと）．



δ
ω

と　や　あ成全で解

て　や　までくきら

も賛賛　りき賛ずな

　成成　賛ず成　い

ほとんどの人々は他人

を助ける為にあらゆる

事を試みる　　　　　　1　2

私が住んでいる近所の

人達は人聞と人間のつ

ながりが強い　　　　　1　2

今日では日毎の暮らし

方をし、　明日の事を心

配すべきでない　　　　1　2

今日では私のような人

間はしばしば一人ぼっ

ちで社会から締め出さ

れている　　　　　　　1　2

3　 4　 5

3　 4　 5

3　 4　 5

3　 4　 5

閥55．科学の発明とその応用は、　どれだけ日

　　　常生活を良くすると思うか。

　　　　かなり良くすると思う　　　　1

　　　　少し良くすると思う　　　　　2

　　　　役に立たないと思う　　　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問56．　将来、　情報化の普及で日常生活の諸側

　　　面に変貌をもたらすと思われるが、　こ

　　　のような変化はあなたにとってどうで

　　　あるか。

　　　　歓迎すべきこと　　　　　　　1

　　　　歓迎すべきでないが

　　　　　回避できないこと　　　　　2

　　　　不愉快で危険をはらむこと　　3

　　　　わからない（読まないこと）　9

問57．　（間57のカードを見せながら）

　　　ここに書かれている諸文章についてど

　　　う思うか。　各々についてカードに記さ



一
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れている回答を一つだけ選んでくださ

い（一項目にっき一つの回答のみ）．

と成ま賛あ成全で解

て　あ成までくきら

も　ま　りき賛ずな

賀　あ　賛ず成　い

現代医学では知られてい

ない療法で一番よい治療

ができる病気がある　　 1

いずれ科学の進歩により

人間の頭脳の働きが完全

に解明されるだろう

今日我々が直面している

経済・社会諸問題はいず

れ科学技術の進歩によっ

て解決されるだろう

2　　3　　4　　5

1　 2　 3　4　 5

1　 2　 3　 4　 5

間58．間58のカードを見せながら）

　　　下記に記されている項目は、　これから

　　　の25年の間にどれだけ実現されるだ

　　　ろうか。　カードに書いてある回答のう

　　　ち一つを選んでください（一項目につ

　　　き一つの回答のみ）。

　　　　　　　　　　確　　可率　確な　わ

　　　　　　　　　　率能が率いか
　　　　　　　　　　が　　だ低　が　　 ら

　　　　　　　　　　高　　がい　全　　な

　　　　　　　　　　い　　 確　　 く　　 い

核廃棄物の安全

　処理法

もっとも普及し

　ている癌の治療

老人痴呆の治療

宇宙基地での生活

1

－
▲
－
占
－
占

2

2
2
2

3

3
3
3

4

4
4
4
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間59．省エネの議論が活発だが、　この間題に

　　　ついてあなたはどう思うか。

　　　　とても重要な問題だ　　　　　1

　　　　重要な問題だ　　　　　　　 2

　　　　あまり重要な問題でない　　　3

　　　　全く重要な問題でない　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

閥60．現境保護はあなたにとってどの程度の

　　　問題か。

　　　　とても重要な閥題だ　　　　　1

　　　　重要な問題だ　　　　　　　 2

　　　　あまり重要な問題でない　　　3

　　　　全く重要な問題でない　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

間61．イタリア文化を考えるとき、　何が頭に

　　　浮かんでくるか。　思い出す事をすべて

　　　言ってください。

　　　（うながす）それから？

問61－1．　（間61－1のカードを見せながら）

　　　　A）このカードに記されている項目

　　　　　　で子供にとって好ましいと思う

　　　　　　3項目を指定してください。

　　　　B）この3っのうち、　どれが一番好

　　　　　　ましいか．

　　　　　　　　　　　　　一番好

　　　　　　　　　　　　　ましい

　　　　　　　　　　　　　三項目

行儀よくすること　　　　　　2

努力すること　　　　　　　 2

正直なこと　　　　　　　　 2

清潔で整理整頓していること　2

常識と識別力のあること　　　2

自制心のあること　　　　　　2

男の子は男の子らしく女の子

一番好

ましい

一項目

　1

　1

　1

　1

　1

　1
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　は女の子らしく振る舞うこと2

ほかの子供と仲よくすること　2

両親の言うことをよく聞くこと2

責任感があること　　　　　　2

他の子供に対して気を配ること2

色々な出来事の理由などに

　興味を抱くこと　　　　　　2

まじめに勉強していること　　2

－
↓
ー
ム
ー
1
1
4

－
■
⊥

問61－2．　（間61－2のカードを見せながら）

　　　　多くの人は人生の意味は何かと問い

　　　　かけている。　このカードに複数の意

　　　　見が記されている。　カードのスケー

　　　　ルに基づいて各々の意見についてど

　　　　れがあなたの考え方に一番近いか。

A）自分の人生に自分が意味を見いださない

　　限り、　意味はあまりない．

　　　1）完全に同意できる　　　　　 1

　　　2）かなり同意できる　　　　　2

　　　3）はっきりとした意見がない　3

　　　4）あまり同意できない

　　　5）全然同意できない

　　　6）考えたことがない

　　　9）わからない

B）私にとって人生には意味がない。

　　　1）完全に同意できる

　　　2）かなり同意できる

　　　3）はっきりとした意見がない

　　　4）あまり同意できない

　　　5）全然同意できない

　　　6）考えたことがない

　　　9＞わからない

4
5
6
9
1

2
3
4
5
6
9

C）人生にははっきりとした意味があり、

　　ある一定の図式に制されているはずだ．

　　　1）完全に同意できる　　　　　1

　　　2）かなり同意できる　　　　　2

　　　3）はっきりとした意見がない　3

　　　4）あまり同意できない　　　　4

　　　5）全然同意できない　　　　　 5

　　　6）考えたことがない　　　　　6



一
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9）わからない 9

問61－3．　イタリアの他の人々と比べ、　あなた

　　　　の報酬は適正か、　適正より多くもら

　　　　っているか、　適正より少し少ないか、

　　　　ずいぶん少なくもらっているか。

　　　　　適正　　　　　　　　　　　1

　　　　　適正より多くもらっている　2

　　　　　適正よりやや少ない　　　　 3

　　　　　適正よりうんと少ない　　　4

　　　　　わからない　　　　　　　　 9

問61－4．　あなたと異なる意見、　宗教、　価値観、

　　　　主義を持つ人と一緒にいることは、

　　　　あなたにとってどういうことか（順

　　　　位をインタビューごとに変えること）．

　　　　　大変不愉快　　　　　　　1

　　　　　かなり不愉快　　　　　　　 2

　　　　　あまり不愉快でない　　　　3

　　　　　不愉快でない　　　　　　　4

わからない 9

問61－5．　（問61－5のカードを見せながら）

　　　　このカードに色々な人のタイプが肥

　　　　されている。　近所の隣人としてはど

　　　　のタイプが好ましくないと思うか

　　　　（複数の回答も可能）。

前科のある人

異人程の人

学生

左翼の過激派

未婚の母親

酒飲み

右翼の過激派

大家族

情緒不安の人

新興宗教のメンバー達

外国人労働者その他の移民

これと異なるタイプの人

1
2
3
4
5
6
7
8
9
X
Y
O
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間61－6．　ご意見を聞かせてください．　Aさん

　　　　とBさんは同じ年齢で同じ仕事をし

　　　　ているOしだが、　Aさんは毎週2万

　　　　5千リラづっ多くもらっている。　そ

　　　　れを知ったBさんは上司に文句を言

　　　　つたが、　上司が言うにはAさんはも

　　　　つと仕事が早く、　もっと能力があり、

　　　　もっと頼りになるからそれでいいと

　　　　答えた。　あなたにとってこれは正し

　　　　いことか。

　　　　正しい　　　　　　　　　　　
1

　　　　正しくない　　　　　　　　　2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

間61－7．近い将来、　下に書かれているような

　　　　変化があなたの生活に起こるかも知

　　　　れない。　あなたにとってこれはよい

　　　　か悪いか、　それともどちらとも言え

　　　　ないようなことか。

良い　悪い　どちらで

　　　　　　もない

お金や物貫的裕福に感　 1

　心が薄くなる

自分にとっては仕事の　1

　重要性が少なくなる

技術の進歩にもっと感　 1

　心を持つ

個人の道徳にもっと感　 1

　心を持つ

権威に対する尊敬をも　1

　つと強く感じる

家庭・生活にもつ　と重要　　．1

　性を感じる

よりシンプルで自然な　1

　生き方をする

では宗教に移ろう．

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3
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問62－A．　あなたは自分が宗教に属していると

　　　　思うか．

　　　　思う　　　　　　　　　　　　1

　　　　思わない　　　　　　　　　　2

　　　　わからない　　　　　　　　　 9

問62－B． そう思うならどの宗教に属している
か。

カトリック教

プロテスタント教

（バプティスト派、　メソディ

　ス　ト派、　ルーテル派を含む）

ユダヤ教

回教

その他（具体的に言う）

わからない

1
2

3
4
5
9

問63．　どの宗教に属するかは別にして、　信仰

　　　することは量嬰だと思うか。

　　　　そう思う　　　　　　　　　　1

そう思わない

その他（具体的に言う）

わからない
2
3
9間64．一部の人は、　世界には様々な宗教があ

　　　るが、　信仰が違ってもほとんどの教え

　　　は同様のものであると思っている．　あ

　　　なたはこれに賛成か．

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

間65．　ありません。

商66．政治にどれだけ興味をもっているか

　　　（読むこと）．

　　　　大いに興味がある　　　　　　
1

　　　　かなり興味がある　　　　　　2

　　　　あまり興味がない　　　　　　3



一
①
O

全然興味がない

わからない 4
9

聞67．　下に記されている政治的主義に対する

　　　あなたの意見を述べてください（読む

　　　とき順位を変えること）。

民主主義

資本主義

社会主義

自由主義

賛
成

¶
⊥
1
↓
1
ー
ム

場
合
に
よ
る
2
2
2
2

不
賛
成

3
3
3
3

わ
か
ら
な
い
4
4
4
4

問68．一般的にイタリアの民主主義について

　　　どう思うか（読むこと）．

　　　　大変満足　　　　　　　　　　1

　　　　やや満足　　　　　　　　　 2

あまり満足していない

全く漕足していない

わからない（読まないこと）
3
4
9問69．あなたの知識では、　イタリアの司法制

　　　度はうまく働いていると思うか（読む

　　　こと）．

　　　　大変うまく働いている　　　　 1

　　　　かなりうまく働いている　　　 2

　　　　かなり悪く働いている　　　　3

　　　　ちっとも良く働いていない　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　g

問70．　（問70のカードを見せながら）

　　　このカードに労使関係に関する定義が

　　　書いてある。　どちらがあなたの意見に

　　　より近いか．

　　　　経営層と労働者側の利害閲係

　　　　は相反しているので労使閲係

　　　　に対立が生じるのは当たり前　1



一
①
一

経営者と労働者の利害は結果

的に一致している。　なぜなら

会社が儲かればもっと高い給

料だ出せるからだ。　だから双

方が協力すべきだ．　　　　　　2

わからない　　　　　　　　　9

間71．　（問71のカードを見せながら）

このカードには我々が生きている社会

に対する3っの慧度のタイプが記され

ている。　この中であなたの意見に一番

近い定義を選んでください．

　革命によって我々の社会の

　仕組みを抜本的に変えるべ

　きだ。　　　　　　　　　　　　1

　我々あ社会は徐々に革新的

　な方法で改善すべきだ．　　　　2

　我々は社会を勇気を持って

　あらゆる過激勢力から守る

　べきだ．　　　　　　　　　　　3

わからない 9

問72A．イタリア社会には抜本的な改革をもた

　　　らす必要があるか．

　　　　ある　　　　　　　　　　　　 1

　　　　ない　　　　　　　　　　　　　2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問72B．あなたの希望では、　社会を変える為に

　　　は段階的な改革がよいか、　それとも急

　　　進的な変革がよいのか。

　　　　段階的な改革　　　　　　　　1

　　　　急進的な変革　　　　　　　 2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

間73．　あなたはどの政党を支持するか。

　　　　キリスト教民主党　　　　　01

　　　　左翼民主党　　　　　　　 02
　　　　共産主義再生党　　　　　　03

　　　　社会党　　　　　　　　　 04



一
①
b
。

イタリア社会運動

共和党

民社党

グリーン諸党

急進党

自由党

プロレタリアート民主党

南チロル国民党

独立左翼党

ロンバルディア同盟

サルディニア行動党

その他

どの政党も支持しない

箸を差し控える

わからない

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9

問74．　あなたはこの政覚を強く支持するか、

　　　それともややの支持か。　また、　全く支

　　　持しないか．

　　　　強く支持する　　　　　　　　1

やや支持する

あまり支持しない

わからない
2
3
9問75A．（問75Aのカードを見せながら）

　　　このカードに温度計があるが、　これは

　　　0度から100度まで行く．　これを使

　　　って、　各政党に対する支持度をしるし

　　　てください．　なお、　50度というのは

　　　中閥的な考え方を示す．　支持する場台

　　　50度から上の方へ行く．　不支持の政

　　　党に対しては50度以下の温度にする。

　　　最初はキリスト民主党から始めましょ

　　　う（すべての政党名を読むこと．　読む

　　　順番を変えること）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　温度

　　　　キリスト教民主党

　　　　左翼民主党

　　　　共産主義再生党

　　　　社会党



一
①
ω

イタリア社会運動

共和党

民社党

グリーン諸党

急進党

自由党

プロレタリアート民主党

南チロル国民党

独立左翼党

ロンバルディァ同盟

サルディニア行動覚

その他

どの政党も支持しない

答を差し控える

わからない　　　　　　　999

誓約

このインタビューは私自身の支持、　及びAI

SMメンバー機関とインタビュアーの協力関

係を定める諸規制に従って行われたものであ
る。

私は仕事の依頼書に添付されている同上の諸

規則の内容を全て心得ている．

特に第1341条項及び第1342条項に関
して、　ここに含まれている第8、　第9及び第

11条の内容に同意する．

インタビュー一実施日　インタビaアーの署名

回答者の名前

住所

都道府県

TE　L．

追伸．

　聞10及び問65がないのでご注意ください．



3）日本語へ再翻訳した質問文と本来の日本語質問票を比較検討し、イタリア調査稟第

　　二版作成

RM　1345

DOM．1 RISPErrO　A　DIECj　ANNI　FA，　LEI　RITIENE　CHE　COMPLESSIVAMENTE　IL　TENORE　DI　VITA　DEGu
lTALIANI　SIA。．＿＿（しeggere）

Decisamente　migliorato

Leggermente　migliorato
Pith　o　meng　lo　sges＄o

Leggermente　peggiorato

Decisamente　peggiorato
Non　so　〈non　leggere）

－
・
2
3
」
4
5
Q
》DOM．2 IN　CONFRONTO　A　DIECI　ANNI　FA　IL　SUgLTENORE　DI　ViTA　E’．．．．．．　（Leggere）

．　Decisamente　migliorato

．　Leggermente　migliore

．　Pith　o　meno　lo　stesso

．　Leggermente　peggiorato

．　Decisamente　peggiorato

，　Non　so　（non　leggere）

d
－
2
3
4
5
9

DOM，3 NEI　usl　M　I　N　N　N　L　EI　P　ENSA　C　H　E　I　L　SIIQ　TENORE　D　I　V　ITA　SARA．．．．．（Leggere）

Decisamente　migliore

Leggermente　migliore
PiO　o　meno　lo　stesso

Leggermente　peggiore
Decisamente　peggiore
Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
5
9

DOM，4 IN　GENERALE　LEI　PENSA　CHE　LA　GENTE　SARA’　PiU’　FELICE　O，MENO　FEUCE　DI　’ pUANTO　LO　SIA

ArrUALMENTE？

，　Pib　felice

，　Meno　felice

．　PiO　o　meno　come　adesso

．Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
4
9

DOM．5 PENSANDO　ALLA　LORO　SERENITA’，　LEI　PENSA　CHE　AUMENTERA’　O　DIMINUIRA’？

Aumentera
Diminuira

Rimarra　invariata

Altro　（specificare）

Non　so

1
2
3
4
9

DOM，　6 EPENSANDO　AししA〕BERTA’DELLolNDMDUO，　LEI　PENSA　CHEAUMENTERA’ODIMINUIRA’？

Aumentera
Diminuir．A

Non　cambiet’a

Altro　（speciflcare＞

Non　so

1
2
3
4
．
9

一164一



DOM．7 し∈lPENSA　CHE　tN　FUTURO　LO　STATO　DI　SALUTE　D∈LLE　PERSONE　MIGLIORERA’OPEGGEORERA・？

．Migliorera　1．Peggiorera　2．Non　cambiera　3．Altro　（speclticare）一　4

，　Non　so　9DOM．8 （Mostrare　cartellino　dom．　8）

Sl　DISCUTE　MOLTO　IN　QUESTI　GIORNI　SU　QUALI　OBIEITIVI　DOVREBBE　CERCARE　DI
RAGGIUNGERE　lしNOSTRO　PAESE　NEI　PROSSIMI　1◎015ANNI．　SU　QUESTO　CARTELUNO　SONO
ELENCATI　DEGLI　OBIE”ITIVI　A　CUI，　SECONDO　VARIE　PERSONE，　DOVREBBE　ESSERE　DATAしA
PRIORITA’　ASSOLUTA．　Ml”PUO’　DIRE　QUAL　E’　CHE　LEI　GIUDICA　IL　PIU’　IMPORTANTE？　（Una　sola

risposta　per　colonna）　E　QUALE　SCEGLIEREBBE　PER　SECONDO？

Mantenimento　dell’ordine　nel　paese

Aumentare　la　partecipazione　dei　cittadini　nelle

decisioni　di　governo

Combattere　1’aumento　dei　prezzi

Garantire　la　liberta　di　parola

Nen　so

OBiErrlVI　PIU’　IMPORTANTI
　1’　posto　2’　posto

　　　1　　　　　　1

2
3
4
9

2
3
4
9

DOM．9 （Mostrare　cartellino　dom．　9）

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO　MI　DICA　FINO　A　CHE　PUNTO　SI　PREOCCUPA　PER　SE
STESSO　E　PER　LA　SUA　FAMIGLIA　IN　MERITO　A　QUANTO　SEGUE：　（Leggere　una　voce　alla　volta）

Una　grave　malattia

Un　incidente　d’auto

La　disoccupazione

La　guerra

lncidenti　nelle　centrali　nucleari

Molto

　1

　1

　1
　1
　1

Abbastanza

2
2
2
2
2

OC

O
3
3
3
3
3

P Per　niente　Non　so

4
4
4
4
4

9
9
9
◎
》
9DOM．10　MANCA

DOM．　“ LEI　DIREBBE　DI　ESSERE　IN　GENERE　PIU’OMENO　DISPQSTO　DEししA　MEDIA　DELしE　PERSONE　A
RISPErrARE　LA　MEMORIA　DEI　SUOI　ANTENATI　？

．　PiO　della　media

Meno　della　media

Nella　media

Altro　〈specificare）

．　Non　so

」
1
2
3
4
q
》

DO　M．　12 NEしし’IMPOSSIBIUTA’Dl　AVERE　FIGU，　RITIENE　SIA　DESIDERABILE　FAR　RICORSO　Aしし’ADOZIONE，
ANCHE　IN　ASSENZA　DI　LEGAMI　DI　SANGUE，　AL　FINE　DI　GARANTIRE　LA　CONTINUITA’　DELLA　LINEA

DI　DISCENDENZA　FAMILIARE，　Oし0丁ROVA　AL　CONTRARIO　INDESIDERABILE？

Desiderabile

lndesiderabile

Dipende　dalle　circo＄tanze

Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
4
9

DOM．　13　SECONDO　LEI　QUAL’E’　IL　NUMERO　IDEALE　DI　FIGLI　IN　UNA　FAMIGLIA？　（Non　leggere＞

　　　　　　　，Uno　1　　　　　　　．Due　2　　　　　　　，Tre　3　　　　　　　．Quattro　4　　　　　　　．Cinque　5　　　　　　　，Piu’　di　cinque　6
　　　　　　　，Nessuno　7　　　　　　　．Dipende，　non　c’b　numero　ideale　8

　　　　　　　．　Non　so　9

一165一



DO　M．　14 DURANTE　LE　ULTIMEQUAτ一「RO　SETTIMANEi　HA　SOFFERTO　DI………・？（Leggere　uno　alla　volta）

．　Mal　di　testatemicrania

．　Mal　di　schiena

．　Nervosismi

．　Stato　depressivo

，　lnsonnia

1
1
1
1
4
1

血

2
2
2
2
2

曲
9
9
9
．
9
9DOM．　15 IN　RAPPORTO　AししA　SUA　ETA’，　QUANTO　E’SODDISFATTO　DEL　SUO　STATO　DI　SALUTE？LEI

DIREBBE　DI　ESSERE　．．．．”．　〈leggere）

．　Molto　soddisfatto

，　Abbastanza　sodaisfatto

．　Abbastanza　insoddisfatto

．　Molto　insoddisfatto

．　Non　so

1

2
3

4
9　（non　leggere）

DO　M，　16 （Mostrare　cartellino　dom．　16）

TUTTO　CONSIDERATO　COME　DEFINIREBBE　IL　SUO　A丁TUALE丁ENORE　DI　VITA？RISPONDA　CON
L’AIUTO　DELしA　PRESENTE　SCALA　DOVE　l　SIGNIFICA　IL〕VEL」O　PIU’AしTO　E　5　QUELLO　PIU’

BASSO，

．　Alto

．　Medio－alto

．　Medio

．　Medio　basso

．　Basso

，　Non　so

」
1
2
3
4
5
9

DO　M．　t7 SE　DOVESSE　SCEGLIERE，　COSA　PREFERtREBBE　TRA　．．．．．．．．．．．　（leggere，　una　sola　risposta＞

．　Avere　pl“　denaro

．　Avere　piu’　tempo　tibero　a　disposizione

．Non　so　（non　leggere）
1
2
9DO　M．　18 SE　AVESSE　SUFFICIENTE　DENARO　PER　VIVERE　PER　IL　RESTO　DELLA　VtTA　QUANTO　PIUt

COMODAMENTE　LE　PIACE，　CONTINUEREBBE　A　LAVORARE　O　SME丁TER∈BBE？

：N：一椥駄と言・z・の・韓碓

．　Continuerei　a　tavorare

．　Smetterei　di　lavorare

，　Altro　（specificare）
1
2
3

DOM．　19 （Mostrare　ca　rtellino　dom．　19）

QUALE　TRA　LE　DUE　AFFERMAZIONi　PRESENTI　SUL　CARTELLINO　St　AVVICINA　MAGGIORMENTE
ALLA　SUA　OPINIONE？

，　tndipendentemente　da　quanto　denaro　uno　abbia，

　la　vita　senza　lavoro　e　senza　senso

，　Finche　ci　sono　i　soldi，　la　vita　ha　un　senso　anche

　senza　un　tavoro

，　Non　so

1

ク
隔
◎
》

一166一



DOM．　20

DOM．　21

DO　M．　22

DOM．　23

（Mostrare　cartetlino　dom．　20）

SU　QUESTO　CAR丁ELUNO　SONO　εしENCATE　ALCUNE　COSE　CHE　LA　G∈NTE　PRENDE　IN
CONStDERAZIONE　IN　RELAZIONE　AL　PROPRIO　LAVORO．　LEI　PERSONALMENTE　QUALE　PORREBBE
AL　PRIMO　POSTO？

Un　buono　stipendio　per　non　avere　preoccupazioni　monetarie

Un　lavoro　sicuro　senza　rischio　di　cessazione　di　attivita　o　di

disoccupazione
Lavorare　con　persone　che　ie　piacciono

Fare　un　lavoro　importante　che　le　dia　un　senso　di

appagamento
Altro　（speciticare）

Non　so

1

2
3
4
5
◎
》

NEしし’ORGANIZZAZIONE　DELLA　SUA　SETrlMANA，　ACCADE　TALVOしTA　CHE　IL　LAVORO　INTRALCI　LA
SUA　VITA　PRIVATA　O　FAMILIARE？

．Non　la“ora　3．　Non　so　9（Mostrare　cartellino　dom．　22）

Cl　SONO　DIVERSI　ArrEGGIAMENTI　NEI　CONFRONTI　DELLA　VITA．　QUALE　DELLE　SEGUENTI
AFFERMAZIONI　SI　AVVICINA　MAGGIORMENTE　AL　SUO　MODO　DI　VIVERE？　（Solo　una　risposta）

．Lavorare　sodo　e　diventare　ricco　1
．Studiare　seriamente　e　farsi　un　nome　2
．　Non　pensare　ne　ai　soldi　ne　al　successo，　ma　vivere　secondo

　ipropri　gusti　3．　Vivere　alla　giornata　allegramente　e　senza　pensieri．　4
．　Resistere　a　tutte　le　insidie　del　mondo　e　condurre　una　vita

　pura　e　giusta　5．　Mai　pensare　a　se　stesso，　consacrarsi　interamente　al　bene

　della　societa　6．　Altro　（specificare）一　7

．　Non　so　9COSA　NE　PENSA　DELLA　QUALITA’DELしA　VITA　NELLA　SUA　ZONA　DI　RESIDENZA？（Leggere）LEI　Sl
DIREBBE．”，．．．

Molto　soddisfatto／a

Abbastanza　soddisfatto／a

Abbastanza　insoddisfatto／a

Molto　insoddisfattola

Non　so　（non　leggere）

d
－
2
3
4
9

DOM．24A　〈Mostrare　cartellino　dom．24）

　　　　　　　AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO，　Ml　PUO’　DIRE　FINO　A　CHE　PUNTO　RAPPRESENTANO　UN
　　　　　　　PROBLEMA　DI　SICUREZZA　NEL　SUO　QUARTIERE　1　SEGUENTI　PUNTI：　INIZIAMO　CON　1　FURTI．
　　　　　　　QUANTO　E’　SERIO　QUESTO　PROBLEMA？

DOM．　24B （Lasciare　il　cartellino　dom．　24）

E　LA　SICUREZZA　PERSONALE，　COME　AD　ESEMPIO　LE　AGGRESSIONI？　QUANTO　E，　SERIO　QUESTO
PROBLEMA　NEL　SUO　QUARTIERE？

Unproblema　Un　Non　6　un　Non　b　Non　so
　　sorlo　problema　problema　affatto　un
　　　　　　　　　　　　　　　　　　serlo　problema

24A　Furti

24B　Sicurezza　personalG／

　　　naaression1

1

1

2

2

3

3

4

4

9

9

一167一



DOM．　25 （Mostrare　cartellino　dom．　25）

LEI　CONOSCE　LA　FAVOLA　DEししA　CICALA　Eしq　FORMICA？LA　CICALAI　DOPO　AVER　CANTATO　TUTTA
L●ESTATE，　ALL’ARRIVO　DELL’IN＞ERNO　NON　AVEVA　NIENTE…DA　MANGIARE，　AししORA　VA　A’CHiEDERE　l

AIUTO　AししA　FORMICA　CHE　AVEVA　LAVORATO　TUTrA　L’ESTATE・LA　FORMICA　AVREBBE　POTUTO
DARE　UNA　DEししE　DUE　RISPOSTE　CHE　LEGGE　SUL　PRESENT∈CARTELUNO．　QUALE　DELLE　DUE
RISPOSTE　SCEGUEREBBE　COME　CONCしUSIONEDELLA　STORIA？

．　La　formica　manda　via　la　cicala　dicendo　che　ha　avuto　ciO

che　si　merita 1

，　La　formica　prima　fa　la　morale　aUa　cicala　dicendo　”sei　in　torto

perche　sei　stata　pigra，　dovii　sti’lavorare　di　piu’　”　e　poi　spartisce

con　lei　il　cibo　2
．　Altro　（specificare） 3

，　Non　so 9

DOM．26A　QUAL’E’PER　LEI　LA　COSA　PIU’IMPORTANTE　NELLA　VITA？MENE　DICA　SOしAMENTE　UNA，

．　Non　so 9

DOM．　26B QUALI　ALTRE　COSE　SONO　MOLTO　IMPORTANTI　PER　LEI？　NE　PUO’　MENZIONARE　QUANTE
DESIDERA．　Sollecitare：　E　ALTRO？

DOM．　27

．　Non　so 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
USANDO　LA　SCALA　SUL　CARTELLINO　MI　PUOt　DIRE　QUANTO　E●IMPORTANTE　PERしEl　OGNI
SINGOLA　VOCE？（Leggere　una　voce　alla　volta）

Per　niente

importante

．　La　sua　tamiglia　o　figli　se　ne　ha

La　carriera　ed　il　lavoro

II　tempo　libero　e　gli　svaghi

Amici　e　conoscenti

Genitori，　tratelli，　sorelle　ed　altri　parenti

La　religione　e　la　chiesa

．　La　politica

｛
5
4
1
く
一
－
i
一
《
1
噌
一

2
2
2
2
2
2

ハ
」
3
3
つ
9
3
3
3

4
4
4
4
4
4
4

5
5
5
P
O
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6

　Molto　Non
importante　so

7
7
7
7
7
7
7

9
9
9
9
9
9
9

DO　M．　28 （Mostrare　carteltino　dom．　28）

TUrrO　CONSIDERATO，　aUANTO　E’　SODDISFAITO　DELLA　SUA　VITA　FAMILIARE　一　CIOE，　IL　TEMPO

CHE　TRASCORRE　E　LE　COSE　CHE　FA　CON　LE　PERSONE　DEししA　SUA　FAMIGUA？Ml　RISPONDA
AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELUNO，

．　Molto　soddisfatto

．　Abbastanza　soddistatto

，　Ne　soddisfatto　nO　insoddisfatto

，　Abbastanza　insoddistatto

，　Molto　insoddisfatto

．A陰ro（spoc川care》

，　Non　so

－
・
2
3
4
5
6
9
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DOM．　29 （Lasciare　cartellino　dom．　28）

ORA　LE　VORREI　CHIEDERE　QUALCOSA　SULLA　SUA　VITA　IN　GENERALE．　QUANTO　E’　SODDISFA－TTo
DELしA　SUA　VITA　IN　QUESTO　PERIODO？Ml　RISPONDA　UTIUZZANDO　LO　STESSO　CARTELUNO，

．　Molto　soddisfatto

．　Abbastanza　soddisfatto

．　Ne　soddisfatto　ne　insoddisfatto

．　Abbastanza　insoddistatto

，　Molto　insoddistatto

，　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
4
5
6
9

DOM．　30　SE　PENSA　ALLE　PERSONE　DI　SUCCESSO　NELLA　SOCIETA’　ODIERNA，　CHE　COSA　SECONDO　LEI　HA
　　　　　　　GIOCATO　IL　RUOLO　PIU’IMPORTANTE　PER　LA　LORO　R！USCITA？しA　LORO　ABILITA。　E　l　LORO
　　　　　　　SFORZI　OPPURE　LA　FORTUNA　E　IL　CASO？

．　L’abilita　e　gli　sforzi

．　La　fortuna　ed　il　caso

．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

－
・
2
∩
0
9

DOM．　31 （Mostrare　cartellino　dom．　31）

QUALE　TRA　LE　OPINIONI　EしENCAT∈SUL　PRESENTE　CARTELLINO　S。AVV℃1NA　MAGGiORMENTE
ALLA　SUA　OPINIONE　IN　MERITO　AししA　SEGUENTE　AFFERMAZIONE？”QUANDO　LO　STATO　AIUTA　LE
FAMIGLIE　IL　CUI　REDDITO　Et　INSUFFICIENTE．，．．”

，　Da　loro　la　possibilita　di　vivere

．　Toglie　loro　il　senso　di　responsabilita

Altro　（specificare）

．　Ambedue
．　Non　so

己
一
2
q
》
4
．
◎
》

DOM．32　　ALCUNI　DICONO　CHE　CON　IL　PROGREDIRE　DELしA　SCIENZA　E　DELしA　TECNOLOGIA，，LA　VITA
　　　　　　　DIVENTA　SEMPRE　PIU’　COMODA，　MA　ALLO　STESSO　TEMPO　LA　RENDE　PIU’　INUMANA．　LEI　E’

　　　　　　　D’ACCORDO　O　MENO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　lndecisoldipende

．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

i
．
ウ
」
3
4
◎
り

DOM．33　ALCUNI　SONO　DELVAVVISO　CHE　SIN　DALLA　SCUOLA　ELEMENTARE　AI　BAMBINI　DEBBA　ESSERE
　　　　　　　INSEGNATO　CHE．1SOLDI　SONO　UNA　DELLE　COSE　PIU’IMPORTANTI　DELLA　VITA．　L日E’D’ACCORDO
　　　　　　　OPPURE　NO？

．　Sono　d’accordo

Non　sono　d’accordo

lndeciso／dipende
．　Altro　（specificare）

，　Non　so

｛
．
2
3
4
◎
》

DOM．34　　SECONDO　AしCUNE　PERSONE　SE　NOI　AVESSIMO　DEGLI　ECCELLENTI　CAPI　POLITICI　DOVREMMO，
　　　　　　　PER　IL　BENE　DEL　NOSTRO　PAESE，　AVEREi　PIENA　FIDUCIA　NEL　しORO　OPERATO　ANZICHE’
　　　　　　　CONTINUAREA　DISCUTERE　DI　POLITICA　TRA　DI　NOI．　LEI　E’　D’ACCORDO　OPPURE　NO？

，　Sono　d’accordo

，　Non　sono　d’accordo

．　lndecisoldipende

，　Altre　〈speciflcare）

．　Non　so

i
・
2
∩
」
4
9
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DOM．　35 SE　LE1ε。　CONVINTO　CHE　UNA　DETERMINATA　COSA　SIA　GIUSTA，　PENSA　CHεNON　BISOGNEREBBE
AVER∈…ESITAZIONI　E　FARしA　ANCHE　SE　CIO’E’CONTRARIO　ALLE　NORMAU　CONSUETUDINI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コOPPURE　PENSA　CHE　SIA　MEGLSO　CONFORMARSI　ALLE　CONSUETUDINI　PER　NON　CORRERE　lし
RISCHIO　DI　SBAGUARE？

，　Agire　di　conseguenza　anche　se　contrariamente　alle

normali　consuetudini

．　Contormarsi　alle　consuetudini

．　Sono　indeciso／dipende　dal　caso

．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

6
1
2
3
4
9

DOM．　36

DOM．　37

ALCUNI　DICONO　CHE，　INDIPENDENTEMENTE　DA　QUANTO　IL　MQNDO　POSSA　MECCANIZZARsl，
NULしA　POTRA’DIMINUIRE　LA　RICCH∈ZZA　DELL’ANIMO　UMANO．　LEI　Ei’D’ACCORDO　O　MENO　CON

QUESTA　OPINIONE？
　　　　　　　　　1

，Sono　d’acCordo’　1
．Non　sono　d’accordo　2．S◎no　indeciso／dipende　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

・．　Altro　（specificare）　一一．一．　4

，　Non　so　9LEI　E’　D’ACCORDO　SULLA　SEGUENTE　FRASE”　CASA　MIA　E’　L’UNICO　POSTO　DOVE　POSSO
RILASSARMI　E　SENTIRMI　BENE”？

．　Sl

No
Altro　（specificare）

．　Non　so

」
1
2
3
9DOM．38　（Mostrare　cartellino　dom．38）

　　　　　　　QUALE　TRA　LE　AFFERMAZIONI　PRESENTI　SUL　CARTELLINO　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE　ALLA
　　　　　　　SUA　OPINIONE　SUL　MATRIMONIO？

．　ll　matrimonio　e　indissolublle

．　ll　matrimonio　pub　essere　sciolto　solo　in　casi　molto　gravi

．　ll　matrimonio　pu6　essere　sciolto　semplicemente　con　il

reciproco　accordo　dei　coniugi

．　Non　so

d
－
2

3
9DOM．　39 （Mostrare　cartellino　dom．　39）

QUALE　DELLE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI　RISPECCHIA　MAGGIORMENTE　LA　SUA　OPINIONE　SUI
LAVORI　DOMESTICI　E　LA　CURA　DEI　BAMBINI？

．　Sono　mansioni　delle　donne

．　Alcune　mansioni　sono　piu’　adatte　alla　donna

，　Tutte　le　mansioni　dovrebbero　essere　inditferentemente

divise　tra　1’uomo　e　la　donna

，　Non　so

」
1
2
3
◎
り

DOM，　40 SUPPONIAMO　CHE　UN　BAMBINO　DI　C旧CA　DIECI　ANNI　RITORNI　DALLA　SCUOLA　E　RACCONTI　Al
GENITOR！CHE　HA　SENTITO　D旧E　CHE　IL　SUO　MAESTRO　HA　FATTO　QUALCOSA　DI　BRUT－rO，　ED　l
GENITORI　SANNO　CHE　C！O’E’VERO，　SECONDOしEl　Ei’MEGUO　CH∈lGENITORS　DICANOしA　VERITA’

AL　BAMBINO　OPPUREi　CHE　NONしA　DICANO？

，　Dicano　la　verit，ft

，　Non　la　dicano

．　Altro　（speclticare）

，　Non　so

1
9
軸
3
Q
り
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DOM．　41 （Mostrare　cartellino　dom．　41）

tMMAGINtAMO　LA　SEGUENTE　SITUAZIONE　IL　SIG．　A　E’　RIMASTO　ORFANO　IN　TENERA　ETA，　ED　E，

STATO　ALLEVATO　DAL　SIG．　B，　UN　BUON　VICINO，　CHE　GU　HA　DATO　UNA　BUONA　EDUCAZIONE　E　Gu

HA　DATO　LA　POSSIBIU丁A’Dl　SEGUIRE　GU　STUDI　UNIVERSITARI．　ADESSO，1しSIG．　A　E’DiVENTATO
IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’．　UN　GIORNO　RICEVE　UN　TELEGRAMMA　CHE　IL　StG．　B　CHE　L・HA

ALLEVATO　E，　GRAVEMENTE　AMMALATO　E　GLI　CHIEDE　DI　ANDARE　IMMEDIATAMENTE　DA　Lul．
QUESTO　TEしEGRAMMA　GIUNGE　MENTRE　IL　SIG，　A　STA　PARTENDO　PER　ANDARE　AD　UNA
IMPORTANTISSIMA　RIUNIONE　DURANTE　LA　QUALE　SI　DECIDERA’　SE　LA　SOCiETA’　ANDRA’　FALLITA

OPPURE　SI　SALVERA’．　SECONDO　LEI　COSA　DOVREBBE　FARE　IL　SIG．　A　NEL　CASO　CHεしA
RIUNIONE　NON　POSSA　ESSERE　RIMANDATA？

．Lasciare　tutto　ed　andare　subito　dal　Sig．　B　1
，　Per　quanto　possa　essere　preoocupato，　dovrebbe　andare　alla

r旧nlone
．　Altro　（specificare）

．　Non　so

轟
Z
3
◎
》

DOM．　42 （Mostrare　carte川no　dom．42）

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　SI　PRESUPPONEVA　CHE　IL　SIG．　B　AVESSE　ADOTTATO　IL　SIG．　A．

SUPPONIAMO　INVECE　CHE　FOSSE　IL　VERO　PADRE　DEL　SIG．　A　E　CHE　FOSSE　GRAVEMENTE
AMMALATO．　IN　QUESTO　CASO　LEI　COSA　AVREBBE　RISPOSTO？

Lasciare　tutto　e　andare　subito　da　suo　padre

Per　quanto　possa　essere　preoccvpato　per　suo　padre，

dovrebbe　andare　alla　riunione

Altro　〈specificare）

Non　so

1

2
3
9DOM．　43 （Mostrare　cartellino　dom．　43）

QUI　DI　SEGUITO　CI　SONO　TRE　OPINIONI　SUI　RAPPORTI　TRA　L’UOMO　E　LA　NATURA．　QUALE　PENSA

SI　AVVICINI　MAGGIORMENTE　ALLA　VERI丁A’？

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　conformarsi　alta　natura

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　servirsi　della　natura

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　dominare　la　natura

Altro　〈specificare）

．　Non　so

1
2
3
4
9

DOM．44　（Mostrare　cartellino　dom．44＞

　　　　　　　TRA　LE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI　SCELGA　QUELLA
　　　　　　　D’ACCORDO．

CON　LA　QUALE　Et　MAGGIORMENTE

．　Un　paese　potra　progredire　soltanto　se　si　rendono　felici

gli　indMdui

．Soltanto　se　il　paese　progredisce　g旧ndMdui　potranno

essere　felici

．　Far　progredire　il　Paese　e　rendere　telici　gli

individui　e　in　sostanza　la　stessa　cosa

Altro　（specificare）

Non　so

1

2

3
4
9

DO　M．　45 〈Mostrare　cartellino　dom，　45）

SE　LE　VENISSE　CHIESTO　DI　SCEGUERE　LE　DUE　COSE　PIUt　IMPORTANTI　TRA　QUELLE　INDICATE

SUしCARTELLINO，　QUALI　SCEGUEREBBE？

．　Affetto　e　rispetto　per　i　genitori

Sdebitarsi　con　coloro　che　1’hanno　aiutata　nel　passato

Rispettare　i　diritti　dell’indMduo

Rispettare　la　liberta　deH’individuo

1
1
4
．
■
－

血
0
0
0
0

．　Altro　（spocificaro＞

，　Non　so

－
Q
》 0
9
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DOM．　46 （Mostrare　cartellino　dom．　46）

QUALE　TRA　I　DUESEGUENTI　PE日SONAGGI　PREFERIREBBE　AVERεCOMECOししEGA？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx．　．　／l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　11　Sig．　S，　che　e　una　persona　cordiale　eXsul　cthi　aiuto　si　pu6

欄「呈鷲繍1亮瀦譜翻無瀦en，eall、1
preo“ccup’az’lohibd　fiai　i｝ofibTibttid’e’”i　piossimo　×

　　　　　　　　　　　　　　　／Altro　（speciticare）

Non　so
2
3
9

ノ
量
－

DOM，　47

／

9Y，ZLge？siin2：eEriaE8uXEieNl：’1’im”

．　U，na　pgrsona　pe．r．　lg　qua！e，　gl　ptg，me．nt

辮i灘；：雛羅難雛器
．　Altro　（speciiicare）

．　Non　so

IPI　DI　PERSONA　PREFERITE？
　　　話P，end，，e、nadecト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2
3
9

’，安献讃璽
　　を炎！Ne一・v’）

DOM．　48 〈Mostrare　cartellino　dom．　48）

SUPPONIAMO　CHE　LEI　SIA　IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’，　LA　SOCIETA’　DECIDE　DI　ASSUMERE

UNA　PERSONA　ED　EFFEITUA　UNA　SELEZIONE　PER　L’ASSUNZIONE．　TRA　1　CANDIDATI　CtE，　UN　SUo
PARENTE，　LA　PERSONA　INCARICATA　DELLA　SELEZIONE　VIENE　DA．　LEI　E，LE　DICE：　“IL　SUO　PARENTE

CHE　HA　PRESO　PARTE　ALLA　SELEZIONE　E’　RISULTATO　SECONDO　IN　GRADUATORIA　E　PER　NOI　SIA
COLUI　CHE　HA　OrrENUTO　IL　PRIMO　POSTO　CHE　IL　SUO　PARENTE　ANDREBBERO　BENE，　COSA
DOBBIAMO　FARE？”　QUALE　PERSONA　ASSUMEREBBE　IN　UN　CASO　DEL　GENERE？

La　persona　che　O　risultata　prima　in　graduatoria

11　suo　parente

Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
9

DOM．　49 （Mostrare　cartellino　dom．　49）．

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　ABBIAMO　PRESUPPOSTO　CHE　COLUI　CHE　HA　OITENUTO　IL
SECONDO　POSTO　IN　GRADUATORIA　SIA　UN　SUO　PARENTE．　SUPPONIAMO　INVECE　CHE　COLUI　CHE
E’　RISULTATO　AL　SECONDO　POSTO　SIA　IL　FIGLIO　DI　PERSONE　VERSO　LE　QUALI　LEI　HA　UN　DEBITO

DI　RICONOSCENZA．　QUALE　PERSONA　IN　QUESTO　CASO　SCEGLIEREBBE？

La　persona　che　e　risultata　prima　in　graduatoria

ll　figlio　delle　persone　a　cui　deve　riconoscenza

Altro　（specificare）

Non　so

－
・
2
3
9DOM．　50 （Mostrare　cartellino　dom．　50）

SUPPONIAMO　CHE　LEI　LAVORI　IN　UNA　DlrrA　DOVE　CI　SONO　DUE　TIPI　DI　CAPI－SERVIZIO．

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO，　Ml
PREFER旧EBBE　LAVORARE？

PUO’　DIRE　SOITO　QUALE　CAPO　SERVIZIO

．　Un　uomo　che　attiene　sempre　al　regolamento　e　non　le　chiede

mai　dei　lavori　assurdi　ma　che　d’altro　canto　non　farebbe　nulla

per　lei　personalmente　al　di　fuori　del　campo　lavorativo　1

．Una　persona　che　dellθvolle　richiede　de口avoro　supplementare

malgrado　le　norme　lo　vietino　ma　che　si　occupa　di　lei　personal－

mente　anche　al　di　fuori　del　campo　lavorativo　2

．　Altro　（speciticare＞

．　Non　so 3
9
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ー
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　DOM．　46　（Most　rare　ca　rtetlino　dor”．　46）

　　　　　　　　　丁RA　l　OUE　SξGU卜INli了lpe　Ol　P巳HSONAQUAし∈PR∈…F巳Rlミ5C妊？

。II　Sig　S　che的nユpe‘9。na　affat）“e　e　6vl　eul　aivto　si　pvb

cocqatG　in　caso　di　bisogno　me　che　non　e　efiicierrte　svt　luyofp　1

■lSig．　T．　che壱url　l識v◎ralo円e貿沁i8r憤e　ma　Chぴ1ゆn　si　irTtete＄5：a

dei　p⑩bleml　e　dじg筑a督｛3ri　dggli　eStrう　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

．　Non　so　9
’こ

ノ）

“

DO　M．　47 E了RA聖DUE　SEGUεN丁1丁置Pl　Dl　P∈；R＄ONA　QUAしεPREFピRISC已1

　　　　　　　　．　Non　sQ

DOM　48　〈Moslrate　ver“tetfino　dom．4e＞

DO　M．　d9

．Uba　pers◎na　pgrla　qua！e，　al　m◎rttetrto　di　p‘訂de‘e　ona　deci・

s；one，　la　cosa　pit）　importat’rte　e　teJ，er　tLtde　ei　propri　pjincipi　1

．　Unu　persona　pe，t　）u　quale，　al　rnemento　di　prendgre　una　deci－

sione，　la　cosa　plO　lmpodante　e　mat“rtene（e　rarmoata　net　prv－

prレaρρ9パi　CUA　91i　allfi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

．　Anrv　〈speemcare）　．一一一．．．一一一．一一．一．一一．．．．　．．．．…．．．，．．一一一一．一一一v・一・一　3’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

更
・
嵩
ヌ
　
ヒ
　
し碑

　
、
〕

POM．　tiO

90虐｛縛＆カー1さ呈ネ

　　　　　　　　　　t””VNv一”V一・

を（身、

SUpPONIAMO　Cト｛EしEt　SIA　IL　PRESIpεN丁E　l）l　UNA　SOCIETA’．　LA　SOCtE了A’DECIDE　DI　ASSUMER

UNA　PERSONA　ED　EFFErrUA　UNA　SELEZIONE　PER　L’ASSUNIiONE．　TRA　1　CANDIDATI　C’E’　UN　SU
PA　　N了E．しA　PERS◎NA　INCARICATA　DELLA　SELEZIONE　VIENE　PA　U…l　etE　OICE・’tしSUO　PAR∈iNl

lllB，ムP羅鰐濫二二灘甕｛繊高談器雛農鰻1欝鼎2饗

　　　　　　　　　ee　rfsuttata　prima　in　o（eduatoria　”一”　1／

：蜷

．　Non　＄o 階

鴇認螂亀窃虚誕甕鴇窪瓢；腺器鐘贈

．Alεro（SPGcMcare）　　一＿．＿．．一　　　．＿∠＿．

　Non　60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！／

馳毒煙編d芒階踏習、。R1／N　U，　DtrrA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
AIUTANDO＄1　CON　OU∈ST　　　CAR丁∈U，IN・　MI

PREFERIRεBB∈しAVORAREi7

1
2
，
3
9

（伽tねte　carie二二ino　dom曹　49）

NEU．A　PRECεDENTEXDOM’AN。A　ABBIAMO　PRESUPPOSTO（；HεCOしUI　CHE　HAσlleNUτO　］
SECONDO　POSTO　IN　GRぞDUATORIA　StA　UN　SUq、PAREN丁εi．　SttρPONtAMρINV彫C∈CHF　COI．Ul　CH
巳．RiSULTATO　AしSECONDO　POS丁O　SIA　IL　FIGし；O　DI　PERSONE　VI…RSOしE　QUAUしεl　HA　UN　DE81τi
9［e，i．CO，．”9，isii，i”，！，lg，RY，：t6i）ttFr，S，9S，Z，’？，／，／’ES’T’b－C“Sb’SfEG‘idREBBE’

1
2
3
9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dove　CiεONO　DUE　了lpl　OI　CAPI．SI…RV’ZIC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　S’UO’　OIRE　sol’ro。UAしE　CAρ．　SεRV必（

zz、鉱山瀦二三溜鷲鵬謂
凱1畿認：綴瓢畿幽幽翻転m論1
malgcado　le　rtorrrig　So’　vletino　rma　che　si　occvpa　di　tei　petsonal・

men｛e　3nche　aC　gi　luori　d？1　campo　lavvrativv　2

A（trv　〈speclfl：“re＞　一一．　．．　一．一　．

．　Nen　so
3
q
》
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DOM．　51 LEI　D旧EBBE　CHE　NEiLLA　MAGGIORANZA　DEI　CASI　LA　G∈NTE　CERCA　D’ESS∈RE　D’AIUTO　O　CHE　Sl

PREOCCUPA　SOPRAITUrrO　DI　SE’　STESSA　E　DEI　PROPRI　tNTERESSI？

Cerca　di　essere　d’aiuto

Si　preoocupa　di　se　stessa

Altro　〈specificare）

Non　so

1
2
3
∩
」DO　M．　52 しEI　PENSA　CHE　LA　MAGGIOR　PARTE　DEししA　GENTE　CERCHEREBBE　DI　APPROFIT一「ARSI　DI　LEil　SE

NE　AVESSE　L’OCCASIONE　O　CERCHEREBBE　DI　ESSERE　CORREITA？

　

．A腫「o（specifica「e）

’Non　so

Cercherebbe　di　approtittarsi

Cercherebbe　di　essere　corretta 1
2
3
Q
》

DO　M．　53 IN　LINEA　GεNERALE，　LEI　DIREBBE　CHE　CI　SI　PUO’FIDARE　DELLA　MAGGIORANZA　DELしE　PERSONE

OPPURE　CHE　NON　SI　PUOt　MAI　ESSERE　TROPPO　SICURI？

DOM．　54

．Ci　si　pub　fidare　1．Non　si　pud　mai　essere　troppo　sicuri　2

．　Altro　（specificare）一　3
．Non　so　．．A　9（lllii／1111i　iiiir＝s一・一一一±i／　h　rk“）1－fic），．silr．？LN　N．k－t／｝T．・C／＊JjNe一．y？

LVd’|E－GGEROt　ALCUNE　AFFERMAZIONI　CHE　ALCUNE　PERSONE　HANNO　FATE’O　SULLA・VITA　DI
OGGI．　AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO　MI　PUO’　DIRE　QUANTO　E’　D’ACCORDO　O　MENO
CON　CIASCUNA　AFFERMAZIONE？　（Leggere　una　alla　volta）

．　La　maggior　parte　delle　persone

fanno　del　tutto　per　essere　d’aiuto

agli　altri

　Molto　Abbastanza　Poco
d’accordo　d’accordo　d’accordo

1 2 3

Per　niente

d’accordo

4

Non
so

9

．　Ho　1’impressione　di　far　parte

di　una　comunita　locale　molto

unita 1 2 3 4 9

．　Oggigiorno　bisogna　vivere　alla

giornata　senza　preoccuparsi　del

domani 1 2 3 4 9

．Il　modo　in　cui　si　guadagna　da

vivere　e　piu’　importante　di　quanto

si　guadagna 1 2 3 4 9

㊧

DOM．　56

，　Oggigiorno　le　persone　come　me

si　sentono　spesso　sole　e　tagliate

tuori　dalla　societa 1 2 3 4 9

IN　CHE　MISURA　PENSA　CHE　LE　SCOPERTE　SCIENTIFICHE　E　LA　LORO　APPLICAZIONE　POSSANO
PORTARE　AD　UN　MIGLIORAMENTO　DELLA　SUA　VITA　QUOTIDIANA？

．Molto　1　’＠）　　　　　　　　　　　　2ぐ一しし）1．・P・co・z。esグ‘xと号，こ｛・；

．Per　niente　3　’．Non　so　（non　leggere）　9
NEGLI　ANNI　FUTURI，　LA　DIFFUSIONE　DELL’INFORMATICA　CONTINUERA’　A　MODIFICARE　ALCUNI

ASPETTI　DELLE　CONDIZIONI　DI　VITA。しEl　CONSIDERA　QUESTA　EVOしUZIONECOME，，…

，　Una　cosa　augurabile

．　Una　cosa　poco　augurabile　ma　inevitabile

，　Una　cosa　spiacevole　e　pericolosa

．　Non　so　〈non　leggere）

1

2

3

9
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DOM．　57 〈Mostrare　cartellino　dom．　57）

COSA　PENSA　DELLE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI？PER　CIASCUNA　MI　DIA　UNA　DEししE　RISPOSTE
INDICATA　SUL　PRESENTE　CARTELLINO．　（Una　risposta　per　riga）

　Molto　Abbastanza　Poco　Per　nlente　Non
d’accordo　d’accordo　d’accordo　d’accordo　so

．　Ci　sono　delle　malattie　che　vengono　curate　meglio

con　metodi　che　la　medicina　moderna　non

　nconosce
1 2 3 4 9

，　Un　giomo　la　scienza　permetter｝　di　conoscere

completamente　il　funzionamento　della　mente

umana 1 2 3 4 9

，　L．a　m4ggigr　paqe　dei，　problemi　s．ocia．li　ed　gcooomici

che　aftron’tiamd　oggi　verranno　risolti　grazie　al

　progresso　della　scienza　e　della　tecnologia　1 2 3 4 9

DOM．　58 （Mostrare　cartellino　dom．　58）

FINO　A　CHE　PUNTO，　SECONDO　LEI，　LE　SEGUENTI　COSE　DIVERRANNO　O　MENO　UNA　REALTA，　NEI

PROSSIMI　25　ANNI？　PER　CIASCUNA　VOCE　SCELGA　UNA　DELLE　RISPOSTE　ELENCATE　SuL
PRESENTE　CARTELLINO，

（1　risposta　per　ogni　voce）

．　Un　metodo　sicuro　per　smaltire　i　ritiuti　delle　centrali

　nucleari

Una　cura　per　le　forme　piU　comuni　di　cancro

　Una　cura　per　la　senilita

　La　pessibilita　di　vivere　in　una　base　spaziale

　Molto
probabile

《
8
4
1
4
1
d
I

Possibile　ma

non　troppo
　probabile

2
9
一
2
2

Per　niente　Non

probabi：e　so

3
3
3
3

Q
》
Q
》
◎
》
◎
》

DOM．　59 Sl　SENT∈MOしTO　PARLARE　DI　RISPARMI　ENERGETICI．　LEI　PENSA　CH∈Sl丁RATTA　DI　UN
PROBLEMA．．．．．““

．　Molto　importante

．　lmportante

．　Poco　importante

．　Per　niente　importante

．　Non　so　（non　leggere）

」
1
2
3
4
Q
U

DOM，　60 LA　TUTEしへDELL’AM81ENTE　COSTITUISCE　PER　LEI　UN　PROBLEiMA．．＿．

．　Molto　importante

．　lmportante

．　Poco　importante

．　Per　niente　importante

．　Non　so　（non　leggere）

－
・
9
一
3
4
Q
U

DOM．　61 QUAL’E’　LA　PRIMA　COSA　CHE　LE　VIENE　IN　MENTE　QUANDO　PENSA　ALLA　CULTURA　ITAUANA？　Ml
DICA　TUTTO　CIOo　CHE　LE　V；ENE　IN　MENTE，　Sollecltare＝QUAしCOS’ALTRO？

一177一



DOM．　61－1 （Mostrare　cartellino　dom，　61－1）

A）SECONOO　LEI　TRA　LE　QUAUTA’EしENCATE　SUしPRESENTE　CARTELUNO
ZBIZ121S．L－GBAQEYQLLUY．UISBAIwuNQ2
B）QUALE　DIΩ旦E鉦エ且丘E’LA　E1S．E　GRADEVOLE　DI　TUTTE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tre　piu’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gradevoli

．Che　un　bambino　abbia　buone　maniere　2
．Che　un　bambino　si　storzi　per　riuscire　2

．Che　un　bambino　sia　onesto　2
．Che　un　bambino　sia　ordinato　e　pulito　2
．Che　un　bambino　abbia　buon　senso　e　sia　giudizioso　2

．Che　un　bambino　abbia　autd：coht’rollo　2
．　Che　un　ragazzo　si　comporti　come　tale　e　che　una　ragazza

　faccia　altrettanto　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　Che　vada　d’accordo　con　gli　altri　bambini

．　Che　obbedisca　ai　suoi　genitori

．　Che　sia　responsabile

．　Che　sia　premuroso　nei　confronti　degli　altri

．　Che　sia　interessato　in　che　modo　e　perche　awengono　le　cose

．　Che　sia　vn　bravo　studente

．　Non　so

2
2
2
2
2
2
9

QUALI　SONO　LE　R1Sl：

La　plu’

gradevole
　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

1
1
1
1
1
1
1
9

DOM．61－2　〈Mostrare　cartellino　dom．61－2）

　　　　　　　　　MOLTEi　PERSONE　SI　CHIEDONO　CHE　SIGNIFICATO　AB副A　LA　VITA　UMANA．　SULLA　PRESENTE

　　　　　　　　　PAGINA　CI　SONO　DELLE　OPINIONI　SUI　SIGNIFICATI　DELLA　VITA．　UTIUZZANDO　LA　SCAしA
　　　　　　　　　PRESENTE　SUL　CARTELLINO　VORREI　CHE　LEI　MI　DICESSE，　PER　OGNI　OPINIONE，　QUALE
　　　　　　　　　StAVVICINA　MAGGIORMENTE　ALLA　SUA．

A）　La　vita　ha　un　significato　solamente　se　le　viene　dato　un　significato

　　　　　　　　　’1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito　3

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo　5
　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato　6

　　　　　　　　　9．　Non　so　9
B）　Per　me　la　vita　non　ha　significato

　　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo

　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo

　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo

　　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo

　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato

　　　　　　　　　9．　Non　so

1
2
3
4
5
6
9

C）　Penso　che　la　vita　delle　persone　abbia　un　chiaro　significato　e

　　segua　una　certo　schema

　　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　3．　Non　ho　una　terma　opiniene　in　rnerito　3

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo　5
　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato　6

　　　　　　　　9．　Non　so　9
DOM，　61－3 1N　CONFRONTO　A　COME　VIVONO　AしTRE　PERSONE　IN　ITAUA，しEl　PENSA　DI　RICEVERE：1しGIUSTO，

PIU’　Dl　QUANTO　SIA　GIUSTO，　UN　PO’　MENO　O　MOLTO　MENO　DI　QUANTO　SIA　GtUSTO？

．　ll　giu　sto

．Piげdi　qualllo　sia　giusto

．　Un　po’　meno　di　quanto　sia　giusto

．　Molto　mono　di　quanto　sia　giusto

，　Non　so

1
2
3
4
9
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DOM．　61－4 E。SPIACEVOLE　PER　LEI　TROVARSI　CON　DEししE　PERSON∈CHE　HANNO　IDEE，　FEDI，　CONVINZIONt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’PRINCIPt　E　VALORI　DIVERSI　DAI　SUOI？　PER　LEI　E’”．．．．．

．　Molto　spiacevole

．　Abbastanza　spiacevole

．　Poco　spiacevole

．　Per　niente　spiacevole

．　Non　so

1
2
3
4
9

DOM．　61－5 （Mostrare　cartellino　dom．　61－5）

SUL　PRESENTE　CARTELLINO　FIGURANO　VARIE　CATEGORIE　DI　PERSONE．　Ml　INDICHI　QUELLE　CHE
rw　LE　PIACEREBBE　AVERE－COME　VICINI．　（Piu’　risposte　possibili）

．　Persone　con　una　fedina　penale　sporca

．　Persone　di　razz．a　diversa

．　Studenti

．　Estremisti　di　sinistra

．　Madri　nubili

．　Forti　bevitori

．　Estremisti　di　destra

．　Persone　con　una　famiglia　numerosa

．　Persone　emotivamente　instabili

Membri　di　sette　o　culti　religiosi　minori

lmmigrati／lavoratori　stranieri

．　Nessuna　di　queste　categorie

1
1
て
1
1
1
1
1
1
1
1
1

也
0
0
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0

DOM．61・6　LE　VORREI　ESPORRE　UN　CASO　E　CHIEDERE　LA　SUA　OPINION∈．　CI　SONO　DUεSEGRETARIE　DEししA

　　　　　　　STESSA　ETAI　E　CHE…ESPしETANO　IN　PRATICA　LO　STESSO　LAVORO．　UNA　DELLE　SEGRETARIE
　　　　　　　SCOPRE　CHE　LA　SUA　COしLEGA　GUADAGNA　IOO．000　LIRE　IN　PIU’AしMESE　E　VA　A　LAMENTARSI

　　　　　　　DAL　SUO　CAPO．　QUESTO　LE　RISPONDE　CHE　E’　VERO　IN　QUANTO　VALTRA　SEGRETARIA　E’　PIU・
　　　　　　　VELOCE，　PIU’　EFFICIENTE　E　PIU’　AFFIDABILE．　SECONDO　LEI　E’　GIUSTO　CHE　UNA　SEGRETARIA
　　　　　　　VENGA　PAGATA　PIU’DEしし’ALTRA？

Giusto
Ingiusto

．　Non　so

」
1
2
◎
》

DOM．　61－7　ECCO　UNA　LISTA　DI　CAMBIAMENTI　NEL　SUO　MODO　DI　VIVERE　CHE　POTREBBERO　VERIFICARSI
　　　　　　　NEL　PROSSIMO　FUTURO．　PER　OGNUNO　MI　DICA　SE　＄AREBBE　UN　BENE　CHE　AVVENISSE，　UN　MALE
　　　　　　　OSEしA　COSA　NON　FA　AしCUNA　DIFFERENZA．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Buona　Cattiva　Nessuna

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　differenza

　　　　　　　．Dare　meno　importanza　ai　soldi　ed　ai　beni　materiali

　　　　　　　．Che　il　lavoro　abbia　un　ruolo　meno　importante　neHa　nostra　vi匙a

　　　　　　　．Occuparsi　maggiormente　dello　svilupPo　de且la量ecnologia

　　　　　　　．lnteressarsi　di　piu’della　c◎mplutezza　morale　di　un　individuo

　　　　　　　・Avere　maggiore　rispetto　per　l’au吐orita

　　　　　　　．Dare　piu’　impertanza　alla　vita　familiare

　　　　　　　・Un　modo　di　vivere　piu’　semplice　e　piu’naturale

　　　　　　
QUALCHE　DOMANDA　RIGUARDO　LA　RELIGIONE．

イ
■
4
－
1
1
4
量
4
1
く
一

2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3

DOM．62A　LEI　SI　CONSIDERAAPPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？

　　　　　　　．　si

　　　　　　　．No

　　　　　　　，　Non　so

－
．
ハ
∠
q
》

DOM，　62B　SE　”Sl”，　QUALE？

　　　　　　　，　Catto“ca

　　　　　　　，　ProtGstantG　（include：　Battista，　Metodista，　Luterana．．，，）

　　　　　　　，　Ebraica

　　　　　　　．　Musulmana

　　　　　　　。〈llro（Spec剛carO）

　　　　　　　．　Non　so

」
一
2
3
4
．
5
9
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DOM．　63 tNDIPENDENTEMENTE　DAL　TIPO　DI　REUGIONE，　LEI　PENSA　CHE　＄IA　IMPORTANTE　O　MENO　AVERE
DEI　SENTiMENTI　REUGIOSI？

．　lmportante

．　Non　importante

．　Aitro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
9

DOM．　64　ALCUNI　DtCONO　CHE　BENCHE’　AL　MONDO　CI　SIANO　TANTE　DIVERSE　RELIGIONI，　OGNUNA　CON　IL
　　　　　　　PROPRIO　CREDO，　LA　GRAN　PARTE　DEI　LORO　INSEGNAMENTI　SONO　PIU’　O　MENO　GLI　STESSI．　LEI

　　　　　　　E’　D’ACCORDO　O　MENO　SU　QUESTA　IDEA？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

－
・
ウ
一
3
Q
》

皿DOM，　65 〈Mostrare　ll　cartellino　dom．　65）IN　POLITICA　DI　SOLITO　DI　PARLA　DI　”DESTRA”　E　DI　”SINISTRA“．　IN　QUALE　PUNTO　DI　QUESTA　SCALa，

COLLOCHEREBBE　LA　SUA　POSIZIONE？　（Non　suggerire　一　1’intervistato　dovra　situarsi　in　una　casella，

se　esita，　insistere）

Sinistra

O1 02 03 04 05 06 07 08 09
De＄tra

　　10

．　Rifiuta

．　Non　so

」
一
◎
》

DOM．66　QUANTO　S’INTERESSA　DI　POLITICA？（Leggere）

，　Moltissimo

，　Abbastanza

．　Non　molto

．　Per　niente

．　Non　so

」
1
2
3
4
9

DOM．67　　LE　CITERO’ALCUNE　PAROLE　CHE　CARATTERIZZANO　DEししE
　　　　　　　UN’OPINIONE　FAVOREVOLE　O　SFAVOREVOLE　NEI　CONFRONTI

　　　　　　　IDEE？　．．
Ll　Democrazia
L一一．1　Capitalismo

Ll　Socialismo
Ll　Liberalismo

Favordvole

　　1

　　1

　　1

　　1

IDEE．　LEI　D旧EBBE　DI　AVERE
DI　C：ASCUNA　D∈ししE　SEGUEN丁1

Dipende
　　2

　　2
　　2

　　2

Sfavorevole

　　3
　　3
　　3
　　3

Non　so

　9

　9

　9

　9

DOM．　68 IN　GENERALE，　QUANTO　E’　SODDISFATI’O　DEL　MODO　IN　CUI　FUNZIONA　LA　DEMOCRAZIA　iN　ITALIA？
LEI　SI　DIREBBE，”．　（Leggere）

DO　M，　69

Molto　soddisfatto

Abbastanza　soddisfatto
，　Non　mo［to　soddistatto

，　Per　niente　soddisfatto

，　Non　so　（non　leggere＞

1
2
3
4
9

IN　BASE　ALLE　SUA　CONOSCENZA　DEL　SISTEMA　GIUDIZIARIO，　COME　PENSA　CHE　FUNZIONI　OGGI
IN　l丁AUA？LEI　DIREBBE＿．．，（Leggere）

，　Molto　bene

，　Abbastanza　bene

．　Abbastanza　male

，　Molto　male

，　Non　so

1

2
3

4

9
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DO　M．　70 （Mostrare　cartellino　dom．　70＞

SUL　PRESENTE　CARTELLINO　SONO　RIPORTATE　DUE　OPINIONI　SUI　RAPPORTI　TRA　DIPENDENTI　E
DATORI　DI　LAVORO．　QUALE　DELLE　DUE　ESPRIME　MEGUO　IL　SUO　PARERE？

．　Poiche　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

completamente　all’opposto，　b　giusto　e　normale　che

siano　sempre　in　conflitto　tra　loro

．　ln　fondo　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

gli　stessi　in　quanto　se　una　societa　guadagna　bene　pu6

pagare　stipendi　migliori　e　pertanto　le　due　parti　dovrebbero

collaborare

．　Non　so

1

ク
一
Q
》

DOM．　71 （Mostrare　carte“ino　dom．　71）　・

SU　QUESTO　CARTELLINO　SONO　RIPORTATE　TRE　OPINIONI　SULLA　SOCIETA’　CONTEMPORANEA．
POTREBBE　SCEGUERE　QUELLA　CHE　MEGUO　DESCRIVE　LA　SUA？　（Una　sola　risposta）

，　Bisogna　cambiare　radicalmente　1’organizzazione

della　societa　in　cui　viviamo　con　un’azione　rivoluzionaria　1

．　Bisogna　migliorare　gradualmente　la　societa　in　cui　viviamo

mediante　le　riforme　2
．　Bisogna　difendere　coraggiosamente　la　societa　in　cui　viviamo

da　tutte　le　fo　rze　sovversive　3

．　Non　so　9
DOM．72A　SECONDO　LEIしA　SOCIETA’ITALIANA　HA　NECESSITA’Dl　CAMBIARE　PROFONDAMENTE？

．　si

．No
．　Non　so

」
1
2
9

DOM．　72B PER　CAMBIAREしA　SOCIETA’SECONDO　LE　SUE　ASPET午ATIVE，　LEI　E’FAVOREVOL∈ADELLE
RIFORME　GRADUALI　O　AD　UN　CAMBIAMENTO　RADICALE？

．　Riforme　graduali

．　Cambiamenti　radicali

．　Non　so

」
1
2
9DOM．　73 95L￥説鷲轟膿A占T面心k旨鐸N前面諮C嶽塒躍§王騰鎌？Ell　SENTE

DOM．　74

．Molto　vicino　X　1　！：舗｝油画、a，，　　　　1　　騨）RAO－v“

：朧：磐酌㈱　　4・
しEl　Sl　SENTE　MOLTO　VICINO　A　QUESTO　PARTITO，　ABBASTANZA　VICINO　O　PER　MENTE　VICINO？

．Molto　vicino　’　t，Abbastanza　vicino　2，Non　molto　vicino　3
．　Non　so　9
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DOM．75A　（Mostrare　cartellino　dom．75A）
　　　　　　　SU　QUESTO　CARTELLINO　E’　RIPORTATO　UNA　SPECIE　DI　TERMOMETRO　CHE　VA　DA　O　A　100　GRADI，

　　　　　　　VORREI　CHEi　LEI　LO　UT旧ZZASSE　PEiR　ESPRIMERE…LA　SUA　SiMPATIA　NEI　CONFRONTi　DEI　VARI

　　　　　　　PARTITI　POLIT量CL　AL　CENTRO　DELLA　SCALA　LA　POSIZIONE　50　E’NEUTRA。　PIU’SIMPATIAト｛A　PER

　　　　　　　UN　PARTITO，　PIU，　IL　TERMOMETRO　SALIRA’，　MENTRE　PIU’　E’　OSTILE　PIU’　IL　TERMOMETRo
　　　　　　　SCENDERA’　VERSO　LO　O．　INIZIAMO　PARLANDO　DELLA　D．C．　〈Leggere　tutti　1　partitl，　ruotare　1’ordine　di

　　　　　　　lettura）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperatura

．　Democrazia　Cristiana　（DC）

．　Partito　Democratico　della　Sinisl．rp　（PDS）

．　Ritondazione　Comunista

．　Partito　Sociatista　ltaliano　（PSI＞

．　Movimentg　Soci，ale　ltaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN）

．　Lega　lembarda

．　Altri　（specificare）

．　Non　so

U－Ll
Ll”Ll
Ll－Ll
Ll－L1
1－LLI
LLLI
LLLI
9　9　9

労’ξ琶．6奪r、蛾。τ

払穣拠1ひ㍗〈ρ一ン’

一183一



イクリ：ア。蕊筏の誌計数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

9　5）・M7s・　ls．　rt　ffms（＝eLUeし鉢覆処／こ飾誰．

τ。右～渓欄 全6嫁議摩！二kvし．

けz“f　3＋9fS一＋’1ごs29書雛 躍！／。　6Q”V5ての．

　　　　　　　　　　　　　　RISULTATI　DELLE　ELEZIONI
　　　　　　DELLA　CAMERA　DEI　DEPUTATI　（5　aprile　1992）

　　　　　secondo　i　dati　dell’Ufficio　elettorale　centrale　nazionale

　1．　一　LISTE　CHE　HANNO　USUFRUITO　DELLA　RIPARTIZIONE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEI　VOTI　RESIDUI

〈avendo　conseguito　oltre　300．000　voti　complessivi　ed　ottenuto　un　quoziente
　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　sede　circoscrizionale）

．　　　　　　　　　uSτA

@　　　　｛5econdo　rordine

@　　　indic訓。　dall’Uf「icio

@　　　cen竃r310　na累ion31の

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　Voti

メBmple邸ivi

@　（吐nnnc

@Collcglo
高奄獅盾高奄高撃?

@　，V31k

@d’Ao3巳31

　　丁o巳31e

專dire5idui
@　（鴨me
@c。llcgio

Qinomhak’
@　　Valk
@d●Ao5艦a⊃

Segεi

Qtri・
b浮宴qi

@nd
bo隠e8i　　　　●

　Seg8i
@a星電ri・

@buigi
奄獅w墲?

@　aI
ﾑP3r電o
р?堰@r¢5巳i

Seg8i

@com・
@Ple5・

T
／

　　To電ale

@　　UOIi

@　re5idui
撃р№垂盾奄戟

@　nparlo
@dci【臨星1

「
I
l

盃飼

詹
X

　　ム．　　　　1．Dem㏄razia　CrisIiana＼2．P。，，i、。　D。m㏄路，i，。

@　　　　　dclla　Shis【ra．＿．＿．＿．．9

@　』3．Rifondazione　Comuni．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　　　　　5【a　．．．．．鱒．．●。．四．．．●．．．．．．．．．9．．．。●

_　4．Par吐i巳。　Sociali5εa　ha．

@　　　　　Iiano＿．．＿．＿．．．。．．＿．．。．．。．．

11．637569

U．3置7．962

Q，198，355

T，343，808

Q，104，927

P，723，756

怩P，121，854

P，066，672　　　，

@　486．344

P，088，074

R，395，384

@　730．293

760344

W95，918

X86，704

U72，324

X30，541

W29，157

V78，990

V49，286

S23592

W51，096

T71，242

S0L870

豊95

X4

Q1

W3

Q1

P5

@6

@6
@　1

@4
S7

@6

蒐1

P3

P
4
／
　
9
且
3

　　　　・
@　35

@　9冠一層

怎R」．　　　　．

　　、

v恥

シ・5、．64

@　　．46．222

@　　禽66．200

@　　　35．052

@　　　10．037

@　　。50．269

@　　　　　　102

@　　　4L206

@　　會69552

@　　　　L400

@　　　　4．778

@　　脅47．830

6・Por1i巳。　Repubblicano
@　haliano　．．鱒．．．。．．。．。．．．．鱒．．．．．

V，Par吐i吐。　　l．ibcralc　　ha・ 》
1

　　　　　　nale

@　　　　　liano。，＿＿＿．＿．＿＿＿＿．

@　　　8，Par｛i監。　Socialista　De．

@　　　　　m㏄「a吐iCO　hahano＿。，

@　　　9，Li5巳a　Pannelh　＿＿＿＿．

@　　1　0．　　　　Fe　d　e　ra　z　i　onc　　　　de　i　　　　Vc　rd　i

A＼”．レ，。L。mb。，d。．…．…．．．

@　　且2．La　Rde．Movimcnεo
@　　　　　pcrla　Dem㏄mzi“，．＿．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　7「σ’α’ご．．．

12

P1

P0

U
塞
2
8
6

　　　27

@　　17

@　　16

@　　　7

P、5物

@　．　蜘

@　　12

き

　37，214，998
v

8．85LO64 99 125 1
‘
1

●　lconlra55cgni　indica

@　auribuid　con　5　r嘘＄電i

oimaggiorl　rcs巴i　in　basc　ai　q岨150no　3巳“d　a35egこ覧d　dd　5cggi

気
巳

》ひべ”越3一 ?Yい磁戊
．

一184一



一＼ﾀ羅』暑言L鷹購欝1鰯鯉餐漁撒脚蕪醜
　　　　　　　L’INTERVIST－AkO　DOVRA’　SITUARS”N　UNA－CASELLA，　SE　ES；TA，　INSISTERE）

Sinistra Destra

1 3 5 6 7 8 ◎
》
5

／弔臨 」
1
2

d
，
q
鼠

　
α A）しEl　PERSoNALMENTE　E’IScRITTo　AD　uN　SINDAcA丁o　DEI　LAvQRAToRI？

B）EQUALCUN’ALTRO　D∈LLA　SUA　FAMIGLIA　E’ISCRITTO　AD　UN　SINDACATO　DEIしAVORATORI？

s） No Non　so

　DZ
D．　or．

L’intervistato

Un　altro　componente　della　tamiglia

LEI　E’“．，h．？

4
1
引
昌
2
2

3
q
》

　03
D．　e8

Celibe　o　nubile

Sposatola
Convivente
Divorziato／a

Separato／a

Vedovo／a

1
2
3
4
5
6

AQUANTI　ANNI　HA　TERMINATO／INTERROTTO　1　SUOI　S丁UDI　A　TEMPO　PIENO？（SE　E’ANCORA

STUDENTE　CODICE　OO　一　ANDARE　A　DOM．　10）

　o竿
D，　eg

Eta　Ll．1

DOPO　AVER　TERMINATO／INTERROrrO　1　SUOt　STUDI　A　TEMPO　PIENO　LEI　HA．．．．．．．．．．？　（SE　”MAI”：

CODICE　OO）

Leggere： Mesi

．Eventualmente巾reso　a　studiare？ （SE　”Sl’”）　PER　QUANTI　MESI？ LL一一1

，　Eventualmente　frequentato　un　corso　di　formazione

professionale　o　lavorato　come　apprendista？　（SE　”Sl’”）　PER　QUANTI　MESI？ LLI
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　　os
D．　le・

　　oG

D．甘

　D7
D．’陰

　　・ご

D．紹

SESSO　DELL’INTERVISTATO

．　Maschio

，　Femmina

QUANTI　ANNI　HA？

．Anni　LLI

－
∩
∠

Dl　QUANTE　PERSONE　Et　COMPOS丁A　LA　SUA　FAMIGLIA，しEl　COMPRESO？

．1　persona

，2　persone

．　3　persone・

．　4　persone

．5　persone

．6　persone
　　　’
．　7　persone

．　8　persone

．　9　persone　ed　oltre

1
2
3
4
5
6
7
8
9

QUANTI　BAMBINI　AL　DI　SO丁TO　DEI　15　ANNI　VIVONO　NELLA　SUA　FAMIGLIA？

　o”

D．偶

．1　bambino

．　2　bambini

．　3　bambini

．　4　bambini

．　5　bambini　，

．　6　bambini

．　7　bambini

．　8　bambini

，　9　bambini　ed　oltre

．　Nessuno

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

LEI　O　QUALCUNO　NELLA　SUA　FAMIGUA　POSSIEDE．，．，．？　〈LEGGERE）

．，．．．．un　televisore　a　colori

．．．．，，un　videoregistratore

，，．．，．una　videocamera

．，．．，．una　radiosveglia

．．．．．．un　personaVhome　computer

．，．．，．una　macchina　folografica

，，．．．．un　trapano　elettrico

．．．，，．una　triggitrice　elettrica

，，．．．，duo　o　piO　automobili

，，，，，，una　seconda　casa　o　una　casa　al　maro，

　　in　fTK）ntagna，　o　in　campagna

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0

10
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　しO
D．’拓 A）　QUAL　E’　LA　SUA　AITUALE　OCCUPAZIONE？

B）．　（SE　AITUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　AITIVITA’　RETRIBUITA　COD．　1－4　A　DOM．　15A）　HA

ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE　ATTMTA’RETRIBUITA？QUAL　E’STATA　LA　SUA　UしTIMA
OCCUPAZIONE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dom．　15A　Dom．　15B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Occupazione　Ultima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attuale　occupazione

曲．　Responsabile　degli　acquisti　correnti　e　della　conduzionedella　casa　o　nen　esercita　attualmente　alcuna　occupazione　Ol　一一一

．Studente　02　…一．　Disoccupato，　temporaneamente　senza　occupazione　03　一一一
．Pensionato　o　inabile　al　lavoro　04　一一一’
　voratorl　lnalDenden
Agricoltore

Pescatore’

Libero　professionista　（avvocato，　medico，　commercialista，

architetto）

．　Proprietario　di　un　negozio，　commerciante，　artigiano　o　altro

tipo　di　lavoro　indipendente

．　lndustriale，　proprietario　（unico　o　socio）　di　un’azienda

5
ハ
◎
（
U
O
07

Ω
り
◎
》

A
U
（
U

」
1
2

0
A
U
03

4
5

0
ハ
U

Layo［atQddipendenti
．　Professioni　liberali　dipendenti　（medico，　awocato．．）

．　Quadri　superior’Valtri　dirigenti　（direttori　generali，　amministratori

　delegati，　altri　direttori）

．　Quadri　intermedi　（funzionari，　insegnanti．．，．）

．　lmpiegati　di　concetto　（che　lavorano　per　lo　piO　davanti　ad

una　scrivania）

．　lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania

　（venditori，　autisti，　rappresentanti）

，　lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania　ma

che　offrono　dei　servizi　（ospedali，　ristoranti，　polizia，　pompieri）

．　Supervisore

．　Operai　specializzati

，　Altri　operai　（non　specializzati），　personale　di　servizio

，　Non　ho　mai　esercitato　alcuna　attivita　retribuita

10

－
・
2

1
4
馳
．

13

14

5
6
7
’
8

｛
1
1
己
I
i
1

06

7
」
n
◎

0
（
U

09

10

11

12
13
14
15

　　1（

D．「略

（ACHI　ATTUALMENTE　ESERCITA　UN’ATTIVITA’RETRIBUI丁A　O　UN　LAVORO　INDIPENDENTE：CODICI
O5－18　A　DOM．　15A．）

NORMALMENTE，　QUANTE　ORE　LAVORA　ALLA　SEITtMANA？

Ore　lavorative　settimanali　1一．一．．一Ll－1

　　りJ
D．　t－7 （A　COしORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOしTO　ATTIVI’「A’　RETRIBUITE　O　UN　LAVORO

AUTONOMO：　COD，　DA　05　A　18　A　D．　15A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D，　15B）　QUANTE　PERSONE

LAVORANO1しAVORAVANO　SOTTOしA　SUA　RESPONSABIUTAI？

h．il）

D，　18

Nessuna

Da　1　a　4
Da　5　a　9
10　ed　oltre

Non　so

1
2
3
4
5

（A　COLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　ATTIVITA’　RETRIBUtTE：　CODtCl　DA　10　A　18　A　D．
15A　OPPURE　DA　O6　A　14AD．15B）IN　QUAしE　SEiTTORE　DI　ATTIVITA’1＿EI　LAVORA　O　HA　LAVORATO？

Pubblico　impiego
lndus竃ria　s竃aヒalo

lndustria　privata

Servizi　privati

Non　so　（Non　e’　possibile　la　codifica

da　patte　dell’intervistatore）

1
2
3
4
5
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　　NY．

D，　ts LEI　E’”，．”H”．””．．””．．

sl No
Leggere：

A）　IMa　principale　responsabile　nella　Sua　tamiglia　degli　acquisti　correnti

　　e　della　conduzione　della　casa 1 2

B＞　La　persona　che　contribuisce　in　maggior　misura　al　reddito　familiare 1 2

（PORRE　LE　DOMANDE　DALLA　20　ALLA　22　COMPRESA　SE　L’INTERVISTATO／A　NON　E●LA　PεRSONA
CHE　CONTRIBUISCE　IN　MAGGIOR　MISURA　AL　REDDiTO　FAMILIARE　一一COD．　2　A　DOM．　19B　一

ALTRIMENTI　PASSARE　A　DOM．23）

　　1く
D，　20 A　QUANTi　ANNI　LA　PERSONA　CON　IL　REDDITO　PIU’　ALTO，　CIOE’　tL・　CAPOFAMIGUA，　HA

TERMINATO／INTERROITO　1　SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIEtYO？　（SE　STUDIA　ANCORA　CODIFICARE　Oo）

Anni LLI
　　1わ

D．　21， A）（SE。’NO’●ADOM．19B）．　QUAL　E’L’ATrUALE　PROFESSIONE　DELしA　PERSONA　CHE　IN　FAMIGUA
HA　IL　REDDITO　PIU’　ALTO？

B）（SE　ATTUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　ATTIVITA’RETR旧UITA儒CODICI　OI・04　A　DOM．21A）
HA　ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE　ATTIV且TA’RETR旧UITA？QUAL　E’STATA　LA　SUA　ULTIMA

OCCUPAZIONE？

曲，　Responsabile　degli　acquisti　correnti　e　della　conduzione　della　casa　o　non　esercita　attualmente　alcuna　occupazione

，　Stvdente

，　Disoccupato，　temporaneamente　senza　occupazione

．　Pensionato　o　inabile　al　lavoro

　Dom．　21A

Occupazione
　attuale

－
・
2
ハ
」
4

0
0
0
∩
V

Dom．　21　B

　Ultima

occupaztone

　vr　r日nl　n　nl
Agricoltore

Pescatore
Libero　professionista　（avvocato，　medico，　commercialista，

architetto）

．　Proprietario　di　un　negozio，　commerciante，　artigiano　o　altro

tipo　di　lavoro　indipendente

．　lndustriale，　proprietario　（unico　o　socio）　di　un’azienda

5
ハ
◎
ハ
U
O
07

0
9
9

（
∪
0

1
2
0
003

4
5

（
U
O

　v．orarorl　alDenaen
Professioni　liberali　dipendenti　〈medico，　avvocato．．）

Quadri　superiori／altri　dirigenti　（direttori　generali，　amministratori

delegati，　altri　direttori）

QuadrUntermedi　〈tunzionari，　insegnanti，，，，）

lmpiegati　di　concetto　（che　lavorano　per　lo　pie　davanti　ad

una　scrivania）

，　lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania

〈venditori，　autisti，　rappresentanti）

，　lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania　ma

che　ottrono　dei　servizi　（ospedali，　ristoranti，　polizia，　pompieri）

Supervisore

Operai　specializzati

A賦ri　operai（non　specializzaの，　personalo　di　servizio

Non　ho　mai　esorcitato　alcuna　attMtLA　retribuita

10

」
1
2

」
■
■
」
■
1

13

14

5
戸
0
フ
「
8

1
1
1
1

06

7
Ω
U

∩
U
O
09

10

11

12
13
14
15
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　　1ワ

D．　ne （A　COしORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　AT1’IVITA’　RETRIBUITE　O　UN　LAVORO
AUTONOMO：　COD，　DA　05　A　18　A　D．　21A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D，　21B）　QUANTE　PERSoNE

LAVORANO1しAVORAVANO　SOrTO　LA　SUA　RESPONSABILITA’？

．　Nessuna

．Da　1　a　4
．Da　5　a　9
．　10　ed　oltre

．　Non　so

－
畠
Z
3
4
f
O

　　ts
D．　23

　　sh

D．2珍

四SE　LE　CHIEDESSERO　DI　UTILIZZARE　UNA　DI　QUESTE　CINQUE　CATEGORIE　PER　DEFINIRE　IL　SuoCETO　SOCIALE，　A　QUALE　DI　QUESTE　LEI　DIREBBE　DI　APPARTENERE？　（MOSTRARE　CARTELLINO　D．
23　一　UNA　SOLA　RISPOSTA）

　　　　　　　．Classe　media

．Classe　medio・inferiore

．Classe　operaia

．Classe　superiore

．Classe　medio。superiore

，Rifiuta　di　rispondere

．A置tra　risposta（precisare》

1
2
3
4
5
6

．　Non　so 7
8

層目I　ABITA　IN　UNA　VILLErrA　O　IN　UN　APPARTAMENTO？　L’APPARTAMENTOIVILLErrA　IN　CUI　VIVE　E’

Dl　PROPRIETA’　SUA　O　DELLA　SUA　FAMIGLIA，　OPPURE　IN　AFFIrrO？　（MOSTRARE　CARTELLINO
D．　24）

　io
D．　25

．　Una　villetta　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Un　appartamento　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Una　villetta　atfittata　da　un　privato

，　Un　appartamento　aftittato　da　un　privato

，　Una　vil；etta　di　proprieta’　del　comune　in　affitto

．　Un　appartamento　di　proprieta’　del　comune　in

atiitto

．　Altro　（stanza　in　affitto，　pensionato，　case

a　riscatto，　ecc，）

．　Non　so

1
2
3
4
5

6

7
8LEI　DEFINIREBBE　LA　LOCALITA’　IN　CUI　ABITA　（LEGGERE）：

　　訓

D．　26

．　Un’area　prevalentemente　agricola　（o　piccolo　comune，

frazione，　borgata，　casa　isolata）　1
Una　piccola　o　media　citta’　2
　Una　grande　citta’　3

Non　so　4LEI　SI　CONSIDERA　APPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？　（SE　”Sl”）　A　QUALE？

Cattolica

ProCestante

Ortodossa
Ebraica

Musulmana
Buddis且a

lnduis竃a

諭
5
ハ
b
7
「

O
（
U
O

PASSARE　A　D．　27

PASSARE　A　D．　28
．　Altro　〈spec｛flcare）

Nessuna
Non　so

R
）
9
0

ハ
U
O
－
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　iし
D，2ヌ

　　　　　　　　　　ANNO　RlSP．QSIO－QQNLQQQ．．DA　01　A　04

LEI　ASSISTE　ALLE　FUNZIONI　RELIGIOSE　PIU’　VOLTE　ALLA　SErrlMANA，　UNA　VOLTA　ALLA
SET丁IMANA．　POCHE　VOしTE　Aしし●ANNOI　UNA　VOLTA　ALL’ANNO　O　MAI？（UNA　SOしA　RISPOSTA）

，　Piu’　volte　alla　settimana

．　Una　volta　a　settimana

．　Poche　volte　all’anno

，　Una　volta　all’anno　o　meno

．　Mai

．　Non　so

」
一
2
3
4
，
ρ
b
6

Lals．lun
　　つ3

D．　28 SIA　CHE　LEI　SEGUA　OPPURE　NO　PRATICHE　RELIGIOSE，　SI　DEFINIREBBE．．．．．．．．．？

　　坤

D．　ee

．　Una　persona　religiosa

．　Una　persona　non　religiosa

，　Un　agnostico　（indifferente　ai　problemi　religiosi）

．　Un　ateo　（che　nega　1’esistenza　di　Dio）

．　Non　so

」
ー
ク
鱒
∩
◎
」
4
5

AVREMMO　BISOGNO　DI　ALCUNE　INFORMAZIONI　SUL　REDDITO　DELLA　SUA　FAMIGLIA　PER　POTER
ANALIZZARE　l　RISULTATI　DI　QUESTO　STUDIO　IN　FUNZIONE…DELLE　DIVERSE　TIPOしOGIE　FAMILIARI．
su　QuEsTo　cARTELLIN。　s。No　ELENcATE　．DELLE：一．ctsssl’　pl・R印DIτO・．（M。stRARE　IL

CARTELLINO　DOM．　D．　29）

LEI　DOVREBBE　SOMMARE　TU“「「E　LE．EN丁RATE’EGLI　STIPENDI　MENSILI　DI　TUTTI　l　COMPONENTl

DELLA　FAMIGLIA，　TU－ITE　LE　PENSIONt　ANCHE　SOCIALI　E　LE　EVENTUAU　RENDITE　DA
ASSICURAZIONI　O　DA　LOCAZIONE　（AFFI’INI’1＞．．．．．“．．

LE　ASSICURO　CHE　LA　SUA　RISPOSTA，　COME　TUTrE　QUELLE　CHE　CI　HA　DATO　NEL　CORSO　DI

QUESTA　INTERVISTA，　SARA’RITENUTA　DEしTUTrO　CONFIDENZIALξEQUALUNQUE　RIF∈RIMENTO
ALEI　O　AししA　SUA　FAMIGLIA　SARA。　IMPOSS旧ILE．

LA　PREGO　DI　RISPONDERMI　CON　LA　LETTERA　DELVAしFABETO　RIPORTATA　A　FIANCO　DELしA
CLASSE　DI　REDDITO　LORDO　CHE　CORRISPONDE　A　QUELLO　DEししA　SUA　FAMIGLIA，　PRIMA　Dl
QUALUNQUE　DEDUZIONE，　lrASSE　O　ALTRO．

B．　Fino　a　750．000

T．　Da　750．001　a　1．000．000

P．　Da　1．000．001　a　1．500．000

F．　Da　1．500．001　a　1．750．000

E．　Da　1．750．001　a　2．000，000

H．　Da　2．000．001　a　2．500．000

L　Da　2．500．001　a　3．000．000

N．　Da　3．000．001　a　3．500．000

R　Da　3．500．001　a　4．000．000

M．　Da　4．000．001　a　4．500．000

S．　Da　4．500，001　a　5．000．000

K．　Oltre　5，000．OOO

．　Ritiuta

，　Non　so

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1

“｛e“｛一一一“一一一一一一一一t－ti一一t一一一一““一““e一一一一一一一一“ti－ti－t一“一一一e一一一一一一一t一一一一一t一一一一一一一e－e－i－e一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一tt｛一i｛i一一一一t一一t一一一一一一t一一一一一一一一i“e“一一一i一一一一一“一一一tt一｛tt

NOME　E　COGNOME　DELLA　PERSONA　INTERVISTATA

INDIRIZZO

COMUNE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PROVINCIA　　　　　　　　　　　　　　　　TEiし．

の　リロ　　コココ　の　　　　　ロの　ロ　　　　　　　　リロ　　ロ　コ　　　の　　　　　　　コ　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　の　　　の　　　の　　　　　　　のコ　の　　る　の　　　コの　のロの　ロ　り　の　　の　　　　ロ　　　　のの　

DICHIARO　CHEしA　PRESENTE　INTERVISTAε’STATA　ESEGUIT〈DA　M【…PERSONAしMENTεSECONDO　LE
ISTRUZIONI　CONTENUT【…，　NONCHE’IN　BASE　ALL［i　NORME　CHEi　REGOしANOしA　COしLABORAZIONE　TRA　Gし1
1NTERVISTATORI　E　GI」ISTITUTI　MEMBRI　D∈しし・AISM　AししEGATE　AししA　PROPOSTA　DI　INCARICO，　OEししE　QUAU

DICH1ARO　DI　AVERE　PIENA　CONOSCENZA，　APPROVO　IN　PARTICOしARE，　Al　SENSI　E　PI三R　GU　EFFETTI　DEGLl

ARTICOLI　1341旺1342　C．C．，しE　CLAUSOLE　8，9EllIVI　CONTENUTE．

Data　intervisl；i Firma　intervistatQro
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4）イタリア調査票第二版を日本語へ再翻訳

問1．

問2．

　　　　世論調査事案

10年前と比較し、　全体的にイタリア

人の生活水準は（読むこと）　（27）

　良くなった　　　　　　　　1

　やや良くなった　　　　　　　2

　あまり変わらない　　　　　　3

　やや悪くなった　　　　　　　4，

　悪くなった　　　　　　　　 5

　わからない（読まないこと）　9

10年前と比較し、　あなたの生活水塗

は（読むこと）　　　　　　　（28）

　良くなった　”　　　　　　 ！

　やや良くなった　　　　　　　2

　あまり変わらない　　　　　　3

　やや悪くなった　　　　　　　4

　悪くなった　　　　　　　　　5

　わからない（読まないこと）　9



一
⑩
b
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問3．　これからの5年間にあなたの生活水準

　　　は（読むこと）　　　　　　 （29）

　　　　良くなるだろう　　　　　　 1

　　　　やや良くなるだろう　　　　　2

　　　　あまり変わらないだろう　　　3

　　　　やや掃くなるだろう　　　　　4

　　　悪くなった　　　　　　　　 5

　　　　わからない（読まないこと）　9

問4． 一般的に、　人々は今よりもっと幸せ、

又は不幸せになると思うか。　（30）

　もっと幸せになる　　　　　　1

　もっと不幸せになる　　　　　2

　今と変わらない　　　　　　 3

　その他（具体的に言うこと）　4

　わからない（読まないこと）　9

問5．　彼らの平静（心の安らぎ）の度合いは

　　　大きくなるか、　小さくなるだろうか。

　　　　大きくなる　　　　　　　　 1

小さくなる　　　　　　　　 2

変わらない　　　　　　　　 3

その他（具体的に言うこと）　4

わからない（読まないこと）　9

問6．　個人の自由は拡大するか、　又は減退す

　　　ると思うか。

　　　　拡大する　　　　　　　　　　1

　　　　減退する　　　　　　　　　　2．

　　　　変わらない　　　　　　　　 3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問7．　将来人々の健康状態は良くなるか、　悪

　　　くなるか。

　　　　拡大する　　　　　　　　　　1

　　　　減退する　　　　　　　　　 2

　　　　変わらない　　　　　　　　 3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない（読まないこと）　9
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問8．　（問8のカードを見せながら）

　　　現在、　今から10年か15年の間、　イ

　　　タリアが何を目的にすべきかについて

　　　議論されている．　このカードに一一一一部の

　　　人達が選んだ優先すべき目的が記載さ

　　　れている．　この中でどれが一番重要な

　　　のか、　それからどれが2番目に重要だ

　　　と思うか．

　　　（一列にっき一・っだけ選ぶこと）

　　　　　　　　　　　　一番

　　　　　　　　　　　　重要

　　　　　　　　　　　　目的

1）国の秩序を維持すること　1

2）重要な政策を決める時に、

　　　人々にもっと発言させ

　　　ること　　　　　　　　　2

3）物価の上昇を食い止める

　　　こと　　　　　　　　　　3

4）言論の自由を守ること　　4

5）その他（記入）　　　　　5

二番

重要

目的

　1

2

3
4
5

6）わからない 9 9

問9．　（問9のカードを見せながら）

　　このカードのリストに基づいて自分あ

　　るいは家族のことに関してどれだけ心

　　配するか（一答づっ読むこと）

重病

交通事故

失業

戦争

原子力発電所

　での事故

と
て
も

－
占
ー
ム
ー
∴
－
▲
－

問10．　（ありません）

ち
っ
と

2
2
2
2
2

や
や

3
3
3
3
3

全
く
な
い
4
4
4
4
4

解
ら
な
い
一
〇
　
　
ρ
D
　
　
ρ
〇
　
　
一
〇
　
　
一
〇



一
⑩
鼻

　　　　　　　　　　　　　　　　　辛融試き。之u為、1

＿あなたは鉱転より祖鰹廠・
　　　尊敬する気持ちは強いか。　（50）

　　　　平均より強い　　　　　　　　1

　　　　平均より弱い　　　　　　　　2

　　　　普通　　　　　　　　　　　　3

　　　　その他（具体的に言うこと）　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問12． もし自分に子供がなければ、　家系を存

続させる為に血のつながりがなくても

養子縁組みをするのは良いことか．　そ

れともこれはあまり大事ではないか．

　養子縁組みをす’る　　　　　　　　　　1

　養子緑組みをしない　　　　　2

　状況次第　　　　　　　　　　3

　その他（具体的に言うこと）　4

　わからない　　’　　　　　　9

問13．　あなたの理想では家庭の申に子供が何

　　　人位いればいいか。

一人

二人

三人

四人

五人

六人以上

子供がいないのが理想

状況次第．

　　理想的な人数はいない

わからない

1

2
3
4
5
6
7

8
9

問14．　ここ4週間の間に下記の病状に襲われ

　　　た（一答づっ読むこと）。

　　　　　　　　はい　い・いえ　解らない

頭痛　　　　　　1　　　2　　　3

腰痛　　　　　　1　　　2　　　3

いらだち／

　神経過敏症　　 1　　　2　　　3
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抑うつ状態

不眠

－
▲
－
占 2
2
3
3

問15．　あなたは自分の年齢としては健康状態

　　　に満足しているか（読むこと）

　　　　とても満足している　　　　　 1

　　　　十分満足している　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ3やや縮
　　　　とても不満　　　　　　　　 4　’
　　　　わからない（読まないこと）9言漏Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搾‘う．

問16．　（間16のカードを見せながら）

　　　あなたは全体的に自分の生活水準（暮

　　　らしの裕福さ）をどう思うか。　カード

　　　を参考に答えてください。　1は最も高

　　　い水準で、　5は一番低い水準を言う。

　　　　高い　　　　　　　　　　　1

　　　　中の高　　　　　　　　　　2

　　　　平均　　　　　　　　　　　3

　　　　平均より低い　　　　　　　　4

　　　　低い　　　　　　　　　　　 5

わからない 9

問17．　もし選べるならこのリストの申でどれ

　　　が一番ほしいか（読むこと。　一答だけ）．

　　　　お金　　　　　　　　　　　　1

　　　　自分の為の時間　　　　　　　 2

　　　　わからない（読まないこと）　9

問18．死ぬ時まで楽に暮らせるお金を持って

　　　いれば仕事を続けるか、、　それともやめ

　　　るか．

　　　　仕事を続ける　　　　　　　　 1

　　　　仕事をやめる　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

riP一一一Sitr’！E’X！；’一1Z　r“T’；dl

ρ佳一事一を一。し【て一い一な一キ、＿＿・一一・一一一一一一一一一～一5・一一！

わからない　　　　　　　　　 9

、
・
ド
b

ン
嚇

し
　

｛
“
「
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一
「琴

．
．
ド

ひ
‘画1／



　　問19．　（問19のカードを見せながら）

　　　　　このカードに書いてある内容のうち、

　　　　　どちらがあなたの考え方に近いか。

　　　　　　いくらお金をもっていても

　　　　　　仕事をしなければ人生は無

　　　　　　意味だ．　　　　　　　　　　1

　　　　　　お金さえあれば仕事はしな

　　　　　　く・ても人生には意味がある。　　2

　　　　　　わからない．　　　　　　　　　9
1

お
σ）

@問20．　（間20のカードを見せながら）1

　　　　　このカードにリストされているのが人

　　　　　々が仕事に関して大事だと思う諸要素

　　　　　である．　あなたにとってどれが一番重

　　　　　要か．

　　　　　　良い給料

　　　　　　（お金の心配をなくすような）1

　　　　　　安定した仕事

　　　　　　（失業の恐れのない仕事）　　2

　　　　　　好きなタイプの人と仕事をする3

充実感を得られる

　重要な仕事をする

その他（具体的に言う）

わからない
4
5
9問21．一週間の日程を組み立てると、　仕事の

　　　ことで私生活又は家庭生活がじゃまさ

　　　れることがあるか。

ある

ない

仕事していない

わからない

問22．　（問22のカードを見せながら）

　　　人生に対する態度は様々だが、

1

2
「
3
9

下記の

項目の申ではどれがあなたの生き方に

遮しているか（一答のみ）。

　一生懸命働き金持ちになること1

　動勉に勉強して名をあげる　　2



一
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お金とか出世のことを考えずに

　自分のパーソナリティーに

　一番凹している生き方をする3

あまり心配せずに日々

　楽しく暮らす　　　　　　　4

世の中の誘惑に負けずに正義と

　純潔な生き方に徹する　　　5

自分のことを忘れ社会の

　為に献身する　　　　　　　6

その他（具体的に言う）　　　 7

わからない　　　　　　　　　9

間23．あなたが住んでいる住民区域の生活水

　　　準と環境（quolity　or　life）について

　　　どう思うか（読むこと）．

　　　　とても満足している　　　　　1

　　　　十分満足している　　　　　　2

　　　　ちょっと不満　　　　　　　　3

　　　　とても不満　　　　　　　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　 9

問24A．（問24のカードを見せながら）

　　　このカードをもとに、　下記の項目はあ

　　　なたの近所でどれだけ重大で問題にな

　　　っているか。　例えば盗難の問題は深刻

　　　か。

問24B．（問24のカードを続けてみせる）

　　　個人の安全という点で人が襲われるこ

　　　とがあなたの近所にあるか。　この問題

　　　はどれだけ重大か。

重
大
問
題

24A盗難　　　 1

24B個人の　　 1

　　　安全／攻撃

問
題

2
2

重　　全　　解

大で　 くで　 ら

間な　問な　な

題い　題い　い

3
3
4
4

9
Q
》
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問25． （問25のカードを見せながら）

あなたはあの「アリとキリギリスの話」

をきっとご存知であろう。　キリギリス

は夏中歌い続けた後、　冬が来たときに

は何も食べ物をためていない。　そして

夏の間働き続けたアリに助けを求めに

行く．　アリはこのカードに書いてある

2っの回答の内、　一つを答えた。　あな

たは結びとしてはどちらを選ぶか．

　アリは「当然の報いだ」と

　　助けを断る　　　　　　　　1

　アリは「怠けたのがいけな

　かった。　もつ『と鋤きなさい。　」

　とお説教しながらも食べ物を

　分けてあげる　　　　　　　 2

　その他（具体的に言う）　　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

間26A．あなたにとって人生の中で一番重要な

　　　のは何か．　1っだけ言ってください．

わからない 9

問26B．その他にあなたにとってとても大事な

　　　のは何か．　幾つでも言ってください．

　　　（うながし）それから？

わからない 9

問27．カードのスケールに基づいて下記の各

　　　項目はあなたにとってどれだけ重要か．

　　　（一項目づっ読むこと）



一
Φ
Φ
1

家族と子供

　（いる場台）

キャリアと仕事

自由時閲と娯楽

友人と知り合い

両親、　兄弟、　姉妹

　その他の親戚

宗教と教会

政治

全　　　　　　　と　解

くで　　　　　　て　ら

重な　　　　　 も重な

要い　　　　　　 要い

1　23456　7　9

1　23456　7　9
1　23456　7　9
1　23456　7　9
1　23　456　7　9

1　23456　7　9
1　23456　7　9

問28．　（問28のカードを見せながら）

　　　総体的に考えると自分の家庭生活にど

　　　れだけ漕足しているか．　特にあなたの

　　　家族とどれだけ時間を過ごし、　何をす

　　　るか．　このカードに従って答えてくだ

　　　さい．

大変満足

十分満足

満足でも不満でもない

ちょっと不浦

とても不満

その他（具体的に言う）

わからない

問29．　（問28のカードを残しておく）

1

2
3
4
5
6
9

あなたの人生に関する一般的な質問を

させてください。　自分の人生に対して

近ごろどれだけ満足しているか．　同じ

カードを使用しながら答えてください．

　とても満足　　　　　　　　　1

　十分満足　　　　　　　　　　2

　満足でも不満でもない　　　　3

　ちょっと不満　　　　　　　　4

　とても不満　　　　　　　　　5

　その他（具体的に言う）　　　6

　わからない　　　　　　　　　9



問30．現代社会で偉く出世した人々のことを

　　　考えると、　彼らに成功をもたらした一

　　　番大きな要素は何か。　能力と努力、　そ

　　　れとも運と偶然か．

　　　　能力と努力　　　　　　　　　1

　　　　好運と偶然　　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言うこと）　3

　　　　わからない（読まないこと）　9

1　問31．
8
　
1

「所得の不十分な家庭は国に助けられ

ると…」この文を完成する下記の項目

の内、　どれがあなたの考え方に一番近

いか．

　生活を営むことが可能になる　1

　責任感がなくなってしまう　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

れと同時に非人閥的になってしまう．

あなたは賛成するか。

　賛成　　　　　　　　　　　　1

　賛成でない　　　　　　　　　2

　決められない／献況次第　　　3

　その他（具体的に言う）　　　4

　わからない　　　　　　　　　9

問3コ．　一部の人には、　お金が人生の中で一番

　　　重要なものの一つであるということを、

　　　子供達に小学校から教えるべきだとい

　　　う考え方がある。　あなたは賛成か。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　 2

　　　　決められない／状況次第　　　3

　　　　その他（具体的に言う）　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

閥32．　一部の人は、　科学と技術の進歩のおか

　　　げで生活はますます便利になるが、　そ

問34．　一部の人々には、　優れた政治家達がい

　　　れば国の為を考えると彼らを全面的に



I
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問35，

信頼し、　一般人は政治的な議論をやめ

るべきだという意見がある。　あなたは

賛成か．

　賛成　　　　　　　　　　　 1

　賛成でない　　　　　　　　 2

　決められない／状況次第　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

もしあることが絶対正しいと思ったら、

一般の慣習に逆行してもためらうこと

なくそれを実行すべきだと思うか．　そ

れとも聞違いを起こさない方が大事だ

と思って慣習に従うべきか。

　一般の慣習に逆行しても

　　実行すべき　　　　　　　　1

　一般の慣習に従うべき　　　　2

　決められない／状況次第　　　3

　その他（具体的に言う）　　　4

　わからない　　　　　　　　　9

問36．一部の人々には幾ら世の中が機械化し

　　　ても人間の感情と魂はずっと豊かなも

　　　のであり続けられるという意見がある。

　　　あなたは賛成か。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　 1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　2

　　　　決められない／場合による　　3

　　　　その他（具体的に言う）　　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問37．　「家はリラックスして居心地の良い唯

　　　一の所」。　この文章に賛成か。

　　　　賛成　　　　　　　　　　　　1

　　　　賛成でない　　　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問38．　（問38のカードを見せる）

　　　ここに書いてある文章の内でどれがあ

　　　なたの結婚に対する考え方に一番近い



卜。

n
b
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問39．

か．

結婚は永遠に解消できない

結婚は非常に深刻なケース

　のみ解消しても良い

結婚は両配偶者の同意が

　あれば解消しても良い

わからない

（問39のカードを見せる）

こ

てある．

方に一番近いか．

　女性が担・うべき役目だ

　一部の役目は特に

　　女性に向いている

　あらゆる役目は差別なく

　　男女に分けるべきだ

　わからない

1

2

3
9

こに家事と子供に関する文章が書い

　　　このうちどれがあなたの考え

1

2

3
9

問40．　10才前後の子供が学校から帰って、

　　　自分の先生が悪いことをしたという噂

　　　があるよ、　と両親に言うとする。　もし

　　　両親がそれが事実だとわかっていると

　　　すれば、　子供には真実を言うべきか、

　　　それとも何も言わない方がよいと思う

　　　か。

　　　　真’実を言うべき　　　　　　 1

　　　　真実は言わない方がよい　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　 9

問41．　（問41のカードを見せながら）

　　　次の状況を思い浮かべてみよう．　Aさ

　　　んという人は幼い頃両親をなくし、　近

　　　所に住んでいるBさんに育てられた。

　　　おかげで良い教育を受け、　大学まで卒

　　　恥した。　会社の社長になったAさんの

　　　所にある日突然電報が来た。　Bさんが

　　　重病だからすぐ訪ねてほしいとのこと。



8
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ちょうどその時Aさんは重要な会議に

行こうとしている所だった．　会社が倒

産するか救済されるかの問題だ。　どん

なことがあっても会議は延期できない

が、　あなたの意見ではAさんはどうす

べきか．

　全部忘れてすぐBさんの所に

　　かけつけるべきだ　　　　　1

　いくら心配でも会議に

　　出席しなければならない　　2

　その他（具体的に言う．）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

問42．　（問42のカードを見せながら）

　　　同41の話でBさんはAさんの養父だと

　　　仮定したが、　もし実父だとすればAさ

　　　んはどうすべきだろうか．

　　　　全部忘れてすぐBさんの所に

　　　　　かけつけるべきだ　　　　　1

　　　　いくら心配で一も会議に

　出席しなければならない

その他（具体的に言う）

わからない
2
3
9問43．　（問43のカードを見せながら）

　　　この下に人間と自然の関係について三

　　　つの意見が書かれている。　その内のど

　　　れが一番真実に近いと思うか。

　　　　幸せになる為に人間は自然に

　順応しなければならない

幸せになる為に人間は自然を

　利用すべきだ

幸せになる為に人聞は自然を

　支配すべきだ

その他（具体的に言う）

わからない

1

2

3
4
9問44．　（問44のカードを見せながら）

　　　下記の中でどれに一番賛成できるか．



i　問45・E
I
I
I

幽
1

国の進歩は個々人を幸せに

　する事によってのみ可能だ

国が進歩すればこそ個々人は

　幸せになる

国の進歩と個人の幸せは

　結果的に同じことだ

その他（具体的に言う）

わからない

1

2

3
4
9（問45のカードを見せながら）

下記の項目の中で、　一番大事な項目は

どれか．

　　　　　　　　　　　はい　 いいえ

　両親に対する愛情と

　　敬い　　　　　　　　1　　0

　過去に助けてくれた

　　人に対する恩返し　　1　　0

　個人の権利を尊重　　　1　　0

　個人の自由を尊重　　　1　　0

　その他

（具体的に言うこと）　1

わからない　　　　　　9

間46．　（間46のカードを見せながら）

　　　下記に描かれている人物の中で、

　　　の同僚としてはどちらが好きか。

　　　　仕事の能力はそれほどないが、

　　　　　性格がやさしいし、　場合に

　　　　　よって力になってくれる

　　　　　Sさん

　　　　他人の心配や悩みに無関心だ

　　　　　が仕廓ができるTさん

　　　　わからない

0
9
仕事

1

2
9

問47．下記の2っの人柄でどちらが好きか。

　　　　何らかの決定をする時に

　　　　　他人の台長を得るよりも

　　　　　自分の理念に敏することが

　　　　　一番重要だと思う人　　　　 1

　　　　何らかの決定をする時に



b。

W

自分の理念に徹するよりも

　他人との協調を重んじる人　2

その他（具体的に言う）　　　3

わからない　　　　　　　　　9

問48．　（問48のカードを見せながら）

あなたが会社の社長になったとしよう。

会社でもう・・一一人採用する事になり、　多

くの応募者の中にあなたの親戚も一人

もいる．　人事部長が言うには、　候補者

を採用するに当たって試験の成績で2

位になったその親戚を雇っても、　1位

になった人・を雇っても、　何も違いがな

い。　あなたならこのケースをどうする

かe

　1位になった応募者を雇う　　1

　親戚を雇う　　　　　　　　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

間49．　（問49のカードを見せながら）

　　　問48のケースでは2位になった人はあ

　　　なたの親戚と仮定した。　だがその人が

　　　恩人の息子であればどうするか．

　　　　1位になった応募者を雇う　　1

　　　　恩人の息子を雇う　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問50．　（問50のカードを見せながら）

　　　あなたが働いている会社には2タイプ

　　　の上司がいるとしよう。　このカードに

　　　番かれている内でどちらが好きか。

　　　　会社の規則を順守し、　非常識

　　　　　な仕事は求めないが仕事以

　　　　　外ではあなたのために何も

　　　　　力を貸してくれない上司　　1

　　　　会社の規則に反していても時

　　　　　々色々な仕事を求めるが、

　　　　　仕事以外でも面飼を見てく



b。

W

　れる上司

その他（具体的に言う）

わからない
2
3
9問51．　一般に人間は他人に力を貸すか、　それ

　　　とも自分の利益だけ守って自分にしか

　　　関心を持たないと思うか．

　　　　他人を助けようとする　　　　1

　　　　自分にしか関心がない　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

間52．一般に人間’は歌会さえあればあなたに

　　　つけこむと思うか、　それとも正直に振

　　　る舞うと思うか。

　　　　つけこむと思う　　　　　　　1

　　　　正直に行動する　　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問53．一般的にはほとんどの人々は信用して

　　　もよいか、　それとも警戒した方がよい

　　　か。

　　　　信用してよい　　　　　　　　 1

　　　　警戒した方がよい　　　　　　2

　　　　その他（具体的に言う）　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

　　　　　Sk〆曜Pぐ・ぞ
問54・（問，paf・カードを見せながら）

これからある人たちが今日の世の中に

ついて言った事を読み上げる．　どれだ

け各々の発言に賛成か言ってください。

《聯ずフ読古♪ち7鑓ミ・為セ儒



b。

n
↓

と　や　あ成全で解

て　や　までくきら

も賛賛　りき賛ずな

　成成　賛ず成　い

一ほとんどの人々は他

　人を助ける為にあら

　ゆる事を試みる　　　1　2

一私が住んでいる近所

　の人達は人間と人閥

　のつながりが強い　　1　2

一今日では日毎の暮ら

　し方をし、　明日の事

　を心配すべきで一な貢　’1　2

一お金の稼ぎ方はかせ

　ぐ金額よりも大事だ　 1　2
一今日では私のような

　人間はしばしば一人

　ぼっちで社会から締

　め出されている　　　1　2

3　　4　 9

3　　4　 9

3　　4　 9

3　 4　 9

3　4　9一

問55．科学の発明とその応屠は、　どれだけ日

　　　常生活を良くすると思うか。

　　　　かなり良くすると思う　　　　1

　　　　少し良くすると思う　　　　　2

　　　　役に立たないと思う　　　　　3

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問56．　将来、　情報化の普及で日常生活の諸側

　　　面に変貌をもたらすと思われるが、　こ

　　　のような変化はあなたにとってどうで

　　　あるか。

　　　　歓迎すべきこと　　　　　　　1

　　　　歓迎すべきでないが

　　　　　回避できないこと　　　　　2

　　　　不愉快で危険をはらむこと　　3

　　　　わからない（読まないこと）　9

問57．　（問57のカードを見せながら）

　　　ここに書かれている諸文章についてど

　　　う思うか。　各々についてカードに記さ



bo
n
c
。

れている回答を一つだけ選んでくださ

い（一項目にっき一つの回答のみ）．

と成ま賛あ成全で解

て　あ成までくきら

も　ま　りき賛ずな

賛　あ　念ず成　い

現代医学では知られてい

ない療法で一番よい治療

ができる病気がある　　1

いずれ科学の進歩により

人閥の頭脳の働き一が完全1

に解明されるだろう

今日我々が直面している

経済・社会諸間籾はいず

れ科学技術の進歩によっ

て解決されるだろう

2　　3　　4　 5

1　 2　 3　 4　 5

1　2　3　4　5

問58．　問58のカードを見せながら）

　　　下記に記されている項目は、　これから

　　　の25年冬間にどれだけ実現されるだ

　　　ろうか。　カーF．に書いてある回答のう

　　　ち一つを選んでください（一項目につ

　　　き一つの回答のみ）．

　　　　　　　　　　確　　可率　確な　わ

　　　　　　　　　　睾　　 能が　率い　か

　　　　　　　　　　が　　だ低　が　　ら

　　　　　　　　　　高　　 がい　全　　な

　　　　　　　　　　い　　 確　　 く　　　い

核廃棄物の安全

　処理法

もっとも普及し

　ている痛の治療

老人痴呆の治療

宇宙基地での生活

1

－
↓
－
↑
ム

2

2
2
2

3

3
3
3

4

4
4
4



卜。

W

間59．省エネの議論が活発だが、　この問題に

　　　ついてあなたはどう思うか。

　　　　とても重要な問題ξ　　　　　1

　　　　重要な問題だ　　　　　　　2

　　　　あまり重要な問題でない　　　3

　　　　全く重要な問題でない　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問60．環境保護はあなたにとってどの程度の

　　　問題か．

　　　　とても重要な問題だ　　　　　1

　　　　重要な問題だ　　　　　　　 2

　　　　あまり重要な問題でない　　　3

　　　　全く重要な問題でない　　　　4

　　　　わからない（読まないこと）　9

問61．イタリア文化を考えるとき、　何が頭に

　　　浮かんでくるか。　思い出す事をすべて

　　　言ってください。

　　　（うながす）それから？

問61－1．　（問61－1のカードを見せながら）

　　　　A）このカードに記されている項目

　　　　　　で子供にとって好ましいと思う

　　　　　　3項目を指定してください。

　　　　B）この3っのうち、　どれが一番好

　　　　　　ましいか。

　　　　　　　　　　　　　一番好

　　　　　　　　　　　　　ましい

　　　　　　　　　　　　　三項目

行儀よくすること　　　　　　2

努力すること　　　　　　　　2

正直なこと　　　　　　　　　2

清潔で整理整頓していること　2

常識と識別力のあること　　　2

自制心のあること　　　　　　2

男の子は男の子らしく女の子

一番好

ましい

一項目

　1

　’1

　1

　1

　1

　1



“。

黶
Z

　は女の子らしく振る舞うこと2

ほかの子供と仲よくすること　2

両親の言うことをよく聞くこと2

責任感があること　　　　　　2

他の子供に対して気を配ること2

色々な出来事の理由などに

　興味を抱くこと　　　　　　2

まじめに勉強していること　　2

わからない　　　　　　　　 9

ー
ム
ー
ー
ム
ー
▲
－
▲

1
1
6
9問61－2．　（問61－2のカードを見せながら）

　　　　多くの人は人生の意味は何かと問い

　　　　かけてい・る．　このカードに複数の意

　　　　見が記されている。　カードのスケー

　　　　ルに基づいて各々の意見についてど

　　　　れがあなたの考え方に一番近いか．

A）自分の人生に自分が意味を見いださない

　　限り、　意味はあまりない．

　　　1）完全に同意できる　　　　　1

　　　2）かなり同意できる　　　　　2

　　　3）はっきりとした意見がない

　　　4）あまり同意できない

　　　5）全然同意できない

　　　6）考えたことがない

　　　9）わからない

B）私にとって人生には意味がない。

　　　1）完全に同意できる

　　　2）かなり同意できる

　　　3）はっきりとした意見がない

　　　4）あまり同意できない

　　　5）全然同意できない

　　　6）考えたことがない

　　　9）わからない

3
4
5
6
91
2
3
4
5
6
9

C）人生にははっきりとした意味があり、

　　ある一定の原則に基づいているはずだ。

　　　1）完全に同意できる　　　　　
1

　　　2）かなり同意できる　　　　　2

　　　3）はっきりとした意見がない　 3

　　　4）あまり同意できない　　　　4

　　　5）全然同意できない　　　　　5



N
二

6）考えたことがない

9）わからない
ハ
◎
9

問61－3．　イタリアの他の人々　と比べ、　あなた

　　　　は世の中から当然受けるべき利益や

　　　　取扱いを受けているか、　あるいは本

　　　　来受けるべきよりも多く、　もしくは

　　　　少なく受けていますか。

　　　　　　　　　はい

適正　　　　　　　　1

適正より多く

　もらっている　　　1

遮正よりやや少ない　1

適正よりうんと少ない1

わからない　　　　　9

いいえ

　o

0
0
0
9

閥61。4．　（問61－4のカードを見せながら）

　　　　あなたと異なる意見、　宗教、　価値観、

　　　　主義を持つ人と一緒にいることは、

　　　　あなたにとってどういうことか。

大変不愉快

かなり不愉快

あまり不愉快でない

不愉快でない

わからない

1

2
3
4
9

問61－5．　（問61－5のカードを見せながら）

　　　　このカードに色々な人のタイプが記

　　　　されている。　近所の隣人としてはど

　　　　のタイプが好ましくないと思うか

　　　　（複数の回答も可能）。

　　　　　　　　　　　　　　思う　思わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ない

前科のある人

異人種の人

学生

左翼の過激派

未婚の母親

酒飲み

右翼の過激派

ー
ム
ー
－
▲
1
1
¶
⊥
「
⊥

0
0
0
0
0
0
0



大家族　　　　　　 1

情緒不安の人　　　　1

新興宗教のメンバー達1

外国人労働者

　その他の移民　　　1

これと異なる

　タイプの人’　　　1

0
0
0
o

o

わからない 9

問61－7．近い将来、　下に書かれているような

　　　　変化があなたの生活に起こるかも知

　　　　れない。　あなたにとってこれはよい

　　　　か悪いか、　それともどちらとも言え

　　　　ないようなことか。

b。
黷
ﾒ
。

問61－6．　ご意見を聞かせてください。　Aさん

　　　　とBさんは同じ年齢で同じ仕事をし

　　　　ているOしだが、　Aさんは毎月10

　　　　万リラづっ多くもらっている。　それ

　　　　を知った一Bざんは、　上司に文句を言

　　　　つたが、　上司が言うにはAさんはも

　　　　つと仕事が早く、　もっと能力があり、

　　　　もっと頼りになるからそれでいいと

　　　　答えた。　あなたにとってこれは正し

　　　　いことか。

　　　　正しい　　　　　　　　　　　1

　　　　正しくない　　　　　　　　 2

良い　悪い　どちらで

　　　　　　もない

お金や物質的裕福に感　1

　心が薄くなる

自分にとっては仕事の　 1

　重要性が少なくなる

技術の進歩にもっと感　 1

　心を持つ

個人の道徳にもっと感　 1

　心を持つ

権威に対する尊敬をも　1

　つと強く感じる

2

2

2

2

2

3

ハ
O

3

3

3



b。
黷
f
。

寧庭生活にもっと重要　 1

　性を感じる

よりシンプルで自然な　1

　生き方をする

2

2

3

3

では宗教に移ろう。

問62一A．　あなたは自分が宗教に属していると

　　　　思うか．

　　　　思う　　　　　　　　　　　 1

　　　　思わない　　　　　　　　　　2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問62－B．　そう思うならどの宗教に属している

　　　　か．

　　　　カトリック教　　　　　　　　1

　　　　プロテスタント教　　　　　　2

　　　　（バプティスト派、　メソディ

　　　　　スト派、　ルーテル派を含む）

問63．

問64．

ユダヤ教

回教

その他（具体的に言う）

わからない

3
4
5
9

どの宗教に属するかは別にして、　信仰

することは重要だと思うか。

　そう思う　　　　　　　　　　 1

　そう思わない　　　　　　　　 2

　その他（具体的に言う）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9

一部の人は、　世界には隷々な宗教があ

るが、　信仰が違ってもほとんどの教え

は同様のものであると思っている。　あ

なたはこれに登成か。

　賛成　　　　　　　　　　　　1

　賛成でない　　　　　　　　　2

　その他（具体的に言う）　　　3

　わからない　　　　　　　　　9



問65．　（問65のカードを見せながら）

　　　政治の話ではよく右と左という言葉を

　　　使う．　あなたは下のスケールのどの位

　　　置に自分を置くか．

右

123456789　10

左

’

ES

心
1
　　問66．

答えない

わからない

－
凸
9

政治にどれだけ興味をもっているか

（読むこと）．

　大いに興味がある　　　　　　1

　かなり興味がある　　　　　　2

　あまり興味がない　　　　　　3

　全然興味がない　　　　　　　 4

　わからない　　　　　　　　　g

問67．　下に記されている政治的主義に対する

　　　あなたの意見を述べてください．

民主主義

資本主義

社会主義

自由主義

至
嘱

1
1
1
ゐ
一

場
合
に
よ
る
2
2
2
2

不
費
成

3
3
3
3

わ
か
ら
な
い
4
4
4
4

問68．一般的にイタリアの民主主義について

　　　どう思うか（読むこと）。

　　　　大変満足　　　　　　　　　　1

　　　　やや満足　　　　　　　　　　2

　　　　あまり満足していない　　　　3

　　　　全く満足していない　　　　 4

　　　　わからない（読まないこと）　9



問69．あなたの知識では、　イタリアの司法制

　　　度はうまく働いていると思うか（読む

　　　こと）．

　　　　大変うまく働いている　　　　 1

　　　　かなりうまく働いている　　　 2

　　　　かなり悪く働いている　　　　3

　　　　ちっとも良く働いていない　　4

　　　　わからない　　　　　　　　　9
　
　
広

　
　
7

　
　
間

一
b
。
ま
一

（問70のカードを見せながら）

このカードに労使関係に関する定義が

書いてある。　どちらがあなたの意見に

より近いか．

　経営側と労働者側の利害関係

　は相反しているので労使関係

　に対立が生じるのは当たり前　1

　経営者と労働者の利害は結果

　的に一致している．　なぜなら

　会社が儲かればもっと高い給

　料だ出せるからだ。　だから双

方が協力すべきだ。

わからない 2
9

問71．　（問71のカードを見せながら》

　　　このカードには我々が生きている社会

　　　に対する3っの意見が記されている。

　　　この中であなたの意見に一番近い定義

　　　を選んでください（答は一つのみ）。

　　　　革命によって我々の社会の

　　　　仕組みを抜本的に変えるべ

きだ．

我々の社会は徐々に革新的

な方法で改善すべきだ．

我々は社会を勇気を持って

あらゆる過激勢力から守る

べきだ．

わからない

1

2

3
9



N
一
①

問72A．イタリア社会には抜本的な改：革をもた

　　　らす必要があるか．

　　　　ある　　　　　　　　　　　　1

　　　　ない　　　　　　　　　　　　 2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問72B．あなたの希望では、　社会を変える為に

　　　は段階的な改革渉よいか、　それとも急

　　　進的な変革がよいのか。

　　　　段階的な改革　　　　　　　　1

　　　　急進的な変革　　　　　　　　2

　　　　わからない　　　　　　　　　9

問73．　あなたはどの政党を支持するか。

　　　　キリスト教民主党（PC＞

　　　　左翼民主党　　　 （ep∫）

　　　　共産主義再生党
　　　　社会党　　　　　 （・ppr）

イタリア社会運動　（ハ田一pg

共和党 ⊂Ppり

謎の巳bゆ傾

s

01　（葛

02臼
03楓
04鼠
05伺
06n

民社党　　　　（Ps　Pl）　　　07扇

グリーン諸党←齢帆劇ρ　・8

急進党　　　（㈲　　。gx（参
自由党　　　　　（PL工）　　　10臼

プロレタリアート民主党（叶）11Xツ↓

南チロル国民党　　 （sopp♪　12＠

独立左翼党　　　　　　　　 13♪CfL，

ロンバルディア同盟　　　　14i募

サルディニア行動党　　　　15）ぐ

その他　　　　　　　　　　 16
どの政党も支持しない　　　17

答を差し控える　　　　　　18

わからない　　　　　　　　 99

問74．　あなたはこの政党を強く支持するか、

　　　それともややの支持か。　また、　全く支

　　　持しないか。

　　　　強く支持する　　　　　　　　1

　　　　やや支持する　　　　　　　　2

　　　　あまり支持しない　　　　　　3



卜。

わからない
9

問75A．（間75Aのカードを見せながら）

　　　このカードに温度計があるが、　これは

　　　O度から100度まで行く。　これを使

　　　って、　各政党に対する支持度をしるし

　　　てください．　なお、　50度というのは

　　　中間的．な考え方を示す．　支持する場合

　　　50度から上の方へ行く。　不支持の政

党に対しては50度以下の温度にする・

最初はキリスト民主党から始めましよ

う（すべての政党名を読むこと〉．

　　　　　　　　　　　　　　温度

　キリスト教民主党

　左闘民主党

　共産主義再生党

　社会党

　イタリア社会運動

　ロンバルディア同盟

　その他

わからない

誓約

999

このインタビューは私自身の支持、　及びAI

SMメンバー機関とインタビュアーの笛力闘

係を定める諸規制に従って行われたものであ
る。

私は仕事の俵群書に添付されている同上の諸

規則の内容を全て心得ている。

特に第1341条項及び第1342条項に関
して、　ここに含まれている第8、　第9及び第

11条の内容に同意する。

インタビュー実施日　インタビュアーの署名



5）イタリア調査票第二版の日本語再翻訳と本来の日本語調査票との比較によりイタリア

　　調査票第三版作成

RM　1345
Codice　paese
Ricerca　n．

N．　questionario

Scheda

1－8－l

Ll－L3“L4－L5－1

LLLLIl－1

DOM，1 RtSPErTO　A　DIECI　ANNI　FA，しEl　RtTtENE　CHE　COMPLESSIVAMENTE　IL　TENORE　DI　VITA　DEGU
ITAUANI　SIA，，．．”．．　（Leggere）

．　Decisamente　migliorato

，　Leggermente　migliorato

．　PiO　o　meno　lo　stesso

．　Leggermente　peggiorato

．　Decisamente　peggiorato

．Non　so　（non　leggere）

6
1
2
3
4
5
9

DOM．2 IN　CONFRONTO　A　DIECI　ANNI　FA　IL　SYQ－TENORE　DI　VITA　E’．．．．．．　（Leggere）

．　Decisamente　migliorato

，　Leggermente　migliorato

．　Pith　o　meno　lo　stesso

．　Leggermente　peggiorato

．　Decisamente　peggiorato

．　Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
5
9

DOM．3 NEI　PR IMI　CI ANNI　LEI　PENSA　CHE三IL鋤⊇TENORE　DI　VITA　SARA∵＿（Leggere）

．　Decisamente　migliore

．　Leggermente　migliore

．　PiO　o　meno　lo　stesso

．　Leggermente　peggiore

．　Decisamente　peggiore

．Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
5
9

DOM．4 1N　GENERALE　LEI　PENSA　CHEしA　GENTE　SARA’PIU’FEUCE　O　MENO　FELICE　DI　QUANTO　LO　SIA
A’T－rUALMENTE？

PiO　telice

Meno　felice

Piab　e　meno　come　adesso

Altro　（specificare）

Non　so

1
2
3
8
9

DOM，5 PENSANDO　ALLAしORO　SERENITA’，　LEI　PEiNSA　CHEAUMENTERA’ODIMINUIRA’？

．　Aumentera

Diminuira

．　Rimarra　invariata

Altro　（speciticare）

Non　so

1
2
3
8
9

DOM．6 EPENS〈NDO　AししくLIBERT〈’DELL’INDIVIDUO，　LEI　PENS〈CHE　AUMENTER〈’ODIMINUIR〈’？

Aumenterii
．　Diminuira

Non　cambierii

Altro　〈speci｛icare）

Non　so

1
2
3
8
9
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DOM．7 LEI　PENSA　CHE　IN　FUTURO　LO　STATO　DI　SALUTE　DELLE　PERSONE　MIGLIORERA’　O　PEGGIORERA・？

．Migliorera　1．Peggiorera　2．Non　cambiera　3．Altro　（specificare）一　8

．　Non　so　9DOM．8 （Mostrare　ca　rtellino　dom．　8）

Sl　DISCUTE　MOLTO　IN　QUESTI　GIORNI　SU　QUALI　OBIErrlVI　DOVREBBE　CERCARE　DI
RAGGIUNGERE　IL　NOSTRO　PAESE　NEI　PROSSIMI　10　O　15　ANNI．　SU　QUESTO　CARTELLINO　SONO
ELENCATI　DEGLI　OBIErTIVI　A　CUI，　SECONDO　VARIE　PERSONE，　DOVREBBE　ESSERE　DA丁A　LA
PRIORITA’　ASSOLUTA　MI　PUO’　DIRE　QUAL　E’　CHE　LEI　GIUDICA　IL　PIU’　IMPORTANTE？　（Una　sola

risposta　per　colonna）　E　QUALE　SCEGLIEREBBE　PER　SECONDO？

．　Mantenimento　dell’ordine　nel　paese

．　Aumentare　la　partecipazione　dei　cittadini　nelle

decisioni　di　governo

．　Combattere　1’aumento　dei　prezzi

．　Garantire　la　liberta　di　parola

．　Non　so

OBIErrlVI　PIU’　IMPORTANTI

　1’　posto　2’　posto

　　　1　　　　　　1

2
3
4
q
》

2
（
φ
4
Q
》

DOM．9 （Mestrare　ca　rteltino　dom．　9）

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO　MI　DICA　FINO　A　CHE　PUNTO　SI　PREOCCUPA　PER　SE
STESSO　E　PER　LA　SUA　FAMIGLIA　IN　MERITO　A　OUANTO　SEGUE：　（Leggere　una　voce　alla　volta）

，　Una　grave　malattia

．　Un　incidente　d’auto

La　disoccupazione
La　guerra

lncidenti　nelle　centrali　nucleari

Molto

　1

　1

　1

　1

　1

Abbastanza

2
（
∠
2
ハ
∠
2

OC

O
3
3
3
3
3

P Per　niente　Non　so

　　4　　　　　9

　　4　　　　　9

　　4　　　　　9
　　4　　　　　9

　　4　　　　　9

DOM．10　MANCA

DOM．11 RISPETTO　AししA　MEDIA　DELLE　PERSONE，　LEI　DIREBB∈DI　ESSERE　IN　GENERE　PIU’OMENO
DISPOSTO　A　RISPET一「AREしA　MEMORiA　DEI　SUOI　ANTENATI？

，PiO　deHa　media　1．Meno　della　media　2
．Nella　media　3．　Altro　（specificare）　一　8

．　Non　so　9DOM．12　　NELじIMPOSSIBILITAo　DI　AVERE　FIGL1，　RITIENE　SIA　GIUSTO　FAR　RICORSO　ALL’ADOZIONEi，　ANCHE

　　　　　　　IN　ASSENZA　DI　LEGAMI　DI　SANGUE，　AL　FINE　DI　GARANTIRE　LA　CONTINUITA’　DELLA　LINEA　DI

　　　　　　　DISCENDENZA　FAMILIARE，　O　AL　CONTRARIO　RITIENE　SIA　MEGLIO　INTERROMPERE　LA
　　　　　　　DISCENDENZA？

　　　　　　　Giusto　ricorrere　all’adozione　1
　　　　　　　，Meglio　interrompere　la　discendenza　2
　　　　　　　，Dipende　dalle　circostanze　3
　　　　　　　．　Altro　（specificare）　v　8

　　　　　　　Non　so　9
DO　M．　13 SECONDO　LEi　QUAL’E’　IL　NUMERO　IDEALE　DI　FIGU　IN　UNA　FAMIGLIA？　（Non　leggere）

，　Uno

，　Due

Tre

．　Quattro

Cinque
Piu’　di　cinque

Nessuno
Dipende，　non　c’di　nurnero　ideale

，　Non　so

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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DOM．14 DURANTE　LE　ULTIME　QUATTRO　SEIHi－IMANE　HA　SOFFERTO　DI．．．．．．．．．．　？　（Leggere　uno　alla　volta＞

．　Mal　di　testa／emicrania

．　Mal　di　schiena

．　Nervosismi

．　Stato　depressivo

．　lnsonnia

1
1
1
1
1

1N＞！9

2
2
2
2
2

蜘
Q
）
9
9
9
9

DOM，15 IN　RAPPORTO　AししA　SUA　EiTA’，　QUANTO　Ei’SODDISFATTO！A　DEL　SUO　STATO　DI　SALUTE？LEl
DIREBBE　DI　ESSERE　．．．．．．，　（leggere）

，　Molto　soddisfatto／a

．　Abbastanza　soddisfatto／a

Abbastanza　insoddisfattola
．　Molto　insoddisfattola

Non　so

1

2
3

4

9　〈non　teggere）

DO　M．　16 （Mostrare　cartel巾。　dom．16）

TUTTO　CONSIDERATO　COME　DEFINIREBBE　IL　SUO　AITUALE　TENORE　DI　VITA？　RISPONDA　CON
L’AIUTO　DELしA　PRESENTE　SCALA　DOVE　l　SIGNIFICA　IL　LIVELLO　PIU。　ALTO　E　5　QUELしO　PIU’

BASSO．

．　Alto

．　Medio－alto

．　Medjo

．　Medio　basso

．　Basso

．　Non　so

’
1
2
3
4
【
》
Q
り

DO　M．　17 SE　DOVESSE　SCEGLIERE，　COSA　PREFERIREBBE　TRA　．．．．．，．．．．．　（leggere，　una　sola　risposta＞

．　Avere　pia　denaro

，　Avere　piO　tempo　libero　a　disposizione

．　Non　so　（non　leggere）

－
・
2
Q
）

DO　M．　18 SE　AVESSE　DENARO　SUFFICIENTE　PER　VIVERE　IL　RESTO　DELLA　VITA
COMODAMEiNTEしE　PIACE，　CONTINUEREBBE　A　LAVORARE　O　SMETTEREBBE？

QUANTO　PIU’

．　Continuerei　a　lavorare

，　Smetterei　di　lavorare

，　Altro　（specificare）

，　Non　so

－
・
2
8
9

DO　M．　19 （Mostrare　cartellino　dom，　19）

QUALE　TRA　LE　DUE　AFFERMAZIONI　PRESENTI　SUL　CARTELLINO　SI　AVVICINA　MAGGIORMENTE
ALLA　SUA　OPINIONE？

lndipendentemenle　da　quanto　denaro　uno　abbia，

la　vila　senza　lavoro　e　senza　senso

Finchb　ci　sono　i　soldi，　la　vila　ha　un　senso　anche

senza　un　lavoro

Non　so

1

2
9
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DOM．20　（Mostrare　cartellino　dom．20）

　　　　　　　SU　QUESTO　CARTELLINO　SONO　ELENCATE　ALCUNE　COSE　CHE　LA　GENTE　PRENDE　［N
　　　　　　　CONSIDERAZIONE　IN　RELAZIONE　AL　PROPRIO　LAVORO．　LEI　PERSONALMENTE　QUALE　PORREBBE
　　　　　　　AL　PRIMO　POSTO？　（Una　sola　risposta）

Un　buono　stipendio　per　non　avere　preoccupazioni　monetarie　1

Un　lavoro　sicuro　senza　rischio　di　cessazione　di　attivita　o　di

disoccupazione　2Lavorare　con　persone　che　le　piacciono　3
Fare　un　lavoro　impo　rtante　che　le　dia　un　senso　di

appagamento　4Altro　（specificare）一　8

Non　so　9DOM．　21

DOM．　22

DO　M．　23

NELL’ORGANIZZAZIONE　DELLA　SUA　SEITIMANA，　ACCADE　TALVOLTA　CHE　IL　LAVORO　iNTRALCI　LA
SUA　VITA　PRIVATA　O　FAM旧ARE？

si

No
Non　lavora
．　Non　so

1
2
3
9

（Mostrare　cartellino　dom．　22＞

CI　SONO　DIVERSI　ATTEGGIAMENTI　NEI　CONFRONTI　DEししA　VITA．　QUAしE　DELLE　SEGUENTl
AFFERMAZIONI　SI　AVVICINA　MAGGIORMENTE　AL　SUO　MODO　DI　VIVERE？　（Solo　una　risposta）

Lavorare　sodo　e　diventare　ricco　1
Studiare　seriamente　e　tarsi　un　nome　2
Non　pensare　ne　ai　soidi　ne　al　svccesso，　ma　vivere　secondo

ipropri　gusti　3Vivere　alla　giornata　allegramente　e　senza　pensieri　4
Resistere　a　tutte　le　insidie　del　mondo　e　condurre　una　vita

pura　e　giusta　5Mai　pensare　a　se　stesso，　consacrarsi　interamente　al　bene

delia　societa　6Altro　（specificare）　一　8

Non　so　9COSA　NE　PENSA　DELLA　QUALITA’　DELLA　VITA　NELLA　ZONA　IN　CUI　RISIEDE？　（Leggere）　LEI　SI
DIREBBE，．．．．．

Molto　soddisfatto／a

．　Abbastanza　soddisfatto／a

Abbastanza　insoddisfatto／a

Molto　insoddisfattola

Non　so　（non　leggere）

－
（
ζ
3
4
q
り

DOM．24A　（Mostrare　cartellino　dom．24）

　　　　　　　AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTEしLINO，　Ml　PUO’DIRE　FINO　A　CHE　PUNTO　RAPPR［…SENTANO　UN

　　　　　　　PROBLEMA　DI　SICUREZZA　NEL　SUO　QUARTIERE　1　SEGUENTI　PUNTIi　INIZIAMO　CON　1　FURTI．
　　　　　　　QUANTO　E’　SERIO　QUESTO　PROBLEMA？

DOM．　24B （Lasciare　il　cartellino　dom．　24）

EしASICUREZZA　PERSON〈しE，　COME　AD　ESEMPjO　LE　AGGRESSIONI？QU〈NTO　E’SERIO　QUESTO
PROBLEMA　Nr：L　SUO　QUARTIF－RE？

Unprobloma　Un　Non　6　un　Non　b　Non　so
　　serio　problema　problema　affatto　un
　　　　　　　　　　　　　　　　　　serio　problenia

24A　Furti

24B　Sicurezza　personalG／

　　　aggressioni

1

1

2

2

3 4

4

9

9
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DOM．　25 〈Mostrare　cartellino　dom．　25）

しE…ICONOSCE　LA　FAVOLA　DELLA　CICALA　E　LA　FORMICA？しA　CICALA，　DOPO　AVER　CANTATO　TUTTA
じESTAT∈，　ALL●ARRIVO　DELL’INVERNO　NON　AVEVA　NIENT∈DA　MANGIARE，　ALLORA　VA　A　CHIEDERE
AIUTO　ALLA　FORMICA　CHE　AVEVA　LAVORATO　TU丁TA　L’ESTATE．　LA　FORMICA　AVREBBE　POTUTO
DARE　UNA　DELLE　DUE　RISPOSTE　CHE　LEGGE　SUしPRESENTE　CARTELUNO．　QUALE　DEししE　DUE
RISPOSTE　SCEGLIEREBBE　COME　CONCLUSIONE　DELLA　STORIA？

，しaformica　manda　via　la　cicala　dicendo　che　ha　avuto　ci6

che　si　merita 1

．しa　tormica　prima　fa　la　mora［e　alla　cicala　dicendo　”sei　in　torto

perche　sei　stata　pigra，　dovresti　lavorare　di　piu’　”　e　poi　spartisce

con　lei　il　cibo　2
．　Altro　（specificare） 8

．　Non　so 9

DOM．26A　QUAじE’PERしElしA　COSA　PIU。　IMPORTANTE　NELLA　VITA？MENEDICA　SOLAMENTE　UNA．

，　Non　so 9

DOM．　26B QUALI　ALTRE　GOSE　SONO　MOLTO　IMPOR丁ANTI　PER　LEI？NE　PUO’MENZIONARE　QUANTE
DESIDERA．　Sollecitare：　E　ALTRO？

．　Non　so 9

DO　M．　27 （Mostrare　cartellino　dom．　27）

USANDO　LA　SCAしA　SUL　CARTELUNO　MI　PUO’DIR∈QUANTO　E’IMPORTANTE　SECONDOしEl　OGNI
SINGOしA　VOCE？（Leggere　una　voce　alla　vo既a）

・しaSua　tamig「ia　O　tigli　Se　ne　ha

，　La　carriera　ed　il　lavoro

．　ll　tempo　libero　e　gli　svaghi

．　Amici　e　conoscenti

Per　niente

importante

，　Genitori，　frateM，　sorelle　ed　aitri　parenti

．　La　religione　e　la　chiesa

．　La　politica

1
1
1
4
1
1
4
願
4
1

2
（
∠
ハ
∠
2
2
（
∠
2

3
3
3
3
3
0
》
3

4
4
」
4
」
4
4
4
d
コ

に
」
5
5
5
【
」
に
」
π
」

ハ
◎
【
◎
6
6
ハ
◎
ハ
◎
ハ
◎

　Molto　Non
importante　so

7
7
「
7
7
7
「
7
「
7

9
9
9
9
9
9
9

OO　M．　28 （Mostrare　cartellino　dom．　28）

TUTTO　CONSIDERATO，　QUANTO　E’SODDISFArTO！A　DEiししA　SUA　VITA　FAMIUARE・CIOE’1L　TEMPO
CHE　TRASCORRE　E　LE　COSE　CHE　FA　CON　LE　PERSONE　DELLA　SUA　FAMIGUA？　Ml　RISPONDA
AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO，

．　Molto　soddistatto／a

．　Abbastanza　soddistattola

．　Ne　soddistatto　nfi｝　insoddisfa”o／a

．　Abbastanza　insoddisfatto！a

．　Molto　insoddistattola

Non　so

1
2
3
4
5
9
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DOM．29　（Lasciare　cartetlino　dom．28）

　　　　　　　ORA　LE　VORREi　CHIEDERE　QUALCOSA　SULLA　SUA　VITA　IN　GENERAしE．　QUANTO　E’
　　　　　　　SODDISFATTO／A　DELLA　SUA　VITA　IN　QUESTO　PERiODO？Ml　RISPONDA　UTILIZZANDO　LO　STESSO
　　　　　　　CARTEしLINO．

．　Molto　soddisfatto／a

．　Abbastanza　soddisfattola

．　Ne　soddisfatto　ne　insoddistatto／a

．　Abbastanza　insoddisfattola

．　Molto　insoddisfatto／a

．　Non　so

1
2
3
4
5
◎
》

DOM．　30　SE　PENSA　ALLE　PERSONE　DI　SUCCESSO　NELLA　SOCIETA’　ODIERNA，　CHE　COSA　SECONDO　LEI　HA
　　　　　　　GIOCATO　IL　RUOLO　PIU’　IMPORTANTE　PER　LA　LORO　RIUSCITA？　LA　LORO　ABILITA’　E　l　LORO
　　　　　　　SFORZI　OPPURE　LA　FORTUNA　E　IL　CASO？

．じabilit自egli　sforzi

．La　tortuna　ed　il　caso

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

1
2
◎
U
∩
コ

DOM．　31 （Mostrare　cartellino　dom，　31）

QUALE　TRA　LE　OPINIONI　ELENCATE　SUしPRES∈NTE　CARTELUNO　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE
AししA　SUA　OPINIONE　IN　MERITO　ALLA　SEGUENTE　AFFERMAZIONE？”QUANDOしO　STATO　AIUTA　LE
FAMIGUE　IL　CUI　REDDITO　E’　INSUFFICIENTE．“．”

．　Da　ioro　la　possibilita　di　vivere

．　Toglie　loro　il　senso　di　responsabilita

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
9
」
R
》
◎
》

DOM．32　　AしCUNI　DICONO　CHE　CON　lしPROGREDIRE　DEししA　SCIENZA　E　DELLA　TECNOLOGIA，　LA　VITA
　　　　　　　DIVENTA　SEMPRE　PIU’　COMODA，　MA　ALLO　STESSO　TEMPO　LA　RENDE　PIU’　INUMANA．　LEI　E’
　　　　　　　D’ACCORDO　O　MENO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　indecisoldipende　（spontaneo）

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

－
・
（
4
ハ
j
n
◎
Q
》

DOM．　33　ALCUNI　SONO　DELL’AVVISO　CHE　SIN　DALLA　SCUOLA　ELEMENTARE　AI　BAMBINI　DEBBA　ESSERE
　　　　　　　INSEGNATO　CHE　1　SOLDI　SONO　UNA　DELLE　COSE　PIU’　IMPORTANTI　DELLA　VITA．　LEI　E’　D’ACCORDO

　　　　　　　OPPURE　NO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　lndeciso／dipende　（spontaneo）

．　Aitro　〈speciticare＞

．　Non　so

1
2
3
8
9

DOM．34　SECONDO　ALCUNE　PERSONE　SE　NOI　AVESSIMO　DEGLI　ECCELLENTI　CAPI　POUTICI　DOVREMMO，
　　　　　　　PER　lし　BENE　DEL　NOSTRO　PAεSE，　AVERE　PIENA　FIDUCIA　NEし　LORO　OPER．∴「rO　ANZICHE。

　　　　　　　CONTINUARE≡ADISCUTERE　DI　POUTICA　TRA　DI　NOI．　LEI　E’D●ACCORDO　OPPURENO：

，　Sono　d’accordo

，　Non　sono　d’accordo

Indeciso／dipende（spontaneo）

．　Altro　（specificare）

Non　so

1
2
3
8
9
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DOM．　35　SE　LEI　E・　CONvlNTO　CHE　UNA　DETERMINATA　COSA　SIA　GIUSTA，　PENSA　CHE　NON　BISOGNEREBBE
　　　　　　　AVERE　ESITAZIONI　E　FARLA　ANCHE　SE　CIO’　E’　CONTRARIO　ALLE　NORMALI　CONSUETUDINI，
　　　　　　　OPPURE　PENSA　CHE　SIA　MEGLIO　CONFORMARSI　ALLE　CONSUETUDINI　PER　NON　CORRERE　IL
　　　　　　　RISCHIO　DI　SBAGLIARE？

．　Agire　di　conseguenza　anche　se　contrariamente　alle

normali　consuetudini

．　Conformarsi　alle　consuetudini

．　Sono　indeciso／dipende　dal　caso　（spontaneo）

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
3
8
q
》

DOM．36　ALCUNI　DICONO　CHE，　INDIPENDENTEMENTE　DA　QUANTO　IL　MONDO　POSSA　MECCANIZZARSI，
　　　　　　　NULLA　POTRA’　DIMINUIRE　LA　RICCHEZZA　DELVANIMO　UMANO．　LEI　E’　D’ACCORDO　O　MENO　CON
　　　　　　　QUESTA　OPINIONE？

，　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　Sono　indeciso／dipende　（spontaneo）

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

1
2
3
8
◎
「

DO　M．　37 LEI　E’　D’ACCORDO　SULLA　SEGUENTE　FRASE”　CASA　MIA　E’　L’UNICO　POSTO　DOVE　POSSO
RILASSARMI　E　SENTIRMI　BENE”？

．　si

，No

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
8
9

DO　M．　38 〈Mestrare　cartellino　dom，　38）

QUALE　TRA　LE　AFFERMAZIONI　PRESENTI　SUL　CARTELLINO　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE　ALLA
SUA　OPINIONE　SUL　MATRIMONIO？

．　11　matrimonio　e　indissolubile

．　11　matrimonio　pu6　essere　sciolto　solo　in　casi　molto　gravi

．　ll　matrimonio　pu6　essere　sciolto　semplicemente　con　il

reciproco　accordo　dei　coniugi

．　Non　so

1
2
3
9DO　M，　39 （Mostrare　cartellino　dom，　39＞

QUALE　DELLE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI　RISPECCHIA　MAGGIORMENTE　LA　SUA　OPINIONE　SUI
LAVORI　DOMESTICIEしA　CURA　DEI　BAMBINI？

．　Sono　mansioni　delle　donne

．　Alcune　mansioni　sono　piu’　adatte　alla　donna

．　Tutte　le　mansioni　dovrebbero　essere　inditferentemente

divise　tra　1’uomo　e　la　donna

．　Non　so

1
23
Q
）

DO　M．　40 SUPPONIAMO　CHE　UN　BAMBINO　DI　CIRCA　DIECI　ANNI　RITORNI　DALLA　SCUOLA　E　RACCONTI　AI
GENITORI　CHE　H〈SENTITO　DIRE　CHE　iL　SUO　MAESTRO　HA　FATTO　QUAしCOSA　DI　BRUTTO，　ED　l
GENITORISANNO　CHE　CIO’E’VF－RO，　SECONDOしEl　E’MEGUO　CHE　l　GENITORI　DICANOしくVERIτA’
AL　BAMBINO　OPPURE　CHE　NON　LA　DICANO？

Dicano　la　verita

．　Non　la　dicario

AIIro　（speci“care＞

Non　so

1
2
8
9
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DOM．　41 （Mostrare　cartellino　dom，　41＞

lMMAGINIAMO　LA　SEGUENTE　SITUAZIONEi．1しSIG，　A　E’RIMASTO　ORFANO　IN　TENERA　ETAt　EiD　E’
STATO　ALLEVATO　DAL　SIG．　B，　UN　BUON　VICtNO，　CHE　GLI　HA　DATO　UNA　BUONA　EDUCAZIONE　E　GU

HA　DATO　LA　POSSIBILITA’　Dl　SEGUIRE　GLI　STUDI　UNIVERSITARI，　ADESSO，　IL　SIG．　A　E’　DIVENTATO

IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’．　UN　GIORNO　RICEVE　UN　TELEGRAMMA　CHE　IL　SIG．　B　CHEじHA

ALLEVATO　E’　GRAVEMENTE　AMMALATO　E　GLI　CHIEDE　DI　ANDARE　IMMEDIATAMENTE　DA　Lul．
QUESTO　TELEGRAMMA　GIUNGE　MENTRE　IL　SrG．　A　STA　PARTENDO　PER　ANDARE　AD　UNA
IMPORTANTISSIMA　RIUNIONE　DURANTE　LA　QUALE　SI　DECIDERA’　SE　LA　SOCIETA’　P　NDRA・　FALLITA
OPPURE　SI　SALVERA’．　SECONDO　LEI　COSA　DOVREBBE．FARE　IL　SIG．　A？　〈Se　1’interv：stato　risponde

”Rimandare　la　riunione”　chiedere：　E　nel　caso　la　riunione　non　possa　essere　rimandata？・　〉

．しasciare　tutto　ed　andare　subito　dal　Sig．　B　　　　　　　　　　　　　1

．　Per　quanto　possa　essere　preoccupato，　dovrebbe　andare　alla

　riunione　2．　Altro　（specificare）　一　8

，　Non　so　9DOM．　42 （Mostrare　cartellino　dom，　42）

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　SI　PRESUPPONEVA　CHE　IL　SIG．　B　AVESSE　ADOrrATO　IL　SIG．　A．

SUPPONIAMO　INVECE　CHE　FOSSE　IL　VERO　PADRE　DEL　SIG．　A　E　CHE　FOSSE　GRAVEMENTE
AMMALATO。　IN　QUESTO　CASO　L日　COSA　AVREBBE　RISPOSTO？　（Se　1’intervistato　risponde
”Rimandare　la　riunione”　chiedere：　E　nei　caso　la　riunione　non　possa　essere　rimandata？”

．　Lasciare　tutto　e　andare　subito　da　suo　padre

．　Per　quanto　possa　essere　preoccupato　per　suo　padre，

　dovrebbe　andare　alla　riunione

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

1

2
8
9

DO　M．　43 （Mostrare　cartellino　dom．　43）

QUI　DI　SEGUITO　CI　SONO　TRE　OPINIONI　SUI　RAPPORTI　TRA　L’UOMO　E　LA　NATURA．　QUALE　PENSA

SI　AVVICINI　MAGGiORMENTE　ALLA　VERITA’？

，　Per　essere　telice，　1’uomo　deve　conformarsi　alla　natura

．　Per　essere　telice，　1’uomo　deve　servirsi　della　natura

．　Per　essere　telice，　ruomo　deve　dominare　la　natura

．　Altro　（specificare）

，　Non　so

」
1
2
3
8
9

DO　M．　44 （Mostrare　cartellino　dom．　44）

TRA　LE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI　SCELGA　QUELLA　CON　LA　QUALE　E’　MAGGIORMENTE
D’ACCORDO．

．　Un　paese　potra　progredire　soltanto　se　si　rendono　felici

　gli　individui

．　Soltanto　se　il　paese　progredisce　gli　individui　potranno

　essere　telici

．　Far　progredire　il　paese　e　rendere　felici　gli

　individui　etn　sostanza　la　stessa　cosa

．　Altro　（specificare）

1

2

Non　so

∩
J
R
）
9

DO　M．　45 （Mostrare　cartellino　dom．　45）

SE　LE　VENISSE　CHIESTO　DI　SCEGLIERE　LE　DUE　COSE　PIU’　IMPORTANTi　TRA　QUELLE　INDICATE

SUしCARTELLINO，　QUAU　SCEiGUEREiBBE？

．　Affelto　e　rispctto　per　i　genitori

．　Sdebitarsi　con　coloro　che　1’hanno　aiutala　nel　passato

　Rispettare　i　diritti　dell’indMduo

．　RispettarG　la　libertii　dell’indMduo

1
1
1
1

血
2
2
2
2

Altro　（speciticare）

．　Non　so 1
9
2
9
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DOM．　46 （Mostrare　cartellino　dom．　46）

TRA　1　DUE　SEGUENTI　TIPI　DI　PERSONA　QUALE　PREFERISCE？

．　ll　Sig．　S．　che　e　una　persona　aftabile　e　sul　cui　aiuto　si　pu6

contare　in　caso　di　bisogno　ma　che　non　e　efficiente　sul　lavoro　1

．　ll　Sig．　T，　che　e　un　lavoratore　efficiente　ma　che　non　si　interessa

dei　problemi　e　degli　affari　degli　altri　2

．　Non　so　9DOM．　47 （Mostrare　cartellino　dom．　47）

E　TRA　1　DUE　SEGUENTI　TIPI　DI　PERSONA　QUALE　PREFERISCE？

．　Una　persona　per　la　qvale，　al　momento　di　prendere　una　deci－

sione，　la　cosa　piO　importante　e　tener　fede　ai　propri　principi　1

．　Una　persona　per　la　quale，　al　momento　di　prendere　una　deci－

sione，　la　cosa　pith　importante　e　mantenere　1’armonia　nei　pro－

　pri　rapporti　con　gli　altri　2
．　Altro　（speciticare）　pt　8

．　Non　so　9DOM．　48 （Mostrare　cartellino　dom．　48）

SUPPONrAMO　CHE　LEI　SIA　IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’．　LA　SOCIETA’　DECIDE　DI　ASSUMERE

UNA　PERSONA　ED　EFFEITUA　UNA　SELEZIONE　PER　UASSUNZIONE．　TRA　1　CANDIDATI　C’E’　UN　SUO
PARENTE．　LA　PERSONA　INCARICATA　DELLA　SELEZIONE　VIENE　DA　LEI　E　LE　DICE：　”IL　SUO　PARENTE

CHE　HA　PRESO　PARTE　ALLA　SELEZIONE　E。　RISUしTATO　SECONDO　IN　GRADUATORIA　E　PER　NOI　SIA

COしUl　CHE　HA　OTTENU丁O　lしPRIMO　POSTO　CHE　IL　SUO　PARENTE　ANDREBBERO　BENE．　COSA
DOBBIAMO　FARE？”QUALE　PERSONA　ASSUMEREBBE　IN　UN　CASO　DEしGENERE？

．　La　persona　che　e　risultata　prima　in　graduatoria

．　11　suo　parente

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

－
・
2
8
9DOM．　49 （Mostrare　cartellino　dom．　49）

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　ABBIAMO　PRESUPPOSTO　CH∈COしUI　CHE　HA　OTTENUTO　IL
SECONDO　POSTO　IN　GRADUATORIA　SIA　UN　SUO　PARENTE．　SUPPONIAMO　INVECE　CHE　COLUI　CHE
∈’RISULTATO　AしSECONDO　POSTO　SIA　IL　FIGLIO　DI　PERSONE　VERSO　LE　QUALI　LEI　HA　UN　DEBITO

DI　RICONOSCENZA．　QUALE　PERSONA　IN　QUES丁O　CASO　SCEGUEREBBE？

．　La　persona　che　e　risultata　prima　in　graduatoria

，　ll　tiglio　delle　persone　a　cui　deve　riconoscenza

．　Altro　（specificare）

，　Non　so

1
2
Ω
り
◎
》

DOM．　50 （Mostrare　cartellino　dom．　50）

SUPPONIAMO　CHE　LEI　LAVORI　IN　UNA　DlrrA　DOVE　CI　SONO　DUE　TIPI　DI　CAPI－SERVIZIO．

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO，　MI　PUσ　D旧E　SOTTO　QUALE　CAPO　SERVIZIO
PREFERIREBBE　LAVORARE？

．　Un　uomo　che　si　attiene　sempre　al　regolamento　e　non　le　chiede

mai　dei　lavori　assurdi　ma　che　d’altro　canto　non　farebbe　nulla

per　lei　personalmente　al　di　fuori　del　campo　lavorativo　1

．　Una　persona　che　delle　volte　richiede　del　lavoro　supplementare

malgrado　le　norme　lo　vietino　ma　che　si　occupa　di　lei　personal－

mente　anche　al　di　fuori　del　campo　lavoralivo　2

．　Altro　（specificare）

Non　so 8
9
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DO　M．　51 LEI　D旧EBBE　CHE　NELLA　MAGGIORANZA　DEI　CASI　LA　GENTE　CERCA　D’ESSERE　D’AIUTO　O　CHE　Sl
PREOCCUPA　SOPRAITUrrO　DI　SE’　STESSA　E　DEI　PROPRI　INTERESSI？

．　Cerca　di　essere　d’aiuto

Si　preoccupa　di　se　stessa

Altro　（specificare）

．　Non　so

」
1
2
8
◎
》

DO　M．　52 LEI　PENSA　CHE　LA　MAGGIOR　PARTE　DELLA　GENTE　CERCHEREBBE　DI　APPROFIrTARSI　DIしEl　SE
NE　AVESSE　L‘OCCASIONE　O　CERCHEREBBE　DI　ESSERE　CORREnA？

．　Cercherebbe　di　approfittarsi

，　Cercherebbe　di　essere　corretta

，　Altro　（specificare）

．　Non　so

ー
ハ
∠
ハ
b
q
り

DOM．　53 IN　LINEA　GENERALE，　LEI　DIREBBE　CHE　CI　SI　PUO’　FIDARE　DELLA　MAGGIORANZA　DELLE　PERSONE
OPPURE　CHE　NON　SI　PUO’　MAI　ESSERE　TROPPO　SICURI？

Ci　si　pud　fidare

Non　si　pub　mai　essere　troppo　sicuri

Altro　（speciticare）

，　Non　so

ー
ウ
」
n
◎
◎
り

DO　M．　54

〈Mostrare　cartellino　dom．　54　con　ta　scala　d’accordo）

LE　LEGGERO’　ALCUNE　AFFERMAZIONI　CHE　ALTRE　PERSONE　HANNO　ESPRESSO　SULLA　VITA　DI
OGGI，　AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO　MI　PUO’　DIRE　QUANTO　E’　D’ACCORDO　O　MENO
CON　CIASCUNA　AFFERMAZIONE？　（Leggere　un’affermazione　alla　voLta）

．　La　maggior　parte　defile　persone

fanno　di　tutto　per　essere　d’aiuto

agli　altri

　Molto　Abbastanza　Poco
d’accordo　d’accordo　d’accordo

1 2 3

Per　niente

d’accordo

4

Non
so

9

．　Ho　1’impressione　di　tar　parte

di　una　comunita　molto　unita 1 2 3 4 9

．　Oggigiorno　bisogna　vivere　alla

giornata　senza　preoccuparsi　del

domani 1 2 3 4 9

．　il　modo　in　cvi　si　guadagna　da

vivere　e　piu’　importante　di　quanto

si　guadagna 1 2 3 4 9

．　Oggigiorno　le　persone　come　me

si　sentono　spesso　sole　e　tagliate

tuori　dalla　societa 1 2 3 4 9

DO　M，　55

DO　M，　56

IN　CHE　MISURA　PENSA　CトIEしE　SCOPERTE　SCIENTIFICHE　EしAしORO　APPLICAZIONE　POSSANO
PORTAREAD　UN　MIGUORAMENTO　DEししA　SUA　VITA　QUOTIDIANA？

．Molto　1．Poco　2．Per　niente　3．Non　so　（non　leggere）　9
NEGLI　ANNI　FUTURt，　LA　DIFFUSIONE　DELUINFORMATICA　CONTrNUERA’　A　MODIFICARE　ALCUNI
ASPETTI　DEししE　CONDIZIONI　DI　VITA．　LEI　CONSIDERA　QUESTA　EVOしUZIONECOME．．＿

．　Una　cosa　augurabilG

．　Una　cosa　poco　augurabile　ma　inevitabile

．　Una　cosa　spiacevole　e　pericolosa

．　Non　so　（non　leggere）

1

2

3

9
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DO　M．　57 （Mostrare　cartelllno　dom．　57＞

COSA　PENSA　DELLE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI？　PER　CIASCUNA　MI　DIA　UNA　DELLE　RISPOSTE
INDICATA　SUL　PRESENTE　CARTELLINO．　（Una　risposta　per　riga）

　Molto　Abbastanza　Poco　Per　niente　Non
d’accordo　d’accordo　d’accordo　d’accordo　so

．　Ci　sono　delle　malattie　che　vengono　curate　meglio

con　metodi　che　la　medicina　moderna　non

　rlconosce 1 2 3 4 9

．　Un　giomo　la　scienza　permettera　di　conoscere

completamente　il　funzionamento　della　mente

umana 1 2 3 4 9

，　La　maggior　parte　dei　problemi　sociali　ed　economici

　che　affrontiamo　oggi　verranno　risolti　grazie　al

　progresso　della　scienza　e　della　tecnologia　1 2 3 4 9

DOM．　58 （Mostrare　cartellino　dom，　58）

SECONDO　LEI，　QUANTO　E’　PROBABILE　CHE　LE　SEGUENTI　COSE　DIVERRANNO　O　MENO　UNA
REiALTA’NEI　PROSSIMI　25　ANNI？PER　CIASCUNA　VOCE　SCELGA　UNA　DELLE　RISPOSTE　ELENCA丁E
SUL　PRESENTE　CARTELLINO．

（1　risposta　per　ogni　voce）

，　Un　metodo　sicuro　per　smaltire　i　rMuti　delle　centrali

　nucleari

．　Una　cura　per　le　forme　piO　comuni　di　cancro

　Una　cura　per　la　senilita

　La　possibilita　di　vivere　in　una　base　spaziale

　Molto
probabile

4
1
1
1
4
1

Possibile　ma

non　troppo
　probabile

2
ク
一
2
2

Per　niente　Non

probabile　so

ハ
」
3
3
∩
φ

◎
り
◎
U
◎
ソ
Q
》

DO　M．　59 Sl　SENTE　MOLTO　PARLARE　DI　RISPARMI　ENERGETICI．しEl　PENSA　CHE　SI　TRATTA　DI　UN
PROBLEMA．．．．．．，．．

Molto　importante

Importante

．　Poco　importante

Per　niente　importante

Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
9

DO　M，　60 しATUTELA　DELじAMBIENTE　COSTITUISCEPER　LEI　UN　PROBしEMA．＿．．

Molto　importante

lmportante

．　Poco　importante

．　Per　niente　importante

．　Non　so　（non　leggere）

1
2
n
J
4
Q
」

DOM，　61 QUAL。E’LA　PRIMA　COSA　CHE　LEi　VIENE…IN　MENTE　QUANDO　PENSA　AししA　CUしTURA　ITAUANA？Ml
DICA　TUTTO　CIO’CHELE　VIENE　IN　M［…NTE．　Sollecitare：QUALCOS’AしTRO？
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DOM．61－1　（Mostrare　cartellino　dom．61－1＞

　　　　　　　　　A）　SECONDO　LEI　TRA　LE　QUALiTA’　ELENCATE　SUL　PRESENTE　CARTELLINO

1BM2112LQBAQEYQIIIN－UNBAMBU1QL？
　　　　　　　　　B）QUALE　DIΩU」≡…釦］三エB丘E’LA　E世I　GRADEVOLE　DI　TUTTE？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tre　piu’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gradevoli

　　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　buone　maniere　2
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　si　sforzi　per　riuscire　2

　　　　　　　　　，Che　un　bambino　sia　onesto　2
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　sia　ordinato　e　pulito　2
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　buon　senso　e　sia　giudizioso　2

　　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　auto－controllo　2
　　　　　　　　　．　Che　un　bambino　si　comporti　come　tale　e　che　una　bambina

　　　　　　　　　　faccia　altrettanto　2
．　Che　vada　d’accordo　con　gli　altri　bambini

．　Che　obbedisca　ai　suoi　genitori

，　Che　sia　responsabile

．　Che　sia　premuroso　nei　confronti　degli　altri

．　Che　sia　interessato　al　modo　ed　al　perche　awengono　le　cose

．　Che　sia　un　bravo　studente

．　Non　so

2
2
2
2
2
2
9

QUALI　SONO　LE　’iipt）i

La　piu’

gradevole
　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

　　　1

1
1
1
1
1
1
1
9

DOM．　61－2　（Mostrare　cartellino　dom．　61－2）

　　　　　　　　　MOLTE　PERSONE　SI　CHIEDONO　CHE　SIGNIFICATO　ABBIA　LA　VtTA　UMANA．　SULLA　PRESENTE
　　　　　　　　　PAGINA　CI　SONO　DELLE　OPINIONI　SUI　SIGNIFICATI　DELLA　VITA．　UTILIZZANDO　しA　SCALA

　　　　　　　　　PRESENT∈　SUしCARTELLINO　VORREI　CHE　LEI　MI　DiCESSE，　PER　OGNI　OPINIONE…，　QUALE
　　　　　　　　　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE　ALLA　SUA．

A）　La　vita　ha　un　significato　solamente　se　le　viene　dato　un　significato

　　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito　3

　　　　　　　　　4，　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　　5．　Pienamente　ln　disaccordo　5
　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato　6

　　　　　　　　　9．　Non　so　9
B）　Per　me　：a　vita　non　ha　significato

　　　　　　　　　1　，　Pienamente　d’accordo

　　　　　　　　　2，　Abbastanza　d’accordo

　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo

　　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo

　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato

　　　　　　　　　9，　Non　so

1
2
3
4
に
り
6
9

C）　Penso　che　la　vita　delle　persone　abbia　un　chiaro　significato　e　segua　una　certo　schema

　　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito　3

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　　5，　Pienamente　in　disaccordo　5
　　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato　6

　　　　　　　　　9．　Non　so　9
DOM．　61－3 CONSIDERANDO　CIO’　CHE　RICEVONO　LE　ALTRE　PERSONE　IN　ITALIA，　LEI　PENSA　DI　RICEVEREi　IL

GIUSTO，　PIU。　Di　QUANTO　SIA　GIUSTO，　UN　PO。　MENO　O　MOしTO　MENO　DI　QUANTO　SIA　GIUSTO？

．　II　giusto

．　Piu’　di　quanto　sia　giusto

．　Un　po’　meno　d｝　quanto　sia　giuslo

．　Molto　meno　di　quanto　sia　giusto

．　Non　so

1
2
3
4
Q
」
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DOM．61－4　〈Mostrare’cartellino　dom．61－4）

　　　　　　　E’　SPIACEVOLE　PER　LEI　TROVARSI　CON　DELLE　PERSONE　CHE　HANNO　IDEE，　FEDI，　CONVINZIONI，
　　　　　　　PR：NCIPI　E　VALORI　DIVERSI　DAI　SUOI？　PER　LEI　E’．．．．．．．

　　　　　　　．Molto　spiacevole　1
　　　　　　　．Abbastanza　spiacevole　2
　　　　　　　．Poco　spiacevole　3
　　　　　　　．Per　niente　spiacevole　4
　　　　　　　．　Non　so　9
DOM．　61－5 （Mostrare　cartellino　dom，　61－5）

SUL　PRESENTE　CARTELUNO　FIGURANO　VARIE　CATEGORIE　DI　PERSONE．　Ml　INDICHI　QUELLE　CHE
NQN　LE　PIACEREBBE　AVERE　COME　VICINI．　〈Piu’　risposte　possibili）

．　Persone　con　una　tedina　penale　sporca

．　Persone　di　razza　diversa

．　Studenti

．　Estremisti　di　sinistra

．　Madri　nubili

．　Forti　bevitori

．　Estremisti　di　destra

．　Persone　con　una　famiglia　numerosa

．　Persone　emotivamente　instabili

．　Membri　di　sette　o　culti　religiosi　minori

．　lmmigrati／lavoratori　stranieri

．　Nessuna　di　queste　categorie

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

血
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

DOM．61・6　LE　VORREI　ESPORR∈UN　CASOεCHIEDERE　LA　SUA　OPINIONE．　Cl　SONO　DUE　SEGRETARIE　DELしA
　　　　　　　STESSA　ETA’ECHE　ESPLETANO　IN　PRATICA　LO　STESSOしAVORO．　UNA　DELLE　SEGRETARIE
　　　　　　　SCOPRE　CHE　LA　SUA　COLしEGA　GUADAGNA　100．000　URE　IN　PIU’AL　MεSE　E　VA　AしAMENTARSl
　　　　　　　DAしSUO　CAPO．　QUESTO　LE　RISPONDE　CHE　E’VERO　IN　QUANTO　L’AしTRA　SEGRETARIA　E’PIU’
　　　　　　　VELOCE，　PIU’　EFFICIENTE　E　PIU’　AFFIDABILE．　SECONDO　LEI　E’　GIUSTO　CHE　UNA　SEGRETARIA

　　　　　　　VENGA　PAGATA　PIU’DELL。AしTRA？

　　　　　　　．Giusto　1　　　　　　　，lngiusto　2　　　　　　　，　Non　so　9
DOM．61。7　ECCO　UNA　LISTA　DI　CAMBIAMENTI　NEL　MODO　DI　VIVERE　CHE　POTREBBERO　VERIFICARSI　NEし
　　　　　　　PROSSIMO　FUTURO．　PER　OGNUNO　MI　DICA　SE　SAREBBE　UN　BENE　CHE　AVVENISSE，　UN　MALE　O
　　　　　　　SEしA　COSA　NON　FA　ALCUNA　DIFFERENZA．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Un　bene　Un　male　Nessuna

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ditferenza

．　Dare　meno　importanza　ai　soldi　ed　ai　beni　materiali

．　Che　il　lavoro　abbia　un　ruolo　meno　importante　nella　nostra　vita

．　Occuparsi　maggiormente　dello　sviluppo　della　tecnologia

．　lnteressarsi　di　piu’　della　compiutezza　morale　di　un　individuo

，Avere　maggiore　rispe賦。　per　loautori伯

，　Dare　piu’　importanza　alla　vita　familiare

．　Un　modo　di　vivere　piu’　semplice　e　piu’　naturale

1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3

QUALCHE　DOMANDA　RIGUARDO　LA　REUGIONE．

DOM．　62A　LEI　SI　CONSIDERA　APPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？

．si

．No
．　Non　so

1
2
9DOM．62B　SE”S「o，　QUAしE？

　　　　　　　．　Cattolica

　　　　　　　．　Protestante　（include：　Battista，　Metodista，　Luterana．．．，）

　　　　　　　　Ebraica

　　　　　　　．　Musulmana

　　　　　　　．　Altro　（specificare）

　　　　　　　　Non　so

1
2
3
4
．
8
9
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DO　M．　63 INDIPENDENTEMENTE　DAL　TIPO　DI　RELIGIONE，　LEI　PENSA　CHE　SIA　IMPORTANTE　O　MENO　AVERE

DEt　SENTtMENTI　RELIGtOSI？

．　lmportante

．　Non　importante

．　Altro　（speciticare）

．　Non　so

1
9
」
8
9DOM．64　　ALCUNI　DICONO　CHE　BENCHE’AL　MONDO　CI　SIANO　TANTE　DIVERSE　RELIGIONI，　OGNUNA　CON　lし

　　　　　　　PROPRIO　CREDO，　LA　GRAN　PARTE　DEI　LORO　INSEGNAMENT：　SONO　PIU’　O　MENO　GLI　STESSI．　LEI

　　　　　　　E’　D’ACCORDO　O　MENO　SU　QUESTA　IDEA？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
R
）
9

DO　M．　65 （Mostrare　il　carteltino　dom．　65）

1N　POUTICA　DI　SOLITO　DI　PARしA　DI”DESTRA”EDI”SINISTRA”．　IN　QUAしE　PUNTO　DI　QUESTA　SCAしA

COLLOCHEREBBE　LA　SUA　POSIZIONE？　（Non　suggerire　一　1’intervistato　dovra　situarsi　in　una　casella，
se　esita，　insistere）

Sinistra

O1 02 03 04 05 06 07 08 09

Destra

　　10

．　Rifiuta

．　Non　so

91

X9

DOM．66　　QUANTO　S’INTERESSA　DI　POLITICA？（しeggere》

．　Moltissimo

．　Abbastanza

．　Non　molto

．　Per　niente

．　Non　so

1
2
3
4
9

DO　M．　67 LE　CITERO●AしCUNE　PAROLE　CHE　CARATTERIZZANO　DEししE　IDEE．　LEI　DIREBBE　DI　AVERE
UN’OPINIONE　FAVOREVOLE　O　SFAVOREVOしE　NEI　CONFRONTI　DI　CIASCUNA　DELしE　SEGUENTI
IDEE？

．　Democrazia

．　Capitalismo

．　Socialismo

．　Liberalismo

Favorevole

　　1

　　1

　　1

　　1

Dipende
　　2

　　2

　　2

　　2

Sfavorevole

　　3
　　3
　　3
　　3

Non　so

　9

　9
　9

　9

DOM．　68 IN　GENERALE，　QUANTO　E’　SODDISFArrO　DEL　MODO　IN　CUI　FUNZIONA　LA　DEMOCRAZIA　IN　ITALIA？
LEI　SI　DIREBBE．＿（しeggere》

．　Molto　soddisfatto

．　Abbastanza　soddistatto

．　Non　molto　soddisfatto

．　Per　niente　soddisfatto

．　Non　so　（non　teggere）

1
2
3
4
9

DO　M．　69 IN　BASE　ALLE　SUA　CONOSCENZA　DEL　SISTEMA　GIUDIZIARIO，　COME　PENSA　CHE　FUNZIONI　OGGI
IN　ITAUA？　LEI　DIREBBE，．，．，．　（Leggere）

．　Mol｛o　bene

Abbastanza　bene
．　Abbastanza　male

．　Molto　male

，　Non　so

t

2

3

4

9
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DOM．　70 （Mostrare　cartellino　dom．　70）

SUしPRESENTEi　CARTEしLINO　SONO　RIPORTATEi　DUE　OPINIONI　SUI　RAPPORTI　TRA　DIPENDENTI　E
DATORI　DI　LAVORO．　QUALE　DELLE　DUE　ESPRIME　MEGLIO　IL　SUO　PARERE？

，　Poiche　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

completamente　all’opposto，　e　giusto　e　normale　che

siano　sempre　in　contlitto　tra　loro

．　ln　fondo　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

　gli　stessi　in　quanto　se　una　societa　guadagna　bene　pub

pagare　stipendi　migliori　e　pertanto　le　due　parti　dovrebbero

　collaborare

．　Non　so

1

2
9DOM．　71 （Mostrare　cartellino　dom．　71＞

SU　QUESTO　CARTELLINO　SONO　RIPORTATE　TRE　OPINIONI　SULLA　SOCIETA’　CONTEMPORANEA．
POTREBBE　SCEGLIEREQUELしA　CHE　MεGLIO　DESCRIVE　LA　SUA？（Una　sola　risp◎sta）

．　Bisogna　cambiare　radicalmente　1’organizzazione

della　societa　in　cui　viviamo　con　un’azione　rivoluzionaria　1

．　Bisogna　migliorare　gradualmente　la　societa　in　cui　viviamo

mediante　le　riforme　2
．　Bisogna　difendere　coraggiosamente　la　societa　in　cui　viviamo

　da　tutte　le　forze　sovversive　3

．　Non　so　9DOM，　72A　SECONDO　LEI　LA　SOCIETA’　ITALIANA　HA　NECESSITA’　Dl　CAMBIARE　PROFONDAMENTE？

．　si

．No

．　Non　so
1
2
9

DOM．　72B PER　CAMBIARE　LA　SOCIETA’　SECONDO　LE　SUE　ASPErrATIVE，　LEI　E’　FAVOREVOLE　A　DELLE
RIFORME　GRADUALI　OPPURE　AD　UN　CAMBIAMENTO　RADICALE？

．　Riforme　graduali

．　Cambiamenti　radicali

，　Non　so

1
2
Q
》DOM，　73 A　QUALE　PARTITO　POLITICO　SI　SENTE　PIU’　VICINO？

DOM，　74

．　Democrazia　Cristiana　（DC）

．　Partito　Democratico　della　Sinistra　（PDS）

．　Rifondazione　Comunista

．　Partito　Socialista　jtaliano　（PSI＞

．　Movimento　Sociale　ltaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN）

．　Partito　Repubblicano　ltaliano　（PRI）

．　Partito　Socialdemocratico　ltaliano　（PSDI）

．　Federazione　dei　Verdi

．　Lista　Pannella

，Partitoしiberale　ltaliano（PU）

．　Sudtiroler　Volkspartei　（SUP）

．しaRete・Movimento　per　la　Democrazia
．　Altri　partiti

．　Nessun　partito　politico

．　Rilivta　di　rispondere

．　Non　so

OIA
O2
03
04
05
06
07
08
09
10
11

12

13／
　．t鶉
ミ

porre　dom．　74

andare　a　dom．　75

LEI　SI　SENTE　MOLTO　VICINO　A　OUESTO　PARTITO，　ABBASTAN7YX　VICINO　O　NON　MOLTO　VICINO？

．Molto　vicino　1．Abbastanza　vicino　2，Non　molto　vicino　3
，　Non　so　9
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DOM．75A　（Mostrare　carteltino　dom．75A）

　　　　　　　su　auEsTo　cARTELuNo　E’　RlpORTATO　UNA　SPECIE　DI　TERMOMETRO　CHE　VA　DA　o　A　100　GRADI．
　　　　　　　VORREI　CHE　LEI　LO　UTILIZZASSE　PER　ESPRIMERE　LA　SUA　SIMPATIA　NEI　CONFRONTI　DEI　vARI
　　　　　　　PARTITI　POLITICI．　AL　CENTRO　DELLA　SCALA　LA　POSIZIONE　50　E’　NEUTRA．　PIU’　SIMPATIA　HA　PER

　　　　　　　UN　PARTtTO，　PIU，　tL　TERMOMETRO　SALtRA’，　MENTRE　PIU’　E’　OSTILE　PIU’　IL　TERMOMETRO
　　　　　　　SCENDERA’　vERSO　LO　O．　INIZIAMO　PARLANDO　DELLA　D．C．　〈Leggere　tutti　i　partiti，　ruotare　1’ordine　di

　　　　　　　lettura）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperatura

．　Democrazia　Cristiana　（DC）

．　Partito　Democratico　della　Sinistra　（PDS）

．　Rifondazione　Comunista

．　Partito　Socialista　ltaliano　（PSI）

．　Movimento　Sociale　ltaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN）

．　Lega　lombarda

．　Altri　（specificare）

1－1一一一．一L1

1－LLI
l－1－L一一l

lmLLI
l－1－LI

．　Non　so
L
L
9

99
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D．　Ol

D，　02

D．　03

D．　04

D．　05

D，　06

D．　07

D．　08

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PEIY19SnmM

A）　LEI　PERSONALMENTE　E’　ISCRITT’O　AD　UN　SINDACATO　DEI　LAVORATORI？

B）　E　QUALCUN’ALTRO　DELLA　SUA　FAMIGLIA　E’　ISCRIITO　AD　UN　SINDACATO　DEI　LAVORATORI？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Si　No　Non　so

．L’intervistato　1　2　9．Un　attro　componente　della　famiglia　1　2　9
LEI　E’一・・…？

．Ce“be　o　nubile　1
．Sposatola　2．Cenvivente　3．Divorziatota　4．Separato／a　5．Vedovola　6AQUANTI　ANNI　HATERMINATO／INTERROTTO　l　SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIENO？（SEi　E’ANCORA
STUDENTE　CODICE　OO－ANDARE　A　DOM．　5）

Eta　Ll一一一一1

DOPO　AVER　TERMINATOIINTERRO下τ01SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIENO　LEI　HA＿．＿＿？（SEi”MAI”：
CODICE　OO）

Leggere：　Mesi．　Eventualmente　ripreso　a　studiare？　（SE　”S：”’）　PER　QUANTI　MESI？　LLI

．　Eventualmente　frequentato　un　corso　di　formazione

protessionale　o　lavorato　come　apprendista？　（SE　”Sl”’）　PER　QUANTI　MESI？　LLI

SESSO　DELL’INTERVISTATO

．Maschio　1．Femmina　2QUANTI　ANNI　HA？

．Anni　LLI
DI　QUANTE　PERSONE　E’　COMPOSTA　LA　SUA　FAMIGLIA，　LEI　COMPRESO？

．1　persona　1．2　persone　2．3　persone　3．4　persone　4．5　persone　5．6　persone　6．7　persone　7，8　persone　8，9persone　ed　oltre　9
QUANTI　BAMBINI　AL　DI　SOTTO　DEI　15　ANNI　VIVONO　NELLA　SUA　FAMIGLIA？

．1　bambino　Ol．2bambini　02．3　bambini　03．4bambini　04．Sbambini　05．6bambini　06．7bambini　07．8bambini　08．9bambini　ed　oltre　09

．Nessuno　10
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D．　09 LEI　O　QUALCUNO　NELLA　SUA　FAMIGLIA　POSSIEDE．．．．．？　（LEGGERE）

．．．．．，un　televisore　a　colori

，，．．．．un　videoregistratore

．．．．．．vna　videocamera

．．．，．．una　radiosveglia

．．．．．．un　personaVhome　computer

．．．．．．una　macchina　fotografica

．．．．．．un　trapano　elettrico

．．．．．．una　friggitrice　ejettrica

．．．．．．due　o　piO　automobili

．．，．．．una　seconda　casa　o　una　casa　al　mare，

　　in　montagna，　o　in　campagna

01

O2

O3

O4

O5

O6

O7

O8

O9

10

D．10 A）QUAL　E’LA　SUA　ATTUAしE　OCCUPAZIONE？
B）　（SE　AITUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　AITIVITA’　RETRIBUITA　COD．　1－4　A　DOM．　10A）　HA

ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE　AITIVITA’　RETRtBUITA？　QUAL　E’　STATA　LA　SUA　ULTIMA

OCCUPAZIONE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dom．10A　Dom．10B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Occupazione　Ultima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attuale　occupazione

魎．　Responsabile　degli　acqvisti　correnti　e　della　conduzionedella　casa　o　non　esercita　attualmente　alcuna　occupazione　Ol　一一一

．Studente　02　一一一一．Disoccupato，　temporaneamente　senza　occupazione　03　一一一一
．Pensiona匙。　o　inabile　al　lavoro　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O4　　　　　　　　　　　　　　・・昂一嘘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

S．aysmminaipendenti

．Agricoltore　05　O　l．Pescatore　06　02．　Libero　professionista　（avvocato，　medico，　commercialista，

　architetto）　07　03．　Proprietario　di　un　negozio，　commerciante，　artigiano　o　altro

　tipo　di　lavoro　indipendente　08　04．lndustriale，　proprietario　（unico　o　socio）　di　un’azienda　09　05

　　　raTon　atoenaen
Professioni　liberali　dipendenti　（medico，　avvocato．．）

Quadri　superiori／altri　dirigenti　（direttori　generali，　amministratori

　delegati，　altri　direttori）

．　Quadri　intermedi　（funzionari，　insegnanti．．，．）

lmpiegati　di　concetto　（che　lavorano　per　lo　piO　davanti　ad

　una　scrivania）

lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania

　（venditori，　autisti，　rappresentanti）

lmpiegati　che　non　；avorano　davanti　ad　una　scrivania　ma

che　otfrono　dei　servizi　（ospedali，　ristoranti，　polizia，　pompieri）

Supervisore

　Operai　specializzati

　Altri　operai　（non　specializzati），　personale　di　servizio

Non　ho　mai　esercitato　alcuna　attivitb　retribuita

10

1
9
」

4
■
騨
－

13

14

に
」
6
7
n
O

1
1
1
1

06

7
Ω
U
O
O09
10

11

12

13

14

15

D．　11

（A　CHI　ATTUALMENTE　ESERCITA　UN’ATTSVITA’　RETRIBUITA　O　UN　LAVORO　INDIPENDENTE：　CODtCl
O5－18　A　DOM．　10A．）

NORMALMENTE，　aUANTE　ORE　LAVORA　ALLA　SETTIMANA？

Ore　lavorative　settimanali　1－L－1 ’

一235一



D．　12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！）a．JoNqt“’Oe　，　s　C’loMoYAe　9．　’”O

（A　COLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　ArrlVITA’　FusR｛BUHsc－UN－L　eRO／
．AUTeNeMOr　COD．　DA　05　A　18　A　D．　10A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D．　10B）　QUANTE　PERSONE

LAVORANO／LAVORAVANO　SOrrO　LA　SUA　RESPONSABILITA’？

．　Nessuna

．Da　1　a　4

，Da　5　a　9

．10　ed　oltre

，　Non　so

1

2

3

4

9

D．13 （A　COLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOL丁O　ATTIVITA’　RETRIBUITE　O　UN　LAVORO
D：PENDENTE：　CODICI　DA　10A18A　D．　10A　OPPURE　DA　06　A　14　A　D．　10B）　IN　QUALE　SEITORE　DI

ArrlVITA’　LEI　LAVORA　O　HA　LAVORATO？

．　Pubblico　impiego

，　lndustria　statale

．　lndustria　privata

．Serv吃i　privati

．　Non　so　（Non　e’　possibile　la　codifica

da　parte　dell’intervistatore）

1

2

3

4

9

D．14 LEI　E’．．．．””””，．”h，””

si No
Leggere：

A）　11／ta　principale　responsabile　nella　Sua　famigiia　degli　acquisti　correnti

　　e　della　conduzione　della　casa 1 2

B＞　La　persona　che　contribuisce　in　maggior　misura　al　reddito　familiare 1 2

（PORRE　LE　DOMANDE　DALLA　15　ALLA　17　COMPRESA　SE　L’INTERVISTATOIA　NON　E’　LA　PERSONA
CHE　CONTRIBUISCE　IN　MAGGIOR　MISURA　AL　REDDITO　FAM：LIARE　一　COD．　2　A　DOM．　14B　一

ALTRIMENTI　PASSARE　A　DOM，　18）

D．　15 A　QUANTI　ANNI　LA　PERSONA　CON　IL　REDDITO　PIU’　ALTO，　CIOE’　IL　CAPOFAMIGLIA，　HA
TERMINATOIINTERROINT’O　1　SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIENO？　（SE　STUDIA　ANCORA　CODIFICARE　OO）

Anni LLI
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D．16 A）　（SE　”NO”　A　DOM．　1’4B＞．　QUAL　E’　VAITUALE　PROFESSIONE　DELLA　PERSONA　CHE　IN　FAMIGLIA

HA　lしREDDITO　PIU’ALTO？

B）　（SE　AITUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　A’TTIVITA’　RETR：BUITA　一　CODICI　OI－04　A　DOM．　16A）

HA　ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE　ATTIVITAI　RETR旧UITA？QUAL　E’STATA　LA　SUA　ULTIMA

OCCUPAZIONE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dom．　16A　Dom．　16B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Occupazione　Ultima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attuale　occupazione

曲．　Responsabile　degli　acquisti　correnti　e　della　oonduzionedelta　casa　o　non　esercita　attvalmente　alcuna　occupazione　Ol　一一…

．Studente　02　一一一一．Disoccupato，　temporaneamente　senza　oocupazione　03　一一一
．Pensionato　o　inabile　al　lavoro　04　一一一
1．aYQ1atQ1i－iipmaenti
．　Agricoltore

．　Pescatore

．　Libero　professionista　（avvocato，　medico，　commercialista，

　architetto）

．　Proprietario　di　un　negozio，　commerciante，　artigiano　o　altro

　tipo　di　lavoro　indipendente

．　lndustriale，　proprietario　（unico　o　socio＞　di　un’azienda

5
ハ
◎0
007
8
◎
り
（
U
O

1
2

ハ
U
∩
》

03

4
5

（
∪
0

D．　17

　　　　　　　　　

Professioni　liberali　dipendenti（medico，　avvocato．，）

Quadri　superiori！altri　dirigenti（direttori　genera踊，　amministratori

　delegati，　a瞼ri　direttori）

．Quadri　intermedi（funzionari，　insegnanti＿．）

Impiegati　di　concetto（che　lavorano　per　lo　piO　davanti　ad

　una　scrivania）

lmpiegati　che　non　Iavorano　davanti　ad　una　scrivania

　（venditoti，　autisti，　rapPresentanti）

lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania　ma

che　olfrono　dei　servizi（ospedali，　ristoranti，　polizia，　pompierり

Supervisore

　Operai　specializzati

　Altri　operai（non　specializza量i），　persona「e　di　servizio

Non　ho　mai　esercitato　alcuna　attivita　retribui量a

10

i
－
2

1
4
墨

13

14

5
ハ
◎
7
8

4
■
騨
－
」
■
1
」
■
1

06

7
8
0
009
10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　p．　，．．）

（A　COLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　ATTIVITA’　R・E…干肥t灯〒E－O－UN一』醒《｝R｛｝
，CHJToueMO：　COD．　DA　05　A　18　A　D．　16A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D．　16B）　QUANTE　PERSONE

LAVORANOILAVORAVANO　SO丁TO　LA　SUA　RESPONSABIしITA●？

　　　　　　　　　“

　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　12

訊誌・遇（㍉虚甑、0へ、彊《r・」．Na　r）

．　Nessuna

Da　1　a　4
Da　5　a　9
　10　ed　oltre

．　Non　so

－
∩
4
3
4
Q
U

D．18 岨SE　LE　CHIEDESSERO　DI　UTILIZZARE　UNA　DI　QUESTE　CINQUE　CATEGORIE　PER　DEFINIRE　IL　SUOCETO　SOCIALE，　A　aUALE　DI　QUESTE　LEI　DIREBBE　DI　APPARTENERE？　（MOSTRARE　CARTELLINO
D．　18－UNA　SOLA　RISPOSTA）

．　Classe　media

．　Classe　medio－interiore

，　Classe　operaia

　Classe　svperiore

Classe　medio－superiore

　Ritiuta　di　rispondere

　Altra　risposta　（precisare）

1
2
3
4
．
5
6

．　Non　so 8
9
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D．　19 しEI　ABITA　IN　UNA　VILLETTA　O　IN　UN　APPARTAMENTO？L’APPARTAMENTOIVILLETTA　IN　CUI　VIVE　E。

D曾PROPRIE丁A’SUA　O　DELしA　SUA　FAMIGLIA，　OPPURE　IN　AFFITTO？（MOSTRARE　CARTεLLINO
D．　19）

．　Una　villetta　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Un　appartamento　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Una　villetta　affittata　da　un　privato

Un　appartamento　affntato　da　un　privato

Una　villetta　di　proprieta’　del　comune　in　affitto

Un　appartamento　di　proprieta’　del　comune　in

a響fitto

．　Altro　〈stanza　in　atfitto，　pensionato，　case

a　riscatto，．　ecc．）

．　Non　so

1
2
∩
」
4
5
6

7
「
◎
》

D．　20 LEI　DEFINIREBBE　LA　LOCALITA’　IN　CUI　ABITA　〈LEGGERE）

．　Un’area　prevalentemente　agricola　（o　piccolo　comune，

　frazione，　borgata，　casa　isolata＞　1

Una　piccola　o　media　citta’　2
　Una　grande　citta’・　3

Non　so　9D．　21 LEI　SI　CONSIDERA　APPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？　（SE　”Sl”）　A　QUALE？

．　Cattolica

．　Protestante

　Ortodossa
Ebraica

i
i
l

PASSARE　A　D．　22

．　Musulmana

．　Buddista

．　lnduista

F
O
ハ
◎
7
σ

∩
V
O
O

PASSARE　A　D．　23
．　Altro　（specificare）

．　Nessuna

．　Non　so

08
O9

X9

D，　22 LEI　ASSISTE　ALLE　FUNZIONI　RE…UGIOSE　PIU。　VOしTE…AししA　SETTIMANA，　UNA　VOLTA　ALLA
SETTIMANA，　POCHE　VOしTE　Aしし’ANNO，　UNA　VOLTA　Aしし。ANNO　O　MAI？（UNA　SOLA　RISPOSTA》

．　Piu’　volte　alla　settimana

Una　volta　a　settimana

　Poche　volte　all’anno

Una　volta　alranno　o　meno

．　Mai

．　Non　so

ー
ハ
ノ
一
∩
」
4
5
Q
》

unD．　23 SIA　CHEしEl　SEGUA　OPPURE　NO　PRAT℃HERELIGIOSE，　Sl　DEFINIREBBE＿＿＿？

　Una　persona　religiosa

　Una　persona　non　religiosa

．　Un　agnostico　（indifferente　ai　problemi　religiosi）

　Un　ateo　（che　nega　1’esistenza　di　Dio）

Non　so

1
2
3
4
Q
り
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D．　24 AVREMMO　BISOGNO　DI　ALCUNE　INFORMAZIONI　SUL　REDDiTO　DELLA　SUA　FAMIGLIA　PER　poTER
ANALIZZARE　1　RISULTATI　DI　QUESTO　STUDIO　IN　FUNZIONE　DELLE　DIVERSE　TIPOLOGIE　FAMIuARI．
SU　QUESTO　CARTELUNO　SONO　ELENCATE　DELLE　CtASSI　DI　REDDITO．（MOS丁RARE　且L
CARTELLINO　DOM．　D．　24）

LEI　DOVREBBE　SOMMARE　TUTTE　LE　ENTRATE　E　GLI　STIPENDI　MENS旧Dl　TUTTI　I　COMPONENTl
DELLA　FAMIGUA，　TU丁rE　LE　PENSIONI　ANCHE　SOCIAし1　E　LE　EVENTUALI　RENDtTE　DA
ASSICURAZIONI　O　DA　LOCAZIONE　（AFFITTI＞，．．．．．．．，

LE　ASStCURO　CHE　LA　SUA　RISPOSTA，　COME　TUrrE　QUELLE　CHE　CI　HA　DATO　NEL　CORSO　DI
QUESTA　INTERVISTA，　SARA’　RITENUTA　DEL　TUTTO　CONFIDENZIALE　E　QUALUNQUE　RIFERIMENTO
ALEI　O　AししA　SUA「AMIGLIA　SARA’IMPOSSIBILE，

LA　PREGO　DI　RISPONDERMI　CON　LA　LErrERA　DELL’ALFABETO　RIPORTATA　A　F！ANCO　DELLA
CLASSE　DI　REDDITO　LORDO　CHE　CORRISPONDE　A　QUELLO　DELLA　SUA　FAMIG：．．iA，　PRIMA　DI

QUALUNQUE　DEDUZIONE，　TASSE　O　ALTRO．

B．　Fino　a　750．000

T．　Da　750．001　a　1．000．000

P．　Da　1．000．001　a　1，500．000

F．　Da　1．500．001　a　1．750．000

E．　Da　1．750．001　a　2．000．000

H．　Da　2．eOO，OOI　a　2．500．000

L，　Da　2．500．001　a　3，000．OOO

N．　Da　3．000．001　a　3．500．000

R　Da　3．500．001　a　4．000．000

M．　Da　4．000．001　a　4．500，000

S．　Da　4．500．001　a　5．000．000

K．　Oltre　5．000．000

．　Rifiuta

．　Non　so

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
9
9
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P．　Ol　DATA

　　　　　　　Giorno

　　　　　　　　　　PROTOCOLLO　D’INTERVISTA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．　02

LLI　Mese　LLI

　　Questionario　n．

　　　Scheda

ORA　INIZIO　INTERVISTA

　　　1－LLLI
　　　　Ora　Minuti

P．03　DURATA　INTERVISTA　IN　MINUTI

Minuti　l一．LLI

P．05　GRADO　DI　COLLABORAZIONE　DELL’INTERVISTATOIA

．　Eccellente

．　Buono

．　Medio

，　Mediocre

1

2

3

4

P．　04　NUMERO　DI　PERSONE　PR　ES　ENTI

　　　　DURANTE　L’INTERVISTA
　　　　．　Due　（1’intervistatore　e

　　　　1’intervistato）　1
　　　　丁re　　　　　　　　　　　　　2

　　　　Quattro　3　　　　Cinque　o　pia　persone　4

P，06　AMPIEZZA　CENTRO

．〈10．OOO

．10．001－100．000

，　100．001　一　250．000

．　〉　250，000　abitanti

P，07　REGIONE

　　　　　　　．　VaHe　d’Aosta　e　Piemonte

　　　　　　　．　Liguria

1
2
3
44ー
ハ
ζ0
0

．　Lombardia　（escl．　provincia　di　Milan6）　03

．　Milane　e　provincia

Trentino

Veneto
Friuli　Venezia　Giulia

Emilia

Toscana
Marche
Umbria
しazio

Molise　e　Abruzzi

Campania
Pvglie

Basilicata

Calabria

Sicilia

．　Sardegna

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

P．08　CODICEAVVIAMENTO　POSTALE

LLLL－L－1

P，　09　N．　PUNTO　DI　CAM　PIONAM　ENTO

LLLI
P，10　N．tNTERVISTATORE

LLLI
P．11　PONDERAZjONE

1－LLLI L1 1－1

一一“i一“t一一t一一一一i一一一一一t一一t一一“一一一一一一“一一t一一一一“一｝一“一一一i一““一“一一一一te“一一“一一一一一一一一“一一一一一一t“t一一一一“t一一“一“t一一一一一“一一一一“一“i一一一一一““｝一一一一一一一一““““““““一一“一一一“一一一

NOME　E　COGNOME　DELLA　PERSONA　INTERVISTATA

INDIRIZZO

COMUNE PROVINCIA TEL．

一tt一“一一一一i“一i“一“一t－t一一“一一一一一t一““一“一一一t““一一一“一一一一一一一“““一“““一一“一““一“一“一一一一““一“““一一e一一一一“一“一“i“一“一一一“““一一“一““一““一““““““一一“一一一一t一一一

DICHiARO　CHE　LA　PRESENTE　INTERVISTA　E’　STATA　ESEGUIrA　OA　ME　PERSONALMENTE　SF－CONDO　LE
ISTRUZIONI　CONTENUT［i，　NONCHE’IN　BASE〈LLEi　NORME　CHE　RF－GOLANO　l．A　COLしABORAZIOM≡TR〈GLl
IN丁［iRvls－r〈TORI　E　GLI　IS．rlTU’1’1　MEMBRI　l）ELL’AISM　ALLEG〈’「旺く1⊥〈PROPOSTA　DI　INC〈mco，　Dl…ししE　QU〈U

DICI　ll〈RO　DI　AV［三RE　PIf三NA　CONOSCENZ〈，〈PPROVO　IN　PARrlCOしARE，　Al　SENSI　E　PER　GU　EFFE’「Tl　DEGU

〈R丁ICOLI　1341〔三1342　C．C．，LE　CLAUSOLE　8，9EllIVI　CON．rENU「E．

Data　intervista Firma　intorvistatora
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6）イタリア調査票第三版の詳細を検討確竃し、

　　　（92年10月）
イタリア調査票最終版完成

RM　1345
N．　questionario

Scheda
Codice　paese
Ricerca　n．

LU一一Ll　（1－4）
LIJ　（5）

L8J　（6）

Ll“L3＝4．LsJ　（7－10）

DOM．1 RISPETTO　A　DIECI　ANNI　FA，　LEI　RmENE　CHE　COMPLESSIVAMENTE　lしTENORE　DI　VITA　DEGU
ITALIANI　SIA．．．．．．．，　（Leggere）

．　Decisamente　migliorato

，しeggermente　migliorato

．　Pith　o　meno　to　stesso

．　Leggermente　peggiorato

．　Decisamente　peggiorato

．　Non　so　（non　leggere）

1
2
3
」
4
一
b
9

（11）

DOM．2 1N　CONFRONTO　A　DIECI　ANNI　FA　IL」辿Ω＿TENORE　DI　VITA　E’＿＿（Leggero）

．　Decisamente　migliorato

．　Leggermente　migliorato

．　PiO　o　meno　lo　stesso

．　Leggermente　peggiorato

．　Decisamente　peggiorato

．　Non　so　〈non　leggere｝

1
2
3
4
5
9

（12）

DOM．3 NEI　aU　LEI　PENSA　CHE　IL　S』Q　TENORE　DI　VITA　SARA’．．＿（しeggere）

．　Decisamente　migliore．

．　Leggermente　migliore

．　Piu’　o　meno　to　stesso

．　Leggermente　peggiore

．　Decisamente　peggiore

．Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
一
b
◎
》

（13｝

DOM．4 1N　GENERALE　LEI　PENSA　CH∈しA　GENTE　SARA’PIU。　FEUCEi　O　MENO　FEUCEi　Dl　QUANTO　LO　SIA
AI－rUALMENTE？

．　PiO　felice

．　Meno　felice

．　PiO　o　meno　come　adesso

．Altrb　（specificare）

．　Non　so

ヨ
ー
2
3
8
9

（14）

DOM．5 PENSANDO　ALLA　LORO　SERENITA’，　LEI　PENSA　CHE　AUMENTERA’　O　DIMINUIRA’？

．　Aumentera

Diminuira

Rimarra　invariata

Altro　（speciticare）

Non　so

」
1
2
n
J
R
｝
Q
》

（1　5）

DOM．6 EPENSANDO　ALLA　LIBERTA’DELじINDIVIDUO，　LEI　PENSA　CHE　AUMENTERA●ODIMINUIRA’？

，　Avrnentera

．　Diminuira

．　Non　cambiera

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

ー
ク
輌
ハ
」
8
Q
り

（16）

一241一



DOM．7 LEI　PENSA　CHE　IN　FUTURO　LO　STATO　DI　SALurE　DELLE　PERSONE　MIGUORERA’　O　PEGGIORERA・？

．Migliorera　1　（17）．Peggiorera　2．Non　cambiera　3．Altro　（specificare）一　8

，　Non　so　9DOM．8 （Mostrare　cartellino　dom．　8）

Sl　DISCUTE　MOLTO　IN　QUESTI　GSORNI　SU　QUALI　OBIEITIVI　DOVREBBE　CERCARE　D：
RAGGIUNGERE　IL　NOSTRO　PAESE　NEI　PROSSIMI　10　O　15　ANNI．　SU　QUESTO　CARTELLINO　SONO
ELENCATI　DEGLt　eBIEINrlVl　A　CUI，　SECONDO　VARIE　PERSONE，　DO：！1　EBBE　ESSERE　DATA　LA
PRIORITA’　ASSOLVTA．　Ml　PUO’　DIRE　QUAL　E’　CHE　LEI　GIUDICA　iL　PliJ’　IMPORTANTE？　（Una　sola

risposta　per　colonna）　E　QUALE　SCEGLIEREBBE　PER　SECONDO？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OBtEITIVt　PIU’　IMPORTANTt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’　posto　2’　posto

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）　（19）

．Mantenimento　dell’ordine　nel　paese　1　1
．　Aumentare　la　partecipazione　dei　cittadini　nelte

　decisioni　di　governo　2　2
．Combattere　1’aumento　dei　prezzi　3　3
．Garantire　la　liberta　di　parola　4　4

．Non　so　9　9DOM．9 （Most　ra　re　ca　rtellino　dom．　9）

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELUNO　MI　DICA　FINO　A　CHE　PUNTO　SI　PREOCCUPA　PER　SE
STESSO　E　PER　LA　SUA　FAMtGLIA　IN　MERITO　A　QUANTO　SEGUE：　（Leggere　una　voce　a“a　vofta）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Molto　Abbastanza　Poco　Per　niente　Non　so
Una　grave　malattia

Un　incidente　d’avto

しadisoccupazione
．　La　guerra

lncidenti　nelle　centrali　nucleari

MANCA

1一一一一一一2一一一一一一3

1　一一一d2　一一一一一一3

1一一一一一2一一一一一一3

1－2－31“2－3

4一一9
4一一．9
4　一一一．9

4
，
4
9
9DO　M，　10

（20）

（21）

（22）

（23）

（24）

DOM．　11 RISPE丁rO　AししA　MEDIA　DELLE　PERSON∈。　LEil　DIREB8E…DlεSSERE　IN　GENERE
DISPOSTO　A　RISPEITARE　LA　MEMORIA　DEI　SUOI　ANTENATI　？

．PiO　della　media　1．Meno　deUa　media　2
．Nella　media　3．　Altro　（speciticare）一　8

．　Non　so　9

PIU’　O　MENO

（25）

DOM．　12

DOM．13

NEiLL’1MPOSSIBILITA’Dl　AVERE　FIGU。　RITIENE　SIA　GIUSTO　FAR　R℃ORSO　Aしし。ADOZIONE，　ANCHE

IN　ASSENZA　DI　LEGAMI　DI　SANGUE，　AL　FINE　DI　GARANTIR∈LA　CON丁INUI丁A’DELLA　LINEA　Dl

DISCENDENZA　FAMILIARE，　O　Aし　CONTRARIO　RITIENE　SIA　MEGLIO　INTERROMP∈RE　しA
DISCENDENZA？

．Giusto　ricorrere　all’adozione　1　（26）
．Meglio　interrompere　la　discendenza　2
．Dipende　datle　circostanze　3
．　Altro　（specificare）　pt　8

．　Non　so　9SECONDO　LEI　QUAL’E’　IL　NUMERO　IDEALE　DI　FIGLI　IN　UNA　FAMIGLIA？　（Non　leggere）

．Uno　1　（27）．Due　2．Tre　3．Quattro　4．Cinque　5．Piu’　di　cinqve　6
．Nessuno　7．Dipende，　non　c’b　numero　ideale　8

．　Non　so　9
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DO　M．　14 DURANTE　LE　ULTIME　QUATrRO　SEITIMANE　HA　SOFFERTO　DI．．“．．．．．．　？　〈Leggere　uno　aHa　volta）

地 tmSQ
．Mal　di　testa／emicrania

．Mal　di　schiena

．　Nervosismi

．　Stato　depressivo

．　lnsonnia

1
1
1
1
1

2
2
2
2
2

9
9
9
n
コ
9

（2B）

（29）

（30）

（31）

（32）

DO　M．　15 IN　RAPPORTO　ALLA　SUA　ETA’，　QUANTO　E’　SODDISFAITO／A　DEL　SUO　STATO　Dt　SALUTE？　LEI
DIREBBE　DI　ESSERE　．．．．“．　（leggere）

．　Molto　soddisfatto／a

．Abbastanza　soddisfatto／a

，Abbastanza　insoddisfatto／a

．　Molto　insoddisfatto／a

．　Non　so

1

2
3

4

9　（non　leggere＞

（33）

DOM．16　（Mostrare　cartellino　dom．16）

　　　　　　　TUTTO　CONSIDERATO　COME　DEFIN旧EBBE　IL　SUO　ATTUALE　TENORE　DI　VITA？RISPONDA　CON
　　　　　　　L’AIUTO　DELLA　PRESENTE　SCALA　DOVE　1　SIGNIF；CA　IL　UVELLO　PIU’　ALTO　E　5　QUELLO　PIU’
　　　　　　　BASSO．

．　Alto

．　Medio－alto

．　Medio

．　Medio　basso

．Basso
．　Non　so

ー
ハ
∠
∩
」
4
5
Q
》

（34）

DOM．　17　SE　DOVESSE　SCEGLIERE，　COSA　PREFERIREBBE　TRA　．“．．”．．．．　（leggere，　una　sota　risposta）

．　Avere　piO　denaro

．　Avere　piO　tempo　tibero　a　disposizione

．Non　so　（non　leggere）

1
2
Q
》

（35）

DOM．18 SE　AVESSE　DENARO　SUFFICIENTE　PER　VIVERE　IL　RESTO　DELLA　VITA
COMODAMENTE　LE　PIACE，　CONTINUEREBBE　A　LAVORARE　O　SME丁丁EREBBE？

QUAN丁O　　PIU’

．　Continuerei　a　lavorare

．　Smetterei　di　lavorare

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

1
2
口
∪
9

（36）

DOM．　19 （Mostrare　cartetlino　dom．　19）

QUAL∈TRA　LE　DUE　AFFERMAZIONI　PRESENTI　SUしCARTEしUNO　SI　AVVICINA　MAGGIORMENTE
ALLA　SUA　OPINIONE？

．　lndipendentemente　da　quanto　denaro　uno　abbia，

　Ia　vita　senza　lavoro　e　senza　senso

．　Finche　ci　sono　i　soldi，　la　vita　ha　un　senso　anche

　senza　un　lavoro

．　Non　so

1

2
◎
》

（37）
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DOM．　20 （Mostrare　carte：lino　dom．　20）

SU　QUESTO　CARTELLtNO　SONO　ELENCATE　ALCUNE　COSE　CHE　LA　GENTE　PRENDE　IN
CONSIDERAZIONE　IN　RELAZIONE　AL　PROPRIO　LAVORO．　LEI　PERSONALMENTE　QUALE　PORREBBE
AL　PRIMO　POSTO？　（Una　sola　risposta）

．　Un　buono　stipendio　per　non　avere　preoccupazioni　monetarie

．　Un　tavoro　sicuro　senza　rischio　di　cessazione　di　attivha　o　di

　disoccupazione

．しavorare　con　persone　che　le　piacciono

．　Fare　un　lavoro　importante　che　le　dia　un　senso　di

appagamento
．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

1

2
3
4
8
9

（38）

DOM．　21 NELL’ORGANIZZAZtONE　DELLA　SUA　SE丁rtMANA，　ACCADE　TALVOLTA　CHE…tL　LAVORO　INTRAしCl　LA
SUA　VITA　PRIVATA　O　FAMILIARE？

，si

．No

．　Non　lavora

．　Non　so

1
2
3
◎
U

（39）

DOM．　22 （Mostrare　cartellino　dom，　22）

Cl　SONO　DIVERSI　ATTEGGIAMENTI　NEI　CONFRONTI　DELLA　VITA．　QUALE　DELしE　SEGUENTI
AFFERMAZIONI　SI　AVVICINA　MAGGIORMENTE　AL　SUO　MODO　DI　VIVERE？　〈Solo　una　risposta）

．　Lavorare　sodo　e　diventare　ricco

．　Studiare　seriamente　e　farsi　un　nome

，　Non　pensare　ne　ai　soldi　ne　al　successo，　ma　vivere　secondo

　i　propri　gusti

．　Vivere　alla　giornata　allegramente　e　senza　pensieri

．　Resistere　a　tutte　le　insidie　del　mondo　e　condurre　una　vita

　pura　e　giusta

．　Mai　pensare　a　se　stesso，　consacrarsi　interamente　al　bene

　della　societa

．　Altro　（specificare）

，　Non　so

ー
ク
一

3
4
■

5

6
8
9

（40）

DOM．　23 COSA　NE　PENSA　DELLA　QUAUTA。　DEししA　VITA　NELLA　ZONA　IN　CUI　RISIEDE？（Leggere）し∈l　Sl

DIREBBE“””．

．　Molto　soddisfatto／a

　Abbastanza　soddisfattola

　Abbastanza　insoddistatto／a

Molto　insoddistattola

Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
9

（41｝

DOM，24A　（Mostrare　cartellino　dom．24）
　　　　　　　　AIUTANDOSI　CON　OUESTO　CARTELLINO，　Ml　PUO’　DIRE　FINO　A　CHE　PUNTO　RAPPRESENTANO　UN

　　　　　　　　PROBLEMA　DI　SICUREZZA　NEL　SUO　QUARTIERE　1　SEGUENTI　PUNTI：　INIZIAMO　CON　1　FURTL

　　　　　　　　QUANTO　E’　SERIO　QUESTO　PROBLEMA？

DOM．　24B （Lasciare　il　cartellino　dom．　24）

E　LA　SICUREZZA　PERSONALE，　COME　AD　ESEMPIO　LE　AGGRESSIONI？　QUANTO　E’　SERIO　QUESTO

PROBLEMA　NEL　SUO　QUARTIERE？

Un　problema　Un　Non　e　un　Non　e　Non　so
　　　serio　problema　problema　affatto　un
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　serio　problema

24A　Furti 1 2 3 4 9 （42）

24B　Sicurezza　personaleノ

aggresslon1 1 2 3 4 9 （43）
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DO　M．　25 （Mostrare　cartellino　dom．　25）

LEI　CONOSCE　LA　FAVOしへDELLA　CICALA　E　LA　FORMICA？LA　CICALA，　DOPO　AVER　CANTATO　TUTTA
L’ESTATE，　ALL’ARRIVO　DEしし’tNVERNO　NON　AVEVA　NIENTE　DA　MANGIARE，　ALLORA　VA　A　CHIEDERE

AIUTO　ALLA　FORMICA　CHE　AVEVAしAVORATO　TUTTA　L’ESTATE．　LA　FORMICA　AVREBBE　POTUTO
DARE　UNA　DELLE　DUE　RISPOSTE　CHE　LEGGE　SUL　PRESENtE　CARTELLINO．　QUALE　DELLE　DUE

RISPOSTE　SCEGLIEREBBE　COME　CONCLUSIONE　DELLA　STORIA？

．La　tormica　manda　via　la　cicala　dicendo　che　ha　avuto　cめ

che　si　merita 1 （44）

．　La　tormica　prima　fa　la　morale　alla　cicala　dlcendo　”sel　’sn　torto

perche　sei　stata　pigra，　dovresti　lavora　re　di・piu’　”　e　poi　spartisce

con　lei　il　cibo　2
．　Altro　（specificare） 8

．　Non　so 9

DOM．　26A　QUAL’E’　PER　LEI　LA　COSA　PIU’　：MPORTANTE　NELLA　ViTA？　ME　NE　DICA　SOLAMENTE　UNA．

（45－46）

（47－48）

（49－50）

，　Non　so ee

DOM．　26B QUAU　ALTR∈COSE　SONO　MOL丁O　IMPORTANTI　PER　LEI？NE　PUO’MENZIONARE　QUANTE
DESIDERA．　Sollecitare：　E　ALTRO？

（51－52）

（53－54）

（55－56）

．　Non　so so

DOM．　27 （Mostrare　cartellino　dom．　27）

USANDO　LA　SCALA　SUL　CARTELLINO　MI　PUO’　DIRE　QUANTO　E’　IMPORTANTE　SECONDO　LEI　OGNI
SiNGOLA　VOCE？　（Leggere　una　voce　alla　volta＞

Per　niente

importante

．　La　sua　tamiglia　o　figli　se　ne　ha　pt1

．　La　carriera　ed　il　lavoro　一1
．　11　tempo　libero　e　gli　svaghi　v　1

．　Amici　e　conoscenti　de　1
．　Genitori，　fratelli，　sorelle　ed　altri　parenti一　1

．　La　religione　e　ta　chiesa　一一．．．in．　1．

．Li，　politica　一　1

2一．m3
4
4
4
4
4
4
4

5
ζ
」
5
5
5
ρ
b
一
b

6
6
6
6
6
6
6

　Mol電O
importante
　　　7

Non
so

2
2
2
2
2
2

3
ハ
」
3
ハ
」
3
3

7
σ
7
’
7
8
7
「
7
7
‘

9　（57）

9　〈5B｝

9　（59）

9　（60）

9　（61）

9　（62＞

9　（63）

DO　M．　28 （Mostrare　carte“ino　dom．　28＞

TUTTO　CONSIDERATO，　QUANTO　E’SODDISFA丁「O／A　DELしA　SUA　VtTA　FAMILIAR∈・CIOE’IL　TEMPO
CHE　TRASCORRE　E　LE　COSE　CHE　FA　CON　LE　PERSONE　DELLA　SUA　FAMIGLIA？　Mt　RISPONDA

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO．

．　Molto　soddisfattota

．　Abbastanza　soddisfattola

，　Ne　soddistatto　ne　insoddisfattola

．　Abbastanza　insoddisfattoia

．　Molto　insoddistatto／a

，　Non　so

－
・
2
3
4
5
9

（64）
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DOM．　29 （しasciare　ca「tellino　dom．28》

ORA　LE　VORREI　CHIEDERE　QUALCOSA　SULLA　SUA　VITA　IN　GENERALE．　QUANTO　E・
SODDISFATTOIA　DEししA　SUA　VITA　IN　QUESTO　PERIODO？Ml　RISPONDA　UTILIZZANDO　LO　STESSO
CARTELLINO．

．　Molto　soddisfatto／a

，　Abbastanza　soddisfatto／a

．　Ne　soddistatto　nO　insoddistattola

．Abbastanza　insoddisfatto／a

．Molto　insoddisfatto／a

．　Non　so

1
2
3
4
5
9

（65）

DOM．　30　SE　PENSA　ALLE　PERSONE　DI　SUCCESSO　NELLA　SOCIETA’　ODIERNA，　CHE　COSA　SECONDO　LEI　HA

　　　　　　　GIOCATO　IL　RUOLO　P；Uo　IMPORTANTE　PER　LA　LORO　RIUSCITA？LA　LORO　ABILITA’EIしORO
　　　　　　　SFORZI　OPPURE　LA　FORTUNA　E　lしCASO？

．L’abilitさegli　s「orzi

．しafortuna　ed　il　caso

，　Altro　（specificare）

，　Non　so

1
2
R
》
Q
り

（66）

DOM．　31 〈Mostrare　cartellino　dom．　31　）

QUALE　TRA　LE　OPtNIONI　EしENCATE　SUL　PRES∈NT∈CARTELUNO　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE
ALLA　SUA　OPINIONE　IN　MERITO　ALLA　SEGUENTE　AFFERMAZIONE？　”QUANDO　LO　STATO　AIUTA　LE
FAMIGUE　lしCUI　REDDITO∈’INSUFFICIENT∈．＿”

．　Da　loro　la　possibilita　di　vivere

．　Toglie　loro　il　senso　di　responsabilita

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
8
◎
り

（67）

DOM．32　　AしCUNI　DICONO　CH∈CON　IL　PROGREDIRE　DELLA　SC1∈NZA　E　DELしA　TECNOLOGIA，　LA　VITA
　　　　　　　DIVENTA　SEMPRE　PIU’COMODA，　MA　AししO　STEiSSO　TEMPO　LA　RENDE　PIU’INUMANA．　LEI　E●
　　　　　　　D’ACCORDO　O　MENO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．lndeciso／dipende（spontaneo｝
．　Altro　（specificare）

，　Non　so

」
1
2
3
8
Q
》

（68）

DOM．33　　AしCUNI　SONO　DELし’AVVISO　CHE　SIN　DAししA　SCUOしA　EしEMENTARE　AI　BAMBINI　DEBBA　ESSER∈
…　　　　　　INSEGNATO　CHE　l　SOLDI　SONOUNA　DEししE　COSEPIU’IMPORTANTI　DEししA　VITA．　LEI　E’D’ACCORDO

　　　　　　　OPPURE　NO？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

．lndeciso／dipende（spontaneo》

．　Altro　（specitlcare）

．　Non　so

1
2
3
8
∩
コ

（69）

DOM．　34 S∈iCONDO　ALCUNE　PERSON∈SE　NOI　AVESSIMO　DEGU∈CC∈しLENTI　CAPI　POLiTICI　DOVREMMO，
PER　lし　BENE　DEL　NOSTRO　PAESE，　AVERE　PI∈NA　FIDUCIA　N∈L　しORO　OPERATO　ANZICH∈●
CONTINUARE　A　DISCUTERE　DI　POLITICA　TRA　DI　NOI．　LEI　E’　D’ACCORDO　OPPURE　NO？

．　Sono　d’acc’ 盾窒р

．　Non　sono　d’accordo

．　Indeciso／dipende　（spontaneo）

．　Altro　〈specificare）

．　Non　so

－
（
ζ
3
n
◎
◎
》

（70）
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DOM．　35 SE　LEI　E・　CONVSNTO　CHE　UNA　DETERMSNATA　COSA　SIA　GIUSTA，　PENSA　CHE　NON　BtSOGNEREBBE

AVERE　ESITAZIONI　E　FARLA　ANCHE　SE　CIO’　E’　CONTRARiO　ALLE　NORMALI　eONSUETUDINI，
OPPURE　PENSA　CHEi　SIA　MEGUO　CONFORMARSI　ALLE…CONSUETUDiNt　PER　NON　CQRRERE　lし
RISCHIO　DI　SBAGLIARE？

．　Agire　di　conseguenza　anche　se　contrariarnente　alle

normali　consuetudini

．　Conto（marsi　alle　consuetudini

．　Sono　indecisoldipende　dal　caso　（spontaneo）

．　Altro　（specificare）

，　Non　so

1
2
3
8
9

al）

DOM．36　ALCUNI　DSCONO　CHE，　INDtPENDENTEMENTE　DA　QVANTO　IL　“．IONDO　POSSA　MECCANIZZARSI，
　　　　　　　NULしA　POTRA’DIMtNUIRE　LA　RICCHEZZA　DELL’ANIMO　UMANO，　LEI　E…’D’ACCORDO　O　MENO　CON
　　　　　　　QUESTA　OPINIONE？

．　Sono　d’accordo

．　Non　sono　d’accordo

，　Sono　indeciso／dipende　（spontaneo）

．　Attro　（speciticare）

．　Non　so

1
2
3
8
◎
》

（72）

DO　M．　37 LEI　E’　D’ACCORDO　SULLA　SEGUENTE　FRASE”　CASA　MIA　E’　L：UNICO　POSTO　DOVE　POSSO
RILASSARMI∈…SEiNT旧MIBENE’●？

．　si

．No
．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
8
9

（73）

DOM．38　（Mostrare　cartellino　dom．38）

　　　　　　　QUALE　TRA　LE　AFFERMAZIONI　PRESENTt　SUL　CARTELUNO　S’AVVIC・INA　MAGGIORMENTE　ALLA
　　　　　　　SUA　OPINIONE　SUL　MATRIMONIO？

．　tl　matrimonio　b　indissotublle

．　ll　matrimonio　pu6　essere　sciolto　solo　in　casi　motto　gravi

．　11　matrimonio　pub　essere　sciolto　sempticemente　con　il

reciproco　accordo　dei　coniugi

．　Non　so

ー
ハ
∠

ハ
J
Q
》

（74）

DOM．39　（Mostrare　cartellino　dom．39）

　　　　　　　QUAしE　DEししE　SEGUENTt　AFFERMAZtONI　RtSPECCHIA　MAGGiORMENTE　LA　SUA　OPINIONE　SUl
　　　　　　　LAVORI　DOMESTICI　E　LA　CURA　DEI　BAMBINI？

，　Sono　mansioni　delle　donne

．　Alcune　mansioni　sono　piu’　adatte　alla　donna

．　Tutte　te　mansioni　dovrebbero　essere　indifferentemente

divise　tra　1’uomo　e　la　donna

，　Non　so

d
1
9
鮨

3
Q
》

（75）

DOM．　40 SUPPONIAMO　CHE　UN　BAMBINO　DI　CIRCA　DIECI　ANNI　RITORNI　DALLA　SCUOしA　E　RACCONTI　Al
GENITORI　CHE　HA　SENTITO　DIRE　CHE　IL　SUO　MAESTRO　HA　FA’TTO　QUALCOSA　DI　BRUITO，　ED　l
GENITORI　SANNO　CHE　CIO’　E’　VERO．　SECONDO　LEI　E’　MEGLIO　CHE　1　GENITORI　DICANO　LA　VERiTA’

AしBAMBtNO　OPPURE　CHE　NON　LA　DICANO？

，　Dicano　la　verita

．　Non　la　dicano

．　Altro　（specificare）

，　Non　so

」
一
2
8
Q
》

（76）

End　card　1
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DOM，　41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　questionario　wu　（1一・4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　scheda　L2」　（5）

（Mostrare　cartellino　dom．　41）　’
IMMAGINIAMO　LA　SEGUENTE　SITUAZIONE．　IL　SIG．　A　E’　RIMASTO　ORFANO　IN　TENERA　ETA’　ED　E・

STATO　ALLEVATO　DAL　SIG．　B，　UN　BUON　VICINO，　CHE　GLI　HA　DATO　UNA　BUONA　EDUCAZIONE　E　GU

HA　DATO　LA　POSSIBIUTA’　Dl　SEGUIRE　GLI　STUDI　UNIVERSITARI．　ADESSO，　iL　SIG．　A　E’　DIVENTATO

IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’．　UN　GtORNO　RICEVE　UN　TELEGRAMMA　CHE　IL　SIG．　B　CHE　L・HA

ALLEVATO　E’　GRAVEMENTE　AMMALATO　E　GLI　CHIEDE　DI　ANDARE　IMMEDIATAMENTE　DA　LUI．
QUESTO　TELEGRAMMA　GIUNGE　MENTRE　IL　StG．　A　STA　PARTENDO　PER　ANDARE　AD　UNA
IMPORTANTISSIMA　RIUNIONE　DURANTE　LA　QUALE　SI　DECIDERA’　SE　LA　SOCIETA’　ANDRA’　FALLITA
OPPURE　SI　SALVERA’．　SECONDO　LES　COSA　DOVREBBE　FARE　IL　SIG．　A？　（Se　1’intervistato　risponde

”Rimandare　la　riunione”　chiedere：　E　nel　caso　la　riunione　non　possa　essere　rimandata？〉

．　Lasciare　tutto　ed　andare　subito　dal　Sig．　B　1
．　Per　quanto　possa　essere　preoocupato，　dovrebbe　andare　alla

nunlone
Altro　〈specificare）

Non　so
2
8
9

（6）

DO　M．　42 〈Mostrare　cartetlino　dom．　42）

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　SI　PRESUPPONEVA　CHE　IL　SIG．　B　AVESSE　ADOTrATO　IL　StG．　A．

SUPPONIAMO　INVECE　CHE　FOSSE　IL　VERO　PADRE　DEL　SIG．　A　E　CHE　FOSSE　GRAVEMENTE
AMMAしATO．　IN　QUES丁O　CASO　LEI　COSA　AVRE88E　RISPOSTO？　（Se　l’intervistato　risponde
”Rimandare　la　riunione”　chiedere：　E　nel　caso　la　riunione　non　possa　essere　r1mandata？’・！

．　Lasciare　tutto　e　andare　subito　da　suo　padre

．　Per　quanto　possa　essere　preoccupato　per　suo　padre，

dovrebbe　andare　alla　riunione

Altro　（specificare）

Non　＄o

1

2
n
◎
0
》

（7）

DO　M．　43 （Mostrare　carte川no　dom．43）

QUI　DI　SEGUITO　CI　SONO　TRE　OPINIONI　SUI　RAPPORTI　TRA　L’UOMO　E　LA　NATURA．　QUALE　PENSA

SI　AVVICIM　MAGGIORMENTE　AししA　VERITA’？

．Per　essere　fetice，　1’uomo　deve　conformarsi　aUa　natura　1　（8）
．　Per　essere　felice，　1’vomo　deve　servirsi　della　natvra　2

．　Per　essere　telice，　1’uomo　deve　dominare　la　natura　3

．　Altro　（specificare）一　8

．　Non　so　9DOM．　44 （Mostrare　carte川no　dom．44》

丁RA　LE　SEGUEN丁1　AFF：ERMAZIONI　SCEiLGA・QUELしA　CON　LA
D’ACCORDO．

．　Un　paese　potra　progredire　soltanto　se　si　rendono　felici

gli　individui　1．Soltanto　se　il　paese　progredisce　g旧ndMdui　potranno

essere　felici　2，　Far　progredire　il　paese　e　rendere　telici　gli

individui　e　in　sostanza　la　stessa　cosa　3

．Altro（specificare＞一8
．　Non　so　9

QUALE　E’　MAGGIORMENTE

（9）

DOM．45　〈Mostrare　cartellino　dom．45）
　　　　　　　SE　LE　VENISSE　CHIESTO　DI　SCEGLIERE　LE　DUE　COSE　PIU’　IMPeRTANTI　TRA　QUELLE　INDICATE

　　　　　　　SUL　CARTEしUNO，　QUAU　SCEGLIEREBB∈？

．　Atfetto　e　rispetto　per　i　genitori

．　Sdebitarsi　con　coloro　che　1’hanno　aiutata　nel　passato

．　Rispettare　i　diritti　dell’individuo

．　Rispettare　la　tiberta　dell’individuo

S
1
1
1
1

O

N
2
2
2
2

（10）

（11）

（1　2）

（1　3）

．　Altro　（specificare）

d
－
Q
げ

2
．　Non　so

）
）4
5

4
．
1
1

（
（
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DOM．　46 （Mostrare　cartellino　dom．　46）

TRA　1　DUE　SEGUENTI　TIPI　DI　PERSONA　QUALE　PREFERISCE？

．　11　Sig．　S．　che　e　una　persona　affabile　e　sul　cui　aiuto　si　puO

　contare　in　caso　di　bisogno　rna　che　non　e　efficiente　sul　lavoro　1

．　11　Sig．　T．　che　e　un　lavoratore　efficiente　ma　che　non　si　interessa

dei　problemi　e　degli　aftari　degli　altri　2

．　Non　so　9

（16）

DO　M．　47 （Mostrare　cartellino　dom．　47）

E　TRA　1　DVE　SEGUENTI　TIPI　DI　PERSONA　QUALE　PREFERISCE？

．　Una　persona　per　la　quale，　al　momento　di　prendere　una　deci－

sione，　la　cosa　piO　importante　e　tener　tede　ai　propri　principi　1

．　Una　persona　per　la　quale，　al　momento　di　prendere　una　deci－

sione，　la　cosa　pib　importante　e　mantenere　1’armonia　nei　pro－

　pri　rapporti　con　gti　attri　2
．　Altro　（specHicare）　－t　8

．　Non　so　9

（17）

DOM．　48 （Mostrare　cartellino　dom．　48）

SUPPONIAMO　CHE　LEI　SIA　IL　PRESIDENTE　DI　UNA　SOCIETA’．　LA　SOCIETA’　DECIDE　DI　ASSUMERE

UNA　PERSONA　ED　EFFEITUA　UNA　SELEZIONE　PER　VASSUNZIONE．　TRA　1　CANDtDATI　C’E’　UN　SUO
PARENTE．　LA　PERSONA　tNCARICATA　DELLA　SELEZIONE　VIENE　DA　LEI　E　LE　DICE：　”IL　SUO　PARENTE

CHE　HA　PRESO　PARTE　ALLA　SEし∈ZIONE　E’RISULTATO　SECONDO　IN　GRADUATORIA　E　PER　NOI　SIA

COしUI　CHE　HA　OTTENUTO　IL　PRIMO　POSTO　CHE　IL　SUO　PAREN丁E…ANDREBBERO　BEiNE．　COSA
DOB8tAMO　FARE？輔QUAしE　PERSONA　ASSUMEREBBE　IN　UN　CASO　DEL　GENERε？

．　La　persona　che　O　risultata　prima　in　graduatoria

．　ll　suo　parente

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
Ω
U
Q
》

（18）

DOM．　49 （Mostrare　cartellino　dom．　49）

NELLA　PRECEDENTE　DOMANDA　ABBIAMO　PRESUPPOSTO　CHE　COしUl　CHE　HA　OTTENUTO　lし
SECONDO　POSTO　IN　GRADUATORIA　SIA　UN　SUO　PARENTE．　SUPPONIAMO　fNVECE　CHE　COLUI　CHE
E’RISULTATO　AL　SECONDO　POSTO　SIA　lしFIGLIO　DI　PERSON∈VERSO　LE　QUALI　L∈l　HA　UN　DEBITO

DI　RICONOSCENZA．　QUAしE　PERSONA　IN　QUESTO　CASO　SCEGUEREBBE？

，　La　persona　che　e　risultata　prima　in　graduatoria

．　ll　tiglio　delle　persone　a　cui　deve　riconoscenza

．　Altro　（speciticare）

．　Non　so

1
2
Ω
U
◎
》

（19）

DO　M，　50 （Mostrare　cartellino　dom．　50）

SUPPONIAMO　CHE　LEIしAVORI　IN　UNA　DITTA　DOV∈　Cl　SONO　DUE　TIPI　DI　CAP1・SERVIZIO．

AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELUNO，　Ml
PREFERIREBBE　LAVORARE？

PUO。　D旧∈　SOTTO　QUALE　CAPO　SERVIZIO

．　Un　uomo　che　si　attiene　sempre　al　regolamento　e　non　le　chiede

　rnai　dei　lavori　assurdi　rna　che　d’altro　canto　non　tarebbe　nulla

per　lei　personalmente　al　di　tuori　del　campo　lavorativo　1 （20）

．　Una　persona　che　delle　volte　richiede　del　lavoro　supplementare

malgrado　le　norme　lo　vietino　ma　che　si　occupa　di　lei　personal－

rnente　anche　al　di　tvori　del　campo　lavorativo　2

．　Altro　（specificare｝

．　Non　so

8
Q
》
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DOM．　51 LEI　DIREBBE　cHE　NELLA　MAGGIORANZA　DEI　CASI　LA　GENTE　CERCA　D’　ESSERE　D’Aluro　o　cHE　st
PREOCCUPA　SOPRAI－1’UITO　DI　SE’　STESSA　E　DEI　PROPRI　INTERESSI？

．　Cerca　di　essere　d’aiuto

．Si　preoccvpa　di　se　stessa

．　Altro　（specificare）

．　Non　so

1
2
8
9

（21）

DO　M．　52 LEI　PENSA　CHE　LA　MAGGIOR　PARTE　DELLA　GENTE　CERCHEREBBE　DI　APPROFIITARSI　DI　LEI　SE
NE　AVESSE　L’OCCASIONE　O　CERCHEREBBE　DI　ESSERE　CORREITA？

．　Cercherebbe　di　approMtarsi

Cercherebbe　di　essere　corretta

Altro　（speciticare）

，　Non　so

1
2
8
9

（22）

DOM．　53 1N　UNEA　GENERAしE，　LEI　DIREBBE　CHE　CI　SI　PUO’FIDARE　DELしA　MAGGIORANZA　DELLE　PERSONEi
OPPURE　CHE　NON　Si　PUO’　MAI　ESSERE　TROPPO　SICURI？

．　Ci　si　pub　tidare

．　Non　si　pu6　mai　essere　troppo　sicuri

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

ー
ハ
∠
R
》
0
》

（23）

DO　M．　54

（Mostrare　cartellino　dom．　54　con　la　scala　d’accordo）

LE　LEGGERO。　ALCUNE　AFFERMAZIONI　CHεALTRE　PERSONE　HANNO　ESPRESSO　SULLA　V1丁A　Dl
OGGI．　AIUTANDOSI　CON　QUESTO　CARTELLINO　MI　PUO’　DIRE　QUANTO　Et　D’ACCORDO　O　MENO
CON　CIASCUNA　AFFERMAZIONE？　（Leggere　un’affermazione　alla　voEta）

　Molto　Abbastanza　Poco
d’accordo　d’accordo　d’accordo

Per　niente

d“accordo

Non
so

．　La　maggior　parte　delle　persone

fanno　di　tutto　per　essere　d’aiuto

agli　alt　ri 1 2 3 4 9　（24）

．　Ho　1’impressione　di　tar　parte

di　una　comunita　molto　vnita 1 2 3 4 9　（25）

．　Oggigiorno　bisogna　vivere　alla

giornata　senza　preoccuparsi　del

domani 1 2 3 4 9　（26）

．11　modo　in　cui　si　guadagna　da

vivere　e　piu’　importante　di　quanto

si　guadagna 1一一一一一一2 3 4 9　（27）

．　Oggigiorno　le　persone　come　me

si　sentono　spesso　sole　e　tagliate

fuori　datla　societa t 2 3 4 9　（2B）

DOM．　55

DO　M，　56

IN　CHE　MISURA　PENSA　CHE　LE　SCOPERTE　SCIENTIFICHE　E　LA　LORO　APPUCAZIONE　POSSANO
PORTARE　AD　UN　MIGLIORAMENTO　DELLA　SUA　VITA　QUOTIDIANA？

．Molto　1　（29）．Poco　2．Per　niente　3．Non　so　〈non　leggere）　9
NEGU　ANNI　FUTURI，　LA　DIFFUSIONE　DEiしし’INFORMATICA　CONTINUERA’AMODIFICARE　AしCUNI
ASPE’TTI　DELLE　CONDIZIONI　DI　VITA．　LEI　CONSIDERA　QUESTA　EVOLUZIONE　COME，．“．

．　Una　cosa　augurab“e

．　Una　cosa　poco　augurabile　ma　inevitabile

．　Una　cosa　spiacevole　e　pericolosa

．Non　so　（non　leggere）

1　（30）2
3

9
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DOM．　57 （Mostrare　cartellino　dom．　57）

COSA　PENSA　DELLE　SEGUENTI　AFFERMAZIONI？　PER　CIASCUNA　ME　DIA　UNA　DELLE　RISPOSTE
INDICATA　SUL　PRESENTE　CARTELLtNO．　（Una　rispesta　per　riga）

　Molto　Abbastanza　Poco　Per　niente　Non
d’accordo　d’accordo　d’accordo　d’accordo　so

．　Ci　sono　de“e　matattie　che　vengono　curate　meglio

con　metodi　che　la　medicina　modema　non

　rtconosce 1 2 3 4 9 （31）

．　Un　giomo　la　scienza　permettera　di　conoscere

completamente　il　tunzionamento　della　mente

vmana 1

．　La　maggior　parte　dei　problemi　sociali　ed　economici

　che　affrontiamo　oggi　verranno　risolti　grazie　al

　progresso　della　scienza　e　della　tecnologia　1

2

2

3

3

4

4

9

9

（32）

〈33）

DO　M．　58 （Mostrare　cartellino　dom．　58）

SECONDO　LEI，　QUANTO　E’　PROBABILE　CHE　LE　SEGUENTI　COSE　DIVERRANNO　O　MENO　UNA
REALTA’　NEI　PROSSIMI　25　ANNI？　PER　CIASCUNA　VOCE　SCELGA　UNA　DELLE　RISPOSTE　ELENCATE

SUL　PRESENTE　CARTELLINO．

（1　risposta　per　ogni　voce）

．　Un　metodo　sicuro　per　smaltire　i　rifiuti　delle　centrali

nucleari

．　Una　cura　per　le　forme　piO　comuni　di　cancro

．　Una　cura　per　la　senilitb

．　La　possibilita　di　vivere　in　una　base　spaziale

　Molto
probabile

1
1
1
1

Possibile　ma

　non　troppo
　probabile

9
駈
2
2
2

Per　niente　Non

probabile　so

3
3
3
3

9　（34）

9　（35）

9　（36｝

9　（37）

DO　M．　59 Sl　SENTE　MOLTO
PROBLEMA．．．．．”．．

PARLARE　DI　RISPARMI　ENERGETICI．　LEI　PENSA　CHE　SI　TRAITA　DI　UN

．　Mol｛o　importante

．　lmportante

．　Poco　importante

．　Per　niente　importante

．　Non　so　（non　leggere）

1
2
3
4
9

（38）

DOM．　60 LA　TUTELA　DF．LL’AMBIENTE　COSTITUISCE　PER　LEI　UN　PROBLEMA“．一．

．　Molto　importante

．　lmportante

．　Poco　importante

．　Per　niente　importante

．Non　so　（non　leggere）

1
2
∩
」
4
9

（39）

DOM．　61 QUAL　E…’しA　PRIMA　COSA　CHEしE　VI∈N∈IN　MENTE　QUANDO　PENSA　ALLA　CUしTURA　ITAUANA？Ml
DICA　TUI－1’O　CIO’　CHE　LE　VIENE　IN　MENTE．　Sollecitare：　QUALCOS’ALTRO？

（4041）

（42－43）

（44－45）
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DOM．61－1　（Mostrare　oarte：lino　dom．61－1）　．
　　　　　　　　　A）　SECONDO　LEI　TRA　LE　QUALrrA’　ELENCATE　SUL　PRESENTE　CARTELLINO　QUALI　SONO　LE　E1SX

ZBE£gXSEusQEYQLIINUNJtaMBUYQL？
　　　　　　　　　B）QUALE　DIΩ旦E皿…E’　LA　R1S，£（3RADEVOしE　DI　TUTTE？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tre　piu’　La　piu’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gradevoli　gradevole

　　　　　　　　　．Che　vn　bambino　abbia　buone　maniere　一2－1　（46）
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　si　storzi　per　riuscire－2－1　（47）
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　sia　onesto－2一　1　（48）
　　　　　　　　　．Che　vn　bambino　sia　ordinato　e　pulito　．　2一　1　（49）
　　　　　　　　　．Che　un　bambino　abbia　buon　senso　e　sia　giudizioso　一一一一一一一　2－1　（50）

　　　　　　　　　．　Che　vn　bambino　abbia　auto－controllo一　2－1　（51）
　　　　　　　　　．　Che　un　bambino　si　comporti　come　tale　e　che　una　bambina

　　　　　　　　　　faccia　altrettanto－2一．．．一．一一．　1　（52）
　　　　　　　　　．Che　vada　d’accordo　con　gli　attri　bambini　．一一．一一一ny一一一一一　2－1　（53＞

　　　　　　　　　．Che　obbedisca　ai　svoi　genitori一　2－1　〈54）
　　　　　　　　　．Che　sia　responsabile　一2－1　（55）
　　　　　　　　　．Che　sia　premuroso　nei　confronti　degli　altri　一　2－1　（56）
　　　　　　　　　．Che　sia　interessato　al　modo　ed　al　perche　awengono　le　cose一　2一　1　（57）

　　　　　　　　　．Che　sia　un　bravo　studente－2一．一一．1　（58）

　　　　　　　　　．Non　so”　2－1　（59）
DOM．61－2　（Mostrare　cartellino　dom．61－2）

　　　　　　　　　MOLTE　PERSONE　SI　CHIEDONO　CHE　SIGNIFICATO　ABBIA　LA　VITA　UMANA．　SULLA　PRESENTE
　　　　　　　　　PAGINA　CI　SONO　DELLE　OPINIONI　SUI　SIGNIFICATI　DELLA　VITA．　UTIUZZANDO　LA　SCALA
　　　　　　　　　PRESENTE　SUL　CARTELLINO　VORREI　CHE　LEI　MI　DICESSE，　PER　OGNI　OPINIONE，　QUALE
　　　　　　　　　S’AVVICINA　MAGGIORMENTE　ALLA　SUA．

A）　La　vita　ha　un　significato　solamente　se　le　viene　dato　uA　signiticato

　　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito　3

　　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo　5
　　　　　　　　　6，　Non　ci　ho　rnai　pensato　6

　　　　　　　　　9，　Non　so　9

（60）

B）　Per　me　la　vita　non　ha　significato

　　　　　　　　1．　Pienariiente　d・accordo

　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo

　　　　　　　　3．　Non　ho　una　terma　opinione　in　merito

　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo

　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo

　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato

　　　　　　　　9．　Non　so

1
2
3
4
，
5
6
9

（61）

C）　Penso　che　la　vita　delle　persone　abbia　un　chiaro　significato　e　segua　una　certo　schema

　　　　　　　　1．　Pienamente　d’accordo　1
　　　　　　　　2．　Abbastanza　d’accordo　2
　　　　　　　　3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito　3

　　　　　　　　4．　Abbastanza　in　disaccordo　4
　　　　　　　　5．　Pienamente　in　disaccordo　5
　　　　　　　　6．　Non　ci　ho　mai　pensato　6

　　　　　　　　9．　Non　so　9

（62）

DOM．　61－3 CONSIDERANDO　CIO’　CHE　RICEVONO　LE　ALTRE　PERSONE　IN　ITALIA，　LEI　PENSA　DI　RICEVERE：　IL
GIUSTO，　PIU’　Dl　QUANTO　SIA　GIUSTO，　UN　PO’　MENO　O　MOLTO　MENO　DI　QUANTO　SIA　GIUSTO？

．　ll　giusto

．　Piu’　di　quanto　sia　giusto

．　Un　po’　meno　di　quanto　sia　giuslo

．　Molto　meno　di　quanto　sia　giusto

，　Non　so

1
2
【
φ
4
9

（63）

End　card　2

一252一



DOM．61－4

DOM．　61－5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　questionario　mu　（1－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　scheda　L3J　（5）

（Mostrare　cartellino　dom．　61－4）

E’　SPIACEVOLE　PER　LEI　TROVARSI　CON　DELLE　PERSONE　CHE　HANNO　IDEE，　FEDI，　CONVINZIONI，
PRINCIPI　E　VALORI　DIVERSt　DAI　SUOI？　PER　LEI　EL”．”．

，Molto　spiacevole　1　（6）．Abbastanza　spiacevole　2
．Poco　spiacevole　3．Per　niente　spiacevole　4

．　Non　so　9〈Mostrare　cartellino　dom．　61－5）

SUL　PRESENTE　CARTELLINO　FIGURANO　VARIE’ bATEGoRIE　DI　PERSoNE．　MI　INDiCHI　QUEししE　CHE

NQN　LE　PIACEREB8E　AVERE　COMEVICINI，｛PiげrispoSte　possibili》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　um　NQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲

一．　Persone　con　una　fedina　penale　sporca　．一．”一．一．一一一一一一一一．　1　一　（7）

，　Persone　di　razza　diversa　．　1　一　2　（8）

．Studenti　一1－2　（9）．Estremisti　di　sinistra　N　1一一一一．．．．一一　2（10）
．　Madri　nubM　一　1　一一一一．．一．一．一一一一．　2　（11）

．　Forti　bevitori　．1　一　2　（12）
．　Estremisti　di　destra．　1　一　2　（13）
．　Persone　con　una　tamiglia　numerosa　一　1　一　2　（14）
．　Persone　emotivamente　instabili　一．．一ny一．一．．一　1一　2　（15）

．　Membri　di　sette　o　culti　religiosi　minori　一　1　一　2　（16）
．lmmigratUlavoratori　stranieri　．一一．一一一一．　1一　2　（17）
．　Nessuna　di　queste　categorie　一　9　一一一一一一ny．．一．　一　（1　8）

DOM．　61－6

DOM．　61　一7

LE　VORREI　ESPORRE　UN　CASO　E　CHIEDERE　LA　SUA　OPINIONE．　Ct　SONO　DUE　SEGRETARIE　DELLA

STESSA　ETA’　E　CHE　ESPLETANO　IN　PRATICA　LO　STESSO　LAVORO．　UNA　DELLE　SEGRETARIE
SCOPRE　CHE　LA　SUA　COLLEGA　GUADAGNA　100．000　LIRE　IN　PIU’AL　MESE　E　VA　A　LAMEN丁ARSl

DAしSUO　CAPO．　QUESTO　LE　RISPONDE　CHE　E’VERO　IN　QUANTOし’ALTRA　SEiGRETARIA　E’PIU’
VELOCE，　PIU’　EFFICIENTE　E　PIU’　AFFIDABILE．　SECONDO　LEI　E’　GIUSTO　CHE　UNA　SEGRETARIA
VENGA　PAGATA　PIU’　DELL’ALTRA？

．Givsto　1　（19）．lngiusto　2．　Non　so　9ECCO　UNA　USTA　DI　CAMBIAMENTr　NEL　MODO　DI　VIVERE　CHE　POTREBBERO　VERIFICARSI　NEL
PROSSIMO　FUTURO，　PER　OGNUNO　MI　D！CA　SE　SAREBB∈UN　BEN∈CHE　AVVENISS∈，　UN　MAしE　O
SE　LA　COSA　NON　FA　ALC　UNA　DIFFERENZA．　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Un　bene　Un　male　Nessuna　differenza

　　　　　　　　．　Dare　meno　importanza　ai　soldi　ed　ai　beni　materiali

　　　　　　　　．Che　i口avoro　abbia　un　ruoto　meno　importante　nella　nostra　vita

　　　　　　　　．　Occuparsi　maggiormente　dello　sviluppo　della　tecnologia

　　　　　　　　．　Interessarsi　di　piu’　della　compiutezza　morale　di　un　individuo

　　　　　　　　，　Avere　maggiore　rispetto　per　1’autorita

　　　　　　　　．　Dare　piu’　importanza　alla　vita　familiare

　　　　　　　　．　Un　modo　di　vivere　piu’　semplice　e　piu’　naturale

QUAしCHE　DOMANDA　RIGUARDO　LA　R∈LIGION∈．

DOM．　62A　LEI　S；　CONSIDERA　APPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？

　　　　　　　　．si

　　　　　　　　．No

　　　　　　　　．　Non　so

DOM．62B　SE’。SI”，　QUAしE？

　　　　　　　　．　Cattolica

　　　　　　　　，Protestante（include：Battista，　Metodista，しuterana＿．）

　　　　　　　　．　Ebraica

　　　　　　　　．　Musulmana

　　　　　　　　．　Altro　（specificare）

噌
墨
－
噌
一
1
1
4
1
1

2
2
2
2
2
2
2

1
2
9
－
・
2
ハ
」
4
Ω
U
9

3
3
3
3
3
3
ハ
」

（20）

（21）

（22）

（23）

（24）

（25）

（26）

（27）

（28）

．　Non　so
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DOM．　63 INDIPENDENTEMENTE　DAL　TIPO　DI　REUGIONE，しEl　PENSA　CHE　StA　IMPORTANTE　O　MENO　AVERE
DEI　SENTIMENTI　RELIGIOSI？

．　lmportante

．　Non　importante

．　Altro　（specificare＞

．　Non　so

♂
5
2
8
9

（N）

DOM・64　　ALCUNI　DICONO　CHE　BENCHE’AL　MONDO　CI　SIANO　TANTE　DIVERSE　REUGIONI，　OGNUNA　CON　Iし
　　　　　　　PROPRIO　CREDO，，LA　GRAN　PARTE　DEI　LORO　INSEGNAMENTI　SONO　PIU’　O　MENO　GLI　STESSI．　LEI

　　　　　　　E’　D’ACCORDO　O　MENO　SU　QUESTA　IDEA？

．　Sono　daccordo

．　Non　sono　d’accordo

．A謄ro《spec川care》

．　Non　so

1
2
8
9

（30）

DOM．　65　（Mostra　re　il　ca　rte”ino　dom．　65）

　　　　　　　iN　POUTICA　DI　SOUTO　DI　PARLA　DI”DES丁RA”Ei　Dl●●SINISTRA■．；N　QUALE　PUNTO　DI　QUESTA　SCALA

　　　　　　　COLLOCHEREBBE　LA　SUA　POSIZIONE？　（Non　suggerire　一　1’intervistato　dovra　situarsi　in　una　casella，

　　　　　　　se　esita，　insistere）

Sinistra

O1 02 03 04 05 06 07 08
　　　Destra

O9　10　（31－32）

Ritiuta

Non　so

91

X9

（33・34）

DOM．66　QUANTO　S’iNTERESSA　DI　POLITICA？（Leggere）

，　Mottissimo 1 （35）

．　Abbastanza

．Non　mo鉦。

．　Per　niente

，　Non　so

2
3
4
9

DO　M．　67 しEi　CI’「∈RO’AしCUNE　PAROLE　CHE　CARAT’rERIZZANO　DεししE　tDEE．　LEI　DtR∈88E　DI　AVERE

UN’OPINIONE　FAVOREVOLE　O　SFAVORεVOしE　NEI　CONFRONTI　DI　CIASCUNA　DEししE　SEGU∈NTl
IDEE？

．　Democrazia

Capitalismo

Socialismo

Liberalismo

Favorevole

　　1

　　1

　　1

　　1

Dipende
一”@2
　　　2

　　　2

　　　2

Stavorevote

　　3

　　3

　　3
　　3

Non　so

　9

　9

　9

　9

（36）

（37）

（38）

（39）

DO　M．　6B IN　GENERALE，　QUANTO　E’SODDISFA丁TO　DEL　MODO　IN　CUI　FUNZIONA　LA　DEMOCRAZIA　IN　ITAUA？
しEil　Sl　DIREBBE．．．．（しeggere）

．　Molto　soddistatto

．　Abbastanza　soddisfatto

．　Non　molto　soddisfatto

．　Per　niente　soddistatto

．Non　so　（non　leggere＞

1
2
3
4
9

（40）

DOM．　69 IN　BASE　AししE　SUA　CONOSCENZA　DEL　SIST∈MA　GIUDIZIARIO，　COME　PENSA　CHE　FUNZIONI　OGGI
lN　ITALIA？しEI　DIREBBE＿．．．（しeggere）

．　Molto　bene

．　Abbastanza　bene

．　Abbastanza　male

．　Molto　mafe

．　Non　so

1　（41）2
3
4

9
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DOM．　70 （Mosirare　cartellino　dora．　70＞

SUL　PRESENTE　CARTELLINO　SONO　RIPORTATE　DUE　OPINIONI　SUI　RAPPORT：　TRA　DIPENDENT：　E
DATORI　DI　LAVORO．　QUALE　DELLE　DUE　ESPRIME　MEGLIO　tL　SUO　PARERE？

．　PoichO　gli　interessi　del　dipendente．e　del　datore　sono

completamente　all’opposto，　e　givSto　e　normale　che

siano　sempre　in　contlnto　tra　loro

．　ln　fondo　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

　gli　stessi　in　quanto　se　una　societa　guadagna　bene　pub

pagare　stipendi　migtiori　e　pertanto　le　dve　parti　dovrebbero

　coltaborare

，　Non　＄o

1

2
9

（42）

DOM．　71 （Mostrare　cartellino　dom．　71）

SU　QUESTO　CARTELUNO　SONO　RIPORTATEi　TRE　OPINIONI　SULしA　SOCIETA’CONτEMPORANεA．
POTREBBE　Srv：EGLIERE　QUELLA　CHE　MEGLIO　DESCRIVE　LA　SUA？　（Una　soSa　risposta）

．　Bisogna　cambiare　radicalmente　1’organizzazione

　della　societa　in　oui　viviamo　con　un’azione　rivoluzionaria　1

．　Bisogna　migliorare　gradualmente　la　societa　in　oui　vMamo

mediante　；e　ritorme　2
．　Bisogna　difendere　coraggiosamente　la　societa　in　cui　viviarno

da　tvtte　le　torze　sowersive　3

．　Non　so　9

（43）

DOM．　72A　SECONDO　LEI　LA　SOCIETA’　ITALIANA　HA　NECESSITAt　Dl　CAMBIARE　PROFONDAMENTE？

．si

．No

．　Non　so

1
9
」
9

（44）

DOM．　72B PER　CAMBIARE　LA　SOCIETA●SECONDO　LE　SUE　ASPETTATIVE，　LEI　E’FAVOREVOし∈ADELLE
RIFORME　GRADUALI　OPPURE　AD　UN　CAMBIAMENTO　RADICALE？

．　Riiorme　graduali

．　Cambiamenti　radicali

．　Non　so
1
2
9

（45）

DOM．　73 A　QUALE　PARTITO　POLITICO　SI　SENTE　PIU’　VICINO？

DOM．　74

．　Democrazia　Cristiana　（DC）

．　Partito　Democratico　della　Sinistra　（PDS＞

．　Rifondazione　Comunista

．　Partito　Socialista　ltaliano　（PSI）

．　Movimento　Sociate　ltaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN）

．　Lega　Lombarda

．　Partito　Repubblicano　ltaliano　（PRI）

．　Partito　Socialdemocratico　ltaliano　（PSDI）

．　Federazione　dei　Verdi

．　Lista　Pannella

．　Partito　Liberale　ltaliano　（PLI）

．　Sudtiroter　Volkspartei　（SUP）

．　La　Rete　一　Movimento　per　la　Democrazia

．　Altri　partitl

Nessun　partito　politico

　Ritiuta　di　rispondere

Non　so

01

O2
O3
O4
O5

O6
O7
O8
O9
P0
P1

P2
P3
P4，

P5

X8
X9

porre　dom．　74

（46－47）

Iilt／．i，”a．”derais”pitoOnlZllgrite’‘co　tlgt｝　andareadom．7s

LEI　SI　SENTE　MOしTO　VICINO　A　QUESTO　PARTITO，　ABBASTANZA　VICiNO　O　NON　MOしTO　VICINO？

．Molto　vicino　1　（48）．Abbastanza　vicino　2．Non　molto　vicino　3
．　Non　so　9
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DOM．75A　（Mostrare　cartelUno　do：n．75A）

　　　　　　SU　QUESTO　CARTELUNO　E’　RIPORTATO　UNA　SPECIE　DI　TERMOMETRO　CHE　VA　DA　O　A　100　GRADI．

　　　　　　VORREI　CHE　LEIしO　UTILIZZASSE　PER　ESPRIMEREしA　SUA　SIMPATIA　N∈l　CONFRONTI　DEI　VARI
　　　　　　　PARTITI　POLITIC且．　AL　CENTRO　DELしA　SCALAしA　POSIZIONE　50　E’NEUTRA．　PIU’SIMPATIA　HA　PER

　　　　　　　UN　PARTITO，　PIU’　IL　TERMOMETRO　SALIRA’，　MENTRE　PSU’　E’　OSTILE　PiV’　IL　TERMOMETRO
　　　　　　　SCENDERA’　VERSO　LO　O．　INIZIAMO　PARLANDO　DELLA　D．C．　（Leggere　tutti　i　partitl，　ruotare　1’ordine　di

　　　　　　　lettura）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Temperatura

．　Democrazia　Cristiana　（DC）

．　Partito　Democratico　della　Sinistra　（PDS）

．　Rifondazione　Comunista

．　Partito　Socialista　ttaliano　（PSI）

．　Movimento　Sociate　ttaliano　Destra　Nazionale　（MSI－DN＞

．　Lega　lombarda

．　Altri　（specfflcare）

，　Non　so

LJ－U
LLLI
u－u
LLL－l
Li－U
一一LLULgJ－9－LgJ

（49－5051）

〈52－53－54）

（5556－57）

（58－59－60）

（6162－63＞

（ec6566）

（67－6869）

aO71－72）

End　card　3
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D．　Ol

D．　02

D．　03

D．　04

D．　05

D．　06

D，　07

D．　OB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　questionario　一　（1・4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．　scheda　L4J　（5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PEMQGBAELSX

A）　LEI　PERSONALMENTE　E’　ISCRIITO　AD　UN　SINDACATO　DE｛　LAVORATORt？

B）　E　QUALCUN’ALTRO　DELLA　SUA　FAMIGLIA　E’　ISCRIITO　AD　UN　SINDACATO　DEi　LAVORATORI？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sl　No　Non　so

．L’intervistato　1　2　9（6）．Un　aftro　componente　del：a　tamiglia　1　2　9　（7）

LEI　E’“．．．．．？

．Celibe　o　nubile　1　（8）．Sposatola　2．Convivente　3．Divorziato／a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

．Separatota　5．Vedov◎ノa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

A　QUANTI　ANNI　HA　TERMINATOIINTERROrrO　1　SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIENO？　（SE　Et　ANCORA
STUDENTE　CODICE　OO　一　ANDARE　A　DOM．　5）

Eta　LLI　（9－10）

DOPO　AVER　TERMINATOIINTERRO’rrO　1　SUOI　STUDI　A　TEMPO　PIENO　LEI　HA．．．．m．，．？　（SE　”MAI”：

CODICE　OO＞

Leggere：　Mesi．Eventualmente　ripreso　a　studiare？　（SE　”Sl’”）　PER　QUANTI　MESI？　一1　（11－12）

，　Eventualmente　frequentato　un　corso　di　formazione

professionale　o　lavorato　come　apprendista？　（SE　”S：”’）　PER　QUANTI　MESi？　一1　（13－14）

SESSO　DELLtlNTERVtSTATO

，Maschio　1　（1　5）．Femmina　2QUANTI　ANNI　HA？

，Anni　一　（1　6－17）

Dl　QUANTE　PERSONE　E’　COMPOSTA　LA　SUA　FAMIGLIA，　LE：　COMPRESO？

．1　persona　1　（18）．2　persone　2．3persone　3．4　persone　4．5　persone　5．6　persone　6．7　persone　7．8　persone　8．9　persone　ed　oltre　9
QUANTI　BAMBINI　AL　DI　SOrrO　DEI　15　ANNI　VIVONO　NELLA　SUA　FAMIGLIA？

．1　bambino　Ol　（19－20）．2bambini　02．3　bambini　03．4　bambini　04．5　bambini　05．6bambini　06．7　bambini　07．8bambini　08．9　bambini　ed　oltre　09

．Nessuno　10
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D．　09 LEI　O　QUALCUNO　NEUA　SUA　FAMIGLIA　POSS：EDE．”．．？　（LEGGERE）

．．＿．un霊e置evisore　a　cobri

。．．．．．un　videoregistra霊ore

。．∴．。una　vlde◎camera

．．．．．．una　radiosveglia

。．．．．．un　personaレhome　computer

．．．．．．Una　macchina　loto9「a而ca

＿＿un　trapano　elettrico

．．．．．．Una　frig9髄riCe　e婁et電riCa

．．＿．due　o　piO　au電omobili

＿＿una　seconda　casa　o　una　casa　al　mare，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　ln　montagna，　o　m　Campagna

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

山
0
0
0
0
0
0
0
0
0

o

（21－30）

Col．　31－40　bSank

D．10 A）　QUAL　E’　LA　SUA　ArrUALE　OCCUPAZiONE？

B＞　（SE　AITUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　AITIVtTA’　RETREBUITA　COD．　1－4　A　DOM．　10A）　HA

ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE　ATTIVITA。　REiTR旧UITA？OUAL　E●STATA　LA　SUA　ULTIMA

OCCUPAZIONE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dom．　10A　Dom，　10B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Occupazione　Ultima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attuale　occupazione

随．　Responsabile　degli　acquisti　correnti　e　della　conduzionedella　casa　o　non　esercita　attualmente　alcuna　oocupazione　Dl　一一一一一　（41－42）

．Studente　02　一一一　（43－44）．　Disoccupato，　temporaneamente　senza　occupazione　03　一一一一
．Pensionato　o　inabile　al　lavoro　04　一一一

．Agricoltore

．Pescatore

．Libero　prolessbnisla（awocato，　medico，　commercialista，

　a「chite骸。）

．Proprielario　di　un　negozio，◎ommerciante，　artigiano◎altro

　tipo　di　lavoro　indipeりdente
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．lndustriale，　proprietario（unico　o　soclo）di　un’azienda

に
》
∩
◎0
007

R
》
9
0
0

己
巳
2

0
∩
U

03

4
く
》0
0

．　Professioni　liberali　dipendenti　（medico，　awocato．．）

．　auadri　superiorUaltri　dirigenti　（direttori　generali，　amministratori

　delegati，　altri　direttori）

．　Quadri　intermedi　（tunzionan’，　insegnantL．．．）

．　lmpiegati　di　concetto　（che　lavorano　per　lo　piO　davanti　ad

　una　scrivania）

．　tmpiegati　che　non　tavorano　davanti　ad　una　scrivania

　（venditori，　avtisti，　rappresentanti）

．　lmpiegati　che　non　lavorano　davanti　ad　una　scrivania　ma

che　offrono　dei　servizi　（ospedali，　ristoranti，　potizia，　pompieri）

．　Supervisore

，　Operai　specializzati

．　Altri　operai　（non　specializzati），　personale　di　servizio

．　Non　ho　mai　esercitato　alcuna　attivita　retribuita

10

¶
冒
21
113
14

15
16
17

18

“一一一

06

7
’
R
》

0
ハ
U

09

10

11

12
13
14
15

D．　11

（A　CHI　ArrUALMENTE　ESERC：TA　UN’AITIVITA’　LAVORATIVAtLAVORO　AVTONOMO　O　NO　：　CODICI
O5－18　A　DOM．　10A．）

NORMAしMENT∈，　QUANTE　OREしAVORA　AししA　SETrlMANA？

Ore　lavorative　settimanali　LLI 1　（45－t16－47）
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D．　12 （ACOLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　UN。AT丁lVlTA’LAVORATIVA／1＿AVORO　AUTONOMO：
COD．　DA　05　A　IB　A　D．　10A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D．’10B）　QUANTE　PERSONE
LAVORANO／LAVORAVANO　SOrrO　LA　SUA　RESPONSABILITA’？

．　Nessuna

．Da　1　a　4

．Da　5　a　9

．10　ed　oltre

．Non　so

－
∩
4
丙
0
4
◎
》

（4B）

D．　13 （A　COLORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　UN’　AITIVITA’　LAVORATIVA／LAVORO
DIPENDENTE：　CODtCt　DA　10　A　18　A　D．　10A　OPPURE　DA　06　A　14　A　D．　10B＞　IN　QUALE　SEITORE　DI

ATTIVITA’LEIしへVORA　O　HA　LAVORATO？

．　Pubblico　impiego

．　lndvsttia　statale

．　Industria　privata

．　Servizi　privati

．　Non　so　（Non　e’　possibile　la　codifica

da　parte　dell’intervistatore＞

1
2
3
4
9

（49）

D．　14 LEI　E”．”．””．．““．．．．．”

si No
Leggere：

A）　：Ma　principale　responsabile　nella　Sua　famiglia　degli　acquisti　correnti

　e　della　conduzione　della　casa

B）　La　persona　che　contribuisce　in　maggior　misura　al　reddito　tami：iare

1

1

2

2

（50）

（51）

（PORRE　LE　DOMANDE　DALLA　15　ALLA　17　COMPRESA　SE　L’INTERVISTATOIA　NON　Et　LA　PERSeNA
CHE　CONTRIBUISCE　IN　MAGGIOR　MISURA　AL　REDDITO　FAMILIARE　一　COD．　2　A　DOM．　14B　一

AしTRIMENT且PASSARE　A　DOM．18）　　　　　　　．

D，　15 A　QUANTI　ANNI　LA　PERSONA　CON　IL　REDDITO　PIU’　ALTO，　CIOE’　IL　CAPOFAMIGLIA，　HA
TERMtNATO／INTERROITO　l　SUOI　STUDt　A　TEMPO　PIENO？（SE　STUDIA　ANCORACODIFICARE　OO》

Anni Ll－1　（52－53）
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D．　16 A）（SE●◎NO。’ADOM．14B》．　OUAしE’L’ATrUALE　PROFESSIONE　DELLA　PERSONA　CHE　IN　FAMIGUA

HA　lしREDDITO　PIU’ALTO？

B）　（SE　ArrUALMENTE　NON　ESERCITA　ALCUNA　AITIVITA’　RETRtBUITA　一　CODtCl　Ol－04　A　DOM．　16A）

HA　ESERCITATO　IN　PASSATO　QUALCHE…ATTIVITA’RETRIBUITA？QUAしE。　STATA　LA　SUA　UしTIMA

ocCUPAZtONE？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dom．　16A　Dom．　16B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Occupazione　Ultima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attuale　occupazione

曲．　Responsabite　degli　acquisti　correnti　e　delta　conduzionedella　casa　o　non　esercita　attualmente　alcuna　occupazione　Ol　一一一一　（54－55）

，Stvdente　02　一一一　（56－57）．Disoccupato，　temporaneamente　senza　occupazione　03　一一一
，Pensionato　o　inabile　al　lavoro　04　一一一
LayQ［atQ［indinRndenti
，　Agricottore

．　Pescatore

．　Libero　protesslonista　（avvocato，　medico，　commercialista，

　architetto）

．　Proprietario　di　un　negozio，　commerciante，　artlgiano　o　altro

tipo　di　lavoro　indipendente

．　lndustriale，　proprietario　（unico　o　socio）　di　un’azienda

5
ハ
◎0
007

8
Q
り
n
U
O

」
1
9
鴨
0
003

4
5

ハ
U
O

Lammi－uaier1ti
．　Professioni　liberali　dipendenti　（medico，　awocato．，）

，　Quadri　superiorValtri　dirigenti　（direttori　generali，　amministratori

　delega髄，　a駿ri　diret匙ori｝

．　Quadri　intermedi　（funzienaa’，　insegnanti．．．．）

．　lmpiegati　di　concetto　（che　lavorano　per　lo　piO　davanti　ad

　una　scrivania）

，　lmpiegati　che　non　iavorano　davanti　ad　una　scrivania

　（venditori，　autisti，　rappresentanti）

．　lmpiegati　che　non　Savorano　davanti　ad　vna　scrivania　ma

che　offrono　dei　servizi　（ospedali，　ristoranti，　polizia，　pompieri）

．　Supervisore

．　Operai　specializzati

．　Altri　operai　（non　specializzati），　personale　di　servizio

．　Non　ho　mai　esercitato　alcuna　attivita　retribuita

10

1
2

4
－
－

13

14

15
16
17

18

06

7
8

∩
U
∩
U

09

10

“

12
13
14
15

D，　17 （A　COしORO　CHE　SVOLGONO　O　HANNO　SVOLTO　AnlVITA’　RETRIBUITE　O　UN　LAVORO
AUTONOMO：　COD．　DA　05　A　18　A　D．　16A　OPPURE　DA　OI　A　14　A　D．　16B）　QUANTE　PERSONE

LAVORANO／LAVORAVANO　SOITO　LA　SUA　RESPONSABILITA’？

Nessuna

Da　1　a　4
Da　5　a　9
　10　ed　oltre

．　Non　so

ー
ウ
」
3
4
◎
》

（58）

D．　18
NUrm
SEしE　CHIEDESSERO　DI　UTILIZZARE　UNA　DI　QUESTE　CINQUE　CATEGORIE　PER　D∈FINIRE　lしSUO
C∈TO　SOCIAし∈，　A　QUAL∈Dl　QUEST∈し∈l　DIR∈BBE　DI　APPARTENERE？（MOSTRARE　CARTELLINO
D．　18　一　UNA　SOLA　RISPOSTA）

Classe　media

Classe　medio－interiore

Classe　operaia

．　Classe　superiore

．　Classe　medio－superiore

．　Ritiuta　di　rispondere

．　Altra　risposta　（precisare）

－
・
2
3
」
4
5
【
◎
Ω
り
n
コ

（59）

．　Non　so
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D．　19 LEI　ABITA　lN　UNA　VtU－ETTA　O　IN　UN　APPARTAMENTO？L●APPARTAMEN「rO〈ALLE丁τA　IN　CUI　VIVE　E●

DS　PROPRIETA’　SUA　O　DELLA　SUA　FAMIGLIA，　OPPURE　IN　AFFM’O？，　（MOSTRARE　CARTELLSNO
D．　19）

．　Una　vi“etta　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Un　appartarnento　di　proprieta’　o　con　mutuo

．　Vna　villetta　atfittata　da　un　privato

．　Vn　appartamento　atitaato　da　un　privato

．　Una　villetta　di　proprieta’　del　comune　in　aftino

．　Un　appartamento　di　proprieta’　del　comune　in

a鰍to
．　Mro　（staura　in　affitto，　pensionato，　case

　a　riscatto，　ecc．）

．　Non　so

1
2
3
4
5

6

7
9

（60＞

D．　20 LEI　DEFINIREBBE　LA　LOCALITA’　IN　CUI　ABITA　｛LEGGERE）：

．　Un‘area　prevalentemente　agrico：a　（o　piccolo　comune，

　frazione，　borgata，　casa　isolata）　1

．Una　piccola　o　media　citta’　2

．Una　grande　citta’　3

．　Non　so　9

（61）

D．　21 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほLEI　SI　CONSIDEiRA　APPARTENENTE　AD　UNA　RELIGIONE？（SE”Sl’●）AOりAL【…？

．　Cattolica

．　Protestante

．　Ortodossa

．　Ebraica

01

O2
O3

O4

PASSARE　A　D．　22

（62－63）

．　Musutmana
．　Bvddista

．　Induista

．　Altro　（specificare）

5
ハ
◎
7
σ

0
0
0

．　Nessuna

．　Non　so

08

O9

X9

PASSARE　A　D．　23

D．　22 LE…l　ASSISTEi　ALLE　FUNZIONI　RE…LIGIOS∈　PIU’VOLT∈…ALLA　SE…TrlMANA，　UNA　VOじ「A　AしLA
SErrlMANA，　POCHE　VOLTE　ALL’ANNO，　UNA　VOLTA　ALL’ANNO　O　MAI？　（UNA　SOLA　RISPOSTA）

．　Piu’　volte　alla　settimana

．　Una　votta　a　settimana

．　Poche　volte　all’anno

．　Una　volta　all’anno　o　meno

．　Mai

．　Non　so

1
2
3
4
5
9

（64）

皿D．　23 SIA　CHEしEl　SEGUA　OPPURE　NO　PRATICHεRELIGIOSE，　SI　DEFINIREBBE＿＿＿？

．　Vna　persona　religiosa

．　Una　persona　non　religiosa

．　Un　agnostico　（indifferente　ai　problemi　religiosi）

．　Un　ateo　〈che　nega　1’esistenza　di　Dio＞

．　Non　so

1
2
3
4
q
げ

（65）
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D．　24 AVREMMO　BISOGNO　DI　ALCUNE　INFORMAZtONI　SVL　REDDITO　DELLA　SUA　FAMtGLIA　PER　POTER
ANAUZZARE　1　RISULTATI　DI　QUESTO　STUDIO　IN　FUNZIONE　DELLE　DIVERSE　TIPOLOGIE　FAMILIARI．

SU　QUESTO　CARTELUNO　SONO　ELENCATE　DELLE　CLASSI　DI　REDDITO．　（MOSTRARE　IL
CARTELUNO　DOM．　D．　24）

LEI　DOVREBBE　SOMMARE　TUITE　LE　ENTRATE　E　GLI　STIPENDI　MENSILI　DI　TUITH　COMPONENTt
DELLA　FAMIGLIA，　TUTT’E　LE　PENSIONI　ANCHE　SOCIALI　E　LE　EVENTUALI　RENDITE　DA
ASSICURAZIONI　O　DAしOCAZION∈（AFFITrr1）＿．．＿．

しεASSICURO　CHE　LA　SUA　RISPOSTA，　COMεTUT丁∈QUEiLLE　CHE　CI　HA　DATO　NEL　CORSO　Dl
QUESTA　INTERVISTA，　SARA’RITENUTA　DEL　TUTrO　CONFIDENZIAしE　E　QUAしUNQU∈i　RIFERIMENTO
A　LEI　O　ALLA　SUA　FAMiGUA　＄ARA’　IMPOSSIBILE．

しAPREGO　DI　RISPOND∈RMI　CON　LA　LE丁1’ERA　DELL’ALFABETO　RIPORTATA　A　F；ANCO　DEしLA

CLASSE　DI　REDDITO　LORDO　CHE　CORRISPONDE　A　QU∈iししO　DELLA　SUA　FAMIGUA，　PRIMA　DI
QUALUNQUE　DEDUZIONE，　TASSE　O　ALTRO．

B．　Fjno　a　750．000

T．　Da　750．001　a　1．000．000

P．　Da　t．OOO．OOI　a　1．500．000

F．　Da　1．500．001　a　1．750．000

E．　Da　1．750．001　a　2．000．000

H．　Da　2．000．001　a　2．500．000

L．　Da　2．500．001　a　3．000．000

N．　Da　3．000．001　a　3．500．000

R　Da　3．500．00i　a　4．000．000

M．　Da　4．000．001　a　4．500．000

S．　Da　4．500．001　a　5．000．000

K．　Oltre　5．000，000

．　Riiiuta

，　Non　so

01

O2
O3

O4

O5

O6
O7

O8

O9
P0

P1

P2

X8

X9

（66－67）

End　card　4
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PROTOCOLLO　D’INTERVISTA

P．　Ol

P．　03

P．　05

P．　06

P．　07

DATA

　　Giorno　ua　Mese　一
　　　　　　　　　　　（＆7）　（＆9）

DURATA　INTERVSSTA　tN　MINUTI

　　　Minuti　一U
　　　　　　　（14－15－16）

GRADO　DI　COLLABORAZIONEi　DELL。INTERVISTATO／A

　　　．Eccellente　1　（IB）
　　　．Buono　2　　　．Medio　3　　　．Mediocre　4
AMPIEZZA　CENTRO

　　　．〈10．000

　　　．10．001－100．000

　　　．　100．001　一　250，000

　　　．　〉　250．000　abitanti

REGIONE
　　　．　Vatle　d’Aosta　e　Piemonte

　　　．　Liguria

　　　．　Milano　e　provincia

　　　．　Trentino

　　　．　Veneto

　　　．　Friuli　Venezia　Giulia

　　　．　Emilia

　　　．　Toscana

　　　．　Marche

　　　．　Umbria

　　　．Lario

　　　．　Molise　e　Abtuzzi

　　　．　Campania

　　　．　Pugtie

　　　．　Basilicata

　　　．　Calabria

　　　．　Sicilia

　　　．　Sardegna

1
2
3
4
ひ21に

1
2
3
4
．

∩
U
O
O
O

　
　
ラ

　
　
O

　
　
n

05
O6
O7
O8

O9
P0
P1

宸
P
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9

（19）

N．　questionario　mu　（1・4）
N．　scheda　LsJ　（5）

P．　02　ORA　INIZIO　INTERVI　STA

　　　　　　　　Ora　Minuti
　　　　　　　　（1“11－12－13）

P．04　NUMERO　DI　PERSONE　PRESENTI
　　　　DURANTE　L’INTERVISTA
　　　　．　Due　（1’intervistatore　e　（17）

　　　　1’intervistato）　1

　　　　．Tre　2　　　　．Quattro　3
　　　　．Cinque　o　piu’　persone　4

P，08　CODICE　AWIAMENTO　POSTALE

U－LL一一　（22－th）

P．　09　N．　PUNTO　DI　CAM　PtONAM　ENTO

一　（27－ne）

P．10　N．INTERViSTATORE

LLU　（3“32）

P．11　PONDERAZtONE
L＝＝二L＿」＿＿⊥＿＿＿LLI＿＿⊥＿＿」（33●40）

ti一一一t－tt一一t－t－t－t一一一eeeeett一一一一一一e－t一一一te－ette一一tete－i“一t一一e－ite“““一一一一e一一t一一一一e一“ete“一ie一一一e一一一teie一一一一一一iee一一e－t－t一一tteee－t一一一ee－t－t一一一一一iiee一一t“一一一一一一te一一“一一一“一一

NOME　E　COGNOME　DELLA　PERSONA　INTERVISTATA

INDIRIZZO

COMUNE PROVINCIA 了Eし

●■0●●■60■●●●O●の●●●●0■■●●●■●●●●●●■0●●●●■●●●■●●●●●■●●■■■●●6●●■0■■．●●■●●●■●●■■●●●■●●●O■OO●■●■■・．●●・●．●■■■●●●●●■■●■■●●■●6●●G■■●●■●●●■●■●●■●●O●●●●●●■●●●●●●■●・・．．■●●■■●■■●●■●．●■●・・

DICHIARO　CHE　LA　PRESENTE　tNTERVISTA　E’S丁ATA　ESEGUITA　DA　ME　PERSCNALMEiNTE　SECONDO　LE
ISTRUZIONI　CONTENUTE，　NONCHE’　IN　BASE　ALLE　NORME　CHE　REGOLANO　LA　COLLABORAZIONE　TRA　GLI
INTERVISTATORt　E　GLI　ISTITUTI　MEMBRI　DELL’AISM　ALLEGATE　ALLA　PROPOSTA　D口NCARICO，　DELLE　QUALl

DICHIARO　DI　AVERE　PIENA　CONOSCENZA．　APPROVO　IN　PARTICOLARE，　Al　SENSI　E　PER　GL；EFFE丁Tl　DEGU
ARTICOLI　1341　E　1342　C．C．，　LE　CLAUSOLE　8，　9　E　11　IVI　CONTENUTE，

Data　intervista　Ftrma　intervistatore
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　End　card　5
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QU．　Ol

QU，　02

QU．　03

QU，　04

QU．　05

QU．　06

QU．　07

QU．08

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lnterview　no．　LL一一U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Card　1一．4J　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PEMQfiBAE！1！9S

A＞　ARE　YOU　PERSONALLY　INSCRIBED　TO　A　LABOUR　UNION？

B）　SS　SOMEONE　ELSE　OF　YOUR　FAMILY　INSCRIBED　TO　A　LABOUR　UNION？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yes　No　Don’t　know

．The　respondent　1　2　9．Another　member　of　the　family　1　2　g
YOU　ARE　．．．．．．？

，Single　1．Married　2．Living　as　married　3

．Divorced　4．Separated　5
．Widowed　6
HOW　OしD　WERE　YOU　WHEN　YOU　FINISHED／INTERRUPTED　FUしし一TIME　EDUCATION？（IF　STILL　A

STUDENT　CODE　OO　一　GO　TO　QU．5）

Age　Ll．一pLl

AFTER　HAVINQ」　FINISHED！INTERRUPTEDYOUR　FULし・TIME　EDUCATION　YOU　HAVE．＿＿（IF
”NEVER”：　CODE　OO）

Read：　Month．　Eventually　have　taken　up　stvdying？　（IF　YES）　FOR　HOW　MANY　MONTHS？　LL．一1

．　Eventuaily　followed　a　professional　training

course　or　worked　as　apprentice？　（IF　YES）　FOR　HOW　MANY　MONTHS？　LLI

SEX　OF　THE　RESPONDENT

．Male　1．Female　2
HOW　OLD　ARE　YOU？

Years　1．1．一一一I

HOW　MANY　PEOPLE　LIVE　IN　YOUR　HOUSEHOLD，　INCLUDING　YOURSELF？

．1　person　1．2　persons　2
．3　persons　3
．4　persons　4
．5　persons　5
，6　persons　6
．7　persons　7
．8persons　8．9　persons　and　more　9

HOW　MANY　CHILDREN　BELOW　15　YEARS　OF　AGE　UVE　IN　YOUR　HOUSEHOしD？

．1　child　Ol．2children　02
，3children　03，4children　04
．5children　05
．6children　06
．7children　07
，8children　08．9children　and　more　09

．　N　one　10

一264一



刈・．09 DO　YOU　OR　ANYONE　ELSE　IN　YOUR　HOUSEHOLD　OWN　．．．．．？　（READ）

．．．　a　colour　rv　set

．．．　a　video　recorder

．．．　a，video　camera

．．．　a　radio一　clock

．．．　a　PCthome　computer

．．．　a　still　camera

．．．　an　electric　drill

．．．　an　electric　deep　tat　fryer

．．．　2　or　more　cars

．．．　a　second　home　or　a　holiday

　　home／flat

Yes
　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

N

o

ユU．10 A）　WHAT　IS　YOUR　CURRENT　OCCUPATION？
B）　（IF　PRESENTLY　NOT　HAVING　PAID　WORK　CODE　1－4　Q．10A）IN　THE　PAST　HAVE　DID　YOU　HAVE　A

PAID　WORK？　WHICH　WAS　YOUR　LAST　OCCUPATION？

幽．　Responsible　for　ordinary　shopping　and　looking　after　the　home，or　without　any　current　occupation，　not　working

．　Student

．　Unemployed　or　temporarily　not　working

．　Retired　or　unable　to　work　through　illness

QU．　10A

Current
occupation

1
2
3
4

0
0
0
A
U

N

QU．　10B

　　Last

occupation

Se11一R［npto｝Lect

．　Farmer

．　Fisherman

．　Protessional　（lawyer，　medical　practitioner，　accountant，

　architect．．．）

．　Owner　of　a　shop，　craftsmen，　other　self　employed　person

．　Bu＄iness　proprietors，　owner　（full　or　partner）　of　a　company

5
A
◎
0
0
7
’
Ω
U
9

0
（
U
O

1
2

（
∪
0

3
」
4
5

0
0
（
U

幽．　Employed　professional　（employed　doctor，　lawyer，　accountant，　architect）

．　General　management，　director　or　top　management　（managing

　directors，　director　general，　other　director）

．　Middle　management，　other　management　（department　head，

junior　manager，　teacher，　technician）

，　Employed　position，　working　mainly　at　a　desk

．　Employed　position，　not　at　a　desk　but　travelling　（salesmen，

　driver，．，．）

．　Employed　position，　net　at　a　desk，　but　in　a　service．　job

　（hospital，　restaurant，　police，　fireman，．．．）

．　Supervisor

．　Skilled　manual　worker

．　Other　unskilled　manual　worker，　servant

．　Never　did　any　paid　work

10

11

2
3
1
114

戸
◎
6
7
8

1
1
1
4
．
■

06

07

R
》
◎
》

n
V
∩
U

10

11

12
13

14
15

（　TO　THOSE　WHO　PRESENTLY　HAVE　A　WORK：NG　ACTIVITY／SELF－EMPLOYMENT　OR　NOT：
CODES　05－18　AT　a．10A）

）U，11 NORMAししY　HOW　MANY　HOURS　DO　YOU　WORK　PER　WEEK？
　　　　　　　　　’

Weekly　working　hours　1 t c 1
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aU，　12 （TO　THOSE　WHO　DO　OR　DID　PAID　WORK　OR　SELF－EMPLOYED：　COD．．05　TO　18　AT　QU．　10A　OR　COD．

Ol　Te　14　AT　QU．　10B）　HOW　MANY　PEOPLE　’ARE　WORKINGIWERE　WORKING　UNDER　YOUR

SUPERVISION？

None
lto4
5to　9

10　and　over

DK

1
2
3
」
4
9

QU，　13 （TO　THOSE　WHO　DO　OR　DSD　PAID　WORK　EMPLOYED：　COD．　10　TO　18　AT　QU．　10A　OR　COD．　06　TO　14

AT　OU．10B）　IN　WHICH　SECTOR　OF　ACTIVIIY　DO／DID　YOU　WORK？

Civil　servant

Pubblic　industry

Private　lndustry

Private　services

DK　（Coding　is　not　possible）

1
9
一
3
4
◎
》

N
QU．　14 ARE　YOU，．，，”，”．．？

Read　out： Yes No

A）　ln　yovr　household　the　person　mainly　responsible

　　tor　ordinary　shopping　and　looking　after　the　home

B）　ln　your　household　the　person　who　contributes　most　to　the

　　household？

1

1

2

2

（ASK　QU，15　TO　17　IF　THE　RESPONDENT　IS　NOT　CONTRIBUTING　MOST　TO　THE　HOUSEHOLD
iNCOME：　COD．　2　AT　QU．　14b　一・　oTHeRs　Gro　ro　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　，41）

QU．　15 HOW　OLD　WAS　THE　PERSON　WHO　CONTRIBUTES　MOST　TO　THE　HOUSEHOLD　INCOME　WHEN
HrvSHE　STOPPED　FULL－TIME　EDUCATION？　（IF　STILL　STUDYING　CODE　OO）

Years LLI
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QU．　16 A）　（IF　NO　AT　QUA4B）．　WHAT　IS　THE　CURRENT　OCCUPATION　OF　THE　PERSON　WHO
CONTRIBUTES　MOST　TO　THE　HOUSEHOLD　INCOME？

QU．17

B）　（：F　NOT　DOING　ANY　PAID　WORK　CURRENTLY　CODE　OI－04　IN　QU．16A）　DID　HevSHE　DO　ANY　PAID

WORK　IN　THεPAST？WHAT　WAS　HIS／HER　LAST　OCCUPATION？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aU．　16A　QU．　16B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Current　Last

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　occupatlon　occupation

mm．　Responsible　for　ordinary　shopping　and　looking　after　the　home，or　without　any　current　occupation，　not　working　Ol　一一一

．Student　02　一一一．Unemployed　or　temporarily　not　working　03　一一一
．Retired　or　unable　to　work　through　iUness　04　一一一

Setten）P19yec
．　Farmer

．　Fisherman

．　Professional　（lawyer，　medical　practitioner，　accountant，

　architect．．．〉

．　Owner　of　a　shop，　craftsmen，　other　self　employed　person

．　Business　proprietors，　owner　（full　or　partner）　ot　a　company

蜘．　Employed　professional　（employed　doctor，　lawyer，　accountant，　architect）

．　General　management，　director　or　top　management　（managing

　directors，　director　general，　other　director）

．　Middle　management，　other　management　（department　head，

junior　manager，　teacher，　technician＞

．　Employed　position，　working　mainly　at　a　desk

．　Employed　position，　not　at　a　desk　but　travelling　（salesmen，

　driver，．．．）

．　Employed　position，　not　at　a　desk，　but　in　a　service　job

（hospital，　restaurant，　police，　tireman，．．．）

，　Supervisor

．　Skilled　manual　worker

．　Other　unskilled　manual　worker，　servant

．　Never　did　any　paid　work

一
b
ハ
b
O
O
7
8
9

0
0
0
10

11

2
3

1
4
置
響

14

5
6
7
・
8

1
噌
1
4
－
－

．．N．

ー
ク
一

〇
∩
U

∩
」
4
5

ハ
U
O
O

06

07

Ω
り
Q
》

∩
U
O
10

11

12
13

14
’15

（TO　THOSE　WHO　DO　OR　DID　PAID　WORK　OR　WERE　SELF－EMPLOYED：　CODES　05　TO　18　IN　QU，　16A

OR　CODES　OI　TO　14　IN　QU．　16B＞　HOW　MANY　PEOPLE　ARE　WORKINGIWERE　WORKING　UNDER
HISIHER　SUPERIVIONS？

None
From　1　to　4

From　5　to　9

10　and　over

DK

1
2
3
4
◎
ソ）U．18 闘IF　YOU　WERE　ASKED　TO　CHOOSE　ONE　OF　THESE　FIVE　NAMES　FOR　YOUR　SOCIAしCLASS，　WHICHWOUしD　YOU　SAY　YOU　8ELONG　TO？（SHOW　CARD　QU．18・ONE　ANSWER　ONLY）

Middle　class

Lower　middle　class

Working　class

Upper　class

Upper　middle　class

Retuses　to　be　classified

Other　（speclfy）

1
2
3
4
5
6

．DK 8
9
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QU．　19
　　．

DO　YOU　LIVE　IN　A　HOUSE　OR　AN　APARTMENT？　AND　DO　YOU　OR　YOUR　FAMILY　OWN　OR　RENT
YOUR　HOME？　（SHOW　CARD　QU．　19）

．　Own　outright　or　have　mortgage　on　a　house

．　Own　outright　or　have　mortgage　on　an　apartment

．　Rent　a　privately　owned　house

．　Rent　a　privately　owned　apartment

．　Rent　a　Council，　Municipal　or　Corporation　house

．　Rent　a　Council，　Municipal　or　Corporation

apartment
．　Other　（rent　a　room，　live　as　a　10dger，　squatter，

etc．）

．DK

1
2
角
0
4
5
6

7
0
◎
》

QU，　20 WOULD　YOU　SAY　YOU　LIVE　IN　A，．，．．．　（READ　OUT）：

Rural　area　or　village

Small　or　middle　size　town

Large　town

DK

」
1
9
一
3
◎
》

QU．　21 DO　YOU　CONSIDER　YOURSELF　AS　BELONGING　TO　A　PARTICULAR　RELIGION？　（IF　”YES”〉　WHICH

ONE？

．　Roman　catholic

．　Protestant

．　Orthodox

，　Jewish

i
l
］

GO　TO　QU．　22

Muslim
Buddhist

Hindu

．　Other　（specify）

i
1
1

None
DK

08

O9

X9

GO　TO　QU．　23

QU．　22
aQ［tlgSg－umLQgQg．QIZQ．Q
DO　YOU　AITEND　RELIGIOUS　SERVICES　SEVERAL　TIMES　A　WEEK，　ONCE　A　WEEK，　A　FEW　TIMES　A
Y∈AR，　ONCE　A　YEAR　ORしESS　OR　NEVER？（ONE　ANSWER　ONLY）

Several　times　a　week

Once　a　week

A　few　times　a　year

Once　a　year　or　less

Never

DK

■
1
∩
乙
3
4
5
Q
》

闘QU，　23 WHETHER　YOU　DO　OR　YOU　DON’T　FOLLOW　RELIGIOUS　PRACTICES，　WOULD　YOU　SAY　THAT　YOU
ARE“．．？

．　Religious

Not　religious

An　agnostic

，　An　atheist　（deny　the　esistence　of　God）

．DK・

－
騨
9
」
3
4
◎
》
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U．　24 WE　ALSO　NEED　SOME　INFORMATION　ABOUT　THE　INCOME　OF　THIS　HOUSEHOLD　TO　BE　ABLE　TO
ANALYSE　THE　SURVEY　RESULTS　FOR　DIFFERENT　rvPES　OF　HOUSEHOLDS．　HERE　IS　A　LIST　OF
INCOME　GROUPS．　（SHOW　CARD　QU．24）

PLEASE　COUNT　THE　TOTAL　WAGES　AND　SALARIES　PER　MONTH　OF　ALL　MEMBERS　OF　THIS
HOUSEHOLD；Aしし　PENStONS　AND　SOCIAL　INSURANCE　BENEFITS；CHILD　ALLOWANCES　AND　ANY
OTHER　INCOME　LIKE　RENTS，　ETC．．”　OF　COURSE，　YOU　ANSWER　AS　ALL　OTHER　REPUES　SN　THIS

INTERVIEW　WILL　BE　TREATED　CONFIDENTIALLY　AND　REFFERING　BACK　TO　YOU　OR　YOUR
HOUSEHOLD　WILL　BE　IMPOSSIBLE，　PLEASE　GIVE　ME　THE　LETrER　OF　THE　INCOME　GROUP　YOUR
HOUSEHOLD　WILL　FALLS　INTO　BEFORE　TAX　AND　OTHER　DEDUCTIONS．

B．　Up　to　a　750．000

T．　From　7so．ool　to　1．ooo．ooo

p，　From　1．ooo．ool　to　1．soo．ooo

F．　From　1，soo．ool　to　1．7so．ooo

E．　From　1．7so，ool　to　2，000．ooo

H．　From　2．ooo．ool　to　2．soo．ooo

L　From　2．soo．ool　to　3．ooo．ooo

N，　From　3．ooo．ool　to　3．soo．ooo

R　From　3．soo．ool　to　4．ooo．ooo

M．　From　4．ooo．ool　to　4．500．000

s．　From　4．soo．ool　to　s．ooo．ooo

K．　Over　5．000．000

．　Refusal

．　DK

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
9
9
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INTERV：EW　PROTOCOLE

lnterview　no．　LLLL一一1　（N）
Card　LsJ　（5）

P．　Ol　DATE　OF　INTERVI　EW

P．　03

P．　05

P，　06

P．　07

Day LLI　Month
（6－7） L一く8－9）

NUMBER　OF　MINUTES　THE　INTERVIEW　LASTED

　　　Average　Ll－Ll
　　　　　　　　　（14－15－16＞

RESPONDENT　COOPERATION

　　　．Excellent　1
　　　．Fair　2　　　．Average　3
　　　．Bad　4
SIZE　OF　LOCAU丁Y

　　　，〈10．000　1
　　　．　10，001　一　100．000　2
　　　．100．001　一　250．000　3
　　　．＞250．0001Nrl　e　6　eイA　tl了う　　　　　　4

REGION
　　　，　Valle　d’Aosta　e　Piemonte

　　　．　Liguria

　　　．　Milano　e　provincia

　　　．　Trentino

　　　，　Veneto

　　　，　Friuli　Venezia　Giulia

　　　．　Emilia

　　　．　Toscana

　　　．　Marche

　　　．　Umbria

　　　，しazio

　　　，　Molise　e　Abruzzi

　　　，　Campania

　　　．　Puglie

　　　，　Basilicata

　　　，　Calabria

　　　．　Sicilia

　　　，　Sardegna

Lombardia　（escl．　provincia　di　Milano）　03

（20－21　）

　　Ol

　　O2

　　04

　　05

　　06

　　07

　　08

　　09

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

〈18＞

（1　9）

P．　02

P．　e4

　　　　　TIME　eF　THE　BEGINNING

OF　THE　INTERVtEW

　　　LL」＿LI
　　　　Hour　Minutes

　　　　（10・11・12．13）

NUMBER　OF　PEiRSONS　PRESENT
DURING　THE　INTERVIEW　　　’

．Two（interviewer　and　　　　（17》

　respondenり　　　　　　　　　　　　　　1

．Three　　　　　　　　　　　　2

．Four　　　　　　　　　　　　3
．Five　or　more　　　　　　　　　4

P，　08　POSTAL　CODE

Ll－1．1．Ll　（22－26）

P．　09　SAM　PLE　POINT　NUMBER

LI一一．一1－1　（27－29）

P．10　INTERVIEWER　NUMBER

LI－1－1　（30－32）

P，11　WEIGHTING　FACTOR

LI－1－lwl－1－1－lml（33・40）

一270一



CARTELLSNO
　　DOM．8

Mantenimento　dell’ordine　nel　paese

Aumentare　la　partecipazione　dei　cittadini　nelle

decisioni　di　governo

Combattere　1’aumento　dei　prezzi

Garantire　la　liberta　di　parola

一271一



CARTELLINO
　　DOM．9

．　Molto

．　Abbastanza

．　Poco

．　Per　niente

一272一



CARTELLINO
　DOM．16

Alto Basso

1 2 3 4 5

一273一



　　　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　　DO　M．　19

．　lndipendentemente　da　quanto　denaro　uno　abbia，　la

　vita　senza　lavoro　b　senza　senso

．　Finchb　ci　sono　i　soldi，　la　vita　ha　un　senso　anche

　　senza　un　lavoro

一274一



　　　　　　　　　　　CARTELLENO

　　　　　　　　　　　　　DOM．　20

．　Un　buono　stipendio　per　non　avere　preoccupazioni

　　monetarie

．　Un　lavoro　sicuro　senza　rischio　di　cessazione　di

　　attivita　o　di　disoccupazione

　　Lavorare　con　persone　che　le　piacciono

　　Fare　un　lavoro　importante　che　le　dia　un　senso　di

　　appagamento

一275一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　DO　M．　22

Lavorare　sodo　e　diventare　ricco

Studiare　seriamente　e　farsi　un　nome

Non　pensare　nb　ai　soldi　nb　al　successo，　ma　vivere

secondo　i　propri　gusti

Vivere　alla　giornata　allegramente　e　senza　pensieri

Resistere　a　tutte　le　’奄獅唐奄р奄?@del　mondo　e　condurre　una

vita　pura　e　giusta

Mai　pensare　a　sb　stesso，　consacrarsi　interamente　al

bene　della　societa

一276一



　　　　CARTELLINO
　　　　　　DOMe　24

Un　problema　serio

Un　problema

Non　e　un　problema　serio

Non　e　affatto　un　problema

一277一



CARTELLINO
　　DOMe　25

．　La　formica　manda　via　la　cicala　dicendo　che　ha　avuto

　cio’　che　si　merita

．　La　formica　prima　fa　la　morale　alla　cicala　dicendo　”sei

　　in　torto　perchb　sei　stata　pigra，　dovresti　lavorare　di

　　piu’　”　e　poi　spartisce　con　lei　il　cibo

一278一



CARTELLINO
　　DOMe　27

Per　niente

importante

　　Molto

importante

1 2 3 4 5 6 7

一279一



　　　　CARTELLINO
　　　　　DOM．28－29

Molto　soddisfatto／a

Abbastanza　soddisfatto／a

Nb　soddisfatto　nb　insoddisfatto／a

Abbastanza　insoddisfatto／a

Molto　insoddisfatto／a

一280一



　　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　DOM．　31

Da　loro　la　possibilita　di　vivere

Toglie　loro　il　senso　di　responsabilita

一281一



　　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　DOM．38

11　matrimonio　b　indissolubile

II　matrimonio　pub　essere　sciolto　solo　in　casi　molto

gravi

ll　matrimonio　pub　essere　sciolto　semplicemente　con　il

reciproco　accordo　dei　coniugi

一282一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　DOMe　39

Sono　mansioni　delle　donne

Alcune　mansioni　sono　piu’　adatte　alla　donna

Tutte　ie　mansioni　dovrebbero　essere

indifferentemente　divise　tra　1’uomo　e　la　donna

一　283　一



CARTELLINO
　　DOMe　41

Lasciare　tutto　ed　andare　subito　dal　Sig．　B

Per　quanto　possa　essere　preoccupato，　dovrebbe

andare　alla　riunione

一284一



CARTELLINO
　　DOM，42

．　Lasciare　tutto　e　andare　subito　da　suo　padre

．　Per　quanto　possa　essere　preoccupato　per　suo　padre，

　　dovrebbe　andare　a”a　riunione

一285一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　DOMe　43

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　conformarsi　alla　natura

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　servirsi　della　natura

Per　essere　felice，　1’uomo　deve　dominare　la　natura

一286一



CARTELLINO
　　DOMe　44

．　Un　paese　potra　progredire　soltanto　se　si　rendono

　　felici　gli　indMdui

．　Soltanto　se　il　paese　progredisce　gli　individui　potranno

　　essere　felici

．　Far　progredire　il　paese　e　rendere　felici　gli　individui　b

　　in　sostanza　la　stessa　cosa

一287一



　　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　DOM．　45

Affetto　e　rispetto　per　i　genitori

Sdebitarsi　con　coloro　che　1’hanno　aiutata　nel　passato

Rispettare　i　diritti　dell’individuo

Rispettare　la　liberta　dell’individuo

一288一



CARTELLINO
　　DOM．46

．　11　Sig．　S．　che　b　una　persona　affabile　e　sul　cui　aiuto　si

　pub　contare　in　caso　di　bisogno　ma　che　non　e

　efficiente　sul　lavoro

．　ll　Sig．　T．　che　b　un　lavoratore　efficiente　ma　che　non　si

　interessa　dei　problemi　e　degli　affari　degli　altri

一289一



CARTELLINO
　　DOM．47

．　Una　persona　per　la　quale，　al　momento　di　prendere

　una　decisione，　la　cosa　piU　importante　e　tener　fede　ai

　propn　pnnclpl

．　Una　persona　per　la　quale，　al　momento　di　prendere

　una　decisione，　la　cosa　piU　importante　e　mantenere

　　l’armonia　nei　propri　rapporti　con　gli　altri

一290一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　DOM．　48

La　persona　che　b　risultata　prima　in　graduatoria

11　suo　parente

一291一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　DOM．49

La　persona　che　e　risultata　prima　in　graduatoria

ll　figlio　delle　persone　a　cui　deve　riconoscenza

一292一



CARTELLINO
　　DOM．　50

．　Un　uomo　che　si　attiene　sempre　al　regolamento　e　non

　le　chiede　mai　de日avori　assurdi　ma　che　d’altro　canto

　　non　farebbe　nulla　per　lei　personalmente　al　di　fuori　del

　　campo　lavorativo

．　Una　persona　che　delle　volte　richiede　del　lavoro

　supplementare　malgrado　le　norme　lo　vietino　ma　che

　si　occupa　di　lei　personalmente　anche　al　di　fuori　del

　　campo　lavorativo

一293一



CARTELLINO
DO　Me　54　’　57

Molto　d’accordo

Abbastanza　dCaccordo

Poco　d’accordo

Per　niente　d’accordo

一294一



CARTELLINO
　　DOM．58

Molto　probabile

Possibile　ma　non　troppo　probabile

Per　niente　probabile

一295一



CARTELLINO
　DOMe　61”1

Che　un　bambino　abbia　buone　maniere

Che　un　bambino　si　sforzi　per　riuscire

　Che　un　bambino　sia　onesto

　Che　un　bambino　sia　ordinato　e　pulito

　Che　un　bambino　abbia　buon　senso　e　sia　giudizioso

　Che　un　bambino　abbia　auto－controllo

　Che　un　bambino　si　comporti　come　tale　e　che　una

　bambina　faccia　altrettanto

　Che　vada　d’accordo　con　gli　altri　bambini

　Che　obbedisca　ai　suoi　genitori

　Che　sia　responsabile

　Che　sia　premuroso　nei　confronti　degli　altri

Che　sia　interessato　al　modo　ed　al　perchb　awengono

　le　cose

．　Che　sia　un　bravo　studente

一296一



　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　DOMe　61”2

1　．　Pienamente　d’accordo

2．　Abbastanza　d’accordo

3．　Non　ho　una　ferma　opinione　in　merito

4．　Abbastanza　in　disaccordo

5．　Pienamente　in　disaccordo

一297一



CARTELLiNO
　DOM．　61　一4

Molto　spiacevole

Abbastanza　spiacevole

Poco　spiacevole

Per　niente　spiacevole

一298一



CARTELLtNO
　DOMe　61“5

Persone　con　una　fedina　penale　sporca

Persone　di　razza　diversa

Studenti

Estremisti　di　sinistra

Madri　nubili

Forti　bevitori

Estremisti　di　destra

Persone　con　una　famiglia　numerosa

Persone　emotivamente　instabili

Membri　di　sette　o　culti　religiosi　minori

lmmigrati／lavoratori　stranieri

一299一



CARTELLINO
　DOMe　65

Sinistra

Ol　02　03　04 05 06

Destra

07　08　09　10

一300一



CARTELLINO
　　DOM．　70

．　Poichb　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

　　completamente　all’opposto，　b　giusto　e　normale　che

　　siano　sempre　in　conflitte　tra　loro

．　ln　fondo　gli　interessi　del　dipendente　e　del　datore　sono

　gli　stessi　in　quanto　se　una　societa　guadagna　bene

　　pub　pagare　stipendi　migliori　e　pertanto　le　due　parti

　　dovrebbero　collaborare

一301一



CARTELLINO
　　DOM．　71

．　Bisogna　cambiare　radicalmente　1’organizzazione　della

　　societa　in　cui　viviamo　con　un’azione　rivoluzionaria

．　Bisogna　migliorare　gradualmente　la　societa　in　cui

　viviamo　mediante　le　riforme

．　Bisogna　difendere　coraggiosamente　la　societa　in　cui

　viviamo　da　tutte　le　forze　sovversive

一302一



CARTELLINO
　DOM．　75A

Termometro

Ostile Neutro Molta

simpatia

o 50 100

一303一



　　　　CARTELLINO
　　　　　　　　De　18

Classe　media

Classe　medio－inferiore

Classe　operaia

Classe　superiore

Classe　medio－superiore

一　304　一



　　　　　　　　　CARTELLINO

　　　　　　　　　　　　　D．　19

Una　villetta　di　proprieta’　o　con　mutuo

Un　appartamento　di　proprieta’　o　con　mutuo

Una　villetta　affittata　da　un　privato

Un　appartamento　affittato　da　un　privato

Una　villetta　di　proprieta’　dei　comune　in　affitto

Un　appartamento　di　proprieta’　del　comune　in　affitto

一一@305　一



　　　　　CARTELLINO
　　　　　　　　　De　24

Fino　a　750．000

Da　7so．ool

Da　1．ooo．ool

Da　1．500．001

Da　1．750．001

Da　2．ooo．ool

Da　2．soo．ool

Da　3．ooo．ool

Da　3．soo．ool

Da　4．ooo．ool

Da　4．soo．ool

a　t．ooo．ooo

a　1．soo．ooo

a　1．7so．ooo

a　2．ooo．ooo

a　2．soo．ooo

a　3．ooo．ooo

a　3．soo．ooo

a　4．ooo．ooo

a　4．soo．ooo

a　s．ooo．ooo

Oltre　5，000．OOO
　　　　　　　　　一　306　一



　　　　　　Pr置胆a有限会社　　　7＞イタリア調査票最終版の和訳

　　　　　Sa；aria通り298／A

　　　　　　OO199　ROMA
　　　　　　Tel．　1678－65041　RM　1345
質問表番号　　　　　　　　（1－4）

カード　　　1（5）
国コード　　8（6）
調査番号　　1　3　4　5（7－10）

問1：10年前と比べ、イタリア人全体の生活水準は…　　（読む）
・非常によくなった

・ややよくなった

・あまり変わらない

・やや悪くなった

・非常に悪くなった

－
↓
9
自
り
0
4
F
O

・わからない（読まない）9

（11）

問2：10年前と比べ、あなたの生活水準は…　（読む）
・非常によくなった

・ややよくなった

・あまり変わらない

・やや悪くなった

・非常に悪くなった

－
↓
n
∠
Q
u
4
『
0

・わからない（読まない）9

（12）

問3：今後の5年間で、あなたの生活水準はどのように変化していると思いますか？（読
む）

・非常によくなると思う

・ややよくなると思う

・あまり変わらないと思う

・やや悪くなると思う

・非常に悪くなると思う

・わからない（読まない）

－
■
n
∠
り
◎
4
只
U
Q
り

（13）

問4：一般的に、人々は現在よりも幸福になると思いますか、不幸になると思いますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）・より幸福に

・より不幸に

・現在とあまり変わらない

・その他（記入）

・わからない

1
9
臼
り
0
只
U
Q
り問5：これから先、人々の心の平穏は増すと思いますか、減ると思いますか？

・増す

・減る

・変わらない

・その他（記入）

・わからない

ー
ム
9
臼
り
0
0
0
Q
り

（15）

一307一



問6：それでは、個人の自由は増えると思いますか、減ると思いますか？
・増える

・減る

・変わらない

・その他（記入）

・わからない

－
二
り
ρ
Q
り
O
O
O
σ

（16）

問7：将来、人々の健康状態は良くなると思いますか、悪くなると思いますか？
・良くなる

・悪くなる

・変わらない

・その他（記入）

・わからない

－
↓
9
臼
0
り
8
Q
U

（17）

問8：（問8のカードを見せる）
今後10年から15年の間にわが国がどのような目標にむかって努力すべきかということにつ

いて、最近盛んに論議されています。このカードには、いろいろな人が最優先とすべきだ
と思う目標が書かれています。あなたは、どれが最も重要だと思いますか？　（1列にっ

き回答は1っ＞　2番めに重要なものとしてどれを選びますか？
　　　　　　　　　　　　　　重要な目標

　　　　　　　　　　　　　第1番　第2番
　　　　　　　　　　　　　　（18）　（19）

・国家秩序を維持すること

・政府の政策決定における市民の参加を増やすこと

・物価の値上がりをおさえる

・言論の自由を保証すること

・わからない

－
占
9
臼
O
U
」
4
Q
り

1
4
9
臼
Q
り
4
Q
U

問9：（問9のカードを見せる）
このカードを参考にしながら、自分自身のことや家族のことで、次のような事柄について
どれくらい不安を感じるか言って下さい。

（1度目項目を1っずつ読む）
　　　　　　　　　非常に

　　　　　　　　　感じる

・思い病気　　　　　1
・交通事故　　　　　　1

・失業　　　　　　　1
・戦争　　　　　　　1
・原子力発電所の事故1

かなり

感じる

　2
　2
　2
　2
　2

少し　全く感わから
感じる　じない　ない

　3　4　9（20）
　3　4　9（21）
　3　4　9（22）
　3　4　9（23）
　3　4　9（24）

問10：なし

問11：あなたは、普通よりも自分の先祖を尊ぶ方ですか、あまり尊ばない方ですか？
・普通よりも尊ぶ

・普通よりも尊ばない
・普通

・その他（記入）

・わからない

－
↓
り
白
り
0
8
0
σ

（25）

一　308　一



問12：子供ができない場合、家系を存続させるために、血のつながりがない子供を養子に
することは正しいことだと思いますか、それとも家系は絶えてしまってもいいと思います
か？

・養子にとった方がいい

・家系が絶えてしまってもいい

・場合による

・その他（記入）

・わからない

621
＆
9
山
O
U
n
◎
0
σ問13：家庭における理想的な子供の数は何人だと思いますか？　（読まない）

・1人　　　　　　　　　　　　　1
・2人　　　　　　　　　　　　2
・3人　　　　　　　　　　　　3
・4人　　　　　　　　　　　　4
・5人　　　　　　　　　　　　5
・5人以上　　　　　　　　　　6
・1人もなし　　　　　　　　　7
・場合による、理想的な数はない　8

・わからない　　　　　　　　　　9

（27）

問14：ここ4週間の間に、次のようなものに悩まされましたか？　（1っずつ読む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わからない
・頭痛、偏頭痛

・背中の痛み

・いりいり

・うつ状態

・不眠

え

い
2
2
2
2
2

い、

馬
1
1
1
1
1

は

9　（28）

9　（29）

9　（30）

9　（31）

9　（32）

問15：同年代の人と比較して、あなたはご自分の健康状態にどのくらい満足していますか？
（読む）

・非常に満足している

・まあまあ満足している

・あまり満足していない

・非常に不満である

・わからない

1　（33）
2

3

4

9（読まない）

問16：（問16のカードを見せる）
生活全般を考慮して、現在のあなたの生活水準をどのように位置付けますか？　ここに書

いてあるように、1を最も水準の高い層、5を最も低い層として答えて下さい。
・上

・中の上

・中

・中の下

・下

・わからない

1
9
臼
Q
り
4
4
F
O
Q
り

（34）

問17：次のうちのどちらが最も好ましいと思いますか？　（読む、回答は1っ）
・より沢山のお金を手に入れる　　1　（35）

・自由にできる時間が増える　　　2

・わからない（読まない）　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　－309一



問18：もし残りの一一一一一生を好きなように暮らせるだけのお金があったとしたら、あなたは仕

事を続けますか、それとも働くのをやめますか？

・仕事を続ける　　　　　　　1　（36）

・働くのをやめる　　　　　　2
・その他（記入）　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　9

問19：（問19のカードを見せる）

カードに書かれている2つの見解のうち、どちらがあなたの意見に近いですか？
・いくらお金があったとしても、仕事のない人生は意義がない

・お金があれば、仕事がなくても、人生には　意義がある

・わからない

1　（37）

2
9

問20：（問20のカードを見せる）
このカードには人々が自分の仕事についてよく考えるようなことがいくっか書かれていま

す。あなたは、この中でどれが最も大切だと思いますか？　（回答は1っ）
・金銭的なことを心配しないですむほどのよい給料　　　　　　　　1　（38）

・倒産や失業の心配のない確実な仕事　　　　　　　　　　　　　　2

・気の合う人と一緒に働くこと　　　　　　　　　　　　　　　　　3
・満足感の得られる重要な仕事　　　　　　　　　　　　　　　　　4

・その他（記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問21：1週間の予定を立てるとき、しばしば仕事があなたの個人的な生活や家庭生活の障
害となりますか？
．　‘まv、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　 （39）

・いいえ　　　　　　　　　　2
。仕事をしていない　　　　　3

・わからない　　　　　　　　9

問22＝（問22のカードを見せる）

生きていく上で、いろいろな暮らし方がありますが、次のような見解の中で、あなたの暮

らし方に最も近いものはどれですか？　（回答は1つ）

・一ｶ懸命働いて、お金持ちになる
・真面目に勉強して、有名になる

・お金のことも成功することも考えずに、自分の好きなように生きる

・その日その日を、楽しく心配事もせずに暮らす

・世の中のあらゆる誘惑に負けずに、清く正しい生活を送る

・自分自身のことは決して考えず、社会のために一身を捧げる
・その他（記入）

・わからない

ωq

1
2
3
4
5
6
8
9

問23：あなたの住んでいる地域の生活環境について、どのようにお考えですか？（読む〉
・たいへん満足している

・まあまあ満足している

・あまり満足していない

・たいへん不満である

・わからない（読まない）

Dq－
＆
9
自
0
0
4
4
Q
り
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問24A：（問24のカードを見せる）
このカードを参考にしながら、あなたが住んでいる地域において、次のような事柄がどの

程度治安上の問題となっているかお答え下さい。まず、泥棒に入られるということに関し

ては、どうですか？

問24B：（問24のカードを見せたまま）
それでは、ご自身の身の安全、例えば襲われるということに関しては、どうですか？

　　　　　　　　深刻な問　問題で　深刻な問　全然問題　わから

　　　　　　　　題である　ある　　題でない　でない　　ない

24A　泥棒　　　　　1　　　2　　　　3　　　　4　　　9（42）
24B身の安全／
　　襲われる　　　1　　　2　　　　3　　　　4　　　9（43）

問25：（問25のカードを見せる）

アリとキリギリスの童話を知っていますか？夏の間じゅう歌を歌っていたキリギリスは、

冬になって何も食べるものがなくなってしまいました。そこで、夏の間じゅう働いていた
アリのところに、助けを求めにやってきました。この時のアリの答えとして、このカード
に書かれているような2つの答えが考えられますが、どちらの答えを物語の結末として選
びますか？

・アリは、それが当然のむくいだとキリギリスを追い返してしまう

・アリは、「怠けていたのはいけません。もっと働かなくてはね」と
キリギリスを諌めてから、食べ物を分けてあげる。

・その他（記入）

・わからない

1　（44）

9
白
6
◎
Q
U

問26A：あなたにとって、人生で一番大切なことは何ですか？　1っだけあげて下さい。

（記入）　　　　　　　　　　　　（45－46）

　　　　　　　　　　　　　　　　（47－48）

　　　　　　　　　　　　　　　　（49－50）

・わからない　　　　　　　　gg

問26B：その他、あなたにとって、非常に大切なことは何ですか？　好きなだけあげて下
さい。（催促する）他には？
（記入）　　　　　　　　　　　　（51－52）

　　　　　　　　　　　　　　　　（53－54）

　　　　　　　　　　　　　　　　（55－56）

・わからない　　　　　　　　　gg

問27：（問27のカードを見せる）

カードに書かれている段階を参考にして、それぞれの項目が、あなたにとってどれ程重要
であるか答えて下さい。（1項目ずつ読む）

全然重要でない

家族や子供

職業や仕事

自由時間や余暇

友人や知人

両親や兄弟、親戚
宗教や教会

政治

2
0
■
U
2
2
0
■
凹
0
ノ
鄭
2

」
丑
τ
」
4
」
4
」
湘
雪
」
4
」
4
6
」
昌
5

3
q
り
3
q
り
n
《
U
q
U
3

【
0
【
喝
り
【
0
［
0
【
呪
U
P
h
J
【
0

ρ
h
U
藍
U
ρ
h
U
ハ
h
U
6
ρ
h
U
6

要重り」

常
8
8
8
8
8
8
8

ト

ヲ
7
7
7
7
7
7
7

一　311　一

わからない
　9（57）

　9（58）

　9（59＞

　9（60）

　9（61）

　9（62）

　9（63）



問28：（問28のカードを見せる）
全般的に、あなたはどれくらい家庭生活、つまり家族と一緒に過ごす時間や、家族ととも
にやることに、満足していますか？　このカードを参考にして、答えて下さい。

・非常に満足している

・まあまあ満足している

・満足でも不満でもない

・あまり満足していない

。非常に不満である

・わからない

）46（
－
↓
9
白
Q
U
4
匠
0
0
σ問29：（問28のカードを見せたまま）

あなたの生活一般についておききします。現在の生活にどれくらい満足していますか？
同じカードを参考にして、答えて下さい。

・非常に満足している

・まあまあ満足している

・満足でも不満でもない

・あまり満足していない

・非常に不満である

・わからない

－
二
9
臼
り
0
4
e
O
Q
り

（65）

問30：現在の社会で成功している人々のことを考えたとき、その人の成功には、何が一番
重要な役割を果たしていると思いますか？才能や努力でしょうか、それとも運や偶然です
か？

・才能や努力　　　　　　　　1　　（66）

・運や偶然　　　　　　　　　2
・その他（記入）　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　9

問31：（問31のカードを見せる）

次の事柄に関して述べた、カードに書かれている意見のうち、どちらがよりあなたの意見
に近いですか？　「収入が不十分な家庭を国が援助することは…」

・その家族に生活する可能性を与えることである　　　　　　　　　1　（67）

・その家庭から責任感を奪ってしまう　　　　　　　　　　　　　　2
・その他（記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問32：科学や技術が発展するにつれ、生活はどんどん便利になるが、同時に人間性が失わ

れてゆくと考える人がいますが、あなたはこの意見に賛成ですか、反対ですか？

・賛成である　　　　　　　　　　1（68）

・反対である　　　　　　　　　　2
・決めかねる／場合による（自発的）3

・その他（記入）　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　9

一312一



問33：小学生の時から、子供に、お金が世の中で最も大切なもののうちのひとつであると
教えるべきだと考える人がいます。あなたは賛成ですか、反対ですか？

・賛成である　　　　　　　　　　1（69）

・反対である　　　　　　　　　　2
・決めかねる／場合による（自発的＞3

・その他（記入）　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　9

問34：優れた政治の指導者がいたならば、わが国を良くするためには、国民の間で政治の
ことを議論するのはやめて、その人々のやることを絶対的に信じた方が良い、という意見

の人々がいます。あなたは賛成ですか、反対ですか？

・賛成である　　　　　　　　　　1（70）

・反対である　　　　　　　　　　2
・決めかねる／場合による（自発的）3
・その他（記入）　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　g

問35：目分が正しいと確信を持っていることが、世間一般の慣習と反していても、それを

躊躇することなくやりとおすべきだと思いますか、それとも間違いを犯すという危険を避
けるために、慣習に従った方がいいと思いますか？

・世間一般の慣習に反するとしても、やりとおす
・慣習に従う

・決めかねる／場合による（自発的）

・その他（記入）

・わからない

σ－
↓
り
臼
り
O
n
◎
Q
U

問36：世の中がどんなに機械化しても、人間の精神の豊かさを奪うことはない、と考える
人がいます。あなたは、この意見に賛成ですか、反対ですか？

・賛成である　　　　　　　　　　1（72）

・反対である　　　　　　　　　　2
・決めかねる／場合による（自発的）3

・その他（記入）　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　g

問37：あなたは、次の意見に賛成ですか？
「我が家は、くつろげ、心地よく過ごすことのできる唯一の場所である」

・はい、賛成です　　　　　　　　1（73）

・いいえ、反対です　　　　　　　2

・その他（記入）　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　9

問38：（問38のカードを見せる）

カードに書かれている意見のうち、あなたの結婚感に最も近いものはどれですか？

・結婚は破棄してはいけない　　　　　　　　1　（74）

・ひどい場合のみ離婚も許される　　　　　　2
・両者の合意さえあれば、離婚してもよい　　3

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　g

一313一



問39：’（問39のカードを見せる）

次の意見のうち、家事や育児に関するあなたの考え方を最もよく表しているのはどれです
か？

・全て女性の仕事である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（75）
・いくつかの仕事には、女性がより適している　　　　　　　　　　　　　2

・全ての仕事が、女性と男性との間で区別なく分けられるべきである　　　3

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問40：10才くらいの子供が、先生が何か悪いことをしたと学校でさいてきで、それを両親
に話したとします。両親は、それが本当のことだと知っているのですが、こんなとき、両

親は真実を言うべきですか、それとも言わないほうがいいと思いますか？

・真実を言ったほうがいい

・言わないほうがいい

・その他（記入〉

・わからない

　1　（76）

　2
　8
　9
End　card　1

質問表番号　　（1－4） カード番号　2　（5）

問41：（問41のカードを見せる）

次のような状況を想像して下さい。Aさんは幼年時代に孤児となり、親切な隣人のBさん
に育てられ、よい教育を受けさせてもらい、大学にも行かせてもらいました。現在Aさん
は、ある会社の社長となっています。ある日育ての親であるBさんが重病だから、至急、

彼のところに帰るようにという電報が届きますが、ちょうどその時Aさんは、会社が倒産
するか生き残るかの決定が下されるという重要な会議に同かうところでした。Aさんはど
うすべきだと思いますか？　（「会議を延期する」と回答者が答えたら、「会議が延期で

きない場合は？」と尋ねる）

・全てをおいて、すぐBさんのところへ行く　　　　　　　1　（6）

・心配で仕方なくても、会議に行くべきだ　　　　　　　　2

・その他（記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問42：（問42のカードを見せる）

前の質問では、BさんがAさんの育ての親であるという仮定でした。今度は、　BさんはA
さんの本当の父親で、重病であると仮定します。この場合、あなたはどう答えますか？
（「会議を延期する」と回答者が答えたら、「会議が延期できない場合は？」と尋ねる）

・全てをおいて、すぐ父親のところへ行く　　　　　　　1　（7）
・父親のことが心配で仕方なくても、会議に行くべきだ　　2

・その他（記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問43：（問43のカードを見せる）

人間と自然との関わりについて、次のような3っの意見があります。真実に最も近いと思
うものはどれですか？

・幸福であるためには、人間は自然に順応しなければならない

・幸福であるためには、人間は自然を利用しなければならない

・幸福であるためには、人間は自然を征服しなければならない

・その他（記入）

・わからない

一314一
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問44：（問44のカードを見せる）
次の意見の中から、あなたが最も賛成であるものを選んで下さい。

・個人が幸福となってこそ、国家は発展することができる

・国家が発展してこそ、個人は幸福になれる

・国家の発展と個人の幸福とは、本質的には同じことだ

・その他（記入）

・わからない

の（－
⊥
9
白
り
O
n
6
Q
り問45：（問45のカードを見せる）

カードに書かれている事柄のうち、最も大切なことを2っ選ぶとしたら、どれを選びます
か？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり
・親に対する愛情や尊敬　　　　　　　　　1

・過去に援助してくれた人に恩返しをする　1
・個人の権利を尊重する　　　　　　　　　　1

・個人の自由を尊重する　　　　　　　　　1
・その他（記入）　　　　　　　　　　　　1
・わからない　　　　　　　　　　　　　　9

0
1
2
n
4
り
」
隈
［
0

し
2
2
2
2
2
一

な

問46：（問46のカードを見せる）

次の2つのタイプの人間のどちらが好ましいと思いますか？
・人付き合いがよく、必要があればいつでも助けてくれるが、仕事は

　あまりできないSさん
・仕事は有能だが、他人の悩みや事情には関心がないTさん
・わからない

6
1
1
9
臼
0
σ

問47：（問47のカードを見せる）

それでは、次の2っのタイプの人間では、どちらが好ましいと思いますか？

・物事を決定するとき、自身の信条に従うことに、最も重きをおく人

・物事を決定するとき、他人との関係の調和を保つことに、最も重きをおく人
・その他（記入）

・わからない

η－
⊥
n
∠
n
◎
Q
U

問48：（問48のカードを見せる）

あなたがある会社の社長だと仮定します。会社で社員を1人採用することなり、入社試験
をすることになりました。候補者の中にはあなたの親戚が1人います。入社試験を担当し

ていた人が、あなたのところへ来て言いましft。「入社試験を受けた社長の親戚は、2番
の成績でした。私どもとしては、1番だった人でも社長の親戚でもどちらでも良いと思い
ますが、どういたしましょうか？」このような場合には、どちらの人を雇いますか？

・成績で1番になった人　　　　1　（18）

・あなたの親戚　　　　　　　　2

・その他（記入）　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　9

一315一



問49：（問49のカードを見せる）

前の質問では、成績で2番だった人があなたの親戚であると仮定しました。それでは、2
番になった人があなたがかつて世話になり、借りのある人の息子だとします。この場合、

どちらの人を選びますか？
・成績で1番になった人　　　　ユ　　（19）

・世話になった人の息子　　　　2

・その他（記入）　　　　　　　8
・わからない　　　　　　　　　9

問50＝（問50のカードを見せる）

あなたの働いている会社に2人の違ったタイプの部長がいるとします。このカードを参考
にしながら、あなたはどちらの部長の下で働きたいか、答えて下さい。

・いつも規則に忠実で、決して無理な仕事を頼むことはないが、仕事以外

のことでは個人的にあなたの面倒をみない
・規則で禁じられているにもかかわらず、残業を命じることもあるが、仕

事以外のことでも個人的にあなたの面倒をみる
・その他（記入）

・わからない

1　（20）

9
山
只
V
Q
り

問51：たいていの人は、何かの役に立とうとしていると思いますか、それとも自分自身の

ことや自分の利益だけを考えていると思いますか？

・何かの役に立とうとしている　　1　（2D

・自分のことだけ考えている　　　2

・その他（記入）　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　g

問52：大部分の人は、機会があればあなたのことを利用しようとしていると思いますか、

それとも正しくふるまうと思いますか？

・利用しようとする　　　　　　　1（22）

・正しくふるまう　　　　　　2
・その他（記入＞　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　9

問53：一般的にいって、大部分の人は信用のおける人だと思いますか、それともあまり信

用してはならないと思いますか？
・信用できる　　　　　　　　　　1（23）

・あまり信用してはならない　　　2
・その他（記入）　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　9

一316一



問54：（賛成の程度が書かれた問54のカードを見せる）

現在の生活に関する人々の意見をいくつか読みます。このカードを参考にしながら、それ
ぞれの意見にどの程度賛成か、賛成でないか答えて下さい。（意見をひとつずつ読む）

aたいていの人は他人の役に立つためにはなんでもする
b結束力のある地域社会に属していると思う

。現在の社会では、明日のことを心配せずにその日を生きなければならない

d生活の糧を稼ぐ手段のほうが、どれほどの収入を得るかよりも大切である

e今日では、自分のような人間は、孤独で、社会から隔絶されていると感じている

a
b
C
d
e

おおい　やや　あまり賛
’に賛成　賛成　　成でない

　1　　　2　3
　1　　　2　3
　1　　　2　3
　1　　　2　3
　1　　　2　3

反対

」
4
」
皿
■
4
」
喉
」
且
■

わから

ない

　9　（24）

　9　（25）

　9　（26）

　9　（27）

　9　（28）

問55：科学上の発見とその応用は、あなたの日常生活の改善にどれほど役立っていると思
いますか？

・おおいに役立っている　　　　1　（29）

・少し役立っている　　　　　　2

・全く役立っていない　　　　　3
・わからない（読まない）　　　9

問56：将来的にみて、コンピューターの普及は生活状態のいくつかの側面をさらに変化さ

せるだろうという見解を、あなたはどう思いますか？

・望ましいことである　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（30）
・あまり望ましいことではないが、避けられないことである　　　2

・好ましくないことであり、危険である　　　　　　　　　　3
・わからない（読まない）　　　　　　　　　　　　　　　9

問57：（問57のカードを見せる）

次のような意見について、あなたはどのように思いますか？　それぞれ、このカードに書
かれている答えを1つ選んで下さい。（1行にっき答えは1っ）
a近代医学では認められていない方法で治療した方がいい病気もある

bいっかは科学によって人間の精神の機能が完全に解明される日がくるだろう

。現在、私たちが直面している社会的問題や経済的問題の大部分が、科学や技術の発展に

　よって解決される

a
b
C

おおい　やや

に賛成　賛成

　1　　　2

　1　　　2

　1　　　2

あまり賛

成でない

　3
　3
　3

反対

」
川
7
」
且
－
」
且
τ

わから

ない
　9　（31）

　9　（32）

　9　（33）
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問58：（問58のカードを見せる）

あなたは、今後25年の間に、次のようなことが実現する可能性があると思いますか？　そ

れぞれの事柄について、カードに書かれている答えを1つ選んで下さい。

（1っの事柄にっき答えは1つ）
a原子力発電所の廃棄物を処分する安全な方法

bもっとも一般的な癌の症状の治療
。老化の治療

d宇宙基地で生活することができる

a
b
C
1
0

おそらく

実現する

　1
　1
　1
　1

可能性はあるが実現

するとはいいきれない

　　　　2

　　　　2

　　　　2

　　　　2

実現し

ない

　3

　3

　3

　3

わから

ない

　9（34）

　9（35）

　9（36）

　9（37）

問59：エネルギーの節約が最近よく話題になっています。あなたはこの問題についてどう
思いますか？

・非常に重要である

・重要である

・あまり重要でない

・全く重要でない

・わからない（読まない）

一
二
9
白
り
0
4
Q
V

（38）

問60：環境の保護は、あなたにとってどれほど重要な問題ですか？

・非常に重要である

・重要である

・あまり重要でない

・全く重要でない

・わからない（読まない）

－
↓
ウ
自
O
U
4
Q
り

（39）

問61：イタリア文化について考えるとき、何が最初に頭に浮かびますか？　思いつくこと

を全部言って下さい。催促する。　その他には？

（記入）　　　　　　　　　　　　（40－4D

　　　　　　　　　　　　　　　　（42－43）

　　　　　　　　　　　　　　　　（44－45）
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問61－1：（問61－1のカードを見せる）

A）このカードに書かれているような性質のうち、子供にふさわしいと思うものを3つ挙
　　げて下さい。

B）この3つの問題のうち、最もふさわしいのはどれですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふさわしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの3っ
・礼儀正しい子供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

・やり遂げようと努力する　　　　　　　　　　　　　2
・正直な子供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
・きれいずきで清潔な子供　　　　　　　　　　　　　　　2

・良識があり分別がある　　　　　　　　　　　　　　　2
・自制心のある子供　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

・男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく行動する　2

・他の子供と仲良くする　　　　　　　　　　　　　　　　2

・両親のいうことをきく　　　　　　　　　　　　　　　2
・責任感のある子供　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

・他人に思いやりのある子供　　　　　　　　　　　　　2
・物事が起こる様子やその理由に関心を示す　　　　　　　2

・よい生徒である　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

問61－2：（問61－2のカードを見せる）

最もふ

さわしい
　1　（46）

　1　（47）

　1　（48）

　1　（49）

　1　（50）

　1　（51）

　1　（52）

　1　（53）

　1　（54）

　1　（55）

　1　（56）

　1　（57）

　1　（58）

　1　（59）

多くの人々は、人間の人生にどんな意味があるのかと自問します。このページには人生の

意味についての意見がいくつか書かれています。カードに書かれた賛成の程度を参考にし
ながら、それぞれの意見について、どれがあなたの考えに最も近いか答えて下さい。

A）意味が与えられて初めて、人生は意味を持つ

1．おおいに賛成
2．やや賛成
3。このことについて確たる意見を持っていない

4．あまり賛成でない
5．反対である

6．考えたことがない
9．わからない

B）わたしにとって人生は意味がない
　　1．おおいに賛成

　　2．やや賛成
　　3．このことについて確たる意見を持っていない

　　4．あまり賛成でない
　　5．反対である
　　6．考えたことがない

　　9．わからない

－
↓
9
臼
り
0
4
r
O
ρ
O
Q
り

（60）

D笛－
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C）人の人生には明確な意味があり、ある図式にしたがっている
1．おおいに賛成
2．やや賛成
3．このことについて確たる意見を持っていない

4．あまり賛成でない

5．反対である
6．考えたことがない
9．わからない

）26（1
9
臼
0
り
4
只
）
ハ
O
Q
》問61－3：イタリア社会で人々が受けているものと比較して、あなたは本来受けるべきもの

を受けていますか、それより多くの物を受けていますか、それよりやや少ないですか、あ
るいははるかに少ないですか？
・本来受けるだけの量を受けている　1（63）

・より多く受けている

・やや少ない

・はるかに少ない

・わからない

2
3
4
9
2

　
　
　
　
d

　
　
　
　
儲

　
　
　
　
面

　
　
　
　
E

質問表番号　　　（1－4）

カード番号　3（5）

問61－4：（問61－4のカードを見せる）

自分と考え方や宗教、信条、主義、価値観の異なった人と一緒にいるのが嫌いですか？
・たいへん嫌い

・かなり嫌い

・それほど嫌いではない

・全然嫌いではない

・わからない

6
一（－

△
9
白
り
0
」
4
Q
」

問61－5：（問61－5のカードを見せる）

このカードには、さまざまなタイプの人のことが書かれています。あなたが隣人として好

ましくないと思うものを挙げて下さい。（答えはいくっでも可）

隣人として　　いいえ

好ましくない

・犯罪歴のある人

・人種の違う人
・学生

・左翼の過激派

・未婚の母

・大酒飲み

・右翼の過激派

・家族の多い人

・感情の不安定な人

・少数派の宗教団体に属す人

・移民／外国人労働者

・これらのタイプのどれもなし

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9

2（7）

2（8）

2（9）

2　（10）

2（11）

2（12）

2　（13）

2（14）

2（15）

2“6）

2（17）

一（18）
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問61－6：これからあるケースについてお話ししますので、あなたの意見をお聞かせくださ

い。ここに同じ歳の女性秘書が2人いて、ほぼ同じような仕事をしています。一方の秘書
が、もう一方の秘書の給料が月に100，000リラ多いことに気付き、上司に文句を言いました。

すると、上司はもう一方の秘書の方が仕事も速く、有能で、信頼できるから当然のことだ
と答えました。あなたは、一方の秘書がもう一方の秘書よりも多く給料をもらうことは公

平なことだと思いますか？
・公平である　　　　　　　　1　　　（19）

・不公平である　　　　　　　2

・わからない　　　　　　　　9

問61－7：ここに近い将来起こると考えられる生活様式の変化がいくつか挙げてあります。

それぞれについて、もしこのようなことが起こったら良いと思いますか、それとも悪いこ
とだと思いますか、それとも何の変わりもないことだと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良いこと　悪いこと　変わりない
・お金や物質的なことをあまり大切にしなくなる　　　　1　　　　2　　　3（20）

・生活のなかで、働くことがあまり大切でなくなる　　　1　　　　2　　　3（2D

・技術の開発がより重視される　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　3（22）
・個人の道徳的完壁さにより関心が高まる　　　　　　　1　　　　2　　　　3（23）

・権威がより尊重される　　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　3（24）
・家族生活がより重視される　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　3（25）

・生活様式がより簡素で自然なものとなる　　　　　　　1　　　　2　　　3（26）

宗教に関する質問をいくつか

問62A：あなたは何か宗教を信仰していますか？

・はい

・いいえ

・わからない

1　（27）
2

9

問62B：はいと答えられた方、それはどんな宗教ですか？

・カトリック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
・プロテスタント（バプティスト、メソジスト、ルター派なども含む）　2

・ユダヤ教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
・イスラム教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
・その他（記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

（28）

問63：宗教の別にかかわりなく、宗教的な心を持つことは大切なことだと思いますか、大

切でないと思いますか？
・大切である　　　　　　　　1　（29｝

・大切でない　　　　　　　　2

・その他（記入）　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　9
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問64：世の中には様々な宗教があり、それぞれが独自の信仰を説いているが、その教えの
大部分は結局同じようなものだ、と言う人がいます。あなたはこの考えに賛成ですか、反
対ですか？

・賛成である　　　　　　　　　1　（30）

・反対である　　　　　　　　2
・その他（記入）　　　　　　　8

・わからない　　　　　　　　　9

問65：（問65のカードを見せる）

政治では、「右翼」と「左翼」とがありますね。あなたの立場は、この表のどの部分に位

置すると思いますか？（助言しないこと。回答者は仕切りの中で答えなければならない。
迷っていたら、催促すること）

左翼　　　　　　　　　　　右翼
Ol　02　03　04　e5　06　07　08　09　10　（31－32）
・回答を拒む　　　　　　　　　　　　　　91　　　（33－34）

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　99

問66：あなたは政治にどれくらい関心がありますか？（読む）
・非常に関心がある

・かなり関心がある

・あまり関心がない

・まったく関心がない

・わからない

53
1
9
臼
O
U
4
4
Q
V

問67：いくつか概念を特徴づける言葉を挙げてみます。あなたは次のような概念のそれぞ
れに賛成ですか、それとも反対ですか？

・民主主義

・資本主義

・社会主義

・自由主義

賛成　　場合による

　1　　　　2
　1　　　　2
　1　　　　2
　1　　　　2

反対
3

3

3

3

わからない
　　9　（36）

　　9　（37）

　　9　（38）

　　9　（39）

問68：全般的に、イタリアの民主主義の機能の仕方に、どのくらい満足していますか？
（読む）

・非常に満足している

・かなり満足している

・あまり満足していない

・全然満足していない

・わからない（読まない）

1　（40）

2

3

4
9

問69：あなたの裁判制度に関する知識をもとにして考えたとき、現在のイダリアではどの

ように機能していると思いますか？（読む）

・非常によく機能している

・かなりよく機能している

・あまりよく機能していない

・全然よく機能していない

・わからない

噌
⊥
9
臼
り
0
4
Q
り

（41）
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問70：（問70のカードを見せる）

このカードには労働者と雇用者との関係について2っの意見が書かれています。2つのう
ちどちらがあなたの考えにより近いですか？

・労働者と雇用者の利害は完全に相反するものなのだから、両者の間

にいつも衝突があって当然だし、それが正常である

・会社の儲けがあがれば、より多くの賃金が払えるというように、結

局のところ労働者と雇用者の利害は一致するのだから、両者は協力
　しなければならない

・わからない

1　（42）

9
自
（
U

問71：（問71のカードを見せる）

このカードには現代社会についての考え方が3っ書かれています。あなたの意見に最も近

いものを1つ選んで下さい。（回答は1っ）
・我々の社会の仕組みは、革命的行為によって根本的に変えなければならない　　1（43）

・我々の社会は、改革によって少しずつ改善していかなければならない　　　　2

・我々の社会を、あらゆる破壊的勢力から、断固として守らなければならない　　3

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

問72A：イタリアの社会は根本的に改革する必要があると思いますか？

・思う　　　　　　　　　　　　1

・思わない　　　　　　　　　　2
・わからない　　　　　　　　　g

（44）

問72B：社会を改革する方法として、あなたは漸進的な改革を期待しますか、急進的な変化
を期待しますか？

・漸進的な改革　　　　　　　　1　（45）

・急進的な変化　　　　　　　　2

・わからない　　　　　　　　　9

問73：どの政党をあなたは支持しますか？
・キリスト教民主覚（DC）　　　　　　01　（46－47）

・左翼民主党（PDS）　　　　　　　　　02

・改革共産党　　　　　　　　　　　　03

・イタリア社会党（PSD　　　　　　　O4
・イタリア社会運動民族右派（MSI－DN）　05

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問74へ・ロンバルディァ同盟

・イタリア共和党（PRD

・イタリア社会民主党（PSDD

・緑の連盟

・パンネッラのリスト

・イタリア自由党（PLD
・南チロル人民党（SUP）

・レーテー民主主義運動

・その他の政党

・支持政党なし

・回答拒否

・わからない

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
8
9

0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
9
9

問75へ
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問74：あなたの考えは、その政党に非常に近いと思いますか、かなり近いと思いますか、

あまり近くないと思いますか？

・非常に近い　　　　　　　　1

・かなり近い　　　　　　　2
・あまり近くない　　　　　3
・わからない　　　　　　　　g

（48）

問75A：（問75Aのカードを見せる〉

このカードには温度計のようなものが書かれており、目盛りがO度から100度までありま
す。これを利用して、あなたが様々な政党に対して抱いている親近感を表わして下さい。

目盛りの真ん中、50のところは中間を意味します。政党に対して抱いている親近感が強い
ほど、温度計は上昇します。逆に、反感が強いほど温度計は0の目盛りへと下がります。
まず、D．　C．からはじめて下さい。

（全ての政党名を読む。読む順序を入れ替えること）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温度
・キリスト教民主党（DC）

・左翼民主党（PDS）

・改革共産党

・イタリア社会党（PSD

・イタリア社会運動民族右派（MSI－DN）

・ロンバルデイア同盟

・その他（記入）

・わからない

　　　　　　　　　　　　End　card　3

1　1　H　（49－50－51）

1　1　1　1　（52－53－54）

1　1　1　1　（55－56－57）

1　1　1　1　（58－59－60）

1　1　1　1　（61－62－63）

1　1　1　1　（64一一65－66）

H　H　（67－68－69）

1919191　（70－71－72）

　　　　　　　　　質問表番号　　　（1－4）

　　　　　　　　　カード番号4（5）

　　　　人口統計

問01：A）あなたは個人的に労働組合に加入していますか？

　　　B）あなたの家族の中に、労働組合に加入している人がいますか？
　　　　　　　　　　はい　　いいえ　　わからない
・回答者本人　　　　　1　　　　2　　　　　9（6｝

・他の家族のメンバー　1　　　　2　　　　9（7）

問02：あなたは・…　？

・独身である

・結婚している

・同棲している

・離婚している

・別居中である

。配偶者に先立たれた

4
1
∩
∠
O
U
4
只
U
ρ
0

（8）

問03：平筆の時、本業としての学問を終了／中断しましたか？

ドOO。問5へ進む）

　lil歳　
（9－1ω

（まだ学生の場合は、コー
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問04：学問を終了／中断してから、あなたは次のようなことをしましたか？（「したこと
がない」の場合は、コード00）
読む：

・再び勉強をはじめた　　　　　月

　「はい」の場合は何ケ月間？lll（11－12）

・職業訓練コースに通ったり、見習いとして仕事をしたことがある
　「はい」の場合は何ケ月間？Ill（13－14）

問05：回答者の性別
・男

・女

1　（15）
2

問06：画才ですか？

・年齢　　　l　l （16－17）

問07：あなたを含めて、家族は何人ですか？

・1人
・2人
・3人
・4人
・5人
・6人
・7人
・8人
・9人以上

1
2
3
4
5
6
7
8
9

（18）

問08：あなたの家族には、15歳以下の子供が何人いますか？

・1人
・2人
・3人
・4人
・5人
・6人
・7人
・8人
・9人以上
・ひとりもいない

1
2
3
4
5
6
7
　
9
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

（19－20）

問09：あなたか、あなたの家族の誰かが、次のものを所有していますか？　（読む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい
カラーテレビ　　　　　　　　　　　　　　　1

ビデオデッキ　　　　　　　　　　　　　　　1
ビデオカメラ　　　　　　　　　　　　　　　1

ラジオ目覚まし　　　　　　　　　　　　1
パーソナル／ホームコンピューター　　　　　1
カメラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

電気ドリル　　　　　　　　　　　　　　　1
電気フライ機　　　　　　　　　　　　　1
2台以上の車　　　　　　　　　　　　　　1
セカンドハウスか、海辺や山地や田舎の別荘　　1

　　　　　　　　　　　　　　　－325一

いいえ
　O　（21－30）

　o

　o

　o

　o

　o

　o

　o

　o

　o Col，31－40　blank



問10：A）あなたの現在の職業は何ですか？
　　　B）（現在、収入のある仕事についていないと答えた人、つまり質問10Aでコード
　　　　　1～4にあたる人に対して）今までに収入のある職業についたことがありますか？

　　　　　あなたの一番最近の職業は何でしたか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問10－A　問10－B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在の職業　　最も最近の職業
非活動的

・日常の買物や家事の責任者、或いは現在全く仕事をしていない　　01　’…（41－42）

・学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02　…（43－44）
・失業中、一時的に無職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03　…

・年金生活者、就労能力のない者　　　　　　　　　　　　　　　　04　…

独立労働者

・農業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05

・漁業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06
・自由業（弁護士、医師、会計士、建築技師）　　　　　　　　　07

・商店主、商人、職人、その他の独立労働者　　　　　　　　　　08
・企業家、会社の所有者（単独、または共有）　　　　　　　　　09
従属労働者

・専門職の被雇用者（医師、弁護士など）　　　　　　　　　　　　10

・上級職／その他の管理職（総取締役，代表取締役，その他の管理職）11

・中間職（役人、教師）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

・知的労働者（デスクワークを主とする者）　　　　　　　　　　13
・デスクワークをしない被雇用者（店員、運転手、代理人）　　　　14

・デスクワークはしないがサービスに従事する被雇用者（病院、

　レストラン、警察、消防署）　　　　　　　　　　　　　　　　15
・監督者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16
・専門工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
・その他の工員（専門工でない）、家政婦等　　　　　　　　　　18

・収入のある職業についたことがない　　　　　　　　　　　　…

1
2
2
U
」
且
τ
「
0

0
n
n
U
O
O
O

ρ
h
U
ワ
昼
6
8
q
り
0

0
0
0
0
1

1
2
Q
り
」
q
［
0（独立した仕事か、そうでないかにかかわらず、現在仕事をしている人、すなわち問10A

でコード05～18の人に対して〉

問11：通常、週に何時間働きますか？

　1週間の労働時間　llH　（45－46－47＞

問12＝（現在、職業／独立した仕事に従事しているか、過去に従事したことのある人、す

なわち問10Aでコード05～18か、問10Bで01～14までの人に対して）あなたの下で何人の人
が働いていますか、あるいは働いていましたか？

・ひとりもいない

・1人から4人
・5人から9人
・10人以上

・わからない

ωq1
9
臼
り
0
4
Q
り
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問13：（現在、職業／従属労働に従事しているか、・∫去に従事したことのある人、すなわ

ち問10Aでコード10～18か、問10Bで06～14の人に対して）どのような職業分野で仕事をし

ていますか、あるいはしましたか？

・公職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（49）

・国営企業　　　　　　　　　　　　　　　　　2
・私営企業　　　　　　　　　　　　　　　　　3
・私営サービス業　　　　　　　　　　　　　　4
・わからない（インタビュアーが区別できない）　9

問14：あなたは・…

（読む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ
A）家庭において、日常の買物や家事に関して主要な責任を担っている　1　2（50）

B＞家庭の収入に、一番多く貢献している　　　　　　　　　　　　　　1　2（5D

（問15から問17までの質問は、回答者が家庭の収入に一番多く貢献していない場合のみ、

つまり質問14Bでコード2の人にのみ行なう。そうでない場合は、問18に移る。）

問15：あなたの家族で一番収入の多い人、つまり家長は、何才で本業としての学問を終了
／中断しましたか？（まだ勉強している場合は、コード00）

　　　年齢　　1　1　1　　（52－53）

問16：A）（問14Bでいいえと答えた場合）家庭で、もっとも収入の多い人の現在の職業
　　　　　は何ですか？

　　　B）（現在収入のある職業についていない場合、すなわち問16Aでコード01～04の人
　　　　　に対して）その人は、過去に収入のある職業についたことがありますか？最も

　　　　　最近の職業は何でしたか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問10－A　問10－B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在の職業　最も最近の職業
非活動的

・日常の買物や家事の責任者、或いは現在全く仕事をしていない　　01　…（54－55）

・学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02　…（56－57）
・失業中、一時的に無職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03　…
・年金生活者、就労能力のない者　　　　　　　　　　　　　　　　　04　…
独立労働者
・農業

・漁業

・自由業（弁護士、医師、会計士、建築技師）

・商店主、商人、職人、その他の独立労働者
・企業家、会社の所有者（単独、または共有）

【
0
6
7
8
9

0
0
0
0
0

1
2
n
δ
」
4
●
［
O

O
O
O
O
O
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従属労働者
・専門職の被雇用者（医師、弁護士など）

・上級職／その他の管理職（総取締役、代表取締役、その他の管理

・中間職（役人、教師）

・知的労働者（デスクワークを主とする者）

・デスクワークをしない被雇用者（店員、運転手、代理人）

・デスクワークはしないがサービスに従事する被雇用者（病院、

　レストラン、警察、消防署）

・監督者

・専門工

・その他の工員（専門工でない）、家政婦など

・収入のある職業についたことがない

0
1
9
0
呈
U
」
q
1
5
1
6
1
7
1
8
e　t　s

ρ
h
》
ワ
ー
8
0
》
O

O
O
O
O
－
ー
ハ
7
0
n
く
U
」
4
●
【
0問17：（現在収入のある職業か独立した仕事に従事しているか、あるいは従事していたと

答えた人、すなわち問16Aでコード05～18の人、あるいは問16BでコードOl～14の人に対
して）あなたの下で何人の人が働いていますか、あるいは働いていましたか？

・ひとりもいない

・1人から4人
・5人から9人
・10人以上

・わからない

8
－6

’
1
9
臼
O
U
4
9

（全員に）

問183ここに書かれている5っのカテゴリーのうちの1っを、あなたの社会的階級を表現
するのに用いるとしたら、どの階級に属していると答えますか？　（問18のカードを見せ

る。回答は1っだけ）
・中間階級

・中の下の階級

・労働者階級

・上流階級

・中の上の階級

・回答を拒否

・その他の回答（記入）

・わからない

ω6
4
1
2
り
◎
4
5
6

∩
6
Q
り

問19：あなたは一軒家に住んでいますか、それともアパート（マンション）に住んでいま

すか？　あなたの住む一軒家／アパートは、あなた又はあなたの家族の所有するものです
か、それとも賃貸ですか？　（問19のカードを見せる）

・所有、或いはローンの一・軒家　　　　　　　　　　　　1（60）

・所有、或いはローンのアパート　　　　　　　　　　　2
・個人から賃貸している一軒家　　　　　　　　　　　　　3

・個人から賃貸しているアパート　　　　　　　　　　　4
・市町村所有の賃貸一軒家　　　　　　　　　　　　　　　5

・市町村所有の賃貸アパート　　　　　　　　　　　　　　6
・その他（部屋を貸りている、寮、買取り賃貸の家など）　7

・わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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問20：あなたは、現在住んでいる地域をどのように定義しますか？
・主に農村地帯である（又は、小さな町や村、村落、孤立した家）

・小さな、あるいは中くらいの市

・大都市

・わからない

）む
－
読
ω

（
－
↓
9
臼
Q
U
Q
U

問21：あなたは、何かの宗教を信仰していますか？　（「はい」の場合）どんな宗教です
か？

・カトリック

・プロテスタント

・ギリシア正教

・ユダヤ教

・イスラム教

・仏教

・ヒンズー教

・その他（記入）

・何も信仰していない

・わからない

1
2
q
U
」
軽
【
0
ρ
h
U
7

0
0
0
0
0
0
0

8
A
》
A
「
V

O
n
U
9

（62－63）

問22へ

問23へ

（問21でコー一・ド01～04の回答をした人へ）

問22：あなたは宗教行事に週に数回以上通ってますか、週に1回ですか、年に何度か通っ

ていますか、年に1度ですか、1度も行ったことがありませんか？（答えは1っ）
・週に何度か　　　　　　　1

・週に1度　　　　　　　　2

・年に数度　　　　　　　3
・1年に1回か、それ以下　4
・1度も行ったことがない　5
・わからない　　　　　　　g

（64）

（全員に）

問23：宗教的な儀式に通っているか、いないかにかかわらず、あなたは自分をどのように

定義づけますか？

・信仰に厚い人間

・信仰に厚くない人間

・不可知論者（宗教的な問題に関心がない）

・無神論者（神の存在を否定する）

・わからない

56
1
⊥
n
∠
り
0
4
Q
》

一329一



問24：あなたのご家庭の収入についてお聞きしたいと思います。これは、この調査の結果
を、それぞれの家庭の類型毎に分析するのに役に立つものです。このカードには、収入を

各段階に分けて列記してあります。（問24のカードを見せる）

あなたのご家族全員の1ケ月の収入全てと、国民年金をも含めた各種年金と、保険や賃貸
借（家賃）から得る収入があるとしたらそれらを、全て合計して下さい。

あなたのお答えは、今までこのインタビューを通してお答え下さった他のお答えと同様、

すべて完全な秘密として取り扱いますので、これらの答えを、何らかの形であなたこ目身
やご家族と関連づけることは、一切不可能です。あなたのご家庭の、税金やその他の控除

を一切行なう前の総収入に相当する収入の層を、横に書かれているアルファベットを利用
して答えて下さい。

B
T
P
F
E
H
L
N
R
M
S
K
・

750．000リラ以下

750．001から1．000．000まで

1．000．001から1．500．000まで

L500．001から1．750．OOOまで

1．750，001から2．000．OOOまで

2．000、001から2．500．OOOまで

2．500．001から3．000．000まで

3．000．OO1から3．500．000まで

3．500，001から4，000．OOOまで

4．000．001から4．500．000まで

4．500．001から5．000，000まで

5，000．000リラ以上

回答拒否

わからない

Ol　（66－67）

02

0
3
0
4
05

0
6
07

08

0
9
1
0
1
1
1
2
98

99

End　card　4

インタビュー記録

　質問表番号l　　　　　l（1－4）
P，01：日付

　日にち　lll
　　　　　（6－7）

月　　　1

　　　（8－9）

カード番号151（5）

P，02：インタビュー開始時刻

　　　　　Illl　i
　　　　　　時間　　分
　　　　　（10－11－12－13）

P，03：インタビュー所用時間（分で）

　　　　分　1　11　1
　　　　　　（14－15－16）

P，04：インタビュー一の間の同席者の人数

　　　　　　　　　　　　　　　（17）

・2人（インタビュアーと回答者）　1

・3人
・4人

・5人あるいはそれ以上

9
臼
り
0
4
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P，05：回答者の協力度
・最高

・良い

・普通

・あまり良くない

P，06：中心地の大きさ

・人口10，000人以下

・IO，001から100，000人

・100．001から250，000人

・人口250．OOO人以上

P，　07　：　州、1

・リグリア

・ミラノ市、およびミラノ県

・トレンティーノ
・ヴェネト

・エミリア

・トスカーナ

・マルケ

・ウンブリア

・ラツイオ

・モリーゼ、アブルッツィ

・カンパーニャ
・プリエ

・バジリカータ

・カラブリア

・シチリア

・サルデーニャ

P，08：郵便番号

1　1　1　1　1　1　（22－26）

8
－Gl

n
∠
り
0
」
4

・ヴァッレ・ダオスタ、ピェモンテ

・ロンバルディア（ミラノ県を除く）03

・プリウリ・ヴェネツィァ・ジュリア

1　（19）

2
3

4

（20－21）

　　Ol
　　O2

　　04

　　05
　　06
　　07
　　08

　　09
　　10
　　11

　　12

　　13
　　14
　　15
　　16
　　17

　　18
　　19

P．09：サンプル抽出のポイント番号

1　1　1　1　（27－29）

P．10：インタビュアーの人数
1　1　1　1　（30－32）

P．11：加重平均値

1　1　1　1　1　1　1　1　1　（33－40）
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回答者の姓名
住所

市　　　　　県　　　　電話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このインタビューは、委託依頼に添付されて
いるインタビュアーとAISMに加入する研究施設との協力を規定する規律にもとづいて、備

えつけの注意書きにしたがって、私が自ら行なったもので、これに関しては全て熟知して

いることを明言する。特に、民法の1341条および1342条、それに含まれる細則8項、9項
および11項の定めるところに従い、その効力の範疇にあることを認める。
インタビュー一実施日

インタビュアーの署名
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§3　2ヶ国における調査の実施とデータ入力
　　　（注．データ入力結果については、本報告書分冊3，4，5，6［回答
　　　　　　データのコード・ブックと自由回答データ］を参照のこと。）

3．1　イタリア調査
3，1，1　面接遂行中に生じた問題

　北イタリアでは天候によって調査が遅れたり困難になったりした。濃霧や大雪
で面接調査員が自宅から出ることもできないなどということもあった。
　面接調査員は皆、身分証明書と自己紹介の手紙（pragmaからの紹介状）を持って
いたにもかかわらず、自分の世帯が面接に選ばれたことに驚いて面接に応じる前
にpragmaのフリー・ダイヤルに確認の電話をしてきた人もいた。

　面接調査員にきちんと調査の説明をしてあったので、特に面接においての問題
はなかった。

面接の確認

　一人の面接調査員に対して最低一件、全体の15％の面接をのちに電話で確認し
た。その結果ある一人の面接調査員の行った面接の全て、計8件を無効とした。
（付録Dの面接調査員ごとに確認できた面接の数をリストした表を参照のこと。）

3，1，2　編集とデータ入力

　pragma社の「フィールド調査部門」で確認された質問票は「編集・コーディン
グ部門」に渡された。ある程度の数の質問票が集まり次第、この部門の責任者は
コーディング係の人達に連絡をとり、仕事の日程の相談をした。

回答データの完備性の確認

　まずこの調査の責任者とコーディング係の人たちが集まり、回答済みの質問票
をよく検討した。この際、データマップを使って回答一つ一つに値を与え、また、
いくつかの質問への回答の一致度をみる原理を考えた。この打ち合せの最後にこ
の質問票に関する疑問点などを話し合い、説明して明確にした。
　その後質問票を分配し、コーディングを開始した。責任者はコーダーの仕手に
間違いがないか、また指示した方向に進行しているかを一つ一つチェックした。
　質問票がきちんと回答されていなかったり、解釈できない場合には、フィール
ド調査部門に送り返し、その矛盾を解くために回答者にもう一度電話で確認させ
た。

　ある程度の質問票が集まり次第、　「データ分析部門」に送った。

自由回答データの編集

　（自由回答以外の）データの入力後、質問票は「編集コーディング部門」に戻
され、磁気テープに自由回答部分をコピーした。さらに依頼者の指示の通り、
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その他」の回答の部分のリストをつくった。
　コーディング部門は監督者一人、その他3人で成り立っている。
　質問のQ75Aでは政党の支持率の回答をしなかった人には999の値を与えた。

　　回答データの一貫性の確認

　「計算機処理（EDP）」部門では、一般に個人の属性のデータを対比させて回答
データをチェックする。下記のデータを対比させて確認した。
　　　　一年齢と職業

　　　　一年齢と教育レベル
　　　　一婚姻状況
　　　　一その他の家族の状況に関するデータ

　一致度は、似ていたり関連していたりする質問間の回答の整合性で調べる。例
えば、この質問票には宗教に関する質問が2つあり、チェックの段階ではこの2つ
に対する各人の回答を比べた。データの入力が済んだら集計をし、その結果を印
刷して、各選択肢に同じ数の回答があることを確認した。

　集計結果は、この調査の責任者に最終的に承認してもらった後、データテープ
を作成した。

　　標本の代表性の確認

　下記に、この標本の個人的属性の統計とイタリアの国勢調査に基づく人口統計
から引用した統計を比較した表をつけた。比較した変数は次のとおりである。
　　　　一性別と年齢　　（人口の分布）

　　　　一地域　　（地域的な分布）

　　　　一家族状況（家族状況を正しく考慮するため）

年齢（歳）　　　　　国勢調査データ（ISTAT）　（％）　　　標本分布（％）

15－30　30，　18　25，　87　（18　to　30）
31－40　16，　92　17，　27
41－50　16，　55　17，　08
51－60　15，　61　16，　6061以上　　　　　　　　　　　20，74　　　　　　　　　　　　23，18

性別

男47，7247，81女52．2852，19
婚姻

独身

既婚

22，　57

66，　74

23，38

64，　21
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死別

別居

離婚

地域

Valle　d’Aosta一一Piemonte

Liguria
Lombardia
Milano
Trentino
Veneto

Friuli　Venezia　Giulia

Emilia　Romagna
Toscana
Marche
Umbria
Lazio

Molise－Abruzzi
Campania
Puglie
Basilicata
Calabria
Sicilia
Sardegna

7
6
ρ
0

り
0
0
0
3

0
コ
n
U
O

5
9
1
9
3
2
1
9
4
0
1
4
5
3
7
2
9
4
2

5
4
8
2
5
7
3
4
7
6
5
8
7
8
2
0
3
2
6

8
3
8
7
1
7
2
7
6
2
1
8
2
8
6
1
3
8
2

農
U
O
」
仙

（
∪
1
2

9
2
1

6
9
7
0
3
4
9
2
8
8
3
6
6
0
1
5
4
1
8

0
3
8
4
4
4
3
0
6
4
4
1
9
4
1
9
2
1
4

9
4
6
8
1
7
2
8
6
2
1
9
2
8
6
0
3
8
2
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地域

Valle　d’Aosta－Piemonte

Liguria

Lombardia
Milano

Trentino
Veneto

Friuli　Venezia　Giulia

Emilia　Romagna
Toscana

Marche

U皿bria

Lazio

Molise－Abru：zi

Campania

Puglie

Basilicata
Calabria
Sicilia

Sardegna

5
9
1
9
3
2
1
9
4
0
1
4
5
3
7
2
9
4
2

5
4
8
2
5
7
3
4
7
6
5
8
7
8
2
0
3
2
6

8
3
8
7
1
7
2
7
6
2
1
8
2
8
6
1
3
8
2

6
9
7
0
3
4
9
2
8
8
3
6
6
0
1
5
4
1
8

0
3
8
4
4
4
3
0
6
4
4
1
9
4
1
9
2
1
4

9
4
6
8
1
7
2
8
6
2
1
9
2
8
6
0
3
8
2
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n D ISTAT mDle　Distri n

唖
15－30

31　一　40

41　一　50

51　一　60

0ver　61

　olo

30，18

1　6，92

1　6，55

1　5，61

20i74

　　　　　　　o／0

25，87　（18　to　30）

1　7，27

17，08

1　6，60

23，18

鰹Male
Female

47：，72
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1Ywa1ZAL，nySZNYS
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Tape　key　punching

丁he　tape　was　wr縦en　in　EBCDIC－code　with　the　following　format：

Ωa垣　　　　　　　　　　　　ΩΩL

　　1　1－4　Questionnaire’no．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　Card　no．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6’　Courrtry　code

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－10　Survey　no．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11－76　Questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77－80　Blank

　　2　1－5　See　Card　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6－63　Questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64－80　Blank

　　3　1－5　See　Card　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6－72　Questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73－80　Blank

　　4　1－5　See　Card　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　一　30　Demog　raphic　questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31－40　副ank

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41－67　Demographic　questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68－80　Blank

　　5　1－5　See　Card　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6－40　Protocol　questions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41－80　Blank

　　　　Weights　calculation

On　the　following　three　pages，　you　will　find　the　charts　showning：

a）　Percentage’distribution’of’aduit　ttalian　popuiation　（18＋）　in　each’Tegion

　　　　and　city　size　by　class　of　age．

b）　Number　of　inte　rviews　complet　ed　in　each　cell．

c）　Weig　hts．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一339一



1　　　1 UNIVERSEI　　　　　　　l　　　　　　　i

1 1
UNIVERSE　　　　　l 1

118－24 25－34 3544 45－54 55略4 OVER　64 TOTAL
N。W．　SIZE．1－M－1　0，69 1．01 0．97 0．92 α67　10，86 5」2
N．W．　S『ZE　1・一M－1　0，68 0．96 0．91 0．91 077　11，26 5．49

N．WS匹2」M一 10．64 0．91 0．92 0β4 0．57 0．60 4．．48

N．W．　S　IZE．．2－F－1　0，62 0．92 0．93 0．87 0．66 0．98 4．98

N．w．　s［zE　3－M一・I　o，09　1　0」2　1　0」3　　　0．12　1　0jo　l　o，10　1　0，661
N．W．　S［ZE　3－F－1　0，09　1　0」3　1　0」4　1　　　　1　0，コ2Oj4 1　0」7　　　　0791

0．56N．W．．S匹4－M－1　0，42　1　　　　1　0，58　1　0，58　1　0，44　1　0，47　1　3，05
N．W．　S『胚…4－F－1　0，39 057 10β3 O．65 0．53 079 3．56

N．1≡＝B［乙…1矧M。　1　　0，53 071 10．66 0．62 050 0．61 3二63

N王…。SI：2コ…1－F・1 0．51 0．67 0．62 0β1・ 0156 0．87 3．84

N．E．　SIZE．2－M－　1　0，41 056 0．55 0．50 O．38’　　10，42 2．82

N．E．．　SiZE　2－F－　1　　0，40
0．56 0．55

0，51　　　1　　0，44　　　1　　0，63 3．09

N．E．　SIZE　3－M－　1　020 0．27 0．28 026　　　1　　0，22　　　　　　0，231 1．46

N．E．　SIZE　3－F－　i　　oj9 0．28 0．30 029 10．26 0．36 1．68

N．E．　SIZE　4。M－　1 Oj6 O．20 0．22 0，21　io，19 0．20 1．18

N．E．　SIZE　4－F－　　　　0．14 0．20 0．23 0．23 0．23 0．34 1．37

C．SIZE　　1・M一 0．28 0．39 0．35 0．38 0．33 0．42 2．15

C．SIZE　　1・F一 0．27 0．37 0．34 0．38 O136 0．54 2．26

C．SIZE　　2－M一 0．52 0．72 0．69 0．67 0．54 O160 3．74

C．SIZE　　　2・F－　1　　0，51 0．73 0．71 0．69 0．60 O．83 4．07

C．SIZE　　3’・M－1 0．09 0．13 0．13 0．12 0．11 0．11 0．69

C。S！ZE　　　3ρF　l　　O，09 0．13 0．14 O．13 O．12 Oj7 O．78

C．SIZE　　4・M－l　O，43 0．53 0．53 0．51 O．39 0．39　12，78
C．SIZE　　　4　－F－1 0．41 0．56 0．59 0．57 0．47 0，60　1　32
S．1．SIZE　　1・M－1　0，87 1．02 0．82 10．90 0．72 0．97 5．3

S」．SIZE　　1－F－　i　　o，85 0．98 0．82 0．95 0．82 1．19 5．61

Sj．　SIZE　　2－M。1　　1，26 1．51 1．28 1．17 0．87 0．96 7．05

S．1，SIZE　　2－F働　1 1．26 1．57 1．30 1．24 0．98 1．24 7．59

S」．SIZE　　3・M・1 O．24 0．27 0．24 O．22 0．17 Oj6 1．3

S．1．SIZE　　3－F－　1 0．23 0．29 026 0．24 0．19 0．22 t43
S」．SIZE　　4－M－l　O，43 0．49 0．40 0．38 0．30 O．29 2．29

S」．SIZE　　4－F－　1 0．42 0．50 0．43 0．42 0．35 0．43 2．55

TOTAL　　　　　　　　　l　　14，32 18．82 17．65 17．23 13．96 18．01 99．99

i 1

一　340　一
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1 l　　l 1 1 ［
1
． WEIGHTS

、WEIGH’rFad。rs

18．24 2534 35・44 4554 55凋34 OVER＝64

N．W．S四一M－10，98611，。1。 1，078 。7田』」17 0；782
ろ

0，756　　　0，960『N。W．　SIZE1－F．　l　　l　　I。，8刀h，5171。77。　hρ5。　i

N．W．S匠二2－M－1。β。。1。，82711，曜11，。5。 。，95。11，。。。1

N．W．S匪2－Fh，。331。，92。 。，脳5h，。88
0943

。，的11

N．W．　S　IZE3－M一 O，900
h，2。。

1，300 1，200 1，000
1，。。。1

N．W．　SIZE3－F一 O1900
h，3。。

0，700 1，400 0，400 O1850

N．W．　SIZE　4－M一 1，050
1。，8。。

1，160 0，829 1，467 0571

N．W．　SIZE　4－F一 0，780
11，14。

0，900 tO83 0，757 0，988

N．E．　SIZE　1－M。 0，883 1，183 0，660 1，033 0，833 0，763

N．E．　SIZE　1。F・ 1，020 0，838 1，033 0，678 0，933 0，967

N．E　SIZE2・M一 0，820 1，120 1，833 1，000 O，760 1，050

N．E．　SIZE　2－F一 0，800
h，4。。

0，917 0，850 11100 1，050

N．Ei．　SiZE　3－M・ 1，000 0，900 0，933 0，867 0，733 1」50

N．E．　SIZE　3－F一 0，950 0，933
』，。。。

1，450 0，520 1，200

N．Ei．SIZE　4－M・ O，533 2，000 1，100 1，050 O，950 1，000

N．E．　SIZE　4－F・ 1，400 1，OOO 0，767 1，150 1，150 1，133

C．SIZE　1－M。 0，700
10，65。

11750 0，950 0，660 1，050

C．SIZE　1－F．　1
0，540 1，233 0，850 0，760 0，900

。，9。．1

C．SIZE　2－M一 0，867 1，029 0，986 0，838 0，900 1，500

G．SIZE　2－F一 1，020 0，913 1」83 0，863 0，750 1，038

C．SIZE　3－M。 0，900 0，650 1，300 1，200 1，100 1，100’

C．SIZE　3－F・ 0，900 1，300 1，400 0，650
h，20。

0，850

αSIZE　4－M・ 1，075 1，060 1，060 1，020 0，780 1，300

C．SIZE’4－F一 1，025 0，933 0，983 1，140 0，940 1ρ00

S」．SIZE　1－M一
。β7．1

0β50 1，367 0，818 1ρ29 0，970

S．1．SIZE　1－F一 1，063 1，089 0，911 0，950 0，911 1，082

S」．SIZE　2－M一 1，145 1，007 1，164 0，975 0，870 0，960

S．LS［i王2。F一 0β40 1，047 1，083 0，954 0，817 1，378

S」．SIZE　3－M一 1，200 0，675 1，200 0，550 0，850 0；533・

S」．SIZE　3－F－1
0，767 0，967 0，867 0，800 0，475 1，100

S．1．SIZE　4－M一 t。751
0，980 1，000 0，950 0，750 1，450

S」．SIZEA4．F』，。5Q　h，。。。12」5。 910，840
0，875 t433

一342一



List　of　sampling　points

The　list　provides　the　foltowing　infermation：

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　

Number　of　sample　point

Postal　code　of　the　municipalty

Name　of　the　municipalty

Non　response　reasons　（empty，　reiusal，　not　elegible）

Number　of　assigned　interviews

Number　of　completed　interviews

Number　of　adults　（aged　18＋）　in　the　sample　point

Number　of　households　in　the　sample　point

一343一



ω
念

MUNICIPALTY F旧AL　RESULT HHSAMPしING

oOINT

ZIP

bODE Empty Refusal Not　elegible

ASSIGNED

hNTERVIEWS

COMPしETED

@　　TO

ADUしTS

P8＋

001 11010 VALPELUNE 6 23 2 8 8 421 216

002 28060 RECETTO 10 7 1 9 9 765 395

003 10020 ANDEZENO 0 30 1 11 9 1174 521

004 12058 S．STEFANO　BEしBO 9 1 2 10 10 3255 1383

005 10046 ISOしABELしA 0 7 0 8 8 209 93

006 10072 CASELLE 40 20 0 10 io 9238 4341

007 15011 ACQUITERME 57 12 13 10 10 17567 8782

008 10098 RIVOLI 0 1 3 8 8 35982 1659

009 15100 ALESSANDRIA 2 2 1 4 4 80434 39074

010 10137 TORINO 2 12 1 9 9 865962 423442

010 10135 TORINO 16 24 3 9 9 865962 423442

011 18013 DIANO　MAR困A 11 3 0 8 8 6568 2724

012 18010 DIANO　S．　PIErRO 37 2 4 4 4 766 392

013 17014 CAIRO　MONTENOTTE 12 2 O 10 10 11540 5572

014 19100 LA　SPEZIA 2 1 1 2 2 92598 47347

015 16158 GENOVA 28 14 3 8 8 6i3453 311723

015 16126 GENOVA 64 48 0 8 8 613453 311723

015 16123 GENOVA 14 24 0 5 6 613453 311723

016 27016 CER］へNOVA 7 13 1 10 10 324 141



ω
合

MUMCIPALTY FINAL　RESULT HHSAMPUNG

oOiNT

ZIP

bODE Empty Refusal Not　elegible

ASSIGNED

撃mTERVIEWS

COMptE正D

@　　TO

ADUしTS

P8＋

017 25030 MACしODIO 2 6 0 10 10 666 253

018 25070 CAINO 5 16 7 10 9 io35 460

019 21032 CARAVATE 1
1

9 0 10 5 1656 756

020 22010 S，FERMO　BATTAGUA 20 0 0 9 9 2496 1135

021 21010 CARDANO　AL　CAMPO 21 24 0 9 9 8360 3789．

022 21053 CASTEしLANZA 13 9 15 9 9 11928 5468

023 27029 VIGEVANO 12 7 0 6 6 50916 24961

024 25124 BRESCIA 8 8 6 5 5 158025 74718

025 20050 CAMPARADA 9 6 4 7 7 82i 365

026 20060 BUSSERO 2 2 1 9 7 3222 1466

027 20026 NOVATE　MILANESE 13 1 1 10 ね 15191 7023

028 20025 LεGNANO 0 0 2 10 9 37504 17562

029 20090 BUCCINASCO 13 4 0 10 10 9346 4329

030 20090 SEG　RATE 6 1 0 1G 10 21137 9760

031 20052 MONZA 1 0 O 3 3 91856 42292

032 20142 MILANO 23 4 1 10 10 1267584 625455

032 20135 MILANO 28 13 10 11 11 ．1267584 625455

032 20144 MIしANO 17 16 21 11 斜 1267584 625455

033 32030 FONZASO 57 23 13 10 10 2741 1213



ω
ま

MUNICIPALTY FINAしRESULT HHSAMPLING

oO旧T

ZIP

bODE EmρW Refusal Not　elegible

ASSIGNEO

撃mTERVIEVVS

COMPLETED

@　　TO

ADULTS

P8＋

034 45010 VlししADOSE 6 4 0 9 9 3742 1556

035 37060 CASTEL　DIAZZANO 4 3 3 8 8 5329 2406

036 36040 MONTEGAしDEししA 2 1 2 8 8 927 328

037 35020 POしVERARA 3 2 0 10 10 1632 575

038 37047 S．BONIFACIO 4 4 3 9 9 10848 4606

039 30026 PORTOGRUARO 39 9 9 9 9 17911 7427

040 35011 CAMPODARSEGO 10 7161 2785

041 35142 PADOVA 11 6 1 6 6 180192 80829

042 37131 VERONA 14 1 3 5 5 204567 96795

043 30174 VENEZIA 19 12 2 5 5 267865 118216

044 33010 PAGNACCO 14 4 0 10 10 2849 1269

045 　　　■R3170 PORDENONE 6 2 1 6 6 39301 18378

046 33100 UDINE 8 2 0 4 4 80858 38335

047 34133 TRIESTE 11 4 2 5 5 208541 118895

048 38071 BしEGGIO　INFERIORE 3 1 5 9 9 693 311

049 38100 TRENTO 1 3 1 4 4
　・V4629 34067

050 39100 BOLZANO 0 0 0 2 2 80143 38407

05i 43012 FONTANEしLATO 36 14 0 11 1
1

4857 2061

052 47040 SALUDECIO 17 7 10 11 11 1931 774



ω
ミ

l　　　MUNICIPALTY
FINAL　RESUしT COMPLEτED HHSAMPUNG

oOINT

ZIP

bODE Empty Refusal Not　elegible

ASSIGNED

hNTERVIEWS

ADUしTS

P8＋

053 47036 RICαONE 35 14 1 10 1
1

23183 10159

054 42013 CASALGRANDE 21 11 2 12 12 9858 4188

055 44034 COPPARO 11 5 2 7 7 16310 7241

056 47100 FORLIl 11 5 0 11 1
1

86235 40677

057 44100 FERRARA 35 16 9 11 1
1

120498 53596

058 40137 BOLOGNA 76 18 3 10 10 378104 180624
一　　〇59

53026 PIENZA 10 10 2 7 7 2015 886

060 56030 CAしCINA楓 60 7 6 8 8 5451 2333

061 50020 LASTRA　A　SIGNA 6 1 O 8 8 13034 5231

062 56017 S。GIUUANO　TERME 38 12 2 9 8 20567 8982

063 51100 PISTO』へ 95 6 1 9 9 72752 32205

064 50066 REGGELし0 1 0 0 8 8 9190 3623

065 54036 CARRARA 5 1 0 5 5 52376 25700

066 56127 PISA 12 4 14 8 8 82450 38044

067 50133 FIRENZE 35 12 3 9 9 364577 169113

068 03030 FONTECHIARl 1 21 1 8 8 965 464

069 03031 AQU困0 9 4 1 7 7 3426 1706

070 00068 RIGNANO　FLAMINIO 17 5 0 8 8 3138 1591

071 04023 FORMA 51 11 0 8 8 26680 9146



恕
。
。

MUMCIPAしTY FINAしRESULT COMPしETED HHSAMPUNG

oOINT

ZIP

bODE Empty Refusal Not　degible

ASSIGNEO

撃mTERVIEWS

ADUしTS

P8＋

072 01019 VETRALLA 0 2 0 7 7 7957 3876

073 03013 FERENTINO 13』 4 2 8 8 12619 5688

074 00143 ROMA 38 2 0 10 10 2120223 939045

074 OO181 ROMA 70 61 7 10 10 2120299 939045

074 00149 ROMA 41 37 5 10 9 2120299 939d45

074 00138 ROMA 28 14 5 10 10 2120299 939045

074 00188 ROMA 19 12 o 11 11 2120299 939045

075 05029 SAN　GEMINI 25 22 0 4 4 2893 1277

076 06034 FOLIGNO 12 3 0 6 6 40623 17160

077 05100 TERNI 1 2 0 5 5 86329 39211

078 60037 MONTE　S．　V「「0 46 2 O 10 10 3096 1278

079 60019’ SEMGAtUA 28 6 5 7 7 30916 12468

080 60033 CH風RAVALしE 12 10 0 7 7 10360 4736

081 60128 ANCONA 6 4 0 2 2 82008 37397
一　　　〇82

66051 CUPELし0 25 6 9 8 8 2901 1337

083 86010 ORATINO 0 4 1 7 7 898 406

084 64100 TERAMO 2 3 0 10 10 37118 15250

085 65124 PESCARA 15 10 0 6 6 95719 41286

086 75023 MONTAしBANO　J． 3 0 3 6 6 6155 2609



l
G
。
お
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MUNICIPALTY FINAしRESUしT COMPしETED HHSAMPLING

oαNT

ZIP

bODE Emp呼 Refusal Not　elegible

ASSIGNED

撃mTERV旧WS

ADUしTS

P8＋

087 75015 PISTICα 4 1 4 4 4 12156 5292

@　088 83024 MONTEFORTE　I． 9 8 0 9 9 3319 1497

089 84070 S．MAURO　LA　BRUCA 13 2 0 8 6 722 318

090 83020 SPERONE 7 4 3 8 8 1446 629

091 83030 TAURASl 2 3 6 5 5 2272 982

092 80055 PORTICl 13 2 2 10 10 107190 22630

093 80020 FRA1［「AMINORE 11 16 1 10 40 7173 2957

094 80010 QUARTO 3 7 0 10 io 11137 5020

095 81025 MARCIAMSE 3 24 0 9 6 20662 9121

096 84100 SAしERNO 9 3 4 4 4 佃955 46854

097 80127 NAPOLl 21 21 0 10 10 820927 350101

097 80128 NAPOLl 13 41 0 10 佃 820927 350101

098 70020 CASSANO　MURGE 7 4 1 6 6 5617 2502

099 73010 ARNESANO 3 O 0 6 6 2337 988

100 72019 S．V「rO　DEI　NORMAN， 8 2 3 10 10 13247 5771

101 72021 FRANCAVIしLA　F． 6 3 3 10 10 21295 9428

102 70010 CAPURSO 5 29 1 10 10 6672 3021

103 72012 CAROVIGNO 1 2 5 9 9 8811 3967

104 71016 S，SEVERO 12 0 34609 15611
一
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MUNICIPALTY F囚AL　RESUしT COMPLETED HHSAMPLING

oOINT

ZP

bODE Empty Refusal Not　elegible

ASSIGNED

撃mTERVIEWS

ADUしTS

P8＋

105 71100 FOGG』へ 0 7 0 7 7 104623 45163

106 70123 BARI 35 2 2 6 6 253722 109264

107 89035 BOVA　MARINA 80 5 7 9 9 2778 1257

108 89020 MELICUCCAl 17 8 2 9 9 1048 504

109 88074 CROTONE 12 11 11 10 10 36607 15791

110 89124 REGGIO　CALABRIA 4 2 1 6 6 i22134 52160

111 93010 ACQUAVIVA　PLATANl 91 7 0 10 10 1223 620

112 98043 ROMETTA 7 0 0 10 10 3570 1656

113 94019 VALGUARNERA 12 9 0 10 10 7028 3418

114 95022 ACI　CATENA 9 7 0 10 10 8312 3671

115 90036 MISILMER！ 5 0 0 11 1
1

11420 5152

116
　　　　■
X5045 MISTERBIANCO 0 1 0 9 9 19405 48755

117 96100 SIRACUSA 25 2 17 6 6 79676 34796

118 90135 PALERMO 47 11 0 8 8 478452 207186

119 95124 CATAMA 26 3 2 7 6 265618 116580

120 98123 MESSINA 4 5 0 7 7 186463 84240

121 09040 SELEGAS 3 3 1 7 7 1011 383

122 09033 DECMOMANNU 0 10 1 6 6 3482 1456

123 07041 ALGHERO 16 6 5 7 7 25108 10706



MUNICIPAしTY FINAL　RESULT COMPLETED HHSAMP〕NG

oOINT

ZIP

bODE Emp亡y Rθfusal Not　elegible

ASSIGNED

撃mTERVIEWS

ADULTS

P8＋

124 09128 CAGUARl 16 0 0 6 6 161423 68047

ω
蟄



3．2　オランダ調査
3．2．1　調査の有効性の確認

　本調査終了後、面接回答者中の約15％に、
否かの確認をとった。

3，2，2　データ入力

　光学的データ読み取り装置によった。

自由回答質問の回答

　本来のオランダ語回答1048名分とは別に、
回答を英訳した。

電話し、面接が本当に実施されたか

英語を母国語とする者がオランダ語

言周査結果の概要
面接調査者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　305

標本地点数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　305

訪問を試みた数．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5666

最初の訪問で在宅者と接触できた数　　　　　　　　　　　　　　　　　3501
第二回目で在宅者と接触できた数　　　　　　　　　　　　　　　　　　220
第三回目で在宅者と接触できた数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

訪問して在宅者と接触できた総数　　　　　　　　　　　　　　　　　3732

訪問を拒否された数（在宅者がドアを開けなかった住居数）　　　　　　2220

上記の内、オランダの国籍を持たない人数　　　　　　　　　　　　　　116
三回の訪問にも拘らず面接すべき回答者が不在であった場合の数　　　307

最終的に面接できた数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1089
そのうち面接調査を拒否されft数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

実際に面接調査ができた総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1083

一352一
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UNIVERSE　DATA

UNIVERSE・DATA　THE　NETHERLANDS
1 1

Age　of　pcrsons（based on　C．B．S．sta1isIics　111！1993）

age male 色male Io電a1

0 100392 95589 195981
1 101481 96979 198460
2 101852 96838 198690
3 97034 93301 190335

4 96377 92244 188621
5 97119 92320 189439

6 95506 92276 187782

7 93046 89287 182333

8 91571 87212 178783

9 89026 85363 174389

10 90161 86032 176193

11 92881 89483 182364

12 95097 90595 185692

13 92210 88240 180450

14 92938 88611 181549

15 91992 87795 179787

16 94537 89353 183890

17 95287 91364 186651

18 100633 96709 197342

19 105382 102357 207739

20 115627 112794 228421

21 123798 119456 243254

22 130186 125588 255774
23 135316 129564 264880
24 129705 124772 254477

25 130304 123895 254199

26 131849 125016 256865

27 135151 127483 262634

28 138106 130582 268688

29 136362 129236 265598
30 133767 127722 261489
31 132765 127518 260283
32 130198 123994 254192
33 129333 124181 253514
34 125955 121193 247148
35 123818 119424 243242

36 122590 117684 240274

37 119277 1蓋6195 235472

38 118781 114391 233172

39 H7602 113484 231086

40 118285 113631 231916
41 114880 HO239 225119

42
　一．　＿　一　　■　一

撃撃T978　　　　一 111200 227178

43
　一　一　一　　，　」　　　帰　　．　一　一

撃撃W082 112940 23量022

44 122641 H6595
　　　一　　一　一　　，

Q39236

45
　　　L　　　　一　　　．　一　・　　　　　　　．

Q52580

46

　　　■　　■　　一　　　　，

P29（》40　　　噌　　　　　　一　　一

P33908　　，　　一　　　　　　　　　L　幽　　一

X6415　　　－

jX）936

一　　　　　　　123540・｝　r　｝・＿－．　一　一，，一’r一一’■一　　　「　｝L，

@　　　　　　　91924一　　　冒　訂　　　　　　　　　　一　　．r幽　一　　　　　　　檜　一　　　　　　　　　　　　　　　　一齢

@　　　　　　　96356

26且084

47

　　　　　　　．

@　　一　　　」

　　　　　　　　　帰　」　　一　　9　　　τ　　噛　　　　．　　　「

黶@一　　一　一　　一　　一　　一　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　¶　　　　■

@　　　　　　19729248

一354一



49 96324 91231 187555

50 88770 84151 172921

51 84504 80518 165022

52 86092 82968 169060

53 82452 80422 162874

54 80806 78674 159480

55 75631 74502 150133

56 75013 74125 149138

57 72865 72870 145735

58 71630 72548 144178

59 69586 71298 140884

60 70448 73265 143713

61 68045 71844 139889

62 68438 72923 141361

63 64081 70051 134132

64 62536 70146 132682

65 59395 67365 126760

66 58296 67498 125794

67 56256 67106 123362

68 54876 67610 122486

69 54634 67957 122591

70 51316 65189 116505

71 49322 64826 114148

72 47966 64529 112495

73 38631 53184 91815

74 34943 505量4 85457

75 34159 50660 84819

76 31719 49406 81125

77 29155 46840 75995
78 28329 47367 75696
79 25506 44582 70088

80 22818 41768 64586
81 18921 37106 56027

82 16991 34820 51811

83 14990 32889 47879

84 12871 29426 42297
85 10770 26084 36854

86 8820 22603 31423

87 7376 19614 26990

88 6142 16546 22688

89 4807 13544 18351

90 3755 H2！5 14970

91 2932 8937 11869

92 2109 6626 8735

93 1594 5095 6689

94 1087 3752 4839

95組nd　ovcr 7999 10383

@　　　　　，　一　　　9

10眈d
一曾一　　「　幽　一　一　一　　　r　　一　，

@7535268 7703914 15239182

一355一



Age　of　pcrsons（bascd　on　C．B，S．　sIaUsIics　1！1！1993）

age male 5emale 101a1

0・17 1708507 1632882 3341389

18－24 840647 811240 1651887

25・29 671772 636212 1307984

30－34 652018 624608 1276626

35・39 602068 581178 1183246

4044 589866 564605 1154471

45・49 556623 530227 1086850

50－54 422624 406733 829357

55・59 364725 365343 730068

60－64 333548 358229 691777

65－69 283457 337536 620993

70．74 222178 298242 520420

75－79 148868 238855 387723

80－84 86591 176009 262600

85－89 37915 98391 136306

90．94 11477 35625 47102

95＋ 2384 7999 10383

tota1 7535268 7703914 15239182

PQpulation　l　8＋ 5826761 6071032 11897793

48．97％ 51．03％

一356一



Pro▼ince Nr．　of　persons（Based　on　CBS　stas口stics　1！111993）

Groningen 555397 3．64％

Friesland 603998 3．96％

Dremhe 448256 2．94％

Ovedjssd 1039083 6．82％

Flevoland 243441 1．60％

Geldcrland 1839883 12．07％

Ulrecht 1047035 6．87％

Noord。Holland 2440165 16．01％

Zuid－Holland 3295522 21．63％

Z㏄1and 361195 2．37％

Noord－Brabant 2243546 14．72％

Limburg 1119942 7．35％

tota1 15237463

Size　of量㏄a11i吐y：

Nr．　of　provinces Nr．　of　persons ％

1ess　than　1000　inhabita1 1 941 0．01％

1000。2000inhabiIanI 7 11043 0．07％

2㎜・5000inhabi伽t 62 224454 1．47％

5000－10000　inhabila 173 1302982 8．55％

10000。20000inhab厩 218 3133001 20．56％

20000。50000inwone 130 3898212 25．58％

50000－100000inhabi 35 2500563 16．41％

100000－150000inha亀 13 1643854 10．79％

150000－250000inhat 4 761873 5．00％

250㎜・400㎜ 0 0

4000000r　mofe　inhabi重 3 1760540 11．55％

no　fixed　addレess 1719 0．01％

【01al 646 15239182

size　o「hoose』o星d

Based　on　AGB　mini。ccnsus（1992）

％

1pcrson 30．6

2pcrsons 32．5

3pcrsons 14．4

4pcrsons 15．9

5pcrsons 4．9

60r　morc　pcrsons 1．8

tolal　n「．　of　houscholds　1 6143000

m組riu匿sta巳岬er馴Dns a8ed　18and｛Dver（1111藍993）

％

⑳glC（＋livmg璽C巳11cr〕 26．37％　　　　　　　　●

高≠窒窒奄モ
　　　　一　　「　　一　　一　　　一　一　一

@　　　7，46％
一　一

р奄磨i，rccd @　　　　　　　5，79％
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Population　by　locality　in　which　interviews　are　being　held

NIPO　nr CBS　Locality
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第 2 部

　　　　　　　　データ分析による国際比較

CLAによる分析の視点

対象地域によるCLA

質問項目によるCLA
3，1　ミクロ・マクロ的スケールによる相補的分析

3．2　ヨーロッパ3ヶ国における政治不信（制度不支持）

3．3　イタリアとオランダの宗教による意見差の比較

時間によるCLA

国民性の国際比較のための

相補的尺度構成について

回答者の「属性の意味」の国際比較

国際比較調査のデザインの為の視点

結び
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序

　　本章では、国際比較調査データの統計分析の具体例を示そう。まず最初に、我々の長

年の国際比較調査研究から生まれてきた統計分析の考え方の発展に触れる。そして、統計

分析のいくつかの実例を示そう。

Cultura1　Link　Analysis

　本研究は、主として文部省科学研究費補助特別推進研究「意識の国際比較方法論」と試

験研究A（1）「意識の国民性比較における連鎖的調査分析方法の実用化に関する研究」
として進められてきた。この中で、第1段階として、文化の連鎖的比較研究（Cuttural

Link　Ana且ysis，CLAと略す）というパラダイム（方法論）が生まれた（第1部第1章を
参照）。

　国際比較研究においては、はじめから全く異なる国と国を比較しても意義は薄い。類似

の側面と異なる側面を持つ国と国を比較して、それらの側面が如何に、どの程度、似てい
るか或いは異なるかを明らかにして、はじめて比較の意義がある。この視点より、我々の

国際比較調査研究は、1971年の日本人とハワイの日系人との比較調査に始まり、さらにハ
ワイの日系人、非日系人との比較、米本土のアメリカ人との比較と発展し、現在の我々の

研究へとつながってきたのである。これまでに調査してきた国や地域には、ドイツ、フラ

ンス、イギリス、イタリア、オランダ、東南アジアの国々が含まれ、さらに調査計画は発

展している。これらの国々や地域のいくつかの対は、言語、民族の血、地域文化、歴史的

源等の点で共有点を持っている。その共有点を持つペア同志は、その共有点を基に、国民
性において類似の側面を表わす場合も多いが、一方、地理的条件、歴史的発展の点等に起
因する異なる側面をも表わすことがある。その為、比較の意義が見い出される対象となる。

この比較の対象となる対を「比較の環」と考え、この環を徐々につなげて、拡大していき、

やがて、広範囲の国々の比較を可能としていくアプローチがCLAなのである。

国際比較の尺度としての調査質問項目の作成

　このCLAの発展の中で、本質的中心となるのは、とりわけ「国際比較のための質問票
の作成手続き」である。ここで、「作成手続き」の部分を強調したい。表面上、比較調査

は、資金と時間さえあれば、調査代理機関に調査実施依頼すれば、回答結果データを得て、

単純集計表上で、各国間の比較をすればよいと思われている。実際、最近の各官庁、民間

機関での国際問題への関心から、そのような調査も多く見られる。

　しかし、我々が本当にターゲットとして狙っているのは、表面上の質問回答データ数値

の比較　　例えば、日本人は、生活満足感がアメリカ人より幾％低いと出ている　　など

ではないのである。

　第1部で示したように、質問票の作成は、大きく分けて、「質問項目の選択」、「翻訳
・再翻訳」、「予備調査による検討」の3っのステップでできている。実のところ本調査

によるデータ回収以前に、国際比較調査によるかなり多くの重要な情報は、既に上の質問

票作成の3っのステップの中で得られる、或いは、得る努力が必要なのである。予算と既
製の調査票を調査会社に渡し、データ回収を待っているような調査では、実は、ほとんど
重要な情報は得られていないのである。或いは、少なくとも、そのような調査では回答デー

タの数値の適切な解釈に十分に信頼性を与えることには疑義があろう。

一365一



　本調査以前の段階で如何に情報な情報が得られるかは、本分冊の第1部と、分冊「意識
の国際比較方法論のマニュアル」に示されている。

数量化理論

　CLA発展の中で、しばしば用いられた統計分析手法の一つが、「林の数量化3類」
（Q3と略す）である。但し、これを単に通常の多変量分析法の一つとして捉えるのは、
少なくともCLAの中では正しくない。統計手法というよりは、むしろ、統計データ分析
の実践的哲学を実行する為の表現法と呼んだ方が妥当かもしれない。例えば、この手法に

よる分析例が第2部§3．1に示さ＝れる。全質問データにQ3を適用すると、（Q3はカテゴ
リカルデータ用の主成分分析とも考えられるので）いくつかの主因子が抽出される。通常

の主成分分析では、これらの主因子が、意義をもつか否かは、それらに対応する説明分散
の絶対的大小と相対的大小によって判断する。つまり、分散の大小順に並べて、絶対的分

散が十分大でかつ、次に続く因子の分散が著しく小となる直前までの因子を、意味のある

因子として抽出する。

　しかし、CLAにおけるQ3の運用の仕方は、これとは異なる。本来、質問項目は、国
民性のできるだけあらゆる側面をカバーするようにと選択されている。いくつかの質問は
グループとして、国民性のあるトピック（生活水準、政治意識、男女の役割、宗教心、人
間関係etc，）などに関連する項目を構成している。それらの質問項目が必ずしも同じウエ

イトで、国民性の側面に関わっているという保証はない。しかし、これらの項目が、国民

性の全体像をカバーするように選択された意図から考えると、Q3で、抽出された各因子
の「絶対的」説明分散量は、大きくならないのが自然であろう。（但し、あるトピックに

関する項目群の回答データに、Q3を適用した場合は分散は大きくなるだろう。）重要な
のは、分散の相対的大小（因子の順位）である。この順位に対応する因子が、何を把えて
いるのかをもとの質問項目へ戻って、分析するのが、次の手続きである。

　但し、あまりに1個の質問とその回答データに固執するのは賢明ではない。個々の質問
は、すべての国でほとんど同じ意味をなす質問もあるが、本来は、「日本的質問」、「ド

イツ的質問」というように、ある国の調査で使われてきたユニークな質問を、我々の調査

票にとり入れた場合もある。したがって、そのようなユニークな「質問」は、ある国と他
とを識別するのには役立っが、回答データ数値の単純な大小比較が意味を持つとは限らな

いので注意が必要である。

　また、数量化の哲学は、回答者の思考プロセス、つまり「考え方の筋道」をクロス集計
表分析によって吟味するところにも表われる。

　国際比較において、国々の回答分析はまず単純集計表の全体の回答分布パターンを分析

することから始まる。しかし、仮りに、ある国と他の国の（周辺）分析パターンが全く同

じであったとしても、必ずしも、それらの国々での回答分布を「同じ」と見なしてよいか

否かの判断は慎重でなければならない。例えば、国Aと国Bの両方の回答が、質問1と2
で、どちらもYessO％，No50％であったとしよう。しかし、国Aでは質問1でYesと答えた者は、

質問2ですべてNoと答え、一方、国Bでは質問1でYesと答えた者はすべて質問2にもYes
と答えるということもありうる。この回答者個人のレベルをも配慮した回答パターンは、

クロス集計表を慎重に分析しなければ発見できない。我々は、これをハワイ日系人調査に

おいて身をもって、その重要性を見い出したのであった（林，1993「行動科学序説」参照）。

いずれにせよ、国際比較調査データ分析における数量化理論とは、回答データの分析は
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勿論、調査票構成の手続きや回答者の思考パターンも広く加味して事体を把えていくこと
を強調するものである。

相補的統計分析の考え方

　さらに、この研究を進めてくる中で、我々は、分析方法においても、分析結果の解釈に

おいても、現象の理解に対して柔軟な、いわば相補的な考え方やアプローチが重要で、ま

た現実的であることに身をもって感じるようになってきた。これは、数量化理論の哲学を

延長してきたなかで生まれてきた考え方ともいえるかもしれない。
　具体的に、この考え方を示そう。今、ここで言葉で示すことのできる「相補性」とは例
えば、

　i）多次元尺度的表示VS一次元尺度構成
ii）大域的比較VS局所的比較
iii）属性別の回答パターン分析VS回答パターンから観た属性の規定

iv）理論構築VS実証データの収集
等である。

　基本的考え方は、分析に当たり、分析の切り口は明確にしなければならないが、分析を

進める中で、その視点を柔軟に変えながら、対象の全体像の理解に努めるということであ
る。上のi）～iv）について説明を加えよう。

i）多次元尺度的表示VS一次元尺度の相補性　　例えば、一方で、国際比較の統計的分析

において調査対象国の持つ種々の側面の全体の関連、各国間の全体的位置づけのイメージ
を把えるには、数量化3類等の多次元尺度表示を利用することがある（林の分析、§3，1参
照）。他方で、各国のデータを分析し、ある特定のトピック（例、仕事に対する態度、Q

OL等々）に関するデータを分析するには、関連する質問項目を厳選し、なるべく簡単な
一次元尺度を構成して、得点（スコア）を比較分析することも可能である（Yoshino＆Ko

hr§5参照）。

ii）大域的比較VS局所的比較　　上の尺度構成における多次元と一次元の相補的利用は、

さらに、比較対象の空間的連関でいうと、大域的比較と局所的比較のための尺度構成にお
ける相補的利用に結びついている。一方で、少しずつ異なるが、大きな地域にまたがる国
々を全体として比較しようとすると、当然、粗い尺度で全体のパターンの中で各国を位置

づけることになる。他方で、ある特定の地域や国に焦点を当て、さらに、いくつかの特定
のトピックや、属性について調べるには、詳しい尺度が必要であり、多次元尺度法におけ

るような情報縮約よりも（注．勿論、Q3等の多次元尺度法も巧妙に利用できることもあ
るが）、生のデータからすぐに得られる単純なスコアが役立つこともある（”Data
Analysis　for　Social　Co皿Parative　Research，，　ch，　8，　by　Hayashi，　Sututi　＆　Sasaki，

North－Hoiland，1992，参照）。

iii）属性別の回答パターン分析VS回答パターンから視た属性の規定　　また、各属性カ

テゴリー（性別、年齢別、職業別、学歴別etc．）に属する人々がどのように調査回答を示

すかを、属性カテゴリー別の単純集計表で回答分布を比較することも多い。しかし、これ

に関連するデータは単に、どういう年齢、学歴や職業の人々がどういう意見を持っている
かという表面的な情報だけを示しているのではない。学歴の高低、職業の種別といっても、

実際のところ、その区別は各国毎の事情は複雑である。例えばILOで定められた各国共
通の職業別コードがあるが、それですら、ある国で高度の専門職を表わす言葉（Skilled

worker）は、他国では専門職であっても、それ程高度のものではなかったりすることもあ
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り、そもそも本当に「共通コード」というものが構成でき得るのかという問題があり、見
かけほど簡単ではない。

　この様な事情を考えていくと、ある国のある属性カテゴリーの人々の回答パターンが、

逆に、その属性を特性づけていると考えていくこともできる。これは、質問という「（測

定）刺激」と、それに対する「回答（反応〉」との間の相補的連関である。（林文，第2部

§6参照）この質問項目群と回答データとの相補的関係は、以前より「因子分析法」にお
いても問題とされ、議論されている事柄にも通じているだろうく”The　Green－McDonafid　pr

oof　of　the　non　existence　ol　factor　analysis’　by　Guttman　in　”Louis　Guttman　on

Theory　of　Methodology　Selected　Writings’by　S，Levy［Ed．1994】参照）。

iv）理論とデータ　　理論的展開と実証データの収集と分析が、相補って進められていくべ

きことは、議論の余地がなく、一般に受け入れられているであろう。しかし、現実に昨今

の学術雑誌に発表されている論文の多くが、この思想を実現できているわけではない。巨

大科学化している分野では、個々の研究者のレベルでは、理論家と実験・観察家との分業
が進められていても不思議ではない。しかし、科学の具体的対象や現象に全く言及されて

いえない机上の空論、シュミレーション研究の発表も増大しているのが現状である。

　林の数量化理論は、本来は、特定のモデルの利用ではなく、実証的統計分析法の哲学と

して生まれてきたものである。我々は、その延長上にあるこの研究の中で、再び理論と実
証データとの相補的発展を進める研究態度を強調し実践例を示していきたい。
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§1　CLAによる分析の視点
　　　一一一連鎖的調査計画・分析法（Cultural　Link　Analysis，　C　LAと略称する）

　　　　による分析の背景一一一

　これまでに日本とアメリカの比較を通して質問の内容について、日本的質問、アメリカ

的質問、共通の質問の組み合わせでの分析、アメリカ的質問と共通の質問による分析を通

して、日本とアメリカの同異の姿をみてきた。後者の質問群での分析では殆ど日本的考え

の筋道に差のないことを知った。1）2，　日本、フランスとの比較を通してどこにでも共通

して通用する‘Quality　of　Life（QOL）’の質問項目の分析では大局的にポジティブ、ネ

ガティブ、中間とわかれる考えの筋道は似ているが一一・一｝但し日本は中間的内容が最も大事な

柱となり、フランスはポジティブ、ネガティブが最も大事な柱となっているという考えが

ある一一一、日本ではポジティブの内容が分化せず異質のものが同じクラスターをつくるが、

フランスではそれぞれ別のクラスターとなっているという大きな違いが見出された。3⊃

ここで、いわゆる日本固有の質問ではなく、どこにでも同じ考え方の下で回答できて、ど

こにでも通用する一見万国共通と見られる質問群においても考えの筋道の違いがあること

が解ってきた。固有のものは、差異があっても当然と思われるが、同じと思える質問群の

中に考えの筋道に差のあることは重要な示唆を与える。ここに根の深い大きな誤解が生ず

ることになる。同じと思えてそうではなく、しかもこれを意識していない一一一容易に気が付

いてこない一・一一一ところが、深刻であると考えられるのである。

　これを踏まえて一般的と思えるQOLを含む質問群を用い、日本、フランス、ハワイの

調査を分析してきたが、4⊃単純にスケールを作るような質問群では非常に類似した考え

の筋道を示すものであるが、スケールをなさず次元の異るものが入りこむと、考えの筋道

は異ったものに変わってくるという点、中間の回答が日本の特徴をあらわすという点が解

ってきた。

　対象地域、質問内容におけるCLAの有効性が次第に見えてきたので、CLAの考え方

を中心に据えた今回の国際比較研究を計画した。これから、得られたデータの分析に踏み

込んで行くことにする。

　ここでのCLAの方法は、ダイナミックな立場に立つもので、ものの考え方、見方、感
じ方（Belief　systems，　the　way　of　thinking，　Ernotional　attitude）における、類似性と

非類似性、共通・普遍性と差異・特殊性、似たところと異っているところ（Sirnilarity

とDissimilarity．　Commonality・Universality－Consistency一とDifference－

Particularity一）を明らかにし、その同異の相の国別連鎖性のさまざまな姿を明らかにし

ょうとするものである。
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§2　対象地域によるCLA

まず地域によって連鎖の様相を明らかにしたい。

§2．1日本人とアメリカ人の鎖としてのハワイの日系人

　どういう点でハワイの日系人が、日本（日本人）とアメリカ（アメリカ人）の鎖をなし

ているかを各種のデータから分析してみよう。

（ア）義理人情スケール値の分布の点から

　まず、我々が常々用いている日本的質問である義理人情に関する質問（質問表Hによる）

を用い、表2－1の考え方に従って義理人情スケールをつくりこの分布を比較するのである。

このスケール値の多い方が義理人情的ということである。まず、日本の分布をみるとこの

25年間少しの揺ればあるものの殆ど差が見られず安定している（図2－1）。山はスケー

ル値1、2のところにあり、スケール値2以上が常に過半数を占めている。相当日本的意

味の義理人情的であるということができる。

　　　　表2－1

義理人情スケールの作成

質問・

1

2×3

4×5

6

7

義理人情回答

　　　a
　　2aX　3b

　　4aX　5b

　　　b

　　7aX　7b

スケール値

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　日本とアメリカとハワイの日系人と非日系人の分布をみると、図2－2にみられるように、

日本人、日系人、非日系人、アメリカ人（後二者に大きな差はない）という移り行く姿が

みられている。日系人が間にくるのが面白い。

　つぎに、日系人の内訳をとってみる。日本らしさのスケール（日本的文化との親近性を

みるためのスケールで日本的なものに接触しているかどうか、という実態的な回答から作

られるもの）で、より日本的グループ（JAJと名付ける）、より日本的でないグループ

（JAAと名付ける）にわける、このほか、アメリカ本土以外の生れの非日系人（ハワイ

生れの非日系人を含む）、アメリカ本土生れの非日系人にわけて分布をとってみると図2

－3のように川貞次に移り行き、集団の特性に応じてアメリカ型から日本型へ移行する形がみ

られ、日系人が鎖のように間に介回していることがわかる。このようなもののスケール分

布は表2－7に示しておく。

（イ）義理人情の考えの筋道

　日本入においては、上記質問における筏理人情的考えの筋道一一一一心の構図と言ってもよか

ろう一一一がこの25年川全く安定していることは、多くの論文で論じてきたが、その安定し
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た形のみを図2－4にのせておく。

　ハワイの日系人は、これまで、相対的位置はそれほど日本と変わらないが、90’回転した

図形のみられることが知られており、1988年調査でも同様である（図2－5）。日本の年齢

別でもこうした形が時に見られるので、日本とかなり近いということが言える。諸外国で

は、やや異った位置が出ている（図2一・5）。そこで、図形相互の点の位置の距離の平均を

出し、回転してその最少の距離になるところを見出し、それを二つの図形間の差異とする

ことを考える。集団としては表2－2にある13集団である。日本の国民性調査をすべて入

れるとあまり多くなりすぎるので3回の調査のみにした。距離は遠い近い位の意味しかな

いファジィなものなので距離の分布をつくり、その形から3段階に区分した（表2－2）。こ

れをもとに多次元尺度解析法の一つである。MDA・一〇Rを用いて、相互の位置付けを行ったの

が図2－6である。

　　　　　　表2－2
DATA　MATRIX　（DISSIMILARITY　CLASS）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

　
　
　
　
　
　
む
　
む
く
り

　

ワ
ロ
む

り
る
　

D
F
E
A
J
K
H
K
K
A
H
H
H

0
3
3
2
3
3
3
3
3
2
3
2
2
D

0
2
3
2
3
1
3
3
2
1
1
3
F

1　：　一一〇．55

0
1
2
3
2
2
3
1
2
2
3
E

2　：　O，　55一一　O．　70

3　：　o．70一一

0
2
3
1
3
3
1
2
2
1
A

い
位
い

近
中
遠

0
1
2
1
1
3
1
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
3
1
1
3
2
3
2
K

注）　D　：ドイツ

　　　F　：フランス

　　　E：イギリス
　　　A　：アメリカ

　　　J　：日本（A轟周知票による）

　　　K8：国民セ1三調査且988

　　　！18：ハワイ｛主面1988

　
　
　
　
　
　
　
8

0
3
3
1
1
1
2
H

　
　
　
　
　
　
5

0
1
3
1
3
2
K

0

3

1

3

2

K3

　
　
　
　
ア

0
2
2
2
A

　
　
　
　

0
1
2
H

K5：国民性調査1973

K3：国民性調査1963

A7：アメリカ1978

HO：ハワイ日系人1971

H2：ハワイ日系人1978

H4：ハワイ日系人ig83

0

2　　0

H2　H4
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　日本のK3（国民性調査1963＞、K5（同1973）、K8（同1988）は近くにかたまり、国際

比較のA調査票によるものも近くにある。アメリカの2つ、A（国際比較）とA7（1978）

は近くにあり、イギリス（E）、フランス（F）も近い。ドイツ（D）は離れるという形

が出ている。これらの中間にハワイの日系人、ハワイ住民が位置する（1988でハワイ日系

人を用いなかったのは、サンプルが少くなり図形が不安定であったためである）。この図

形の4つの点の位置の範囲からみても日系人は日本人とアメリカ人との間に来ていると見

ることができる。

（ウ）中間回答について

　日本人に中間回答が多く且つ特徴的であるということは、これまでの調査で大よそ見当

がつけられている。t）2，　3）　ここでは、国際比較で用いられている質問項目のうち中間回

答のある質問が11問あった（質問表IV）ので、この11問中何個中間回答をしているか

をスケール値として分布をとってみた。日本人の調査（A、B調査票による）いずれも、

よく一致し、中間回答の分布は中高の形をしていることがわかる。これは図2－7に示され

ている。アメリカをみるとはるかに少い方に寄っている。その中間にハワイ住民がくるが、

日系人がやや日本寄り、非日系人がややアメリカ寄りにあるという興味ある形が出ている

のである。この意味においても、ハワイ、日系人が日本とアメリカの鎖をなしているとい

うことが出てきており、ハワイ、日系人というのは、なにがしか日本的雰囲気を持ってい

る。つまり、日米の橋渡しの形になっているということを知るのである。

　次にさらに面白い関係が見られるのである。

（エ）イソップ物語りと人間関係の暖さ

　イソップ物語りの中のキリギリスと蟻（蟻とセミというのもある）の話についての回答

である。このことについては、詳しく述べたものがあるのでそれに譲る4，とし、質問文は、

質問表のVIEI問25の通りである。まずキリギリスと蟻の話を質問し、回答として「1．夏の

間怠けていたのだから、困るのが当然だと追い返してしまう」「2．怠けていたのはいけ

ないけれども、これからはちゃんと働くのですよ、といさめた上で、食べ物をわけてあげ

る」を示し、この話の結びとして、この中のどちらが自分の気持ちにしっくりしますかと

いう形で回答をとるのである。回答は表2－3の通りである。

第2－3表

1の型

2の型

ドイツ

13％

78

フランス

　14％

　79

イギリス

　13％

　83

アメリカ

　12％

　85

日　本

　15％

　75

　日本人は心がやさしいから2の型が多いと言う意見が文献に基く考察で論じられている

がむしろ少めであることに注目したい。これはこれとして、この1、2の回答と心のやさ

しさとの関係をみよう。ここでは、人間関係における暖さ、柔かさ好みとも言うべきもの

との関係をとりあげてみる、そのため、義理人梢スケールの時用いた質問（質問表IDか

ら、人間関係における暖さ、柔さのスケールを作ってみた，，このコード付けば表2－4の通
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りである。この0から8にまで及ぶスケールにおいて半分以上の5以上の値をとる比率（

暖い、柔い態度を示すものの割合）を多い順にみると日本（38％）、フランス（35％）、

ドイツ（33％）、イギリス（27％）、アメリカ（23％）となる。ハワイの非日系（19％）、

ハワイの日系人（29％）をみると非日系はアメリカ側、ハワイの日系人は日本人とアメリ

カ人の中間にくるのも面白い。

　　　　　　　　表2－4
Affection　（warm－heartedness，　humaneness

　and　presonal　feeling）一〇riented　scale

　　in　ihterpersonal　relations　（O－8）

Scale　construction　（Use　of　Giri－ninjo　questions）

question　no，

　　1

　　2

　　3

　　4
　　5

　　6

　　7

tota1

category
　（a）

　（a）

　（a）

　（b）

　（b）

　（b）

　（a）

　（b）

eUlaV

8

1
1
1
1
1
1
ー
ム
ー
ム

elaCS

0

　　　　　　　　表2－5
percentage　of　rnore　than　5　values　in　8　point

German

French

English

American

non－JA　in　Hawaii

JA　in　hawaii

Japanese

S1
36

40

28

24

10　〈

18　〈

32　〈

S2
34

36

28

23

20＊＊

31＊＊

40＊＊

Total＊

　33

　35

　27

　23

　19

　29

　38

notc）　＊　including　others　besides　S　1　and　S　2．

　　＊＊　significant　（confidence　levei　O．95）

　　　　　　　（　2upl－p2＝2　pt／　）
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　これはこれとして、1の型の回答（Slと示す）2の型の回答（S2と示す）との関係を

みると表2－5のようにハワイ、日本　以外では5以上のスケール値とS1、　S　2回答の間の

差は全くない。しかし、ハワイになるとS2の回答の方に人間関係の暖さ、柔さ好みが多

くなるのである。日本では勿論高いのである。この関連性は注目してよい。S2の方の回

答を人間関係の暖さ、柔さと関係付けること、そのことが日本的考え方なのではないか、

ということである。ハワイは、日本的な発想であり、関連性の上で、ハワイは日本と欧米

との間に来ているのである。この関係を図示したのが図2－8である。

　横軸に、スケール値5以上の全体での比率、縦軸に‘S2におけるスケール値5以上の比

率’から．‘S1におけるスケール値5以上の比率’を減じたものを目盛ってある。ハワイと

日本は縦軸で上方にあり、日本人、日系人、非日系の順に横軸で少くなりアメリカに寄っ

て行く。日本、ドイツ、フランスは全体での比率は近いが縦軸の意味で差が出ている。こ

ういう意味において、日系人は日本人とアメリカ人の鎖になっているということがわかる。

（オ）人間関係（interpersonal　relations）における日系人

　人間関係のaffection　scaleについて述べてきたが、さらにこれを拡大して同種のもの

をあつめてみよう。この一部をなしているQ50めんどうをみる課長、　Q20就職の条件の

うちの「3．気のあった人達と働くこと」、Q47で「2．物事を決定するとき他人との調

和をはかることに重点をおく人」をより好むか、Q27d「友人、知人を非常に大事にする

（6あるいは7（最大）程度）」をとりあげてみた。この比率を示すと次のようになる。

一
」
1
ご

10

o

　　　　JA　in　Hawaii

　　　　　　．
NJ　in　Hawaii JAPA網

V．　K

●
一
置
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
↓
▼5 10 20　’U・S・A　30　．Germany　40　e／O

　　　　　　　　　　　　　　　　　in　total
　　　　　　　　　　　　　．　Fragce

図2－8　義理人情的暖かさのスケール5以上の人の率
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日

ハワイ　　ハワイ

日系　日系アメリカ ドイツフランスイギリス

affection　Scale　38
　5以上の比率

Q50めんどうを　　　80
　　　みる課長

Q47まるくおさめる　68
　　　人を好む

Q20気のあう人　　　29

29

59

72

22

19

57

67

13

23

51

47

11

33

69

62

20

35

64

66

7

27

57

52

15

Q27友人・知人

　　非常に大事

　コード6、7

67 65 58 63 63 49 57

見やすくするため順位をつけてみると

　　　　ハワイ　　ハワイ

日本日系非日系アメリカドイツ フランス　イギリス

affection　Scale　1
　5以上の比率

Q50めんどうを　　　　1

　　　みる課長

Q47まるくおさめる　2
　　　　を　む

2

4

1

7

5

3

6

7

7

4

2

5

3

3

3

5

5

6

Q20気のあう人
Q27友人・知人

　　　常に　一

1

1

2

2

5

5

6

3

3

3

7

7

4

5

ランクの日 6 11 25 29 17 23 25

＊1％の差は同順とした。

　ランクの和の近い順をみると、日本、日系人（ハワイ）、ドイツ人、フランス人、イギ

リス人＝非日系人（ハワイ）、アメリカ人となり、人間関係では日本の暖さ好み、アメリカ

のドライな好みが両極で日系人（ハワイ）は日本寄りで中間にあり、非日系（ハワイ）も

イギリスと共に中間にきている。ドイツは暖かい方である。フランスは前三者は暖い方の

好みであるが後の二つで異った反応をしており考えの筋道は明らかに異る。この点アメリ

カも少し與るようであるが、全体II勺にドライである。

　いずれにせよ、人間関係で日系人は日本寄りの鎖を示しアメリカとの間にある。めんど

うをみる課長のみは、アメリカ寄りであるのは注目してよい。

　このように、「日本的なもの」を含む意見の場合には、多くの場合において、ハワイの
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　　　　　日系人

　　　　アメリカ人

親誓／＼超利
日本　　　　　　　　　ドイツ

恩念＼／9由
　　　　　フランス

　　　　　イギリス

図2－9－1

国の関連図

自由 親孝行

← →

フランス 日本

恩返し　イギリス
ｪ ↑

恩返し

権利の

↓ ↓

権利の

尊重 ドイツ アメリカ 尊重

日系人（ハワイ）

← →

自由の 親孝行

尊重

図2－9－2

一383一



日系人は日本人とアメリカ人の鎖をなしていることが解るが、そうでない一般的な意見に

おいて日本とアメリカとが意見の異る場合、その単純集計表をみても、日系人は必ずしも

その間に来るのではなく、むしろ多くのもので、日系人はアメリカ人に非常に近く、日本

に遠い考えを持っていることが示されており、日本人と異った、また、ドイツ、フランス、

イギリスとも異ったものになっているのである。

参　考　文　献

1）前§1の参考文献2）
2）林　知己夫（1984）調査の科学、　講談社

3）林　知己夫（1988）日本人の心をはかる、朝日新聞社

4）林　知己夫・米沢　弘（1982）日本人の深層意識、日本放送出版協会

§2，2各国グループの相互の位置付け一一一鎖はどこにあるか

　　　　その1　単純集計を用いて

　こんどは、単純な構造の質問を用いて各国の位置付け、近さ・遠さに基く相互の位置関

係を考えてみよう。

（ア）日本的質問について

　まず、大切な道徳（質問表∬の問7）を用いてみよう。全体の比率は別として4つの道

徳、親孝行、恩返し（調査票Aによる）、権利、自由それぞれの項目において比率の多い

もの、上から3番目までをとりあげ、各国の特色をみることにする。ここで、ただ4項目

の比率の多いものをとりあげると、特色の出る場合もあるが同じになってしまう場合もあ

るので、特色を浮き立たせる意味で、このようなとり方をしたのである。結果を表2－6に

示すが、明確な関係が出てきた。日本からドイツへの両極を結ぶ関連がかわる。これを図

2－9－1に示す。別の図示をしてみると図2－9－2のようになり、軸によってきれいに分

離する形が出ている。日系人はこの質問においては全くアメリカと同じパタンを示してい

ることは注目される。

Filial　piety

Repaying　obiigation

表2－6

Rcspect　for　individual　right

Rcspect　for　individual　frecdom

J　JA　A　UK　FR　GE

v　　v　　v

v

v　　v

V　：　the　largcst　three　in　each　item

v　　v

v

v　v　v
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　このように、日本とドイツが両極にあり甚だ差のあるように見えるが、これを拡大解釈

してはいけない。めんどうをみる課長（質問表Hの問6）のめんどうみる課長の好みは

日　　本

ドイ　ツ

フランス

イギリス

ハワイ日系人

ハワイ非日系人

アメリカ

％
％
％
％
％
％
％

n
U
　
O
ヲ
　
4
　
7
　
0
σ
　
ワ
ー
　
1

0
0
　
2
0
　
2
U
　
【
り
　
【
U
　
【
U
　
【
」というようにドイツと日本は近く、日系人はアメリカ人と日本人の間にくる。これは、お

かしなことではなく、前述した義理人情の回答構造に日本とドイツが甚だ異ったものがあ

る（図2－6）ことから理解されるのである。こうした構造の差があるにも拘らず「日本

的な見方」でドイツの回答の関連性を見ることは正しくない、ということを意味している

のであり、各質問毎の単独集計からの「固有の発想」一一・一一それが固有であることに気がっか

ず、普遍的な論理と思い込んでいる一一一による解釈が、いかに危険であるかを如実に示して

いる。

　つぎに、義理人情における心の構図であるが、これについては§2．1にその図（図2－

6）をかかげてあり、それぞれの位置付けが容易にわかる。同様に日本が安定した形で位

置し、つぎに日系人がある拡がり一一一年次的にみて一一一を示し、これに近くアメリカ（1978、

1988）が位置している。日系人グループに近くフランス・イギリスが位置するが、アメリ

カとは反対側にきて異り、ドイツがアメリカ側にあって離れて位置するという形であり、

この点でみると図2－9の位置関係（日系人を除き）とかなり似ていることは面白いことで

ある。

　義理人情分布をみると図2－10のようになり、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ

というように日本側に寄ってきている様相がわかる。これは表2－7に示すが、これをまと

めてみやすくすると、表2－8のようになる。ハワイの日系人がやや形が異るがハワイ非日

系、アメリカ、イギリス、ドイツ、フランスの順に日本寄りになる。アメリカ→ヨーロッ

パ→日本という形であろうか。

　つぎに、中間回答の分布をみよう。図2－11にその傾向を示すが、アメリカーフランス

ーイギリスードイッー日本という順に中間回答が大きい方に傾いて行くことがわかり、日

本との距離はずい分ある。ここでも、アメリカが人間関係の暖さの一一っの尺度、義理人情

スケールの時と同じく、日本の特色であるあいまいさの点で、アメリカ人がその対極のは

っきり答えるという態度において、日本と対になる他の端に位置することがわかる。日系

人は前述のようにヨーロッパなみということができよう。

　以上は、日系人との問題でとりあげた質問について分析してきたが、これは問題への導

入としてであって、次に一般的な問題をとりあげてみよう。
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Scale

Value

　　o

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

Distribution

J’63

7．　1

34．　6

35．　7

18．　2

4．　O

O．　4

　　表2－7

0f　giri－ninjo　scale　value

　　　　　　　　　　　　（in　percent）

J’68

6．1

37．　8

34．8

17．　1

3．8

0．　4

J’73

8．　4

37．　0

33．　7

17．4

3．　2

0．　3

J’78

5．8

33．　5

36．　4

19．0

4．9

0．　4

J’　83

4．6

33．　1

37．9

18．8

5．O

O．　6

J’88

6．　1

34．　5

37．　6

17．　9

3．　6

0．　3

Scale

　　o

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

Germany

20．　9

54．　1

20．　6

　　4．　2

　　0．　2

　　0．　o

France

21．　1

46．　7

25．　3

　　5．　9

　　1．O

　　o．　o

U．　K．

24．　4

49．　6

21．　4

4．　3

0e　2

0．　1

USA

33．7

47．　2

16．8

2．　2

0．　1

0．　o

HWNJ

33．9

49．8

i3．　8

2．　5

0．o

o．o

HWJA

25．　0

43．　3

27．　2

3．　9

0．　6

0．　o

Scale

　　o

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

JA71

30．　2

44．　9

20．　3

3．　9

0．　7

0．　o

JA78

30．　1

51．　9

14．　6

3．8

0．　o

o，　o

JA83

30．　5

50．　5

16．　1

2．　6

0．　3

0．　o

　　　　　表2－8

義理人情スケール分布

0の比率

2以上の比率

ハワイ非日系

　　　34　o％

　　　16％

アメ1肋　’、ワイ日系

34％　25％

19％　32％

イギリス

　　24％

　　26　o％

ドイツ

21e％

25％

フランス

21％
32　SO）6

日本
　60％

590％
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（イ）経済と将来への期待

質問は、Q1から7まであり

－
n
∠
q
U
4
「
0
7

Q
Q
Q
Q
Q
Q

過去10年間で国の生活水準はよくなったか

過去10年間であなたの生活水準はよくなったか

これからさき、5年間にあなたの生活水準はよくなるか

これからさき、人は幸福になるか

これからさき、心のやすらかさはふえるか

これからさき、人間の健康の面はよくなるか

　（Q6は人間の自由がふえるか、へるかの質問であったが、次元が異る回答が入り込ん

　　でいることがわかりここでは割愛した）

という質問でポジティブ、ネガティブ、中間の回答にわけてまとめてみた。ある面での世

の中の明るさに関する質問である。見易くするために、各質問で第1位、第2位に属する

ものの回答個数をしらべたのが表2－9の通りで、（日系人・アメリカ）、　（日本・ドイツ）

、（イギリス・フランス）というクラスターが見られこの間で差が出ている。大きく言え

ば3クラスターになり、明るい（日系人・アメリカ）と暗い（フランス・イギリス）と中

間の（日本、ドイツ）ということになる。実際の経済面の実感と「ものの感じ方」の混合

したものがあらわれていると見てよい。

表2－9　世の中の明るさ

Q1．

Q2．

Q3．

Q4．

Q5．

Q6．

Standard　of　living　in　country　10　years　ago

Your　standard　of　living　10　years　ago

Living　conditions　in　future

Happiness　in　future

Peace　of　mind

Peoples　health

A
　
　
　
E
K
R

　
A
J

J
　
　

G
U
F

Positive

　　6

　　4

　　1

　　1

　　0

　　0

Med　i　urn

　　o

　　1

　　5

　　6

　　0

　　0

Negative

　　o

　　2

　　0
　　2

　　2

　　6
Number　of　the　largest　two　answers

in　each　item

（ウ）生活領域の重要性

Q27の悶題である。
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質置［カードをみせる］次にあげる生活領域のそれぞれについて、あなたが重要だと

　　思う程度に従って1～7の評価をつけてください。

　　a．まず、「家族や子供」についてはどうですか。………1

　　b．では、「職業や仕事」についてはどうですか。………l

　　c．では、　「自由になる時間とくつろぎ」について

　　　　はどうですか。……………………………………………1

　　d．では、「友人、知人」については………………………1

　　e．では、「両親、兄弟、姉妹、親戚」については………1

　　f．では、「宗教」については………………………………1

　　g．では、「政治」については………………………………1

というのであるが、

7
7

2
U
盆
U

度
5
5

　
」
脹
」
恐

要
　
0
0
0
0

重
2
2
2　3　4　5　6　7

2　3　4　5　6　7

2　3　4　5　6　7

2　3　4　5　6　7

2　3　4　5　6　7

　　　　　　　　　この重要さに応じて順位をつけてみると表2－10のようになる。これ

をみると重要さの順位の高いのは各領域とも日本とアメリカにかたまり、あとはばらっく

（イギリスの家や子供、フランスの職業仕事、ドイツの自由時間）と言う形で、こうした

単純集計による生活領域の重視に関する全体像は、日本とアメリカとは驚く程近いことが

わかる。集団としての類似度が高いということである。ここでAPMの方法によって、国

と項目の同時分類を考えてみよう。この方法については、第3部［1］§1の末尾にある

文献1）を参照されたい。

　　　表2－10
重要さに応じた国の順位

家族や子ども

職業や仕事

自由な時間

友人知人

両親など

宗教

政治

ドイツ

D
　5

　5

　1

　3

　5

　3

　3

フフンスイギリス　アメリカ　日本

F　UK　A　J
　4　2　1　3
　2　4　3　1
　3　　　5　　　3　　　2

　5　　　4　　　2　　　1

　4　3　1　2
　5　4　1　2
　4　4　2　1

ここで順位1、2を○、3を△と書きなおすと

家族や子ども

職業や仕事

自由な時間

友人知人

両親など

宗教

政治

D

○
△

A

F

○
△

照
○

A

A
O
△
△
○
○

J
△
○
○
○
○◎（突出）

o　　o

順位相関

　　係数

　LOO
　O．　50

　0．　95

　L　OO

　1．　00

　0．90

　0．　95
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　さてこの結果は、図2－12に示す通りである。

　日本とアメリカが近くヨーロッパと分れる。ドイツがフランス、イギリスと離れている。

2次元目に着目すると日本とドイツが近い。矢印（矢印のある方が若い順位）のついた直

線で項目を示すが、友人、宗教、政治は全く同傾向。両親・職業・健康が同じで、これに

近く家族がある。自由時間は独立である。これらの順位相関は表2－10の右側に書いてあ

るが、職業・健康を除いて高く、よく関係をあらわしている。全体の平均の順位相関は

0．92と高く出ている。それぞれの間の異り、また近い様相がはっきりよみとれる。

　単純集計をもとにした分析で、これ以上踏み込むことは、誤りを犯すことが多いので、

これ以上面しない。これによって大局をつかんだ上で、国別の意見分布を見れば見通しが

よくなるので、付録の集計表をみていただきたい。

§2．3各国グループ相互の位置付け一一一鎖はどこにあるか。

　　　　その2　考えの筋道の同一性と各国グループの位置

　§2．2においては、単純な集計をつらねて各国の関連性をみてきた。ここでは、考えの

筋道をもとに分析を深めるのであるが、「考えの筋道の同一であるもの」を中心に分析を

進めたい。多くの質問を集めても、考えの筋道の同一性を見出すことが困難である。しか

し、いわゆるスケール（勿論ガットマンスケールの意味である）を作ると予想され、同質

と見倣すことが可能な質問を集めて分析を進めると、各国とも全く同じ考えの筋道が見出

されたのである。複雑にみえるものの中に単純性を見出すことができた。これは、高度産

業社会・情報化社会における一般的態度に関する質問に多く見られるがその他でも見かけ

られる。さて、しかし、この限られた考えの筋道の同一性から総括的に同じと見ることは

正しくはない。その部面の考えの筋道の同一性、その内における国の関連性は解るが、人

々はこれのみで生活しているわけではない。他の部面で考えの筋道の同一性はあってもそ

の領域内における国の関連性は前のものと必ずしも同一ではないし、それら二つの部面の

関連性は各国で同じとは限らない。こうした点に注意してみないと、複雑な中に単純性を

見出したとしても、誤解を増幅するばかりである。ある点に着目すれば単純に見えるが、

全体像は、それらの関連性を解きほぐしてこなくては見えてこないことを知るべきである。

　こうしたことを心得た上で、考えの筋道の同一性という単純なものと、その中での国々

の位置付けを探り、複雑なことを知るための一環として行くことにしよう。

（ア）経済と帰属階層意識

　前の§2，2の（イ）経済と将来への期待のときのQl、　Q2、　Q3のほかにQ16の帰属

階層一言の上、中、下を加えた分析を示してみよう。回答の概略は表2－11の通りである。
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　　　　　表2－11
経済の質問と帰属階層意識への回答

己§一口 8

A　QI　Standard
　　　　　living

　　　　　in　xxxxxx

　　　　　10　years

　　　　　ago

A2

A3

A4

ロ答カテゴリー

1．Much　better

2．Slightly　better

3．About　the　same

4．Slightly　worse

5．Much　worse

9．D．K．

ドイツ　フランス　イギiJス　アメリカ　日本

19．2　2．6　2L4　17．0
42．0　18．5　40．0　32．0

26．0　17．1　13．0　18．0

9．6　37．4　15．0　2L8

L4　23．0　8．0　9．3
1．8　1．5　2．7　1．9

25．　1

49．8

16．　7

4．5

0．8

3．1

B　Q2　Your
　　　　　　　　　　B2
　　　　　standard

　　　　　living　B3
　　　　　10　years
　　　　　　　　　　B4
　　　　ago

1．Much　better

2．Slightly　better

3．About　the　same

4．Slightly　worse

5．Much　worse

9．　D．　K．

16．5　6．7　24．0　25．9

38．9　19．4　30．4　27．0

33．3　25，9　25．2　26．2

8．0　29．7　11．8　14．3

2．0　16．5　6．7　6．O

L2　L　8　1．9　O．6

2
7
0
」
0
ヲ
0
0
0
」

η
一
り
0
ワ
8
7
1
1

　
」
触
3

C　Q3　Living
　　　　conditions

　　　　next　5

　　　　years

　　LMuch　better
C2
　　2．Slightly　better

C3　3．About　the　same

　　4．Slightly　worse
C4
　　5．Much　worse

　　9．　D，　K．

3．8

27．4

47．　6

15．　6

LO
4．6

6．7　11．8　17．1　2．6

25．1　28．2　29．9　22．4

28．5　38．6　35．0　52．2

27．4　12．8　8．6　14．8

6．4　3．1　3．7　L5
5．8　5．5　5．7　6．5

F　Q16　Living

　　　　class

　　1．　Upper
F2
　　2．Upper　middle

F3　3．Middle

　　4．Lower　middle
F4
　　5．　Lower　rn　idd　le

　　9．　D，　K．

O．　9

15，9

53．7

21．　5

3．　4

4．　6

L8　O．4　1．5　L1
10．8　7．2　16．7　10，9

6L2　53．6　54．5　53．6

18．9　28．1　2L6　26．9

6．3　8．1　5．2　5．4

Ll　2．6　O．5　2．1

　ここでパタン分類をしてみるとポジティヴ、ネガティヴ、中間の3っにきれいに分かれ

た姿とポジティヴに帰属階層の高い方、ネガティヴに低い方が並ぶというきわめて理解し

易い形がどの国でも出ている。こまかく検討すれば、帰属階層（F）の位置が少しずれて

いること、ポジティヴのカテゴリーの小さくかたまるもの、広がるものネガティヴ回答の

小さくかたまるもの、広がるものが見出されるが大局的な構造にそう大きな違いはない。

当然と言えば当然であるが、一つの知見である。日本とドイツはポジティヴが小さく固り

ネガティヴが広がることがわかり、フランスは逆にポジティヴがひろがり、ネガティヴが

固り階層意識とポジティヴ、ネガティヴの関係が密接iである（この点アメリカもこれと同

し関係が密接である）。これらは図2－13－1，2，3，4，5を見れば説明の必要がな

い。これをまとめてみると
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Ql・2・3のポジティヴ・ネガティヴ回答による国の位置付け
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日　　本

ドイ　ツ

イギリス

アメリカ

フランス

ポジティヴ群

　　の固り

　　小

　　小

　　小

　　小
　　大

ネガティヴ群

　　の固り
　　大

　　大

　　中

　　中

　　小

帰属階級意識

　との密接さ

　　中

　　中

　　中

　　密

　　密

という形がみられ、国々の連鎖が（日本、ドイツ）、イギリス、アメリカ、フランスとい

う形で順次異っていく姿が上の関係から読みとれる。Q1、2、3のポジティヴの平均％

とネガティヴの平均％を目盛ると図2－14のようになり、上述の関係とよく似たつながり

が見られる。

（イ）不安感

質問は、調査票の問9（調査表皿にもある）であり、用いたコードは次の通りである。

質且［カード］ときどき、自分自身のことや家族のことで不安になることがあると

思います。あなたは、次のような危険について不安を感じることがありますか。

非常にかなり少しは全く
感じる感じる感じる感じない

J　a．まず、「重い病気」の不安は

　　　　どの程度でしょうか。……………………　1

K　b．では、　「交通事故」について

　　　はどうでしょうか。………………………　1

L　c．では、「失業」についてはど

　　　　うでしょうか。……………………………　1

M　d．では、「戦争」についてはど

　　　　うでしょうか。……………………………　1

N　e．では、「原子力施設の事故」

　　　についてはどうでしょうか。……………　1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

　これについて国別パタン分類を行うとどの国も全く同じ構造、つまり不安を感じる、中

間、感じないという三極構造をし、いずれの国でも差異はないということがわかる。そこ

ですべての国をボンドして、各国の位置付けを行ってみた。まず、質問については図2－

15のようにきれいなスケールをなし、‘非常に感じる’　‘かなり感じる’　‘少しは感じ

る’　‘全く感じない’の1順にならぶが、　‘かなり感しる’と‘少しは感じる’、は近く固

まり、それほどの差はない。さて各国の位置は図2－16のようになり、日本は不安なしょ

り中間的方阿に寄っている。イギリスは非常に感じるものもあれば全く感じないものもあ

るという形が出ている。ドイツ・フランスが両極で、フランスはきわめて不安を感じる傾

向を示し、ドイツは日本と共に感しない方の極にある。　（ア）でのべた経済と帰属階層意

識の分析の結果と全く1呼応する関係が示されている。
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不安感による国の位置
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（ウ）先祖・家族・宗教の関連性

一見異るような質問群であるがこれは、

Q11先祖を尊ぶか
Q12養子をとるか

Q13子供の数
Q27e親戚等　大切か

Q27f宗教（教会）は大切

Q35　しきたりに従うか

Q54e人生観　孤独か

Q63宗教的な心　大切か

A　：　（1）AL　（2）　A2，　（3）　A3

B　：　（1）Bl，　（2）　B2，　（3）　B3

C：（0，1）C1，（2）C2，（3）C3，（4以上）C4

E：〈1，2，3）EL　（4，5）E2，　〈6，7）E3

F　：　（1，　2，　3）F1，　（4，　5）　F2，　（6，　7）　F3

D　：　（1）Dl，　〈2）　D2，　（3）　D3

1　：　（1）　1　1，　（2）　1　2，　（3）　1　3，　（4）　1　4

J　：　（1）J　1，　（2）　J2

　　　　　　注）コードは回答のコード、括弧はそのカテゴリーを統合したことを示し、

　　　　　　　　それを右のコードで表していることを示している。

から成っている。質問の全文およびコードの意味は質問票を参照されたい（以下の節も同

様である）。

　なお、類似のものとしてQ27aの「家族や子供」の大切さも同種であるが、回答が著し
く大切の方に偏り、Q27eとも関係が深いので割愛した。

　ここで考えの筋道をみるため、パタン分類の数量化を行ったところ、どこの国において

も同じ形、こうしたものを重んじる方、中間、重んしない方のスケールを作る形が出てい

た。この意味で考えの筋道はどこの国でも同じであると見倣せる。そこですべての国のデ

ータをボンドしてパタン分類の数量化を行ってみたところ図2－17を得た。1の項目（Q

54e）孤独を感じるかは縦軸にならび無関係の様相を示しているが、重んじる方、中間、重

んじない方にスケールをなしていると見てよい。

　そこで国別に平均値を目盛ってみたのが図2－18である。アメリカは重んじる方、日本

は中間、ドイツ、フランス、イギリスが重んじない方、という構図である。アメリカ、日

本が、X軸（第1軸）のスケール値で近く、ヨーロッパが重んじない方で近く位置する。

（ア）と甚しく異なる結果である。
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先祖・家族・宗教による国の位置
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（エ）科学文明観

　科学文明に対してポジティブかネガティブかを見ようとするものであり質問は次の通り

である。

Q55

Q56
Q　57a

　　b

　　c
Q　58a

　　b

　　c

　　d

科学は役に立っているか

コンピュータ社会は望ましいか

近代医学で治療できないものあるか

人の心は科学でわかるか

社会・経済の問題は科学で解決できるか

原子力廃棄物の安全管理可能か

ガン治療方法の解明可能か

ボケの治療方法の解明可能か

宇宙ステーションの生活可能か

D：Dl，　D2，　D3

E：El，　E2，　E3

F：Fl，　F2，　F3，　F4

G：GL　G2，　G3，　G4

H：Hl，　H2，　H3，　H4

1：　ll，　12，　13

J：Jl，　J2，　J3

K：Kl，　K2，　K3

L：Ll，　L2，　L3

　各国別に、考えの筋道をしらべるため、パタン分類の数量化を用いたところ、ポジティ

ヴ、　中間、ネガティヴのスケールをつくる構造がどこの国でも明瞭に出てきて、こうした

ものでは考えの筋道に差のないことがわかった。そこで全データをボンドしてパタン分類

の数量化によって考えの筋道を描きだしたのが図2－19であり、これに見られる通りポジ

ティヴ、中間、ネガティヴの構造が描き出された。但しこれをみているとFの項目（近代

医学でなおらぬ病気があるかどうか）は縦軸に一列にならび、ここでの質問群一つまり科

学文明観一とは別の次元のものであることが解った。

　さて、こうした数値の下で各国の布置をみたのが図2－20である。アメリカ、フランス

がポジティヴ、ドイツがネガティヴ、イギリスがややネガティヴで多少中間がある。日本

は中間という形が出てきて、それぞれの国のこの面での特色が描かれた。
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（オ）健康観と生活満足

健康に関する質問をあつめてみた。質問文は次に示す通りである。

Q7　人間の健康の面に関する将来の　A

　　　見通し

Q9a重い病気への不安　　　　　　　B

Q10a医療を節約するか　　　　　　　C

Q15　健康状態の満足感　　　　　　　D

Q23　環境満足　　　　　　　　　　　　E

Q57a近代医学とは別の治療法がよい　F

　　　病気があるか

Q58bガンの治療法の解明　　　　　　G

Q28　家庭生活満足感　　　　　　　　J

Q29　生活満足感　　　　　　　　　　K

Q14a頭痛、偏頭痛
　　b背中のいたみ

　　cいらいら

　　dうつ状態

　　e不眠症

：　（1）Al，　（2）A2，　（3）A3

：　（1）　B　1，　（2）　B2，　（3）　B　3，　（4）　B4

：　（1）C1，　（2）　C2

：　（1）Dl，　（2）　D2，　（3，　4）　D3

：　（1）E　1，　（2）　E2，　（3，　4）　E　3

：　（1）F　1，　（2）　F2，　（3）F3，　〈4）　F4

：（1）Gl，　〈2）G2，　（3）G3

：　（1）J　1，　（2）　J2，　（3）J　3，　（4，　5）　J　4

：　（1）Kl，　（2）　K2，　（3）K3，　（4，　5）　K4

かかったことあり

かかったことあり

かかったことあり

かかったことあり

かかったことあり

Ll
L2
L3
L4
L5

　この質問について各国別に、パタン分類の数量化を行ったところ、全く同じ考えの筋道

があらわれ、ポジティヴ、中間、ネガティヴの構造が見られた。この限りにおいてどこの

llllも、同じ考えの筋道があることが解った。そこで、すべてのデータをボンドしてパタン

分類の数量化を行ったところ図2－21を得た。ポジティヴ、ネガティヴ、中間のスケール

を’：）くる構造が見られた。しかしF、Gの項目、近代医学とは別の方法で治療した方がよ

いものがあるか、ガン治療の解明の2項目は、こうしたものとは独立（無関係）であるこ

とが出てきているのは面白い。家庭生活満足感および、生活の満足感もポジティヴ、ネガ

．1’イヴ、中間のクラスターに入り込んでいるのも注目してよい。健康観といわば一体とな

，ている。こうして、考えの筋道が同一であることが解ったので国別の配置をめもってみ

たのが図2－22である。フランスがネガティヴ側、日本、アメリカ、イギリスがポジティ

ヴ側、ドイツが中間という明確な形がでている。ここでは（日本、アメリカ、イギリス）

が・・っのクラスター、ドイツ、フランスがそれぞれ別のクラスターとなっている形が出て

liSり、これまでのものとやや異った国別関係が見出される。
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（カ）金に対する態度

金銭観、金と仕事というような質問をあつめてみた。

Q17　収入か余暇か

Q18　一生働くか

Q19金と人生
Q20　就職の条件

Q22　くらし方

Q33金は大切と教えるか
Q8　国の目標（ゴール）

Q54d収入か手段か

A：Al，　A2

B：Bl，　B2

C：Cl，　C2

D：Dl，　D2，　D3，　D4

E：E1（金持ちになる）

F：Fl，　F2
1：　1　1，　1　2，　1　3，　14

H：Hl，　H2，　H3，　H4

　これらを用い、国別に考えの筋道を出してみたところ、金志向、そうでない方というよ

うに分離する傾向がどの国でも見られた。これも、普遍的な考え方と言えよう。そこで金

に対するデータをボンドして考えの筋道をはっきりさせるため、パタン分類の数量化を用

いて、描き出したのが図2－23である。金志向、そうでない方がきれいに分離しスケール

を作っている。そこで国別の配置をみたのが図2－24である。一次元（横軸）でみるとド

イツ、フランスが金志向、アメリカ・イギリスが非金志向、日本が中間という形が出てい

る。但し日本のみ縦軸で下方にあり他のグループと異る。　（金があっても一生働く、金が

あっても仕事がなければ人生はっまらない、金は大切なものの一つだと教える、あるいは

それは時と場合による、物価の上昇をくいとめる政策、金持ちになる）という意見が多く

出ており、こうしたところが日本の金銭観の特色を形成しているということが出来る。な

お、ドイツ、フランスが上方に出ているが、これは（金がたまったら働くのをやめる、金

があれば仕事はなくても人生はっまらないと思わない）という意見寄りである事を示して
いる。
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金に対する態度
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（キ）経済に対する態度、これからの見通し

§2．2の（イ）経済と将来への期待、に見合うものの考えの筋道を探る問題である。

質問は次の通りである。

－
凸
9
一
〇
◎

Q
Q
Q 4轟
F
O
Q
Q

国の生活水準の10年間の向上

自分の生活水準の10年間の向上

これから5年間の自分の生活水準

の見通し

将来の幸福ふえるか

将来の心のやすらかさふえるか

A ：　Al，　A2，　A3

B：Bl，　B2，　B3

C：Cl，　C2，　C3

D：Dl，　D2，　D3

E：El，　E2，　E3

　各国別にパタン分類の数量化により考えの筋道をみると、ポジティヴ、中間、ネガティ

ヴの3つにわかれスケールをすることが明確に出ている。経済のポジティヴ感と将来の見

通しの明るさ、それらのネガティヴ、中間という形である。Q1、2、3とQ4、Q5とは

一見関係がなさそうであるが、そうではなく、ともに経済ポジティヴ（ネガティヴ）のク

ラスターに明るい（暗い）見通しが属しているのである。全データをボンドしてパタン分

類の数量化を用い、考えの筋道を出してみると図2－25のようにはっきりした3極構造が

見出された。そこで、国別の位置付けをみると図2－26のようになる。アメリカはポジテ

ィヴ、明るい方に近くあり、イギリスはややネガティヴ寄り、フランスはネガティヴ、暗

い方にある。日本とドイツは中間でややポジティヴ・明るい方に寄っているという形が出

ている。
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経済と将来の見通し
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（ク）信頼感

　人間に対する信頼感をみようとするものである。対人関係を問題にしたQ51、Q　52、Q53

をとりあげることにした。各質問のコードは次の通りである。

　Q51役に立とうとしているか　AO他人の役に　　　　AX自分のことだけ

　Q52利用しようとしているか　　BOそんなことはない　BX利用しようとしている

　Q53人は信頼できるか　　　　CO信頼できる　　　　CXそんなことはない

　各国別にパタン分類をしてみると全く同じ形をし、信頼一不信頼が分離し、きれいにス

ケールを作ることがわかった。そこで、全サンプルをポンドしてパタン分類したのが図2

－27であり明瞭すぎるほどの形が出ている。国別の位置をみたのが図2－28であり、フ

ランスのみ離れて不信頼の方に、あとは信頼の方にかたまるが、アメリカとドイツは全く

近い。日本は下寄り、つまりBO、　CO、　AXと回答する傾向がより強いと思われる。　Q52、

Q53では信頼寄りの回答をするが、　Q51では自分のことだけ気をくばっているのが多いと

いう回答である。一つの特色である。

（ケ）家庭に対する近代・伝統

質問としては、Q　37、　Q　38、Q39、Q27a、Q27eをとりあげた。コードは次の通りである。

Q37　家庭はくつろげるただ一つの場所

Q38　離婚はよいか

Q39　家事や子供の世話

Q27a「家族や子供」大切か

Q27e「両親、兄弟、姉妹、親戚」大切か

A1そう思う

A2そう思わない

Blすべきでない

B2ひどい場合はよい

B3いっ離婚してもよい

C1すべて女性の仕事

C2いくつかは女性の仕事

C3区別なくやるべきだ

FIl～6大切でない方
F27非常に大切
Rl　1～5大切でない方

R26，7非常に大切な方

　これを国別にパタン分類をしてみると、問題が単純なためほとんどその考えの筋道の同

じことがわかった。このようなものでは、やはり心の構図に国の差はなく、伝統一近代の

考えの筋道のあることが解った。そこで全サンプルをボンドしパタン分類をしてみると図

2－29に示す通りである。伝統一近代のスケールをしていることがわかる。国別の位置を

みたのが図2－30であり、伝統寄りから日本一アメリカーイギリスーフランスードイツ（

非伝統＝近代寄り）という1順位が得られたが、日本はCl、家一lrや子供の世話はすべてが女

性の仕∫ドという方向に寄っている。ドイツは家族、子供、両親、兄弟姉妹、親戚が大切で

ない方にやや寄っている。アメリカはこれらを大切にする方に寄っており、フランスはA、

B、Cでの近代ll勺な方に寄っている。こういう形がそれぞれの国における特色となってい

ると見られよう。これらは相対的位直付けの面心である。
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家庭に対する態度
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（コ）政治的主義主張

　ここでは、民主主義、資本主義、社会主義の三つにいて。一一自由主義・リベラリズムは、

分析の結果、アメリカのみ特異の反応を示す言葉であり他国と異質の内容を持つものであ

ることが判明したのでこれを除外した一一一パタン分類をしてみたところ、図2－31のよう

に明らかな構造がみられた。社会主義好み、民主主義・資本主義寄り、時と場合による中

間好みという明瞭な構造が出てきており国別の位置も図2－32のようにはっきりした結果

が得られた。図2－31の記号は次の通りである。

　　　　0：民主主義　　01よい　02時と場合による　03わるい
　　　　P：資本主義　　Plよい　P2時と場合による　P3わるい
　　　　Q：社会主義　　Q1よい　Q2時と場合による　Q3わるい

　アメリカの（民主主義、資本主義）好み、フランスの（社会主義）好み日本の中間好み

でやや（民主主義、資本主義）寄り。ドイツはやや（民主主義、資本主義）寄り、イギリ

スは（社会主義）寄りという形が出て、日本、アメリカ、フランスの三極構造が出てその

中でドイツのアメリカ寄り、イギリスのフランス寄りが出ている。

　これまで行ってきた考えの筋道による分析は単純集計による分析§2．2の（イ）の分

析と同じような結論を与えているが、さらにきめの細い裏付けを与えている。一つは、国

別に見た考えの筋道の同一性という重要な考察、さらに、その空間での位置付けという点

である。このような考えの筋道の同一性がなければ§2．2（イ）でのべたような明確な関

係が折出されなかったのでないかと思われる。

　以上、いくつかの面で同一の考えの筋道を示すいわばスケールをなす質問群を見出して

きた。同一の考えの筋道という共通の思想で測りうる部面を探り出してきたのである。複

雑に見えることが、こうした考えの筋道の同一性を示すものに仕分けされたことが解った

のである。この限りにおいて、つまりそれぞれの仕分けされた中では、つまり局限された

場においては誤解がおこり得ないわけである。そして、その中で各国の位置付けが出来た

わけである。これらの仕分けされたものの間の相互関係が果たして各国で同一であるかど

うか、これについては次の§3において考察することにする。

　ここでは、その前段階として、そのスケールをなしている空間のポジティヴ、ネガティ

ヴ（伝統一近代など）の位置をもとに、スケールを並列したとき、どのような関連性があ

るかを大局的に示しておこうと思う。これには、APMという方法、国の分類と各質問群

とを同時に分類する方法でこれは、第3部［1］§1の末尾にあげた文献、林・鈴木の「

社会調査と数星化」岩波書店（1986）の234～243ページ以下に詳述してあるのでここでは

繰返さない。

　まずとりあげる質問群は、主義主張は一応別にして、不安、先祖、科学文明、健康、金、

経済・将来の明るさ、信頼感、家族に関するもので、これまでの分析により何等かの意味

でスケールをなし、ポジティヴーネガティヴ、伝統一近代等という段階のつくものである。
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大局をつかむため国の比較をしてそのランクオーダーを用いた。ポジティヴ（明るい）の

方に若い順位、非金志同、伝統的方向に若い順位を与えることにした。この国別の結果は

表2－12に示す通りである。

　　表2－12
各質問三三の国の順位

不安

先祖

科学文明観

健康

金

経済・将来

信頼感

家庭

ドイツ　フランス　イギリス　アメリカ　日本

1
5
5
4
5
2
1
5

5
3
2
5
4
5
5
4

3
3
4
1
2
4
3
3

4
1
1
3
1
3
1
2

2
2
3
2
3
1
4
1

順位の
　　　　　　　　　順位相関係数
　上の方の意味

不安なし　　　　　　1．00

重んじる方　　　　　0．95

ホ’ジティゲな方　　　　1．00

ポジティヴな方　　　　0．60

非金志向の方　　　　0．90

ポジティヴ・明るい方　0．90

信じる方　　　　　0．85
伝統的の方　　　　　0．90

　APMの方法を用いた分析結果は図2－33に示しておく。国の位置をみると、アメリカ

（A）、日本（J）、イギリス（E）、が近く、ドイツ（G）、フランス（F）がはなれ

るという3極構造が出てきた。各領域をあらわすものとして矢印のついた直線（矢印のつ

いた方の意味は表2－12の右側に書いた方向である）によってあらわされる。領域のクラ

スターは、

　　　　金に対する態度、先祖、家族

　　　　科学文明観

　　　　健康観

　　　　信頼感・経済

　　　　不安感

というもので、これはあくまでも各領域別のポジティヴーネガティヴ、非金志向一金志向、

伝統一近代等の順位の国全体の位置付けに準拠したものである。個人レベルでの相互関係

を考慮した上のものでないことに注意されたい。順位相関は健康観の0．60を除きいずれ

も高く、全体の平均は0．90でこの図柄は表2－12の情報をよく盛り込んでいるというこ

とができる。

　こうした部面に限定すると日本とアメリカは近く（このことはイギリスも同様）、前に

のべた§2．2（ウ）生活領域の重要性と共に注目してよい。しかし、§2，2で述べた、

日本的なものを考えに入れた対人関係などの事項に関しては日本とアメリカは対極にある

という関係は興味のある問題で、十分心に留めておくべき事項である。このAPMの分析

も、t｝1純集計で述べた時と同じく、スケールをなす領域に分類した質問群での国t“位のス

ケール値に甚く大局的事象把握によるもので、この意味でtll純桀計の場合（関連性を考慮

していないという意味）と見倣せるものなので、中純架計のとき述べた注意がそのままあ

てはまる。一つ次元の上った意味でのtll純桀計に基く分析と言ってよい。
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§3　質問項目によるCLA

3，1　ミクロ・マクロ的スケールによる相補的分析

林　知己夫

林　　　文

　本節では、七ヶ国の比較データを各テーマ毎に分析し、「日本人の特性」を浮かび上が

らせ、さらに国際比較の観点から、日本人と外国人との類似点や異なる点を一方でマクロ
的に、他方でミクロ的た解析する。

目次

序

1．　国際比較からみた日本人の特性

　1．1人物関係

　1．2　中間的意見・中間回答について

　1．3　極端な表現が少ないこと

　1．4　自信と自虐意識

　1．5　リーダーシップについて

　1．6　意識の未分化

　1．7　科学文明観

　1，8　自然観

　1．9　宗教

　　意識の国際比較の観点からみた日本人と外国人の同異の姿
2
．

　2．　1

　2．　2

　2．　3

　2．　4

　2，5

後注

同一スケールの存在と国の位置付け一マクロ分析

個人の回答パタンを基にする国の位置付け一ミクロ分析その1

個人の回答パタンを基にする国の位置付け一ミクロ分析その2

回答の意味の解釈

意識の分化と未分化の諸相

日系人調査の意味

参考文献

附録　1義理人憎に関する質問群

　　　2　科学文明観に関する質問群
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序　国際比較の意義とその方法

　国民性研究のまとまった発端は、Wilhelm　Max　Wundt（1832－1920）であると言

われている（Wundt（1912））が、計量的研究ではこの言葉は故意に避けられており、

価値観、価値絹織、社会意識等々の言葉で表現されている。近いt所では、Alex

Inkelesがあえて国民性という言葉を用いているのは例外である（Inkeles・

Levinson（1969），　Inkeles（1991））。私どもも、ニックネームとしての国民性とい

う言葉を1953年以来用いている。それより前は「国民精神動向」という言葉も使

ったことがあるが、誤解されるおそれがあるというので、国民性という表現に変

えた。国民性という言葉を用い、操作的には、ものの考え方、見方、感じ方（意

訳してb61ief　systems，　the　way　of　thinking　and　emotional　attitudes　or

sentimentsということにしている）と定義付けている（林（1993））。国際比較は、

日本人と外国人の異なるところと似たところを比較しっっ、日本人の特性と位置

づけを知ると共に、国際理解のための科学的情報を提供呈供するにある。これは、

日本における継続調査により変わったところと変わらないところを明らかにする

研究と併せ、国民性の時間的・空間的研究と言うことができる。国際比較のため

の方法論については、これまで多く発表してきたのでここに繰り返さないが（林

（1988，　1990，　1991，　1992a，　1992b，　1993a），　Hayashi（1992c，　1992d），　Hayashi・

Suzuki・Sasaki（1992）．　Hayashi・Suzuki・Hayashi（1984）．林・鈴木（1986）．林

・米沢（1982），統計数理研究所意識の国際比較委員会（1991））、そのうち方法的に

みて根幹となる考え方は、連鎖的国際比較調査分析法（Cultural　Link　Analysis

，CLAと略称）であるという点を強調しておく。この方法を用いることにより、

異なったところ、似た所が鮮明になるのである。

　いずれにせよ、国際比較は、常に「いかにして比較が可能であるか」の考え方

を中心に据えて方法論を講究しっっ発展させなければならないものである（林

（1986，1992b），統計数理研究所国民性調査委員会（1992））。

　さて我々の国際比較調査は、表1に年代に沿ってまとめてあるような所で行な

われている。これをCLAの形で書いてみると第2表のようになる。

表1　国際比較調査

表2　国際比較の連鎖（CLA）

　まず、国際比較に用いた質問の意見分布において、マクロ分析の立場から、総

合して日本の特色が出ているものかどうかを検討することにした（林（1993））。

　ここで、比較に用いた殆どすべての質問を用いて計算することになるが、ただ、

文化発展の情況に強く影響される環境とコンピュータに関する質問と自由回答の

質問を除外した。各質問において分析に用いる回答カテゴリーは、原則として1

っをその質問の特徴をあらわすものとしてとりあげた。その他・DK・中間的回

答一これはあとで別にとりあげる一は除外した。各質問がいくつかの小質問に
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わかれていて選択肢が同じもの一段階のついているもの一については、それら

を合計して平均値を出し、1っの質問に対する回答として取り扱った。また、回

答肢がそれぞれ独立と見倣せるものは、すべての回答肢をとりあげた。さらに、

後述する義理人情スケール、人情スケール、中間回答スケールに関するものもこ

の分析に含めることにした（ブラジル日系人意識調査委員会（1993））。

　この国別の回答分布を用いて、カテゴリーに関するパタン分類の数量化（数量

化皿類）あるいは相関表の数量化（林（1993b））一これは国と回答カテゴリーの間

の相関関係を最大にする数量化と等価になる一を行なってみた。国の布置（ix

×2X）をみると図1のようになり、予想した通りの日本（J）・アメリカ（A）・フ

ランス（F）とイタリー（1＞を頂点とする三極構造の図柄があらわれてきた。但

し、アメリカ・フランス間の距離はそれらの国々の日本との距離よりも小さくな

っている。ここで、日本、ハワイ日系人（JA）、ブラジル日系人（JB）の関係が

日本、アメリカ、フランスの関係の縮図になっていることは興味深い。もう少し

詳しくみよう。

　アメリカに近くイギリス（E）があり、アメリカ・イギリスとイタリー・フラン

スの間にドイツ（G）が位置する。イギリス、ドイツ、オランダ（H）が小さい三

角形を作っている。図1の付置で矢印がついているのは第3軸目（3X）を現す（

左上方向の矢印は3Xがプラス、右下方向の矢印は3Xがマイナスであることを示

す）が、日本、フランス、ドイツ、オランダ、のヨーロッパ大陸の国は同じ方向

（イタリーは小さいが逆方向にあるのが例外）であり、反対側にあるのがアメリ

カ、イギリス、JA、JBである。

　一応の形が単純集計の総合として表現されたことは興味深い。単純集計のもつ

深遠な意義が理解される。

図17ヶ国とJA、JBの付置（相関表の数量化）

1．　国際比較からみた日本人の特性

1．1人間関係

　日本における大きな特色といわれている人間関係に関するもののうち、義理人

情に関係するものを取り上げるが、この質問群は付録1に示すとおりである。1

っの質問の1っの回答だけをみると、人間的あるいは義理人情的と思われるもの

とそうでないものにわかれる。義理人情的といい切るには、後述するように、い

くつかの質問における回答を組み合わせてみる必要が起こってくる。なお、ここ

で取り上げた質問群は、典型的に義理人情に関する質問ばかりでなく、それに深

く関係すると考えられるものも含めてある。ここで一言っけ加えると、義理と人

情とを対比させるのではなく、両者を考えあわせる考え方をみようとするのであ

り、義理人情的と義理人情的でないという立場で考えているということである。

一417一



　付録に示した質問群に対してパタン分類の数量化を用いてみると図2のように

なり、30年間まったく安定した構造を示している。第1軸（IX）で、人情的、義

理人情的回答とそうでない回答が左右にきれいにわかれ、こうした考え方の存在

の安定性が認められたといってよい。第2軸（2X）をみると、第2・第3問（＃5

．1・＃5．1b）と第4・第5間（＃5．1c－1・＃5．1c－2）が上下にわかれるという関係であ

って、これは問における会社の場面設定の差異である。2Xがこの両者の回答をわ

けているということは、両場面に対して第2次的に異なる考え方が働くことを意

味している。人情的・義理人情的あるいは人情的・義理人情的でない考え方の中

での差異ということができる。

　このように安定した構造、つまり人情的・義理人情的とそうでないものを対比

させて考える考え方の根深さ、根強さ、が示されているということができる。

図2　義理人情の考え方の構造の安定性

　また、全体的傾向だけではなく年齢別に見るとき、20歳台に90。以内の回転を

している図柄もまま見られるが年が経つと通常の形になり、大局的にいえば各年

齢層で抜本的な差異がないのは注目すべきであり、上に述べた根深さ、根強さを

裏書きするものがあるといえよう（林（1993））。

　これと同様の問題について、ハワイ日系人（1971年、1978年、1983年）、ハワイ住

民（1988年）、アメリカ人（1978年と1988年）、イギリス、ドイツ、フランス（いずれ

も1987年）のデータについて行なってみると、かなり異なった構造が得られる。点

の相対的位置がどう異なるかをみるために、相互に図柄の対応する点の距離の総

和（回転してみて最も距離の総和が小さくなるところの距離）を求め、図柄の非

親近性マトリックスを作った。しかし、この測度のファジー性から、非親近性を

3段階に分類したマトリックスに作りなおした（表3＞。これを基にMDA－OR

（多次元尺度解析法、MDSの一方法でランクのついた群分けに基づくもの）（林

・飽戸（1984））を用いると、図3のようになり、日本におけるデータの安定性と

他国との関係が明瞭になり、日系人が日本とアメリカとの間にきているという姿

が出ていて興味深い。

表3　義理人情構造の図柄の非親近性マトリックス

図3　義理人情の構造の近さに基づく諸国の位置付け

　なお、ブラジル日系人のデータを分析してみると、ハワイのデータ同様、90。

回転した形であり、点の相対位置は、第4問、第5問を別にすれば、大体日本の

場合に近い形が得られている。日系人同士は、他の国よりやはり日本に近い形が

出ているのは注目に値しよう（ブラジル日系人意識調査委員会（1993））。

　このようにみてくると、こうした心の構図は、安定性の点からも外国との関係

からも、日本の一つの特色とみることができる。

一418一



　さらに、義理人情スケールによる意見分布という点から検討してみよう。前述

の付録1の質問から表4のようにして義理人情スケールを構成した。この内容を

みると厳しい義理人情的な評価であるとみることができる。つまり第2問と第3

問、第4問と第5問では、態度を変えるという義理人情のステレオタイプ、第7

問（＃5．1d）では、ともに旧来の道徳を選択するというもののみを取り上げているの

である。

表4　義理人情スケールの構成法

　義理人情スケール値は大きいほど義理人情的であることを示し、最小は0、最

大は5である。日本の分布は図4に示すように、スケール値1と2とに山があり、

0はごく少数という形である。日本人といっても、いつも義理人情的な回答をす

るわけでなく、あるときは義理人情的、あるときは他の条件を考えあわせて義理

人情的でない回答をするということを示している。実際の行動でもさまざまな行

動をするであろうが、義理人情的な考えの筋道があり、どちらかといえば義理人

情的な好みを示す回答をするのである（スケール値2以上が60％あまりある）。ス

ケール値3以上というのは、スケールの作り方からみて、かなり義理人情的とみ

ることができる。この時間的安定性をみたのが図4である。多少時期的に動きは

あるものの、きわめて安定した形をしており、日本人の特色を表わしているよう

に思う。つまり、スケール値0はごく少数、スケール値1か2に山があり、2以

上はほぼ60％、3以上は20～25％という形である。細かくみると、1963年から

10年間はやや義理人情的でない方に動くかに見えたが、1978年からもとの分布の

形にもどり、i993年では、1968年、1973年の形以上にまた非義理人情的に傾いて

いる（この理由については後述する）。

図4　義理人情のスケール分布

　なお、日本人の年齢別スケール分布を示すと表5のようになり、若い方に義理

人情的でないものが多目である。しかし、若い方でもスケール2以上が、5歳刻

みの若い方から順に47％、52％、44％、56％（あとは50％を超える）と半数近い

こと、0が10％前後であることから、以下に示す外国人との比較をみるとやはり

極めて日本的ということができる。

表5　義理人情のスケール分布［第田次（1988年）、年齢別（％）］

　外国にこういう考えの筋道がないかぎり、スケール値を比較する意味は薄いが、

参考のため、スケール値0のところと、スケール値3以上のところの比率のみを

比較してみることくらいは可能であろう。0は全くそういう回答をしないこと、

3以上は、日本流にみても強い義理人情志向ということになる。表6にそれを示

しておこう。
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　説明を要しないが、スケール値0のところは、ハワイの日系人はアメリカ人と

日本人の間でアメリカ寄り、ハワイの非日系人はアメリカ人と同じで、最も日本

流にいって義理人情的でなく、ヨーロッパになるとやや義理人情的という形が出

ている。ブラジル日系人は、ハワイ日系人より日本に近くなっている。ここには

示さないが詳しい分布全体で比較しても同様な傾向である。このようにみると、

こうした意見分布もかなり安定しており、外国に比べて特色をもっということが

できる。

表6　各国の義理人情スケール値の比較

　ここで、義理人情スケールに用いたコードを用いて、つまり第2問と第3問、

第4問と第5問はクロスした形の回答をとりあげて、パタン分類の数量化を行な

ってみたところ、これも1963年から1993年まで、大極的に見れば本質的なところ

でほとんど同じ構造をもっことが解った（図5、1978年のみIX×3Xがプロット

してある。その他は1Xx2X）。

図5　義理人情的態度の構造の不変性

　話をもとへもどして国際比較、とくに日系人の様相を探ろう。

　意識構造上からみて、また分布の点からみて、日系人が日本人との間にある点、

ブラジル日系人がより日本に近い点は、日本の特殊性を考える上での興味ある事

実である（ブラジル日系人意識調査委員会（1993））。なお、ハワイの住民について、

これを、

ABIM：本土生れの非日系

ABIO：アメリカ本土以外の生れの非日系

JA－A：日系人でアメリカ的なライフスタイルをより多くもつもの

JA一・J：日系人でより日本人的なライフスタイルをもつもの

とグループ分けしてそれぞれの義理人情スケールの分布をとってみると、ABIM，

ABIO，　JA－A，　JA－Bの順にきれいに分布が右側にずれてくる。つまり、義理人情的

になってくる姿が現れている（図6その1）。スケール値0のところの順序とも符

合していることがわかる。このように次第に日本寄りに動いていくということ、

上述したような日系人が日本人とアメリカ人との間に入ってくることを考えあわ

せてみると、やはり、我々が義理人情的と言っている人間関係の問題において、

今日の日本人もその特色をもっているといってよいと考えられる。しかも、これ

が日系人を介して順次異なったものになっていくことも面白いところである。

　もう少し分析を進めてみよう。ブラジル日系人を加えて分布を図6その2に示

す。ブラジル日系人がハワイ日系人よりも日本に近い形をしていることがわかる。

なお、世代別にみるとブラジルの1世は日本全体よりも義理人情的である。また、

高年齢層の多い1世よりも、日本の高年齢層の方がややより義理人情的である。
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ブラジルの（2＋3）世をみるとハワイの日系人に近くなることが示される（0

の比率が20％，3以上が9％）が、これとても外国人にくらべて日本寄りとみる

ことができる。

図6その1　ハワイ住民グループ別義理人所スケール分布

　　その2　ブラジル日系人等の義理人情スケール分布

　繰り返すようであるが、こうみてくると義理人情的というのは・当然のことな

がらやはり日本的ということができる。

　つぎに、同じ質問を用い、人間関係における人情スケール（私情を重んずるス

ケール，affection　scale，心の暖かさのスケール）というものを作ってみた。そ

の作り方は表7その1に示す通りである。尺度値は0から8までとなり、値が大

きいほど人情的あるいは私情を重んじる傾向である。大局的に見易くするため、

スケール値5以上の比率を出してみよう。これは表7その2のようになる。アメ

リカ人、イギリス人が低く、日本人が高い。この間にブラジル日系人、ハワイの

日系人が入っている。ドイツ人、フランス人はかなり高く出ているのも面白い。

表7その1　人情スケール構成法

　　その2　人情スケール5以上の比率

　人間関係のさらに突込んだ分析をする前にイソップ物語との関係をみよう（ブ

ラジル日系人意識調査委員会（1993）、Hayashi（1992d）、林・鈴木（1986））。イソ

ップ物語の中の“アリとキリギリス”の話についての回答である（＃7．82）。この話

は、「アリとセミ」あるいは「キリギリスとアリ」「セミとアリ」として親しま

れているが、このことについては、詳しく述べたものがあるのでそれに譲る（林

・米沢（1982））。この質問文は、まずアリとキリギリスの話を示し、回答として「

1．夏の間怠けていたのだから、困るのが当然だと追い返してしまう」「2．怠

けていたのはいけないけれども、これからはちゃんと働くのですよ、といさめた

上で、食べ物をわけてあげる」を示し、この話の結びとして、「この中のどちら

が自分の気持ちにしっくりしますか」という形で回答をとるのである。回答は以

下の通りである。

　　　　　　　ドイツ　フフンス　イギiJス　アメリカ　日系アメリカ人　日系ブラジル人　日本

1の型の回答　　13％　14％　13％　　12％　　　9％　　　　20％　　　15％

2の型の回答　　78％　79％　83％　85％　　91％　　　　78％　　　75％

　日本人は心がやさしいから2の型が多いという意見が文献に基づく考察で論じ

られているが、むしろ少なめであることに注目したい。これはこれとして、この

1、2の回答と心のやさしさとの関係をみよう。ここでは、人間関係における暖

かさ、柔らかさ、人情好みとも言うべきものとの関係をとりあげてみる。そのた

め、前述のように人間関係における暖かさ、私情を重んじる人情スケールを作っ
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たのである。

　ここで、1の型の回答（S1と示す）と2の型の回答（S2と示す）との関係をみ

ると表8その1のようにブラジル日系人は別として、ハワイ、日本以外では5以

上のスケール値とS1、　S2の回答間の差は全くない。しかし、ハワイになるとS2

の回答の方に人間関係の暖かさ、柔らかさ好みが多くなるのである。日本では勿

論これ以上に多いのである。この関連性は注目してよい。S2の方の回答を人間関

係の暖かさ、柔らかさと関係付けること、そのことが日本的考え方なのではない

か、ということである。

表8その1　イソップ物語りの回答別の人情スケール5以上の比率（％）

　　その2　ブラジル日系人におけるイソップ物語の回答と人情スケール

　ブラジル日系人は、全体では前述のように、5以上のスケール値を示すものが

34％と高く、ハワイ日系人より日本人に近い（ドイツ、フランス並み）。ところ

が、S1とS2の関係で、日本人、ハワイ日系人と全く異なる関係が見られているの

である。問題は、どうしてブラジル日系人のみが、S1と回答した方がスケール値

が高いかということで、これを考えなくてはならない。

　この比率の出るところをもう少し詳しく見てみよう。S1、　S2と答えるものの人

情スケールの分布の状況をみよう（表8その2）。スケール値4と5の間で分布

がきれいに入れ替わっているのがわかり、分析の結果がシステマティックである。

日本・ハワイにおいては私情を重んじる心の暖かさとイソップの結末とがダイレ

クトに結び付くが、これとは異なる考えの筋道がブラジル日系人に見られている

わけである。

　イソップ物語りの「食べ物を与えない」というのは怠惰に対する戒めの教訓と

して共感を表明するということであり、厳格な建前に同感する気持ちである。こ

ういう建前をとる人の心が、私的信義（私情を重んずる暖かい心）にかたむく、

ということではないかと思われる。怠惰には、明確にけじめをつけることと私情

を信ずる・人情の暖かさの好みと呼応する形と見れば理解できる。いわゆる「古

い」方の考えの筋道を含むものが現出しているように考えられる。一方、食べ物

を与える方の回答は、心の暖かさとあまり関係がない欧米タイプの考え方と思わ

れるのである。ここでは、ブラジル日系人に、今日の日本で見られないような昔

流とも見える考えの筋道が見られるということ、日本やハワイに見られるような

ダイレクトな関連ではなく、屈折した結び付きが出ているということができよう

（ブラジル日系人意識調査委員会（1993））。

　なお、人間関係にはこのほかいくつかの質問を用いているのでそれとの関係を

みよう。

A．義理人情の質問の第6問（＃5．6）、“めんどうをみる課長”を好む

B．　“すじを通すこと”と“まるくおさめること”のどちらの人柄が好きか

　　（＃2．2b）で“まるくおさめることに重点をおく人”を好む
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C．就職の条件（＃7．24＞で、“俸給の高いこと”、“倒産のおそれのないこと”、

　“気の合った仲間と働けること”、“やりとげたという感じのもてる仕事”、

　　から“気の合う仲間と働けること”を選ぶ

D．生活領域のそれぞれについて重要度を尋ねる質問で“友人・知人につい

　　て”（＃5．81d）の重要だと思う程度の高いこと（7点評価スケールで6と

　　7の合計の比率）

をとりあげ、人情スケールとあわせて各国の支持比率の比較をみたのが表9その

1である。見やすくするために人間関係重視の順位をつけたのが表9その2であ

る。

表9その1　人間関係重視の傾向（％）

　　その1　人間関係重視の傾向（ランク）

　ランクの和の少ない順（つまり高いランクのもの、即ち人間関係の暖かいと見

える傾向一日本人の立場から一）をみると、日本、ブラジル日系人、ハワイ日系

人、ドイツ人、フランス人、ハワイ非日系人、イギリス人、アメリカ人となる。

人間関係では日本の暖かさ好み、アメリカのドライな好みが両極で日系人（ブラ

ジル、ハワイ）は日本寄りで中間にあり、非日系（ハワイ）もイギリスと共に中

間にきている。ドイツは暖かい方である。フランスは前3者は暖かい好みである

が後の2っで異なった反応をしており、考えの筋道は明らかに異なる。この点ア

メリカも少し異なるようであるが、全体的にドライである。

　いずれにせよ、人間関係で日系人は日本寄りの鎖を示し、他国との間にある。

ハワイの日系人は、　“めんどうをみる課長”のみは、アメリカ寄りであるのは注

目してよい。ブラジル日系人は、“気の合う仲間と働きたい”というのは低いが、

ハワイの日系人とブラジルの日系人は総合して似ており、ともに日本寄りでブラ

ジルの方が一層日本寄りである。

　　　　　　　　　　　　　　　〈アケ〉

　ながながと人間関係について論じてきたが、日系人、外国人のデータをあわせ

考えると、人間関係のさまざまな面の重視が日本人の特色であると見ることがで

きよう。そしてこれがいつもプラスに作用するわけでなく、あるときはプラス、

ある面ではマイナスに作用するわけであるが、これが容易に抜け切れないところ

が日本人らしさであることが理解できよう。抜け切ろうとすることは、日本人ら

しさのよさも失ってしまうことも忘れてはなるまい。

1．2　中間的意見・中間回答について

日本人に中間的意見が多いということは気がついており、東京都区部（ランダ
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ムサンプル）においてこれを中心とする調査は試みていた。その中で、言葉によ

るもの（“一概にいえない”、“時と場合による”、“どちらともいえない”等）

だけでなく、5個のオハジキを用い、賛成・反対の気持ちをオハジキの多さで表

わすという恒常和法を用いた研究も行ない、不十分ながら在京米英人（ジャパン

タイムズの購読者名簿からランダムに抽出）との比較を行なった。

　まず中間回答が言葉である質問（表10）についてみよう。面接調査であるが、

回答者に回答肢は示さずに、調査員がプリコードした調査票に回答を記入する方

法をとっている。結果は図7に示す。全般的に日本人に中間的な意見・回答が多

いことがわかる。

表10　中間回答のある質問

図7　中間回答のある質問の回答分布

　次にオハジキによる回答を使った質問である。決まった数のオハジキを各回答

肢に配分することによって同意の程度をあらわすという回答方法である。ここで

用いた質問文を示す。（1）～（4）の4問それぞれについて、アとイの回答選択肢を

回答者に見せ、5個のオハジキを配分してもらうという方式である。

質問　政治のあり方として、次のそれぞれのどちらがより大切だと思いますか？

　　　大切と思われる割合によって、この5っのオハジキを分けてみてください。

　　　大切な方により多く、大切でない方により少なく分けることになります。

　　　〔回答肢のリスト提示、オハジキ5個使用〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オハジキ配分

　（1）ア国民にあまりこまかいことは知らせないが、問題にいちはや

　　　く対応する政治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　イ対応が遅れることがあっても、国民に一から十までこまかく

　　　くわしく知らせる政治　　　　　　　　　　　　　　　　　（

（2）ア国民の大多数が納得するまでは、ものごとに手をつけない政

　　　治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　イ少数の反対意見は出ても、強い指導力をもって、実行してい

　　　く政治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

（3）ア現在の国民の負担がふえることがあっても、将来の財政を見

　　　通して、先手・先手を打っていく政治　　　　　　　　　　　（

　イ将来、国の財政状態が悪化する可能性があっても、現在の国

　　　民の負担をふやさない政治　　　　　　　　　　　　　　（

（4）ア手間やお金がかかっても、声なき声を尊重し、困っている人

　　　に思いやりのある政治　　　　　　　　　　　　　　　　（

　イ　こまかい点の配慮に多少欠けることがあっても、効率がよく、

　　　お金のかからない政治　　　　　　　　　　　　　　　　　（

）個

）個

）個

）個

）個

）個

）個

）個
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　結果は図8に示す通りである。’2・一3または3－2’は、5個の直穿ジキを一方

の意見に3個、他方の意見に2個を配分する、またはその逆に3個と2個に配分

するということを示す。これがいわば中間的な回答で、正に4分6分感覚による

（平衡感覚という人もいる）回答である。日本人にこれが多いことが読みとれる。

図8　オハジキ配分の分布

　そこで、国際比較調査（1987、1988年、日本、ハワイ、アメリカ本土、イギリ

ス、ドイツ、フランス）の質問の中に、中間回答のある質問が11問あったので、

これらを用い中間回答の様子をみてみよう。各個人が中間回答を何個したかをス

ケール値として分布を描いてみたところ、図9のようになった。日本ではA調査

とB調査の2種類の調査があった（質問項目は同一であるが質問文にいいまわし

が少し異なるものを含んでいる）が、図に見られるようにまったく同じ分布を示

し安定していることがわかる。中位のところに山があり、分散が大きい。アメリ

カ、イギリス、ドイツ、フランスについての分布も図9に併せて記載してあるが、

分布が左寄りで、中間回答をするものがより少なくなっている。アメリカが最も

中間回答が少なく、フランス、イギリス、ドイツの順に分布は右に寄る（中間回

答が多めになる）が、日本とは大きく開いており、最初に示した調査結果を裏書

きするデータが出ていることがわかる。

　ここでまた、ハワイの日系人を用い、日本人と外国人との関係の橋渡しにして

みよう。図10にみられるように、ここでも日系人が日本人寄りに動いている分

布を示していることがみられる。

　さらにブラジル日系人についてしらべてみると、図11のようになった（この

時は前記11問【‡11画面調査されず、調査した10問で中間回答スケールを作成

した結果）　（ブラジル日系人意識調査委員会（1993））。

　ここでもブラジル日系人に中間的回答が多いことがわかる。詳しくみると、ブ

ラジル日系人は0の比率も多いが、4以上の比率も多いという、いわば、二極的

構造を持っていることが知られる（詳しくはブラジル日系人意識調査委員会（1993

）参照）。見易くするために0の比率（中間回答の少ない方）、4以上の比率（中

間回答の多い方）を目盛ったのが図12である。日系人がフランス人、アメリカ

人よりもより日本人的であることが知られる。

図9　中間回答スケールの分布（日本と4力国）

図10　中間回答スケールの分布（日本、ハワイ日系・非日系、アメリカ）

図11　中間回答スケールの分布（日本、ブラジル日系、アメリカ）

図12　中間回答スケールの分布による国の配置
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表11　日本人の中間的回答スケール分布（％）

　こうした点からみて、中間回答をより多くするという傾向が日本人の特色であ

るとみてよいと考えられるが、日本における中間回答スケール分布を年齢別にみ

てみよう（表11）。高年齢の方がスケール値が低い傾向で（高年齢層が低目と

はいっても、日本以外とはかけ離れている）、若い方に中間的な回答が、高年齢

層よりも多目になっていることも注目してよい。

　しかし、この調査は一時点のものである。そこで、国民性調査の質問文のうち

中間回答のあるものを抜き出し、時系列をとってみた。図13のように凹凸はあ

るが、全般的、大局的にみると、中間回答は減少傾向にはないとみられる。むし

ろ増加傾向にあるといってよい。このように見てくると、中間回答好みの傾向は

安定して存在したのではないかと考えてよかろう。

図13　中間回答の変遷

　ここまでくれば、この好みも日本的な特性ということができる。なお、ここに

は、相対主義的な見方の増大と見倣せるものもあり、この点も無視できないもの

がある。1993年も前回1988画面ら減少するものは1っもなく、従来の方向が引続

き現れていると見ることができる。

　なお、この中間的回答好みは、日本人の特色の中の一・つというよりも、日本人

の態度構造の中核をなす（両極の明確な意見をもつものは少数である）のではな

いかと考えられるが、この観点からの分析は未だ不十分である。しかし他の調査

だが、原子力発電に対する態度において明確な形が現わている（林（1994））。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈アケ〉

　以上、人間関係、中間回答を分析してみて、日系人は、日本人とかなり似た傾

向を示していることを知った。日系人調査は言うまでもなく、英語、ポルトガル

語であり、日本語を話すことは例外である。それを越えて日系人に見られるこう

した傾向は日本の特色の保持と見倣すことができ、日本の大きな特色と見ること

ができよう。このようなものをJ－attitudeと名付けているが、少なくとも上述

の2っは、J－attitudeの特色を示していると言うことができるだろう。

1．3　極端な表現が少ないこと

　これは中間的回答の多いことと呼応するのであるが、極端な表現を好まない傾

向がある（林（1988））。　“非常に賛成”が少ない、“まあ賛成”が多いという形で

ある。日本人の学生に英語と日本語で調査をすると、日本語の場合は“非常に賛

成”とあまり言わないが、英語の場合はそう回答するという結果がある。何が本
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当かを調べる方法はないが、日本語の場合に表現が控え目であることは確かであ

る。たとえば、“幸福を感じるか”、で“非常に感じる”、“まあ感じる”をあ

わせると各国とも大差はないが、“非常に”という所で差が出るわけで、こうし

た傾向のあることは心に留めておく必要があろう。また、この問題は中間的回答

の分析と同じ傾向がある。たとえば、“賛成”、“どちらかといえば賛成”、“どち

らかといえば反対”、“反対”のような段階のついた回答の質問を数問集あて数量

化m類を用いると、各質問の中2っの回答は中央に入りまじり、区別しがたい中

間的回答と見倣せる、という場合をよく経験している。段階のついた回答で国際

比較がなされることがよくあるが、こうした点に気をつけるべきである。

1．4　自信と自虐意識

　日本人が戦後経済の発展と共に自信を持ち始めてきたことはデータにはっきり

示される。“日本人は一口で言って西洋人にくらべて優れていると思うか”とい

う質問（＃9．6）である。結果は図14に示す通りである。1993年では、“すぐれて

いる”41％、“一口でいえない”20％、“同じだ”27％一タテマエ的回答の大き

な増大一、“劣っている”6％となり、“すぐれている”の減少分だけ“同じだ

”が増大しているが大局的には“すぐれている”が一番多い。

　これをみて、ナショナリズムの復活という意見の人がいるが、これは妥当では

ない。自信の増大であり、他の調査によれば愛国心は低く、“外国から攻められ

たとき国を護るために自ら戦う”という回答も非常に高いわけではない。従来の

ナショナリズムと受けとるべきものではない。

図14　日本人・西洋人の優劣

　さて、このように自信は増大しても日本人はものの悪い面に気が走るというこ

とが見られる・このことをみた東京都23区のランダムサンプルによる実験調査が

ある（基底意識研究会（1976））。質問と回答分布を表12に示すが、頭ありとい

うのは各質問でアンダーラインの部分を追加したものである。この頭を付けずに

質問した場合に比べてネガティブな回答が少ないのである。良い面悪い面の両方

あることを意識させられるとポジティブな回答が増えるが、ただ質問をすると悪

い面がより注目されるように思われる。西平重喜氏は次のように興味ある記述を

されている（西平（1992））。

　‘次のうちから該当するもの（当てはまるもの）をいくつでも選んで下さ

い”という形の質問の場合アメリカ人は“やたらに”といいたくなるように、

たくさんの項目を選ぶが、日本人は2つか3っしか答えない。たとえば「青

年調査」で、11の選択肢のうち自分の国の誇りであると思うものをいくつ

でも選べという質問で、アメリカ人の青年は平均して5．5選択肢も選んでい
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るが、日本では平均2．4選択肢しか選ばない。その結果、すべての選択肢で、

アメリカ人は日本人より高いパーセンテイジを示している。

　「青年調査」では“いくつでも選べ”という質問が12問、「欧州調査」

では6問あったが、それらの全質問を通じて、各国の人々が平均いくつの選

択肢を選んだかを見ると、日本人の選択は少なく、アメリカ人はたくさんの

選択肢を選ぶことがわかる。とくに日本人は直接に自分にかかわること、晴

れがましいこと、ウヌボレと取られそうなことに対して遠慮する。しかし第

3者としての批判や、嫌悪の情を表現する場合には外国人よりかなり多くの

選択肢をあげるようである。’

表12　頭つき質問による回答の変化

　なお、これに関連して、1973年から1993年まで5年毎に調査されたNHKの国

民意識の調査（橋本・高橋（1994））があるが、それによると、誇り意識はかなり

高いものの、“現在でも日本は外国に見習うべきことが多い”と考えているもの

は、70％から76％まで単調増加の様相を示しており、「習うこと好き」の態度が

よみとれ、唯我独尊的ナショナリズムの様相はみられないと言ってよかろう。

1．5　リーダーシップについて

　これは、日本と中国との比較調査から得られたものである（林（1991，1993a，

1994））。質問は表13の通りであるが、分析には、質問1のリーダーの資質とし

て重要な3っを選ぶ項目、質問2と3の後ろに記号を付けた回答、質問4の伝統

的文化（道徳）に関する質問では記号をつけた項目を用いた（これらの質問は、

ハワイのEast－West　CenterのG．Chu教授による）。それぞれの国別にパタン分

類の数量化を試みたが、しかるべき結果は得られたもののそれほど面白いもので

はなかった。そこで日本・中国のデータ数をそろえて、ボンドサンプル（林・鈴

木（1986））　によって数量化を行なってみると、きわめて明快な結果を得た。各質

問回答カテゴリーの付置を図15に示すが、第1軸（1X）において日本と中国の

特徴がきれいに分かれることを知った。つまり、第1軸の値のサンプルスコアの

分布（図16）をみると、日本と中国がきれいにわかれ、マイナスが日本、プラ

スが中国である。0点を日本人と中国人を判別する分割点とすると、日中の判別

成功率は88％と極めて高く、おどろくべき判断成功率である。とりあげた質問の

予測力が極めて高いことを知るのである。

表13　日中比較調査のリーダーシップ、伝統文化に関する質問

図15　日中ボンドサンプルのよる分析（数量化皿類）
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図16　第1次元目のサンプルスコアの分布（数量化皿類）

　これほどまでに、リーダーシップが日中で異なっていることを示しているのは

驚くべきことであった。マイナス寄りが日本的リーダーシップであり、プラス寄

りが中国的リーダーシップである。敢えてその特色を書いてみると次のようにな

る。

日本的リーダーシップの条件　　　　　中国的リーダーシップの条件

　　部下に尊敬・好かれる　　　　　　　　部下に利益をもたらす

　　仲間に誠意を以て接する　　　　　　　技術的に優れている

　　人間関係がよい、顔が広い　　　　　　若くて有能

　　経験のある人、年輩で尊敬される人　　決断力断固としている

　　年功を積んでいる　　　　　　　　　真剣に仕事をする

　　判断力が優れている

　　部下を公平にあつかう

　伝統文化との関連

　　　　子孫繁栄（paternalism）

　　　　分別

　　　　中庸

　　　　和を以て貴しとする

　　　　寛容と礼節

　　　＊親の慈悲深さと子の孝行

　　　＊仁義道徳

　上記の伝統的道徳に関しては中国では誇りに感じるものは少なく、なくしてし

まいたいと思うか、あるいは関係がないとするものが多い。日本では＊印のもの

を除いてリーダーシップに関係が強いことは興味深い。

　共産党教育のしみこんだ中国との比較の単なる一例であるが、日本では人間関

係と関係深いりーダーシップは一つの特徴を示すものと考えてよかろう（三隅二

不二によるPM理論のM一メンテナンスー（三隅（　））に呼応すると思われる）。

　なお、リーダーシップに関係深いものとして、国民性調査（1973と1978）に次

のような質問もあるのでふれておく。これは日航の1985年の大事故以前のもので

あり、且つハワイ調査で比較しようとしたが、質問にならぬとして採用されなか

ったもので、外国では調査が行なえないようなものである。

質問く＃7．16）飛行機の事故があったとします。あなたはつぎのどちらの社長の態

　　　　　　度がよいと思いますか。〔回答肢のリストを提示して回答をとる〕

　　　　　　　　1．社長はまず犠牲者の家をあやまってまわる

　　　　　　　　2．社長は原因の調査などに努力する。

結果は表14のようになる。“あやまってまわる”がより多い結果となってい
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る。日本のリーダーの性格を考える上で一つの示唆を与えている。

　リーダーに対する同様の傾向を示すデータと考察が、中間的回答の好みと併せ

て文献（林（1994））に詳述されている。

表14　飛行機事故の質問への回答比率（％）

1．6意識の未分化（QOL調査に関連して）

　日仏の比較、CREDOC（L．・Lebart）との共同研究によって見出されたもの

である。QOLに関する各領域の質問をすべて用いて、日本とフランスのデータ

分析を行なった。詳しくは（林（1986））に発表されているので、それに譲るとし

て要点のみをあげておこう。

　1次元目において、日本では中間的回答とそれ以外、2次量目にポジティブと

ネガティブがわかれるという中間的回答の特色ある姿がここでも現れている。フ

ランスでは1次元目でポジティブとネガティブがわかれ、2次元目に中間回答が

分離するという解り易い形がみられた。いずれにしても、ここまではニュアンス

の差はあるものの、内容的に大きな差はないものと見られる。

　ポジティブの内容をさらにみるために3次元目をみるとフランスではQOLの

各領域別にポジティブが分化している。つまりポジティブクラスターが領域別に

分離していて、いわば独立している。ある領域でポジティブでも他の領域ではポ

ジティブとは限らないことを示している。ところが日本においては、特別なもの

はあるが一般的に、ポジティブの領域がフランス程分化しておらず、かなりよく

かたまっていて、いわば未分化の状態が強く見られると言ってよい。1つの領域

でQOLがよいと他の領域でもよいという大局的傾向である。これは、伝統対近

代の項で述べのと同様の傾向で、各領域での伝統・近代の回答が未分化で、どの

領域にも通ずる伝統対近代という考えの筋道が形成されたのと似た形である。こ

のような考え方が日本人にあるのではないかと予想させるものがある。他の国で

は無関係なものが、何かの見方・感じ方から1っの方向に方向付けられ、それが

「1っの考えの筋道」となって現れるという傾向である。勿論逆の場合も想像さ

れるが、そのようなデータ的には経験したことはない。これに関連した分析は後

述することにする。

1．7　科学文明観

　とりあげる質問は付録2に、回答は表15に示す。日本の場合、一般的な科学

の問題に対しては、かなりポジティブな回答を示していることが解る。しかし、

科学で人の心の問題、社会経済の問題が解決できるかとなると極めて悲観的にな

ることがはっきりしている。宇宙生活の実現性の回答も少ない。つまり、人間の
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心が関係していることになると、科学が踏みこめないという意見が強いのである。

しかし、繰返すが、一般的な事に関しては科学の力を評価しているのである。こ

れも、外国とくらべたときの日本人の一つの特色である。ドイツもかなり科学文

明に対してネガティブであるが、心の問題、社会の問題に対しては日本程ではな

いことに注目したい。

表15　科学文明に対するポジティブな回答（％〉

1。8　自然観

　自然、森林に対する態度を比較した日独仏調査がある（林・飽戸（1984）23－38

頁，四手井・林（1984））。詳しくはそれら文献によるが、日本人の特色というもの

のみあげておこう。

　とりあげた質問は表16による。これをもとに日本（東京）とドイツの各都市

で分析をしてみた。

表16　自然観・森林観の質問（日当仏比較）

　東京においては“森林に対する神秘的な感情あり”（質問A，B，C，D）と“森

林に対する態度”（質問E，F）における回答とは独立の形をしているが、ドイツ

各都市においては、神秘感と森林に対する“人間の手を加えねばならない”　“人

手の加わった自然が好き”の回答が一体となっているというおもしろい形が得ら

れた。さらに述べると、東京においては、神秘感と森林に対する態度が独立して

おり、且つ、神秘感をもつものが“人手の加わらない自然が好き”　“人間の手を

加えるべきでない”のと同じ側にあり、神秘感をもたないものが“人手を加える

べき”　“人手の加わらない自然が好き”と同じ側にある。このことに、自然保護

・保全（コンサーベーション）のむつかしさが示されているといえる。

　ドイツのフライブルグ、ノイエンブルグ（地方都市）、東京、宮崎の図柄をあ

げておこう（図17）。各都市の図柄の同異の相をMDA－OR（林（1993b），林

・鈴木（1986＞，Hayashi・Suzuki・Sasaki（1992））によって描いてみると、図17

のように、説明を要しないほどはっきりした様相が示された。日本、特に東京の

特異性があらわされている。

　　　　　　図17　自然観の心の構図

その1　フライブルグ　　　その2　ノイエンブルグ

その3　東京　　　　　　その4　宮崎

図18　各都市の布置
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　ここに示したデータは古いものになったが、1993年の「日本人の自然観に対す

る調査」’（全国ランダムサンプル）によると、日本人全体としても全く同じ様な

心の構図を持つことが知られた（林・林・菅原・他（1994））。

1．9宗教

　国際比較において、宗教が特異的傾向を示すのはどこの国でも同じであるので

簡単に触れるが、日本では、“宗教を信じる”ものは多くはないが、　“宗教的な

心は大切”というものが多いというのが特徴である。　“宗教を信じるか”（＃3．1）、

あるいは“信じなくても宗教的な心は大切”（＃3．2）というものを合わせると80％

あまりで、この35年間変化はない。いわゆる大多数意見（全体で2／3以上、性・

年齢・学歴のどの層でも2／3以上の支持のある意見）となっている。また、コー

ホート分析によれば、“宗教を信じること”は時期や生年コーホートによること

はなく年齢（加齢）によって大きく左右される、つまり年をとると宗教を信じる

ようになることを示している。外国との比較可能のデータは少ないが、オランダ

の例があり、これによると時期と生年コーホートが強く作用し、年齢はほとんど

影響がないのである（林・鈴木（1986），Hayashi・Suzuki・Sasaki（1992））。

　これは、日本の一つの特色ではないかと思われる。こうしたことの背景として、

素朴な宗教感情が以下に示すように極めて高いということがあるのではないかと

思われる。次に示す質問が、1993年10月の全国ランダムサンプルで調査されてい

る（林・林・菅原・他（1994））。数字はパーセントである。括弧内はそれぞれ順に、

1975年東京23区、1976年米沢地区、1977年東京23区、1993年関東都市圏のもので、

地域は異なるが時を経て傾向的に増加しているように見える。

質問1

質問2

質問3

あなたは、日の出や日没、また静かな山のなかで、あらたまった気持ち

になったりすることがありますか。

　1　ある　　　　78

　2　ない　　　　17

　3　わからない　　5

あなたは山川草木、山や川や草や木など、このようなものに霊がやどっ

ているような気持ちになったことがありますか。

　1　ある　　　　37（31242433）

　2　ない　　　　54

　3　わからない　10

人間の自然開発の犠牲になったり、食糧になったり、実験に使われたり

した動物に対して、感謝を捧げたい気持ちになったことがありますか。

1　ある

2　ない

3　わからない

0
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1
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質問4　あなたは、神社の拝殿の前に立ったり、お寺で仏像を見たり、キリスト

　　　　教の教会に入ったとき、心が落着いたり、あらたまった気持になったり

　　　　したことが　ありますか？

　　　　　1　　　‘ま㍉、　　　　　　　　82（70　75　69　81）

　　　　　2　いいえ　　　14

　　　　　3　わからない　4

2．　意識の国際比較の観点からみた日本人と外国人の同異の姿

　CLAの考え方にしたがって、各国のものの考え方・見方・感じ方の同じとこ

ろと異なるところを明らかにすることは、頭初にのべた研究主旨からみて重要で

ある。この全貌をここに示すことは困難であるが、ここでは基本的に重要な点に

ついて書いてみることにする（詳しくは、統計数理研究所意識の国際比較委員会

（1991）参照）。これまで主として、日本の特徴について述べてきたが、外国と同

一のところもあるのでこの点もあわせて論じてみよう。

2．1　同一スケールの存在と国の位置付け一マクロ分析

　調査に用いた全質問のうち、日本人の特徴を示す人間関係に関するもの及び分

析の結果、別に取扱った方が望ましいことがわかったいくっかの質問を除外し、

残りの全質問をとりあげた。これを次の（ア）から（コ）の10の領域に分けてみる

と一各領域は数問以上の質問からなる一それらが（コ）の政治的主義主張を除いて

各国において1次元的ガットマンスケールをなすことが、パタン分類の数量化に

よって明らかになった。これは極めて重要なことである。問題を領域にわけてみ

るとポジティブーネガティブ、伝統一近代、楽観一悲観などと名付けられる1次

元的尺度となる、ということはボーダーレスな考え方であるということが出てき

た。これは大きな知見であった（統計数理研究所意識の国際比較委員会（1991））。

（ア）経済と帰属階層意識

（イ）不安感

（ウ）先祖、家族、宗教

（エ）科学文明観

（オ）健康観と生活満足

（カ）金に対する態度

（キ）経済に対する態度、これからの見通し

（ク）信頼感

（ケ）家庭に対する近代・伝統

（コ）政治的主義主張
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　すなわち複雑に見えることが、こうした考えの筋道の同一性を示すものに仕分

けされたことが解ったのである。この限りにおいて、つまりそれぞれの仕分けさ

れた中では、つまり局限された場においては国の間で誤解がおこり得ないわけで

ある。そして、その中で各国の位置付けができるわけである。

　ここで、政治的主義主張では、自由主義（リベラリズム）はアメリカで特殊な

反応を示すのでここでは除外し、また（ア）と（キ）とは全く同じ傾向を示すこ

とが解ったので（ア）をとりやめ、残りの8つのスケールについて分析を進める

ことにした。

　各国において1次元的ガットマンスケールをなすので、各領域別にボンドサン

プルに対してパタン分類の数量化を行ない、1次元目の個人得点の国別の平均値

によって国の順位を決定した。ポジティブ（明るい）の方に若い順位、非金志向、

伝統的方向に若い順位を与えることにした。この国別の結果は表17に示す通り

である。

表17　各質問群別の国の順位

　APMの方法（林（1993b），林・鈴木（1986），　Hayashi・Suzuki・Sasaki（1992）

）を用いた分析結果は図19に示しておく。国の位置をみると、アメリカ（A＞、

日本（J）、イギリス（E）、が近く、ドイツ（G）、フランス（F）がはなれ

るという3極構造が出てきた。各領域をあらわすものとして、矢印のついた直線

（矢印のついた方の意味は表17の右側に書いた順序の上の方の意味である）に

よってあらわされる。領域のクラスターは、

金に対する態度、先祖、家族

科学文明観

健康観

信頼感、経済

不安感

となるが、これはあくまでも各領域別のポジティブーネガティブ、非金志向一金

志向、伝統一近代などの国別平均の順位の位置付けに準拠したものである。個人

レベルでの領域間の相互関係を考慮した上のものでないことに注意されたい。順

位相関は健康観の0．60を除いていずれも高く、8領域の平均は0．90で、この

図19の図柄は表17の情報をよく盛り込んでいるということができる。

図19　8領域と国の総合表示（APM）

　こうした部面に限定すると日本とアメリカは近く（このことはイギリスも同様）

にある。しかし、前に述べたように、日本的なものを考えに入れた対人関係など

の事項に関しては日本とアメリカは対極にある、という関係は興味のある問題で、

十分心に留めておくべき事項である。このAPMの分析も単純集計で述べた時と
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同じく、スケールをなす領域に分類した質問群での国単位のスケール値に基づく

大局的事象把握によるものであり、関連性を考慮していないという意味で単純集

計の場合と見倣せるものなので、単純集計のとき述べた注意がそのままあてはま

る。ひとつ次元の上がった意味での単純集計に基づく分析と言ってよい。

2．2　個人の回答パタンを基にする国の位置付け一ミクロ分析　その1

　次の分析は、個人のスケールを構成している各領域への反応をもとにしたとき、

つまり、各個人の領域別パタンを情報にしたとき、国別にどういう様相が見られ

るかの分析である。つまり個人の内部におけるスケール間の関連性をもとにする

分析である。このため表18に示すAからNの各領域それぞれで5ヶ証すべての

データを用いてパタン分類の数量化を行ない、得られた個人得点の分布を眺めた。

個人得点がその人の示す各領域でのスケールを示すわけである。特に、1次元目

でのスケールをなす7っ（金志向、信頼感、不安感、家庭観、先祖観、健康感、

科学文明観）については、スケール（個人得点1次元目）の分布が、一応、25％、

50％、25％となるように3区分に分類した。2次元目まで考えた方がよりすっき

りするあとの2っ、経済観と主義については、1次元目と2次元目の数値を用い、

プラスーマイナスの組み合わせで、それぞれ、よい（明るい）一中間一わるい（暗い

）、民主主義・資本主義好み一社会主義好み一中間、の3分類とした。

　今後の分析を理解するため、表18に、これから用いる記号と共に、それぞれ

の領域のスケールの名称と内容、スケールの3区分のコードとその意味を示して

おく。また前述の領域との対応をカタカナで示してある。

表18　9つの領域のスケールとカテゴリー

　ここで一つの方向を示すため、遡から○印をつけておいた。このことが、

結果を見易くするために妥当であったことは、これからの分析で明らかになるこ

とである。これらの9項目を用いて国別にパタン分類の数量化を用い、それらの

間に存在する考えの筋道を明らかにすることにした。

　理解し易くするために日本の分析から始めよう。図20である。

図20　日本におけるカテゴリーの付置

　いまある立場から○印をつけたが、日本ではこれらが第1軸（IX、1次元目）

の右方、その対極（図中では証印）が左方、中間（図中では△印）が中央に一団

となって固まるということが明らかになった（ここでの固有値は第1根0．20、第

2根0．15で第1根がドミナントである）。このある立場とは、いわば「そうなる」

ことを予想した日本的発想であったのであるが、○印をつけたのを仮にポジティ

ブというニックネーム（内容的には十分正しくはないが）、対極をネガティブ、
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コード2であらわされているものを中間と名付けておく。簡単な構造である。ポ

ジティブ側は不安なし（E3）と先祖・家を重んずる方の反応（J1）と家庭観の伝

統的な方の反応（F3）とが上下（2X、2次元目）で分離し、残りが一団となると

いってよさそうである。不安と先祖・家庭は別として、未分化という形である。

これと中間が一団となり小さく固まったクラスターをなしているのも、日本人好

みの様相である。ネガティブ側は（D3経済将来暗い、　E1不安あり）、　（J3先祖

・家を重んじない、F1家庭・結婚観近代的）とが両端、その間に（A1金志向、

K3健康よくない）、　（B3信頼感なし、　C3社会主義好み、　N3科学文明観ネガテ

ィブ）があるというクラスター構成である。

　これ以上論じる前にドイツの結果をみよう（図21）。ドイツの場合も、第1

軸（ix）で○印と対極の内印がわかれることは日本と全く同じである（固有値は

第1根0．20、第2根0．15で差があり、この点も日本と同様である）。しかし中

間コードがばらつき、ポジティブ側、ネガティブ側に入りこんでおり、日本のよ

うに第1軸で中間の答が中央に固まって他と分離するということはない。中間の

反応は、たがいに他の領域ではポジティブ、ネガティブいずれかに寄るというこ

とがわかる。経済スケール（D）の中間はポジティブ側に、主義スケール（C）

の中間はネガティブ側にというのがはっきりしており、さらに健康（K）、科学

（N）、先祖（J）、家庭（F）の中間はポジティブ寄り、金志向（A）の中間、

信頼感（B）の中間、不安（E）の中間はネガティブ寄りという特色ある形が見

える。このことは単純集計データを読むときの参考になると言ってよかろう。ネ

ガティブ側で、（金志向、先祖・家重んじない、家庭の近代的な方の反応（A1、　J3、

F1））とその他が2っのクラスターを作っており、ポジティブ側はその対極として

のクラスターである。○印、対極がわかれるのは同じであるが、中間の布置、ポ

ジティブ、ネガティブのクラスターに違いが見出せる。

図21　ドイツにおけるカテゴリーの付置

　各国別にみて行くと、同じようで異なり、異なるようで同じというキメ細かい

同異の相がよみとれる。これについては詳しく論じている文献（統計数理研究所

意識の国際比較委員会（1992））を参照されたい。小さな差異に見えたところも、

実は大きな社会の違いを蔵していることもあるので、得られた知見を土台にして、

さらに慎重にものを考えていく必要があると考えられる。得られたものは、現象

を探るための知恵となるべきものである。

　これらをまとめてみると、考え方の筋道の大きな枠組としては、全く異なって

いるという姿はみられないが、似たところと異なったところがそれぞれ混ざりあ

って出てきていることがわかる。これらの考察を以下（1）から（4）に要約しておこ

う。

（1）大局的な図柄の構成

　第1軸CX）で○印（ポジティブ）と口印（ネガティブ〉が分離するのは、日
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本、ドイツであり、イギリス、アメリカでは先祖と家庭を除いてこの形がみられ、

こうした点では考えの筋道は異なっていない。しかし、イギリスとアメリカでは

第2軸で先祖と家庭の伝統一近代が分離するという形が出て、第1軸と独立にな

っている点は重要な差異点である。フランスにおいてはこういうことはなく、日

本・ドイツと同じ傾向であるが、○印とそれ以外が第2軸（2X）できれいに分離

するという事になり、考えの重点のおき所の差異が出ている。このことは第1軸

の解釈に差が出ていることを示すものであり、家庭と先祖の近代的考えが他の項

目のポジティブとより強く結びつくという点で、日本、ドイツとも異なった傾向

となっている。このことに注目すると（日本・ドイツ）、（イギリス・アメリカ）

、（フランス）というクラスターの形になっている。日本・ドイツの図を約45．回

転するとイギリス・アメリカの関係が出る、90’回転するとフランスが出るという

明確な大局的位置付けがここで明らかになった。これは、似ていながら考えの筋

道の異なる一つの差異のタイプを示しているとまとめられる。

（2）ポジティブ・ネガティブ・クラスターの構成

　ポジティブ（○印）、ネガティブ（○印の対極、□印）それぞれのクラスター

構成において、国によって似ているようで異なっているところがある。これを明

確に把握しておかないと誤解を生じてしまう。

　まず、家庭に関する伝統的考えと先祖や家を重んずる傾向、家庭に関する近代

的反応と先祖や家を重んじないという反応、のそれぞれの結びつきはどこの国で

も全く同じである。これらのクラスター各々と他のスケールのポジティブあるい

はネガティブとの結びつきは、上述のように国によって必ずしも同一ではない。

　以上のもの以外の領域におけるポジティブ側、ネガティブ側のクラスター構成

は、表19、表20に示すように、必ずしも同じではなく、似ているところと異

なっているところが国々において相互にずれていることがわかる。

　これらのクラスター構成の微妙な差を無視してものを考えるとき、社会構造の

重大なギャップを見落してしまうと考えられる。たとえばドイツでは他の国と異

なり、家庭・先祖の伝統の方に非金志向が加わり、近代の方に金志向が加わると

いうのは、一つのドイツ固有の社会の反映ではないか。また、アメリカの、不安

を強く感じる方の反応が社会主義好みと結びつくというのは、他の国では見られ

ない大きな特色である。不安感を強く感じる方が、日本とドイツでは経済がわる

くなるという方の反応と結びつくが、フランス・イギリスでは他と独立である。

また、社会主義好みはアメリカ以外は一般のネガティブと結びついている。この

ようなことが見られるのである。

　こうした形をこれらの表から問題に応じて探り出してくることは興味あること

である。

表19　ポジティブのクラスター構成

表20　ネガティブのクラスター構成
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（3）クラスターの特異な結び付き

　前述のようにアメリカでのみ見られたことであるが特記すべきことと思われる

ので別項としておく。家庭・先祖の伝統的意見のクラスターが、不安あり・社会

主義好みのクラスターに近いことである。これはアメリカ社会の一つの特徴を示

していると考えてよいと思われるが一第1軸で近いし、第2軸でも近い、第3軸

でも近い一これも今後、検討に値することと考えてよい。

（4＞各スケールの中間について

　各スケールの中間（添字2であらわされている、ポジティブ（○印）との対極

のネガティブ（□印）の中間に区分されたもの（△印）が、すべて、その言葉通

りに中間なのか、あるいは、ポジティブ、ネガティブいずれかの意味をもつもの

か、という点に着目した分析である。結果をまとめてみたのが表22である。日

本のみ、中間スケールはポジティブ、ネガティブの中間に小さくしっかりと固ま

り、固有の意味を持っていることを示している。これまでも、中間回答は日本の

特徴と述べてきたが、この分析においても中間の考え方という点においてもはっ

きりした形を示している。ドイツ、フランスは、中間スケールがばらついて固有

の中間は少なく、ポジティブ、ネガティブのいずれかへ仕分けされることがわか

る。アメリカは日本に次いで、中間が固有の意味を持ち、イギリスはそれに次い

でいる。他の領域との関係で、中間の回答の持つ意味がそれぞれ異なっているこ

とが出ているのであって、表21にはデータを読むときの大事な知見が示されて

いるのではないかと考えられる。

　例えば、ドイツとフランスは中間の反応がいずれかへ振り分けられることが多

いが、ドイツとフランスでは中間の反応の振り分けが逆になっているところが見

出される。D2、　K2がポジティ、ブ側、　A2がネガティブ側であることは同じである

が、F2、　J2、　N2がドイツではポジティブ、フランスではネガティブ側、　B2、　C2、

F2はドイツではネガティブ側、フランスではポジティブ側にあるという反対の傾

向である。

　また、これについて次のような考察もできる。アメリカは、ポジティブの回答

をする好みがある（あるいは、そういう色メガネでものをみる）、日本は中間の

回答をする好みがある（いっでもバランスをかけてものをみるという色メガネを

もっている）、フランスはネガティブの回答する好みがある（あるいは、そうい

う色メガネでものをみる）、のではないかという考え方である。実態は同一でも

色メガネのかけ方で回答が変わるという見方である。その点でスケールの中間が

他の領域、反応との関係でどちら寄りにあるかということは大きな情報を持って

いる。この点を以下に検討してみよう。

　例えばフランスについてみると、科学文明（N）に対してはポジティブが多いの

でN2と言えばネガティブと思えるし、不安E3が多いからE2と言えばポジテ

ィブと見られる。いわばバランスである。健康（K）、経済（D）、主義（C）、信頼

感（B）についても同様である。しかし、金志向、家庭への近代的反応、先祖を重

んじないという反応は多いが、中間回答のA2、　F2、　J2がネガティブに入ってい

るのはバランスの意味ではなく、この領域では実際にネガティブと見られるので
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ある。アメリカでは主義C3が少なくC1が多いからC2はネガティブに属する

というのはバランス的であり、一方、経済、家庭では、D1、　F3が多いからこの中

間（D2、　F2）がポジティブに属するということから、実際にこの2つの領域では

ポジティブと見倣せるのであろう。このように、本来、各領域でいずれの反応（

つまりポジティブ・ネガティブの反応）がドミナントであるかによって結論が変

わってくるのであるが、中間がポジティブ・ネガティブのどちらに属する、ある

いは近いかを調べることによって、その意味を探ることができるのである。バラ

ンスという言葉で上に定義したことが極めて多い場合は、偏った色メガネで見て

いるということができよう。

　こうみてくると、フランスもアメリカも、必ずしも上に言及したネガティブ・

ポジティブの色メガネで全てのものを見ているとは限らないと言った方がよい。

領域によって色メガネを変えているという見方もあるが、こうなると領域ごとに

見方が違うのだと考えた方がよい。色メガネという表現はすべての面で、偏った

見方をしているということを意味するからである。日本の場合に中間が多く、そ

れがすべて固まのは、そうした色メガネの傾向がある一そのようなものの見方が

顕著である一ことを現すと言ってよいように思う。

　このようにみてくると、中間のスケールをどのように見るかは、表21を眺め

て、それぞれの領域で決めるほかはない。

表21　中間スケールのクラスター構成

　さて、こうした考えの筋道の違いを一応不問に付して、5力国をボンドしたサ

ンプルにおいて、パタン分類の数量化を行なってみたらどうなるか。国そのもの

も個人の回答の一つとしてデータの中に入れたとき、国と回答（意識・態度）と

の結び付きが、回答相互の結び付きを超えて優勢に出てくるものであろうか。

　結果は図22に示すが、国の特色が明確に出てきた。

図22　各国の布置と回答カテゴリーの布置（その1）

　国の分類が優勢で、それぞれの国のまわりにその国の特色ある回答（国との結

び付きのとりわけ強いもの）が出ているという形になった。総合的分析による各

国の布置（図22）は第1軸（1X）で（日本、アメリカ）（イギリス）　（ドイツ、

フランス）という形が出、第2軸（2X）で日本、アメリカが分離し、第2軸で日

本寄りにドイツ、アメリカ寄りにフランスが分離し、イギリスは中央にとどまる

という形である。いわば正方形の各点に日本、アメリカ、ドイツ、フランスが位

置し、中心にイギリスがくるという形で、似た所と異なった所の関係が、こうし

た質問群によるスケールの間の関連性のなかで浮かび上がってきたのである。各

国のまわりに集まるところは、

日 本（信頼感あり、主義中間、経済中間、不安なし）
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アメリカ（先祖を重んじる、科学文明観ポジティブ、非金志向、家庭中間）

ドイ　ッ（家庭近代的、先祖重んじない、科学文明観ネガティブ）

フランス（不信感、社会主義好み、経済将来暗い、不安大、健康よくない）

イギリス（金志向、中間の考え方）

というのが出ており、一応国の相対的特色となっている。大まかに言えば、フラ

ンス、ドイツはネガティブが、アメリカ・日本はポジティブが特色であり、イギ

リスはそれらの間にあるというのが特色となっている。

2．3個人の回答パタンを基にする国の位置付け一ミクロ分析　その2

　2．2で大綱をつかんだ上でさらに次のものを加え、より一層総合的なものにし

た。自然観・宗教・イソップ物語の“アリとキリギリス”、環境・エネルギーに

関する態度である。これらがどう絡み合ってくるかがここでの関心事である。

　追加したものは、スケールではなく、普通の質間の回答である。まず、これら

の質問のニックネーム、コード、カテゴリーの特色を表22にあげておく。

表22　追加質問

　国別の分析を進めると考えの筋道の似ているところと異なっているところが別

出されたと見ることができた。この綾模様は、文化の異なる諸社会の深い面を探

り出しているように思えるのである。（詳しくは文献（統計数理研究所意識の国際

比較委員会（1991））参照）。

　さて、こんどはこのくらいの違いを認めた上で各国をボンドし、パタン分類の

数量化によって、これらの質問群の関連性の上に立った心の構図に基づく国の差

異が、どのように出てくるかを見てみたい。きめの粗い分析であるが、その結果

は図23に示すように、実に面白い三極構造が得られた。つまりアメリカ、ヨー

ロッパ、日本という形である。このうちイギリスはアメリカの方により近い点も

面白い。それぞれの近くにある回答をみると、その包括的にみた相対的な特色を

大掴みに現すことができる。これを表23に示そう。一言で各国の特性をいうな

らば、日本の中間回答好み、アメリカは先祖を重んじ宗教を信じ、宗教的な心は

大切、プロテスタントとの関係はより密接、ヨーロッパは一般に暗いイメージで

家庭観の近代的な方により関係深く、より社会主義好み、カトリックとの関係が

より密接、という形が描き出されたことになる。

図23　各国の布置と回答カテゴリーの布置（その2）

表23　国別の特色
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　なお、第3軸においてフランスとドイツ・イギリスが2分され、このドイツの

特色は＊印をつけたものにある。

　結果が出てみれば、首肯できる形であるが、いかにも粗いものである。ほとん

どすべての質問を入れてその関連の上に立って、国の特色を細かい点を抜きして

掴むと、このようになったということである。詳しい事を知った上での要約とし

ては面白いものである。しかし、ニックネームができレッテルが貼られても、こ

れだけでは大雑把過ぎ、立ち入ってみれば内容的には何の意味もない。これまで

述べてきたような、あるいは文献（統計数理研究所意識の国際比較委員会（1991）

）で示したようなより突っ込んだ分析が大事であって、時に大局的に掴み、時に細

かく分け入ってその同異の綾を読むことが、人間理解・社会理解・文化理解に大

切な方法論であろう。どこで近く、どこで異なるかは相互理解上重要なことであ

るが、これについては目下のところ上記の文献以上のことは出ていない。

2．4　回答の意味の解釈一イソップ物語と関連する社会的態度をめぐって一

　もう一つ別の角度から話を進めよう。前にとりあげたイソップの物語“アリと

キリギリス”（＃7．82）の構造的分析である（Hayashi（1992d），統計数理研究所意

識の国際比較委員会（1991））。“アリとキリギリス”の話の結末として、“食べも

のを与えていさめる”、“嘲笑して追い返す”、の2っのうちどちらが気持ちに

しっくりするかをめぐる分析で、この結末を、怠けることへの訓戒の面を強調す

るか、やさしさから食物を与えるか、あるいは慈善（施し）の意味で食べものを

与えるか、等の議論が様々の形でできる話題である。テキストの分析だけからも、

いろいろ議論できるが、一般の人々の考えとしてどのようなものであるかを総合

的に明らかにしょうとしたものである。とりあげた質問を表24にあげておく。

表24　イソップ物語（アリとキリギリス）と関連する社会的態度の質問

　まず、すべてを含めて国別にパタン分類の数量化を行なってみたものを模式化

したのが図24である。S1（追いかえす）、S2（食物を与えていさある）、を中

心に円が描いてある。S1、　S2クラスターの位置に着目しよう。日本とアメリカは

第1、第3象限にそれらがある。フランスとイギリスは第1軸（！X）に、ドイツ

は第2軸（2X）にそれが出ている。この点のニュアンスの差がまず注目される。

図24　“アリとキリギリス”と関連する社会的態度の付置

　これにからめて、信頼感一不信感、宗教重視一非重視が関連してくる。これを

T－UT、R－URと書くと、第1軸で（T、R）一（UT、UR）の傾向にあ
るのは日本、ドイツであり、イギリス、アメリカと続き、フランスは第1軸でT

－UT、第2軸でR－URとなりこの両者が独立の形になる。
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S1とS2との関係をみよう。

ドイ　ツ

フランス

イギリス

ァメリカ

日　　本

　　S2

T

T（寄り）

T（寄り）

T（寄り），R

T　，R

　
T
T
T
T
T

釧

　
U
U
U
U
U

となり、全体的にS2の近くにTがあり、S1クラスターにUTが入る。Rが他よ

りS2に近いのは日本とアメリカということになる。

　ここまでみると、大局的に同じであるが、それぞれの間でニュアンスの差が少

しあることがわかる。

　次にS1クラスターに共通に入るものをみたのが表25である。大局的にまとめ

てみると金志向、人間不信頼、孤独、ポジティブでない社会的態度というのが入

るのはどこの国でも同じであるということになる。各国でみて、全てに共通では

なくいくっかの国のみに入っている特色あるものを表27に集約して示してある。

ある国のみに入っているものは、その国の特色であると言ってよい。カテゴリー

の記号とそれらの内容を要約してあり、これを詳しく読めばよいわけである。

表25　S1の周りのクラスター（各国共通のもの）

表26　Slの周りのクラスター（国の特徴）

　さてS2の方の特色であるが、共通なものは表27に示してある。この共通の

特色をまとめてみると、

失業の不安を感じない

満足

やりとげた感じのもてる仕事

一般的な人間関係の重視

ポジティブな社会的態度とライフスタイル

孤独でない関連の中にある生活を好む

温情主義的

非金志向

というのが大局的な傾向である。Slの場合と同様に、ある国のみS2クラスターに

その項目が属しているというのは一つの特色である。これは表28に示してある。

　こうしたS1、　S2に関する関連する回答を集約したものが表29であって、こ

れによって共通するところと特殊であるところが理解できるはずである。

表27　S1の周りのクラスター（各国共通のもの）
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表28　S1の周りのクラスター（国の特徴）

表29　S1、　S2の共通の性格と国別の特色

　以上をまとめてみよう。全体的に構造を見れば同じ様な様相を示しながら、国

によりニュアンスの異なるものが出ている。さらに、S1、　S2の内容をみると、こ

れも大局的に同じ様相をみせながら、国によって相異なる特殊のものがそれぞれ

にむすびついている。このように同じところと異なったところがみいだされ、こ

こでも、共通のところを鎖として特殊の項目が相互に結びついているという心の

構図がCLA（連鎖的比較分析法）によって描き出されたわけである。

　共通の一面のみをとらえ同じだとして特殊の面を切りすてて議論を進めれば、

思わぬ違いに出会い、また特殊の一面をとらえてこれを強調し拡大するならば、

大きな誤解に遭遇することになる。共通のものを鎖として特殊なものを絡ませて

同異の姿をみることが重要であることをこの分析は如実に示している。

　以上は、統計数理研究所意識の国際比較委員会（1991）における分析に基づいて

いるが、しかしそれ以後別角度から非常に興味あることが解ってきた。これも似

た所と異なる所を知る一つの手掛りである。これを次に述べる。

2．4　意識の分イヒと未分化の諸相

　さきにQOLについてこの問題を論じたが、ここでは国際比較の観点から考察

してみよう。これは、健康と社会意識の関係である。質問は「国民性を探る」に

は一見異様と見える質問の組み合わせで、CLA法の核心に触れるものがある。

質問（＃2．80）　ここ1ヶ月の間に次にあげるものに悩みましたか。　（かかりました

か。）

　a．

　b．

　c．

　d，

　e．

〔a～eの項目リストを提示して回答をとる〕

頭痛、偏頭痛

背中の痛み

いりいり

うっ状態

不眠症

1かかったことあり

1かかったことあり

1　かかったことあり

1　かかったことあり

1　かかったことあり

n
U
O
O
n
U
n
U

し
し
し
し
し

な
な
な
な
な

　回答は表30に示すように、日本は“かかったこと”が少ないのである。総じ

てフランスの回答が多いのである。この質問はフランスの共同研究者がとり入れ

ることを主張したもので、この分析でその理由が解ったのであるが、問題はこれ

と他の質問との関連性である。その前に男女の差をみよう。いずれの国でも女の

方が“かかったこと”が多いのはまず注目される（表31）。その差（男の“か

かったことあり”の比率から女の“かかったことあり”の比率を引いたもので、
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マイナスは女の比率が男より多い事を示す）の合計をみると、日本は差が少ない

のである。つまり日本は総計でそうしたものに“かかったこと”も少ないし、男

女差も少なく、女の“かかったこと”が世界にくらべて大いに少ないことを示し

ている。これは面白い。“かかったこと”が女が多いのはどこの国でも同じであ

るが男女の差は日本が最も少ないのである。この意味は、さまざまなものを含ん

でおり、含蓄のあるデータである。

表30　国別回答率（％）

表31　症状に“かかったこと”の男女差（男の比率一女の比率）

さて、これに不安感を加えて分析する。質問は次に示すものである。

質問（＃2．30）　ときどき、自分自身のことや家族のことで不安になることがあると

　　　　　　思います。あなたは、次のような危険について不安を感じることが

　　　　　　ありますか。　〔4段階の回答（1：非常に感じる、2：かなり感じ

　　　　　　る、3：少しは感じる、4：全く感じない）のリストを提示して、

　　　　　　a．～e．それぞれに回答をとる〕

　　　　　　　　a．まず、「重い病気」の不安はどの程度でしょうか．

　　　　　　　　b．では、「交通事故」についてはどうでしょうか．

　　　　　　　　c．では、「失業」についてはどうでしょうか．

　　　　　　　　d，では、「戦争」についてはどうでしょうか．

　　　　　　　　e．では、「原子力施設の事故」についてはどうでしょうか．

　この症状と不安感の両質問を合わせ、国別に数量化III類を行なうと、カテゴリ

ーの付置（1X×2X）は図24に概略を示すごとく、きれいな差異が出てきた。

図25　不安感と健康状態の意識構造

　2次元付置をみると、ヨーロッパの諸国は、症状の有無と不安の有無の間にい

わば独立的な関係がみられ、日本とアメリカはともに両者が1次元的構造を示す

ことが出ている。第1軸CX）のみでみると各国とも同じ傾向（症状あり・不安

あり　対　症状なし・不安なし）であるが、さらに細部構造をみると、1次元構

造と独立的構造という差が出ているのである。つまりこの多次元的構造でみると

き、両者未分化の日本とアメリカに対する両者分化のヨーロッパ藷国という構図

が見出される。この点アメリカと日本は似ているのである。

　こんどは、社会状況（Social　Conditions、　S，C．と略記）と未来に対する予想

の質問をとりあげてみる。

社会状況の質問
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質問1　日本人全体の生活水準は、この幽でどう変わったと思いますか。

　　　　　〔回答肢のリストを提示し回答をとる〕

　　　　　　　1　非常によくなった　　　 4　ややわるくなった

　　　　　　　2　ややよくなった　　　　　5　非常にわるくなった

　　　　　　　3　変わらない

　質問2　あなたの生活水準は、この辺笙置でどう変わりましたか。　〔回答肢リ

　　　　　スト提示〕

　　　　　　　1　非常によくなった　　　　4　ややわるくなった

　　　　　　　2　ややよくなった　　　　　5　非常にわるくなった

　　　　　　　3　変わらない

　質問3　これから先の5年間‘こ、あなたの生活状態はよくなると思いますか、そ

　　　　　れとも悪くなると思いますか。　〔回答肢リスト提示〕

　　　　　　　1　非常によくなるだろう　　4　ややわるくなるだろう

　　　　　　　2　ややよくなるだろう　　　5　非常にわるくなるだろう

　　　　　　　3　変わらないだろう

　質問4　これから先、ひとびとは幸福になると思いますか、不幸になると思い

　　　　　ますか。

　　　　　　　1　幸福に　　　2　不幸に　　　3　変わらない

将来に対する予想の質問

　質問5　これから先、心のやすらかさは、ますと思いますか、へると思います

　　　　　か。

　　　　　　　1　ます　　　　2　へる　　　　3　変わらない

　質問6　では、人間の自由は、ふえると思いますか、へると思いますか。

　　　　　　　1　ふえる　　　2　へる　　　　3　変わらない

　質問7　これから先、人間の健康の面はよくなってゆくと思いますか、わるく

　　　　　なると思いますか。

　　　　　　　1　よくなる　　2　わるくなる　　3　変わらない

　この7問と健康状態をあわせ、国別にバタン分類の数量化を行なうと、カテゴ

リーの付置（！X×2X）は概略、図26のようになる。

図26　社会状況、その将来の予想、健康状態の意識構造

　2次元構造をみると、健康状態と社会意識とが独立な形を示すのが、フランス

とイギリスである。1次元的には“症状あり”は“社会状況は悪い”・“将来を

悪く見る”と結びつくが、さら1と立ち入って分析すると、独立な様相がみえてく

るのがこの2力国であり、1次元構造をなすものとして、今度は、日本・アメリ

カにドイツが加わっているのである。これは、症状の有無つまり健康状態と社会

意識が未分化、一体をなしているということで、“症状あり”が“社会状況を悪

く見る”こと、“将来を悪くみる”ことと一一一一体であり、“症状なし”はよい方の
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意見に結び付いているのである。心のもち方のありさまが国により異なっている

が、その中で、日本とアメリカは一一体として意識するものが共通している、つま

り容易に特に意識することなく理解しあえる心の構図であることがわかる（しか

し、ここでとりあげた問題のことであり、別の局面からみると前述のように日米

は両極にあるのである）。

　このようにみてくると、意識の結びつきに同異の姿のあることがわかり、同じ

心の構図（考えの筋道）があるところでは特に意識することなく理解し合えるが、

これが異なると相互理解は特に意識して慎重に事を進めねば得られるものでない

ことが解る。国際比較研究を通してこのような様相が描き出されたのである。

後記　日系人調査の意味

　日系人の問題を日系人の問題として行なうことは、我々としては困難な問題で

ある。この問題を追求するには、日系人の研究者と問題意識を論じ合う必要があ

る。しかし、日系人の問題意識が我々の日本人研究にとって「目から鱗のおちる」

ような視点を与えることがある。この一例をあげてみると、日本人移民がとった

行動である。直ちに、人の間の組織化ができるのだそうである。つまり「長」が

きまり、幹事がきまり、事務局が自ずとできて、役割分担がきまり、組織が動く

のである。新しい技術の導入・普及、新しい法律の理解と適用などの知識の普及

も、これを通して行なわれた。第2次大戦中は、「真のアメリカ入になりきるこ

とこそが、真の日本人のあり方である」という考え方が教育されたという。こう

した組織があるがために日系人は発展して行ったとのことである。こうした組織

は、中国人、韓国人はもとより他の民族にはない、ただユダヤ人にのみこうした

傾向があるということである。これが日本人のものの考え方、感じ方のどこに胚

胎するかを調べることに興味があることを聞かされた。これは素晴らしいアイデ

ィアで、日本人ではどうしても気の付かなかった問題である（Fugita，　S．S．＆0’

Briert，　D．　J．，　Japanese　American　Ethnicity，　University　of　Washington

Press，1991）。こういうわけで目下アメリカのフランク・ミヤモト教授、ステフ

ァン・フジタ教授、テッデン・カシマ教授と共同研究を進めている。

　我々としては、前に述べたように日系人に残っているもの、つまり日系アメリ

カ人の場合、アメリカ人と異なり日本人に近いものを探り出し、それをJ－

attitudeと名付け、日本人の国民性の特色をみるという立場をとってきた。この

J－attitudeには「人間関係を重くみること」、「中間的回答の多いこと」が見出

され、これについて、日本人の時系列的にみた安定性があることから、明らかに

日本人の特色と言うことができる。

　以上のような2点から、我々が日系人の調査を行なう意味が重いのである。
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図1　7力国とJA、JBの布置
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図2　義理人情の考え方の構造の安定性
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図3　義理人情の構造の近さに基づく諸国の位置付け
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図4　義理人情スケv・・一一ルの分布
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　　条件が多少異ったために、その他・DKめ比率（％）の変化が全般的にみると

　　傾向的にや・多目になっている。
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図5　義理人情的態度の構造の不変性
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図6その1ハワイ住民のグルーープ別義理人憎スケール分布
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図6　その2　日系人とアメリカ、日本の義理人情スケール分布
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図7　中間回答のある質問の回答分布（日本人と在京米英人）
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図9　5力国における中間回答スケールの分布
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図11　日系人の中間回答スケール分布
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図13　中問回答の変遷
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図14　日本人・西洋人の優劣
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図15　リーダーシップに関する意識構造
　　　（日中ポンドサンプルの数量化皿類による分析）
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図16　第1次元目のサンプルスコアの分布
　　　（日中ボンドサンプルの数量化皿類による分析）
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図17　自然観の心の構図
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図18　各都市の布置
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図19 舶劒風・憐礎づ・齢表紬剛
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図20　日本の場合
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図21　ドイツの場合
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図22　ボンドサンプルによる回答カテゴリーと各国の布置（その1）
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図23 ボンドサンプルによる回答カテゴリーと各国の布置（その2）
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図24　“アリとキリギリス”と関連する社会的態度の布置
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図25　不安感と健康状態の意識構造
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図26　社会状況、その将来の予想、健康状態の意識構造
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表1　国際比較調査

実施年 調査対象
（日系人関係）　（サンプルサイズ〉

調査対象
（各国全国規模調査） （サンプルサイズ）

ー
ユ
0
0

7
「
7
σ

Q
）
Q
）

－
ー
ニ
ー

り
」
7
8

98

X8

1988

9
々
つ
」

99

X91
1

ハワイ在住の日系人（434＞
ホノルル住民　　　　（751）

（日系人を含む〉

同上　　　　　　　（807）

同上 （　4se）

ブラジルの日系人　　（492）

アメリカ本土の

　　　　アメリカ人

イギリスの英国人

（1571）

（1ca3）

（旧）西ドイツのドイツ人（1000）

フランスのフランス人

アメリカ本土の

　　　アメリカ人
日本（A調査〉
日本（B調査〉

イタリアのイタリア人

オランダのオランダ人

（1013）

（1563）

（2265＞

（1017）

（1ca8）

（10a3）
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差　異

表2　国際比較の連鎖（CLA）

類　似

（ヨーロッパに続く） （ラテン文化に続

一

ブラジルにおける日系人

一
一

ブラジル文化

一
『
一

日本における日本人

日本起源

坙{起源日本文化
一
一アメリカ文化

坙{

ハワイにおける日系アメリカ人

非日本

蛯ﾉ非西洋

『
一
一

ハワイにおけるハワイ生まれの

i北アメリカ本土でなく）

�卲nアメリカ人
一
一
＝
一

ハワイ・

西洋

nワイ文化

＝ ハワイにおける北アメリカ本土
ｶまれの非日系アメリカ人

一アメリカ

@文化圏
轟リカ

一アメリカ文化

Aメリカ文化 一

北アメリカ本土における

Aメリカ人

ヨーロッパ文化 一
『
一
一一

イギリスにおけるイギリス人

英語文化圏

英語文化圏

vロテスタント文化圏

｢州大陸北部文化圏

大陸文化圏

一
一

オランダ人 一
一

『
一

ドイツ人（旧西ドイツ）
一
一

　一オランダ文化

@一ドイツ文化

黶@一フランス文化

@一イタリア文化

欧州大陸文化圏

一
一

フランス人

一

一
一

イタリア人
一
一ラテン文化圏Jトリック文化圏

ブラジルに続く ブラジルに続く

一472一

西
洋
文
化



表3　義理人情構造の図柄の非親近性マトリックス

　　　ドイツ（1987）：D

　　フランス（1987）：F

　　イギリス（1987）：E

　　アメリカ（1988）：A

　ハワイ住民（1988）：H8

国民性第vr次（1988）：K8

国民性第V次（1973）：K5
国民性第皿次（1963）：K3

　　アメリカ（1978）：A7

ハワイ日系人（1971＞：HO
ハワイ日系人（1978）：H2

ハワイ日系人（1983）：H4

0
3
3
2
3
3
3
3
2
3
2
2

0
2
3
1
3
3
3
2
1
1
3

O
1
2
3
2
3
1
2
2
3

O
1
3
3
3
1
2
2
1

0
3
3
3
1
1
1
2

　
0
1
3
1
つ
」
ワ
々

0
1
1
り
」
？
々
？
）
9
θ

1：星巨離ノJ、

，

3：距離大

　
　
　
　
0

　
　
　
0
9
々

　
　
0
1
9
々

　
0
ワ
白
9
右
9
々

0
3
1
3
9
臼

D　F　E　A　H8　K8　K5　K3　A7　HO　H2　H4

表4　義理人情スケールの構成法

質 問

付録1の
笏ﾔ号

継番号 問の内容
義理人情回答

各質問の

Xケール値

　第1問

@第2問｛第3問

@第4問｛第5問

謔U問

@第7問

網．4

奄T．1

ｿ5．1b

奄T．1c－1

ｿ5．1c－2

T5．6

T5．ld

先生が悪いことをした

ｶ人がキトクのとき　　　　　　　　　｝親がキトクのとき

?ﾐ試験（親戚〉　　　　　　　　　｝入社試験（恩人の子）

gわれたい課長

蜷ﾘな道徳

　1そんなことはないという

o灘罐麦｝

o厭劣李｝

@2めんどうみる課長

o1欝｝
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表5　義理人情スケールの分布［第vr次（1988年）、年齢別（％）］

スケール値

年　齢 サンプル数
0 1 2 3 4 5

20～24 8 45 33 1
1
3 0 173

25～29 10 39 40 9 3 0 150

30～34
1
1
45 30 13 1 0 180

35～39 4 40 36 18 2 0 245

40～44 8 ’35 37 1
7

2 1 188

45～49・ 3 35 41 18 2 1 177

50～54 4 29 41 22 5 0 153

55～59 5 26 43 23 4 0 167

60～64 3 29 39 25 4 0 153

65～69 4 26 42 22 6 1 110

70歳以上 6 24 36 23 1
1
0 16Z

表6　各国の義理人情スケーール分布の比較

スケール値

ホ
　
　
　
ヨ

　
皿
9
9

　
　
8
1

　
w
㎜

査
w
螂

調
　
1

　
　
　

性
班
9
7

民
　
3

国
v
柳
w
螂

皿
鰯

　ハワイ　　　ブラジル

日系非日系　日系
1988　1988　1991

アメリカ

本土　　　イキ”リス　　ト“イツ　　フランス

1988　1987　1987　1988

　0
3以上

7　　6　　8　　6　　5　　6　　8

23　ZZ　ZI　24　24　22　16
25　34
5　　3

7
ワ
臼
34　24　21　21
2　5　4　7

一474一



表7その1　人情スケール構成法

質 問

各質問の

付録1の
笏ﾔ号

”番号 問の内容
義理人情回答

スケール値

第1問 ”4．4 先生が悪いことをした 1そんなことはないという 1

第2問 ”5．1 恩人がキトクのとき 1故郷へ帰る 1

第3問 謬5．1b 親がキトクのとき 1故郷へ帰る 1

第4問 ”5．1c－1 入社試験（親戚） 2親戚 1

第5問 群5．1c－2 入社試験（恩人の子） 2恩人の子 1

第6問 ”5．6 使われたい課長 2めんどうみる課長 1

第7問 謬5．1d 大切な道徳 1親孝行 1

2恩返し 1

表7その2　人情スケール5以上の比率

ドイツ人

フランス人

イギリス人

アメリカ人

ハワイの非日系人

ハワイの日系人

ブラジルの日系人

日本人

33％

35

27

23

19

29
34

38
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表8その1　イソップ物語りの回答別の人情スケール5以上の比率（％）

ドイツ人フランス人イギリス人アメ，」力人　ハワイ　　ハワイ　ブラジル　日本人

　　　　　　　　　　　　　　非日系人日系人日系人

1の型の回答（S1）　36

2の型の回答（S2）　34
40　28　24
36　28　23

10　18　60
20＊　31＊　27＊

32

40＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）＊は有意の差（信頼度0．95）

表8その2　ブラジル日系人におけるイソップ物語の回答と人情スケール

スケール値　0　　1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

Sl

S2
2　1　7　14　17　30　22　8　0
1　3　8　25　36　16　7　4　O
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表9その1　人間関係重視の傾向（％）

　
　
ア
メ
リ
カ

ハ
ワ
イ
非
日
系

　
ハ
ワ
イ
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
日
系

　
　
　
日
　
本

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

　
ド
イ
ツ

Affection　Scale　5以上の比率

A　めんどうをみる課長
B　まるくおさめる人を好む

C　気の合う人
D　友人・知人非常に大事

38　34　29　19

80　68　59　57

68　67　72　67

29　12　22　13

67　78　65　58

23　33　35　27

51　69　64　57

47　62　66　52

11　20　7　15
63　63　49　57

表9その2　人間関係重視の傾向（ランク）

ハ
ワ
イ
非
日
系

　
ハ
ワ
イ
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
日
系

　
　
　
日
　
本

ア
メ
リ
カ

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

イ
ギ
リ
ス

Affection　Scale　5以上の比率

A　めんどうをみる課長
B　まるくおさめる人を好む

n
◎
ρ
0
？
臼

r
O
亡
ひ
1

9
右
9
右
9
右

1
1
9
右

（
b
ρ
0
7
「

り
乙
4
9
右

9
臼
ワ
々
6

ワ
「
0
0
8

C　気の合う人
D　友人・知人非常に大事 152553842　1　3　6　4　4　8　6

ランクの和 7　12　16　27　32　17　24　29

注）1％の差は同順とした

一477一



表10　中間的回答のある質問

質問1（＃4．4）

質問2《＃7．D

質問3（”2．D

小学校に行っているくらいの子どもを育てるのに、次のような意見があります。

「小さいときから、お金は人にとって、一番大切なものだと教えるのがよい」

というのです。あまたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか？

　1．賛成
　2．反対
　3．いちがいにはいえない
こういう意見があります。「世の中は、だんだん科学や技術が発達して、便利

になってくるが、それにつれて人間ちしさがなくなって行く」というのですが、

あなたはこの意見に賛成ですか。それとも反対ですか？

　1．賛成（人間ちしさはへる）

　2．いちがいにいえない
　3．反対（人間らしさは不変、ふえる）

あなたは、自分が正しいと思えば世の中のしきたりに反しても、それをおし通

すべきだと思いますか。それとも、世間のしきたりに従った方がまちがいない
と思いますか？

　1．押し通せ
　2．従え
　3．場合による

表11　日本人の中間的回答スケール分布（％）

中間的回答スケール

年齢 計サンプル数

012345678910　11
20代

30代

40代

50代

60以上

1　3　8　15　16　16　17　13

2　3　9　16　17　18　17　8

2　3　10　15　18　19　13　7

3　8　10　17　18　12　14　8

5　10　13　16　16　15　12　7

oo
盾盾

oo
盾盾

O
O
1
0

ー
ワ
臼
1
0

3
4
2
1

O
ρ
0
7
8
ρ
0
5

60
38

92

53

22
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表12　頭付き質問による回答の変化

1980年1982年1983年
頭なし頭付き頭付き

質問1（＃2．12）他の人の手助けをしょうとしている人もいますが、自分のこ

　　　　とだけに気をくばっている人もいます。あなたのまhりを見たとき、

　　　　たいていの人は、他人の役にたとうとしていると思いますか。それと

　　　　も自分のことだけに気をくばっていると思いますか？

　　　　　　1．他人の役にたとうとしている

　　　　　　2．自分のことだけに気をくばっている
　　　　　　3。その他

　　　　　　4．　DK
質問2（擢2．12b）　スキがあれば利用しようとしている人もいますが、そうでな

　　　　い人もいます。あなたのまわりをみたとき、たいていの人は、スキが

　　　　あれば、あなたを利用しようとしていると思いますか。それとも、そ層

　　　　んなことはないと思いますか？

　　　　　　1．利用しようとしていると思う
　　　　　　2．そんなことはないと思う

　　　　　　3．その他
　　　　　　4．　DK
質問3（”2．12c）信頼できる人もいますが、用心した方がよい人もいます。あ

　　　　なたのまわりを見たとき、たいていの人は信頼できると思いますか。
　　　　それとも用心するにこしたことはないと思いますか？

　　　　　　1．信頼できると思う
　　　　　　2．用心するにこしたことはないと思う

　　　　　　3．その他
　　　　　　4．　DK

（下線部あり）

17％　25％　24％

79　69　66
1　3　8
3　3　3

ρ
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臼
∩
V
？
ρ

溜
弓
【
」

Q
り
n
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右

9
白
7

Q
」
7
「
？
θ
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ワ
自
ρ
0
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々
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－

4
区
」

5
1
？
み
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白

リ
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ワ
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Q
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ρ
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9
ρ
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表13　日中比較調査のリーダーシップに関する質問、伝統文化の質問
　　　　（括弧付きの記号を記したものが分析に用いた項目、カテゴリー）

質問1　あなたの職場では良きリーダーはどんな資質を持っているべきでしょうか。最も重要なもの
　　　　3つと、最も重要でないもの3つを、次の中から選んで下さい。

〔項目のリストを提示して回答をとる〕

最も重要な3つ○　最も重要でないもの3っ

質問2

質問3

質問4

1．技術的に優れていること

2．部下を公平に扱うこと
3．部下に尊敬され、好かれていること

4。真剣に仕事に取り組むこと

5．人間関係がよい、顔が広いこと

6．仕事仲間に誠心誠意、接すること

7．決断力がある、断固としていること

8．判断力が優れていること

9．部下に利益をもたらすこと
10．年功を積んでいること

11．よい階級の出身であること

〈Ol）

〈02）

〈03）

（04）

（05）

（06）

（07）

（08）

（09＞

（10）

〈11）

公の問題は影響力も経験もある人に任せるべきだと思いますか。それともそのような問題は、

決定される前に人々で論議すべきだと思いますか。

　　1．影響力も経験もある人に任せるべきだ　　　（ND
　　2．人々で論議すべきだ　　　　　　　　　　　（N2）

　　3．わからない
リーダーとして次のどちちの人がいいですか。〔回答肢のリストを提示〕

　　1．年輩で尊敬される人　　　　　　　　　　（LD
　　2．若くて有能な人　　　　　　　　　　　（L2）
　　3．どちらでもない
次にわが国の伝統文化をいくつかあげてみました。それぞれについて、「誇りに感じる」
「なくしてしまいたい」「どちちともいえない」のいずれかでお答え下さい。

〔項目のリストを提示〕

a．長い歴史的伝統
b．勤勉と質素
。．中庸の道
d．親の慈悲深さと子の孝行

e．国家への忠誠
f．男女の差別
g．女性は嫁ぐ前は父に、嫁いだ
　　ら夫に、夫が死んだら子に従

　　う三従と、四つの美徳を持つ

h．寛容と礼節
i，先祖の名を汚さない
」．農業を尊び商業をいやしむ

k．女性の貞節
1．権威への服従

m．子孫繁栄
n．和をもって貴しとなす
。．仁義道徳

p．年長者への敬意と従順

q．伝統を尊重
r．分別

誇りに　なくして　　どちらとも

感じる　しまいたい　いえない

　1　　　　2　3
　1　　　　2　3
　1〈C＋〉　2（C一）　3
　1　（D’）　2　（D一）一　3

　1　　　　2　3
　1　　　　2　3

1

1　（H＋＞

1

1

1

1

1　（M＋）

1　（N＋）

1　（O＋）

1

1

1　（R＋〉

2
2　（H一）

2

2

2

2

2くM→
2　（N一一）

2　（O一）

2

2
2　（R一）

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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表14　飛行機事故の質問への回答比率（％）

　　1　　　　　　　2
まずあやまつ　まず原因調査

てまhる　　　に努力する

　3
その他

DK

り
」
0
0

7
5
7
「

Q
U
Q
U

0
1

【
J
r
O

O
1
4
4
0
81978年属性別

　男
　女

5
ワ
」5
4

7
？
．
）

つ
」
4

0
0
020一一24

25－v29
30一一一34

35－v39
40一一一44

45－v49

50－h－54

55一一59

60－N．

4
6
0
7
2
6
5
4
3

5
5
5
4
5
4
5
6
4

3
1
1
6
0
5
1
5
9

4
4
4
4
4
4
4
2
3

3
3
9
7
8
9
4
1
8

卒
卒
卒
卒

小
中
高
大

只
）
0
ワ
々
つ
」

4
【
」
【
」
民
」

只
」
9
ム
ー
－

つ
」
4
4
4

∩
V
O
O
ワ
σ
ρ
0

2
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表15　科学文明に対するポジティブな回答（％）

日本　ドイツ　フランスイギリス　アメリカ

”7．36　科学上の発見利用は日常生活の改善に役立っている

＃7．33　コンピュータの発達は望ましい
48　37　33　50　6一／
31　15　32　16　3－t

＃7．　83近代医学にたよちない方がよいものがある　全くその通り　　72　ZZ　62　76　72

＃7．84科学で人の心がわかる　　　　　　　　　　　　＋　　　　14　34　65　50　58
＃7．85科学で社会経済問題が解決できる　　　　　　そう思う　　15　44　49　43　47

＃7，　86　核廃棄物の処理

肌86bガンの治療
＃7．86c老人性痴呆の治療

＃7．86d宇宙生活

多分実現する　　33　　17

　　，，　65　37
　　，，　L9　17
　　，，　19　36

28　3Lt　32
鎚　　64　62
23　12　25
23　33　4一／

注）下線はその項目で最大の％

表16　自然観・森林観の質問

1 2

A
B

C

D

山川草木に零が宿っているような気がしたことがあるか

森の中を散歩するのは好きか

大きい古い木を見たとき神々しい気持ちを抱いたこと

深い森に入ったとき何か神秘的な気持ちを持ったこと

る
き
く
つ

あ
好
抱
持

ない

好きでない

抱かない

持たない

E　「森林を美しく維持するためには人間の手を加えなけれ
　　ばならない」と「森林を美しく維持するためには人手を

　　加えるべきでない」とどちらが正しいと思うか

F　「農場や牧場や森林が入り交じっている人手の加わった
　　自然」と「全く人手の加わらない森林や荒れ地のありの

　　ままの自然」とどちらが好きか

人間の手を　人間の手を

加えなけれ　加えるべき

ばならない　でない

人手の加わ　ありのまま

った自然　　の自然
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表17　各質問群別の国の順位

ドイツ　フランス　イギリスア刈力　日本　順位の上の方の意味
順位相

関係数

（イ）不安

（ウ）先祖等

（エ）科学文明観

（オ）健康

（カ）金

（キ）経済・将来
（ク）　t言栗頁！謹長

（ケ）家庭

1
5
5
4
5
2
1
5

5
3
2
5
4
5
5
4

3
3
4
1
2
4
3
3

4
1
1
3
1
3
1
2

2　　不安なし

2　　重んじる方
3　　ポジティブな方
2　　ポジティブな方
3　　非金志向の方
1　　ポジティブ・明るい方

4　　信じる方
1　　伝統的の方

1．　00

0．　95

1．　00

0．　60

0．　90

0．　90

0．　85

0．　90

表18　9つの領域のスケールとカテゴリー

スケールの名と内容 スケールの3区分のコードと意味

A（金志向スケール）

B（信頼感スケール）

C（主義スケール）

D（経済観スケール）

E（不安感スケール）

F（家庭感スケール）

J（先祖スケール）

カ．金志向か否か

ク．信頼感

コ．主義

キ．経済・将来の

　明るさ

イ．不安感

ケ。家庭・結婚

ウ．先祖・家

K（健康観スケール）オ．健康・健康観

N（科学文明観スケー，の　エ．科学文明観

　A1金志向　　　A2下間

OBIあり　　　　B2中間

OC1民主主義　　　C2中間
　　資本主義好み

ODIポジティブ　　　D2中間
　　よい（明るい）

　El不安あり　　E2中間

　Fl近代的＠　　　F2中間

OJI重んじる　　」2中間
　　伝統を重視

OKIホ。シ“ティフ“

　　よい

ON璽　ホ。シ．ティフ“

OA3非金志向

　B3なし

　C3社会主義好み

　　　　　　D3　ネカ“ティフh

　　　　　　　よくない（暗い）

　　　　OE3不安なし

　　　　OF3伝統的

　　　　　」3重んじない
　　　　　　　伝統重視しない

K2中間　　K3ネガティブ

　　　　　　　よくない

N2中間　　N3ネがティブ
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表19ポジティブのクラスター構成

第
－
軸

日本 E3　A3
　　Bl
　　Cl
　　Dl
　　Kl
　　Nl

つ
J
l
F
J

第
1
軸

ドイツ 1
一
工
つ
」
－

B
C
E
K

Dl　F3
Nl　Jl
　　A3

第
2
軸

フランス　　E3　Kl

　　　　　　　Bl
Dl　F3
Nl　Jl
A3

Cl

イギリス

K
N
D

BI　A3　F3第
　　Cl　J1　2
　　　　　　　軸

　　E3

アメリカ Kl　Dl
　　Nl

つ
」
－
1
つ
」

△
皿
B
C
B
L

F3第
Jl　2

　軸
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表20　ネガティブのクラスター構成

日本 D3　B3　Al　Fl
El　C3　K3　J3
　　　N3

ドイツ 3
つ
」
つ
」
－
つ
」
つ
」

O
D
【
し
D
n
L
K
N

－
り
」
－

F
J
ム
餌

フランス El　Al

　　B3

　　C3

　　D3

　　K3

　　N3

－
り
JF
J

イギリス El　Al　B3

　　C3　K3

　　D3　N3

1
つ
J
F
J

アメリカ El　Al

C3　B3

　　D3

　　K3

　　N3

1
3

n
『
J
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表21　中間スケールのクラスター構成

ポジティブ寄り　中間の意味　ネガティブ寄り

日本 A2　B2

D2　C2

J2　E2

K2　F2
N2

ドイツ D2　K2

F2　N2
J2

A2 9
々
9
右
9
右

n
D
ρ
し
E

フランス B2　一　C2　A2

D2　F2．
E2　J2×2

N2

イギリス D2 ？
右
リ
ム
リ
ム
？
ρ

恩
L
F
J
N

9
山
9
々
9
々
り
乙

ム
皿
h
D
C
Kアメリカ り

乙
9
んD
F

A2　K2

B2　N2
E2

J2

C2

一一@486　一



表22　追加質問

O．（＃7．D人間らしさ

P．（”7．2）心の豊かさ

Q．（”2．5）自然と人間

R．（＃7．34）省エネルギー大切か

S．（＃7．35）環境保護大切か

X．（岬．82）イソップ物語

　　　　　アリとキリギリス

Z．　（＃3．　la）　×　（＃3．　2）

　　　宗教×宗教的な心

U．（＃3．lb）宗教

Olへる

P1へらない

Ql従う

Rl非常に大切

S1非常に大切

X1おいかえす

Zl宗教信じる
　　宗教的な心大切

Z3　信じない

　　心大切

Ulプロテスタント
U4　その他の宗教

9
ρ
9
ん
9
々
9
山
り
乙
9
山

（
U
P
∩
可
R
S
X

へちない　　03

へる　　　　P3

利用　　　　Q3

中間　　　　R3

中間　　　　S3

中間

中間

征服

大切でない

大切でない

たべるものを与えていさめる

Z2信じる
　　心大切でない

Z4　信じない

　　心大切でない

U2　カトリック　　　U3　仏教
U5　なし
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表23　国別の特色

日本 主義　中間　　　　　　　　　（同じ側に仏教）

経済　中間

人間らしさ　いちがいにいえない

心の豊かさ　いちがいにいえない

宗教は信じないが宗教的な心は大切

アメリカ 先祖重んじる

プロテスタント

宗教を信じ、宗教的な心大切

ヨーロッパ　 カソリック

　　　　　＊宗教信じるが宗教的な心大切でない
　　　　　　社会主義好み
　　　　　　経済暗い
　　　　　　不安大きい
　　　　　＊先祖重んじない、家族大切でない

　　　　　　健康ネガティブ

　　　　　＊家庭観近代的

　　　　　　不信頼観
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表24　イソップ物語（アリとキリギリス）と関連する社会的態度の質問

記号 回答コードと質問内容 記号 回答コードと質問内容

”7．18e　（A1，A2，A3）幸福になるか

＃7．18b　（A1，A2，A3）心のやすらかさはますか

＃2．30e　（C2，C3）不安感一失業

＊生活領域の重要性

＊＃5．81d（D2，D6）　一友人、知人

＊＃5．81e（E2，D6）一両親，兄弟，姉妹，親戚

＊＃5．81f　（F2，　D6）　　一宗i教

＃5．lcl　（G1，G2）　入祉試験（親戚）

＃5．1c2　（HLH2）入社試験（恩人の子）
＃2．4　　（ll－15）　くらし方

＃2．2b　（Kx，Ko）　スジかまるくか

＃5．6h　（Lo，Lx）　他人との仲か仕事か
＃2．3c　（02，03，04）家庭に満足か

＊＃2．82　（P2，P3，　P4）生活に満足か

＃7．19　（Q1，Q2）　才能か運か

＃4．5　　（Rl，R2，　R3）「金は大切」と教えるか

露7．82

＊謬7．81

謹2．8

”7．24

お．1

謬3．2

＊継4．81

鐸2．12

継2．12b

謬2．12

＊鐸2．83

（W2，W3，W4）就職の第1条件

＊現代生活の個人態度

（Sl，　S2）

（U1，　U2＞

（V1，　V2）

〈X1，　X2）

（Y1，　Y2）

（Z1，　Z2）

（L1，　L2）

（M1，　M2）

〈N1，　N2＞

（Ao，　Ax）

＊＃2．83b　（Bo，　Bx）

＊＃2．83c　（Co，　Cx＞

＊”2．83d　（Do，　Dx＞

＊＃2．83e　（Eo，　Ex）

＃5．　6　（Fx，　Fo）

アリとキリギリス

収入か余暇か

一生働くか

　宗教を信じるか
　「宗教心」大切か

　生活保護の考え方

他人のためか自分のためか

スキがあれば利用されるか

人は信用できるか

一他人を助ける

一共同体

一その日その日
一収入より手段

一孤独感

めんどうみる課長

注）＊印は国民性調査にない質問
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表25　Slの周りのクラスター（各国共通のもの）

Common －
り
乙
2
1
0
乙

W
W
L
M
N

nearly

com皿on

D2　（U．　S．A．　non）

Q2　〈Germany　non）
Eo　（U．　K．　nbn）

1　1　or　1　2　〈U．　S．　A．　non）

Ax　〈Japan　non）

表26　S1の周りのクラスター（国の特徴）

Japan　U．S．A．　U．K．　Germany　France

AZ
C2
Rl
Lx
Dx
Co
Fx
zz
Tota1

一
〇
〇
〇
一
一

〇
〇
〇
一
〇
〇

〇
〇
一
〇
一
一

0

4　5　3

○
○
○
一
〇
〇
5

o

○
一
〇
3

注》

○印は左の記号の回答
がS1クラスターtに入っ

ていることを示す

Only B2　Japan
Ul　　Ger皿any

E2　U．　X．

04　France
P4　France

X
1
1

B
G
H

u．　x．

France

France

一490一



表27　S2の周りのクラスター（各国共通のもの）

Com皿on W4
D6
E6
02
P2
Ql
Ll　M2　Nl
Lo
I3　or　4

Ao
Bo

Nearly

common
3
0
0
×
O
J
？
μ

A
D
F
C
C
R

（U．K．　Non）

（Japan　Non）

（U．S．A．　o　and　x）

（Germany　C　o）

（Framce　C　2）

（Japan　non）

表28　S2の周りのクラスター（国の特徴）

Japan　U．S．　A．　U．K．　Germany　France

B
U
V
K
G
H
Z

Only

9
々
　
　
　
9
白
ワ
上
り
乙

，
1
0
　
，，
　
，

1
　
　
　
　
　

1
1
1

　
2
0
乙
X

つ
」
　
，
　
，
　
，

　
1
1
0
1，2

3
9
右
l

W
F
Y

0
乙
X

　
，
1
1
1

1
0

り
ん
り
乙
0
乙

X

p
リ
ム
9
自
1

0

〈Japan）

（Ger皿any）

（Japan＞

1，2

1

1，2

0

2

2

1

Scatered

注）

数字は、左の記号の項目

でS2クラスターに入る
回答カテゴリーを示す
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表29 S1、　S2の共通の性格と国別の特色

Sl S2

共通の
　　　もの

money－oriented，　untrust，

lonely，

not　positive　social　attitude

not　anxious，　satisfied，

accomplishment　of’work，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

attachin9　1皿Portance　to　general

human　relations’，

Pos皇tive　social　attitude　and　life　style，

not　lonely（relational　life），

paternalistic　leader，　，not－money，一〇riented

各

国

一
」
↓

Japanese　somewhat　pessimistic　toward
　　　　　　　　　peace　of　皿ind，

　　　　　　　　　rationa1　attitude

B2，　Fx

Japanese　characteristics，

continue　to　work，

good　harmoney　in　interpersonal　relations

religious　mind　iraportant
　　　　　　　　．EU一．Z，　Vl，　Ko，　W3，　Yl，

　　　　　　　　旦⊥．2，鎧⊥2，皿，tZt．ユsl　2

　　　　　　　　non－existence　of　Do

固

有

American　particulary　no－characteristic

　　　　　　　　　　　　　Dx，　Co

non－existence　of　D2　and　11，2

particularly　no－characteristics

E」⊥2，B3，　eqLZ，旦⊥，．2，

旦⊥L2，玉LL2，燈L9，　z⊥2

の

も

の

English these　categories　shosu　isolate

or　deviate　personaiity

　　　　　　　　　E2，　Bx

non・一existence　of　Eo

perticularly　no－characteristics，

stereotyped　answer　in　interpersoRal

questions，

money　help　in　sociai　security
’is　to　be　enable　to　l　ive’，

　　　　　　　G1，　H1，　Z1，　］！Ll．，Z，　．K，一．．xo

　　　　　　　　　　non－existeRce　of　A3，　U　l

German more－money　oriented，

severe　ln　some　point

Ul，　Dx，　Fx，　Z2

non－existence　of　Q2

easy　going　life　style，

relatively　worm－hearted　in　interpersonal

relations　in　some　points，

money　help　in　social　security
’is　to　be　enable　to　l　ive’

　　　　　　　　　　　Co，　U2，　F2，　B2，　V2，

　　　　　　　　　　　G2，　H　2，　Z　l，　sKssu一￥x　O

French Unsatisfied，　　Unhelpfu且

relatively　cold－hearted　in　inter－

personal　re且ations　in　some　points，

severe　in　some　points
　　　　　　Co，　04，　P4，　Ax，

　　　　　　　GL　HL　Z2

money　help　in　sociat　security
　’is　to　be　enable　to　l　ive’

money　oriented　l　ife　style　and

　relatively　warm　hearted

in　interpersonal　relations　in　some　points
　　　　　　　　　　　　C2，　Ul，　Ko，　G2，　H2．

　　　　　　　　　　　　Z1，一V＝wl　2，旦⊥2

注）アンダーラインはその項目がS1，S2と独立である（両選択肢が一方に偏在する）ことを表す
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表30　国別回答率（％）

項目 回答 ドイツ　フランスイギリスアメリカ　日本

頭痛、偏頭痛

背中の痛み

いらいら

うつ状態

不眠症

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

あり

なし

その他・DK

あり

なし

その他・DK

あり

なし

その他・DK

あり

なし

その他・DK

あり

なし

その他・DK

ρ
0
3
1

0
n
O
1

4
【
U

Q
ソ
8
3

9
右
5
1

う
」
ρ
0

1
1
リ
ム

5
9
々
ワ
白

9
ん
ワ
8

7
「
ρ
0
7
「

7
9
0
1
Q
り
5
ρ
0

5
？
右
ー

ワ
々
ワ
「

8
9
3
3
6
1
6
0
2
6
2
3
9
9
2

35

U3

O
4
6
5
3
0
5
5
4
4
0
1
9
8
0
0
3
1
6
7
0

　
　
　
　
　
　
フ
フ
　
　
　
フ
　
　
ユ

36

U3

O
3
5
6
4
0
1
9
7
9
0
2
0
7
8
0
1
8
8
0
1

ρ
O
R
）
ρ
0

4
4
n
U

？
）
ρ
◎

8
7
「
0

7
「
－
∩
V

つ
J
ρ
0

ハ
5
n
U
n
O

O
Q
り
n
U

り
」
ρ
0

7
曜
ワ
臼
0

0
8
1

9
々
ワ
σ

Q
U
4
7
5

ρ
0
ワ
臼
O

1
8

9
9
1
1
8
1
7
2
1
5
3
1

21

V6

P
1
9
7
9
1
2
5
7
3
1
5
9
0
1

0
0
0
1

？
白
ρ
O
1

1
0
0

表31　症状にかかった率の男女差（男の比率一女の比率）

頭痛　背中の痛み　いらいちうつ状態　不眠症　合計　差の少ない順位

日本　　一14
アメリカ　　一14

イキ“リス　　　一13

フランス　　一11

ドイツ　　一15
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3．2　ヨーロッパ3力国における政治不信（制度不支持）

三宅　一郎

胆
　政治不信は汚職、党内抗争などの政治事件によってこう進ずる。　ヨーロッパ諸

国におけるこうした政治事件とその効果を個別的に取り上げ解説を加えるという
報告も有益であろうが、本報告では、政治不信こう進の根底にある民衆の政治的、

社会的、個人的態度を一般的に分析し、比較する。

データ

　この報告は意識調査データにもとつく実証的分析である。使用するデータは、

1987年に文部省科学研究費補助金により西ドイツ、フランス、イギリス三か国で

実施した「意識の国際比較」調査データである。有効ケース数は丁合1000。　（綜

計数理研究所、1992を参照）

政治…数内の制度　持次元

「意識の国際比較」調査には、多くはないが一連の政治的変数が含まれている。

政党支持は「支持方向」　「支持強度」　「政党制支持」の三次元からなると言われ

るが（田中、1993）、政治変数群も「党派性（保守革新）の方向」　「党派性の強度

（政治関心）」　「政治制度（システム）支持」の三次元を含むだろう。

　国別に政治変数を因子分析し、上述の三次元を析出したのが、表1である。イ
ギリス（UK）は第三因子、西ドイツ（FRG》とフランスは第二因子が制度支持にあたる。

上から第七変数の「○○の社会は根本的な変革が必要」から以下「○○の民主政

治の運営の仕方に満足」　「裁判制度はよく機能している」までの三変数に高い負

荷が与えられている。このほか「民主主義の評価」　「資本主義の評価」にもかな

り高い負荷が見られる（イギリスを除く）。現制度維持の次元である。

政治不信の指標と説明変数

　制度支持の次元の中核と見られる「民主政治の運営に満足」と「司法制度の機

能評価」の二変数から指標を作り、これを政治不信の指標とする。制度支持と政

治不信（信頼）はそれぞれ政治シニシズムの次元をなし（三宅、1986）、その意蒙

で相互に独立である。制度支持を政治信頼にあてるのは、概念が極度に混乱して

いるこの領域で、一層概念の混乱をもたらすと批判されよう。だが、諸次元をそ

れぞれ代表するデータを持たないので、本報告ではいたしかたない。

　この「政治不信」の指標を説明する変数として先ず挙げられるのは、制度支持

次元上に比較的高い負荷を持つ政治変数である。政党についての感情温度計尺度

にも、多少の負荷が見られる。第1次元である党派性をコントロールする意味も
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あって、党派性の尺度も取り上げる。政治的、イデオロギー的対立を代表する政

治変数のほか、政治変数の基底にある社会亀裂を示す変数、　「主観的社会階層帰

属」　「社会的価値観」これと関連する「宗教観」のような社会変数を取り上げる

必要がある（筆者は以前、政府信頼を亀裂構造との関連で説明しようとしたこと

がある：Miyake，1982）。さらには、政治についての悲観的（楽観的）な見方は、

社会の技術進歩と人間性についての悲観的（楽観的）見解に支えられているかも

しれない。これらの変数をも付け加える。

　説明変数は次の通りである。尺度の作り方については、補遺を参照。

党派性（因子スコア尺度）、社会変革の必要性、民主主義評価、資本主義評価

主観的社会階層帰属（因子スコア尺度）、社会的価値志向尺度、宗教観、

技術進歩観尺度、人間信頼尺度。

政治不信を被説明変数とする重回帰分析

　政治不信を被説明変数とし、上記の9変’数を説明変数とする重回帰分析の結果が

表3である（参考のため相関行列を表2に掲載）。説明率（R自乗）は25％一32％で

意識調査データとしてはまずまずの値である。

　　「社会変革の重要性」はどの国でも最も説明力の高い変数である（日本は例外）。

「主観的社会階層」　「技術進歩観」がこれに続く。その他の変数の効果は国によ

り多少の違いがある。

（イギリス）　「民主主義評価」　「資本主義評価」などイデオロギー的な変数の働

きが低い。ここでは「党派性」の効果がかなり見られるが、　「党派性」と民主主

義評価、資本主義評価の相関が相対的に高いからであろう。

（フランス）イギリスと対局をなすのがフランスで、イギリスで効果がなかった

民主主義評価、資本主義評価、宗教観の重要性が高く、　「党派性」は説明力を持

たない。　「党派性」は右一左を代表する尺度で、政権党が社会党であるフランス

では政治不信尺度との関連がないからである（表4参照）。

（ドイツ）　ドイツでは「社会価値志向」の効果が比較的高く、　「人間信頼」か低

い。　ドイツは日本と同様、社会的価値志向による政治的亀裂の激しい社会で、政

治変数とともに、社会レベルの変数の働きが目立つ理由であろう。

まとめ

政党制、政権党の性格、政治亀裂の違いにより、国別に説明変数に違いが現れる

が、現政治体制にたいする態度、主観的社会階層、社会価値志向、宗教など社会

亀裂を代表する変数のほかに、技術進歩について楽観的か悲観的か、人間信頼観

も関連があることが明きらかとなった。

　なお、日本とアメリカの分析結果をもつけ加えておこう。日本では社会変革の

必要性のウエイトが低く、党派性のそれが高い。アメリカでは党派性と資本主義

評価が政治信頼と関連がない。
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雌Almond　G．　＆　S．　Verba　1963　Civic　Culture．　Princeton　University　Press．Miyake，　lchiro　1982　’Trust　in　Government　and　Political　Cleavages’
gD1．g一！！．s．1！一i－E一！Lao　u　s　h　s　h　a　H　o　u　a　k　u　N　O．171－2，

三宅一郎　1986　「政党支持と政治シニシズム」　綿貫譲治ほか、日本人の選挙

行動、東京大学出版会

田中愛治　1993

統計数理研究所　1992　試織の国際比較方法論の研究：5か国調査共通ファイル

コードブック　統計数理研究所研究リポート72

尺度構成：

党派制尺度（因子スコア）

　政治イデオロギー（面一右）（Q65）

　社会主義についてどう思うか（Q67－3）

　左右を代表する主要政党の感情温度計尺度（Q75）

主観的社会階層（因子スコア）

　日本人全体の生活水準はこの十年間でよくなったか（Q1）

　あなたの生活水準はこの十年間でよくなったか（Q2）

　日本社会全体を5層に分けるとお宅はどれにはいるか（Q16）

　お宅の付近の生活環境に満足しているか（Q23）

人間信頼（因子スコア）

　たいていの人は他人の役にたとうとしているか、自分のことだけに気を配って
　いるか（Q51）

　他人はスキがあればあなたを利用しようとしていると思うかどうか（Q52）

　たいていの人は信頼できるか、用心するにこしたことはないか（Q53）

　たいていの人は他人を助けるたあに多少の努力をすることができる（Q54－1）

　結びつきのつよい地域社会に自分が属していると思う（Q54－2）

社会価値志向

　物質主義一脱物質主義（lnglehartの4点尺度に近い）（Q8）

　離婚はすべきでない一合意があればいっしてもよい（Q38）

　家事や子供の世話は女性の仕事一両性で公平に分担すべき（Q39）

技術進歩観

　情報化による日常生活の変化は好ましいがどうか（Q56）

　戦争の危険に不安を感じるか（Q9－4）

　経済・社会問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される（Q57－3）
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や1
Rotated　Factor　Matrix：

UK
FACTOR　1 FACTOR　2 FACTOR　3

イデオロギー
民主主義はよいか
資本主義はよいか
社会主義はよいか
保守党
労働党
社会変革の必要性
民主主義の運営
司法制度の運営
政治関心度
政治の個人的重要性
政党支持度

．73453
一．　10007

一．　40229

．74395

．75862
一．　80691

．23926
一一 D　21797

．02491

．00808

一一 D　05300

一．　04141

一．　18645

．43284

．27781

．18379

一．12409

一．　02796

．05648

．03761

一．　OOO20

．86083

一．　81360

．58182

一．　23046

．25303

．33876

．10398
一．　36856

．14391
一．　66767

．72592

．75532

＝　OOO72

．07932
一．　03957

Pct　of　Var

27．9

17．0

10．6

FGR

イデオロギー
民主主義はよいか
資本主義はよいか
社会主義はよいか
CDU，　CSU

SPD

DIE　GRUNEN

社会変革の必要性
民主主義の運営
司法制度の運営
政治関心度
政治の個人的重要性
政党支持度

FACTOR　1

．77804

．06035

一．27642

．54037

．70102

一．73963

一．66529
　　　カ．19586

一．27699

一．19341

．06393

．04521

．14856

FACTOR　2

一．　25584

．43371

．43582

一．　17118

一．　36096

一．　26450

．27656

一．　52588

．72932

．71309
一．　04239

．18482

．31565

FACTOR　3

．01787
一．　00521

．03538

．18300
一．　06569

．03582
一．　11322

．09353

一．06506　Pct　of　Var

．05077

．85422　26．9
一．81397　12．7

．47287　10．6

FRANCE FACTOR　1 FACTOR　2 FACTOR　3

イデオロギー
民主主義はよいか
資本主義はよいか
社会主義はよいか
COMUNISTE
SOCIALISTE
U．　D．　F

R．　P．　R

祉会変革の必嬰性
民主主義の運営
司法制度の運僧
政治関心度
政治の個人的〔R要性
政党支持度

．81236

．10013
一．　42969

．72086
一．　60366

一．　74190

．78925

．75564

．11066
一．　08108

一．　09935

．03789
一．　00482

．　13　7　11

一．　00257

．47440

．39150

．17663

．14390

一，　19336

一．　26845

一・@．　28296

一．　69079

．75577

．66446

．12808

一・ D07909
一．　04　or　7　s

．09661

．16887

．14756

．15788
一．　08374

一．　20371

一．　09016

一．　05243

．15968

．06417

．03824

．84575
一．　79587

．64298

Pcし　or　Var

26．9

t6．8

10．6
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COrrelali〔川： 恒
UK

政治伯頼党派性　　社会変ノlt民並主義資木主義生漏｝呈度祉会価値技術進歩人n口侭頼宗教1霞翼

政治僑頼度　　1．000　　　一，316

S’t　’VR　ttll　一，　316　i．　O　O　O

宰上会変llsc　　　　一．367　　　　　．339

民主主義　　　．122　　一．161
資；オ」こ三｝三義　　　　　●208　　　　一，373

生括程度　　．309　　一一．350
ネ上会｛trri　ttr〔　　　　　．167　　　　一．225

技術進歩　　　．100　　．049
人間信頼度　　．259　　一．012

宗教1な要性　一．103　　．062

一．367　，122　．208　．309
．339　一．161　一．373　一．350
LOOO　一．　194　一．　277　一一．306

一．　194　1．　000　，204　，106
一一 D　277　．204　1．　000　．168
一．306　．106　．168　1．000
一．　113　一．　037　．054　．089

．061　一一．038　一．038　．042

一．174　．126　．068　．205
一．　045　一．　013　．017　一．　043

．167　．100　．259　一一．103
一．　225　．049　・一．　012　．062

一．113　．061　一．174　・一．045
一．　037　一，　038　．126　・一．　013

．054　一．　038　．068　．017
．089　．042　．205　一．043
LOOO　＝084　．084　一．　186
一．　084　1．　000　．056　一．　088

．084　．056　1．　000　一．　165
一．　186　一一．　088　一．　165　1．　OoO

FRG

政治信頼党派性　　社会変革民主主義資本主義生活面度社会価値技術進歩人間信頼宗教重要

政治信頼度　　1．000

党派性　　　一．364
社会変革　　一．　315

民主主義　　　．149
資本主義　　　．303
生活程度　　　．281

社会価値　　　．256
技術進歩　　　．312
人間信頼度　　．097

宗教重要性　一．207

一一 D　364

1．　000

．257

一．123

一．　289

一．　212

一．　397

一．　242

一．　004

．309

一一 D315　．149　．303　．281
．257　一．123　一．289　一．212
1．000　一．179　一．132　一．045

一．　179　LOOO　．131　＝004
一．　132　．131　LOOO　．155
一．　045　一．　004　．155　1．　000
一一 D　116　一．　075　．104　．116
一一 D138　．067　．259　．233
．077　．057　．084　．060
．091　．019　一．　117　一．　109

．256　．312　．097　一．　207
一．　397　一．　242　一．　004　．309

一一 D　116　一．　138　．077　．091

一．　075　．067　．057　．019
．104　．259　．084　一一．117
．116　．233　．060　一．109
1．　000　．106　．055　一．　393
．106　1．　000　．139　一一．　094

．055　．139　LOOO　一．　069
一．393　一．094　一．069　1．000

FRANCE

政治信頼度
党派性

社会変革
民主主義
資木主義

生活程度
社会価値

技術進歩

人悶信頼度
宗教重要性

政治信頼党派性　　社会変革民主主義資本主義生活程度社会価値技術進歩人間信頼宗教画要

1．000

一．168

一．404

．282

．273

．283

．091

．204

．228

一．154

一．　168

1．　000

．174

．037

一．　322

一一 D　138

一．　236

一．　057

．069

．218

・一 D　404

．174

1．000

一．166

一．　230

一．　251

一．007

一．156

一．123

一．002

．282

．037

一．166

1．000

．132

．076

一．064

．039

．018

．073

．273

一．　322

一．230

．132

1．　000

．147

．033

．144

．013

一．046

．283

一．138

一．251

．076

．147

1．000

，020

，178

，151

一．056

．091

一．236

一．007

一．064

．033

．020

1．　000

一．　007

・一 D　003

一．240

．204

一．　057

一．156

．039

．144

．178

一．007

1．　000

．i55

．055

．228

．069

一．123

．018

．013

．151

一．　003

．155

1．　000

一．　080

一．154

．218

一．002

．073

一．　046

一．　056

一．　240

．055

一．080

1．　000
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寺3
MULTIPLE REGRESSION

UK
B

宗教重要性　一．02182

民主主義　　　．02413

技術進歩　　　．06180

生活程度　　　。11905

社会価値　　　．04274

資本主義　　　．06450

人間信頼度　　．15470

社会変革　　一．31805

党派性　　　一．14251

（Constant）　．68258

SE　B

．01651

．05985

．01898

．03577

．01920

．04642

．03383

．05323

．03737

．20425

Beta

一．　04683

．01432

．11243

．12615

．07994

．05230

．16484
一．　22928

一．　15506

T　Sig　T

一L322　．1867
　．403　．6870

　3．256　．0012

　3．329　．0009

　2．226　．0264

　L390　．1651
　4．573　．0000

－5．974　．0000

－3．813　．0002

　3．342　．0009

Multiple　R

R　Square

Adjusted　R　Square
Standard　Error

F＝ 24．　63640

N　of　Cases　＝

．50667

．25671

．24629

．81888

652

FRG

宗教重要性
民主主義
人間信頼度
生活程度
社会変革

資本主義
技術進歩
社会価値
党派性
（Constant）

B

．02822

．20790

．06213

．16998

．39171

．19531

．07557

．05959

．11958

．50994

SE　B

．01832

．08944

．03490

．03318

．06142

．04569

．01718

．01891

．03470

．23713

Beta

一．　05279

．07455

．　05627

．16582
一．　20847

．14228

．i4696

．11267
一．　12798

T　Sig　T

一L540　．1239
　2．324　．0204

　1．780　．0755

　5．123　．0000

－6．377　．0000

　4．275　．0000

　4．399　．0000

　3．152　．0017

－3．446　，OOO6

　2．150　．0318

Multiple　R
R　Square
Adjusted　R　Square

Standard　Error

　　F　＝　35．　37757

N　of　Cases　＝

．55135

．30399

．29540

．84218

739

FRANCE

宗教重要性
社会変革
人間信頼度
民主主義

技術進歩

祉会価値
狡木主義
生活程度

党派性

（Constant）

B

一．　06300

一．　39771

．14627

．39827

．05329

．03105

．17971

．12867

一．　03254

．18821

SE　B

．01545

．04842

．03088

．05597

．01749

．01680

．04540

．03179

．03278

．18718

Beta

一．　12929

一．　26616

．14723

．21936

．09510

．05835

．12963

．12863

一．　03350

T　Sig　T

一4．077

－8．214

4．　737

7．　116

3．047

1．849

3，958

4．048

一．993

1．　006

．OOOI

．oooo

．oooo

．oooo

．0024

．0649

．OOOI

．OOOI

．3212

．3150

Multiple　R　．57004
R　Square　．32495
Adjusted　R　Square　．31685

Standard　Error　．82843
　　　F＝　40．　11428

　　　　　　N　of　Cases　＝　760
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勧 Summaries　of
By　levels　of

SYSTEM　AFFECT　ZSCORE
＃8．7　POLITICAL　PARTY

1
2
3
4
5
6
7
8
9

UK

CONSERVATIVE
LABOUR
LIBERAL
NATIONALIST
ECOLOGY
SDP
ALLIANCE
OTHER

NO　PARTY

　　　　　　Mean

　．0072270

一．　3140095

　．2663139

　．　0072270

　．3500214

　．2512088

　．0079777

一．　3021419

　．　8440846

　．3010041

　　Std　Dev

　．9959821

　．8183256

1．　0759729

　．　8806371

1．　0720796

1．　3691880

　e7989688
　．8374172

1．　0977926

1．　0898491

　　　　　　　　F

　　　10．9615

Cases

　　972

　　393

　　　314

　　　　81

　　　　　8

　　　　　5

　　　　26

　　　　10

　　　　　8

　　　127

　　Sig．

．oooo

8
1
2
3
4
5
6
7

FGR

NONE
CDU，　CSU

SPD
F．　D．　P．

NPD
DKP

DIE　GRUNEN
OTHER

　　　　　　　Mean

　　．0473195

　　．1337800

　一．　5100491

　　．　0301041

　一．　5184888

－2．　2289375

　1．　9402811

　　．　9396686

　2e　0946966

　　Std　Dev

1．　0078566

　．9811185

　．8008268

　．9793184

　．7268009

．ooooooo

　．6551295

1．　0095573

　．5349110

　　　　　　　F

　　17．　3824

Cases

　　　985

　　　578

　　　152

　　　162

　　　　26

　　　　　1

　　　　　2

　　　　50

　　　　　3

Sig．

．oooo

1
2
3
4
5
6
7
8

FRANCE

COMUNISTE
SOCIALISTE
ECOLOGISTE
U．D．F

R．P．R

FRONT　NATIONAL
OTUER
NO　PARTY

　　　　　　Mean

一．　O112368

　．6553985

　．0849001

　．3508976

　．5394385

　．3421782

　．4697899

一．　0993789

　．1130372

　　Std　Dev

　．9940236

　．8892736

　．　9393080

1．　0657135

　．8605502

　．8588004

1．　0501136

　．8590246

　．9980268

　　　　　　　　F

　　　13e　7976

Cases

　　　947

　　　　54

　　　300

　　　　91

　　　　89

　　　130

　　　　29

　　　　11

　　　243

　　Sig．

．oooo

500



3．3　イタリアとオランダの宗教による意見差の比較

佐々木正道

　イタリアとオランダのそれぞれの質問項目に対する宗教による意見差の比較は、

2ヶ国で調査した回答者の一番と二番に頻度の多い教派の間、または無宗教の頻

度の多い場合は、一番に頻度の多い教派と無宗教の間、さらに各教派の頻度が少

ない場合は一，二番に頻度の教派を合わせたものと無宗教の間で行われた。その

結果イタリアの場合は、カソリックと無宗教の比較、そしてオランダの場合は、

カソリックとプロテスタントを合わせ、新旧教派とし、無宗教との比較を行った。

さらにオランダにおいては、プロテスタントとカソリックを合わせ50％近くあっ

たので、それらを分けて比較を行った。以下、質問項目順に述べる。

　問1　自国民全体の生活水準は、この10年間でどう変わったと思いますか。

　イタリアにおいてはカソリックと無宗教との間に有意差がみられなかった。オ

ランダにおいても新旧教派と無宗教との間に有意差がみられなかった。なおオラ

ンダたおいては、新旧教派をさらにプロテスタントとカソリックに分け比較して

みたが、特に有意差はみられなかった。

　問2　あなたの生活水準はこの10年間でどう変わりましたか。

イタリアとオランダにおいてそれぞれカソリックと無宗教そして新旧教派と無宗

教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさらに

プロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられなかっ
た。

　問3　これから先の5年間に、あなたの生活状態はよくなると思いますか、そ

　　　　れとも悪くなると思いますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　間4　これから先、ひとびとは幸福になれると思いますか、それとも不幸にな

　　　　ると思いますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差が、みられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派を

さらにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられ

なかった。
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　問5　これから先、心の安らかさは、ますと思いますか、それともへると思い

　　　　ますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問6　では、人間の自由はふえると思いますか、それともへると思いますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問7　これから先、人間の健康の面はよくなってゆくと思いますか、それとも

　　　　わるくなってゆくと思いますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問8　自国の向こう10年から15年間の重視する国家目標として

イタリアでは、　“重要な政策を決める時、人々にもっと発言させること”と“言

論の自由を守ること”がカソリックより無宗教に多く、逆に“物価の上昇をくい

とめること”が無宗教よりカソリックに多く有意差がみられた。オランダでは“

国家の秩序を維持すること”が無宗教よb新旧教派に多く有意差がみられた。

逆に“言論の自由を守ること”が新旧教派より無宗教に多く有意差がみられ、イ

タリアと類似の結果となった。なおオランダにおいては、新旧教派をさらにプロ

テスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられなかった。

　問9　ときどき自分自身のことや家族のことで不安になることがあると思いま

　　　　すか。

　「重い病気の不安」、　「交通事故」、　「失業」と「戦争」についてはイタリアと

オランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と無宗教の間

に有意差はみられなかったが「原子力施設の事故」についてはイタリアにおいて

“少しは感じる”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。なおオラ

ンダにおいては、新旧教派をさらにプロテスタントとカソリックに分け比較して

みたが、特に有意差はみられなかった。

問11　あなたはどちらかといえば、普通より先祖を尊ぶ方ですか、それとも
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　　　　　普通より尊ばない方ですか。

イタリアにおいては、　“普通より尊ばない方”がカソリックより無宗教に多く、

有意差がみられた。オランダでは“普通より尊ぶ方”が無宗教より新旧教派に多

く、有意差がみられた。なおオランダにおいては、新旧教派をさらにプロテスタ

ントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられなかった。

　問12　子供がないときは、血のつながりがない他人の子供を養子にとって家

　　　　　をつがせた方がよいと思いますか、それとも、つがせる必要はないと

　　　　　思いますか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問13　現在、一般的な家庭にとって望ましい子供の数は何人だと思いますか。

イタリアにおいては、0人がカソリックより無宗教に多く、逆に3人が無宗教よ

りカソリックに多く、それぞれ有意差がみられた。オランダにおいては4人が無

宗教より新旧教派に多く、有意差がみられた。しかし新旧両教派の間には有意差

がみられなかった。

　問14　ここ1ヵ月の病気に関する悩みとしてあげた、a）頭痛、偏頭痛　b）

背中の痛み　c）いらいら　d）うつ状態　e）不眠症　については、イタリア

とオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と無宗教の

間に有意差はみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさらにプロ

テスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられなかった。

　問15　あなたの同じ年の人と比べて、あなたの健康状態はいかがですか。

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問16　回答者の社会的階層意識についてイタリアとオランダにおいて、それ

ぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と無宗教の間に有意差はみられなかっ

た。なおオランダにおいては、新旧教派をさらにプロテスタントとカソリックに

分け比較してみたが、特に有意差はみられなかった。

　問17　収入と余暇のいずれが好ましいか。

イタリアにおいては、カソリックと無宗教の間に有意差がみられなかった。オラ

ンダにおいては、新旧教派と無宗教の間に有意差がみられなかったものの、プロ
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テスタントとカソリックの間には有意差がみられ、　“収入が増えること”がプロ

テスタントよりカソリックの方に多く、有意差がみられた。

　問18　一生働くかについて
イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問19　お金か仕事かについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。なおオランダにおいては、新旧教派をさ

らにプロテスタントとカソリックに分け比較してみたが、特に有意差はみられな

かった。

　問20　就職の第1の条件として
イタリアにおいて“倒産や失業の恐れがない仕事”が無宗教よりカソリックに多

く、有意差がみられた。逆に“やりとげたいという感じがもてる仕事”がカソリ

ックより無宗教に多く、有意差がみられた。オランダにおいては、新旧教派と無

宗教の間、そして新旧教派をプロテスタントとカソリックに分けた場合でもその

間において有意差がみられなかった。

　問21　仕事と個人生活や家庭生活とのコンフリクトについて

イタリアにおいて“ある”が、カソリックの方が無宗教より多く、有意差がみら

れた。オランダにおいては新旧教派と無宗教の間、そして新旧教派をプロテスタ

ントとカソリックに分けた場合でもその間で有意差はみられなかった。

　問22　くらし方について

イタリアにおいて、　“自分の一身のことを考えずに社会のためにすべてを捧げて

くらすこと”が無宗教よりカソリックに多く、有意差がみられた。同様にオラン

ダにおいてもこの項目が無宗教より新旧教派に多く、しかも新旧教派の中でもカ

ソリックよりプロテスタントに多く、それぞれ有意差がみられた。

　問23　生活環境の満足度について

イタリアにおいては“満足していない”がカソリックより無宗教に多く、オラン

ダにおいては“満足している”が無宗教より新旧教派に多く、それぞれ有意差が

みられた。なおオランダの新旧教派をプロテスタントとカソリックに分けた場合

にはその間で有意差はみられなかった。
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　問24　近所の治安について

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。なおオランダの新旧教派をプロテスタン

トとカソリックに分けた場合にはその間で有意差はみられなかった。

　問25　アリとキリギリスの話について

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。なおオランダの新旧教派をプロテスタン

トとカソリックに分けた場合にはその間で有意差はみられなかった。

　問27　生活領域の重要性について
イタリアにおいて、　「家族や子供」に関し、　“やや重要”がカソリックより無宗

教に多く、　“重要”が逆に無宗教よりカソリックに多く、有意差がみられた。オ

ランダにおいては新旧教派と無宗教の間に有意差がみられなかった。　「職業や仕

事」、　「自由になる時間とくつろぎ」、　「友人、知人」については2力国とも、

それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と無宗教の間に有意差がみられな

かった。

次に「両親、兄弟、姉妹、親戚」については、イタリアにおいて、　“どちらとも

いえない”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。オランダにおい

てもイタリアと同様“どちらともいえない”が新旧教派より無宗教に多く、有意

差がみられた。なおオランダの新旧教派をプロテスタントとカソリックに分けた

場合にはその間で、有意差がみられなかった。

次に「宗教」については、当然予想されることであるがイタリアにおいて“重要

でない”と“あまり重要でない”がカソリックより無宗教に多く、逆に“やや重

要”と“重要”が無宗教よりカソリックに多く、有意差がみられた。オランダに

ついてもイタリアと同様のことが新旧教派と無宗教の間にみられたが、　“どちら

ともいえない”が無宗教より新旧教派に多く、有意差がみられたことは意外であ

った。なおオランダにおいて新旧教派をプロテスタントとカソリックに分けた場

合“重要”がカソリックよりプロテスタントに2倍弱多く、有意差がみられた。

最後に「政治」については、イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリック

と無宗教、そして新旧教派と無宗教の間に、さらにオランダの新旧教派の中でも

プロテスタントとカソリックの間に有意差がみられなかった。

　問28　家族への満足度について

イタリアにおいては、　“満足”が無宗教よりカソリックに多く“どちらともいえ

ない”と“不満”が逆にカソリックより無宗教に多く、それぞれ有意差がみられ

た。オランダにおいては新旧教派と無宗教、そして新旧教派の中でもプロテスタ

ントとカソリックの間において有意差がみられなかった。

問29の今の生活への満足度についてと問30の人の成功には個人の才能や努
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力か、それとも運やチャンスかについて、さらに問31の生活保護の考え方につ

いては、イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新

旧教派と無宗教の間に、有意差はみられなかった。さらにオランダにおいて新旧

教派をプロテスタントとカソリックに分けた場合その間に有意差はみられなかっ
た。

　問32　科学や技術の発展によって、人間らしさがなくなっていくという考え

　　　　　方について

イタリアにおいては、カソリックと無宗教の間に有意差がみられなかった。オラ

ンダにおいては、　“賛成”が無宗教より新旧教派に多く、　“反対”は逆に新旧教

派より無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。なおオランダにおいて新旧教

派をプロテスタントとカソリックに分けた場合には、その間に有意差がみられな

かった。

　問33　子供に「金は大切」と教えることについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。さらにオランダにおいて新旧教派をプロ

テスタントとカソリックに分けた場合その間に有意差はみられなかった。

　問34　政治をすぐれた政治家にまかせる方がよいかについて

イタリアにおいて、　“賛成”が無宗教よりカソリックに多く、逆に“反対”はカ

ソリックより無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。オランダにおいては、

“反対”が新旧教派より無宗教に多く、逆に“いちがいにはいえない”が無宗教

より新旧教派に多く、それぞれ有意差がみられた。なおオランダにおいては、新

旧教派をプロテスタントとカソリックに分けた場合にはその間に有意差はみられ

なかった。

　問35　自分の考えをおし通すべきか、それとも世間の慣習に従うべきかにつ

いて

イタリアにおいて、　“おし通せ”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみら

れた。オランダにおいては新旧教派と無宗教の間、さらにプロテスタントとカソ

リックの間に有意差がみられなかった。

　問36　世の中が機械化しても、心の豊かさ（人間らしさ）はへらないかにっ

　　　　　いて

イタリアとオランダにおいてそれぞれ、カソリックと無宗教そして新旧教派と無

宗教の間に有意差がみられなかった。さらにオランダにおいては、プロテスタン

トとカソリックの間に有意差がみられなかった。

問37　家庭はくつろぐただ1っの場所かについて
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イタリアにおいて、　“そう思う”が無宗教よりカソリックに多く、逆に“そうは

思わない”がカソリックより無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。オラン

ダにおいてはイタリアと同様、　“そう思う”が無宗教より新旧教派に多く、逆に

“そうは思わない”が新旧教派より無宗教に多く有意差がみられた。なお、オラ

ンダにおいてプロテスタントとカソリックの問においては、有意差はみられなか
った。

　問38　離婚はすべきかについて

イタリアにおいては、　“離婚はすべきでない”が無宗教よりカソリックに多いも

のの“ひどい場合には、離婚してもよい”も無宗教よりカソリックに多く、有意

差がみられた。逆に、　“二人の合意さえあれば、いっ離婚してもよい”がカソリ

ックより無宗教に多く、有意差がみられた。オランダにおいても“離婚はすべき

ではない”が無宗教より新旧教派に多く逆に“二人の合意さえあれば、いっ離婚

してもよい”が新旧教派より無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。なおオ

ランダにおいてプロテスタントとカソリックの間においては、有意差はみられな

かった。

　問39　家事や子供の世話について

イタリアにおいては、カソリックと無宗教の間に有意差はみられなかった。オラ

ンダにおいては、　“すべては女性の仕事である”と“いくつかは女性の仕事であ

る”が無宗教より新旧教派に多く“すべての仕事は男性、女性の区別なくやるべ

きだ”が逆に新旧教派より無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。なお、オ

ランダにおいてはプロテスタントとカソリックの間には有意差がみられなかった。

　問40　先生が何か悪いことをしたのを親が知った場合、子供に対してどうい

　　　　　うかについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタン

トとカソリックの間に、有意差がみられなかった。

　問41　恩人が危篤の場合に、すぐ故郷に帰るか、それとも大事な会議に出

　　　　　席するかについて

イタリアにおいては“故郷のことが気になっていても、大事な会議に出席する”

がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。オランダにおいては、それ

ぞれ新旧教派と無宗教の間、そしてプロテスタントとカソリックの間に有意差が

みられなかった。

　問42　それでは親が危篤の場合に、すぐ故郷へ帰るか、それとも大事な会議

　　　　　に出席するかについて

イタリアにおいて、カソリックと無宗教の間に有意差がみられなかった。オラン
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ダにおいては、　“なにをおいても、すぐ故郷に帰る”が無宗教より新旧教派に多

く、有意差がみられた。なおオランダにおいては、プロテスタントとカソリック

の間には、有意差がみられなかった。

　問43の自然と人間との関係についてと、問44の国と個人の幸福については

イタリアとオランダにおいてそれぞれカソリックと無宗教、そして新旧教派と無

宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタント

とカソリックの間に有意差がみられなかった。

　問45－aの親孝行をすることは大切についてと問45－bの恩返しをするこ
　　　　　　とは大切について

イタリアとオランダにおいて“大切”がそれぞれ無宗教よりカソリックに、そし

て無宗教より新旧教派に多く、有意差がみられた。なおオランダにおいて、プロ

テスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問45－c個人の権利を尊重することは大切について

イタリアにおいて“大切”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。

オランダにおいては、新旧教派と無宗教の間とプロテスタントとカソリックの間

のいずれにおいても有意差はみられなかった。

　問45－d自由を尊重することは大切について

イタリアにおいてはカソリックと無宗教の間に有意差はみられなかった。オラン

ダにおいては“大切”が新旧教派より無宗教に多く、有意差がみられた。なおオ

ランダにおいて、プロテスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問46　他人との仲か仕事：かについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と新旧教派と無

宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタント

とカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問47　物事を決定する時一定の原則に従うことに重点をおく人と、他人の調

　　　　　和をはかることに重点をおく人とではどちらが好きかについて

イタリアにおいては、カソリックと無宗教との間に有意差はみられなかった。オ

ランダにおいては、新旧教派と無宗教との間に有意差がみられなかったが、新旧

教派の中では“まるくおさめることに重点をおく”がプロテスタントよりカソリ

ックに多く、有意差がみられた。

　問48の新入社員を1人採用する時に、入社試験で一番できた人と親戚とでは

どちらを採用するかについて、問49の新入社員を1人採用する時に、入社試験

で一番できた人と昔世話になった入の子供とではどちらを採用するかについて、
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問50の使われるとしたら、規則を重視する課長と、めんどうをよく見る課長と

ではどちらがよいかについて、問51のたいていの人は他人の役にたとうとして

いるか、それとも自分のことだけを考えているかについて、問52の他人は機会

があれば利用しようとしているかについて、最後に問53のたいていの人は信頼

できるかについての4問についてイタリアとオランダにおいては、それぞれカソ

リックと無宗教そして新旧教派と無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオ

ランダにおいてはこの4問についてプロテスタントとカソリックの間に有意差が

みられなかった。

　問54　現代生活の個人の態度に関する意見について

“たいていの人は、他人を助けるために多少の努力をすることができる”につい

てイタリアにおいて“反対”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。

オランダにおいてはそれぞれ新旧教派と無宗教の間、そしてプロテスタントとカ

ソリックの間に有意差がみられなかった。

　次に“結びつきの強い地域社会に自分は属していると思う”について、イタリ

アにおいて“反対”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられた。オラン

ダにおいては“賛成”が無宗教より新旧教派に多く、有意差がみられた。

　次に“今日人は明日のことを心配しないでその日その日を生きざるを得ない”

についてと“収入を得るための手段の方が、得られる収入よりも大切である”と

さらに“現代は、自分も含めて、入々は孤独で他人から切り離されていると感じ

ることが多い”については、イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリック

と無宗教の間、そして新旧教派と無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオ

ランダにおいてもプロテスタントとカソリックの間に有意差がみられなかった。

　問55の科学上の発見とその利用は、日常生活に役立っかについて、と問56

のコンピューター社会は望ましいかについて

イタリアとオランダにおいては、それぞれカソリックと無宗教の間そして新旧教

派と無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいてもプロテスタ

ントとカソリックの間に有意差がみられなかった。

　問57　科学技術の発展について

a“ a気の中には近代医学とは別の方法で治療したほうがよいものもある”　b“

科学技術が発展すればいっかは人間の心の中までも解明できる”の2項目につい

てはイタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教そして新旧教派

と無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいても、プロテスタ

ントとカソリックの間に有意差がみられなかった。　c“今日我々が直面している

経済的、社会的問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される”の項目に関

し、イタリアにおいて“反対”がカソリックより無宗教に多く、有意差がみられ

た。オランダにおいては新旧教派と無宗教の間、そしてプロテスタントとカソリ

ックの間のそれぞれに有意差がみられなかった。
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　問58　今後25年の間に実現することについて

a“ ｴ子力廃棄物の安全な処理方法”　b“ガンの治療方法の解明”　c“老人性

痴呆症の治療方法の解明”そしてd“宇宙ステーションの生活”について、イタ

リアとオランダにおいては、それぞれカソリックと無宗教そして新旧教派と無宗

教の間には有意差がみられなかった。なおオランダにおいてはプロテスタントと

カソリックの問に有意差がみられなかった。

　問59省エネルギーは重要かについてと問60環境の保護の重要性について

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教そして新旧教派と無

宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタント

とカソリックの間に有意差がみられなかった。

　問63　「宗教心は大切か」について

当然のことであるがイタリアにおいて“大切”が無宗教よりカソリックに2倍弱

と多く、逆に“大切でない”がカソリックより無宗教に7．5倍も多く、それぞれ有

意差がみられた。オランダにおいて、　“大切”が無宗教より新旧教派に3倍強と

多く、逆に“大切でない”がカソリックより無宗教に3倍弱も多く、それぞれ有

意差がみられた。なおオランダにおいては、　“大切”がカソリックよりプロテス

タントに多く、逆に“大切でない”がプロテスタントよりカソリックに多く、有

意差がみられた。

　問64　宗教にはいろいろあるがけっきょくは同じものについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と、新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、　“賛成”がプ

ロテスタントよりカソリックに多く、逆に“反対”がカソリックよりプロテスタ

ントに多く、それぞれ有意差がみられた。

　問65　革新か保守かについて

イタリアにおいては“革新”がカソリックより無宗教に多く、逆に“革新と保守

の中間”が無宗教よりカソリックに多く、それぞれ有意差がみられた。オランダ

においては、イタリアと同様に“革新”が新旧教派より無宗教に多いものの逆に

“保守”が無宗教より新旧教派に多く、それぞれ有意差がみられた。なおオラン

ダにおいては、プロテスタントとカソリヅクの間に有意差はみられなかった。

　問66　政治への関心について

イタリアにおいては、　“非常に関心がある”と“まあまあ関心がある”がカソリ

ックより無宗教に2倍と多く、逆に“全く関心がない”が無宗教よりカソリック

に2倍と多く、それぞれ有意差がみられた。オランダにおいては、新旧教派と無

宗教の間、そしてプロテスタントとカソリックの間において有意差がみられなか
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つた。

　問67－aの「民主主義」をよいと思うかについてと問67－bの「資本主義」

をよいと思うかについては、イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリック

と無宗教の間と、新旧教派と無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオラン

ダにおいては、プロテスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問67－c「社会主義」をよいと思うかについて

イタリアにおいて、カソリックと無宗教の間に有意差がみられなかった。

オランダにおいては、　“よい”が新旧教派より無宗教に多く、逆に“よくない”

が無宗教より新旧教派に多く、有意差がみられた。なおオランダにおいては、プ

ロテスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問67－d「自由主義」をよいと思うかについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と、新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタン

トとカソリックの間に有意差はみられなかった。

　問68の自由の民主主義に満足かについてと問69の裁判制度はよく機能して

いると思うかについて、さらに問70の労働者と経営者の関係については、イタ

リアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と、新旧教派と無宗

教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいてはプロテスタントとカ

ソリックの間に有意差はみられなかった。

　問71　我々が住んでいる社会は変えるべきかについて

イタリアにおいて、　“われわれの社会の仕組みは、革命によって根本的に変えな

ければならない”がカソリックより無宗教に2倍強と多く、逆に“我々の現在の

社会は、あらゆる破壊的勢力に対して断固防衛されなければならない”が無宗教

よりカソリックに3．5倍と多く、それぞれ有意差がみられた。オランダにおいて“

我々の社会は改革によって徐々に変えていかなければならない”が新旧教派より

無宗教に多く、逆に“我々の現在の社会は、あらゆる破壊的勢力に対して断固防

衛されなければならない”が無宗教より新旧教派に多く、それぞれ有意差がみら

れた。なお、オランダにおいては、プロテスタントとカソリックの間に有意差は

みられなかった。

　問72－a労働者と経営者の関係について

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と、新旧教派と

無宗教の間に有意差がみられなかった。なおオランダにおいては、プロテスタン

トとカソリックの間に有意差はみられなかった。
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　問72－b社会の根本的な改革は漸進的なのがいいのか急激なのがいいのかに

　　　　　　ついて

イタリアにおいて“急激な改革がよい”がカソリックより無宗教に多く、有意差

がみられた。オランダにおいて、新旧教派と無宗教の間とプロテスタントとカソ

リックの間にそれぞれ有意差はみられなかった。

　問74　自分の考えは支持政党に近いかについて

イタリアとオランダにおいて、それぞれカソリックと無宗教の間と、新旧教派と

無宗教の間に有意差はみられなかった。

　次にイタリアにおけるカソリックど無宗教の差と属性との関係と、オランダに

おける新旧教派と無宗教の差と属性、さらにオランダにおけるプロテスタントと

カソリックの差と属性の関係をみてみることにする。

性別について

イタリアにおいては男性がカソリックより無宗教に多く、逆に女性が無宗教より

カソリックに多く、有意差がみられた。オランダにおいても男性が新旧教派より

無宗教に多く、逆に女性が無宗教より新旧教派に多く、有意差がみられた。なお

オランダにおいては、プロテスタントとカソリックの間に性別による有意差はみ

られなかった。

年齢について

イタリアにおいて、40－44才が無宗教よりカソリックに多く有意差がみられた。オ

ランダにおいて、20－24才が新旧教派に比べ無宗教に2倍と多く、逆に40－44才が

イタリアと同じく無宗教より新旧教派に多く、それぞれ有意差がみられた。なお

オランダにおいてはプロテスタントとカソリックの間に年令による有意差はみら

れなかった。

学歴について

イタリアにおいて“小卒”が無宗教に比べカソリックに2．6倍も多く、逆に“中高

卒”がカソリックに比べ無宗教に2倍も多くそれぞれ有意差がみられた。オラン

ダにおいて、　“中卒”が無宗教に比べ新旧教派に多く、有意差がみられた。なお

オランダにおいて、プロテスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。

世帯収入について

イタリアにおいて“1”つまり150万リラ以下の収入が無宗教に比べカソリックに

3倍も多く、有意差がみられた。なおオランダにおいては、それぞれ新旧教派と

無宗教の間とプロテスタントとカソリックの間に有意差はみられなかった。
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政治の立場について

イタリアにおいて“1”　（リベラル）がカソリックに比べ無宗教に3．5倍も多く、

逆に“2”　（ややリベラル）が無宗教に比べカソリックに多くそれぞれ有意差が

みられた。

オランダにおいて“1”　（リベラル）が新旧教派に比べ無宗教に2．5倍も多く逆に

“3”　（やや保守）が無宗教に比べ新旧教派に2．5倍も多く、それぞれ有意差がみ

られた。なおオランダにおいてはプロテスタントとカソリックの間に有意差はみ

られなかった。

都市と農村について

イタリアにおいて、カソリックと無宗教の間に有意差はみられなかった。オラン

ダにおいて、　“2”つまり農村が無宗教より新旧教派に多く、逆に“4”つまり

都会が新旧教派より無宗教に多く、それぞれ有意差がみられた。なおオランダに

おいて、プロテスタントとカソリックの間に有意差がみられなかった。

全体をまとめると以下のことがいえる。

　イタリアのカソリックは無宗教と比べ、男性より女性に多く宗教は重要でかっ

宗教心は大切で、親孝行、親に対する愛情と尊敬があり家族に満足し、家庭をく

つろぐただ一つの場所と考え、子供の数が多い方（3人）が望ましく、離婚はひ

どい場合以外すべきでないと考え、個人の権利を尊重せず、政治の立場は保守的

で政治に全く関心がなく、政治を政治家にまかせる方がよいと考え、さらに我々

の社会をあらゆる破壊から断固守るという傾向がみられた。

そして無宗教はカソリックに比べ逆の傾向がみられた。

　次にオランダの新旧教は無宗教に比べ男性より女性に多く、若年層より中年層

に多く、宗教心は大切で親孝行と親に対する愛情と尊敬があり、離婚はすべきで

ないと考え、個人の自由を尊重せず、政治の立場は保守的であり、社会主義はよ

くないと考え、科学や技術の発展によって人間らしさはなくなると思う傾向がみ

られた。そして、無宗教は新旧教派に比べ逆の傾向がみられた。さらにオランダ

ではプロテスタントはカソリックに比べ、宗教心は大切で、宗教はいろいろある

がけっきょくは同じものという意見には反対する傾向がみられた。そして、カソ

リックはプロテスタントに比べ逆の傾向がみられた。

　最後にイタリアとオランダの両国に共通する点は有宗教者は無宗教者に比べ男

性より女性に多く、宗教は大切で親孝行、親に対する愛情と尊敬があり政治の立

場は保守的である傾向がみられ、無宗教者は有宗教者に比べ、逆の傾向がみられ
た。
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§4　時間におけるCLA
　　一一一Chronological　Link　Analysisの立場から一一一

林　知己夫

　これまで、グループの性質について、また質問の性質について、CLAの立場からのべ

てきた。ここでは、一つの国における時間的な意味におけるCLAを述べてみよう。これ

は、時系列による継続調査のほかはない。日本人の国民性調査（1953－1988、5年毎8回）

を用いてそれをのべてみたい。この調査結果の細目は、「第5日本人の国民性」、統計理

研究所国民性調査委員会編、出光書店（1991）、ほか、「第4日本人の国民性」（1980）まで

の諸文献に発表されている。

　まず、全体的な意見変化というものが考えられる。これには、大きな変化（一方向の変

化）を示すもの、小さな変化、変化のないものが見出される。この移り行く姿、あるいは

変らぬ姿が鎖の形ということが出来る。変化の中にこれに盛りきれぬU字型、∩字型の変

化、その他、特異な変化をするものも見出され、時代の変化に応じた姿が順次あらわれる

ところに、一時点のデータがそれぞれ鎖になって続いているのがわかる。一つだけ飛び離

れて変化しているというものはなく、ある時点に始まり、順次その変化が波及し、またあ

る時から変化しそれが続くという形が見出される。ある時点の調査が続けて抜けていると

意味が判然としないものも出てくる。その点で少なくとも5年間隔の調査ということが鎖

の意味として重大であることが解ってきた。

　さらにそうした変化がどのようにしておこるかを分析することも意味がある。年齢と時

期による変化、年齢によるが時期では変らぬ変化、時期にのみよって変るが年齢によって

は変らないもの、年齢にも時期にもよらぬ変化、生れ年によってのみ変化するもの、など

が現象的にはっきりっかみうるのである。これは、年齢コーホート分析によって一層はっ

きりする。つまり、意見は生年（世代）、時期、年齢（加齢による影響、年をとることに

よる変化）というものをデータから推定する分析法によって明らかにすることができるの

である。これについては、林・鈴木、「社会調査と数量化」、岩波書店（1986）に詳しい

のでそれに譲るとしよう。

　ここでは、いくつかの話題について、時系列変化、時期のCLAについて話を進めてみ
よう。

§4．1　大多数意見

　この定義は前に述べた通りであるが、安定して大多数意見となっている質問は質問表1

の通りである。回答は第2表のようになるが大多数意見を示すものは、時間的にも安定し、

諸外国にくらべても多めの結果を示し’，、集団的にみた日本人の特色とみてよいものであ

る。表4一・・　1に日本の結果、表4－2に外国における結果を示そう。

＊　宗教に関しては、信仰をもつものは少ないが宗教的な心を持つものが多いという形で

　特徴的である。＃5．1C（問1）についてはアメリカ、イギリス、ハワイは日本に近い。
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表4－1　大多数意見と安定性（％）

1988

1983

1978

1973

1968

1963

1958

1953

問1（＃5．1c1）

採用試験

　一番の人を

　　採用

O
l
り
6
Q
J
8
【
」

7
7
7
7
ワ
ー
7

　問2（＃5．6）

使われたい課長

　めんどうを

　みる課長

8
9
7
1
4
2
8
5

8
8
8
8
8
8
7
8

問3（＃9．3）

日本の庭と

外国の庭

　日本の庭

0
1
」
儀
0
0
0
σ

0
ヲ
O
J
O
Q
ア
ワ
ー

問4×問5（＃3．1・＃3．2）

宗教を信じる＋

信じないが

宗教的な心は大切

」
勉
り
乙
3
∩
コ
3
」
陛
2

7
0
0
8
7
8
8
0
0

表4－2　外国との比較　（％）

日系（ハワイ）

非日系（ハワイ）

アメリカ

イギリス

ドイツ

フランス

日　　本

問1（＃5．1c1）

採用試験

　一番の人を

　　採用

（6　8，　62，　64）＊

（　一，　62，　73）＊

　　66（72）＊＊

　　73

　　45

　　59

　　70

　問2（＃5．6）

使われたい課長

　めんどうを

　みる課長

問3（＃9．3）

日本の庭と

外国の庭

　日本の庭

（58，63，　58）＊　（71，　66，66）＊

（　一，57，　54）＊　（　一，　73，77）＊

　　51（50）　＊＊　85　（9　3）　＊＊

　　57　64
　　69　75
　　64　64
　　88　31

問4×問5（＃3．1・＃3．2）

宗教を信じる＋

信じないが

宗教的な心は大切

（90，91，82）＊

（　一，　88，　83）　＊

　　87　（8　5）　＊＊

　　59

　　58

　　63

　　72

注）＊　括弧内は（1971年，1978年，1983年調査）の比率、一は調査なし

　　＊＊括弧内は1978調査

　　その他は1988，1989年国際比較調査

　これで集団の特色をみたが、このような特色ある意見のみを示す日本人個人を考えてみ

よう。いわば典型的日本入ということになろう。この比率を表4－3に示すが、ほぼ半数程

度になって、大多数意見の様相を示していないのである。集団における見方と個人単位に

みる見方とでは異った面が見えてくるのである。
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　なお、各回答のランダムマッチングの比率も表4－3に示したが、実際の調査の結果とよ

く類似しており、大多数意見の間に強い関連性を認めることは困難であると考えてよい。

つまり、それらの大多数意見を貫流する一一一あるいは底に流れている一一ものを想定する根

拠はうすいと思われる。それぞれ単独に大多数意見というべきで、それらを結びつけて構

造（思想）を考えることは妥当ではないと考えるのがよい。

表4－3　大多数意見のみを示す日本人の比率

1．問1、問2、問4×問5による

1988年

1983

1978

1973

47％

52

53

47

（46％）

（51）

（52）

（45）

2．上記のものに問3（日本の庭・外国の庭）

　　の質問を加えたもの

1973年

1968

1963

46％

52

44

（44％）

（49）

（41）

注）括弧内の％はランダム・マッチングとして

　　各質問の回答比率の積をとったものである。

§4．2　意見構造の安定性、特異性

　各質問別の回答により意見分布を知ることが出来るが、質問群を通しての意見の構造を

明らかにすることの重要性は多くの機会で論じてきたので繰返さないが、これを「考えの

筋道」と名づけ、意見分布を超えた深い意味を我々は与えている。質問群を貫流して見出

される「考えの筋道」すなわち「思想」をとらえるために、パタン分類の数量化（数量化

III類、フランス流に言えば、コレスポンデンス・アナリシス）を用い、そのデータ構造を

さぐり出すことになる。データ構造による日本人の集団構造一一心の構図一一一の顕在化とい

うことができる。

　日本人における大きな特色と言われている人間関係に関するもののうち義理入情に関係

するものをとりあげるが、この質問群は質問表llに示す通りである。一つの質問の一つの

回答だけみると人情的、あるいは義理人情的と思われるものとそうでないものにわかれる。

義理人情的と言い切るには、後述するように回答をくみあわせてみる必要がおこってくる。

なお、ここでとりあげた質問群は、典型的な義理人情に関する質問ばかりでなく、それに
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深く関係すると考えられるものも含めてある。ここで一言付加えると、義理と人情とを対

比させるのではなく、両者を考えあわせる考え方を見ようとするのであり、義理人情的と

義理人情的でないという立場で考えているということである。

　質問表ilの質問群に対してパタン分類の数量化を用いてみるのである。この論議は第3

部［1］の§2．1と重複するが、時間的な関連の分析というここでの視点で、もう一度論

議したい。読む便宜のため、数量化の結果を図4－1に再掲したが、25年間全く安定した

構造を示している。第1軸（X軸）で、人間的・義理人情的回答とそうでない回答が左右

にきれいにわかれ、こうした考え方の存在の安定性が認められたと言ってよい。第2軸（

Y軸）をみると、これは問2、問3および問4、問5の関係で、ともに会社の場面設定の

差異であり、この両者の回答をわけることになっている。両場面は、それぞれ第二次的に

は異る考え方が働くことを意味しており、人情的・義理人情的（人情的・義理人情的でな

い）考え方の中での差異ということが出来る。

　このように安定した構造、つまり人情的・義理人情的とそうでないものを対比させて考

える考え方の根深さ、根強さ、が示されているということができる。

　これは全体的傾向だけではなく、年齢別にみる時、20歳台の年齢層や他の年齢層で、

間々90’以内の回転している図柄も見られるが、年が経つと（加齢により）通常の形にな

る。大局的に言えば各年齢層で抜本的な差異がないのは注目すべきであり、上に述べた根

深さ、根強さを裏書きするものがあると言えよう。第8回国民性調査（1988）について分

析した結果を図4－2にかかげておくが、同じような形がみられる。このなかで、

20歳代の前半・後半ともに90●回転した図柄がみられ（1983年も同様）ことが注目され

るが、30歳以上では全体と同じ構図である。前述した義理人情スケール値の分布では第

7回調査までとくらべて特に違いはないので、従来と同じく一時的とも思われるが、一応

注意はしておきたい。

　時系列的安定性をみたので、こんどは、空間的な広がり、つまり国際比較の立場も含め

てみてみよう。

　これをハワイ住民（1988年調査）’、アメリカ人（1978年調査と1988年調査）、イギリス、

ドイツ、フランス（いずれも1987年調査）のデータについてみるとかなり異った構図が得

られる。点の相対的位置がどう異るかみるために、相互に図柄を回転してみて最も距離が

小さくなるところをとり、この距離の総和を求め図柄の非親近性マトリックスをつくった。

しかし、この測度のファジー性から、3段階に分類したマトリックスを作った表4　一4（再

掲）、これを基にMDA－OR（多次元尺度解析法MDSの一方法で、ランクのついた群分けに

もとつくもの）を用いると図4－3（再掲）のようになり日本、アメリカにおけるデータの

安定性と他図との関係が明瞭となり、日系人が第3部［1］§2．1で詳しく述べたように

日本とアメリカとの間にきているという姿が出ている。ここでの論点で重要なのは、こう

した心の構図のある意味の安定した動きが示されていること、これと比較される諸地域と

の混ざり合わない関係ということである。

＊）日系人の票本数が少なく、日系人、非日系人それぞれの分析結果が不安定なため、

　両者を合わせたものを用いた。
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　　　　表4－4
図柄の非親近性マトリックス

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
ヨ
　
ア
　
　
　
り
ゐ
　
る

D
F
E
A
K
H
K
K
A
H
H
H

0
2
3
3
1
3
3
2
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

0
3
3
2
3
3
3
3
2
3
2
2
D

0
1
3
2
2
3
1
2
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

0

3　　0

1　3　0
3　　1　　3

3　　1　　3

1　　3　　1

2　　2　　1

2　　3　　1

1　　2　　2

A　K8　H8

0

1　　0

3　　3　　0

1　1　2　0
3　　3　　2　　1

2　　2　　2　　2

K5　K3　A7　HO

0

2

H2

o

H4

1　近い
2　中位
3　遠い

D　：ドイツ

F　：フランス

E　：イギリス

A　：アメリカ

J　：日本（A調査票による）

K8：国民性調査1988

H8：ハワイ住民1988

K5：国民性調査1973

K3：国民性調査1963

A7：アメリカ1978

HO：ハワイ日系人1971

H2：ハワイ日系人1978

H4：ハワイ日系人1983

§4．3　意見構造の安定性、変化と特異性

　ここでとりあげる質問群は、伝統対近代に関するものである。いろいろの領域における

伝統的・近代的とみられる回答を含む質問群で、前に述べた人間関係に関するものは除い

てある。質問は質問表mの通りである。

　パタン分類の数量化を行ってみると、図4－4のようになる。図中の●印がいわゆる伝統

的回答、○印が近代的回答、△印が中間の回答である。図をよくみると、1953年から

1973年の20年間は、伝統的回答が強固に固まり、右下に近代的回答が集まり、右上に中

間回答が付置されるという構造が読み取れる。ここにとりあげた質問をみたとき、回答の

構造からみると、伝統的回答と近代的回答を常に対比させる考えの筋道のあることがわか
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†　　　　　Fフランス
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡〆〆’〆い・イ住民
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　（1978｝　li2

十………・K5・・……・。…・・十一…………十・・…・ニ……十・・…A7・・・…1・………・…一｛・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ハワイ　　　　　　　　　　　　　（1978）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本　　　　　　　　1日系人
　　　K8　　　　　　　　　　　　i
　　　　　K3　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　アメtJh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（1983）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　DFI；t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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　　図4－3

諸国の位置づけ
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る。根強い考え方の筋道が見出されるのである。しかし、1978年になると近代的な回答と

みなされるものが、伝統的回答群に入りこんできて、考え方の様相に異るものが現れ始め

たのを読みとることができる。全体におけるこの変化は、大きな兆しを現わしていること

がこれから述べる分析でよく解ってくる。

　さて、1983年になると一層この傾向が顕著になり、伝統的意見の固まりの範囲が広がり、

1988年においても一層この傾向が明確になってきた。1973年の兆候は見のがしてはならな

いのである。1953年以来データ構造として見出されたいろいろの事象に対して、それらを

ひっくるめて、伝統と近代を対比させる考え方が、崩壊し始めたのは日本人の心の大きな

変化である。1973年以前では、伝統的意見の定義は、高年齢層ほど支持することが多い意

見、若い年齢層ほど支持することの少い意見というように言ってよかった。一方近代的意

見は、若い年齢層ほど支持する比率が多く、高年齢層ほど支持することが少い意見という

ように定義することが出来た。そして、意見の時系列をみると、変化しないが、変化する

』とすれば伝統的意見が減り、近代的意見が増加するという「近代化」の単純な傾向がみら

れた。それが1973年半少しくずれ出し、1978年で大きく崩れ、そのような定義が成立しな

くなった。若い年齢層に伝統的な意見が多く支持されるものが出てきたのである。これを

みて、若者の保守化、伝統回帰という説明がなされることもあった。しかし、これは見当

外れの意見であることが以下の分析で明らかになる。

　1978年の段階で、伝統対近代という対比の考えの筋道が崩れ出したので、年齢別に回答

パタンの分析を行ってみた。この結果をみると、どの年齢層でも、1973年までは全体と全

く同じような、伝統対近代という考えの筋道が強固に現われていた。比率の上における近

代化志向の傾向も上述の通りであった。つまり、伝統と近代とを諸事象において対比させ

て考えた上で一一一古い、新しいという発想の上に立って一一一近代化の方向を辿る、という構

図である。これが1978年頃20歳代の前半、つまり20～24歳において崩れ始めたので

ある。図4－5にこの形を示そう。伝統的回答の固りがゆるくなり、近代的回答がその中に

入りこんできたのである。この傾向は、1983、1988年と継続して見られる、あれほど強固

であった考えの筋道が崩れ出したのである。これと時を同じくして伝統的回答が全体でも

若い層でも増えてきたのである。若い層は、単なる回帰ではなく、伝統対近代という考え

の筋道が崩れ出し上での伝統的回答が増えたということであって、伝統回帰という旧来の

考え方そのものが通用しなくなっていると言うことができる。さらに、20～24歳の層

が25～29歳の層より伝統的回答の比率が高くなる質問が数多く見られるようになって
きた。

　1988年の年齢別パタン分類の結果を示すが（図4－6）面白い形が出ている。34歳頃で

をみるといわゆる伝統と近代との回答が入りまざり、伝統的回答が大きくばらっくことに

なる。30～34歳の層は1978年では、20～24歳であり、はじめて、伝統対近代の考
えの筋道の崩壊の兆しを見せ始めた層である。35歳以上になると伝統対近代の考えの筋

道がやはり存在するとみられる。伝統的意見群がかなり狭い範囲に固まっている。しかし、

問3の近代的回答（自然を征服）が伝統的回答の中に入りこんでいるのが一つの特色とな

っている。45～54歳になると問3の伝統的・近代的回答が同時に伝統的回答群の中に

入りこみ、他の質問回答と無関係な様相を示している。55歳以上になると、全く従来と

同じく伝統的回答群が狭い範囲に固まり、従来の考えの筋道、伝統的近代を対比して考え
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る考え方がしっかり根を下していることがわかる。ここに、考えの筋道の上での年代のギ

ャップがあらわれているのである。

　高年齢層が若い年齢層をみるときの問題がここにあり、すれ違いの様相を呈する可能性、

ピント外れの解釈の可能性を示唆しているということができる。

　以上、日本における強固な考えの筋道とその前提の様相を示してきたが、このような強

固であった伝統対近代の考えの筋道は外国ではどうであろうか。国際比較のデータによれ

ば、ハワイの日系人も含めて、こうした形は全く現れていないのである（1978年、1988年

のアメリカ、ハワイの日系・非日系、1987年のイギリス、ドイツ、フランス）。これは図

4－8に示してある。なお、アメリカでは1978年、ハワイでは1971年、1978年、1983年のデ

ータもあるがこれと同様の傾向であった。各質問それぞれにおいて、考え方の上で伝統と

近代というわけ方ができたとしても、それらを統轄した形で伝統対近代というものの見方

をしていないということである。日本における1っの特殊な見方であったということがで

きるが、これが崩壊しっっあることに注目する必要がある。

§4．4　中間回答の増大

　中間回答が日本的なものであることは§2．1、§2．2ですでに述べたが、中間回答の

ある質問群をとりあげ、その中での中間回答が時系列的にどうなっているかをみたのが図

4－7である。質問の内容については煩雑になるので述べないが一一一このいくつかは質問表

IVに示してあるものに含まれている一一一、減少傾向にはなく、むしろ増加する傾向にあるも

のが多いことは注目される。それらが順次増加するという姿は、日本の特色の一層の顕在

化とみることができる。
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§5　国民性の国際比較研究のための相補的尺度構成について

吉野諒三
許　見徳

　本章の序において述べた様に、我々は長年にわたる国民性の国際比較調査研究
のなかで、データ収集や統計分析等、種々の側面で、多様な分析法やアプローチ
を「相補的」にとり入れて理解を深めることが重要であるという認識に至った。

　本節では、特に、七ケ国の社会調査データの全体的パターンを把握するための

多次元的統計分析法（GHTモデルにもとつくVA［ベクトル角］表示）と、あ
る特定の側面やトピックに焦点を当て分析するための一次元的尺度構成法を例示
する。

　ここで、再び強調するのは、どの方法が普遍的に最も適しているかというよう
なナイーヴな判断ではなく、各種の方法、視点を展開し、相補的に統合していく
ことによって、現実が浮かび上がってくるということである。

　詳細は、英文の本文を読んでいただきたいが、この和文要旨では、特に、QO
L（生活の質）に関する項目の主成分分析（多次元尺度法の一種）による分析結
果に基づき、各国あるいは各人のいわば生活の質の意識を得点化する一次元尺度
構成について、簡単に記しておく。

和文要旨

「生活の質」に関する意識の7ヵ国比較

1，　7ヵ国の「生活の質」の測定

　調査票から、7っの国全ての調査票で使われた個人の目から見た「生活の質」
に関する18の質問を選択した。これらの質問は回答者が目分自身や他者（国を
含む）の生活状態を主観的に評価したもの、これらの生活状況の予測、個人的な
ことに関しての心配（大病〉やマクロな出来事に関しての心配（核の事故）、そ
して自分のおかれている社会環境の評価（地域の安全）などを質問したものであ
る。ここで評価されている生活状態には物質的なもの（生活レベルや生活状況）
と精神的なもの（幸福感やこころの安らぎ）が含まれている。

　たった一つの指標を使って「生活の質」のような複雑なものを表わすことは不
可能なので、必然的に如何にしてそれを表現し、測定するのかという問題にぶつ

かる。複雑なものを簡素に表現する方法として尺度化というアプローチがあり
（Guttman，1944）、社会学や社会心理学の分野において広い意味での社会現象や
政治現象を研究する際に頻繁に使われている。この尺度化の第一段階は尺度構成
のなかに考慮する項目を選択することである。つまり、関連性の強い項目のグルー
プを探すことである。さらに、こうして選ばれた項目を使って国々の比較をする
場合は、それらが一つの国で意味を持つ群を成すものが、他の国々でもそうであ
るかどうかを検討する必要がある。言い替えれば、国々の生活の質の内容的なレ
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ベルの上に、その意識の構造をも考慮に入れる必要がある。次に主成分分析を通
してこれらの目的を達するまでの過程を詳しく記述する。

1．1　「生活の質」の7ヵ国比較

　まず、国ごとに18の質問を主成分分析をすることからはじめる。第一因子と
第二因子によって説明される分散の割合と、各々の質問の第一因子負荷量に基づ
いて、これらの項目が関連したグループを構成しているかを判断することができ
る。下の表1にその分析の結果を示す。

（表1）

　この表から読み取れるように、どの国においても第一因子によって分散の15
％以上が説明されてはいるが、どの国でもその割合が第二因子によって説明され
た割合の2倍以下であるため、この結果から18の項目が一つの共通因子のみに
依存するということはできない。しかし、因子負荷量の絶対値が高い項目が充分
にあり、これらの項目を使って一次元の尺度を構成することが可能である。そこ
でこれらの項目を合わせて尺度を作り、それぞれの国で尺度得点を計算して生活
の質のレベルを表わすことにした。実際には因子負荷量の規準値を決めて（0，2ま
たは0．3など）、主成分の負荷量が基準数値以上の項目だけを取り出し、それらの
項目各々について国全体の平均値をもとめ、さらにそれらを平均したもの（つま
り、それらの項目の国毎の平均値を足し合わせ、項目の数で割ったもの）を各国
の「生活の質」の得点とする。この尺度に入れる項目の選びかた、つまりスケー
ルの作り方には少なくとも2つのアプローチがある。一つは全ての国で同じ項目
を使う「共通スケール」（全ての国で負荷量の高い項目を合わせたもの）もう一
つは、国ごとに必ずしも同じ項目を使うのではなく、それぞれの国において因子
負荷量の高いものを選んでそれを合わせた「国特有のスケール」である。
　ここでは、まず7ヵ国全てにおいて因子負荷量0．2の規準を満たす12の項目から

なる共通スケール（QOLC2）を作成してみた。まず、このスケール上での各
国の回答者一人一人の得点を求め、その国の回答者全ての得点を平均して国の
「生活の質」の得点とした。

（表2）

　7ヵ国のうち一番得点の高いのが日本とオランダ、次いで西ドイツとアメリカ
合衆国である。フランスとイタリアの得点が一番低く、イギリスは中間である。

この結果から日本とオランダ、そして少なからず西ドイツとアメリカ合衆国の回
答者達は、調査時点（1987－88年）においては、近い過去の物質的な状態を肯定的

に評価し、現在の物質的ならびに精神的な生活状態に満足し、また自分自身と社
会全体の将来に関して楽観的であり、それらに対しての将来の心配があまりない
と言うことができる。フランスとイタリアの回答者達に関してはこの逆のことが
言える。

　こうして構成された共通スケールのクロンバック・アルファ係数はどの国でも
最低0．62、最高はイギリスの0．70であり、そこに含まれている12の項目によっ
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て、ある一一一一っの「現象」を表現しているということを意味する。しかし、ある意

味でこの「共通スケール」は全ての国で同じ項目を使って作ったスケールである
がために、それによって表現された「生活の質」を各国ごとに見ていくと、その
測定の精密度が低くなってしまっていることも考えられる。そこで、この問題に
焦点を当てるために先に行なった各国の主成分分析に基づいて、各国特有のスケー
ル因子負荷量0，2以上のものを合わせたもの、0，3以上のものから成るもの、

0．4以上のものから成るものの3種類構成した。表3にこれらの3っの基準にもと
づいたスケールそれぞれに含まれている項目と得点を国ごとに示した。
　（表3）

　この表から明らかなように、ほとんどの国において「国特有のスケール」のア
ルファ係数の方が「共通スケール」のものよりも高い。これは「国特有のスケー
ル」が一つ一つの国独特の因子負荷量のパターンに基づいて作成されているから
である。日本、アメリカ、イギリスでは全ての項目が0，2以上の因子負荷量を示し

たので、18項目からなるスケールができた。これらの国では「国特有のスケー
ル」とは言っても中に含まれる項目は3ヵ国とも同じである。他の国でも0．2の基
準を満たさない項目は数少なく、各国でスケールに含まれる項目は、フランスで

17項目、オランダで16項目、イタリアで15項目、西ドイツで14項目であ
る。

　一つの興味深い点は、「共通スケール」と「国特有のスケール」のアルファ係
数の値はかなり違っていても、これらに基づいた「生活の質」の得点はほとんど
同じであることである。さらに重要な点は、7ヵ国を「共通スケール」の得点に
基づいた順位と、「国特有のスケール」の得点からっけた順序は少しの違いがあ
るだけで、ほとんど同じであるということである。これらの結果から、12項目
からなる「共通スケール」を7ヵ国それぞれにおいての「生活の質」の測定に有
効に使うことができ、また、便宜的には「共通スケール」「国特有のスケール」
を、互換的に利用することも考えられよう。

1．2　生活の質に関する意識の構造の比較

　7ヵ国の間では先に述べたような「生活の質」を測るスケールの得点に違いが
あるだけでなく、その構造にも相違がある。例えば、第一因子によって説明され
た分散の割合、また各項目の因子負荷量、つまりそれぞれの項目の相対的な寄与
度などに違いが見いだせる。その意識構造の比較の方法の一つとして、「共通ス
ケール」に含まれる12の項目の因子負荷量を各国毎に値の高い順からならべ、
上の順位にくる項目と下のほうの順位に来る項目が各国でどう違うのかを比較す
る方法がある。ある国同士で上位と下位に入る項目群がある程度同じだとすれば、

その国々の「生活の質」のスケールの得点に大きく寄与している項目と小さく寄
与をしている項目が似ているということであるので、それらの国々の「生活の質」
を比較をする際に内容的に近い側面を比較していると言うことができる。

（表4）

こうして挙げられた上位に入る項目と下位に入る項目は、7ヵ国でかなりの違
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いが見られる。最も多くの項目が重複しているのはアメリカとイギリス、そして
イギリスとオランダの対である。フランスとイギリス、西ドイツとイタリア、イ

ギリスとイタリア、アメリカとオランダ、日本とイタリアの対にもある程度の数
の項目の重複が見られる。Cultural　LinkAna且ysisに基づいた概念を使うと、こ
の結果は経済発展面で似ている7ヵ国の中では、これらの対の国々で連関（社会
的、社会環境的、文化的、言語的、人種・民族的な連関）が強いと言うことがで
きる。総括的に言えば、イギリスにほとんどの国と重複する項目が多く、その反
対に西ドイツと日本には他の国と重なる項目が少ないと言うことができる。

2，　結論

　本節では主成分分析が「生活の質」を測定し、「生活の質」の内容を国際比較
するための尺度を作成し、系統的に意識の構造を比較するために有効な一つの方
法であることを示した。ここでは触れなかったが、主成分分析には研究対象であ
る一つの事象の多次元性を探索し、今後の分析のために関連のないと思われる項
目を見つけたり、逆にどの側面が不十分でそれに関する項目（質問）を追加する
必要があるのかなどを検討できると言う面もある。本研究によって得られた7ヵ
国の調査データは、ここで示したように主成分分析を通して様々な意識の構造の
国際比較研究に役立っことができる。たとえば「生活の質」などの一つの社会的、
文化的な意識の内容の国々の相違を検討することができること、その意識の構造
を比較することができること、理論的なアイディアを検討することができること
等が挙げられる。また、ここでは述べなかったが、種々の社会意識の中でその要
素となる項目がどのように強い関連を示すのか、またそれらがどの方向を示すの
か（ポジティブ、ネガティブ）を検討することもできよう。

一533一



表1　生活の質に関する18の質問の主成分分析の因子負荷量（国別）

フランス西ドイツイギリスアメリカ　日本

・分散の説明割合

第一因子　　　　　17，9％

第二因子　　　　　12，0％

18，　2％

12，　3％

19．　6％　18．　0％　17．　7％

11，　3％　13，　9％　12，　1％

イタリア　オランダ

艀
乃
％

0
《
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ρ
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」
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5

％0
ヲ
膨
乃

・
Ω
コ

【
0
　
．

－
q
り

・各項目の因子負荷量

社会的階層

不安感一重い病気

不安感日交通事故

不安感一失業

不安感一戦争

不安感一原子力
　　施設の事故

生活環境満足か

健康状態満足か

生活に満足か

近所の治安一強盗

近所の治安
一身の危険

人間の健康面は
　　よくなるか

心の安らかさは
　　　　増すか

人間の自由は
　　ふえるか

幸福になるか

あなたの生活水準

　　10年の変化

国の生活水準
　　10年の変化

今後の生活水準

．3402

．4455

．　3945

．4569

．4809

，4652

．1607

，　2944

．　2134

，　4135

，3802

．4449

．　3368

．4708

5339

，4933

5471

．5033

3492

．　4152

3025

4462

，　6054

5673

，　e994

，1752

，　3957

，0268

一．　0138

5910

．　5822

4772

6230

3980

4037

4187

，　4994

．4718

．　2906

，　5548

，4980

，5197

，4679

．4102

．　4359

，　2873

，2746

．4368

．　3027

2985

，4535

．　5645

．6026

．3873

4867

．　4507

4296

5314

4501

4503

4597

．　3681

3447

，　3071

．　3381

．　3534

，　3932

3283

3945

，　5074

，　5581

3401

，　3495

．　4808

，　4800

．　5887

4875

．　5199

．　3678

，　3757

．　4055

3965

．　4055

．　3317

．　4125

2304

，　4445

．　4020

3315

．　4191

3237

．　4730

．　4687

4988

5670

5042

1469

．　3433

．　2858

．　0530

．　0280

．　3744

．　4841

，　3972

，　5016

5722

．　4713

，　4014

．　5616

．　4870

，　5125

．　3258

．　3376

，　4212

．　2550

．　2331

2468

0853

．　0050

．　2534

4453　．6022

4217　，4228

4199　，3785

・因子負荷量0．2

以上の項目の数　　17 41 81 81 81 51 61
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表2　「生活の質」共通スケール（QOLC2）1）各国の得点およびアルファ係数（国別）

平均得点

（標準偏差）

QOLC2に含まれる　　クロンハ㌧ク

　　項目数　　　　アルファ係数

フランス　　2．53（．55）

西ドイツ　3．01（．5D

イギリス　　2．98（，60）

アメリカ　　3，01（，56）

日本　　　　3，08（，48）

イタリア　　2．57（，49）

オランダ　　3．08（．50）

0
1
μ
0
■
『
2
2
2
2
0
■
回

，6640

．6912

，7122

．6643

．6501

，6221

．6364

1）QOLC2は7力国全てにおいて因子負荷量がO，　2以上の項目からなるスケールである。

表3　国特有のスケール（QOLS2，　QOLS3，　QOLS4）の平均値とアルファ係数

フランス　西ドイツ　イギリス　アメリカ　日本　　イタリア　オランダ

QOLS21）
　平均値

　（標準偏差）

　項目の数

　アルファ係数

QOLS32）
　平均値

　（標準偏差）

　項目の数

　アルファ係数

QOLS43）
　平均値

（標準偏差）

　項目の数

　アルファ係数

2．　49

（．　50）

　17

．7024

2．　38

（，　55）

　15

，7001

2，　45

（．　62）

　11

，6722

2．　93

（，　53）

　14

．7280

2，　93

（，　53）

　14

．　7280

2，　76

（．　64）

　10

，7098

2，　95

（，　51）

　18

，　7297

2，　97

（．　56）

　14

．7242

3，　Ol

（．　58）

　12

，7118

3，　03

（，　50）

　18

，　7151

3，　03

（，　50）

　18

，　7151

2，　85

（，　55）

　10

，7131

3，　10

（．　43）

　18

，　7069

3，　08

C43）

　17

，　7036

3，　09

（，　49）

　11

，　6463

2．　62

（．　50）

　15

．　6833

2，　53

（，　52）

　14

．　6801

2，　30

（，　55）

　10

，　6470

3，　11

（，　42）

　16

．　6639

3．　27

（，　45）

　12

，　6837

3，　30

（，　52）

　9
．　6575

D　各国それぞれにおいての因子負荷量がO，200以上の項目からなるスケール

2）各国それぞれにおいての因子負荷量がO，300以上の項目からなるスケール

3）各国それぞれにおいての因子負荷量が0，400以上の項目からなるスケール
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表4　共通スケールQOLC2の12項目の因子負荷量の値の低い項目から高いもののリスト

　　　　　　　　フランス西ドイツイギリス

因子負荷量が　　　＃2，82　　＃2，30d　　＃2．30d

最も小さい項目　　＃1，8　　＃1，8　　＃7．31

　　　　　　　　＃2，　30d　＃2．　82　＃2，　82

　　　　　　　　＃7．　18　＃7，　30a　＃7，　18

　　　　　　　　＃2，　30　＃7，　30b　＃7，　18e

　　　　　　　　＃2，　30e　＃2．　30　＃2，　30

　　　　　　　　＃2，　30g　＃7．　31　＃2．　30f

　　　　　　　　＃2，　30f　＃2，　30e　＃1，　8

　　　　　　　　＃7．30a　＃2，30g　＃2，30g

　　　　　　　　＃7．　31　＃7．　18　＃2．　30e

因子負荷量が　　　＃7，18e　＃2，30f　＃7，30a

最も大きい項目　　＃7，30b　＃7，18e　　＃7，30b

アメリカ　　日本　イタリア　オランダ

＃7，31　＃7，30b　＃2，82　＃7，18

＃2，82　＃7．　18　＃L　8　＃7，　18e

＃7，　18　＃1，　8　＃7．　18　＃7，　31

＃7，　18e　＃7，30a　＃7，　31　＃2，30d

＃2，30d　＃2，82　＃7，　30b　＃2．82

＃2，30f　＃7，31　＃7．　30a　＃7，30b

＃2，　30g　＃7，　18e　＃2，　30d　＃2．　30

＃2，　30　＃2，　30d　＃2，　30　＃2，　30f

＃L　8　＃2，　30　＃2，　30e　＃2．　30g

＃7，　30a　＃2，　30f　＃7，　18e　＃2．　30e

＃7，　30a　＃2，　30e　＃2．　30g　＃L　8

＃7，30b　＃2．　30e　＃2，　30f　＃7．30a
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Ab血。重

　　　　　　This　paper　discusses　different　methods　of　measuring　and　comparing　national　character

cross－nationally，　considered　respectively　in　terms　of　a　multifaceted　phenomenon　and　a　speeific

aspect　such　as　the　quality　of　life．　Using　data　collected　in　seven　nations，　we　first　applied　the

GHT　model　with　VA　representations　to　b　oth　a　global　and　a　specific　pool　of　quality　of　life

items，　making　use　of　the　concept　of　‘’superculture’‘　as　a　basis　of　comparison　among　countries．

We　then　undertook　principal　components　analysis　for　another　global　pool　of　items　and　the

quality　of　life　items，　comparing　the　structure　of　different　attitudes　and　the　substantive　level　of

quality　of　life　among　countries．　The　substantive　results　of　the　different　methods　of　analyses

concurred　in　some　respects　and　differed　in　oth　ers．　lmportantly，　the　paper　underscored　the

complementarity　of　different　methods　as　egually　fruitful　ways　to　understanding　national

character　in　a　cross－national　context．
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　　　　　　　　　　Co皿ple皿e下町Sc血9　for

Cross－Nati　onal　Analyses　of　National　Character

1．　lnttodvctiom

　　　　　　There　is　a　rather　established　literature　on　the　cross－national　analyses　of　national

character，　either　considered　wholistically　as　a　general　cultural　orientation，　or　in　terms　of

specific　themes　such　as　the　quality　of　life，　modernity，　materialismlpost－materialism　（lnkeles　＆

Smith，　1974；　lnglehart，　1994，　1977；　Hayashi，　Suzuki　＆　Sasaki，　1992）．　The　research　team

engaged　in　the　longitudinal　cross－national　studies　of　nationai　character，　with　which　the　first

author　is　affiliated　（Mizuno　et　al．，　1992；　Hayashi，　Suzuki　＆Sasaki，　1992），　developed　a　new

methodology　called　cultural　link　analysis　（CLA），　refining　sets　of　social　survey　questionnaire

for　the　comparative　analyses．　CLA　begins　with　the　idea　that　in　cross－national　comparisons

between　nations，　it　is　less　appropriate　to　compare　two　very　different　nati　ons　from　the

begin－ning，　and　more　important　to　elucidate　the　similar　and　different　features　in　a　pair　of　nations

that　share　some　common　characteristics　such　as　language，　race，　or　cultural　b　ackgrounds．　Such

a　pair　of　nations　constitutes　a　mear血gful　comparative　link．　Combining　links　b　etween　nations

successively，　one　can　eventually　make　more　global　linkages　to　meaningfully　compare　several

nations，　some　of　which　may　be　originally　too　different　to　make　for　m　eaningful　compari　sons．

　　　　　　In　the　course　of　developing　CLA，　and　using　several　tアpes　of　statistical　methods　such　as

Hayashi’s　Quantificaticn　Methods　（Hayashi，　1954），　Yoshino’s　GHT　model　and　VA

representations　（Yoshino，　1989，　1992a），　cross－table　analyses　（Hayashi，　1993；　Hayashi，

Suzuki　＆　Sasaki，　1992），　we　realized　that　we　need　to　use　these　statistical　methods　in

complementary　ways　for　the　deeper　understanding　of　national　character　in　the　cross－national

context．　ln　this　paper，　using　data　collected　in　seven　countries，　we　will　present　Yoshino’s　GHT

model　and　VA　representations　（Section　3）　and　introduce　a　method　of　scaling　that　is　based　on

principal　components　analysis　and　widely　used　in　sociological　and　social－psychological

research　to　analyze　various　aspects　of　national　character　（Sections　4　and　5）．　ln　the　conclusion，

we　will　compare　the　findings　obtained　by　different　methods　of　analyses，　discuss　the　merits　of

each　method，　and　comment　on　the　complementaiity　of　various　approaches．

2－Se▼e皿一Natio皿＆且Stu　dy

　　　　　　The　cross－national　survey　research　which　provides　the　data　for　the　present　analyses

was　undertaken　by　the　lnstitvte　of　Statistical　Mathematics　（ISM）　and　covers　seven　nations，

namely，　France，　West　Germany，　U．S．A．　，　Great　Britain，　Japan，　ltaly　and　the　Neth　erlands．

The　data　for　ltaly　and　the　Netherlands　were　respectively　collected　in　1992　and　1993，　while　the

data　for　the　rest　of　the　countries　were　collected　between　1987　and　1988．　These　sllrveys　were
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informed　bプ’cultural　link　analysislI（CLA）which　selects　countries　on　the　b　asis　of　their

”spatial”　linkage　in　terms　of　”social，　environmental，　cultural，　linguistic　and　ethnic

characteristics”　（Hayashi，　Suzuki，　＆　Sas　aki，　1992，　p．　9），　and　which　constructs　the

questionnaires　on　the　b　asis　of　”measurement　links”　，　including　questions　that　are　common

across　nations　and　those　unique　to　each　nation　（Hayashi，　Suzuki　＆　Sasaki，　1992，　pp．　10－11）．

　　　　　　The　questions　included　in　the　survey　covered　many　aspects　of　social，　political　and

economic　phenom　ena，　such　as　economic　conditions，　religious　attitudes　and　orientations，

human　relationships，　political　inclinations　and　so　on．　The　selection　of　these　items　reflected　the

research　team’s　effort　to　refine　the　questions　and　to　sufficiently　cover　a11　aspects　of　national

character．

　　　　　　From　all　these　items，　we　selected　for　the　present　analyses　pools　of　global　items　（99

items　or　so　for　the　analysis　discvssed　in　Section　3．　1　and　54　items　for　the　analysis　discussed　in

Section　4）　and　a　pool　of　items　tapping　quality　of　life　（18　items　for　the　analysis　described　in

Sections　3．2　and　5）．　1　The　global　pools　of　items　were　selected　to　reflect　the　multi－faceted　nature

of　national　character　and　includes　many　diverse　aspects　of　cultural　attitudes．　The　pool　of　items

related　to　quality　of　life　taps　a　respondent’s　subjective　evaluation　and　anticipation　of　one－self’s

and　others’　well－being，　worries　abovt　immediate　personal　matters　and　macro－l　evel　conditions；

and　assessment　of　one’s　objective　circumstances．　Appendix　A　gives　the　full　listing　of　all

questions　included　in　the　present　analyses．

3－The　G皿皿odel　vith　VA　Representatioas

　　　　　　In　Sec　3．　1　，　a　psychometric　model　（the　GHT　model）　and　its　multidimensional

representation　（VA　representation）　are　explained．　And　the　model　is　applied　to　the　data　of　seven

nations　comparative　survey，　The　result　show　the　g且obal　pattem　which　describe　the　mutual

relationships　between　the　seven　nations．　ln　Sec．　3．2，　the　model　is　applied　to　more　specific

items：　quality　of　1ife．

3．1

　　　　　　Yoshino　（1989，　1992）　developed　a　sort　of　psychometric　model，　called　the　generalized

high　threshold　（GHT）　model，　and　its　multidimensional　representation　for　the　cross－national

study　of　national　character．　Mathematically，　this　is　a　generalization　of　a　psychometric　modei

proposed　by　Batchelder　and　Romney　（1988），　the　high　threshold　（HT）　model．　The　HT　model

is　isomorphic　to　the　latent　class　model　（Lazarsfeld　＆　Henry，　1968），　but　with　the　roles　of

informant　and　item　reversed．　The　HT　model　is　usually　used　for　the　analysis　of　the　knowledge

possessed　by　members　of　a　culturally　coherent　group，　whereas　the　GHT　model　（Yoshino，

1989，　1992a，　1992b）　is　used　for　the　analysis　of　people’s　attitudes　and　characters．　（See

Appendix　B　for　the　details　of　the　GHT　model　and　the　parameter　estimation　theory．）
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　　　　　　In　order　to　apply　the　GHT　model　to　the　data　of　the　cross－national　study，　two

assumptions　are　introduced　as　follows．

　　　　　　△幽】L⊥．工h一：There　is　a　sort　of　hypothetical　culture

　　　　　　underlying　those　countries　（or　nations）　under　consideration．

　　　　　　Originally　each　country　has　its　own　culture．　Some　countries　share　som　e　cultural

features　particular　to，　for　example，　the　highly　industrialized，　developed　world．　ln　this　sense，　it

is　possible　to　assume　that　the　existence　of　a　sort　of　‘’superculture”　characterizing　the　countries

under　comparison．

　　　　　　Under　this　assumption，　the　parameter　is　introduced　as　a　measure　of　degree　of

conformity　of　a　certain　country　to　the　superculture．　The　next　is　a　technical　assumption　to　fit　the

GHT　model　to　the　present　situation．

　　　　　　patssu　t　2：　E　ach　country　（nati　on）　is　reg　ard　ed　as　an　inform　ant．　For　each　qu　esti　on，

　　　　　　aii　answer　category　which　the　1argest　percent　of　respondents　of　each　country　（nation）

　　　　　　chose　（i．e．，　mode）　is　regarded　as　the　representative　response　of　the　country　as　a　single

　　　　　　respondent．

　　　　　　The　original　data　shows　the　precise　percentage　of　responses　in　each　category　of　each

question．　One　may　think　it　a　significant　amount　of　information　loss　disregarding　precise

response　distributions，　but　the　GHT　model　elucidates　a　global　structure　of　the　data．　（This　is

because　the　model　considers　the　probabilistic　choice　process　and　the　information　contained　in

the　data　of　matching　rates　of　the　responses　svfficiently　well．）

＝　Fig．　1　about　here　＝

　　　　　　Fig　1　a　is　VA　representation　of　the　result　of　application　of　the　GHT　model　to　the　data　of

a11　items　of　seven　nation’s　comparative　survey．　This　shows　a　glob　al　reiationships　b　etween

those　seven　nations．　Each　nation　is　represented　by　a　vector．　The　unit　vector　（1，　O）　is　the

superculture：　the　average　image　of　these　nations．　The　x－coordinate　of　each　vector　shows　the

degree　of　conformity　to　the　superculture，　and　the　cosine　angle　between　two　vectors　shows　their

mutual　matching　rate　of　responses：　if　two　vectors　overlap，　their　responses　coincide　with

completely，　whereas　if　two　vectors　are　orthogonal，　their　responses　are　totally　different．

　　　　　　The　global　relationships　b　etween　these　seven　nations　are　summarized　in　words　as

follows．

1．　Great　Britain　is　ciosest　to　the　superculture．　This　may　b　e　interpreted　that　several　cultures

have　developed　from　the　European　superculture　（the　eariy　stage　of　capitalistic　industrialization）

vvhich　originated　in　（　ireat　Briuain，　although　Great　Britain　may　b　e　no　longer　such　a　superpower

country．

2．　Roughly　this　global　pattern　corresponds　to　the　geographical　locations．
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3．　USA　and　（］reat　Britain　represented　as　the　most　similar　pair　in　a11　aspects　shown　in　the　VA

representation．　This　is　probably　b　ecause　th　ey　share　the　common　language　and　race，　therefore

many　culture　feature．

4．　France　and　ltaly　are　represented　as　a　similar　pair，　isolated　from　other　countries．

5．　Japan　and　FRG　are　similar　in　an　aspect　（X－Y　place）　whereas　dissimilar　in　another　aspect

（X－Z　pl　ace）．　（See　Yoshino　1992a　for　a　more　detailed　explanation　of　the　results）．

　　　　　　As　far　as　the　data　of　these　seven　nations，　Hayashi’s　quantification　method　III　（QM　III）

reproduces　the　glob　al　pattern　which　is　consistent　with　the　VA　representation　obtained　above．

3・2The　ApPlic置藪。且of　the　GIIT　Model　to　a　Specific　The皿e

　　　　　　In　contrast　to　the　appiication　of　the　GHT　model　to　the　data　of　all　items，　we　show　here

that由e　GHT　model　can　be　applied　to　the　data　of　more　specific　items，　rather　than　all　items，　used

in　the　questionnaire．　For　example，　if　the　items　related　to　quality　of　life　（QOL）　are　analyzed，2

the　result　is　shown　in　Fig　2．

＝　Figures　2　about　here　＝

　　　　　　The　result　is　summarized　inwords　as　follows．　Here　”superculture”　may　be　interpreted

as　the　common　feature　to　represent　QOL　of山ese　seven　nations．　Roughly，　the　figure

characterizes　more　clearly　the　mutual　relationships　among　the　seven　nations　than　in　Figure　1　．

1．　Again，　（ireat　Britain　is　th　e　most　conformal　to　the　superculture．

2．　Three　pairs　are　consistently　seen　in　Fig　2　a，　b，　and　c：　Japan　and　FRG，　ltaly　and　France，

USA　and　the　Netherlands．　These　pairings　are　clear．

　　　　　　i）　ltaly　and　France　are　Latin　countries，　so　their　perception　of　their　own　life　may　b　e

similar．

　　　　　　ii）　Japaii　and　FRG　were　at　the　top　of　the　world　in　terms　of　economic　conditions　around

1　987，

　　　　　　iii）　USA　and　the　Netherlands　are　protestant　countries．

　　　　　　For　more　substantial　and　deeper　understanding　of　the　results，　we　need　more　discrete

analyses　integrating　various　empirical　knowledge　and　observations．　We　would　refrain　from

prematurely　developing　any　such　explanations　here．

4．PCA　of　Ite皿s　T8pping　Cultural　Orienta血oas

　　　　　　Using　a　different　method　of　analysis，　viz．　principal　components　analysis，　we　will

analyze　the　cultural　orientation　and　quality　of　life　of　individuals　in　seven　nations　in　this　and　the

following　section，　beginning　with　an　analysis　of　54　items　which　supposedly　tap　cultural

orientations　or　the　national　character　of　different　cultures．
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　　　　　　In　the　inteilectu　al　context　of　national　character　studies　in　general　and　cross－national

attitudinal　analysis　and　research　in　particular，　the　54　items　included　in　the　seven－nation　data　set

could　be　seen　to　tap　th　e　various　aspects　of　traditionalism　（versus　modernity）　（cf．　lnkeles　＆

Smith，　1974），　materialism　versus　post一　or　non－rnaterialism　（cf．　lnglehart，　1977，　1994），　sense

of　alienation　from　society，　political　inclinations，　the　quality　of　life　and　related　attitudes．　The

items　are　a11　coded　such　that　a　higher　score　reflects　a　more　modern，　more　non－materialist／post－

materialist　orientation，　a　mcre　partieipatory　and　collective　orientation　in　politics，　a　better　quality

of　life，　and　a　weaker　sense　of　alienation　from　society　（see　also　Hayashi，　Suzuki　＆　Sasaki，

1992，　Chapter　8）．

＝　Table　1　about　here　＝

Assuming　that　these　54　items　are　relevant　to　the　understanding　of　national　character　or

cultural　orientations　of　various　peoples，3　we　undertake　principal　components　analyses　of　a11　54

items　separately　for　each　country　and　compare　the　results　across　countries．4　There　are　many

aspects　to　such　a　comparison，　including：

　　　　　　1．　the　extent　to　which　these　54　items　form　a　coherent　”syndrome”　in　the　seven

countries；5

　　　　　　2．　the　structure　of　the　attitudes，　with　respect　to　（a）　how　the　items　cluster　within　each

country；　and　（b）　the　contribution　of　items　representing　various　theoretical　dimensi　ons　to　the

pool　of　items　that　cluster　more　closely　in　each　country．

4．1　Do　the　54　items　Form　a　Coherent　Syndrome　that　We　Might　Call　the

”Cultural　Orientati　ofls”　or　th　e　”National　Charactert　of　a　People？

　　　　　　Tlle　results　of　the　pdncipal　components　a血alyses　are　given　in　Table　2．　Judging　by　the

percentage　of　variance　explained　by　the　first　a．nd　second　factors，　it　is　quite　obvious　that　the　54

items　do　not　load　unambiguously　onto　one　dominant　factor　in　any　country．　The　percentage　of

variance　explained　by　the　first　factor　is　low，　vaり7ing　between　5．9％in　Britain．　to　7．6％in山e

Netherlands，　and　seldom　exceeds　the　variance　explained　by　the　second　factor　by　more　than　2

perc　ent．　6

＝Table　2　ab　out　here　＝

　　　　　　Generally，　the　higher　the　percentage　of　variance　explained　by　the　first　factor，

considered　b　oth　absolutely　and　relative　to　the　variance　explained　by　the　second　factor，　the　more

the　items　constitute　a　coherent　”syndrome”　representing　a　particular　social　phenomenon．　The

resulus　of　the　present　analysis，　in　contrast，　suggest　that　the　items　are　far　from　forming　a

coherent　cluster　or　syndrome　in　any　of　the　seven　nations，　that　there　is　no　one　obvious　or　clear－

cut　dimension　that　underlies　these　54　items．　ln　other　words，　there　are　probably　disparate
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dimensions　underlying　these　54　items，　or　national　character　for　that　matter，　which　do　not

necessarily　correlate　with　olle　ano山er　and　need　to　be　analyzed　separately．

　　　　　　There　are　of　course　some　differences　among　countries　beyond山e　overall　dominant

pattern．　For　example，　the　percentage　of　variance　explained　by　the　first　factor　is　highest　in　the

Netherlands，　which　is　almost　2％　high　er　than　that　of　B　ritain　where　there　is　the　lowest

percentage　of　variance　explained．　However，　such　differences　among　countries　are　sma11．

More　obvious，　perhaps，　are　the　differences　in　the　number　of　iteins　with　relatively　high　loadings

on　the　first　factor．　The　numb　er　of　items　with　loadings　exceeding　．2000　is　higher　in　France，

West　Germany，　ltaly　and　the　Netherlands　（27　and　26）　and　lower　in　Britain，　USA　and　Japan

（17，　21　asid　20）．　The　p　attern　is　repeated　for　th　e　number　of　items　with　loadings　exceeding

．3000．　ln　other　words，　more　of　the　54　items　cluster　closely　together　in　France，　West

Germany，　ltaly　and　the　Netherlands　than　in　Bnitain，　USA　or　Japan．　This　comparison　suggests

that，　relativel．v　speiikr’ng，　the　items　form　a　more　coherent　cluster　in　the　former　group　of

countries　th　an　in　the　latter．

4．2　Stra　cture　of　Attitu　d　cs

　　　　　　To　compare　the　structure　of　attitudes　across　countries，　we　can　study　first，　the　overlaps

of　items　b　etween　pairs　of　countries；　artd　second，　the　pattern　of　the　distribution　of　items　across

various　theoretical　dimensions　in　different　countries．

　　　　　　Table　4　shows　the　counts　of　items　with　at　ieast　1．20001　factor　loadings　in　pairs　of

countries，　Figures　with　a　suffix　”R”　refer　to　the　number　of　items　that　load　in　different　direction

in　the　pair　of　countries　b　eing　compared．

＝　Table　3　about　here　＝＝

　　　　　　France　shares　the　largest　nurnber　of　overlaps　with　ltaly　than　it　does　with　other

countries．　ln　other　words，　there　are　more　common　items　between　France　and　ltaly　in　the

numb　er　of　items　that　load　at　at　least　，2000　and　in　the　same　direction　than　between　France　and

other　countries．　Similarly，　Germany　and　U．S．A．　also　share　th　e　largest　numb　er　of　overlaps

with　ltaly　than　they　do　with　other　countries．　The　Netherlands　shares　the　largest　number　of

overiaps　with　W．　Germany　while　Japan　shares　the　largest　number　of　overlaps　with　the

Netherlands．　B　ritain　shares　the　iargest　number　of　overlaps　with　France．

　　　　　　Considering　the　countries　altoge山er　as　a　pool，　then，　the　largest　number　of　overlaps

between　countries　is　found　b　etween　ltaly　and　France　（22　items　in　the　saine　direction），　and

secondarily　between　ltaly　and　West　Germany　（15　items），　between　ltaly　and　U．S．A．　，　between

W．Germany　and　France，　and　between　W．　Germany　and由e　Netherlands（14　items　in　the　same
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direction　in　all　these　p　airs　of　countries）．　Considered　as　such，　ltaly，　France　and　West　Germany

seem　to　share　more　items　with　other　countries．　This　is　to　a　iesser　extent　also　true　of　the

Netherlands，　while　U．S．A．　，　Britain　and　Japan　seem　in　comparison　to　have　noticeably　fewer

overlaps　with　other　countries．

　　　　　　A　more　vigorous　comparison　of　th　e　stru　cture　of　attitvdes　consists　in　comparing　across

countries　the　overlaps　among　items　which　load　highest　（top　6）　and　lowest　（bottom　6）　within　the

pool　of　items　with　factor　loadings　equal　to　or　exceeding　．2000．　Such　a　comparison　is　also

particularly　informative　in　the　absence　of　common　scales　to　gauge　whether　we　are，　to　some

limited　extent，　comparing　a　similar　pool　of　items　across　countries．

＝　Table　4　about　here　＝

　　　　　　In　general，　there　are　more　overlaps　between　countries　in　items　with　stronger　loadings

（top　6）　than　in　items　with　weaker　loadings　（bottom　6）．　Comparing　between　pairs　of　countries，

France－ltaly，　Franc　e－Netherlands，　ltaly－Netherlands　and　Britain－USA　share　the　1argest　number

of　Overlaps．　To　a　lesser　extent，　France－W．　Germany，　France－Japan，　W．　Germany－USA，　W．

Germany－ltaly，　and　W．　Germany－the　Netherlands　also　share　a　reasonable　number　of　overlaps

in　items　with　top　and　b　ottom　loadings．　ln　general，　one　might　conclude　that　France，　ltaly　and

the　Netherlands，　and　to　a　somewhat　lesser　extent，　W．　Germany，　share　the　largest　number　of

overlaps　among　them　with　respect　to　the　items　with　the　highest　and　lowest　factor　loadings．

Britain　and　USA，　while　close　to　each　other，　are　more　distant　from　the　other　countries．　This　is

similarly　true　of　Japan．

　　　　　　A　different　comparison　一　one　that　pays　attention　to　the　theoretical　underpimings　of　the

items　一一　can　b　e　undertaken　if　one　looks　at　the　items　within　each　theoretical　dimension，　namely，

traditionalism，　materialism，　alienation，　political　inclinations　and　quality　of　1ife．　We　can

compare　if　the　items　load　in　the　satne　manner　（direction），　and　if　the　items　that　load　relatively

highly　are　similar　or　different　across　countries　or　pairs　of　countries．　The　theoretical

dimensions　we　identified，　while　tentative，　were　rooted　in　extant　literature．　Further，　the

difference　between　Japan　and　other　countries　in　the　direction　of　the　loadings　of　the　items　across

theoretical　dimensions，　which　we　noted　earlier　in　this　subsection，　might　suggest　that　the

theoretical　dimensions　we　identified　are　substantively　meaningful．

　　　　　　As　noted　above，　the　items　are　coded　as　such　that　higher　score　reflects　a　more　modern，

more　non－materialist／post－matenialist　orientation，　better　quality　of　life，　a　more　participatory　and

collective　orientation　in　politics，　and　lower　alienation　from　society．　Among　the　seven

countries，　only　in　Fraiice　do　ail　the　items　with　loadings　exceeding　．2000　load　in　the　same

ma㎜er．　In　other　words，　a　moden1，　non－materialist，　politically　more　participatoワand

collective　onfentation，　b　etter　subjective　quality　of　life，　and　lower　alienation　from　（or　higher
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integration　into）society　a　11　go　toget血er．　In　all　o山er　countries，　there　are　isolated　items　scattered

among　various　dimensi　ons，　which　load　in　the　opposite　manner．　The　number　of　items　that　load

negatively　at　．2000　or　higher　is　7　ovt　of　20　in　Japan，5　out　of　27　in　W．　Germany　，4　out　of　26

in　the　Neth　erlands，　3　out　of　21　in　U，S．A．，2　out　of　17　in　Britain　and　1　out　of　27　in　ltaly．　ln

other　words，　oniy　a　sma11　minority　of　the　items　load　negatively　in　a11　the　countries　with　the

exception　of　Japan　where　almost　half　of　the　items　load　negativeiy．　One　might　therefore　claim

that　the　pattern　of　negative　loadings　suggests　that　in　all　countries，　with　the　exception　of　Japan，

the　cultural　orientations　are　constituted　by　positive　correlations　among　modernity，　non－

materialism，　activist　and　progressive　political　orientations，　better　quality　of　life，　and　iower

alienation　from　society．　ln　Japan，　the　negatively　loaded　items　are　scattered　across　the

dimensions　of　non－m　aterialism　（2　out　of　4），　politics　（1　out　of　1），　alienation　（2　out　of　3）　and

quaユity　of　life（2　out　of　2）．　Therefore，　one　might　say　that，　in　Japan，　the　cultural　orientations，

on　the　aggregate，　are　constituted　su　ch　that　a　more　modern　orientation　is　associated　ambiguously

with　materialismlnon－materialism，　and　positively　with　lower　political　activism，　higher

alienation　from　society，　and　lower　quality　of　life．　Or，　considered　obversely，　a　more　traditional

orientation　is　associated　with　greater　political　activism，　lower　alienation　from　society，　higher

quality　of　life，　and　a　mixed　materialist－non－materialist　orientation．　Considering　only　this　aspect

of　comparison，　w　e　can　ob　serve　that　the　cultural　orientation　in　Japan　is　constituted　very　different

from　that　of　the　other　countries　一　a　difference　that　we　might　perhaps　see　more　clearly　if　the

items　included　in　the　analyses　are　more　even　distributed　among　various　theoretical　dimensions．

　　　　　　There　are　also　differences　in　the　relative　contribution　of　the　items　within　each　theoretical

dimension．　The　following　table　shows　the　frequencies　of　items　with　loadings　greater　than

．2000and．3000，0rga血ized　by　theoretica1　dimensions．　The　distribution　of　items　by　theoretical

dimension　is　given　in　the　second　colutnn．　A　close　examination　of　the　table　yields　interesting

patterns．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　Table　5　ab　ovt　here　＝

　　　　　　Considering　the　c　ontribution　of　items　with　loadings　exceeding　．2000，　and　noti　cing　only’

the　most　obvious　under一　or　ever－representation　of　items　，　Tab　le　6　shows　that　Japan　emerges　as

the　oniy　country　with　a　fairly　even　contribution　of　items　which　mirrors　the　distribution　of

various　items　by　dimensions　in　the　pool　of　54　items．　Considering　the　over－represented　and

under－represented　items　separately，　ltaly，　USA，　Britain　and　France　share　the　same　pattern　of　an

under－representation　of　materialism　items；　while　West　Germany　and　the　Netherlands　share　an

under－representation　of　quality　of　life’items．　Conversely，　there　is　an　over－representation　of

traditionalism　items　in　a11　countries，　to　varying　extent，　with　the　exception　of　Britain　where　there

is　an　over－representation　of　alienation　items．　ln　general，　the　broad　picture　suggests　that　first，

Britain　departs　from　the　general　pattern　ob　served　in　other　countries；　second，　Japa：i　also　departs

from　the　general　pattern　in　showing　an　almost　b　alanced　distribution　of　items　from　various
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theoretical　dimensions　with　factor　loadings　exceeding　．2000；　third，　West　Germany　and　the

Netherlands　are　similar　to　each　other　in　the　over－representation　of　traditionalism　items　and

under－representation　of　quality　of　life　items；　and　last，　in　a　less　clear－cut　manner，　France，　ltaly

and　USA　could　also　be　considered　similar　to　each　other　in　showing　an　over－representation　of

traditionalism　items　and　an　under－representation　of　materialism　items．

iCo血。血g　a　Su皿皿aty　Measure　of　Qiialit　7　of　Life血rough　Sca血g

　　　　　　The　quality　of　life，　whiie　considered　a　specific　theme　in　the　present　analysis，　is　in　its

own　right　obviously　a　multi－dimensional　and　complicated　phenomenon．　To　represent　the

”quality　of　life”　in　one　country　or　cross－nationally　and　expl　ore　how　it　relate　s　to　varying　social

conditions　and　individual　attributes　necessitate　the　construction　of　summary　measures．　We　will

next　discuss　one　way　to　anive　at　parsimonious　summary　measures　of　the　quality　of　life　by　way

of　scaling　（Guttman，　1944）．7　We　undertake　principal　components　analyses　of　items　indicative

of　the　quality　of　life，　and　compare　the　structure　and　the　substantive　level　of　qualify　of　life　in

France，　West　Germany，　Great　Britain，　U．S．A．，　Japan，　ltaly　and　the　Netherlands．　Ou　r　analysis

suggests　that　a　similar　set　of　items　can　be　used　to　gauge　the　guality　of　life　cross－nationally，　the

level　of　which　varies　noticeably　among　these　seven　countries．

5－1　Comparing　th　e　Quality　of　Lile　in　the　Seven　Countries：

　　　　　　We　begin　with　a　series　of　country－by－country　principal　components　analyses　of　the　18

items　identified　as　pertinent　to　a　consideration　of　quality　of　life　which　were　used　earlier　in　the

analyses　discussed　in　Section　3．1．　These　items　are　coded　for　this　analysis　such　that　higher

scores　indicate　higher　quality　of　life　（see　Table　6）．

＝　Table　6　ab　out　here　＝

　　　　　　Important　information　about　the　extent　to　which　the　items　form　a　coherent　cluster　is

obtained　from　the　percentage　of　variance　explained　by　the　first　and　second　factors　and　the　size

of　each　item’s　loading　on　the　first　factor．　The　results　of　this　analysis　are　shown　in　Table　7．

＝＝　Tabie　7　here　＝＝

　　　　　　The　first　factor　explains　more　than　15％　of　the　variance　in　all　seven　countries　analyzed．

However，　there　is　no　instance　where　th　e　first　factor　explains　twice　as　much　variance　as　the

second　factor　does，　suggesting　that　the　first　factor　is　not　quite　as　distinct　as　one　might　hope　for．

Or，　in　other　words，　the　items　do　not　unambiguously　load　on　one　single　factor．　A　partial

exception　is　that　of　Great　Britain　where　the　first　factor　explains　19．6％　of　the　variance，　which　is

almost　twice　as　much　as　the　1　1．3％　of　the　variance　explained　by　the　second　factor．
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　　　　　　While　the　items　do　not　load　dramatically　onto　one　factor，　there　is　also　a　sufficient

number　of　items　with　factor　loadings　of　such　substantial　magnitude　that　it　is　possible　to

combine　them　linearly　into　one　scale，　B　ased　on　the　results　of　the　country－by－country　principal

components　analyses，　we　construct　scales　and　compute　scale　scores　to　represent　the　quality　of

life　in　each　country．　Technically，　we　set　a　criterion　factor　loading　（such　as　．20　or　．30）　and

select　the　items　with　loadings　on　the　first　factor　equal　to　or　exceeding　that　criterion，　combine

the　items　in　a　scale　by　taking　their　average，　and　compute　the　mean　score　for　each　couritry．

There　are　at　least　two　approaches　to　constructing　the　scales．　One　can　construct　”common

scales”：　scales　that　are　”common”　to　all　countries　and　include　a11　the　items　that　load　on　the

same　level　in　a11　countries．　Nternatively，　one　can　construct　scales　that　are　specific　to　each

country　and　include　only　the　items　that　load　on　the　same　level　in　a　specific　country，　regardless

of　how　they　load　in　the　other　countries．

　　　　　　We　construct　one　common　scale　that　inqludes　all　12　（out　of　18）　items　with　loadings　of

．2000　or　ab　ove　on　the　first　factor．8　The　six　items　that　do　ndt　meet　the　．2000　criterion　include：

quality　of　life　in　area　where　you　live　（v2．3f　），　satisfaction　with　health　（v2．3g），　and　safety　in

neighborhood　and　personal　safety　（　v5．80a　and　b），　and　anticipation　of　changes　in　p　eace　of

mind　and　freedom　in　the　future　（v7．　18b　and　v7．　18c）．　Combining　（taking　the　mean）　of　th　ese

twelve　items，　we　construct　a　scale　（QOLC2）　and　can　compare　sub　stantively　the　mean　level　of

the　quality　of　life　in　these　seven　countries，

＝　Table　8　here　＝＝

　　　　　　Japan　and　the　Netherlands　have　the　highest　mean　among　the　seven　countries，　followed

closely　by　West　Germany　and　USA．　France　and　ltaly　show　the　lowest　mean，　while　（lreat

Britain　fails　somewhere　in　between，　The　findings　suggest　that　respondents　in　Japan　show　the

highest　（subjectively　perceived）　quality　of　life　while　respondents　in　France　the　lowest．9　ln

other　words，　among　th　e　seven　nations，　respondents　in　Japan　and　the　Netherlands，　and　to　a

somewh　at　lesser　extent　respondents　in　West　Germany　and　U．S．A．　，　assess　positively　their

material　b　eing　in　the　recent　past，　are　satisfied　with　their　present　material　and　non－material　well－

being　，　are　optimistic　about　the　general　well－being　in　the　future　for　themselves　and　for　their

society，　and　do　not　worry　much　about　personal　or　macro－level　problems．　The　reverse　pattern

is　true　of　respondents　in　France　and　ltaly．

　　　　　　One　might　argue　that　to　select　items　common　to　a11　countries　might　have　lowered　the

accuracy　of　the　clustering　in　each　country，　though　the　Cronb　ach－Npha　statistics　indicate　that

the　reliability　of　the　common　scale　in　the　respective　countries　is　at　least　at　a　respectable　．62，
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with　that　in　Great　Britain　exceeding　．70．　Nonetheless，　to　addre　ss　this　concern，　w　e　construct

country－specific　scales　based　on　the　loadings　of　the　items　on　the　first　factor　in　each　country．

We　construct　three　versions　of　these　country－specific　scales，　corresponding　to　the　criterion　cut－

off　points　（i．e．　loadings　on　the　first　factor）　of　．2000，　．3000　and　．4000．　The　number　of　items

and　the　mean　of　each　version　of　the　scale　are　given，　by　country，　in　Table　9．　10

＝　Table　9　＝

　　　　　　As　might　be　expected　，　the　reliability　of　the　country－specific　scales　is　generally　higher，

compared　to　that　of　the　common　scales，　since　the　former　scales　are　constructed　based　on　the

specific　pattern　of　factor　loadings　in　each　country．　Ali　items　load　at　at　least　．2000　in　Great

Britain，　U．S．A．　and　Japan，　resulting　in　an　18－item　scale　for　a11　these　three　countries．　Only　a

few　items　do　not　meet　the　．2000　criterion　in　other　countries，　resulting　in　a　17－item　scale　in

France，　a　16－item　scale　in　the　Netherlands，　a　15－item　scale　in　ltaly　and　a　14－item　scale　in　West

Germany．

　　　　　　One　interesting　observation　is　that，　despite　the　differences　in　the　reliability　of　the　scales，

the　mean　scores　of　each　countr＞7　based　on　these　countり7－specific　scales　are　very　similar　to　those

computed　from　the　common　scales　（compare　Tables　8　and　9）．　lmportantly，　the　relative

rankings　among　countri　es　obtained　by　the　common　scales　and　various　versions　of　the　country－

specific　scales　are　also　very　similar，　with　only　minor　differences．　Let　us　take　as　an　illustration

QOLS2　一　the　country－specific　scales　constructed　from　items　with　．2000　or　higher　loadings　on

the　first　factor　in　each　country．　The　Netherlands　emerges　as　the　country　with　the　highest　mean

score　（highest　subjective　quality　of　life），　followed　closely　by　Japaii　and　U．S．A．．　Again，

France　has　the　lowest　mean　score　foliowed　closely　by　ltaly．　West　Germany　and　Great　Britain

fa11　somewhere　in　b　etween．　This　pattern　of　relative　rankings　is　virtually　identical　to　that

obtained　from　comparing　the　mean　scores　on　the　common　scale　（QOLC2）　across　the　seven

countries，　and　is　repeated　for　the　country－specific　scales　constructed　from　items　qualifying　at

．3000　and　．4000　loadings　（i．e．　QOLS3　and　QOLS4）　despite　the　fact　that　quite　a　large　number

of　item　s　are　excluded　in　constructing　these　two　versions　of　the　scales．　The　similarity　across

various　scales，　especially　between　the　common　scales　and　the　country－specific　scales，　in　the

substantive　patterns　of　relative　standings　among　countries　in　the　quality　of　life　means　that　the

12－item　common　scale　can　b　e　used　to　gauge　the　quality　of　life　in　different　countries　effectively

and　that　the　common　scale　and　the　country－specific　scales　are　practically　interchangeable．　1　1

5－2　The　Stru　cture　of　Attitu　d　es　Related　to　Qv　ality　of　Life　across　Countries

　　　　　　We　have　discussed　the　principal　component　analyses　so　far　in　terms　of　substantive

differences　and　similarities　across　countries．　ln　addition　to　the　ranicings　of　countries　in　the
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quality　of　life　with　respect　to　their　mean　scores　on　various　scales　constructed，　there　are　also

differences　aiid　similarities　in　the　structure　of　the　attitudes　among　countries．　For　example，　the

variance　expl　ained　by　the　first　factor　varies　b　etween　a　low　of　15．9％　in　the　Netherlands　to　a

high　of　19．6％　in　Great　Britain．　Th　ere　are　also　variations　in　the　loadings　of　the　various　items

on　the　first　factor．　All　the　items　load　at　least　at　．2000　in　Britain，　U．S．A．　and　Japan．　France

comes　close　with　17　items　loading　at　the　same　l　evel，　followed　by　the　Netherlands　with　16　and

Italy　with　15．　Only　14　items　in　West　Germany　load　at　．2000　or　higher　on　the　first　factor．　The

difference　between　West　Germany　and　other　countries　lessens　if　we　use　．3000　as　the　criterion

loading．　Only　in　the　United　States　do　a11　the　18　items　load　at　．3000　level　or　higher；　Japan

follows　closely　with　17　items　meeting　the　criterion．　More　items　are　excluded　from　other

countries　with　the　more　string　ent　criterion　of　．3000，　particularly　in　the　Netherlands　where　the

number　of　items　qualifying　drop　to　12　only．　Such　variations　across　countries　suggest　that　not

a11　the　18　items　constitute　a　coherent　dimension　in　a11　countries；　and　that　more　items　cluster

coherently　in　some　countries，　such　as　th　e　United　States，　than　in　oth　ers，　such　as　the

Netherlands．　Comparing　among　countries　systematically　on　this　basis　aione　and　using　the

criterion　of　．　3000，　we　can　see　that　Japan　and　U．S．A．　are　similar　to　each　other　in　that　a11　or

almost　a11　items　in　both　countries　meet　the　．3000　criterion，　indicating　that　the　18　items　do

cluster　coherently　as　a　dimension　tapping　qu　ality　of　life．　France，　Germany，　Great　Britain　and

Italy　form　another　” №窒盾浮吹h　where　the　items　cluster　relatively　coherently，　but　less　so　than　Japan

and　U．S．A．　and　more　so　than　the　Netherl　ands　where　the　items　seem　to　cohere　least．

　　　　　　We　minimize　the　differences　in　the　substantive　content　of　items　across　countries　in

constructing　the　common　scales　by　selecting　items　that　qualify　in　ali　countries．　There　might

still　be　differences　among　counties　with　respect　to　the　relative　contribution　of　each　item　to　the

scale．　For　example，　all　items　can　qualify　at　a　high　loading　of　．4000　or　so　in　one　country　while

they　vary　b　etween　．2000　and　．7000　in　another．　One　way　to　compare　such　”attitudinal

structures”　is　to　rank　order　the　loadings　of　the　12　items　that　are　included　in　the　common　scale

（QOLC2）　and　assess　if　the　items　with　the　top　and　bottom　loadings　agree　across　countries．　A

reasonable　level　of　agreement　among　countries　means　that　the　comparison　between　countries　is

consistent　in　substantive　content，　that　the　items　contributing　strongly　and　those　contributing

weakly　to　the　final　score　representing　each　country　are　sufficiently　similar　to　each　other．　Table

10　shows　the　loadings　of　each　of　the　12　items　on　the　first　factor　in　a11　seven　countries．

＝　Table　10　＝

　　　　　　There　seems　to　be　a　remarkable　similarity　among　countries　with　respect　to　the　loadings

of　various　items，　as　reflected　in　the　last　few　rows　of　the　table　showing　the　counts　of　items　by

the　size　of　factor　loadings．　To　compare　more　systematically，　we　rank　order　the　factor　loadings
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and　identify　the　items　with　the　largest　and　the　smallest　loadings　among　the　seven　countries．

（See　Tables　11　＆　12　below）．

＝＝　Tables　11　＆　12　＝

　　　　　　There　are　variations　in　the　extent　of　overlaps　among　items　across　countries．　The　largest

number　of　overlaps　are　found　b　etween　Gre　at　Britain　and　U．S，A．　and　b　etween　oreat　Britain

alld　the　Netllerlands．　Otheゼl 垂≠奄窒唐撃戟@of　countries　with　quite　a　large　number　of　overlaps　include，

France一・Great　Britain，　West　Germany－ltaly，　（　ireat　Britain－ltaly，　U．S．A．一the　Netherlands，　and

Japaii一一ltaly．　Using　the　concepts　developed　by　cultural　link　analysis，　we　can　interpret　the

results　of　this　comparison　as　indicating　stronger　spatial　1inks　（viz．　linkages　in　terms　of　social，

environmental，　cultural，　linguistic　and　ethnic　characteristics）　between　these　respective　pairs　of

countries　among　a　sma11　group　of　countries　otherwise　similar　in　the　level　of　soci　o－economic

development．　ln　general，　（　ireat　Britain　shows　a　reasonably　large　numb　er　of　overlaps　with　the

most　countries　while　West　Germany　and　Japan　seem　to　overlap　with　other　countries　much　less

so．　However，　we　hesitate　to　over－emphasize　the　specific　links　between　pairs　of　countries　since

the　overa11　overlaps　among　countries　in　the　items　with　the　largest　and　the　smallest　loadings　are

rather　impressive，　in　light　of　the　fact　that　there　is　only　a　sma11　number　of　items　in　the　analyses

and　that　the　range　of　variation　in　the　actual　factor　loadings　is　actually　quite　modest．　12　ln　other

words，　in　using　the　12－item　common　scale　to　compare　the　mean　score　on　the　quality　of　life

across　countries，　we　are　indeed　comparing　a　set　of　attitudes　that　are　cross－nationally　similar　in

content．　This　in　turn　means　that　one　can　use　the　12－item　common　scale　with　confidence　in

measuring　and　analyzing　the　quality　of　life　among　these　seven　nations．

5－3Co皿皿e皿ts　o量P血Cipal　Co皿ponents　Analyses

　　　　　　Using　principal　components　analyses，　we　compared　the　structures　of　attitudes　relevant

to　a　consideration　of　general　cultural　orientations　and　quality　of　life　in　seven　nations．　Across

different　comparisons　of　general　cultural　orientations，　we　can　see　that　France，　West　Germany，

Italy，　and　the　Netherlands　on　the　one　hand，　and　USA，　Britain　and　Japan　on　the　other　hand，

form　two　respective　clusters　which　share　more　similarities　among　themselves．　However，　it

needs　also　be　noted　that　Britain　and　Japan　also　separately　depart　from　the　other　6　nations

conspicuously，　in　the　extent　to　which　the　items　do　not　form　a　coherent　cluster　（in　the　case　of

Britain）　and　in　th　e　direction　of　the　loadings　of　the　items　（in　the　case　of　Japan）．

　　　　　　The　clustering　of　countries　is　somewhat　less　distinct　than　that　observed　with　respect　to

the　quality　of　life．　Considering　solely　the　clustering　of　countries　without　much　regard　for　the

differences　in　the　dimensions　being　compared，　one　might　gather　than　ltaly　and　the　Netherlands

are　more　similar　to　each　other，　while　Britain，　USA　and　Japan　are　more　similar　to　one　another．
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France　and　Germany　are　also　similar　to　each　other　while　at　the　same　time，　France　is　rather

similar　to　ltaly　and　Netherlands　and　Germany　to　Japan．

　　　　　　There　are　of　course　substantive　differences　in　the　conclusions　one　can　draw　from　the

quality　of　life　analyses　and　general　cultural　orientations　analyses，　despite　som　e　apparent

similarities　in　the　clustering　of　countries．　For　exarnple，　Britain　has　more　items　in　common　with

other　countries　in　the　quality　of　life　analyses　while　the　reverse　pattern　is　true　in　the　cultural

orientations　analyses．　These　differences　should　not　be　surprising　since　the　differences　and

similarities　among　countries　are　contingent　on　the　aspects　of　cultural　orientations　analyzed．　It

is　prob　ably　true　that　the　differences　and　similarities　among　countries　will　stabilize　with　the

accumulation　of　more　analyses　addressing　various　aspects　of　cultural　orientations，　and　then　we

might　begin　to　theorize　what　it　is　that　underlies　the　differences　and　similarities　among

countrres．

　　　　　　Scaling　allowed　us　to　parsimoniously　summarize　what　is　otherwise　a　relatively

complicated　multi－dimensional　phenomenon　such　as　the　quality　of　life．　This　method　also

enabled　us　to　take　note　of　both　the　vniqueness　of　specific　countries　and　commonalities　across

countries　without　biasing　towards　one　or　the　other．　lndeed，　we　b　elieve　that　both　country－

specific　scales　and　common　scales　are　useful，　depending　on　one’s　theoretical　perspectives　and

interests．　What　the　method　described　here　does　is　help　us　assess　the　uniqueness　and　the

similarities　and　decide　if，　for　practical　purposes，　one　can　simplify　the　research　procedure　and

use　a　common　pool　of　items　across　countries　to　measure　a　social　ph　enomenon．　One　will　see

the　usefulness　of　the　method　we　employed　here　even　better　with　a　larger　pool　of　items，　where

selecting　the　”best”　items　that　are　comparable　across　countries　and　constructing　parsimonious

scales　become　more　important．　With　a　larger　pool　of　items，　one　could　test　the　idea　if　a　set　of

attitudes　could　be　taken　as　an　undifferentiated　whole　（e．g．　”quality　of　life”）　or　whether　one

should　introduce　multi－dimensionality　more　systematically　into　the　analyses　（e．g．

differenti　ating　b　etween　m　aterial　and　non－materi　al　quality　of　life）．

6－Concluding　Re皿arl［s

　　　　　　In　this　paper，　we　described　some　scaling　methods　under　the　paradigm　we　called

”complementary　scaling”．　We　have　discussed，　for　example，　the　complementarity　of　multi－

dimensional　scaling　and　uni－dimensional　scaling，　global　scaling　and　local　scaling，　as　well　as

scaling　on　a　specific　topic　and　scaling　on　a　broader，　more　wholistic　phenomenon．　Each　of　the

methods　described　here　gave　us　a　different　but　complementary　perspective　on　the　multi－faceted

conglomerate　of　cultural　attitudes　referted　to　in　extant　literatvre　as　the　”national　character”．　The

conclusions　we　drew　from　each　analysis　might　differ．　For　example，　GHT　model　introduced

the　idea　of　”superculture”　and　its　application　to　a　set　of　18　quality　of　life　items　yielded　the

conclusion　that　Great　Britain　conforms　most　to　the　superculture　while　pairs　of　other　countries

were　found　to　b　e　similar　to　each　other，　such　as　ltaly　and　France，　Japan　and　the　former　West
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Germany，　and　USA　and　the　Netherlands．　We　likewise　concluded　from　the　principal

components　analyses　that　more　substantive　similarities　are　found　between　ltaly　and　France　on

the　one　hand，　and　am　ong　Japan，　the　Netherlands，　West　Germany　and　USA　on　the　other　hand．

Respondents　in　the　former　pair　of　countries　perceive　themselves　as　having　a　relatively　low

quality　of　life，　in　contfast　to　the　respondents　in　the　latter　group　of　countries．　The　similarities

and　differences　among　countries　were　not　precisely　replicated　in　the　analysis　of　the　strvcture　of

the　responses．

　　　　　　The　differences　in　conclusions　drawn　in　terms　of　th　e　structural　and　substantive

differences　and　similarities　among　countries　in　the　same　analyses　or　in　different　analyses

should　not　b　e　seen　as　a　problem．　Rather，　it　is　more　fruitful　to　look　upon　these　disparate

results，　and　hence　the　various　methods　of　analyses，　as　providing　different　insights　and

perspectives　into　clearly　complicated　phenomena．　As　we　noted　in　the　introduction，　we　need　to

use　these　various　methods　in　complementary　ways　for　the　deeper　understanding　of　national

character．　Principal　components　analyses　provided　a　way　to　substantively　analyze　the　quality

of　life　as　weli　as　to　understand　how　various　attitudes　correlate　with　each　other．　For　example，　it

was　interesting　to　note　that　Japan　differs　from　a11　other　nations　in　the　configuration　of　its

attitudes，　where　a　more　traditional　orientation　is　associated　with　greater　political　activism，

lower　alienation　from　society　and　higher　quality　of　life．　GHT　modelling　with　VA

representati　ons　offered　another　way　of　understanding　differences　and　similarities　among

nations　b　y　making　use　of　the　concept　of　a　”superculture”　一　an　average　image　of　nations　being

analyzed　一　to　gauge　and　compare　the　aggregate　（dominant）　responses　among　nations．　The

initial　results　discussed　here　could　be　pursued　to　facilitate　a　better　formulation　of　research

problems　and　a　b　etter　understanding　of　the　similarities　and　differences　among　countries．　Such

complementarity　as　we　discussed　here　can　of　course　be　extended　from　a　specific　concern　with

scaling　，　or　even　a　particular　method　of　analysis，　to　a　broader　notion　of　the　complementarity　of

perspectives　in　the　cross－national　analysis　of　national　character．　A　critical　use　of　different

methods　and　exchange　atnong　researchers　with　different　perspectives　could　help　piece　together

the　mosaic　which　is　the　collective　character　of　different　nations　and　cultures．
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Footnotes

11t　is　rather　apparent　that　we　can　better　compare　the　methods　if　the　same　pool　of　items　were　used，　in　the　two

global　analyses，　for　example．　However，　it　is　hoped　that　by　using　different　sets　of　items　in　analyses　that　are

differential　ly　connected　to　each　other，　we　could　also　better　illustrate　the　usefulness　of　each　method．　The　pools　of

items　were　also　chosen　in　recognition　of　other　ongoing　analyses　that　are　based　on　the　same　pools　of　items　and

which　used　di脆rent　methods．

21t・m・i・・1・d・・vL8（Q16），・2．30（Qg），・2．30d（Qg），・2．30・（Qg），・2．30f（Qg），・2．309（Qg），・2．3f（Q23），

v2．39（Q15），v2．82（Q29），v5．80a（Q24．a），v5．80b（Q24．b），v7．18（Q7），v7．18b（Q5），v7．18c（Q6），v7．18e

（Q4），v7．30a（Q2），v7．30b（Ql），v7．31（Q3）．

3A・d・・t・th・t　thi・i・abig　as・・mpti・n．　Th・・ut・・m・・fth・an・1y・i・and・th・・b・erv・d・imilariti・・and

differences　among　countries　are　ultimately　contingent　on　the　poo1　of　items　one　begins　with．　We　are　bypassing

rather　significant　theoretica1－cum．methodological　issues　here　to　undertake　a　principal　components　analysis　of　the

54　items　primarily　for　the　purpose　of　a　technica！　comparison　among　various　methOds　of　analyzing　structures　of

attitudes　in　different　cultures．

4Note　that　there　is　a　problem　of　difference　in　weightsince　the　items　are　not　equally　weighted　by　virtue　of　the

way　the　questions　are　st則ctured．　There　are　questions　with　3　possible　responses，　some　with　4　responses，　and

some　with　5　responses．　We　recoded　those　with　3　possible　responses　from”1，2，3”to”1，3，5”in　an　attempt　to

address　th　is　problem　of　differences　in　weight．　Of　course，　we　can　also　standardize　the　items　but　that　would　render

interpretation　of　sca夏e　means　more　difficult　and　less　intuitive．

5Contingent　on　the　results　of　the　principal　components　analysis，　one　can　also　attempt　a　substantive

comparison　of　where　different　cu！tures　stand　with　respect　to　traditionalism．modemity，　materialism－post一／non－

materialism，　the　sense　of　alienation　from　society，　political　inclinations　and　the　quality　of　lif¢．　As　will　be　seen

in　section　5．1，the　present　analysis　shows　rather　convincingly　that　the　54　items　do　not　fbrm　a　coherent

syndrome，　and　hence　it　is　not　appropriate　to　construct　scales　and　compare　cultural　orientations　substantively

　　　　　　　　サaCrOSS　nat10nS．
6W・u・ed　th・・t・ti・tica1・・ftwar・・SPSS・f・・th・an・lyse・・ep・rt・d　h・・e．　Th・p・・cent・g・・f・ari・nce　expl・i・・d

and　factor　loadings　were　obtained　from　the　initia1　statistics　yielded　by　a　principal　componentS　factor　analysis

procedu爬．
7S・ali・g　i・u・ed　wid・ly　i・…i・1・gi・a1・nd・㏄i・1－P・y・h・1・gi・a1・e・ear・h・n　a・ang・・f・㏄i・1－P・1iti・al

phenomena．　Scales　have　been　constructed　to　represent　complex　multi・dimensional　political　phenomena，　such　as

democracy　and　autocracy（see，　for　example，　Coppedge＆Reinicke，1991；Gastil，1991；Guπ，　Jaggers＆Moore，

1989；Gurr，　Jaggers＆Moore，1991）as　well　as　the　psycho－social　orientations　of　individuals，　such　as　individual

modernity（lnkeles＆Smith，1974）．
8　lf　one　tightens　the　criterion　to．30000r　above，　only　8　or　fewer　items　would　qual晦．　In　our　opinion，　since

more　than　half　of　the　items　in　a　small　pool　of　18　items　are　excluded，　the　scale　thus　constmcted　may　not　capture

the　quality　of　life　sufficiently　well．

9The　items　that　do　not　meet　the．2000　criterion　are　those　pertaining　primarily　to　the”report”of　current

physical　quality　of　life．　The　items　that　qualify　and　which　subsequently　constitute　the　scales　refer　primarily　to

the　subjective　assessment　and　projection　of　one’s　and　others’　well．being．

100・・might・arg・・th・t・ince　these・cal・・are・c・mpO・ed・f　diff・・ent　it・m・i・・a・h・・untry，・n・・cann・t・eally

compare　them．　However，　if　one　operates　with　the　theoretical　assumption　that　all　the　items，　while　different，

reflect　quality　of　life，　and　that　different　specr●fic　items　are　relevant　in　different　coumtries，　then　one　can　still

legitimately　compare　the　country－specific　scales　across　countries．

1　1　For　a　more　elabOrate　discussion　of　a　comparison　between　country－specific　and　common　scales，　see　Inkeles＆

Leiderman，1994．
121・・dditi・n，・ne・h・uld・1・・n・t・th・t　th・・e・・p・ti・11i・k…ar・n・t　nece・sa・ily・・n・i・t・nt・…ss　c・m画・・n・．

For　example，　U．S．A．　and　Japan　were　shown　to　be　similar　to　each　other，　and　hence　apart　from　other　countries，　in

how　closely　clustered　the　eighteen　items　are　in　generaL
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Appendix　A

LiSt　of　Q・e虹o皿5血山e　A血lysis

The　following　questions　are　taken　directly　from　the　1988　U．S．A．　survey．

vl．8：　Self－assessment　of　standard　of　living

　　　　　　　Q．　16：　Using　the　classifications　on　this　card，　how　would　you　classify　your　current　standard　of　living？

Just　call　off　the　letter，　please．

1：　Upper

2：　Upper　Middle

3：　Middle

4：　Lower　Middle

5：　Lower

9：　Don’t　Know

v2．1：　custom　vs．　conscience

　　　　　　　Q35：　lf　you　think　something　is　right，　do　you　think　you　should　go　ahead　and　do　it　even　if　it　is　contrary

to　usual　custom，　or　do　you　think　you　are　less　apt　to　make　a　mistake　if　you　follow　custom？

1：　go　ahead　even　if　contrary

2：　follow　custom

3：　undecidedAit　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v2．12：　are　people　helpful　most　of　the　time

　　　　　　　Q51：　Would　you　say　that　most　of　the　time，　people　try　to　be　helpful，　or　that　they　are　mostly　just

looking　out　fi　r　themselves？

1：　try　to　be　helpfu1

2：　look　out　for　themselves

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v2．12b：　are　most　people　fair

　　　　　　　Q52：　Do　you　think　that　most　people　would　try　to　take　advantage　of　you　if　they　got　the　chance，　or

would　they　try　to　be　fair？

1：　take　advantage

2：　try　to　be　fair

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v2．12c：　are　most　people　trustworthy

　　　　　　　Q53：　Generally　speaking，　would　you　say　that　most　people　can　be　trusted　or　that　you　can’t　be　too

careful　in　dealing　with　peeple？

1：　can　be　trusted

2：　can’t　be　too　carefu1

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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v2．2b：　consensus　vs．　own　principle

　　　　　　　Q47：　Which　of　the　two　people　described　on　this　card　would　you　like　best？　Just　read　off　the　letter．

　　　　　　　　　　　　　　1：　A　person　who　stresses　his／her　own　principles　rather　than　achieving　a　consensus　among

other　group　members．

　　　　　　　　　　　　　　2：　A　person　who　stresses　the　importance　of　achieving　a　consensus　arnong　other　group

members　rather　than　maintaining　his／her　own　principles，

　　　　　　　　　　　　　　8：　other　（please　specify）

　　　　　　　　　　　　　　9：　don’t　know

v2．30：worry：　serious　illness

v2．30d：worry：　car　accident

v2．30e：worry：　unemployment
v2．30f：worry：　war

v2．30g：worry：　nuclear　power　accident

　　　　　　　Q．　9：　To　what　extent　do　you　worry，　either　for　yourself　or　for　your　family，　about　each　of　the　following？

Would　you　say　very　much，　somewhat，　slightly，　or　not　at　all？

Serious　illness，　car　accident，　unemployment，　war，　nuclear　power　accident．

1　：　very　much

2：　somewhat

3：　slightly

4：　not　at　al1

9：　don’t　know

v2．3f：　Quality　of　life　in　area　where　you　live

Q．　23：　How　do　you　feel　about　the　quality　of　life　in　the　area　where　you　live？

1：　very　satisfied

2：　fairly　satisfied

3：　fairly　dissatisfied

4：　very　dissatisfied

9：　don’t　know

v2．3g：　Satisfaction　with　health

Q．15：　For　your　age，　how　satisfied　are　you　with　your　health？　Would　you　say．．．

1：　very　satisfied

2：　fairly　satisfied

3：　fairly　dissatisfied

4：　very　dissatisfi　ed

9：　don’t　know

v2．4：　attitudes　towards　life

　　　　　　　Q22：　There　are　all　sorts　of　attitudes　towards　life．　Whih　one　of　the　following　stataements　would　you

say　comes　closest　to　your　way　of　life？　Just　call　off　the　letter，　please．

1：　work　hard　and　get　rich

2：　study　earnestly　and　make　a　name　for　yourself

3：　don’t　think　about　money　or　fame，　just　live　a　life　that　suits　your　own　taste

4：　live　each　day　as　it　comes，　cheerfully　and　without　worrying

5：　resist　all　evils　in　the　world　and　live　a　pure　and　just　life

6：　never　think　of　yourself，　give　everything　in　service　of　society

8：　other（please　specify）

9：　don’t　know
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▼2．5：man　and　nat町e

　　　　　　　Q43：　Here　are　three　opinions　about　man　and　nature．　Which　one　of　these　do　you　think　is　closest　to　the

truth？　Just　give　me　the　letter．

1：　in　order　to　be　happy，　man　must　follow　nature

2：　in　order　to　be　happy，　man　must　make　use　of　nature

3：　in　order　to　be　happy，　man　must　conquer　nature

8：．other　（please　specify）

9：　don’t　know

v2．8：　if　had　enough　money，　still　work

　　　　　　　Q18：　lf　you　were　to　get　enough　money　to　live　as　comfortably　as　you　would　like　for　the　rest　of　your

life，　would　you　continue　to　work　or　would　you　stop　working？

1：　continue　to　work

2：　stop　working

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v2．82：　Satisfaction　with　life

　　　　　　　Q．　29：　Now　1　want　to　ask　about　your　life　as　a　whote．　How　satisfied　are　you　with　your　life　as　a　whole

these　days？　Which　letter　on　this　card　comes　closest　to　your　feeling　？

1　：　completely　satisfied

2：　somewhat　satisfied

3：　neither　completely　satisfied　nor　completely　dissatisfied　（neutral）

4：　somewhat　dissatisfied

5：　completely　dissatisfied

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v3．1：　religious　faith

Q62．a：　1　would　like　to　ask　you　a　few　questions　about　religin．　Do　you　have　any　personal　religious

faith？

1：　yes

2：　no

3：　don’t　know

v3．2：　religious　attitude

　　　　　　　Q63：　Without　any　reference　to　any　of　the　established　religions，　do　you　think　a　religious　attitude　is

important，　or　not　important？

1：　important

2：　not　important

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v3．3：　all　religions　same

　　　　　　　Q64：　Some　people　say　that　although　there　are　many　different　religions　in　the　world，　each　with　their

own　beliefs，　their　teachings　really　all　amount　to　the　same　thing．　Would　you　agree　with　this　or　disagree？

1：　agree

2：　disagree

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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v4．10：　adopt　a　child

　　　　　　　Q12：　Ifyou　had　no　children，　would　you　think　it　desirable　to　adopt　a　child　in　orde　to　continue　the　family

line，　even　if　there　is　no　blood　relationshp？　Or　do　you　not　think　this　is　important？

1　：　would　adopt

2：　would　not　adopt

3：　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v4．11：　respect　for　ancestors

　　　　　　　Q1　1　：　Would　you　say　you　are，　on　the　whole，　more　inclined　than　the　average　［Americanl　to　respect　your

ancestors　or　less？

1：　more　than　the　average　［American］

2：　less　than　the　average　［American1

3：　average

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v4．30：　home　is　relaxing　place

　　　　　　　Q37：　Do　you　agree　with　the　follwing　statement：　”Home　is　the　only　place　where　1　can　relax　and　feel

good？”

1：　yes

2：　no

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v4．31：　housework　and　child care

　　　　　　　Q39：　Which　of　the　statements　on　this　card　cornes　closest　o　your　own　opinion　about　housework　and

child　care？　Just　call　off　the　letter，　please．

　　　　　　　1：　they　are　women’s　work

　　　　　　　2：　some　of　the　work　is　more　suited　to　women

　　　　　　　3：　all　of　the　work　should　be　divided　between　men　and　women　without

differentiation

　　　　　　　9：　don’t　know

v4．32：　marriage　is　permanent

　　　　　　　Q38：　Which　of　the　statements　on　this　card　cornes　closest　to　yur　opinion　about　marriage？　Just　call　off

the　letter，　please．

1　：　marriage　is　permanent

2：　marriage　may　be　broken　only　under　serious　circumstances

3：　maiTiage　can　be　broken　by　simple　agreement　of　the　two　partners

9：　don’t　know

v4．4：　rumor　about　teacher

　　　　　　　Q40：　Suppose　that　a　child　comes　home　and　says　that　he　has　heard　a　rumor　that　his　teacher　had　done

something　to　get　himself　into　trouble，　and　suppose　that　the　parent　knows　this　to　be　true．　Do　you　think　it　is

better　for　the　parent　to　tell　the　child　the　truth，　or　to　deny　it？

　　　　　　　　　　　　　　1：　tell　the　truth

　　　　　　　　　　　　　　2：　deny　it

　　　　　　　　　　　　　　8：0ther（please　specifン）

　　　　　　　　　　　　　　9：　don’t　know
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v4．5：　teaching　children　that　money　is　important

　　　　　　　Q33：　ln　bringing　up　children　of　elementary　school　age，　some　peoplet　hink　that　they　should　be　taught

as　early　as　possible　that　money　is　one　of　the　most　important　things　in　life．　Do　you　agree　with　this　or　not？

1：　agree

2：　disagree

3：　undecided／Tit　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v5．1：　benefactor　death－bed

　　　　　　　Q41：　lmagine　this　sitaution．　Mr．A　was　orphaned　at　an　early　age　and　was　brought　up　by　Mr．　B，　a　kind

neighbor．　Mr．　B　gave　him　a　good　education，　sent　him　to　a　university，　and　now　Mr．　A　has　become　the　presient

of　a　company．　One　day　he　gets　a　telegrarn　saying　that　Mr．　B　who　brough　him　up，　is　seriously　ill　and　asking　if

he　would　come　at　once．　This　telegram　arrives　as　he　is　leaving　to　attend　an　important　meeting　which　wi11　decide

whether　his　firm　is　to　go　bankrupt　or　to　survive．　wnich　of　the　following　do　you　think　he　should　do？　Just　call

off　the　letter，　please．

1：　leave　everything　and　go　back　home

2：　however　worried　he　might　be　about　Mr．　B，　he　should　go　to　the　meeting

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v5．lb：　real　father　death－bed

him　up，

Q42：　The　last　question　supposed　that　Mr．　B　had　taken　him　in　as　an　orphan　in　his　youth　and　brought

Suppose　that　it　was　his　real　father　who　was　seriously　ill．　Whih　would　have　been　your　answer　then？

1：　leave　everything　and　go　back　home

2：　however　worried　he　might　be　about　his　father，　he　should　go　to　the　meeting

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v5．lcl：　employment　examination：　relative

　　　　　　　Q48：　Suppose　that　you　are　the　president　of　a　company．　The　company　decides　to　employ　one　person，

and　then　carries　out　an　employment　examination．　The　supervisor　in　charge　reports　to　you　saying，　”Your

relative　who　took　the　examination　got　the　second　highest　grade．　But　1　belive　that　either　your　relative　or　the

candidate　who　got　the　highest　grade　would　be　satisfactory．　What　shall　we　do？”　In　such　a　case，　which　person

would　you　employ？

1：　one　with　the　highest　grade

2：　your　relative

8：　other　（please　specify）

9：　don’｛　know

v5．lc2：　employment　examination：　son　of　benefactor

　　　　　　　Q49：　In　the　last　question　we　supposed　that　the　one　getting　the　second　highest　grade　was　your　relative．

Suppose　that　the　one　who　got　t　he　second　highest　grade　was　the　son　of　parents　to　whom　you　felt　indebted．

wnich　person　would　you　employ？

1：　one　with　the　highest　grade

2：　son　of　your　benefactor

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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v5．ldl－v5．ld4：　important　thing

　　　　　　　Q45：　l　f　you　were　asked　to　choose　the　two　most　important　items　listed　on　this　card，　which　two　would

you　choose？　Just　call　off　the　letter．

A．　respect　for　parents

B．　repaying　people　who　have　helped　you　in　the　past

C．　respect　for　the　rights　f　the　individual

D：　respect　for　the　freedom　of　the　individua1

1：　designated

O：　not　designated

v5．6：　type　of　boss　preferred

　　　　　　　Q50：　Suppose　you　are　working　in　a　firm．　Which　of　the　following　department　chiefs　would　you　prefer

to　work　under？　Just　call　off　the　letter．

1　：　A　man　who　al　ways　sticks　to　the　work　rules　and　never　demands　any　unreasonable　work，　but

　　　　　　　who，　on　the　other　hand，　never　does　anything　for　you　personally　in　mattes　not

　　　　　　　connected　with　work．

2：　A　man　who　sometimes　demands　extra　work　in　spite　of　rules　against　it，　but　who，　on　the

　　　　　　　other　hand，　looks　after　you　personally　in　mattes　not　connected　with　work．

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v5．6h：　desirable　person：　efficient　vs．　friendly

Q46：　Whom　do　you　consider　more　desirable　as　a　person？

1：　Mr．　S．　who　is　friendly　and　can　be　counted　on　to　help　others　but　is　not　an　efficient　worker．

2：　Mr．　T．　who　is　an　efficient　worker　but　is　indifferent　to　the　worries　and　affairs　of　others．

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v5．80a：　Safety　in　neighborhood：　burglary

　　　　　　　Q．24a：　How　much　of　a　problem　is　safety　in　this　neighborhood　as　far　as　the　following　are　concerned？

First　of　all　burglary，　how　serious　a　problem　is　this？

1：　A　serious　problem

2：　A　problem

3：　not　a　serious　problem

4：　not　a　problem　at　al1

9：　don’t　know

v5．80b：　Personal　safety

　　　　　　　Q．24b：　And　how　about　personal　safety，　that　is　things　like　mugging？

your　neighborhood？

How　serious　a　problem　is　this　in

1：　A　serious　problem

2：　A　problem

3：　not　a　serious　problem

4：　not　a　problem　at　al1

9：　don’t　know
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v5．81a：　importance：　immediate　family　and　children
v5．81b：　importance：　career　and　work

v5．81c：　importance：　free　time　and　relaxation

v5．81d：　importance：　friends

v5．81e：　importance：　parents　and　other　relatives

v5．81f：　importance：　religion　and　church

v5．81g：　importance：　politics

　　　　　　　Q27：　Using　this　scale，　where　”7”　is　”very　important”，　and　”1”　is　”not　important　at　all”，　can　you　tell　me

how　important　each　of　the　follwing　ar　eto　you？

A．　your　irnmediate　family　and　children，　if　you　have　any

B．　career　and　work

C．　free　time　and　relaxation

D．　friends　and　acquaintances

E．　parents，　brothers，　sistes，　and　other　relatives

F．　parents，　brothers，　sisters，　and　other　relatives

G．　religion　and　church

H．　politics

v7．1：　science　and　loss　of　human　feeling

　　　　　　　Q32：　Some　people　say　that　with　the　develoopment　of　science　and　technology，　life　becomes　more

convenient，　but　at　the　same　time，　a　lot　of　human　feeling　is　lost．　Do　you　agree　with　this　opinion　or　do　you

disagree？

1：　agree

2：　disagree

3：　undecided／Tit　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v7．18：　People’s　health：

Q．7：　Do　you　think　that　people’s　health　will　improve　in　the　future，　or　do　you　think　it　will　get　worse？

1：　improve

2：　get　worse

3：　not　change

8：0ther（Please　spec晦）

9：　don’t　know

v7．18b：　Peace　of　mind

Q．5：　How　about　people’s　peace　of　mind？　Do　you　think　it　will　increase　or　decrease？

1：　increase

2：decrease

3：　not　change

8：　other　（please　speci　fy）

9：　don’t　know

v7．18c：　Freedom

Q．6：　What　about　people’s　freedom？　Do　you　think　it　will　increase　or　decrease？

1：　increase

2：　decrease

3：　not　change

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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v7．18e：　Happiness　in　future

　　　　　　　Q．4：　Do　you　think　people，　in　general， wi11　be　rnore　happy　or　less　happy　than　they　are　now？

1：　more　happy

2：　less　happy

3：　no　change

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v7．2：　mechanization　and　human　feeling

　　　　　　　Q36：　Some　people　say　that　no　matter　how　mechanized　the　world　gets，　nothing　can　reduce　the　richness

of　human　feelings．　Do　you　agree　with　this　opmion，　or　do　you　disagree？

1：　agree

2：　disagree

3：　undecided／Tit　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v7．24：　most　important　aspect　of　work

　　　　　　　Q20：　Here　are　some　of　the　things　people　usually　take　into　account　in　relation　to　their　work　Which　one

would　yo　personally　place　first？　Just　ca11　off　the　letter，　please．

1：　a　good　sal　ary　so　that　yQu　do　not　have　any　worries　about　money

2：　a　safe　job　with　no　risj　of　closing　down　or　unemployment

3：　working　with　people　you　like

4：　doing　an　important　job　which　gives　you　a　feeling　of　accomplishment

8：　other　（please　specify）　一
9：　don’t　know

v7．25：　life　without　work

　　　　　　　Q19：　Please　read　the　two　statements　on　this　card．

Just　ca11　off　the　letter，　please．

SVhich　of　these　comes　closest　to　your　own　opinion？

1：　no　matter　ho　much　money　you　have，　life　without　work　is　unfulfilling

2：　as　long　as　yo　have　money，　life　is　fulfilling　even　ifyou　don’t　have　a　job

9：　don’t　know

v7．30a：　Your　standard　of　living　10　years　ago

Q．2：　Compared　with　10　years　ago，　do　you　think　your　standard　of　living　is　．．．．

1：　much　better

2：　slightly　better

3：　about　the　same

4：　slightly　worse，　or

5：　much　worse

9：　don’t　know

v7．30b：　Standard　of　living　in　country　10　years　ago

Q．　1　：　Compared　with　ten　years　ago　do　you　think　the　standard　of　living　of　Americans　as　a　whole　is．．．．

　　　　　　　1：　much　better

　　　　　　　2：　slightly　better

　　　　　　　3：　about　the　same

　　　　　　　4：　slightly　worse，　or

　　　　　　　5：　much　worse

　　　　　　　9：　don’t　know
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v7．31：　Living　conditions　in　future

Q．3：　Over　the　next　five　years　do　you　think　your　living　conditions　will　get　．．．

1　：　much　better

2：　slightly　better

3：　about　the　same

4：　slightly　worse，　or

5：　much　worse

9：　don’t　know

v7．4：　improve　the　country　or　rnake　people　happy

　　　　　　　Q44：　Please　choose　from　among　the　followng　statements　the　one　with　which　you　agree　most．　Just

the　letter，　please．

1：If　individuals　are　made　happy，　then　and　on！y　then　will　the　country　as　a　whole
　

1mp「ove・
2：If　the　country　as　a　whole　improves，　then　and　only　then　can　individuals　be　made　happy

3：Improving　the　country　and　making　individuals　happy　are　the　same　thing．

8：0ther（P且ease　specifン）

9：don’t㎞ow

v7．82：　idle　grasshoppper　and　diligent　ant

　　　　　　　Q25：　There　is　a　story　of　a　lazy　grasshopper　and　a　hard－working　ant　in　one　of　Aesop’s　fables．　When

winte　came，　the　grasshopper　who　spent　the　summer　singing　came　for　hlep　to　the　ant　who　woked　all　through　the

summer．　The　ant　could　have　given　either　of　the　two　replies　you　see　on　this　card．　Which　of　the　two　do　you

think　suits　you　best　as　the　conclusion　of　the　story？　Just　call　off　the　letter，　please．

1：　The　ant　sends　the　grasshopper　away　beasuse　it　is　only　natural　that　the　grasshopper　should

　　　　　　　suffer　now

2：　The　ant　first　admonishes　the　grasshopper，　saying，　”you　are　to　blame　for　having　been　lazy．

　　　　　　　You　should　work　harder　from　now　on，”　and　then　shares　his　food．

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know

v8．lb：　leave　it　up　to　political　leaders

　　　　　　　Q34：　Some　people　say　that　if　we　get　outstanding　political　leaders，　the　best　way　to　improve　the

country　is　for　the　people　to　elave　everything　to　them，　rather　than　for　the　people　to　discuss　things　among

themselves．　Do　you　agree　with　this，　or　disagree？

1：　agree

2：　disagree

3：　undecided／　it　depends

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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v8．2e：　democracy
v8．2f：　capitalism

v8．2g：　liberalism

v8．2h：　socialism

Q67：　Would　you　say　you　have　a　favorable　or　unfavorable　opinion　towards　each　of　the　following　ideas？

A．　democracy

B．　capitalism

C．　liberalism

D．　socialism

1：　favorable　opinion

2：　it　depends

3：　unfavorable　opinion

9：　don’t　know

vg．80：　country’s　goal

　　　　　　　Q8：　There　is　a　lot　of　talk　these　days　about　what　the　country’s　goals　should　be　for　the　next　ten　or

fifteen　years．　On　this　card　are　listed　some　of　the　goals　that　different　people　believe　should　be　given　top　priority．

Which　one　of　them　do　you　yourself　consider　most　important　in　the　long　run？　Just　call　off　the　letter，　please．

1：　maintaining　order　in　the　nation

2：　giving　the　people　more　say　in　important　government　decisions

3：　fighting　rising　prices

4：　protecting　freedom　of　speech

8：　other　（please　specify）

9：　don’t　know
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix　B

Formalization　of　the　GHT　Model

　　　　　　This　section　presents　a　summary　ofthe　GHT　model．　See　Yoshino　（1989，1992a，

1992b）　for　the　more　detailed　explanation．

　　　　　　The　following　notation　is　used．　M　N　be　respectively　the　number　ofquestions　ofthe

questionnaire　under　consideration　and　the　number　of　informants　（or　respondents）．

　　　　　　Sk：　the　number　of　the　choices　in　the　k－th　question　item．

　　　　　　X＝（Xik）NxM：　a　N　x　M　matrix，　where　the　（i，k）一th　element

　　　　　　Xik　represents　a　response　category　（or　choice）　ofthe　i－th　informant　to　the　k一一th　item，

　　　　　　Z＝（Zk）lxM：　a　1　x　M　vector，　where　the　k－th　element　Zk　provides　the　representative

answer　ofthe　k－th　item　to　the　common　culture．

　　　　　　Mij：　the　matching　rate　of　responses　between　informants　i　and　j　（O　〈　Mij　〈　1．0）．

　　　　　　The　formal　definition　ofthe　GHT　model　is　as　follows．

　　　　　　12ett　lni1ig！L1fi　n　i　t　i　o　n　1・The　ggngptljzgd－hjg1u1u　gd　h　h　th　h　l　d　d　l　is　characterized　by　the　following

th　ree　axioms．

　　　　　　A）tdptn一1．i　om　1：S2gt！1unop一11ythm　mon　t　ru　th．　There　is　a　fixed　set　o　f　representative　answers　appl　icable　to

the　culture：　each　question　；　item　k　has　the　answer　zk　which　represents　the　common　culture．

　　　　　　ALKtig11LZi　o　m　2：pmLocal　d　e　e　d　．　The　i　n　formant－item　response　random　variables　satisfy

conditional　independence　given　by

　　　　　　Pr［（Xik）NxM＝（xik）　1　（Zk）ixM＝（zk）ixM］＝　Ili　Ilk　PrfXik＝　xikl　Zk＝　zk），

　　　　　　where　（zk）1xM　is　the　set　of　representative　answers．

　　　　　　A2tcis1！1L3i　om　3：1H1g1ngggnej1y．．oj－i1g1nst　f　t　：　Let（zk）lxM　be　the　set　o　f　representative　answe　rs．

The　following　equation　is　satisfied．

　　　　　　Pr［（Xik”s）　1　Zk　＝　zk］

　　　　　　＝　Di　＋（1　一　Di）gik　ifzk　＝　s，

　　　　　　＝　（1　一・　Di）gik，　otherwise，

where　O　S　D　i，　gik　S　1．0　（i　＝　1，　2，　．．．，　N）．　Di　and　gik　are　interpreted　as，　respectively，　the

infbrmant　i’s　de　ree　of　con　f（）rmit　to　the　common　cuhure（or鑓皿⊆Ω　in　test　theory）
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and　pmt　b　s．　lfgik　＝　1／Sk　for　all　i　（＝　1，　2，　．．．，　N）　and　k　（＝　1，　2，　．．．，　M），　then　this　model

is　said　to　be　unbiased．

　　　　　　Axiom　1　is　assumed　to　consider　a　common　culture，　a　sort　ofstandard　against　which

those　informants　are　compared　for　the　elucidation　oftheir　mutual　relationships．　・　Axiom　2　may

be　regarded　as　a　working　hypothesis　for　pattern　analysis　（cf．　Langeheine　＆　Rost，　1988，　p．2）．

　　　　　　Axiom　3　means　that　the　informant　i　intentionally　chooses　a　representative　answer　with

probability　Di　and　otherwise　chooses　an　answer”s”　with　probability　gik．　lfit　is　unbiased，　the

choice　probability　ofnon－representative　answers　is　uniform　over　the　choice　categories．

　　　　　　Under　Axioms　1－3，　one　can　derive　the　following　equation．

　　　　　　E［（Mij　一　A）／（　1　一　A）］　一　DiDj，　where

　　　　　　A　＝＝　（　£i　1／Si）AVI　，

　　　　　　Mij＊＝（Mij－A）／（1－A）．

　　　　　　By　this　equation，　one　can　obtain：

　　　　　　Di2＝：E（Mij・）E（MikツE（Mjk廓）…（1）

By　replacing　｛Mij＊｝　with　corresponding　observed　data，　one　can　get　an　estimator　ofDi　for　all　i，

denoted　Di“．

　　　　　　Eq．1　holds　for（N－1）（N－2）／2　distinctive　pairs　ofj　and　k，　so　one　obtains　the　same

number　ofestimators　for　each　Di．　The　author　uses　the　geometric　means　as　the　initial　estimators

of　｛Di｝　and　the　method　ofleast－squares　to　obtain　the　final　estimators．　As　for　the　estimation　of

representative　answers，　one　may　adopt　the　following　rule．　For　k　＝1　，　2，　．．．，　M，　”zk”　is

estimated　to　be　”s”　（＝　1，　2，　．．．，　Sk）　to　maximize．

　　　　　　Pr（Zk　＝　s：　（Xik））　＝　Pr［（Xik）：　Zk－s］Pr（Zk＝s）／｛£Pr［（Xik）：　Zk＝s］Pr（Zk－s）｝　．．．　Eq．2．

　　　　　　Thus，　theoretically，　those　unknown　parameters　｛Di｝　and　｛Zk｝　are　estimable　only　from

the　response　data　｛Xij　｝　，　by　using　Eq．　1　and　Eq．2．

YVgptgtig1Ang！，11gtietolAIR　tt

　　　　　　The　formal　theory　is　as　follows．　Let　us　begin　with　a　two　dimensional　representation．

Recall，　in　the　GHT　model，　the　response　matching　rate　is　represented　as，　for　i，j　＝　1，　2，　3，　．．．，

N　（i　一j）：
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　　　　　　E（Mij）一（1－A）DiDj　＋　A．

　　　　　　The　superculture，　a　sort　ofhypothetical　culture　characterizing　all　those　informants　（or

countries）　under　consideration，　is　represented　as　informant　O　for　convenience　and　fix　it　as　a

unit　vector　（1．0，　O．O）．　Each　informant　i　is　represented　by　a　vector　（Xi，　Yi）．　The　matching

rates　｛Mij　｝　can　be　obtained　as　observable　data　and　the　conformity　parameters　｛Di｝　can　be

estimated　on　those　data．　ln　the　construction　ofa　VA　representation，　the　estimated　parameters

are　considered　fixed　numbers　and　represented　as　the　first　coordinates　｛Xi｝　of　those

informants，　i．e．，

　　　　　　Xi　＝　Di　for　i＝　1，　2，　．．．，　N．　．．．　Eq．　3．

　　　　　　Then，　it　is　assumed　that　the　cosine　ofthe　angle　between　two　vectors　of　informants　i　and

j　corresponds　to　the　matching　rates　as　in　the　following　equations：

E（Mij）　一　（Xi，　Yi）．（Xj，　Yj）／｛（Xi2　＋　yi2）1／2（xj　2　＋　yj　2）1／2｝

　　　　　　＝　（XiXj＋YiYj）／｛（Xi2＋Yi2）1／2（Xj2＋Yj2）1／2｝　．．．　Eq．4

where　Xi　＝　Di　and　Xj　＝　Dj．

　　　　　　There　are　N（N－1）／2　constraining　equations　of　matching　rates　｛Mij｝　and　N　unknown

parameters　｛Yi｝　for　the　VA　representation　ofN　informants．　Therefore，　theoretically，　the

unknown　parameters　can　be　estimated　in　the　method　ofleast－squares．　Namely，　｛Yi｝　are

estimated　so　as　to　minimize　the　residual　RS　defined　by

RS　一　Zij　［E（Mij）一（Xixj＋yiyj）／｛（xi2＋yi2）1／2（xj2＋yj2）1／2　．．．　Eq．　s，

where　the　coordinates　｛Xj｝　are　given　by　Eq．　3．

　　　　　　One　can　use　the　observed　matching　rate　as　the　estimator　ofE（Mij）．

　　　　　　It　is　possible　to　extend　this　representation　to　a　space　in　a　higher　dimension．

　　　　　　Actually，　there　may　be　severa1　alternative　ways　to　perform　this　calculation．　Here，　the

numerical　values　for　｛Xi｝　and　｛　Yi　｝　estimated　in　the　two　dimensional　space　are　used　to　obtain

the　third　coordinates　｛Zi｝　so　as　to　minimize　RS，　and　these　｛Xi｝，　｛Yi｝　and　｛Zi｝　are　used　to

estimate　the　fourth　coordinates　｛Wi｝　，　and　so　on．

　　　　　　As　for　the　residual　RS，　ifone　considers　｛Mij｝　reliable　up　to　the　first　order　below　the

decimal　point　in　Eq．　5，　then　an　acceptable　residual　is　at　most　（10’1）2N（N－1］V2．　lt　should　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－568一



noted　that　some　orthogonal　rotations　ofthe　configuration　（except　the　superculture）　along　the

coordinates　axes　X，　Y，　or　Z　with　appropriate　adjustments　ofthe　lengths　ofvectors　（i．e．，　Xi　＝

Di）　are　admissible　transformations　of　the　configuration　under　construction．　Therefore，　in　order

to　obtain　a　unique　representation，　the　configtiration　is　rotated　so　that　the　center　of　the　angles

between　vectors　is　located　on　the　X　axis　（along　which　the　vector　ofsuperculture　is　represented）

such　that　the　following　equations　are　satisfied：

　　　　　　£A　liDi／ZDi　＝　O．O　and

　　　　　　ZBIiDi／ZDi　＝　O．O，

where　Ali　＝　arctan（Yi／Xi）　and　B　l　i　＝　arctan（Zi／Xi）．　Then，　the　length　ofeach　vector　is　adjusted

（contraction　or　expansion）　so　that　the　fi　rst　coordinates　become　Di．
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Table　1：　List　of　54　ltems　Tapping　”Cultural　Orientati6ns”　in　Seven　Nations：

1tem （Re一）Coding

Traditionalisnt

v2．1　（custom　vs，

．　Mσdcrロiりr　1‘cm5ご

conscience） 1：　tollow　custom

2：　undecided／Ttt　depends

3：0ahead　if　30me廿日　is　ri　ht even　if　contra to　custom

v2．2b　（consensus　versus　own　ptinciple） 1．　person　who　stresses　importance　of　achieving　a　consensus　among

other　group　members

2．　person　who　stresses　his／her　own　principles　rather　than　consensus

v3，1　rreligious　faith 1：　yes；　2：no

v3．2　（religious　attitude　imDortant2 1：　i’mportant　（to　have　a　religious　atutude）；　2：　not　1rnportant

v3．3　（aU　religions　the　same＞ 1：　disagree　（that　all　religions　are　the　same）；　2：　agree

v4，10　で’ado　‘8　cノ】ゴ1d「 1：　would　adoptt　2：　depends；　3：　would　not　adopt

v4．11　（r（　spect　for　sncestors） 1：　more　than　average；　2：　average；　3：　less　than　average

v4・32　で加3」rrゴヨ8e　is　penn3nent） 1：　marriage　is　permanent

2：　maniage　may　be　broken　oniy　vnder　serious　circumstances

3：　marria　ge　can　be　broken　by　simDle　aureement　of　the　two　partners

v4．31　で’housewo」rJヒ8〃d　child（芝lt「の 1：（Hou5¢work　and　chmd　care）町e　women’s　work

2：　some　of　the　work　is　more　suited　to　women

3：　a11　should　be　divided　between　rnen　and　women　without　differentiation

V4．4　‘child附．　teacher） 1：　deny　it　（that　teacher　has　done　something　to　get　hiniseif　into　trouble）

2：も巴nule㎞山

v5．ldl　（important　things：　filiat　Diet 1．　desiflnated；　2：　not　designated

v5．　I　d2　（important　things：　repeying

obliga　tions）

1，　designated；　2：　not　designated

tLEtt“！一！1；｝一くZ｛！！t2gcg41　d　3　（　t　nLt　things：indi　vr’dval　rights） 1：　not　designated；　2，　designated

v5．1d4　（respect　for　indivr’dual　freedom 1：　not　designated；　2．　designated

v5．：　（benefactor　on　death　bed：　meetr’ng　or　see

benefactor

1．　leave　everything　and　go　back　home；　2．　should　go　to　the　meeting

v5．lcl　（employmcn　t　exsmination：　hire

relative2

1．　relative；　2．　highest　grade

v5」c2‘8卯loyinen　t　exa加∫ηa肋n：ね加50πor
δeηe向Cforク

1．　son　of　benefactor；　2．　highest　grade

v－5．．，lb　（re．a－1．father　on　desth　bed） t．　leave　everything　and　go　back　home；　2．　should　go　to　the　meedn

v5．6　（ or　boss　preferred：　stick　to　rules　．．． 1．　paternalistic；　2．　non－paternalistic

v5．81a　（importance　or　imniediate　family　and

chiidren

1，　very　important；　2一　6；　7．　not　important　at　all

v5，81e　（irnportsnce　of　parcnts　and　relatives t．　ve impertant：　2・6；　7．　not　impdrtant　at　all

v5・8且fで「’m　　rt3nce　ot’re〃8ion　an（f　church♪ 1，　ve tmportant；　6一　2；　7．　not　important　at　all

Materialism－Non－Mstcrialism　ltcms：

v2．4　で「3ta’‘ロde5　fowa」［d31itビリ 1．　get　rich；　make　a　name？

2．　suit　own　taste：　no　worryfng： ure　and　iust　life：　serve　societ

v2，S　r”man”　snd　naturc 1：　conqucr　nature；　2：　rnake　use　or　nature；　3：　follow　nature

v2．8　（ir　had　cnough　moncy，　still　wnrk　2 1．　stop　working；　2．　continue　workin

v4．5　（teaching　children　money　is　importsnt22 1．　agrec　〈teaching　childrcn　that　money　is　onc　of　thc　most　important

thlngs　tn　tife＞；　2：　undcclded／depends；　3．　disagrce

v5．6h　（desirablc　petson：　etricicn　t　versus

frien（fly）

1．　cffictcnt；　2．　rricndly

v5．glb　（importnttce　or　cnreer　and　work） 1．　vcry　lmportant；　2一　6；　7，　not　lmp（）rtant　at　uil

v5．81c伽ρσ㈲”ce‘，’”bぐαf川σ甜d

ret：t，y：ttitm

t．　vcry　trnportant；　2　一　6；　7，　not　lrnpor｛ant　ut　all

v5，8td　（hnpt）rt，・tncc　or　t’ricnds　att（1

：teqti，vltttntices）

1，　vcry　itnportunt；　2　・　6；　7．　not　in：lx）rtat｝t　ut　ttlt

v7，2S　（lit’e　withotit　wot’k．．t’tiltlllins　t）r　ttot；’） 1．　ns　long　“s　you　have　tnoncy，　llfe　ls　furril“tig　cveti　it’　yott　doii’t　tutve　n

job
2，llo　tt川ttcr　h｛⊃w　m亀lch　m竃川e　　‘川ht）ve，　tl「c　w田1〔川t　w｛｝rk　is電ml●utl’ll“n

v7・24　‘ntos‘　httl）o’tttttt　ttStx’ct　‘，”ノ‘♪h♪ 1，区｛，‘）dsnlltry；　駅亀「e」蝿，b

2，liktihle　c⊂⊃w｛，1・ke巳・尾・鴫cc⊂川mlisl川1erlt
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（cont’d）　Table　1：　List　of　54　ltems　Tapping　”Cultural　Orientations”　in　Seven　Nations：

Itcm （Re一）Coding

v8．80　（co口η玩ソ’s　goal） 1：　maintaining　order　in　the　nation；　fight　rising　prices

2：　giving　pcopie　more　say　in　important　decisions；

　　　　rotecting　freedom　of　speech

v7．4　で㎞ρroγe　coμπご1コノOf　make」ひeoρle

ゐ3　　2

1：　improve　country；　2：　same　thing；　3：　make　individuals　happy

v7．82　（idle　grasshopper　and　diligent　ant） 1：sendS　grasshopper　away　becausc　it　iS　only　natUral　that血c

grasshopper　should　suffer　now

2：　shares　food

A　li¢πaf」ion　f：rO互置　50cfeり7ご

v2．12でaκρρ1θゐψ血1加05ωf白繭e∂ 1：　people　rnostly　just　looking　our　ror　themselves

2：　t）eoDle　try　to　be　helpful　most　of　the　time

v2．12b　（are　mast　people　fair2） i｝’　’most　pcople　would　try　to　take　advantage　of　you　if　they　got　the　chance；

2：　most　Deople　try　to　be　fair

v2．12c　（are　most　pple　trustworthy2） 1：can’t　be　too　careful㎞dealing　wi血peoPle；

2：　most　people　can　be　trusted

v4．30　（home　is　the　only　relaxin Iace） 1：　ves：　horne　is　the　only　relaxin lace；　2：　no

v7．1　rscience　and　ioss　of　h　uman　reeling2
iV・Eilglli．　disag’tee；2：undeeidedlit　depends；3：agree：lossLg1f－py！11g！一sseuhuman　feelin

v7．2　（mechaniua　tion　and　h　uman　feelings） 1：　agree：　mechanization　won’t　reduce　richness　of　human　feelings

2：　undecidedrit　depends
3：　disa　gree：　mechanization　wi11　reduce　the　richness　of　humap．一C．e－g／lilt1gEgs

Political　lnclinations：

v5．81 （importance　or　politics） 1：　not　important　at　all；　2　一　6；　7．　ve imoortant

v8．　l　b　（lea　ve　it　up　to　pofitical　leaders　to

㎞proγe　cOUπ血フつ

1：　agree：　leave　it　up　to　political　leaders

2：　undecided／Tit　depends

3：　disagree：　people　should　discuss　amon themselves

v8，2e　（democracy） 1：　unfavorable　opinion；　2：　it　depends；　3：　favorable　opinip．n．

v8．2f　（caDita！ism t：　ravorable　opinion；　2：　it　depends；　3：　unfavorable．一gp．t1！i／g1！on

v8．2 1iberalism 1：　unfavorable　opinion；　2：　it　depends；　3：　favorable　opin．Li／ggon

v8，2h　（socialism） 1：　unfavorable　opinion；　2：　it　depends；　3：　favorable　opinion

Quality　of　Life：

v2．30　（exten　t　or　wnrrv　serious　illness 1：　ve much；　2：　somewhat；　3：　slightly；　4：　not　at　all

v2．30d　（exten　t　of　worrv：　car　accident 1：　vc much；　2：　somewhat；　3：　slightly；　4：　not　at　all

v2，30e　（extent　of　worrv：　unemDlo ent 1：　ve much；　2：　somewhat；　3：　slightly；　4：　not　at　all

v2，30f　rexten　t　of　worrv：　war 1：　ve much；　2：　somewhat；　3：　slightly；　4：　not　at　all

v2・309‘exte　lt　o！●wonア’nuclcarρower’

accident）

1：　very　rnuch；　2：　somewhat；　3：　slightiy；　4：　not　at　aU

v2．39　（sコfゴ5向Cf’oπ　wf‘力　ゐσa1‘ゐノ 1：　very　dissatisfied；　2：　fairly　dissatisfied

3：　fairly　satisfied；　4．　very　satlsfied

v2．82　（sa　tisraction　with　your　life　as　a　whole） 1：　completely　dissatisfied；　2：　somewhat　dissatisfied

3：　ncithcr　satisficd　nor　dissatlsfied

4：　somewhat　satsfied；　5．　complctely　satisfied
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Table　2：　Loadings　of　ltems　on　the　First　Factor　in　the　Principal　Components　Analysis　of　54　ltems：

France We5t
femany

Brita1翻 USA Japan Raly The
meOIerland5

％vadance　expiained　by　the　nrst　fε（加r

Xもvarianco　explainGd　by　U亀05e◎ond　f8ctor

6．7％

T，且％

7．2％

U．8％

5．9％

T．7％

6．5％

T，79も

6．5％

T．2％　＾

6．8％

T．3％

7．6％

U．1％

V2」　｛乍り5fOπ1γ5．　COη5C’eηごρ♪ ．29B ．3408 ・．0066 ．0951 ．1052 ．2837 ．1570TradiUon・

@　a1誌m v2．2bでご。π5e刀5u5γe樗u50wηρrゴπdρ珍♪ ．2316 ．0874 ．0739 ・．0459 ．0：71 ．2067 ．0789

v3・1σelj／9ゴou5」物’fゐノ ，3956 ．4010 一．2408 ．3量40 ．4217 ．5666 ．5603

v32ぴe1’8fou5　afε’ω（fθ’π1POf飴ηf∂ ，3643 ，4241 ・．1256 ．3821 ．4045 ．3824 ．5064

v3・3　（「a〃爬惚foη5が置e　58πIeり ・．0909 ，2248 ・．0940 ．0674 ・．1577 ．1038 ．0907
v4．10　でねdρρε8　c1ゴ1dり ．1178 。．1309 ，0744 ．2724 ．3511 ．1047 ．3156

v4．11　で『cゆecf　fbr　aηce5fOf5♪ ．3173 ．4915 ．1699 ．2826 ，4406 ．3231 ．3043

v4・32侮8m．8ge血ρemaηe〃0 ，5022 ．4128 ・．0342 ．1470 ．2947 ．4538 ．5377

v4・31010ロ5eWDrk　aη（f　ch〃（たa吻 ．1401 ．2855 ・，1350 ・．1418 ．0453 ．2897 ．4189
v4．4　でビんガ1ゴ　v5．　fe3cカefジ ．0712 ．重608 ．1659 ・．0035 ．0280 ．2257 ・．0197

v5。1d1　0π7ρor的ηf曲’π85’f7万al　P’θり0 ，5284 ．5296 ．1312 ．4363 ．2096 ．4778 ．4642
v5．1d2　で㎞por的πf曲85’「叩aLγfη80b〃98　ffoη5，

，3108 ．1627 ．1044 ．0198 ．1220 ．3296 ，1124

v5．ld3　でh刀ρOf的〃f　己h加85’血dゴγゴd”31

ﾅ．Wん勾

．4244 ．2538 ．1102 ．1311 ．1324 ．3651 ．3171

v5．1d4　で把5ρ㏄f　fbf加（存vゴdロal　f｝eedom♪ ．4033 ．4126 ．0938 ．2857 1830 。3298 ．1763

v5・且φα1e」1盈。めr㎝dε3曲bed’π1ee血80r

T㏄beηej勉。ωo

．2置97 ．．2468 ．2917 ，1857 ．2046 ．0708 ．2243

v5．1c1¢π2ρ1ρyπ1cη’exaπ1加aεfoπ’加re

茶ﾆ18fルe7♪

・．0424 。．0810 ，0546 ・。1870 。．0105 ・．00i8 ，．2058

v5．1c2仰7ρ1qγ用eηf　exa〃7fηaロ。π油加

T0η0！’beπe血Cωrり

．0402 ・．0562 ．0036 ・．2003 ・．0463 。．04蒐8 ・．0573

v5．1bぴe311冶fカθr　oηdb3功beGり ．2489 ・，2332 ．2880 ．2229 ．1018 ．0617 ，2628
v5。6　‘りつひe　o1’bo55　Prefヒπ’ed「’5ごdヒfo

?ﾐ1e5．」

・．0396 ・．1945 ・．1339 ・．0497 ．0457 ・．1045 ・．2i44

魔T・81aσπ1ρor£aπce　of㎞ed13ごe血π1f4γ

ﾗdcん1dreη♪

。1357 ．1986 ．0174 ，3934 ．4522 ．2683 。2635

v5．81e　で】レ77ρor二8πce　ofρa「e1π58πd

窒?P3　f’γe5♪

，1516 ．2897 ，2006 ．5121 ．5747 ，2869 ，3105

v5・81f伽ρorfaηce　of∫e〃8foη3nd

ラﾁrch，

．4350 ．5906 ．OO17 ．5698 ．6632 ．6397 ．7452

7b‘a1

n如ηめefO’

Pfem5冒22

躍ゴεごπ15wゴεh左）8（ガρ85》．2000

�ffごπ15wゴごノ1」b8dfπ85♪．3000

�S毎π25wゴfh　lo3dノη85》．4000

S’fe用5　wfご々103d’η85》．5000

’3

@9

@5
@2

んで2り

@　　　8

@　　　6

@　　　2

4θり
@　　0

@　　0

@　　0

〃θり
@　　　6

@　　　3

@　　　2

’0

@7
@6
@2

’5

@9

@4

@2

f5ρり
@　　fO

@　　　6

@　　　4

MateriaUsm v2・4　でごff’n」dc5　ごow3r1ゴ51〃㍗♪ ，0579 ．1854 ．0794 ・．0982 ，0184 ・．1084 ．3686

v25で”π旧η縛8ηdη3ωrの ・1357 ．コ977 ・．1474 ．0032 ．．0750 ．0658 ．0422
v2・8　で『’118d　eηo星」8ん　η70rκツ，　5εゴ〃　work∂ ，0291 ・．2225 ，0945 ・．0436 。，1156 ．0073 。，監612

V4・5　でfe3Cゐ加8　‘12〃dreη　用0η｛リンゴ5’〃7ρOr的ηの

，3979 ．0673 ．1265 ・．0343 ．1172 ．2959 ．0376

・．1463 ．1854 ，1341 ・．1377 ・，n99 ．0001 ．0754

v5．8塁b　でノr曜7σrf‘Mcσorc3fぐcrOπd　wη「k， ．且814 ，1777 ．046Q ．229］ ，4953 ．且548 ，3420

v5．81c伽ρOr細’κe　or〃㏄ご1∫ηcβ’～d

窒メf2溜f’‘，’り

．1827 ・．0945 ・．0503 ・．2522 ・．3907 ．OB5 ・，18〕4

v5．8且dで’川ρor緬’置ce　or’｝’た’1d5β’」‘’

ﾎcq置用fr1印’∂ce5♪

・．1766 ，1502 ．0856 ．2945 ．5447 ・．0624 ．1497

v7・25　r〃1ヒ9　脇ぜσroIκ　wσrムr．．’b’〃〃’∬8　σr

窒P‘，の

㍉0411 ・．2281 ．0］66 ・．Q632 ・，1804 ．0258 ・．3626

v7，24　r’ησ5f　’〃pρ‘，rf」’，rf　川．ぢ，x夕cf　σrノ‘，’り
，］916 ．2234 ，3398 ，1001 。，日12 ．3076 ．1581

，Oj42 ，285リ ，173リ ，0810 ，0％6 ．田07 ．0650

v7・92　r”1eβr’量∬’㍑サ聖，er朋1’d〃依‘・rκ’rηり ，1菖43 ，186．〕 ㍉0374 ．0032 ．．2134 ．0916 ，」995

v8・HO仲川曲り”58‘，8の レ．、6りり ，：l16z ・，1772 ，005り ，0979 ，3161 ．2712
7亀‘，’，畳’

l川’w‘，”

f‘ぐ川」鱒’」

〃”｛rπ，J　W〃’”‘川‘〃’，ぷ♂7　》　，20θθ

V”‘・川JW’”8A，88d”1ぎ5，」‘♪‘ノ0

V”e’π5　wゴ”1’‘川｛’”38濯　♪　．4‘，θθ

h”‘層’，博w’”，’‘，’，‘’加ざ、響bI5θθθ

J
J
O
O

6で2り

@　　2

@　　0

@　　0

’
’
0
0

3θり
@　　0

@　　0

@　　で，

4ρ・♪

@　　3

@　　2

@　　　’

，7

Q
0
0

5θり

Sμり
@　　0

@　　ρ一
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（Cont’d：　Table　2：　Lnadings　of　items　on　the　first　factor：）

Francc We5t

femany
Britain USA Japan 置taiy

　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　．

she
metherlands

PGhεica1 v5．81g　でノπηoor的πce　ofρo”び｛苓ノ ．1253 ・．2205 ．◎088 ・．2683 ・．4889 。0683
　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　一

E．4475
v8」b　6～e3γσ1fψfoρo万σca1必3dα＝5ω1πPρroγ8σOUη〔r）9

．2942 ．0839 ．0894 ・．0416 ．0520 ．405監 3299

v8．2e　でヒゴeπ10cra己リリ ，2944 ，1731 ．4461 ，1414 ・．n52 ．0578 ．1544
V82fに3Pπ8”5励♪　　　　． ・．1669 ，1686 ・．3469 ・．2901 ．U53 ・2264 ．0657
v8・2鰐6r’ber8〃5πリ ・．1232 ．B14 ．2391 ．0326 ．0104 ．0746 ．4367
v8．2h　♂孟ocf81f5πリ ．2282 ．3348 ・．0944 ．OOO7 ．0460 ．1234 ．2402

TOL81

muπ1　berσf

ifeπ15ロ6

」ツ’飴π15w7’ヱん108d1㎎5》．2000

H髭8η15wゴが11b8dfη85♪3000

ｾ1必」麗5wゴ酌jbεd加85》．4000

竫irη斜吻●ωb3曲85》．5000

3
0
0
0

2θり
@　　1

@　　0

@　　0

3θり
@　　2

@　　1

@　　0

2ρり
@　　0

@　　0

@　　0

’θり

ﾎ1り
Pθr♪

@　　0

2θり
@　　1

@　　1

@　　0

4θり
Rθり

Qθり
@　　0

Alienation v2・12侮eρρたみe4ρn〃加05fO！’曲θ曲ηe∂ ，0108 、3298 ．2305 ．0261 。．2483 ・．1480 ，0333
v2．12bでとrθπ7σ5f　peopた血血・∂ ．1504 ．3616 ．3518 ．1343 ・．0845 ・．0072 。，0427

v2．12cで盈re痂05εpρ’eケu5fwor吻yり 。2379 ．3659 ，2878 ．1089 ・．2245 ．1614 ．1881

v4．30　〃10〃1θ三5　£17eorゴyre1乱疋fη8ρ1aごの ，4070 ，4864 ．3173 ．1117 ，273且 ．5542 ．2519

v7・1拶deηce　aηdわ∬o’加加8η1M㎎り ．2563 ，0243 ，0174 ．1903 ・．n36 。2734 ．08且1

v7。2　でカ7θcゐaηfz3ffoπ　aηdハロrηaπ　fヒe1’η85♪ ．OlO1 ，0773 ．0024 。．0057 ．0122 ・．0441 ．2088

7b飽1
n触πめero’

Vθm5躍6

躍fにπ15wゴ酌1b8d㎞」卵》．2000

�f飴η75w7’｛カ」b8d吻5♪。3000

Vf肥m5　wゴび1」bad面85》．4000

�ff8π15　w7’”11b8dノη85）．5000

3
1
1
0

4
4
1
0

4
2
0
0

0
0
0
0

3で2り

@　　0

@　　0

@　　0

2
1
1
1

2
0
0
0

v2・30にκfθηfofwoπγ＝5θ㎡oロ5〃加e5の ．3507 ．4239 ．6152 ．5465 ・．02且7 ．3607 ，0321Qua猛ty　of
撃奄?

v2・30dにんfeηf　or　woπアJ　C3f　8ccゴder1り ．2922 ．1465 ．4664 ．5685 ・．0837 ．2398 ・．0746

v2・30e侮feηf　of　woのr’ロηθπ1ρ10yπ1eηり ，2770 ．0718 ．5744 ．4789 ・．1730 ．2634 ・．0727

v2．30fにXfeηf　of　Woπγ，　waO ．2644 ．0776 ．5988 ．5027 。0550 。2819 ・．046・

v2．30g　rごx飴ηごof　Woπア’ηロclearρowef

≠モрр?ﾅo

．3074 ・．0285 ．6212 ，4972 ．0196 ．2451 ・．0414

v239　で38ff5畠Cfゴ。η　wfεん　ゐealf力， ・．0847 ㍉0793 。．1820 ・．0146 ・．2095 ・．0517 ．1276

v2・82β3ご5血。ごdηw1’酌ンOUf〃血a58

翌薰O1の
．1696 ，0005 ・．B35 ．1081 ・．ヨ898 ．1380 ，1750

7bfa1

^Vσπめα・or

撃??ﾎ15寓7

”fにπ15wゴ己ゐ1σa（伽85♪　．2000

hf毎π25wゴ酌表）8dlη85♪．3000

T’飴π15w1’出108d加85》．4000

Hπeπ！5wゴfハ1badfπ85》．5000

5
2
0
0

1
’
’
0

5
5
5
4

5
5
5
3

2
1
0
0

5
1
0
0

0
0
0
0

Tota藍隈hcm3　with　loading5》．2000

27 27（5・） 17（2・） 21（3・） 2Q（7・） 27（ト） 26（4・）

Tota1葎　蛭cm5　with　置08ding5》　．3000

15 16 且0（1・） 11 12（3・） 14 17（2・）

Tota1”　iこcm3　with　loading＄》　．4000

6 8 、　6 8 9（1・） 6 8（1・）

Total齢itcm3　with匿oading5
t　．5000

2 2 4 5 3 3 4
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Table　3：　Counts　of　Overlaps　in　lterns　with　at　least　．2000　Factor　Loadings　in　Pairs　of　Countries　in　the

Principal　Components　Analysis　of　S4　items：

France W．Gcmany Brhain USA Japan 1taly Thc
metherland3

Fτancc

i27）ゆ

W，Gemany
i27）

14＋2R

Britain

i17）

i1＋1R 6申2R

USA
i21）

12 8＋1R 8＋1R

Japan
i20）

8＋1R 9＋3R 3＋3R 3＋3R

Raly
i27》

22 15 9←1R 14 9

The　Nethcrlands
i26）

13 14や2R 5＋1R ll 13＋1R 13

’　Number　of　items　in　a　country　with　loadings　on　the　fll－st　factor　equal　to　or　exceeding　1．20001．

Table　4：　List　of　ltems　with　Highest　and　Lowest　Loadings　on　the　First　Factor，　smong　ltems　with　Factor

Loadings　2　．2000　in　the　Principal　Components　Analysis　of　54　items：“

France West
fermany

Britain USA Japan 工℃a工y The
methe【1and3

TOP　6 v5．1d4 v2．30 v8．2e v2。30g v5．81a v8．監b v5．1dl

v4．30 v3．2 v2．30d v2．30f γ5．818 v432 v3．2

v5。1d3 v4．30 v2。30e v5．81e v5．81b v5．貰d1 v4．32

v5．81f v4．11 v2．30f v2，30 v5．8Id v4．30 v3．1

v4．32 v5．ldl v2．30 v2．30d v5．81c v3，1 v5．81f

v5．1dl v5．81f v2309 v5幽．81f v5．81f v5．81f v8，1b

BOTTO図　6 v5．1 γ5．818 v5。81e 財5．1σ2 v5．1 v2．2b γ5，1d

v8。2h γ2．8 v2．12 v5．1b γ2．38 v4．4 v7．2

v2．2b v724 v8．29 v5．81b v5．ld1 γ8．2f γ5．6

v2，12c v3．3 γ3。’ y5．81c γ7．82 v2．30d v5．1

v5．且b γ7．25 v2，12c γ5．8∬9 γ2，’2σ v2．309 v82h
v7，1 γ5，1b v5．lb γ4．’0 γ2．’2 v2．30e v430

’：　ltalicized　figurcs　represcnt　negative　loadings

Table　5：　Distribution　of　ltems　with　Loadings　Equal　to　or　Exceeding　．2000　and　．3000　across　Various

Theoretical　Dimensions　in　the　Principal　Components　Analvs；s　of　54　items：

Francc Wcst Brltain USA Japan 1【aly Thc
Germany Ncけ1crlands

．2 Tradi“onali5m　（22！54．41％） 13！27闇48％ i4127嘘52％ 4！17・24％ l1121働52％ 10120鱈50％ 15／27層56％ 15126－58％
Matcrialism（13！54－24％） 3127咀U％ 6！27・22％ 1117ロ6〔兇 312ト14％ 4！20國20％ 2127■n％ 5126．19％
Politic5　（6154闘11％） 3／27幽11％ 2127・7「兇 3！17．且8「兇 2！21闘10％ 1120■5％ 1127■4％ 3126爾12％

Alicna肋n（6154・H％） 3！27■11％ 4127・15％ 4！17－24％ 0！21・0％ 3！20鱒且5％ 2127曙7％ 2！26口8％

Qua伽y　of　Ufc（7！54．13％） 5／27圃19％ 童！27・4％ 5！且7鴫29％ 5！2且ロ24％ 2120疇10％ 5！27鯛19％ 0126・0％

．3 Trad川onnli5m（22！54■41脳，） 9／15嗣60％ 臼！16．501｝も O／10聰0舗 6111購55％ 7112。58‘｝も 9ハ4－641兇 10ハ7鵯59％
M鎚電cr回1＄ln（13154嘘245｛ゆ 3ハ5口20「兇 2！16・13「兇 1ハ0・IO％ 0！11－O「兇 3112・251矯 2！14欄14脇 4117・24％
P｛，litic5　（6154圃Il「》｛，） 011560「兇 11i6曙6駈 2ハ0■20駈 01U．0％ 1ハ2■91兇 1114“7脇 3！17顧18「沁

Alicnn竃k川（6！54顧ll唱ゆ 1！15．7脇 4！16鯛25「兇 2ハ0耀20％ 0！UoO「玲 0／12．0「賄 且ハ4圃7嘱， 0ハ760％
Qu脆lhy　｛⊃f　I」fe　（7！54劇竃3「｝｛g） 2！15圃13「H5 11i6刷6舗 5バ0闇50覧 5111■46「矯 1112圃脳， 1ハ4鰯7‘拓 0117圃0「Ml
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Table　6：　ltems　Tapping　the　Quality　of　Life　in　the　Sev6n－Nation　Study：

Variable （Re）Coding’

vl．8：　seif－assessment　or　standard　of　livin 5：upper；4：upper　middle；3：middle；2：lower　mid．q．1．一e．t，1．lower

v2．30：wo ：　serious　illness 且：ve rnuch；　2：somewhat；　3：slightiy；　4：not　at　al；．，

v2．30d：　wo ：　car　accident 1：ve much；　2：somewhat；　3：slightly；　4：not　at　a11，

v2．30e：　wo ：　unemployment 1：ve rnuch；　2：somewhat；　3：slightly；　4：not　st　a11．

v2．30f：　wo ：　war 1：ve rnvch；　2：somewhat；　3：slightly；　4：not　at　all．

v2．30E：　wo ：　nuclear　power　accident 1：ve rnvch；　2：somewhat；　3：slightly；　4：not　at　all．

v2．3r：　quality　or　life　in　area　where　you　live 4：very　satisfied；

dissatisfied．

3：fairly　satisfied；　2：tairly　dissatisfied；　1：very

v2．3g：　satisfaction　with　health 4：very　setisfied；

dissatistied．

3：fairly　satisfied；　2：fairly　dissatisfied；　1：very

v2．82：　satisfaction　with　life 5：completcly　satisfied；　4：somewhat　satisfied；　3：　neither　satisfied　nor

dissatisfied；2：somewhat　dissatisfied；1：completely　diss．amtsfied．

v5．80a：　safety　in　neighborhood：　burglary 1：a　serious　probiem；　2：a　problem；　3：not　a　serious　problem；　4：　no

roblem　at　all．

v5．80b：　personal　safety 1：a　serious　problem；　2：a　problem；　3：not　a　serious　problem；　4：　no

roblem　at　all．

v7．18： eoDle’s　health 3：　improve；　2：no　change；　1：get　worse

v7．18b： ace　of　mind 3．　increase；　2：　no　change；　1：　decrease

v7．18c：　freedom 3．　inerease；　2：　no　change；　1：　decrease

v7．18e：　ha iness　in　future 3．　ha ier：　2：　about　the　same：　1：　1ess　ha
　　｝　－V一　一VV一一“　一一一一f　一r一一一一v一

v7．30a：　your　standard　of　living　10　years　ago 5：　much　better；　4：　slightly　better；　3：

1：　much　worse

about　the　sarne；　2：　slightiy　worse；

v7．30b：　standard　of　living　in　country　10　years

　　　　　　　　ago

5：　much　better；　4：　slightly　better；

1：　much　worse

3：　about　the　same；　2：　slightly　worse；

v7．31：　living　conditions　in　future 5：　much　bettcr；　4：　slightly　better；　3：　about　the　sarne；　2：　slightiy　worse；

1：　much　worse
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Table　7：Resuh30f　Princip81　component　Analy8e80「18　Q岨lity　of　Life　hem3，
Loadin　　　　　　　　91C　Each　ltem　on　the　First　Factor　by　country：

France 　West
German

Great
Britaln
USA Japan Italy 　　　The

Netherlands

％　variance　explained　by　first　factor

％　variance　exptained　by　second　ractor

17。99も

12．0％

18．29も

S2．3％

19．6％

11．3％

且8．0％

13．9％

17．7％

12．1％

16．3％

14．0％

15．9％

9．9％

vl．8：　seif－assessment　ot　standard　of　livin ．3402 ．3492 ．4994 ．4867 ．3495 ．3237 ．5722

v2，30：wo ：　serious　illness ．4455 ．4152 ．4718 ．4507 ．4808 ．4730 ．4713
v2．30d：　wo ：　car　accident ．3945 ．302S ．2906 ．4296 ．4800 ．4687 ．4014

v2．30e：　wo ：　unemDloyment ．4S69 ．4462 ．5548 ．5314 ．5887 ．4988 ．S616
v2．30f：　wo ：　war ．4809 ．6054 ，4980 ．4501 ．4875 ．5670 e4870
v2．30g：　wo ：　nuclear　oower　aocident ．46S2 ．5673 ．5197 ．4SO3 ．5199 ．5042 ．5125
v2．3f：　quality　of　ure　in　area　where　vou　live ．且607 ．0994 ．4679 ．4597 ．3678 ．1469 ．3258

v2，3g：　satisfaction　with　health ．2944 ．1752 ．4102 ．368童 ．3757 ，3433 ．3376

v2．82：　satisfaction　with　ure ．2134 ．3957 ．43S9 ．3447 ．4055 ．2858 ．4212
v5．80a：　safe in　neighborhood：　burgSa ．4135 ．0268 ．2873 ．3071 ．3965 ．0530 ．2550
一M．2；s1y！2E．RE！Egm－580b　1　asfe ．3802 一．0138 ．2746 ．3381 ．4055 ．0280 ．2331

v7．18：　people’s　hea！th ．4449 ．5910 ．4368 ．3534 ．3317 ．3744 ．2468
v7．18b： ace　of　mind ．3368 ．5822 ．3027 ．3932 ．4125 ．4841 ．0853

v7．1sc：　freedom ．4708 ．4772 ．2985 ，3583 ．2304 ．3972 ．0550

v7．18e：　happiness　in　future ．5339 ．6230 ．4535 ．3945 ．4445 ．5016 ．2534

v7．30a：　your　standard　of　living　10　years

　　　　　　　　　o

，4933 ．3980 ．5645 ．5074 ．4020 ．4453 ．6022

v7．30b：　standard　of　living　in　country　10

　　　　　　　　ears　ago

．5471 ．4037 ．6026 ．5581 ．3315 ．4217 ．4228

v7．31：　living　conditions　in　future ．5033 ．4187 ．3873 ．3401 ．4191 ．4199 ．3785

＃　items　with　loading　〉　，2000 17 14 18 18 18 15 16

Table　8： Mean　Score　and　Reliability　of　Common　Quality　of　Life　Scale　（QOLC2），　by　Country：

QOLC2：　12－item　soale，　including　a11　iterns　with　ractor　loading

　　　　on　the　tirst　tactor　excecding　．2000　in　all　7　countries

Mean（S伽daπ1　Dθyゴaが。の Number　of　ltems Reliabiljty　（Cronbach－Alpha）：

France 2．53　（．55） 12 ．6640

West　Germany 3．O1　で．5η 12 ．6912

Great　Britain 2．98　で．60ノ 12 ．7且22

U．・S，A． 3．01　（，56） 12 ，6643

Jupan 3．08　C48ノ 12 ，6501

Itaty 2，S7　（．49） 且2 ．6221

Tlie　Ncthcrlands 3．08　（，50） 12 ．6364
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T．ab：e　9：　Country－Specific　Scales　〈QoLs2，　QOLS3，　QOLS4）　Constructed　Based　on

Components　Analysis　of　18　Quality’ 盾?@Life　’ 撃狽?高刀C　Mean　Score　by　Country：
Results　of　Principal

QoLs2：coun甘y・5P㏄mc　scale QOLS3： country－5pednc　5cale QOLS4：count冥y・5p㏄ific　scale
lnclud加g　a皿 iにm3　wi山factor ㎞dud㎞8　a皿 韮加m3噺ul　facω「 ㎞clud㎞g　aU　i㎞3　wiIh fadρr

星oa（髄ng　cxceed歓18　．2000㎞a 10adin80xcced㎞9。3000㎞a 置oad㎞g　exceedi鵡9．4000㎞a

3pccinc　coun㎏y 5pec超ic　coun1■y． 5pccific　country．

Mean⑬，の 謬of Rehability Mcan面．の 齢of Rehability Mca皿β．　d．♪　”of Reliabihty

hem5 累tem5 hem3

France 2・49‘5の 17 ，7024 2．38‘55♪ 15 ，7001 2．45　‘62／　　　11 ．6722

We5t（ヒmany 2・93‘53， 14 ．7280 2．93‘5η 14 ．7280 2．76　乙64♪　　　10 ．7098

Great　Britai11 2．95‘5η 18 ．7297 2．97で．56♪ 14 ．7242 3．01　‘．58，　　12 ．7118

U．S。A． 3．03‘5の 18 ．η51 3．03で．5の 18 ．7夏5監 2．85　‘，55♪　　10 ．7131

Japan 3．10で．43ノ 18 ．7069 3．08r43♪ 17 ．7036 3．09　で．49／　　　11 ．6463

Italy 2．62‘5の 15 ．6833 2．53で．52♪ 14 ．6801 2．30　r55♪　　10 ．6470

The　Nethedand5 3・11r．42♪ 16 ．6639 3．27で・4つ 12 ．6837 3．30　r52，　　　9 ，6575

Table　lo：Loading　on　the　First　Factor　of　121tems　included　in　tlle　com皿on　scale（QoLc2），　obtained
from　Principal　Components　Analysis　of　18　items：

France 　West
German

Great
Britain
USA Japan Italy 　　　Me

Netherlands
Ofo　variance　explained　by　fmst　ractor

Ofo　variance　explained　by　second　factor

17．9％

12．oefo

艮8．2％

12．3％

置9．69も　　18．0％

11．3％　13．gefo

且7．7％

12．lefo

16．3％

14．0％

15．9％

9．g　efo

vl．8：　seif－assessment　of　standard　of　livin ．3402 ，3492 ．4994 ．4867 ．3495 ．3237 ．S722
v2．30：wo ：　seriovs　illncss ．4455 ．4152 ．4718 ．4507 ．4808 ．4730 ．4713
v2．30d：　wo ：　car　accidcnt ．3945 ．3025 ．2906 ．4296 ．4800 ．4687 ．4014

v2．30e二wo ：　uncmployment ．4569 ．4462 ．5S48 ，5314 ．5887 ．4988 ．5616
v2．30f：　worrv：　war ．4809 ．6054 ，4980 ．4501 ，4875 ．5670 ．4870
v2．30g：　worry：　nuclear wer　accidcnt ．4652 ．5673 ．5197 ，4503 ．5199 ．5042 ．5125

v2．82：　satisfaction　with　life ．2134 ．3957 ．4359 ．3447 ．4055 ．2858 ．42且2

v7．18：　people’s　health ．4449 ．59置0 ．4368 ．3534 ．3317 ．3744 ．2468
v7，18e：　happincss　in　future ，5339 ．6230 ．4535 ．3945 ．444S ．SO16 ．2S34
y7．30a：　your　standard　of　living　10　ycars

a20
．4933 ．3980 ．S645 ．5074 ．4020 ，4453 ．6022

v7．30b：　standard　of　tiving　in　country　10

　cars　ago

．547且 ．4037 ．6026 ．S581 ．3315 ，4217 ．4228

v7．31：　living　conditions　in　future ，5033 ．4t87 ．3873 ．3401 ．4191 ．4199 ．378S
＃　items　wtth　loading　〉　，2000

＃　items　with　loading　〉　．3000

”　itcms　with　loading　〉　．4000

＃　itcms　with　loadinfl　〉　．500e

t2
11

8

2

2
2
7
4

12
11

10
4

■
4
2

豊
且
8
3

2
2
8
2

塁
　

且

12
11

8

3

亀
乙
0
且
且
9
4

一579一



Table　11：　List　of　ltems　vvith　at　least　a　．2000　Absolute　Factor　lpading，　arranged　in

Loading　on　thc　First　Factor　from　the　Principal　Components　Analysis　of　18　ltems：
Ascending　Order　of

France West
Gerrnan

Great　USA
Britain

Japan Italy The
Netherlands

Items　with廿1e

smallest　loadings　on

the　first　factor　一

v2．82 v2．30d v2．30d　v7．31 v7．30b v2．82 v7．18

vL8 vl．8 v7，31 v2．82 v7．18 vl．8 v7．18e

v2．30d v2．82 v2，82 v7．18 vL8 v7．18 v7．31

y7．18 v7．30a y7．18 v7．18e　v7．30a v7．31 v2．30d

v2．30 v7．30b v7．18e　v2．30d　v2．82 v7．30b v2．82

v2．30e v2．30 v2．30 v2．30f　v7．31 v7．30a v7．30b

v2．30 v7．31 v2．30f　v2．30 v7．且8c v2．30d v2．30

v2．30f v2．30e vl．8 v2．30 v2．30d v2．30 v2．30f
ltems　with　the　1argest

loadings　on　the　rirst

factor

v7．30a v2．30 v2．30 vl．8 v2．30 v2．30e v2．30

v7．31 v7．18 v2，30e　v7．30a　v2．30r v7．18e v2．30e

v7，18e v2．30f v7，30a　v2．30e　v2．30 v2．30 vl．8

v7．30b　v7．18e v7．30b　v7．30b　v2．30e v2．30f v7．30a
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Table　12：　Overlaps　among　countries　in　the　4　items　with　the　Smallest　（italicized）　and　4　items　with　the

Largest　Factor　Loading，　among　ltems　with　at　least　a　．2000　Absolute　Factor　Loading　obtained　from　the

Principal　Components　Analysis　of　18　ltems：

We乱 Grea象Bri㎞ USA Jap…m 1吐a】y The

G㎝any Netherlands

Fran㏄ γ1．8 γ2．30d γ2．82 γ’，8 y’，8 γ2」Od
γ2．30d y2，82 γ7．’8 γ7．’8 y2．82 γ7．18

γ2．82 γ7．18 γ7．18

v7．18e v730a v7．30a 0 v7．18e v7．30a

v730b v7．30b

West γ2．30d γ2，82 yf．8 yL8 γ2．30（f

Gemany γ2．82 γ7．308 γ2，82

v2309 0 v2．30f v2．30f v2，30g

v2309 v2．30g
v7．！8e

G雌 γ2．82 γ7．∬8 γ2．82 γ2．30d

Brita㎞ y7．18 y7．18 γ7．18

γ7．31 γ7．31 y7．31

v2．30e v2．30e v2，30e v2．30e

v7．30a v2．309 v2．309 v2．309

v7，30b v7，30a

USA γ7．18 γ2．82 γ7．18

γ7．’8 γ7」1

γ7．3f

v2．30e v2．30e v1．8

v2，30e

v730a
Japan γ1．8 y7．18

y7．18

v2．30e v2．30e

v2．30f v2．309

v2．30g
1吐aly γ7．’8

γ7．31

v2．30e

v2．309
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§6　回答者の「属性の意味」の国際比較

鈴木違三
林　　文

1．目的

　社会調査の結果の分析には、属性別のクロス集計が最も基本的な当然のこととなってい

る。性別、年齢別、学歴別や、職業別、居住地域の人口規模別（都会と田舎）等が使われ

る。ところが、国外との比較をする場合には、属性自体の意味のが異なる場合が出てくる。

そこで、どのような点が同じなのか、あるいは異なるのか、属性の持つ意味を探ってみる

必要がある。通常、ある質問に対して、ある国では年齢による差があり別の国では差がな

い、といったように、質問に対する回答の様子を知る手段として属性を用いる。しかし、

属性別に見るということ、例えば性別では、暗黙のうちに了解された社会的背景の中での

男女差を念頭において見るということであって、他の社会では異なった背景があるかもし

れない。それがその社会における性別の意味となろう。調査を分析する人間であっても、

その属する社会に規定された無意識の意味づけを持ってしまうのは避けられないことであ

る。属性の意味をどう捉えるか。2っの国の間で性別が同じ意味を持つということは、性

別によって社会の様々な事に対する意見や態度の違いが同じように出てくるということで

あり、社会の様々な背景というものを調査各質問項目で捉えるならば、その性別の回答差

が同じはずである。性別が違う意味を持つということは社会的背景での性別による差が異

なっているということであり、調査質問項目における男女の回答差が2国間で異なるとい

うこである。逆に言うと、2国間でいろいろな項目に対して男女の回答差が同じように現

れるとき、性別はその2国間で同じ意味があると考える。すなわち、各属性の2つの相対
する層の違いが、各質問の回答の差にどう影響を及ぼしているかを各々の国で見ていき、

全ての質問に対する影響の現れ方が似ていれば、その属性がそれらの国々で同じ意味だと

考えてよく、また、属性における層の差が質問回答に異なった影響を持つとき、その属性

は異なった意味を持っていると考えたのである。また、ある国のある属性が、他の国の別

の属性と同じ様な影響の及ぼし方を示すならば、それらの国のそれぞれのその属性は似た

意味を持っているといえよう。

　これを実際のデータで分析するには、比較の対象となる数六国で、同一質問項目、属性

項目で、信頼できる調査がなされていなくてはならない。日本、アメリカ、ドイツ、フラ

ンス、イギリスの5増血に対して行なった国際比較調査（特別推進研究「意識の国際比較

方法の研究」　研究代表者　林知己夫1986－1990）のようなきちんとしたデータがあって、

はしめてこのことが可能である。

2．方法および結果

　各質問カテゴリーへの回答をそれぞれの国で属性別に集計した分布表をもとにする。5

力国の属性の集計結果を示すのは大部になるので、日本のクロス集計の分布表を最後にか

かげておく。さて、問題とする属性は次に示す8属性である。各属性の各層による回答率

の差を見るのに、ここでは、各属性の相対する2層で、回答カテゴリーへの回答率に差が

あるかどうかを考えることにする。相対する2層の比較だけでは十分ではないが、ひとつ

の見方として考えてみたい。クロス集計表でいうと左に＊印のついたものを比較している

のである。次にこの属性の内容の詳細をあげておく。
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（1）属性としてとりあげたもの

　属性として、　「性」、　「年齢」、「学歴」、「社会的階層意識」、　「世帯収入」、　「保

革意識（政治意識における保守対革新）、「宗教」、　「居住地域の人口規模」の8っをと

りあげた。各属性の相対する2っの層は第一表の通りである。

　これで、上記の5力国の比較をすることとする。調査した質問項目は5力国ほぼ共通の

ものである。相互の翻訳にも十分な検討がなされている。しかし、属性については、それ

ぞれの国で委託した調査機関の通常の形式をそのまま利用したところも多い。この5力国

調査では、共通している属性が上記の8つである。このほか、　「職業別」もあるが、各国

の分類を共通させるのは見かけとは異なり非常に難しい（例えばILOコード）。国内の

調査でよく使われる「支持政党」も、当然、異なる国の間では比較できない。上に示した

8属性が、どの様な質問からとられたのか、ゼの様に5力国共通に使える属性カテゴリー

としたかを、簡単に示しておく。

第1表

属　性

1．性別

2．年齢別

3．学歴別
4．社会的階層意識

5．世帯収入

　　　ドイツでは

　　　フランスでは

　　　イギリスでは

　　　アメリカでは

　　　日　本では

6．保革意識

7．宗教

　　　ドイツでは

　　　フランスでは

　　　イギリスでは

　　　アメリカでは

　　　日本では

8．人口規模別

　　　ドイツでは

　　　フランスでは

　　　イギリスでは

アメリカでは

日本では

記号 比較した層

●　　　男

0　30歳未満
□　　　高

■　上く1＋2）

△　　（高

　　3500以上

　12500以上
　25000以上
　40000以上
　800万以上
▲左（1＋2＋3）
r
k
プロテスタント

　　　宗教なし

　　　宗教なし

　　カトリック

　　　宗教なし

★　（都会

　　50万以上
　　10万以上
　METROPOLITAN
　　　COUNTY
　　100万以上

　　　6大都市

　　　　女

　　60歳以上
　　　　低

一　下（4＋5）

対　　　低）

一　2000未満
　　6000未満
　　5500未満
　　15000未満

　　400万未満
　　右（7＋8＋9）

寸文

カトリック

カトリック

プロテスタント

プロテスタント

仏教

　田舎）

2万未満
2万未満（RURAL）

RURAL

2500未満

郡部

（●、○等の記号は、分析結果の図示に用いたものである）

「性別」、　「年齢別」についてはほとんど問題はない。

「学歴」は各国で制度が異なる。ヨーロッパ、アメリカでは就学年数を尋ねており、こ
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れに基づいて3段階に分類してある。日本は学校種別から分類してある。

　「貴族階層別」は、属性としてでなく、質問項目の一つである。社会的帰属階層意識と

言った方がよい。5段階にわけるとしたらどこに属すると思うか、というもので、これを

ここでは、3段階にまとめて用いている。

　「世帯収入」は、それぞれの国の事情によって用意された収入額のカテゴリーを用いて

いる。アメリカのみ尋ね方が複雑で計20カテゴリーへの分類を3段階に再分類するとい
うやり方である。

　「保革意識」は、これも質問項目の中に入っている。保革（左右）10段階のどこに属
するかを問うものである。

　「宗教」も、質問項目として尋ねている。

　「人口規模別」は、それぞれの国での調査地点情報を用いている。イギリスのみ、「人

口規模」としての記載がなく、他の地点情報から3段階を作成した。

（2）相対する2層間の回答選択率の差による分析

　ある質問回答カテゴリーに対して、それぞれの国において、第1表に示した属性それぞ

れ、相対する2層間の回答率の差（左側の層の回答率P1一右側の層の回答率P2）を
標準化したものを、属性の回答に対する影響の尺度とした。従って、属性の内容は第1表

の右側の層に対する左側の層の性質によって代表される。比較の方向は、日本を規準にし

てなるべく同じ向きになるように設定したが、宗教は比較の2っの層が各国異なる。標準
化は

　　　　　　　　（Pl一　P2）／a，

　　　　　tこだしσ2＝P（1　－P）（1／n1＋1／n2），

　　　　　　　　PはP1とP2の平均，
　　　　　　　　nl，n2はそれぞれ左側の層、右側の層のサンフ．ル数

による。属性の性質をこのような差だけで考えるのは十分ではないかもしれないが、分析

の第一歩として簡明な尺度による検討を試みたものである。例としてクロス集計表と標準

化した値の一部を第2表、第3表に示す。

　質問は調査に用いられたほとんど全て、およそ100問で、回答肢もほとんど全てをと

りあげた。ただし、段階回答の場合はカテゴリをまとめ、総計244回答肢を比較の素材
とした。質問や回答肢の取り上げ方によっても、属性の影響の仕方が異なることが考えら

れるが、これらの質問は日常生活の意識に関する様々な側面の質問を含んでおり、全体的

な傾向を把握するには適当であると考えた。

　この244の各質問回答肢に対して、5力国×8属性それぞれの影響の尺度が与えられ
ることになるが、こうした各国属性の各質問回答に対する影響の仕方を総合的に見るため

に、主成分分析を行なった。通常の形で言えば、244ケースに対する40（5×8）変
数のデータの主成分分析である。つまり5ヵ国×8属性への主成分得点が得られる。その

結果を第1主成分×第2主成分の図に示す（第1図）。

　この結果を見ると、大まかには国×属性がそう入り交じらず、国の差よりも属性の差の

大きいことがわかる。特に、「階層別」といえば、どの国でも様々な意見との関連の仕方

が似ている。すなわち階層別は国別を越えて共通の意味があるといえる。「世帯収入」も

同様に、各国での意味は似ており、しかもこれは、　「階層意識」とも近い。　「性別」は第

3主成分でとくに特徴付けられるが、国にかかわらず似ていることが示される。　「年齢別」

、「学歴別」、「保革意識」も、それぞれ5力国が一応のかたまりをなす。しかし、「学

歴」はドイツの学歴（高）が年齢（30歳未満）とよく似ているのに対し、フランス、ア

一592一



メリカ、イギリスの学歴（高）は「世帯収入」（高）と似ている。「人口規模別」はフラ

ンス、アメリカ、日本の都会が高学歴や男と近い意味を持っているが、イギリスでは「階

層」　（上）と逆のものと似ているといえる。「宗教」については、フランス、イギリス、

日本は宗教を信じる・信じないの比較であったが、ドイツ、アメリカはプロテスタント、

カトリック両派の差を取り上げた。意味が違うのは当然である。しかし、ドイツにおける

プロテスタント層とカトリック層との比較をすると、フランス、イギリス、日本における

宗教を信じない層と宗教ありとの比較と意味が似ていることが現れている。このことは各

質問から見た属性別集計の観察からも、見いだされていることである。

（3）相対する2層間でどちらに多く選択されたかの分類を用いた分析

　もうひとつの分析として、各質問回答が、属性の相対する2っの層のどちらに多く選択

されているかを使って、パターン分類の数量化を行なった。それぞれの質問への回答が、

各属性の相対する2っの層のどちらに多く選択されているかは、P1－P2（P1は第1
表の左の層での回答率、　P2は右の層での回答率）で表されるが、これを標準偏差の2倍

以上離れているかどうか、すなわち、単純ランダムサンプリングだとして、危険率5％の

有意差があるか、によってカテゴリー化した。我々のデータ収集は単純ランダムサンプリ

ングではないが、一応の目安として差の程度を表す尺度として利用する。

　　　　　　　（Pl一　P2）／u，

　　　　ただしσ2＝P（1－P）（1／n1＋1／n2）
が、2より大きいとき、第1表の左の層に多い（有意差がある）といえるが、これをカテ

ゴリー「1」とし、一2より小さいとき、右の層に多い（有意差がある）といえるが、こ

れを「3」とする。有意差が無ければ中間のカテゴリー「2」とした。すなわち、分析（

2）で用いた尺度をカテゴリー化したものである。第4表は、この総合表であるが、みや

すさのために「2」を「．」で表してある。左の表側に諸質問回答があり、心頭は各国の

各属性である。

　このパターンから質問回答と国×属性の関係を総合的にみるには、パターンの似たもの

集めをするパターン分類の数量化（数量化m類）を用いた。各質問各質問回答が通常の

individualであり、国×属性がitemであり、それぞれのitemのcategoryの数が3で
ある。

　この1次元目×2次元目をプロットすると、国×属性の各層のクラスターは、主成分分

析の結果とほとんど同じような結果であった（第2図）。

3．考察

　以上の分析結果は、属性別自体の相互関係によるところも大きいと考えられるが、それ

についてはここでは考えていない。しかし、異なる文化を持つ集団の属性による比較をす

るとき、属性それ自体の意味を全体の中でつかんでおく必要がある。上の結果は、各属性

の相対する2層間の差だけの比較ではあるが、どんな属性が国を通して共通の意味を持つ

のか、あるいは、別の国の別の属性と似た意味を持つのか、を一応示していると言えよう。

すなわち、　「階層意識」や「収入」といった経済的側面が、どの国でも同様の規準を示す

ものとして有効であること、通常使う「性別」や「年齢別」もほぼ有効であり、「学歴」

や「人口規模」などは各国における意味を十分考慮しなければならないことを示している。
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（日本）クロス集計表の例の属性と8表2第
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第3衷　相対する2層間の回答選択率の差（日本）
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第1図　主成分分析による5力国8属性の布置（第1主成分×第2主成分）
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第2図（その1）パターン分類の数量化による5力国8属性の布置（1次元目×2次元目）
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第2図（その2）
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第4表　相対する2層間の回答肢選択率の差

（58頁～67頁）

表の見方

（1）表中の「1」「・」「3」は

1：各属性で、第1表の左に示した層と右に示した層の回答の差

2：各属性で、第1表の左に示した層と右に示した層の回答の差

3：各属性で、第1表の左に示した層と右に示した層の回答の差

プラス

なし

マイナス

（2）表題の「G」「F」・・…は

G：ドイツ

F：フランス

E：イギリス

A：アメリカ

J：日本

（3）左端欄の「6711」等は

左の2桁「67」は質問番号
次の「1」はサブ質問番号

右の「1」はカテゴリー番号

ただし、このカテゴリーはもとの回答肢をまとめたものもあり、右端に、

まとめた回答肢が示してある。
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　　　　　　　1
L3．1　．3．．3
　L．　．．．．3

3
1
二

－
り
0
唱
1

1
り
0
　
．

3301

3302

3303

＊）宗教　P：プロテスタント；C：カトリック；B二仏教；N：なし



①
8

性 年齢 学歴 階層 収入 保革 宗教　　　都会一田舎

質　C
問　A
NO．　T

GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ
1：Male

3：Female

1：18－29

3：60一

1：Low

3：High

1：High

3：Low

　　　　　　　　　　　零
1：Low　1：Left　C　CPPB　1：Rura1
3：High　3：Right　P　N　N　C　N　3：Urban

34　1
34　2
34　3

1
0
G
　
●

1
0
0
1

1
3
　
●

1
0
0
1

り
0
1
り
0

3
1
　
．

。
3
1

3
1
↓
　
・

●
？
》

0
0
1
二

●
3

0
0
ー
ユ
3

O
G
－
　
●

3
1
　

・

●
－
り
0

3401

3402

3403

35　1
35　2
35　3

1．1　11
　　3　　3
3

・
－
↓
り
「
》

O
J
－
五
　
●

？
》
1
1
1

3
1
1
1

・
0
0
1
■

1
0
0

0
0
1
・

●
1
3

り
0
冒
1
　
，

　3．．　．3

　　1
1．．3

　3501
1　3502

　3503
36　1
36　2
36　3 3 0

0
1

3 3

1

1 1

　　　　3601
　　1．　3602

1．．．　3603

37　1
37　2

り
0
1

33333　11111
11111　33333

333
111

11L　3．．．3　．11．1　．1
333．　11．．1　．3313　33

1　3701

3　3702

38　1

38　2　33
38　3　1

1
0
0
0
0

1
3
　

・

－
⊥
り
0
　
。

－
　

。
3

1
1
0
0

0
0
　
6
1

0
0
1
1
1

り
0
り
O
1

3
0
0
1

1
3
　

．

1

1

－
り
0
0
0

1
　
●
0
り

1
1
1
0
0

1
　
●
3

？
》
　
。
1

3
　・
－
二

〇
〇
〇
〇
1
1

．
0
0
　
●

11　3801
　3　3802

3．　3803

39　1
39　2
39　3

3．333　1．111
3．．31　1．．．3
1．．　1．　3

　　1

1L
333

1

。
　
●
の
0

0
0
1
0
0

　
・
0
0

1
　
9
0
0

1
・
－
λ
0
0

1
　・
0
0

3
　
。
－

・
O
G
－

●
O
G
－
⊥

0
0
0
0
1

0
9
　
・
ー
ユ

●
ウ
0
1

・
0
0
　
●

・
3
　
幽

3901

3902

3903

40　1
40　2

1
0
0

1．．1
31 3 0

0
1

1
1
？
》

13　4001
　1　4002

41　1　．．．3
41　2　1．　11

1
0
0

1．1
　　3

り
0
1
義

L　l
3．3

　1

33　．3
1　4101

3　4102

42　1　．．．3
42　2　1．　11

1．1
　　3

1．　11　．3

　　33　．1

1 1．　4201

　　4202
＊）宗教　　P：プロテスタント；C：カトリック；B：仏教；N：なし
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性 年齢 学歴 階層 収入 保革 宗教　　　都会一田舎

質　C
問　A
NO．　T

GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ
1：Male

3：Fe朔ale

1：18－29

3：60一

1：Low

3：High

1：High

3：Low

1：Low

3：High

　　　　　　＊
1：Left　C　C　P　P　B　1：Rura1

3：Right　P　N　N　C　N　3：Urban

43　1　．．．．3
43　2　．1．．1
43　3

　3．．　．1

11．1　．3．．3　．1
　　3．　1．．1

　1．．．　L　．1
　3．　3．　3．．3
3．．1

3

3　4301

　4302
　4303

44　1
44　2
44　3

11 1．11　．．．．3
　1．3　1．1．1
　3．．　33．．3 1

1 1 3．　4401

　　4402
　　4403

45　1　333．3
45　2　．．．．3
45　3　．1．．1
45　4　1．　1．1

・
Q
》
　
●
1

0
0
0
》
1
1

0
0
0
」
1
1

●
0
σ

1
1
3
？
》

1
一
工
0
0
3

ー
ユ
ー
」
0
¢
O
J

1
1
り
0
0
0

1
1
り
0
3

0
0
3
1
⊥
－
↓

　
　
●
Q
σ

1
1
3
0
0

1
一
工
0
0
3

¶
⊥
－
り
G
3

0
0
1
二
3
1

0
0
0
り
1
ー
ユ

Q
り
　
●
1
1

0
9
　
●
　
●
　
●

0
0
0
り
1
1

り
0
0
σ
－
⊥
一
工

－
　
・
　
●
り
0

1
1
0
9
9
り

●
0
り
　
・
－
■

●
－
　・
3

1
0
0
3
0
9

1
ニ
ユ
0
9
0
9

●
　
・
3
　・

1
1
り
0
り
0

1
1
3
3

1
　・
　
．
0
0

4501

4502

4503

4504

46　1　3．．3
46　2　．．．1

L　3
3．　1 。

0
9

0
0
1

1
0
0

3
　4601
3　4602

47　1　111．1
47　2　．33

3．．　33．　33　1
131　111．．　3

3．　33
1

3 3　4701

　4702
48　1
48　2

3．　1

1
3．3．　3L　L　1
111．　13．3

3．．13
1．．3． 1 3

　4801
1　4802

49　1　．．．．1
49　2　．3．．3

　　3．　3．．L　1
11L　．．．3 1

3

1 3

3　4901

1　4902

50　1
50　2 1

3．　1．113　3
11　．3．3．　1

　．　L　ll

L　3．．3
3．1
L　3

3 3 3　5001

　5002

51　1
51　2

O
G
l

り
0
1

0
0
1
1

11　3
3．　1 0

0
1

L　．1　．1 －
り
6

0
∩
U

【
り
【
0

52　1
52　2

111
　33

－
⊥
0
0

　11
333

33　1111
L　．3．　3．

3

1．3
ウ
0
1

3．　5201

1．　5202

53　1
53　2

33．　．3333　．1111
11．　11111　．3333

3．　3．　1

L　1．　3
　　1

1．3

ー
ユ
リ
4

n
U
（
）

【
0
【
》

＊）宗教　P：プロテスタント；C：カトリック；B：仏教：N：なし



①
O
刈

性 年齢 学歴 階 収入 f革 宗教 都会。田舎

質　C
問　A
NO．　T

GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ
1：Male

3：Female

1：18－29　1：Low

3：60一　3：High

1：High

3：Low

1：Low　1：Left
3：High　3：Right n

D
N

D
」
C

D
二
N

パ
ー
V
N

＊

ハ
．
）
D
盈

1：Rura1

3：Urban

54－1　2

54－1　3
り
0
1

3．．3
　　11

3

　
1

111
333 0

0
1

33 －
り
0
1
0
0

1　．　5412　1＋2

　　5413　3＋4
54－2　2

54－2　3

1　3．　333　1．　1．1　．1．1
　　11111　3．3．3　．．．3

1

　
3

1

3 1　1　．　1　1　．　1　1　1　5422　1＋2

33．3　3．333　5423　3＋4
54－3　2

54－3　3 3
1

1．．3　．1111
3．．1　．3333　1

33　11．　11　1
11　33．　33　3 3 0

0
1

0
0
1

　5432　1＋2
3　5433　3＋4

54－4　2

54－4　3 1 11

1 33　．13
1．　．3

3 3
・
0
0

1
↓
3

3　5442　1＋2

1　5443　3＋4
54－5　2

54－5　3
333
111
33．3
　1．　1

L　13　3333
3．　3．　1111

1111
3333

1 5452　1＋2

5453　3＋4

55　1
55　2
55　3

1
3
り
0

111
0
0
1
1
ー
ユ

0
0
1
1
し

り
0
1
1

り
0
1
1

－
二
　
。
？
》

1
0
0
り
0

1
0
9
0
0

1
よ
0
9
　
●

1
0
」
り
0

33333　3．3．3　1
1．．11　1．．．．　3
11111　．．．．1　．3

0
0
1
1

5501

5502

5503

56　1　．．　111
56　2　1
56　3　3

1111
　　3

333

3333　1．111　33333

1111　33．33　1111
1

O
J
－
■
1
3

3．　3．　5601

　　　　5602
　　1．　5603

57－1　2

57－13 0
0
1

　11
333

3．．　3
　3．　1

3　1
　　3

1
0
0

5712　1＋2

5713　3＋4

57－2　2　13
57－2　3　3　1　1

　　　　　　11．1

1．．1　．3333

1

3

3

3 0
0
1

り
O
1

5722　1＋2

5723　3＋4

57－3　2　1

57－3　3

－
？
》

－
Q
り

一
り
0
1
0
9

り
0
1

り
0
1

1 1　31111　3．3
　　　3333　1

－
り
0

　5732　1＋2
3　5733　3＋4

＊）宗教　　P：プロテスタント；C：カトリック・B：仏教；N：なし



①
O
O
O

性 年齢 学歴 階層 収入 保革 宗教 都会。田舎

質　C
問　A
NO．　T

GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ
1：Male

3：Female

1：18－29

3：60一

1：Low

3：High

1：High

3：Low

1：Low

3：High

　　　　　　＊
1：Left　CCPPB　1：Rura1
3：Right　P　N　N　C　N　3：Urban

58－1　1

58－1　2

58－1　3

。
O
J
1

1
0
σ
　
’

り
0
1
1

13．　11．11
3．3
　　　　3．．33

0
0
1
1

33　3．3

1．　1．　1

1 　　　1　5811

31．．　5812
　　　　5813

58－2　1

58－2　2

58－2　3

1
0
0

－
⊥
0
0

1313
　　3

　　　11

1

3

333　3
1．．　1
　L　．．1

－
り
0

3 1　5821

3　5822

　5823
58－3　1

58－3　2　1

58－3　3　．　1

1 3
・
0
0
1
⊥

1

・
0
9

・
0
り 3

3

3

1 3

　　3．　5831

3．．．　5832
　　1．　5833

1
3
0
J

l
　
．
O
J

－
　
。
0
9

－
り
6
3

4
糧
」
璽
4

一
　
一
　
一

〇
〇
〇
〇
8

11．　11
　　1．1

33．33　11．1
　3．．3
11．　1．　3

3．3

11．1

3．．3　．3

1

5841

5842

5843

59　1
59　2
59　3

1．1
3．　3

　　3

1　　1
0
0
　
・
1

3
1

1
0
0

3．．3

1 1

1．1
3．3

1

5901

5902

5903　3＋4

60　1　311．1
60　2　133．3

　3333
1111

333．3
　　1 3

1

3
1

1
り
6

n
U
n
U

O
O

ρ
0
ρ
D
U

63　1　3333．　33333　11
63　2　1　1　1　1　1　1　1　1　1　1　3

－
⊥
3

－
？
》

33333　．1111　1
1111．　．3333

11　6301
33　6302

64　1
64　2

－
◎
0

　　　3

1．．1 3

1 0
0
　
●

0
0
1

1
0
0

　31
11

3．　6401

1．　6402

66　2　111．1
66　3　333．3

333　33333　11．1
111　11111　33．3

33333　．1．．1　3
11111　．3．．3　1

1　33
3　11

6602　1＋2

6603　3＋4

＊）宗教　　P：プロテスタント・C：カトリック・B二仏教；N：なし



生 愚 宗文 A。田全

盛　C
問　A
NO．　T

GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ　GFEAJ
1：Male

3：Female

1：18－29

3：60一

1：Low

3：High

1：High

3：Low

1：Low

3：High

1：Left

3：Right

＊

CCPPB
PNNCN

1：Rura1

3：Urban

67－1　1

67－1　2

67－13

11．　1

33．3
33．
111
1L
33333　．111
111L　．．33
3L　ll　．　．　． ．　3

　3333
．1．　1．

11111

　3．3
　1

31．1

1．1　．3．．3
　33　．．．．1
3

6711

6712

6713

67－2　1

67－2　2

67－2　3

1111　3
　　3．　．1
　　　　　　3

1

3

3333
3．．．

1111

11111
’i’”
33333

33333
　3．．．

11111

33333

111．1
3

3．3．　6721
3．．．　6722

131．　6723
67－3　1

67一一3　2

67－33

11．　1

　　　1

　　　1

1331．
11．　11　33．　33
3．．33　1．

．3

1．　1．．　3

11．　11111
．3．　13．11　．．．33
　　3　33333　．．1．1

　　6731
3．　6732

　　6733
67－4　1

67－4　2

67－4　3 1

1 11

3

3．　3．3　1
　　　33　．．
　　．．1　3

33

1

　　　13
3．．3．
．．．　3．

3．1

1．　31

　　3
3．　1

3

3．

6741

6742

6743

68　2
68　3

1 1　3．3．3　13．3．　11111　33333　33333
　　Ll．1　3L13　33333　111L　11111

1131　1．1
3313　3．3

6802　1＋2

6803　3＋4

69　2
69　3

1　3．3．．　．33．．　11111　33．．3　333．3
1　Ll．1　3．1．3　33．33　11．．．　111．1

1131
3313

1　．　．　’6902　1＋2

　　　6903　3＋4

70　1
70　2

1　1
　　3
11　3．．13
3．　13．　3．　．．

11．　．　．　11111

33333　33333
333．　．．3
　　11　．

7001

7002

71　1
71　2
71　3

1

3

　　L．1．
1　1．　111

1　3．333

3．．1．　1．．3
33333　．．．．
1111．　．．．1

　　L
3．33
1．．3

　　1．1
1．　111

33333

3 　　　　　7101
　　　33　7102
1．　11．　7103

72－1　1

72－1　2
33．　1
111　3

1　31113
　　1333．

3333
1111

111．　111．　1　3
3333　33333

1 ．．3 7211

7212

72－2　1 33 13．31　311t3 3．3 11 11．．1　3 7221

74　1　．1
74　2　1
74　3

1　．3333
1　3．　3．3

　　　　L

11
31 ．．1 3．　33

3

3　．．1．1
　　1．．．1

33

7401

7402

7403

零）宗教　　P：プロテスタント・C：カトリック・B：仏教；N：なし
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各属性の層の内容

　性別、年齢別、社会的階層意織、保革意激、宗教　については、5力国共通の属性項目と

して、あるいは質問の中のひとつとして調査されている。学歴、家族収入、市郡別はそれぞ

れの国でカテゴリのとり方が異なるので、つぎの頁から示すように共通の区分を定義した。

　社会的階層意識、政治的保革意識、宗教は、たとえば日本の調査の場合、次のような質問

である。

社会的階層意識

問16［カード］かりに現在の日本社会全体を、ここに書いてあるように5つの層に分

　　　けるとすれば、お宅はこのどれにはいると思いますか。

1　上 2　中の上　　3　中の中　　4　中の下 5　下

政治的保革意識

問65［カード］政治の立場を明らかにするに当たって、世間ではよく「左（革新）」と

　　　か「右（保守）」とかいいますが、あなたはいかがですか。

　　　この目盛りを使ってあなたの政治に対する考え方をお知らせ下さい。

左（革新）

　　1

右（保守）

　　1

1 2 3　　4 5 6 7 8 9　10

宗教

問62　宗教についておききしたいのですが、たとえば、あなたは。、何か信仰とか信

　　　心とかを持っていますか。

1　もっている、信じている

2　もっていない、信じていない、関心がない

および

問62b（問62で「1もっている、信じている」と回答した人に）
　　　それは何という宗教ですか。

1
2
0
0
4

仏教系（記入

神道系（記入

キリスト教（記入

その他の宗教（記入

一610一



［学　歴】

ドイツ

フランス

イギリス

「
■
1
1
己

学校を終えた年齢を尋ねている

これをEuro。Barometerの分け方により

3段階に分類する

1Low　　　　～15歳
2Middle　16歳～19歳

3High　　20歳～

アメリカ 1　None　or　grade　1－4

2　Grades　4，　6，　or　7

3　Grade　8

4　High　school　incomplete，　grades　9－11

5　High　school　graduate，　grade　12

6　Technical，　trade　or　business

7　College，　University，　incomplete

8　College，　University，　graduate

WOL1

「
I
　

I
」
1

1　2　Middle

J

3　High

日本 あなたが最後に卒業された学校はどちらですか？

（中退・在学中は卒業とみなす）

　　1小卒

2旧高小・新中卒

3旧中・新高卒

4旧高専・大・新大卒

5不明

1　Low

2　Middle

3　High

＊　アメリカの区分は本来であれば、6と7をまとめてHighとし

　日本の大卒（中退、在学は卒業とみなす）と揃ええたい所であるが、

　Highの人数があまりに多いため、他の国と分布をそろえ、上記の

　区分とする。
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［家族収入〕

ドイツ

フランス

イギリス

家計に入る月収

（税、社会保険控除後）

1DM　500未満
2　DM　500　一一

3　DM　1000　jNt

4　DM　1500　・一一

5　DM　2000　・・一

6　DM　2soo　・一一

7　DM　3000　・一一

8　DM　3500　一一

9　DM　4000　N

10DM　5000以上

家族収入（月収）

（手当、年金、現金収入全部）

1FF　4000未満
2　FF　4000　一一

3　FF　6000　一一・

4　FF　ssoo　一一一

5　FF　loooo　・一一

6　FF　12soo　一一

7　FF　ユ5000　～

8　FF　20000　一一一

家族収入

（家族全員、税引き前）

　1£2500未満
　2　£2500　一一

　3　£4000　・v

　4　£5500　一一

　5　£7000　・・v

　6　£8500　・N・

　7　£loooo　一・一

　8　£12soo　一一

　9　£15000　一・一

10　£17500　一一

11　£20000　・・一

12　£22500　一一t

13　£2sooo　一・一

14£27500以上

アメリカ

日　本
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家族収入

（家族全員、税引き前）

1＄5000未満
2　＄5000　・N・

3　＄loooo　一・一

4　＄15000　一一

5　＄20000　一・一

6　＄25000　一一

7　＄30000　一一

8　＄35000　一一

9　＄40000　一一

10　＄50000　・N・

11　＄70000　一一・

12　＄looooo　・一一

家族全部の収入

（ボーナス、税込み）

　1200万円未満

　2200万～
　3400万～
　4600万～
　5800万～
　61000万～
　71500万円以上



〔市郡］

これは、サンプリング地点の情報から、区分した。

ドイツ 12．000以下
2　2，　OOO　一　5，　OOO

3　s，ooo　一　20，00e

4　20，　OOO　一　50，　OOO

5　50，　OOO　一　10　0，　OOO

6　100，000　一　500，000

7　500，000　一

フランス 1　Rural　一・　2，000

2　2，　OOO　一　20，　OOO

3　20，000　一　100，000

4　100，000　一

5　Agglomeration　of　Paris

イギリス 1　Rura1

2　Urban

3　Metropolitan

アメリカ 1

2　Open　country

32，500以下
4　2，　500　一　5，　OOO

5　5，　OOO　一　10，　OOO

6　10，　OOO　一　25，　OOO

7　25，　OOO　一　50，　OOO

8　50，　OOO　一　100，　OOO

9　100，000　一　250，　OOO

10　250，000　一　500，000

11　500，　OOO　一　L　OOO，　OOO

r2　1，000，000　一一

日　本 1町村

2100，000以下の市

3100．000－300，000の市

430G，000以上の市

511大祁市（東京都区部、札幌市、横浜市、川崎市、

　　　　　　　名古屋市、京祁市、大阪市、神戸市、

　　　　　　　広島市、北九州市、禰岡市）
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§7　国際比較調査のデザインの為の視点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木正道

　この節では、国民性の国際比較調査研究の一つの視点として・意識の国際比較研究にと
って要となる、D比較可能性2）調査計画3）尺度法4）質問文と回答の翻訳5）回答上の問
題点6）サンプリングとデータ収集の各々について検討を加え・今後の研究の指針を示し

た。

RESEARCH　DESIGN　OF　CROSS－NATIONAL　ATTITUDINAL　SURVEY＊

Masamichi　Sasaki＊“

＊This　rcscarch　was　suppot’tcct，　in　p；“’t，　by　Gntit・in・Aicl　t’ot’　1）cvcloptncatal

Scic11｛il’ic　RcscIlrch　《⊃ザd亀e　J乙竃1，こttlcsc　～星il覧is竃ry　（，ビEd隻lc：ttic⊃ε1，　Scictlccこ巳tl｛l

　Cuhure（GSR｛｝45｛》り｛⊃｛H），

巾巾 @1・）CI⊃こu●乳nUCn吐ol’Sく｝ci；u　Scl¢tlCCs，　llyG9｛）　1くy軋，iku　tlllivc巳’siしy
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ABSTRACT

　　　Though　solidly　founded　by　famous　sociologists　earlier　in　the　twentieth

century，　comparative　sociology　lost　its　foothold　and　languished　in　recent

decades．　However，　interest　in　cross－national　studies　has　been　rekindling．

Unfortunately，　cross－national　attitudinal　surveys　are　extraordinarily

complex　and　expensive．　The　many　problems　of　such　research　are

discussed　in　terms　of　design，　development　and　execution　but　not　data

analysis．1　An　optimization　approach　is　suggested　to　achieve　a　realistic　and

practical　level　of　comparability．
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1．　INTRODUCTION

　　　Though　solidly　founded　by　famous　sociologists　earlier　in　the

twentieth　century，　comparative　sociology　somewhere　lost　its　foothold

and　has　languished　for　the　past　two　or　three　decades．　Why？

International　comparison，　a　noble　endeavor，　is　exceptionally　complex

and　poses　a　host　of　obstacles　to　the　would－be　researcher．　These

special　problems　must　be　identified，　understood　and　addressed　by

comparative　researchers　（see　Kohn，　1987）．

　　　What　is　the　purpose　of　comparative　sociology？　of　cross－national

study？　To　explore　and－identify　uniqueness　and　similarity　or　commonality．

To　identify　and　test　generalizations．　All　in　cross－national　and　cross－

cultural　perspectives　and　contexts．　Do　given　nations　cluster？　Are　there

subsets　of　nations　reflecting　common　or　contrasting　qualities？　Bendix

（1963：532）　stated　that

　　　　　　　　Comparative　sociological　studies　represent　an　attempt　to

　　　　develop　concepts　and　generalizations　at　a　level　between　what

　　　　is　true　of　all　societies　and　what　is　true　of　one　society　at　one

　　　　point　in　time　and　space．

　　　In　this　instance，　we　are　particularly　interested　in　focusing　on

the　cross－national　exploration　and　assessment　of　social　attitudes．　Our

aim　is　to　illuminate　the　process　of　designing　research　for　cross－national

comparisons　of　social　attitudes．　To　further　confound　the　issue，　by

focusing　on　attitudinal　assessmcnt，　we　inevitably　require　the　survey

methodology，　an　approach　which　brings　mtich　additionally　complicating

baggttge．

　　　Bc　that　as　it　：nay，　wc　witl　h¢ncct’orth　dcsist　t’ro：n　painting　ncgativc

pictut’es　；md　procccd　to　our　purposc　ttt　h：tnd一一　illutnitiating　by　caveat

asid　othcr　tncans　how　to　cScsign　cross－nation：tl　；tttittidinttl　survcys，
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　　　Raivola　（1985：366）　provides　us　with　a　suitable　beginning　caveat

as　follows：

　　　　　　　International　comparison　makes　the　research　worker　very

　　　effectively　aware　of　the　danger　that　one’　s　assumptions，　system

　　　of　values，　and　prejudices　could　lead　to　a　cultural　bias　in　the

　　　gathering　and　interpretation　of　data．　［emphasis　added］

The　author　goes　on　to　describe　one　of　the　benefits　of　the　comparative

endeavor：

　　　By　the　same　token，　it　can　be　difficult　without　comparison　to　learn

　　　to　see　and　appreciate　the　special　characteristics　of　one’　s　own

　　　culture，　simply　because　one　is　accustomed　to　react　automatically

　　　to　them．　（1985：366）

Clearly，　there　are　myriad　benefits　to　cross－national　comparative

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
elucidation．　lndeed，　in　the　contemporary　”world　system”　context，

the　objective　of　enhancing　international　understanding　toward　enhanced

cooperation　is　a　laudable　one，　further　underscoring　the　importance　of　the

very　pursuit　of　international　comparison．

　　　Returning　to　the　methodological　issue，　the　cross－national　researcher

seeking　to　expand　knowledge　and　understanding　of　social　attitudes

throughout　the　world　is　faced　with　the　prospect　of　conducting　comparative

social　surveys．

　　　　　　　Surveys　are　not　a　methodological　panacea．　They　have　limitations，

　　　some　of　which　are　inherent　and　some　of　which　are　by－products

　　　of　their　present　stage　of　development．　One　inherent　limitation

　　　is　their　high　cost　for，　while　they　are　addressed　to　only　a　small

　　　proportion　of　the　universe　being　studied，　the　expcnse　of　questioning

　　　evcn　this　number　is　usually　fairly　large．　Another　limitation　arises

　　　from　the　inaccessibility　of　certain　respondents，　either　bccausc

　　　thcy　occupy　cmincnt　or　unttpproachable　roles，　．　，，　or　becatise

　　　they　arc　uncduc：ttcd，　poor，　gcographically　isoiatcd，　or　for　somc

　　　other　rcason　dit’t’icult　to　communicatc　with，　So：nc　potcntial

　　　rcsponclcnts　sitnply　refusc　to　be　interviewcct，　（McCiosky　1967：13t）

IVIcClosky　points　to　pcr’haps　the　niost　restricting　drnwback　of　intcrnational

cotnparative　survcys：　thci：’　exccptiotially　high　cost．　lt”t　wortd　with
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limited　financial　resources，　especially　for　the　social　sciences，　this　is

stark　reality　and　means　that　such　research　must　be　conducted　under

limited　scope　or　not　at　all，　simply　because　the　monies　are　not　available．

One　alternative一一cooperative，　multi－national　endeavors一一will　be　explored

later．

　　　So，　though　surveys　are　”not　a　methodological　panacea，”　they　are

nearly　essential　to　the　researcher　desiring　to　pursue　studies　of　contempo－

rary　soCial　attitudes　between　and　among　nations．　Given　their　essential

character，　what　can　we　say　about　how　they　work　cross－nationally？　Are

attitudinal　surveys　comparable？　What　makes　them　comparable？　or

incomparable？　We　turn　to　this　issue　in　the　following　section．

2．　COMPARABILITY　OF　ATTITUDINAL　SURVEYS

　　　Central，　of　course，　to　the　issue　of　cross－national　comparison

is　whether　nations，　cultures，　social　systems　can　indeed　be　compared

in　the　context　of　rigorous　methodology．　This　question　can　be　broken

down　into　several　components．　We　will　explore　each　of　these　components

with　an　illustrative　example．

　　　Ajetliner　crashes，　killing　all　100　people　on　board．　What　should

the　president　of　the　airline　do？　（a）　Nothing　（other　than　cooperate

as　needed　with　the　appropriate　investigative　authorities）；　（b）　Write

letters　of　condolence　to　the　families　of　the　crash　victims；　（c）　personally

visit　each　of　thc　victims’　t’atnilies　and　offcr　his　condolenccs　on　his　own

and　his　company’s　bchttlf．

　　　As　onc　rc；tds　thr（）ugh　thiS　aui【udillal　qucstk川，　from　a　Wcstcrn

pct’spcctivc，　thc　clucstiotいmd　r¢Sl，ollscs（a）：ttld（1））scetn豊℃i題s・o　ll　al）lc

lmd　sctisiblc．　Yct，　uPO旧℃lldillg　rCSP《川se（c），　thc　Wcstcrll　l’cadcr

w川iSlv；tt．iably　d〔｝こピldoublc　takc，”fOr　1hc　idCa　o　trこm　airli11C　l⊃rcsidcnt
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making　personal　visits　to　the　families　of　100　crash　victims　is　completely

beyond　the　scope　of　that　cultural　reality．　lnversely，　a　Japanese　reader，

for　instance，　is　likely　to　read　the　question　as　reasonable　and　sensible

if　he　reads　responses　（c）　and　（b），　with　the　double　take　occurring

upon　reading　response　（a），　a　patently　unfathomable　circumstance　to

him，　much　as　（c）　is　patently　unfathomable　to　the　Western　reader．

　　　The　point　of　this　exemplary　exercise　is　to　shock　the　reader　into

a　clear　recognition　of　the　difficulties　one　can　encounter　in　attempting

to　compare　cross－culturally．　Our　example　is　extreme　but　is　nonetheless

real　and　valid．　This　is　to　say　that　therc　are　many　instances　where

comparative　work　will　encounter　mild　difficulties　in　achieving

comparability．　ln　our　example，　the　differences　are　not　mild；　they　are

wild．　ln　this　instance，　response　（c）　cannot　be　made　more　comparatively

equivalent　by　changing　a　shade　of　meaning　to　suit　a　cultural　difference．

No　linguistic　translation　efforts　can　ever　render　response　（c）　compara－

tively　equivalent　for　Western　and，　e．g．，　Japanese　readers　（or　respondents）．

　　　Raivola　discusses　how　Warwick　and　Osherson　（1973）　deal　with　the

question　of　comparability　in　the　following　remarks：

　　　　　　　Firsらdo伽concepts　under・co〃1parison　correspond？（a）Are
　　　they　similarly　situated　on　the　general－specific　continuum？　．　．　．

　　　（b）　Do　the　definitions　given　to　concepts　correspond？　Or　is　it

　　　the　case　that　although　the　definitions　are　identical，　their　meanings

　　　are　construed　differently　in　different　contexts？　．　．　．　（c）　How

　　　easy　are　the　concepts　to　identify？　Though　a　concept　may　be

　　　　theoretically　perfectly　clear，　its　operational　and　linguistic　formulation

　　　may　present　great　difficutty，　，　，

　　　　　　　S・eco’ld，ノ星OW’．Y〃le　correspo’idence　of〃1eas‘treme’zts∫0わe

　　　assc’ssed2　How　are　vttlid　indicators　for　concepts　to　be　found，

　　　cspccially　whcn　thcrc　arc　ot’ten　cliffcrcnt　indicators　for　thc　same

　　　coticcpt　dcpcncling　on　thc　p；trtictslttr　bond　with　culturc？　Evcn

　　　　the　intcrprcttttion　of　stipposedly　objcctivc　dcmogrttphic　statistics

　　　　provcs　pt’oblc：nxttic，　Shoukt　agc，　t’or　e：　ttmplc，　bc　rcgarclccl　purcly

　　　　；ts　a　chronological　or　also　as　a　soc’：ally　nortnative　t’：tctor’2　A　2－ycar

　　　　agc　ctit’t’crcncc　between　two　preschoolct’s　nicans　so：ncthing　quite

　　　　dirferCnU●r《）111　n　2－ycar　ngC　c川●「¢1℃11cc　betw¢L’ll　two　aduh　stttdL．　ll　ts．．．
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　　　　　　　Third，　can　the　problem　of　how　concepts　are　linguisticaUy

　　　expressed　be　resolved2　Different　cultures　verbalize　different

　　　aspects　of　the　same　concepts．　There　is　considerable　semantic

　　　fuzziness　among　representatives　of　the　same　culture，　let　alone

　　　between　cultures．　（1985：　368－9）

　　　Returning　to　our　example，　now　to　be　considered　in　the　context

of　Raivola’　s　remarks，　we　see　in　the　jetliner　crash　question　that　while

the　definitions　given　to　concepts　do　correspond　and　are　similarly　situated，

they　are　subject　to　radically　different　construals　depending　upon　which

culture　is　responding．　lndeed，　in　our　example，　the　concepts　are　certainly

easy　to　identify，　just　difficult　to　relate　to．　Here　we　have　no　operational

difficulties　per　se　and　we　certainly　have　no　linguistic　difficulties．　By

additional　example，　while　our　present　example　exhibits　no　linguistic

difficulties，　we　can　certainly　find　examples　where　we　do　encounter

linguistic　problems　which　are　tantamount　to　insurmountable．　The　Japanese

concept　of　giri　（　and　the　corresponding　dichotomy　giri－ninjo）　poses　great

linguistic　problems　as　there　is　no　linguistic，　operational　or　conceptual

corollary　in　Western　cultures，

　　　Can　valid　indicators　be　found　to　assess　responses　to　the　jetliner

question？　As　response　（c）　is　nonsensical　to　Westerners　and　response

（a）　is　nonsensical　to　the　Japanese，one　must　question　whether　in　this

instance　it　is　possible　to　find　valid　indicators　for　the　notions　and　attitudes

being　measured　and　assessed．

　　　So，　can　the　problem　of　the　linguistic　expression　of　concepts　be

resolved’？　ln　some　instances，　yes；　in　others，　no．　ln　the　casc　of　giri，

for　cxatnple，　Wcstcrn　retpondents　can　be　cducated，　albeit　circuitously，

about　thc　conccpt　and　may　thcreforc　dcvctop　at　least　sotnc　grasp　of

iし1旧hC　airli11Cl’CXamplC，　it　is　do【ibtt’ui　th　ttt　th　c　1｝roblCm，　though

not　a　linguistic　one，　htts　：uiy　sort　ot’　viablc　soltition．

　　　W¢Imlst，く）ビCOtl　t’Sc，　bc　contit｝”ally　Cltuti（川S　lit）Otlt　cく⊃ml川rat）ility．
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For　example，　we　might　compare　data　on　voting　in　two　different　countries

and　find　similar　voting　patterns　and　frequencies　among　the　two

populations．　Scratching　the　surface，　though，　might　reveal　that　the　political

system　in　one　of　the　countries　is　a　multi－party　representative　democracy

while　the　political　system　in　the　second　country　is　a　single－party，　single－

candidate　non－democracy．　Now　we　see　much　different　meaning　to

equivalent　voting　frequencies　in由e　two　populations．

　　　The　above　illustrates　just　a　few　of　the　pitfalls　inherent　in　the

comparative　process．　Nowak　（1977）　offers　a　typology　for　cross－national

comparison　based　on　differing　types　of　relations．

　　　（1）　The　objects　or　phenomena　are　perceived　or　evaluated　in

　　　a　similar　way　in　different　cultures．　One　could　speak　here

　　　about　”cultural　equivalence．”　（Nowak，　1977：42）

This　first　type　is　certainly　straightforward．　Here　there　is　simple　corres・一

pondence　and　therefore　no　linguistic　or　conceptual　difficulties．

　　　（2）　The　objects　（persons，　institutions，　communities）　belong　to

　　　the　higher　level　aggregates　or　systems　classified　previously

　　　as　being　similar　with　respect　to　their　specific　properties．

　　　We　may　talk　here　abouビcontextual　equivalence．。’（Nowak，

　　　　1977：42）

To　illustrate，　consider　two　countries’　corporate　structures　and　systems

which　have　been　identified　as　similar，　Are　the　corporate　managers

also　similar　in　their　functions　and　styles？　Obviously，　it　does　not

necessarily　follow　that　similar　structure　and　function　at　one　level　（the

corporations）　obviates　equivalency　at　another　level　（the　corporate

managcrs），　This，　then，　suggests　two　more　forms　of　equivaicncc：

　　　　（3）　Thc　comp；trcd　objccts　play　the　samc　rolc　in　thc　functioning

　　　　or　thc　syst¢ms　co11叩arcd．，．This　is　thc　sitU：lti（川for．．．

　　　　thc　tc：’tn　”fttnctional　c，qttivatence．”　（Nowak，　1977：42）

　　　　（4）　Thc　objects　（persons，　institutions，　groups）　occupy　thc　s：miL“

　　　　（absolutc　or　r¢lative）　position　withiii　certain　structurai　systems

　　　　which　hav¢bccll　d¢fillC（t　prcvi《川sly　as　sitnihtt●with　r¢spcct　to

　　　　sotuc　ot’　thcir　propertics，　Ilere　we　：night　sp¢“k　ttbotit　”s’tr“ctttrat
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equivatence．”　（Nowak，　1977：42）

Returning　to　our　voting　example　above，　we　find　an　ostensibly　equivalent

set　of　voting　frequencies；　however，　upon　further　scrutiny　we　see　that

we　have　encountered　a　situation　reflecting　differing　social　and　cultural

contexts．　Thus，　our　voting　example　demonstrates　the　absence　of

functional　equivalence　despite　its　overt　appearance．　Verba　comments：

　　　　　　　The　problem　is　a　general　one　for　all　comparative　research：

　　　what　set　of　concepts　and　measurable　variables　can　we　develop

　　　such　that　they　can　be　applied　with　equivalent　meaning　in　a　number

　　　of　systems？　No　matter　how　much　one　is　committed　to　a　macro－

　　　sociological　approach，　it　is　clear　that　one　cannot　compare　total

　　　systems．　Rather，　one　abstracts　certain　aspects　of　the　system

　　　for　comparison．　But　how　do　we　find　equivalent　aspects？　lt　makes

　　　little　sense　to　compare　the　legislatures　in　two　nations　if　the　two

　　　bodies　are　selected　differently　and　perform　quite　different　functions．

　　　The　only　similarity　may　be　that　both　are　labeled　with　that　term．

　　　（Verba，　1993：69）

　　　To　return　to　Nowak’s　typology，　let　us　examine　the　next　form　of

equivalence．

　　　（5）．　．　．　phenomena　are　equivalent　if　they　are　empirically　correlated

　　　in　a　similar　way　to　a　criterion　variable，　either　phenomenologically

　　　identical　in　all　systems　compared　or　found　on　the　basis　of　previous

　　　research　as　being　relationally　equivalent　in　any　of　the　senses

　　　of　this　term．．．．IC／orrelation　equivatence．．．would　apPly

　　　．　．　．　both　to　the　manifest　of　statistical　associations　of　observable

　　　data　and　to　some　more　complex　uses　of　statistical　analysis，　as

　　　for　example’，　factor　analysis．　（Nowak，　1977：42－43）

Here　Nowak　describes　a　form　of　equivalence　derived　from　the　absolute

valuc　of　thc　corrclation　coefficient，　which　should　act　as　a　measurc　of

validity　；tnd　reliability　（hcnce　cquivalencc），　lt　should　be　pointcd　out，

howcver，　that　rn：tny　scholars　ctt”tion　that　thc　rnere　cxistcncc　of　a

corrcl：ttioti　docs　tiot　iticvitably　cstablisli　a　causal　rclationship，　lt　must　also

be　kcpt　in　mind　that　cor：’clations　on　；t　sct　oi’　t’csponscs　to　a　single　qucstioii

haVC　Slricdy　li　tn　itCd　iml川C；ttiOtlS　which　CCI’t：tiniy　do　l1《）【cxtClld　t〔〕thc

COtlStt’uCliO110重’　getier：tli烈iOtlS，
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　　　Verba　（1971）　suggests　that　one　is　better　off　comparing　processes

or　patterns　of　relationships　among　variables．

　　　The　greater　substantive　interest　of　such　comparisons　coincides

　　　with　the　greater　methodological　validity　of　such　comparisons．

　　　Comparisons　are　made　not　of　the　response　to　any　single　question

　　　across　societies，　nor　of　the　response　rates　to　any　set　of　questions，

　　　but　of　the　pattern　of　relations　among　variables．　This　increases

　　　the　credibility　of　comparisons　by　allowing　comparisons　that　are

　　　contextually　grounded　and　by　allowing　one　to　test　the　extent

　　　to　which　alternative　exp1anations　of　differences　based　on

　　　methodological　weaknesses　in　the　research　design　are　plausible．　．　．

　　　Where　the　scholar　has　no　control　over　the　data－gathering　process，　he

　　　can　still　exercise　some　”data　quality　control”　over　the　results．

　　　（Verba，　1971：327）

　　　The　final　item　in　Nowak’s　typology　is　”genetic　equivalence”：

　　　　（6）　［P］henomena　are　geneticaUy　equivatent，　if　they　are　defined　as

　　　coming　from　the　similar　source．　This　is　the　case　if　some　of　their

　　　causes　may　be　found　in　the　phenomena　which　were　previously

　　　defined　as　belonging　to　the　same　conceptual　category．　（　Nowak，

　　　1977：　43）

　　　Unquestionably，　volumes　can　be　written　on　the　issue　of　comparability．

Nowak’s　typology　offers　but　one　of　a　variety　of　conceptual　means　of

scrutinizing　the　issues　of　comparability　in　cross－national　（attitudinal）

research．

3．　RESEARCH　DESIGN

　　　Certainly　the　initial　research　design　stage　is　of　utmost　importance

to　successful　cross－national　research，　And　the　initial　task　in　this　initial

stage　is　to　dctermine　how　the　research　projcct　will　bc　administered．

Whilc　this　dcc’ision　may　not　be　an　issuc　in　some　instanccs，　if　thc

opportunity　to　：tdopt　altcrnativc　modes　is　；m　option，　then　；tn　appropriatc

dccision　tnust　bc　niactc，　Spccificalty，　cross－tvational　rcscarch　can　be

iiittnagcd　ancl　“ct：ninistcrcd　（dircctcct）　cctitraliy　by　otic　rescarchcr　or　one

olg№hUIiZ；ttiOll，　wh（，　tn　：tkcs‘川dccisionS：ttld　likcly　providcs亀hc
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preponderance　of　the　funding．　Alternatively，　a　collective　of　researchers

from　the　various　countries　involved　may　form　and　make　decisions

democratically．　This　alternative　has　costs　and　benefits．　Competing　ideas

about　theoretical　approach　and　methedologies　may　yield　friction　despite　the

benefit　of　diverse　experience．　A　third　alternative　structure　is　a　loosely

defined　cooperative　endeavor　with　no　leader　and　no　time　constraints，

meaning　that　researchers　rnay　come　and　go　at　will　and　effectively　work

toward　individual　goals．

　　　Of　course，　these　choices　of　approach　to　research　design　are　often

dependent　upon　what　is　being　studied　and　and　how．　For　example，　the

decisions　may　be　entirely　different　if　the　research　is　original　or　if　the

research　is　secondary　data　reanalysis．　The　decisions　also　depend　upon

how　research　is　to　be　conducted．　Will　its　conduct　be　subcontracted？

If　so，　will　it　be　subcontracted　to　a　commercial　or　academic　entity？

4．　MEASUREMENT

　　　”Do　you　believe　in　God？”　More　than　90　percent　of　American

respondents　will　say　”yes”　to　this　inquiry，　yet　only　about　35　percent　of

Japanese　respondents　wiH　answer　affirmativety．　Does　this　mean　that　65

percent　of　the　Japanese　population　is　atheistic？　areligious？　No．　Further

probing　reveals　that　many　Japanese　who　answer　”no”　nonetheless　act　in

ways　which　Westerncrs　would　otherwise　consider　reiigious．　This　is　but

one　of　myriad　instancet　in　which　diffcring　social　structural　ttnd　culturat

contexts　signit”ic：tntly　imp；tct　thc　rcsults　of　cross－national　attitudinal

strrvcys，

　　　Vcrb：t　tclls　us　that　”thc　solution　to　thc　problem　tics　in　trying

to　tii：tiiitain　tlic　contextu；tl　grounding　ol’　tlic　tncasurcs　wticn　makitig

c（》111　1）；u●isOtlS”（1り93：78）．　Vcrb捷90¢s｛）1日。　suggcst　l1〔｝w　lo　l亀cc藍》111Plish
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this：

　　　（　1　）　the　selection　and　measurement　of　variables　that　are　embedded

　　　in　their　contexts；　（2）　the　inclusion　of　structural　（and　perhaps

　　　cultural）　characteristics　into　the　survey　design　and　（3）　the　inclusion

　　　of　structural　（and　perhaps　cultural）　characteristics　in　the　survey

　　　analysis．　（1993　：78）

　　　Verba　provides　examples　of　several　demographic　variables，　deceptively

simple　ones，　which　must　be　viewed　with　caution　as　they　are　not

necessarily　so　easily　comparable．　Verba　first　points　to　education．

Typically，　an　attitudinal　survey，　cross－national　or　otherwise，　will　ask　for

the　respondent’s　educational　level．　Let’s　say　the　respondent　says　he　or

she　completed　”high　school”；　i．　e．，　twelve　years　of　schooling．　ln　the

United　States　alone，　this　response　could　mean　the　individual　graduated

from　a　vocational－technical　high　school，　from　a　specialized　arts　high

school，　from　a　deplorably　substandard　custodial　high　school，　from　an

Honors　program　in　a　high　school　in　an　intellectually　elite　community，

and　so　on．　This　is　a　markedly　wide　range　of　contexts，　and　we　haven’t

even　begun　to　discuss　cross－national　comparisons！　European　high

schools，　for　instance，　are　more　open　abo山their　differentiation一一for　college

and　non－college　tracking，　with　a　host　of　sub－options，　particularly　in　the

non－college　tracking　group．

　　　Verba　points　out　that：

　　　This　is　not　a　measurement　problem　in　the　usual　sense．　We　assume

　　　that　wc　can　accurately　measure　the　amount　of　education　that　an

　　　individual　has　received．　The　problem　is：　what　does　it　mean？

　　　（1993：75）

　　　Vcrba　（1993）　is　quick　to　point　out　that　onc　encounters　nearly

idcnticttl　circunistances　with　otticr　important　ctc：nographic　v：trittbtcs，

such　as　occupation，　inco：nc　or　wcttlth，　and　urban－rur：tl　resiclcncy　stat”s，

Vcrb“11・tcs　that　thゼ’clistrit川tk｝11al　l川ttcm”ol’thc　vari：tblc　is‘竃：10tllcr

esscntial　qu；tntity　in　the　wholc　cquation．　For　instancc，
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　　　Even　if　we　match　education　in　terms　of　length　and　quality，　etc．，

　　　we　need　to　know　the　distribution　of　educational　attainments　to

　　　understand　the　meaning　of　a　particular　educational　level．　（1993：77）

That　is，　if　we　have　individuals　in　two　different　countries　with　matched

educational　attainments，　we　still　need　to　look　at　what　percentage　of

the　population　in　each　country　has　this　same　educational　attainment

level．　Obviously，　if　the　individual　in　country　A　is　one　of　the　43　percent

of　the　population　at　this　educational　level　and　the　individual　in　country

旦is　one　of　just　3　percent　of　the　population，　then　these　two　educational

attainments　would　clearly　not　be　equivalent．　These　same　observations

can　be　applied　ro　occupations，　income　and　wealth　levels，　and　other

demographic　（and　non－demographic）　variables．

　　　Verba　suggests　a　direction　for　working　through　these　comparability

dilemmas：

　　　．　．　．．one　must　begin　with　fairly　general　dimensions　（and，　better，

　　　fairly　genera1　hypotheses　or　theories）　before　one　searches　for

　　　equivalent　measures．　Before　one　compares　voting　rates，　one

　　　ought　to　consider　the　underlying　dimensions　for　which　voting　is

　　　relevant．　This　in　turn　means　considering　the　underlying　theory　of

　　　politics　（or　some　aspect　of　politics）　for　which　the　study　of　voting　is

　　　relevant．　（1971：315）

Returning　to　our　original　voting　example　above，　consider　the　difference

between　equivalent　voting　frequencies　in　a　multi－party　democratic　system

and　a　single－party，　single－candidate　non－democratic　system，　Following

Verba’s　reasoning，　then，　we　must　examine　what　it　means　to　vote　in

each　ot’　these　two　n；ttions，

　　　Taking　a　step　back　t’or　；t　momcnt，　let　us　cxplorc　this　issuc　a

biUllorc　gCllcriClしlly．　WC　arc　sccki119，　ul山1ratclY，　ill　our（1　ucst　ror

Cross・ti　ati（）　ti　al　co111P：tt’1しbilily，∫κ〃ctiで川‘tt‘1で11卿‘ll（”lc｛1．　What　is　l’u　rl　ction　al

ccluivalcncc？　lt　is　a　statc　oi’　bcitig　cquivttlcnt　cnough　to　scrvc　out’

1）tii’posc　（ct’oss－titttioirai　cotnp；trability），　to　t’unctio：i　stiitat）ly　：t：id　：tclecltlittely
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f・・th・i・tend・d　p。・p・・e3．　V・・b・、t・t・・th・t・Wh・t　i・imp・・tant　i・

thaロhe　measures　be　equivalent　in　those　respects　that　are　relevant

to　the　problem　at　hand”（1971：315）．

　　　How　do　we　determine　whether　our　measures　are　equivalent？As

above，　we　mustdetermine　the　underlying　theory（or　other　aspects）

of　the　item　or　issue　being　measured．　How　do　we　do　this？Verba　suggests

breaking　the　item　or　issue　down　into　its”sub・dimensions．”We

immediately　insert　into　this　process　an　identification　of　both　objective　and

subjective　meanings　as　we　proceed　to　validate　for　functional　equivalence

aCrOSS　natiOnS　Or　CUltUreS．

　　　Let　us　explore　an　example．　Here　we　will　return　to　the　issue

of　educational　attainment．　Individua1△has　had　twelve　years　of　schooling

in　an　advanced　Western　nation．　Individual旦has　had　twelve　years

of　schooling　in　an　underdeveloped　nation．　Let　us　look　at　a　few　of

the　sub－dimensions．△is　effectively　in　the　norm　of　the　population’s

educational　attainment　while＿旦is　in　the　95th　percentile・Little　or　no

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

presti8e　accompanies△’sachievement，　while　great　presnge　accompanles

旦’sachievement．　△is　at　the　norm　for　earning　Power　while＿旦has　great

（comparative）earning　potential．　△has　an　adequate　education　and

scores　500s　on　SAT　tests．旦has　been　educated　in　an　underdeveloped

nation　and　scores　300s　on　SAT　tests．　We　could　continue，　but　the　purpose

of　the　discussion　has　probably　by　now　been　served・And　we　have

talked　about　objcctivc　and　subj¢ctivc　sub－dimensions．

　　　　Onc　way　to　gct：it　thc　morc　subjcctivc　aspccts　of　a　given　issuc

is　to　ask　Ihc　rcsPonclcti【，　as　part　of　thc　survcy，　how　hc　or　shc　fccls

al）out　1hc　itcn1（）r　issuc　a【hand（c．9．，cduc純tio　t”tl　att：tillnlcnt）・

　　　　’1¶llc　si111亀Iltanc（）uS　tllCaSurcmC竃1t　（）f　t，（）t量1　thc　《〕t⊃jcctivc　（）CC吃11，a【i（）n純l

　　　　p（⊃sitioll　hcld　by　individuals　an（l　such　subjcctive　aspL’ctS　as　lhe

　　　　prestigc　l’：ttit19；tSsigtied　that　l，ositiOll　by　tllc　t’・L’・spo：idcnt　is　all

　　　　cxatnpl¢or　thc　cltral　pcl’SPcctiVC　p《⊃ssib　le　with　this　kitld（⊃r　rcscarch
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　　　（Verba，　1993：　83）．

　　　Now，　to　return　to　our　discussion　of　voting，　let　us　take　another

look　at　our　above　referenced　comparison．　What　does　it　mean　to　vote

in　country＿△and　country旦，　where　we　have　observcd　similar　voting

frequencies？　ln　country　A，　the　voter　has　an　opportunity　to　influence

（to　some　varying　degree）　the　political．climate　and　activity　in　the　nation．

This　voter　exercises　a　freedom　of　choice　which　impacts　political　outcomes．

This　voter　may　ascribe　any　of　several　subjective　motives　to　his／her

actions　and　behavior．　In　country＿旦，　on　the　other　hand，　voting　is

simply　symbolic．　A　vote　neither　influences　nor　impacts　political

outcomes．　Why　does　this　voter　vote？　Subjectively，　he　or　she　may　say　that

it　is　a　symbolic　gesture，　that　it　follows　the　crowd，　that　it　is　expected，

etc．　ln　the　survey　context，　of　course，　we　have　not　only　the　opportunity

to　explore　voting　frequencies，　but　also　subjective　motives　for　voting．

Methodologically，　standard　scoring　can　be　a　useful　technique　to　explore

such　issues．　Also，　we　can　not　only　explain　response　pattern（s）　by

personal　attributes　such　as　age，　sex，　educational　baCkground，　etc．

but　also　explain　the　personal　attributes　by　response　pattern（s）　（see，

for　example，　Research　Committee　of　ISM，　1991）．

　　　Before　moving　on　to　a　technical　discussion　of　language　translation，

let　us　take　a　moment　to　discuss　the　semantics　of　measurement．　We

may　think　we　have　identified　semantically　equivalent　terms　from　our

crost　一cultural　comparisons，　but　in　fact　we　must　bc　very　cautious　in

this　regard．　NVc　are　dealing　with　dift’ercnt　cutturcs　which　may　attach

vcry　dift’crcnt　nicatiings　to　our　ostcnsibly　cquivalent　termitiology．　Our

carlicr　cxampl¢　of　belict’　in　God　and　othcr　t’cligious　iss”cs　is　a　casc

lll　I）omし　WCSICrll　lmd　East¢m　civ川zatic川s　in　fac【川；！ch　widcly　diffCl’ltlg

tllc：lllitlgs　to　t’cligiotls　tc：’llls，　Vct’b；t　cot）llllcslts：
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　　　This　makes　the　use　of　open　questions　without　rigidly　fixed　response

　　　categories　somewhat　more　attractive　than　they　might　be　in　single－

　　　culture　research．　The　openness　of　the　responses　provides　the

　　　researcher　with　a　body　of　material　out　of　which　one　can　more

　　　easily　locate　lack　of　equivalence　than　one　can　in　the　response

　　　to　a　fixed　choice　question．　The　open　responses　more　easily　reveal

　　　linguistic　differences　than　fixed　responses，　and　by　reading　responses

　　　one　can　gain　（or　lose）　confidence　that　the　question　was　about　the　same

　　　subject．　（1971：321）

Of　course，　one　must　also　weigh　the　practical　disadvantage　（cost）　of

the　open　response　in　terms　of　its　non－computer　codability　and　therefore

its　much　greater　time　consumed　in　analysis．　ln　some　instances，　the

benefits　revealed　will　outweigh　these　sharply　higher　costs，　but　practicality

dictates　a　suitable　balance　to　assure　that　the　analytic　resources　will

be　available　and　at　reasonable　cost．

5．　TRANSLATION

　　　Surveys　are　based　on　words，　whether　they　are　administered　in

written　form　or　orally．　Cross－national　comparison　means　that　these

”words”　must　be　translated　into　each　of　the　languages　appropriate　to

the　survey’s　conduct．4　Unquestionably，　the　successful　translation　of　the

survey’s　questionnaire　is　the　most　complex　of　all　the　comparative

researcher’s　tasks．　And　it　is　the　task　most　ultimately　fraught　with

difficulties，　some　of　which　may　end　up　being　insurmountable　or　nearly

so　（cf．　our　discussion　of　giri　above）．

　　　While　languages　with　similar　derivations　suffer　fewer　overall　diffi－

culties，　thc　task　of　crcating　cquivalcnt　questionnaircs　among　disparate

1：tiiguagcs　is　：t　rnost　complex　onc，　And，　beyond　tnere　semantic　and

linguistic　issucs，　wc　tu’c　usually　t”：tced　with　circutnstanccs　in　which

trallsl“ti《川iS　l，・ssiblC，1川口hじClld　rCSUIt　iS　I1（川SCIIsiC“l　giVC書UhC

Cuhuml　c〔川cxt（CO：isidct’　thL’　jctli：ict’　c：’；tsh　cx‘m1P藍。　diSCuSSCd　ab（⊃VC），
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　　　A　literal　translation　ofa　survey　questionnaire　（assuming　that

one　is　able　to　find　foreign　synonyms　for　all　the　words　involved　in

thc　first　place，　which　is　frequently　not　the　case），　is　often　a　revealing

endeavor．　For　instance，　literally　translating　the　jetliner　crash　question

will　reveal　the　extremely　ambiguous　result．　The　task　is　useful　in　the

sense　that　it　enables　the　researcher　to　discover　such　cross－cultural

problems，　and　thus　identify　the　need　to　seek　alternative　means　to　arrive　at

equivalence．

　　　So，　we　must　look　beyond　mere　translatability　to　”conceptual　equiva－

lence”　（Przeworski　and　Teune　1970）．　ln　some　cultures，　wife　beating

is　an　indigenous　behavior，　while　in　others　it　is　a　criminal　behavior．

So，　while　we　no　doubt　can　find　a　means　to　describe　wife　beating　in

most　any　language，　we　must　look　at　what　the　behavior　actually　means

to　the　people　of　the　culture　in　question．　Clearly，　without　contextual

grounding，　questions　which　rely　solely　on　literal　translation　of　both　the

questions　and　the　responses　are　likely　to　be　faulty．　Context　must　be

carefully　considered　and　inserted　into　the　design　and　translation　scheme

to　assure　that　the　researcher　is　comparing　what　he　or　she　intends　to

compare．

　　　In　terms　of　mechanics，　this　calls　for　close　consultation　and

cooperation　with　individuals　knowledgeable　of　the　cultures　in　question．

And　a　multi－lingual　individual　is　not　adequate，　One　must　have　intimate

knowledge　of　thc　culture　in　question一一its　customs，　mores　and　so　on，　lf

this　is　：iot　thc　casc，　onc　runs　the　risk　of　uttcr　niisinterptctation　（consider

thc　wifc－bcating　cxtitnplc　abovc：　thc　attitticlinal　qucstion　is　adequately

translated　but　thc　responscs　arc　bizam’c　bccausc　thc　rcscarcher　has

t’：tiled　to　dctcrmine　that　wii’e　bcating　in　culturc　X　is　an　acccpted　indigenous

b¢haviOr）．　h　othcs’inSmnCCS，　SCIII：llltic　dit’i’crcllti川i《川nW　bC　ltlhl蝋
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is　required　（lorry　for　truck，　lift　for　elevator，　and　so　on）．　Elder　cautions

thaピ’There　are　no　simple　solutions　to　the　problem　of　stimulus　equivalence，

but　there　can　be　no　solutions　at　all　until　there　is　a　sufficient　recognition

of　the　problem”　（1976：223）．

　　　It　is　beyond　our　present　scope　to　go　into　great　detail　about　transla－

tion；　however，　let　us　highlight　some　aspects　of　the　issue．　Group　or

team　efforts　yield　the　best　results，　with　several　translators　available

who　are　familiar　with　not　only　the　language　but　also　the　culture．　Several

translators　should　then　each　independently　prepare　translations　of　the

questionnaire．　Then　the　translations　should　be　back－translated　by　astute

translators　who　have　no　knowledge　of　the　original　questionnaire．　The

group　can　then　use　these　back－translations　to　assess　the　quality　of　each

and　all　the　original　translations．　These　back－translations　also　enable

the　group　to　target　problem　questions　and　areas一一where　the　back－trans－

lation　yielded　evidence　of　faulty　translations．

　　　Marsh　（1967）　discusses　Barioux’s　elaboration　upon　the　back－

translation　technique．　Under　this　technique，　an　extensive　set　of　notes

is　developed　along　with　the　questionnaire．　”These　notes　explain　in

detail”　each　question　and　word　used，　and　include　synonyms　and　alternative

phrases　wherever　possible”　（Barioux，1948：716）．　These　notes　are　then

used　by　the　translators　in　their　task．

　　　The　multi－faceted　task　of　questionnaire　translation　is　a　complex

（川。．Thc　abovc　has　dcscribcd　somc　of　Ihc　crforts　involved　in　arriving

at　a　comextuany　grotmdcct　translatk川which　scrvcs　to　crcate　functionally

eqtiivalctit　qttcstionnaires　as　usci’”1　and　cft’cctive　coinp；trativc　resc：trch

toots．
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6．　RESPONSES

　　　Verba　describes　a　special　problem　related　to　responses　to　cross－

national　surveys．

　　　For　answers　to　be　equivalent，　the　frame　of　reference　of　the　various

　　　respondents　must　be　the　same．　’Bad’　survey　questions　are　those

　　　that　allow　for　more　than　one　frame　of　reference　（one　respondent

　　　answers　a　question　about　’　interest　in　politics’　with　reference　to

　　　a　current　election，　another　with　reference　to　politics　in　general；

　　　one　respondent　thinks　of　politics　as　referring　only　to　domestic

　　　politics，　another　includes　international　politics）．　ln　cross－national

　　　survey　work，　the　differences　in　culture　and　social　structure　mean

　　　that　for　many　types　of　questions　the　frame　of　reference　of　the

　　　respondent　will　be　unknown　and　may　systematically　vary　from

　　　society　to　society．　Under　these　circumstances，　it　may　be　difficult

　　　if　not　impossible　for　the　interviewer　to　be　sure　that　the　frame　of

　　　reference　is　the　same　for　different　respondents　（Verba，　1993：　84）．

This　problem　is　not　dissimilar　to　many　of　those　we　have　examined　above，

except　that　it　is　now　couched　in　terms　of　responses　rather　than　questions．

Are　the　response　categories　accompanying　the　questions　going　to　allow

the　kind　of　latitude　suggested　by　Verba　above？　lf　so，　the　data　are

likely　to　be　useless．　Thus，　the　same　thought　and　consideration　which

goes　into　question　design　and　formulation　must　extend　to　response　formu－

lation．

　　　In　the　cultural　context，　Verba　notes　thaゼ’In　some　of　the　developing”

societies　．　．　．　direct　questions　are　considered　improper　or　even　threaten－

ing”　（Verba，　1993：110）．　Once　again，　we　see　the　need　for　the　survey

designcrs，　and　translators，　to　know　well　not　only　the　languages　but

also　thc　culttircs　in　question．　A　successfully　transltttcd　qucstionnaire

which　is　considcrcd　offcnsivc　by　thc　responding　culture　is　obviously

uSC竃CSS，

　　　Oth¢r　m：tnifcstations　of　cultur；tl　plienotncna　incttide　stich　bchaviors

；ts　；tc｛luicsccncc，　”whcrcin　t’cspo”dcnts，　otit　ot’　politencss，　dcsit’c　to　end

the　intct’view　as　switkly　as　possiblc，　or　otit　ot’　det’crcncc　to　thc　prcsumcd
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expectations　of　the　interviewer　’agree’　to　the　first　choice　offered　by

the　interviewer，　whatever　that　choice　might　be”　（Elder，　1976：223）

（see，　also　lnkeles，　1971）．　There　are　means　to　overcome　these　and

similar　phenomena，　such　as　shifting　the　positive－negative　polarity

of　questions　in　more　or　less　random　sequence．　Another　is　to　provide，

in　the　responses　，　a　”psychi　cally　（e　．　g．，　tell　the　respondent　that’one

person　prefers　．．．　another　person　prefers　．．．　which　do　you　prefer？’）

so　that　regardless　of　the　answer，　the　respondent　is’agreeing’　with　some－

body”　（Elder，　1973：130）．

7．　SAMPLING　AND　DATA　COLLECTION

　　　As　with　all　other　aspects　of　cross－national　attitudinal　comparisons

by　survey，　sampling　poses　its　own　set　of　added　complexities　over　that

found　in　single－nation　studies．　Strictly　speaking，　we　are　asked　by

the　scientific　method　to　assure　careful　compliance　with　a　fixed　sampling

method　applied　identically　in　each　nation　being　surveyed．　This　in　itself

may　not　be　realistic　as　not　every　country　has　the　capability，　for　instance，

to　provide　randomized　samples　of　its　populace一一particularly　stratified

random　samples．　Thus　the　researcher　is　once　again　faced　with　a　complex

task；　i．e．，　to　provide　optimal　samples　from　each　of　the　countries　under

study一一samples　which　are　similar　enough　and　representative　enough　of

the　populations　to　avoid　lttter　criticism　of　the　vaiidity　and　reliability

of　thc　cntirc　study，　Given　the　fact　th；tt　we　know　we　are　alrcady　speaking

about　a　very　cxpcnsive　rcsearch　cndcavor，　it　is　obviously　imperative

that　such　pitt’alls　be　：tvoidcd，

　　　The　saiuc　c；tvcats　c‘，trry　ovcr　into　the　d：tt：t　collcction　proccss　as

wcll．　ltt　orctcr　to　prcscrvc　th¢　study’s　ovcratt　valictity　and　rcliability，

thc　data　collcction　（i　，e，，　sttrvey　a｛t：ninistration）　p：’ocedures　must　also
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be　rigorously　controlled．　Essentially，　this　means　they　should　be　identical

in　all　the　nations　being　studied．　Realistically，　we　know　that　this　is

not　possible．　To　back　off　from　this　stance　means　compromise，　but　how

can　one　compromise　and　still　maintain　comparability？

　　　　　　　At　least　four　issues　are　important　for　cross－national　data

　　　collection：　response　equivalence；　timing　of　data　collection　in　different

　　　cultures；　status　and　other　psychological　issues，　especially　in

　　　developing　countries；　response　equivalence　and　cross－sectional　versus

　　　longitudinal　data　collection　（Sekaran，　1983：63）．

To　speak　of　timing　means　that　little　time　should　be　allowed　to　elapse

between　collection　periods　in　the　countries　being　surveyed．　Ultimately，

simultaneous　administration　is　optimal　and　preferable；　however，　practical－

ity　usually　precludes　this　luxury　ip　cross－national　studies．　The　next

best　thing　is　getting　as　close　to　simultaneous　as　possible．

　　　Sekaran’s　reference　to　status　and　psychological　issues　is　effectively

too　complex　for　our　present　scope．　Suffice　iロ。　say　thaロhere　is　a

whole　locus　of　issues　surrounding　this　problem．　ln　some　countries，

for　example，　respondents　are　highly　suspicious　of　foreigners　asking

questions．　Often　this　arises　from　the　suspicion　that　the　foreigner　intends

to　malign　the　individual’s　country．　These　and　many　other　psychological

issues　affect　the　data　collection　process　and　each　must　be　given　careful

consideration　and　dealt　with　optimally．　Frequently　these　difficulties

are　most　pronounced　in　societies　with　rigid　status　hierarchies．

　　　It　would　be　nice　to　simply　say　that　all　data　collection　procedures

should　be　carefully　standardized　（and　adhered　to）　to　assure　response

cquivalence，　Again，　however，　a　host　of　circumsttmces　often　operate

to　prevent　standardized　collection／administration　procedures．　ldenticttl

nicthodotogies　ttre　the　ide：tl一一assuring　cqtsivatctice一一btit　socta1，　ctittural

and　psychological　ch：wacteristics　tn：ty　rcndcr　this　an　unrettlistic　goal．

Agttin，　opti：nizing　thc　circumstances　is　the　bcst　course　of　“ction．
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　　　Finally，　longitudinal　studies，　using　repeated　cross－sections　are

the　ideal　for　cross－national　comparative　studies．　This　approach　tends

to　smooth　out　variations　which　might　disturb　one－time　studies．　Again，

however，　the　issue　of　high　cost　is　an　important　one．　The　researcher

will　not　have　unlimited　funds．　Optirnization　is　once　again　called　for．

If　a　study　can　be　funded　longitudinally，　the　results　will　carry　much

greater　weight　and　long－term　validity，　reliability　and　value．　lf　such

a　study　is　not　possible，　then　the　researcher　should　seek　to　optimize

all　other　options　to　assure　the　best　possible　outcome　for　a　single

administration．

8．　CONCLUSION

　　　The　comparative　sociologist，　in由e　task　of　conduαing　cross－

national　attitudinal　surveys，　is　faced　with　an　entire　collection　of　problems，

many　of　which　we　have　described　above．　The　task　is　undeniably　complex

in　all　its　phases．　How，　then，　should　one　proceed　to　effectively　overcome

all　these　problems　and　complexities　and　design，　develop　and　execute

cross－national　attitudinal　comparisons？

　　　Perhaps　the　best　approach　to　the　task　is　to　adopt　an　attitude

of　optimization．　As　the　researcher　works　through　the　design，　develop－

ment　and　execution，　he　or　she　should　strive　to　optimize；　i．e．，　taking

an　approach　which　seeks　to　find　the　best　possible　solution　to　each　of

thc　mttny　complexities　and　problems　of　the　task　（see，　for　examplc，

Rescarch　Conunittcc　of　ISM，　1991）．

　　　This　OP1imiZatk川ProCCSS　Su99CS【S　all　aPprOacil　which　states　that

olle　w川idcnlify：ttld　implcmcn口・ealistically　g《）od　c11（）ugh　alld　workal，lc

soltitiotis　to　c“ch　ol’　thc　obstaclcs　cticoutitercd，　Ot）titiii7，：ttio”　ot’　tlic

task　will　includc　rccognizing　；tnd　takiiig　stcps　to　；tvoid　cultm’al　bi；ts；
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always　asking　if　issues　and　items　are　comparable，　or　at　least　comparable

enough；　assuring　that　linguistic　and　semantic　issues　are　dealt　with

in　the　best　possible　way；　assuring　that　context　（contextual　grounding）

is　considered　key　to　all　developmental　considerations；　striving　for　func－

tional　equivalence　in　all　areas　of　the　design　and　development　process；

maintaining　a　constant　surveillance　over　linguistic　and　semantic　matters

throughout　the　development；　and　maintaining　acute　awareness　of　frames

of　reference．

　　　Optimization　does　not　mean　or　imply　perfection　for　with　optimization

comes　clear　recognition　of　the　reality　of　the　circumstances．　Optimization

dictates　that　the　researcher　will　do　his　or　her　very　best　to　assure

that　the　comparative　survey　is　designed，　developed　and　implemented

in　the　best　possible　manner，　recognizing　that　there　are　significant　con－

straints　at　every　juncture　of　the　process．　Given　thQse　constraints，

the　optimized　research　endeavor　will　be　the　very　best　it　can　be　under

the　circumstances．
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NOTES
1

For　data　analysis　based　on　research　design　discussed　in　this　paper，

see，　for　example　（Sasaki　and　Suzuki，　1991；　Kuroda　and　Suzuki，　1991；

Yoshino，　1992；　Sasaki，　1993；　Suzuki，　1993；　Hayashi，　1993；　Hayashi，

1994；　Yoshino，　1994）．

2The　term　”world－system　context”　is　intended　here　to　be　interpreted

loosely　to　encompass　a　variety　of　contemporary　approaches　to　global

social　and　cultural　convergence．

30f　course，　we　do　run　the　risk　of　creating　an　unresolvable，　recur－

sively　circuitous　argument　here．　ln　the　strictest　sense，　functional

equivalence　means　comparable；　however，　in　the　reality　of　cross－cultural

research，　practicality　dictates　that　we　be　reasonable　and　sensible．　lf

not，　we　would　not　attempt　to　compare　cultures　at　all．

4Some　”translation”　may　even　be　necessary　within　the　same　language．

In　English，　consider　the　terms”elevator”（”1ift’。），”truck”C’10rrジ），

and　so　on，　as　they　differ　between　the　American　and　British　contexts．

ACKNOWLEDGEMENT
1　wish　to　thank　Professor　Alex　lnkeles　at　Stanford　University　and

anonymous　referees　for　their　valuable　comments　on　an　earlier　draft　of

this　paper．

一637一



REFERENCES

Bendix，　R．　（1963）．　Concepts　and　Generalizations　in　Comparative

　　　Sociological　Studies．　American　Sociological　Review．　28，　532－539．

Barioux，　M．　（1948）．　The　Techniques　Used　in　France．　Public　Opinion

　　　euarterly．　12，　715－717，

Elder，　J．W．　（1973）．　Problems　of　Cross－Cultural　Methodology：

　　　Instrumentation　and　lnterviewing　in　lndia．　ln　M．　Armer，　A．D．

　　　Grimshaw，　eds．　Comparative　Social　Research：　Methodological

　　　Problems　and　Strategies．　New　York：　Wiley，　119－144．

Elder，　J．　W．　（1976）．　Comparative　Cross－National　Methodology．　Annual

　　　Review　of　Sociology，　209－230．

Hayashi，　C．　（1993）．　Japanese　National　Character．　Phase’93，　64－96．

Hayashi，　F．（1994）．　Comparative　Analysis　of由e　Japane3e　and　the

　　　　Germans：　Some　Topics　on　Social　Values．　Behaviormetrika．　21，

　　　　61－78．

Inkeles，　A．　（1971）　Fieldwork　Problems　in　Comparative　Research　on

　　　Modernization．　ln　A．R．　Desai，　ed．　Essays　on　Modernization　of

　　　Underdeveloped　Societies．　Bombay：Thacker，　2，　20－75．

Kohn，　M．　L，　（1987）．　Cross－National　Research　as　an　Analytic　Strategy．

　　　American　Sociologicat　Review．　52，　713－721．

Kuroda，　Y．　and　Suzuki，　T．　（1991）．　Arab　Students　and　English：　The

　　　　Role　of　lmplicit　Culture，　Behaviormetrika，　23－44．

Marsh，　R，　M．　（1967）．　Comparative　Sociotogy．　New　York：Hartcourt

　　　Brace　and　World．

McClosky，　H．　（1967）．　Survey　Research　in　Political　Science．　ln

　　　C，　Y．　Glock，　ed，　Survey　Research　in　the　Sociat　Sciences．

　　　New　York：　Russell　Sage　Foundation，　65－143．

Nowttk，　S，　（1977）．　The　Strategy　of　Cross－National　Survey　Rescarch　for

　　　the　Devclop：ncnt　of　Social　Thcory，　ln　A，　Szalai　and　R．　Petrctla，　cds．

　　　Cross－1V‘ltiθ’t（1’Cθ’npごlrative尺ごsearごノ1’τノtuoり，‘〃1（t　1）r‘lctiC　C，．　Oxford：

　　　1）crgamon　Press，　3．　一47，

Przeworski，　A，　ttnct　’1’et：tie，　ll，　（t987）　7’lte　Logic　o／’　Comparative　Sociat

　　　　lnquiry，　Ncw　York：St，　M；trtin，　3．　1－49，

一638一



Raivola，　R．　（1985）．What　is　Comparison？　Methodological　and

　　　Philosophical　Considerations．　Comparative　Educational　Review．　29，

　　　362－374．

The　Research　Committee　of　ISM　（1991）．　Cultural　Link　Analysis　for

　　　　Comparative　Social　Research．　Research　Report　No．　71，　Tokyo：

　　　　The　lnstitute　of　Statistical　Mathematics．

Sasaki，　M．　（1993）．　Religious　Factors　and　General　Social　Attitudes　among

　　　　Five　lndustrial　Nations．　Behaviormetrika．　20，　187－207．

Sasaki，　M．　and　Suzuki，　T．　（1991）．　Dirnensions　of　Public　Acceptance　of

　　　　Science　and　Technology　among　Five　lndustrialized　Nations．

　　　　　Behaviormetrika，　73－82．

Suzuki，　T．　（1993）．　Macro　Analysis　by　Means　of　Cohort　Analysis．

　　　Behaviormetrika．　20，　77－90．

Sekaran，　U．　（1983）．Methodological　and　Theoretical　lssues　and

　　　Advancements　in　Cross－Cultural　Research．　Journal　of　lnternational

　　　Business　Studies．　FaH，　61－73．

Verba，　S．　（1971）．　Cross－National　Survey　Research：　The　Problem　of

　　　Credibility．　In　I．　Vallier，　ed．　Comp　arativ　eル1ethods　in∫odolo8），．

　　　Berkeley：　University　of　California　Press．

Verba，　S．　（1993）．　The　Uses　of　Research　in　the　Study　of　Comparative

　　　Politics：　lssues　and　Strategies．　Historical　Social　Research．　18，

　　　55－103．

Warwick，　D．　and　Osherson，　S，　（1973），　Comparative　Analysis　in　the

　　　Social　Sciences．　In　D．　Warwick　and　S．　Osherson，　eds．　Comparative

　　　Research　Methods，　Englewood　Cliffs，　N．J．：　Prentice－HalL

Yoshino，　Y．　（1992）．　Superculture　as　a　Frame　of　Reference　for　Cross一

　　　’National　Comparisons　of　National　Character，　Behaviometrika，　23－41．

Yoshino，　Y．　（1994）．　An　Overview　of　the　Longitudinal　Studies　on　National

　　　　Charactcr　by　ISM．　Procee（tings　oノ〃lc’InstitLtte　of　S　tatistical

　　　　　Mat／tematics．　42，　259－276，

一一@639　一



§8　結び

国際的相互理解のための調査の科学へ

　本研究及び統計数理研究所の長年の研究の中で積み重ねられてきた時系列的ならびに国際比較

データは、世界的にも貴重な資料として認められっっある。

　この数年、東西ドイツの統一、ソ連の崩壊、ECの統合等、後世の歴史に残るであろう世界秩序

の再構成が進み、より大きな、より進んだ形の社会の単位によって構成された国際社会が生まれ

っっある。この国際的潮流は、市場経済・自由経済の拡大として特徴づけられるであろうが、そ

の成功には、国家間あるいは民族間の円滑な相互理解が重要である。各々の民族は、長い歴史の

中でそれぞれに必要な生活習慣、倫理、宗教、人間関係等、民族固有の文化を発展させてきた。

この意味での文化が各国固有の政治や経済の基盤にある。各国の文化や国民性を世界の各国が相

互に深く理解することが、世界的な経済的・政治的発展の鍵となっていることが了解されるであ
ろう。

　我々の研究の進展に伴って、浮かび上がってきたのが、日本におけるデータ・ライブラリーの

構築の必要性と期待であった。既に欧米の先進各国は勿論、多くの国々が各国の中心的データ・

ライブラリーを保有していて、それらが例えばISSP（国際社会調査プログラム）に参加する事な

どによって、世界的データ・ライブラリー・ネットワークが構成され、データが総合共有されて

いる。これによって、学術的にも、政治的にも参加各国が相互に得るものは大きい。一方、日本

では、例えば統計数理研究所は過去40年にわたりて収集してきた日本人の国民性意識に関するデー

タや、国民性の国際比較データ等を保有し、また他の調査機関も有益なデータを収集、保有して

いる。これらのデータの重要性は世界的にも近年、急速に認められてきた。しかしながら、日本

では、それらの重要データを統括的に収集し、他の国々とのネットワークに流せる形態に整理す

ることに専念できる機関が未だにない。結果として、社会調査データのやりとりの面からは、日

本は極端に輸入超過であると批判を受けても仕方のない状況なのである。

　近年、ドイツのデータ・ライブラリーのセントラル・ア一己イヴ（ZA）所長Scheuch氏や、米

国の世論調査協会・元会長Lipset氏が我々との共同研究等に関連して来日しているが、彼らの重

要な関心事の一つは日本の各社会調査機関がデータを他の国々に提供できる手段はないかという

事、即ち日本のデータ・ライブラリー構築を早急に実現する事であった。日本と諸外国との相互

の意思疎通を円滑にし、政治及び経済的にも日本が世界とともに発展を続けて行くためにも、社

会科学的に客観的なデータに基づいて諸国との関係や将来を展望する必要は誰でも認める事であ

ろう。問題は、既に先進諸国を含む多くの国々がそのためにデータ・ライブラリーを保有、維持

できているのに、諸国に比較して経済的に余裕のある日本がなぜそれを実現できていないかであ

る。このままでは、例えば欧米のデータ・ライブラリーが日本の各調査機関と個別に交渉し、日

本のデータ収集を始めるであろう。実際、Lipset氏の訪日の目的の一つは、日本で買い上げるこ

とのできるデータを調べることであったらしい。しかし、1976年に欧州社会科学データ・ライブ

ラリー委員会が過去の経緯から確認したように、経済性、効率性、データ解釈の誤謬を避ける等

の点からも、「一国、一データ・ライブラリー」の原則に沿えるようにするのが望ましい。そう

でなければ、日本からのデータの数値だけが諸外国で一人歩きし、誤った解釈を生み、その結果、

日本と諸外国との相互不信へとつながる危惧がある。

　さて、世界から日本へ差し迫る期待と不安に、我々は早急にどう対応すべきであろうか。我々

の長年にわたる計量的研究データが、何らかの形で広く世界の人々に活用されて、世界の秩序の

維持と発展の一一助となる基礎的情報を与えることになれば幸いである。
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付録

1
2
3
・
4

　　　　　　　　　　　　調査票と統括表

調査票（日本語A［国際比較用】）

調査票（日本語B［日本調査用：本来の日本語らしい質問文］）

各贋問項目のニックネームと履歴一覧

7ヶ国lll純集計表
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　　　　付録1　7ヶ国比較調査における日本調査票A（国際比較版）

（対象番号が5の倍数でない人に〕

　　　　　　　　　　生活と文化に関する世論調査

　　　　　　　　　　　　　　　〔鯛査yi薯．A〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nミ．2z65
（iSS　1893）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澱新情報センター

（国） （地点紛 （対象紛

E［［［D［D
o　e＠o＠　＠o

調査日時 調査員氏名 点検者名

日　　　時

新悔綴センターから世論鯛査に伺いました。

契然で恐れ入りますが、よろしくご協力下さいますようお願いいたします．

〔｛tk。61三x；〕　〔訪問する前に記入しておきサンプルを確詔する〕

あなたのお坐まれは、
1　2　5
明治　大正　IICSItl 年 月 ですね．

1　y多

＠一一＠

2　女

1　その遁りだ 2　否→
1　2　5
明治　大正　粥和 年 月 生まれだ

＠

⑲～⑭

〔該当する生年の」二の救字壱○でかこむ〕

　　1

昭和：IB　！11

　以陣

　　6

昭，1旧：1イ1ζ

　　t
ll‘1」旧？！，ll

　　2
11tl，“1　：1　3　iJlt

　　t
ll召和：」7イ1竃

　　7

昭，ftl　歴凶く

　　t
昭1旧’z年

　　5
11Cl　；“1　2　8　！ll

　　t
ll（1：tll　3　2　IJI｛

　　8
11“　，fll　：1　ttl｛

　　t
1川II　7　／，1：

　　4

昭和23年
　　t
11“；“1　2　7　i」1！

　　9

大iE1241｛

　　t
昭，川　？，　1，1’・

　　5
110πIl18‘1三

　　t
ll‘1：印2　．2　・ll三

　　IO

大配1亀卑

　　t
（‘リIlt；　し）a．も・）

＠

一642一



＠

問1　〔カード1〕　日本人全体の生活水準は、この10年間でどう変わったと思いますか。

1　非常によくなうた

2　ややよくなった

5　変わらない

4　ややわるくなった

5　非常にわるくなった

6　その他（記入

7　わからない

）

＠

悶2　〔カード1〕　あなたの生活水継は、この10年間でどう変わりましたか。

1　　Yl…常‘こよく　な：っノこ

2　ややよくなった

5　変わらない

4　ややわるくなった

5　非常にわるくなった

6　その他（記入

7　わからない

）

＠

＠

問3　〔カ…一・1ド2〕　これから先のrJ　i・rl：：1に、あなたの生活状態はよくなると思いますか、それとも悪くな

　　ると思いますカ㌔

　　　　　1　非常によくなるだろう　　　　　　5　非常にわるくなるだろう

　　　　　2　ややよくなるだろう　　　　　　　6　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　5　変わらないだろう　　　　　　　　7　わからない

　　　　　4　ややわるくなるだろう

問4　これから先、ひとびとは準撫になると思いますか、不幸になると思いますか。

　　　　　1　　　　　2　　　　　　3　　　　　　　4

　　　　幸柵に　　　不宰に　　　変わらない　　　その他（記入　　　　　　　）

　　5

わからない

　　問5　これから先，心のやすらかさ‘t、ますと思いますか、へると思いますか。

＠　　　　　1　　　　2　　　　　5　　　　　　4
　　　　　　ま　す　　　へ　る　　　変わらない　　　その他（記入　　　　　　　）

　　5

わからない

　　問6　では、人払の白山t；t、ふえると思いますか，へると思いますか．

＠　　　　　1　　　　2　　　　　5　　　　　　4
　　　　　　ふえる　　　へ　る　　　変わらない　　　その他（記入 ）

　　5

わからない

　　問7　これから先、尋問の兜」ξの而はよくなってゆくと思いますか、わるくなると思いますか。

＠　　　　　　1　　　　　2　5　　　　　4　5
　　　　　　よくなる　　　わるくなる　　変わらない　　その他（記入　　　　　　）　　わからtい

　　問8　〔カード5〕　わが国の向こう10年から15年冊の国家目憬をどう股制したらよいかについて、最

　　　　近盛んに厳論されています．ここにいろいろts人が最も重祝する目標がいくつかあげてあります．あt

　　　　たはこれらの中で何が殿も重型だと思いますか。（○は1つ）

⑳　　　　　　　　1　国家の秩序を葺鮒寺すること

　　　　　　　　2　直直な政第を決める時、人hにもつと発駐させること

　　　　　　　　5　物価の上升をくいとめること

　　　　　　　　4　榊論のn山を守ること

　　　　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　6　わからt、tい

一一一
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問9　（カード4〕　と毒どさ、n分白．Uのことや家族のことで不安になることがあると思います。

　　　あなた‘t、次のような危険について不安を感じることがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にる

a・まず、「重い病気」の不安はどの程度でしょうか。…・…・…・1

b・では、「交通，11故」についてC’aどうでしiうか。・…………・・1

c・では、「失菜」についてはどうでしょうか。…………・……・・1

d・でtt、「戦争」についてはどうでしょうか。………・…・……・1

e・では、「原子力施設の堅牢」についてはどうでしょうか。…　1

な
い
わ
か
ら

そ
の
他

じ
な
い

全
く
感

感
じ
る

少
し
は

感
じ
る

か
な
り

654．
5

2

65452

65452

654ろ2

65452

⑳
＠
⑳
＠
⑭

問10

　a・家群のやりくりをしなければ玩らないことがありますか。

　　　　　　1　　　　　　　2　5
　　　　　あ　る　　　　　な　い　　　　　　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　’一「　　一「＝一一一一一
b・〔カード5〕　特にどこを節約しますか。下記のうちからいくっでも上げて下さい。

a・E…　　　療　　……・…・…・………・………・・…

b・　，巨σ）望v（川】　・・・・・…　。…・・・・・・・・・・・・・・・・…　。…　。…

C・家庭川品　・・………・・……・・…………・・…・

d・　企　 率斗　lPu　。・・・・・…　…・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

e●　契　　　　 容　 ・・。・・・…
@。・・。・・・・・・・・・・・・・・…　。・・・・・…

f・レジャー・休暇　・…・・………・・…・…………

9・衣料費・……………・…・………・……・・

h・住　居　費　…・・……………・・………・……・

i・子供の凝育費　……・・…・…・………・………・

j●　 グ’くコ　●酒　 。9●●・○●．・…
@●・・。・・●・・…　。…　●．。。。。・・●・・

　　　　　　　8．そ　の　他

　　　　　　　9．　わカ、らない

あ　り

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

な　し

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　　4

わからない

＠

＠
⑯
＠
＠
＠
＠
⑪
＠
⑭
⑭
　
⑮

問11あなた1；tどちらかといえば、四通より先祖を雌ぷ方ですか．それとも魯通より屠ツばない方ですか。

　1　　　　　　2　　　　　　ろ

鰹通より　　　都通より　　　聾　通
ぜ7ぷソノ　　　／”fl；fない方 　　4　5　toその他（記入　　　　　　　）　　わからない

”11　2子供がt，tいときけ、血のつtsがりがtよい他人の子供を、二子にと・，て家をつがせた方がよいと思いま

すか、それとも、つがせる必IJ2　1；V，‘いと思いますか。

　　　　1　2　5　　つが’吐た力　　　つが・Uる必嬰1よ　　場合による
　　がよい　　　　　　t，cい

　　4　5　　　　＠
その他（記人　　　　　）　わからない
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＠

㊧
⑭
⑪
⑫
⑪

問13現在、一・般的な家庭にとってR｛ましい子供の数は何人だと思いますか。

　　1　　　2　3　　4　　　；　S　　7
　　　　　　　　　　　　　　　　□人　　わか1ない

1：：j　14　〔カード6〕　ここ1ケJjの問に次にあげるものに悩みましたか．（かかりましたか。）

　　　　へん・rつ，
a・頭媚も侃頭痛　・…………・・…

b・背中の痛み　…………・…・…・

c・いらいら　・…・…・……・…・・

d・　うっ》；態　・・…・・・・・・……・…

e・不眠症……………・・…

　　　　　　　8．そ　の　他

　　　　　　　9．　わからない

　　かかr，たことあり　　　　な　し

…一一一　1　O
・・一・一・・　1　O

…一一一　1　O
・・…一一　1　O
・一一・一一　1　O

6b

悶15　〔カード7〕　あなたと同じ年の人と比べて、あなたの健康状態はいかがですか。

1　非常に潤足している

2　満足している

5　あ菰り満足していt，Cい

4　満足していない

5　その他（記入

6　わからない

）

輕

問16　〔カード8〕　かりに現在の11木ll：会金休を、ここにfll；いてあるように5っの層に分けるとすれ1；r、

君・∫宅C：tこのどれにt，tいると思い；・しすか。

　　　1　　　2　　　　ろ　　　　4

　　　⊥　　中の上　　中の中　　中の下

5

下

　　6　　　　　　　　　　　　　　7

その他（記入　　　　　　　）　　わからない

div｝

問17　〔カード9〕　あなたは次のうちどららが好ましいと思いますか．

　　　　　　1　収入が増えること

　　　　　　2　余暇（Vl　ljl’」；1葺til鎚1）が増えること

　　　　　　5その他（配入

　　　　　　4　わからない

）

6b

問18　t）し、一生、娯にiJ三活できるだけのお金がたまったとしたら、あなたはずっと働きますか、それとも

働くのをやめますか。

　　　　　1　　　　　　　　2

　　　ずっと働く　　働くのをやめる

　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　4

その他（記入　　　　　　　　）　　　わからない

鰍

問19　〔カード10〕　｛1：’j；について、次の2っの意兄があります。どららがあなたの気持らに近いですか。

　　　　　　1　いくらお金があってt）、イ1；rllがなりれ‘；r、人t，kC；tつikらない

　　　　　　2　お金があれば．｛1：　’；1がt，Cくても，人生がつまら鉱いと鳳思わ’．【い

　　　　　　5　その他（記人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　4　わからt．Cい
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問20　〔カード11J　ここに仕那について、ふだん話題になることがあります．

　　　あなたは、どれに一孟開心がありますか。

1
2
9
0
4
5
6

お金のことを気にしないですむ程よい給料

倒産や失第の恐れがない仙小

気の合った人たちと働くこと

やりとげたいという感じがもてる死体

その他（記入

わからない

）

Q

問21現在、あなたの一週問の一T・定を立てるとき．仙4；上のことがあなたの個人生活や家庭生活とよくぷっ

　　ヵ・りま’すカ㌔

　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　3　4　　　　　＠
　　　　　は　い　　　　　いいえ　　　　　その他（記入　　　　　　　）　　　　　わからない

問22　〔カード12〕　人のく．らし’h・には、いろいろあるでしょうが、つぎにあげるもののうちで、どれが一

　　番、あt，9たttl身の気持ちに近いものですか．

1
2
5
4
5
6
7
8

一生けんめい働き、金持ちになること

まじめに勉強U：iて、3名をあげること

金や名誉を考えずに、1「1分の趣味にあったくらし方をすること

その日その1・1を、のんきにクeクヨしないでくらすこと

世の中の正しくないことを押しのけて、どこまでも清く正しくくらすこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1’1分の一一・　1のことを考えずに、祉会のためにすべてを捧げてくらすこと

その他（紀入

わからない

）

＠

問23　〔カード15〕　お宅の伺近の壌境や住みやす＊．について、全休としてどう思っていますか。

1　満足している

2　やや満足している

5　あまり満足していない

4　消足していない

5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

6　わからない

＠

問24　〔カード14〕　近所の治安についておうかがいします。次に挙げるようなことで問題になっているこ

　　とがありますか。

a・　Io撫縦1こけいられること」について1；t、どうですか。

　　　　s’を
b・　「急1二艇われて身の危1箴を磁じること」について1；t，

　　どうですか。

い
る
　
　
2

問
題
に
な
っ
て

な
っ
て
い
る

爪
大
癩
問
題
に

1

1 2

謎
暫
5

な
っ
て
い
彙
い

全
然
画
題
に
は

4

4

そ

の

山
一
5

｛

5

わ
か
ら
な
い

6

6

⑪
＠
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なコ
　　問25　〔カード15〕　イソvブの童話の中に，怠け嵩のキリギリスと、働き名の7リの話があります．

　　　　　夏の間歌をうたっていたキリギリスが、冬に敵って、食べる物がなくなり困ってしまい、夏の問働い

　　　　ていたアリのところにやって来ました．この1時のアリの答えには、次のような2っの型があります．

　　　　　あなたは、このお話のむすびとして、この中のどちらがご111分の気持ちにしっくりしますか。

⑳　　　　　　　1　夏の問怠けていたのだから、M4るのが当然だと追い返してしまう

　　　　　　　2　怠けていたのけいけないけれども、これからはちゃんと働くのですよ、といさめた上で、
　　　　　　　　食べ物をわけてあげる

　　　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　4　わからない

t：：j26あなたにとって一番大切と思うものt；t　tsんですか．1つだけあげてください。

＠

（記入）
　　9

わからない

問26b　そのほか、非常に大切と思うものをいくつでもあげてください。

＠
（記入）

　　9

わからない

＠
＠
⑳

⑳
⑫
⑳
⑭

問27　〔カード16〕　次にあげる生活領域のそれぞれについて、あなたが重饗だと思う程度に従って1～7

　　の評価をつけてください．

a・まず、「家族や子供」についてはどうですか。…

b・では、「職菜や噛癖」についてはどうですか。…

C・では、「慮由になる時冊とくつろぎ」につい．．．
　　てはどうですか。

d。では、「友入、知人」については………・…・…・

e・でtt、「両釈、兄弟、姉妹、親戚」については・“

f・では、「宗教」については…・・…・……・・………・

g・では℃「政治」については…・………・…・………

爪　　　　　　　　　　　　iR

で

な

い　　　　　　　　　　　　　要

1
　
1
1
1
1

そ　　わ

　　hV
の　　り

　　な
他　　い

9
Q
4
8
8

7
」
つ
一

f
◎
6

5
，
5

4
五
「

2
0
ヲ
O

n
∠
り
6

2　　5　　4

2
2
2
2

5
り
0
5
一
6

4
」
4
4
」
4

5
5
5
5
5

6

ノ
0
6
6
6

7
σ
　
7
」
7
」
7
σ
7
σ

8　　9

8
R
》
8
8

9
◎
」
9
9悶28　〔カード17〕　あtsたは1；1分の家庭に満足していますか、それとも不濾がありますか．

＠　　　　　1　　　2　　　　5
　　　　　　澗足　　　やや　　　どららとも
　　　　　　　　　　満足　　　いえない

4

やや
不満

5　　　　　　6

不満　　　その他（肥入　　　　）

　7

わから
ない
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悶2i量〔カード17〕　あなたの生活についておききします。ひとくちにいってあtsたは今の生活に満足して

いますか、それとも不満がありますか。

　　1　　　　2　5　　　　　　4
　　消足　　　やや　　　どちらとも　　　やや
　　　　　　　満足　　　いえない　　　　不潴

5　　　　　6　7　　＠
不満　　　その他（記入　　　　）　わから
　　　　　　　　　　　　　　　　　ない

P：1　30いまの杜会で成功している人をみて、モの人の成功には、個人の才能や努力と．運やチャンスのどち

　　らが大きな役割をはたしていると思いますか。

　　　1
個人の才能や努力

　　2
巡やチャンス

　　5

その他（記入 ）

　　4　　　＠
わからない

問31〔カード18〕　次の二つの意児のうち、どちらがあなたの意児に近いですか。

叩：収入が不十分な世帯を国がkl苗（ltJに而倒をみることは、その世帯に生活の道を与えること
　　になる

乙：収入が不十分な世帯を国が経研的に而倒をみることは、その世帯から貴任感を全く奪うこ
　　とになる

　1
111の意兄

　2
乙の意見

　　5

その他（配入 ）

　　4

わからノ』：い

th－01

＠一1
（カード1）

“｝一li一（7）＝　ID

（s）一vO3＝　b

　　　（10

問32　こういう；U：見があります。

　　　「世の中は、だんだん利学や技術が発展して、便利になって来るが、それにつれて人間らしさがなく

　　　　なって行く」

　　というのですが．あなたはこの三兄に賛成ですか、それとも反対1すか．

　　　　　1　賛成（人間らしさはへる）　　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　）　　　U9

　　　　　2　いちがいにはいえない　　　　　　　　　5　わからない

　　　　　ろ　反対（人間らしさ、不変、ふえる）

・問33小学校に行っているくらいの子供をそだてるのに、つぎのような意見があり’ます。

　　　「小さいときから、お金け人にとって、最も大切なものの1つだと教えるのがよい」

　　というのです。あなたはこの意見に貸成ですか、それとも猷対ですか．

　　　　　1　　　　　2　5　　　　　　　4　5
　　　　梵　成　　　反　対　　　いらがいには　　　その他（記入　　　　　　　）　　わからない
　　　　　　　　　　　　　　　　いえない

（IG

問34　こういう意見があります。

　　　「LKIをよくするためには、すぐれた政治察がでてきたら、国民がたがいに憎憎をたたかわ・せるよりは

　　　　その人達にまかせる力がよい」

　　というのですが、あt，Cたはこれに賛成ですか一一それとも反対ですか。

　　　　　1　翼成（まか・11・る）　　　　　　　　　　　4　その仙（記入　　　　　　　　　　　）　　　（1η

　　　　　2　反対（まかせっきり1．tいIJ　t、9い）　　　　5　わからtsい

　　　　　5　いらがいに蹴いえ乙‘い

一648一



ag

悶35あなたtt、白分が正しいと思えば世問の慣習に反しても、それをおし通すべきだと思いますか、それ

　　とも世間の慣習に．従った方がまちがいないと思いますか。

　1
おし通せ

　2
従　え

　　5
」窮合による

　　4

その他（記入 ）

　　5

わからない

“g

問36　こういう意見があり；’tす。

　　　「どんなにlttの中が搬械化しても、人の心の二豊かさ（人間らしさ）はへりはしt，tい」

　　というのですが、あなた‘↓この意兄に｝定成ですか、それとも反対ですか．

1反対（へる）

2　いらがいにはいえない

5ff成（へらない）

4　その他（陀入

51）カ、らなし、

）

eq

問37　〔カード19〕　つぎのような塔え力があります。

　　　「寡庭は、ここらよく、くつろげる、ただ聾っの場所である」

　　というのですが、あなたはそう思いますか、そうは思いませんか．

　　i

そう思う

　　　2

そうは思わない

　　5

その他（記入 ）

　　4

わからない

e”

問38　〔カード20〕　つぎの3っの意兄の中で、どれが一番あなたの意兄に近いですか。

1
2
9
◎
4
P
O

離幡はすべきでほ鉱い

ひどい野合にt：t．離嬬してもよい

二人のイ｝態さえあれ1；r．いっ離婦してもよい

その他（記人

わからt．Cい

）

＠オ

問39　〔カード21〕　家・jIや子供の世話について、どうお考えですか。

－
・
2
Z
U
4
1
5

すべてが’女性の仕丁である

いくつかは女挫の仙那である

すべての仙弓ut、男性、女性の区別なくやるべきだ

その他（記入

わからない

）

tz，1

問4‘，1’先生が例か怨いことをした」というようA蝋を、子供が開いてきて．親にたずねたとき、親はそれ

　　が木惑であることをウ三IIっている場合．子供には、

　　　「そんt，Cことは玩い」といった力がよいと思いますか、それくも

　　　「それ1．tt；1んとうt，f」といった方がよいと思いi【すか。

　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　5　4
　　　　　そんt．Cことけ　　　　1；tんとう’ご　　　　その他（1旧人　　　　　　　）　　　わからない

　　　　　t，fいという　　　　　　という

一　649　一一



問41〔カード22〕　南山さんという人は．小さいときに両親に死に別れ、となりの親切な西木野さんに育

　　てられて、大学までXf．第させてもらいました．そして、南山さんはある会社の社長にまで出世しました．

　　ところが故SSの．　T；ててくれた、西木野さんが「キトクだからスグカエレ」という電報を受け取ったと

　　き、南山さんの会社がつぶれるか、つぶれないか、ということがきまってしまう大那な会級があります．

　　　あなたけつぎのどちらの態度をとるのがよいと思いますか。よいと思う方を1っだけえらんで下さい．

　　　　　　1　なにをおいても、すぐ故郷に帰る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽

　　　　　　2　故郷のことが気になっても、大螂な会醸に山席する

　　　　　　5その他（記入　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　4　わからない

瑚42　〔カード22〕　いまの盈問では、恩人が死にそうなときを、うかがいましたが、もしキトクなのが恩

　　人ではなくて、南山さんの職だったら、どうしたらよいと思いますか、どちらかえらんで下さい．

　　　　　　1なにをおいても、すぐ故郷‘こ1，1る　　　　　　　　　　　　　OS

　　　　　　2　故郷のことが気にな・，ても、大小な会醸に出席する

　　　　　　5　その他（紀入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　4　わからt，Cい

悶43　〔カード25〕　ゴ1然と人間との関係について、つぎのような意見があります．あなたがこのうち其爽

　　に近い（Llんとうあことに近い）と思うものを、1っだけ選んでください。

　　　　　　1　人間が撃福になるためには、1「」然に従わなければなら’ない　　　　　　　　　　　　　　　eo

　　　　　　2　人間が二野になるためには、自然を利川しなければならない

　　　　　　5　入間が撃禍になるためには、自然を征服していかなければならない

　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5オ）カ、ら’」⊆い

問44　〔カード24〕　あt，［たはつぎの意兄の、どちらに賀成ですか．1つだけあげてください．

　　　　　　1　個人が回航になって、‘：tじめて凶全休がよくなる

　　　　　　2　国がよくなって．‘；tじめて個人が撃禍になる

　　　　　　5　田がよく’Sることも、個人が寧撫にttることも招じである

　　　　　　4　その他（丁丁

　　　　　　5　わから’，tい

）

例

一650一



問45　〔カード25〕　つぎのうち、大切なことを2つあげてくれといわれたら、どれにしますか．

四
〇
〇
〇
〇

Bl

C13一一CIS　＝＝　b

a・親孝行、製に対する愛情と雌敬　・……………・・…・……・……’

b・助けてくれた人に感謝し、必要があれば援助する　…………

c・個人の権利を⇔拝するこど　………・…・…・・………………・・…

d・個人のttl　I　I　IをCV　irtlすること　…………・・……・…・………・……・

　　　　　　5．その他（隠妻　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　6．　わからない

　　　　　　　（上の贋問では、2っの項目をあげてもらうこと）

あ　り

1
1
1
1

な　し

Be

問46 〔カード26〕　つぎのうら、あなた‘iどちらが人1瑚として劃ましいとお考えですか。

　　　1　他人と仲がよく、なにかと頼りになるが、仕那はあまりできない人

　　　2　仙，；Sはよくできるが、他入の写嚇や心配螂には無関心な人

　　　5　その他（記入

　　　4　わからない

）

　　問47　〔カード27〕　物一1；を決定する時に「一定の原則に従うこと」に霊点をおく人と、「他人との調和を‘t

　　　　かること」に重点をおく人では、どららがあt、tたの好きな鱒ひとがら”ですか。

Bη　　　　　　　1　物1；をVIJi’するときに一一定の勝ζ則に従うことに爪点をおく人

　　　　　　　　2　物11を決定するときに他人との調和をはかることに重点をおく人

　　　　　　　　5その他（記入

　　　　　　　　4　わから’よい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　問48　〔カード28〕　あなたが、ある会社の社長だったとします。その会祉で、早しく職員を1人採用する

　　　　ために試験をしました．入社試験をまかせておいた身長が、

　　　　　「弓長のこ親藩の力1；惚橘でした。しかし、私としましては、．1番の人でも、ご親戒の方でも、どち

　　　　　　らでもよいと思いますがどうしましiうか」

　　　　と社長のあなたに報告しました。

　　　　　あなたはどららをとれ（採川しろ）といいますか．

鯛　　　　　　　1　1番の人を駒川するようにいう

　　　　　　　　2　親戚を下川するようにいう

　　　　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　4　わからない

　　問49　〔カード29〕　それでは、この場合2番になったのがあなたの親戒の子供でなくて、あなたが管世括

　　　　にts　”た人の子供’こったとしたら，あtsたはどうしますか。（どららをとれといいますか）

CICJ　　　　　　　1　踊縮の人を｝乖幽するようにいう

　　　　　　　　2　1驚胆話に煎った人の子供を撚川するようにいう

　　　　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　4　わからt，cい

一651一



問50　〔カード50〕　ある会祉につぎのような2人の課長がいます。もしあなたが使われるとしたら、どち

　　らの裸長に使われる方がよいと思いますか．どちらか1つあげて下さい。

　　　　1　規則をまげてまで．無理な仕ψをさせることはありませんが、仕a以外のことではくのめん　　㈲
　　　　　　どうを兄ま・せん

　　　　2　時に‘t規則をまげて．無理な仙郁をさせることもありますが、仕亦のこと以外でも人のめん
　　　　　　どうをよく見ます

　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　4　わからない

冊5量たいていの人は．他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも自分のことだけ考えていると

　　思いますか．

　　　　　1　他人の役にたとうとしている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　　　　　2　1；1分のことだけ這えている

　　　　　5　その他（配入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　4　わからない

問52他人は、機会があれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それともそんなことはないと

　　思いますか。

　　　　　1　他人鳳機会があれば利川しょうとしていると思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　2　そんな．ことはないと思う

　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　4　わからない

問53たいていの人鳳信頼できると思いますか、それとも、常に川心した力がよいと思いますか．

　　t　　　　　　　　2

倍領できる　　　常に川心した
と思う　　　　　　ブ」がよい

　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

その他（記入　　　　　　　　　）　　　わからない

“3

問54〔カード51〕　次のような意兄がいくつかありま丸ご自分の立場や個人的な感精を考えて、「賛戒」

　　「やや賛成」「やや反対」「反対」のいずれかで答えて下さい。

　　a・まず、「たいていの人は、他人を助けるために多少の努力をすることができる」というのですが、

　　　あなたのお考えに近いのはどれですか。

　　（以下二様にb～eを111；く）　　　　　　　　　賛成

a● Tも梁讐み麗重助ける’こめに多少の一1

b潜慧3き棚蝋ヒ会に1コ捌碇している　1

　こんにち
。● 將P二留塾舵卑し’SいでそのLlそ　1

d望事聯甥丁陶力帽！ド’欄又人　1

e課窃1耀llを聯詩傑讐碧痴人か　1

　　　　　　　　　　　　　わからやや　やや　　　　　　反対　その他
　　　　　　　　　　　　　ない賛成　反対

2

2

2

2

2

5

5

ろ

5

5

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

尋lo

“s

“G

“n

佃

一一一
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臼9

oo

5V

筋

5，1

5心

佃

e，o

em

問55　〔カード52〕　考4学上の発兄とその利川は、あなたの日常生活の改魯に役だっていると思いますか。

　　　　　1　役だっている　　　　　　　　　　　　4　その仙（記入　　　　　　　　　　　　）

　　　　　2　少しは役だr，ている　　　　　　　　　5　わからない

　　　　　3　役だっていtい

問56　〔カード55〕　コンビs一’がいろいろなところに仙われるようになり、情報化祉会などということ

　　がttわれています．このような傾向が遜むにつれて、日常生活の上で変わうていく而があると思います．

　　あなたは、このような変化をどう思いますか。

　　　　　　1　鼎ましいことである

　　　　　　2　鍛ましいことでt’1　t；いが、避けられないことである

　　　　　　5　Ulつたことであり、危険tsことでもある

　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5　わからない

問57　〔カードろ4〕　つぎに胱み挙げるり1柄についてあなたはどう思いますか．

　　　それぞれについて、この中からお答えください．　（a～cについてそれぞれlioく）

　　a　痢気の中に‘：1近代匪学とlt別の方法で治療したほうがよいものもある。

　　　　　　1　全くそのとおりだと思う　　　　　4　決してそうは思わない

　　　　　　2　そう思う　　　　　　　　　　　’「5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5　そう1オ思わt，Sい　　　　　　　　6　わからない

　　b・科学及術が発展づ●れ‘．r、いっかほく問の心の中までも解明できる．

　　　　　　1　全くそのとおりだと思う　　　　　4　決してそう鳳思わない

　　　　　　2　そう思う　　　　　　　　　　　　　5　その仙（記入　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5　そうは思わない　　　　　　　　6　わからない・

　　C・今日我々が直面している経回的、社会的問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される。

　　　　　　1　全くそのとおりだと思う　　　　　　4　決してそうは思わない

　　　　　　2　そう思う　　　　　　　　　　　　　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5　そう徹思わない　　　　　　　　6　わからない

問58　〔カード55〕　つぎに挙げること‘；レ今級25年の闘に｛夷現すると思いますか◎

　　　それぞれについてこの中からお答えください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守門媒憎憎1しその他

　　a割1、朧饗禦姪’s処”1り脚一1　2　5　4

　　b’鴇2f脚j法の胴uにつt”c　Citどう一1　2　5　4

　　c．1三」…ζ、こ！芝髪蟄運｝∬ミ｝≦～ち！ち～’霞台’叙ノjV…o）h’‘‘YI－1…。・・1　2　54

　　d．製菰シ・ンでの’1剃‘こついて“一1　2　5　4

わから
ない

　5

5

5

5
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問59　〔カード56〕　エネルギーの節約について鮎題にtることがしばしばあります．

　　　あなたこ日身け、このことは重要な問題だと思いますか。

　　　　　　1　ヲト常に鰍要である　　　　　　　　　4　ff［．V2ではない

　　　　　　2　爪嬰である　　　　　　　　　　　　5　その他（記入

　　　　　　5　あまり飛盟ではない　　　　　　　6　わからない

）

問60　〔カード56〕　環境のC，：，1Q‘；t．あtsたにとってどのくらい爪嬰な問題ですか．

　　　　　　i　非常に重要である　　　　　　　　　4　瓜要ではない

　　　　　　2　重鎖である　　　　　　　　　　　　5　その他（配入

　　　　　　5　あまり承嬰では恥い　　　　　　　　6　わからない

）

69　’

問・・［・1木回雌きいてはつ曹思いe・・hiべることtt｛iiJで凱

（記入）

　　9

わからない

oo

問61b　そのC1かいくっでもあげて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　｛肋そのlaか1姉嚇ずる・・

（記入）

　　9

わからない

6D

問62白白についておききしたいのですが，たとえば、あなたは、何か信仰とか侶心とかを持っていますか。

　　　　　　　　　　　　1　2　6Z　　　　　　　らっている、儒じている　　　　　　　もってい商い、殉じていない

　　　　　　一　　　白いE（ll：j、63、A）

問62b　（1：tl　（；2で「1　もっている、　litじている」と剛答した人に）

　　　　それほ何という5；i教て9’か。

　　　　　　1　仏　．教　　系（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　側

　　　　　　2　神　　道　　爪（紀人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5　tlsリスト教（記人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　4　その他の宗教（記人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　51，カ、t：）t，‘1。・

一一 U54一



御

団

悶63それでは、いままでの宗教にt；tかかわりなく、「宗教的な心」というものを、大切だと思いますか、

　　それとも大切だとは思いませんか．

　　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　5　4
　　　　　　　大切　 大切でtsい　 その他（記入　　　　）　わからない

問64宗教について、こん’よ意児があり竃ヒす。

　　　「宗教に‘；tいろいろあり、それぞれJY：　1’1の教えを説いているが、そうした赦えit、け・，きiくは回じ

　　　　ものだ」

　　というのですが．あt．Cたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか．

　　　　　　　　1　　　　2　　　　　5　4
　　　　　　　賛　成　　　　反　対　　　　その他（紀入　　　　　　　　　　）　　　　わからない

胱η

問65　〔カード57〕　政治の立嶋を明らかにするに当たって、世間ではよく「ZE（革斬）」とか「：右（保守）」

　　とかいいますが、あなたはいかがですか．

　　この日盛りを使ってあなたの政治に対する労え力をお知らせ下さい。

　　　左（ffi　”i）　　　　　　　　　　　　　　　　　右（保守）　その他　　わからない

　　　　　一一一一一一一一ua
1 2 5 4 5 6 7 8 9　10 11 i2

　　問66　〔カード58〕　あt．Cたは政治に1YJ心がありますか。

58　　　　　　　1　非常に例心がある　　　　　　　　4

　　　　　　　　2　まあ閏心がある　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　5　あまり閉心がt，Cい　　　　　　　　6

全く関心がない

その他（亀入

わからない

）

rJg

fio

01）

ts：］　67　a　〔カード59〕　あt．Cた‘：1「民三ヒ高義」について、どう思いますか●

　　　　このうち、あなたの意見に一将近いのはどれですか。

　　　　　　　1　よ　　い　　　　　　　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　2　時と場合による　　　　　　　　　　5　わからない

　　　　　　　5　よくt，Cい

　　b　〔カード59〕　では、「資木主義」についてはどうですか．

　　　　　　　1　よ　　い　　　　　　　　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　2　時と」弓合による　　　　　　　　 5　わからない

　　　　　　　ろ　よくt，Cい

　　c　〔カード59〕　では，「雨露ヨ三義」についてはどうですか．

　　　　　　　1　el：　　い　　　　　　　　　　　　　4　その他（記人　　　　　　　　　　　、　）

　　　　　　　2　時とn”rによる　　　　　　　　　5　わからtsい

　　　　　　　5　よくt，Cい

一655一一



d　〔カード59〕　でC；t．「1’J山韮義」についてはどうですか。

　　　　　1　よ　　い　　　　　　　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　）

　　　　　2　1咋と場合による　　　　　　　　 5　わからない

　　　　　5　よくない

e　〔カード59〕　では、「保守韮義」についてはどうですか。

　　　　　1　よ　　い　　　　　　　　　　　　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　2　1貯と場合による　　　　　　　　　5　わからない

　　　　　5　よくt，Cい

問68　〔カード40〕　日本の割判政治の肉醤のしかたについてはどうですか。

　　　　　　1　非常に満足　　　　　　　　　　　　　4　全く不満

　　　　　　2　かなりi，A　JZ　　　　　　　　　　　　5　その他（記入

　　　　　　5　あまり潴足していない　　　　　　　6　わからない

）

問69　〔カード41〕　現在の丸木で、i職拐制度はよく機能していると思いますか。

　　　　　　1　非常によく1幾能している　　　　　　4　全然よく機能していない

　　　　　　2　かなりよく1媒記している　　　　　　5　その他（記入

　　　　　　5　あまりよく機能していない　　　　　6　わからない

）

問70　（カード42〕　労働：’K’と辛罷営；8の阿保について、次のような二つの意見があります。

　　　甲の意兄　「労働．M’と華崔営者の刑11多は、導くあい反しているから、労働者と経鳳梨はあくまで戦

　　　　　　　　　わなければならない」

　　　乙の三兄　「会祉がもうかれ‘；〔労働者の負金も一ヒがるというように、労働者と経悪者の利害は結

　　　　　　　　局において一致するのだから労働者と経’営者は協力しなければならない」

　　　あなたt：t、このどちらの意見に賛成ですか。

　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　　ろ　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　叩に賛成　　　　　　乙に賛成　　　　　その他（記入　　　　　　　　　）　　わからない
　　　　（戦うべき）　　　（協力すべき）

問7i〔カード45〕　次にわれわれが住んでいる社会についての考え方が3つ挙げてあります。

　　　あなたの意見に戴も近いものを1つ選んでください。

　　　　　1　われわれのll：／．？の仙組みは、革命によって根木的に変えなけれ1；【ならtsい

　　　　　2　われわれのほ会は、児輩によって徐2tに変えていか’よけれ‘；【ならない

　　　　　5　われわれの現在の雛会は、あらゆる破壊的勢力に対して1りil胡坊衛されなけれ1；【ならtsい

　　　　　4　その他（記人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　5　わからt．Cい
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問72　日ホの社会は、根木的な改革を必要としていると思いますか。

　　　　　　　　1　2　5
　　　　　　思　う　　　　思わない　　　その他（記入 ）

　　4

わからない

fiq．　＝b

BO＝　2

（カード2）
〈1＞～＜7＞＝ID
〈S＞一v〈1　4＞＝　b

　　問73

r（PnD73’x）

〈15＞

R；J　72　b　（思うと回答した人に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしんてQ
　　　　〔カード44〕　では、その変革11漸llL的乳［改革が」二いでしょうか、それとも急激な改輩がよいでし

　　　iつか。

　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　5　4　　　　　v．んしんてQ
　　　　　　漸進rlりな改革　　　急激な白雪　　　その他（記入　　　　　　　　　）　　　わからない
　　　　　　がよい　　　　　　　がよい

しいていえ｛，t、あなた‘；【何党を支持しますか。

1　1；1　民　党

2　祉　会　党

5　公　　明　党

4　民　　社　党

5　共　産　党

6　祉　民　連

7　その・他の政党

　（配入

8　支持政党なし

9　わからtsい

）

g （問75へ）

ll：j74　（政党をあげたなら）あt，Cたのお考え‘；tその政党にどの程度近いでしょうか。

　　　「非常に近い」「かなり近い」「非常に近いとはいえない」の三段階のう’らどれにあたりますか。

／162　　　　　　　　1　非常に近い

　　　　　　　　　2　かなり近い

　　　　　　　　　5　非常に近いとはいえt、Cい

4　その他（配人　　　　　　　　　　　　）

5　わからない

問75　〔カード45〕　政党について；15伺いします。もし好意も反感も持たない時には50度としてください。

　　t，し好意的玩気持らがあれば、その強さに応じて50度から100度のどこかを指してください。また、

　　もし好意を艦していt，‘CJれ‘；r、や‘；1りその強さに応じて0度から50度のどこかを指してください。

　　1回目‘；U’1民党です。rl民党について1二1どうですか。

（以下1司様にllllく）

＜17＞～〈19」〉

〈20＞一v〈222

〈z’s＞・一一く2r，）

〈26＞”v〈2ti＞

一［］］コ度

社会党 m］］コ度

公槻 m］ココIQ’

民職 ?nコ度
イ7．！D♪～イ：112　　共産党 ［工］］r・’

　　0100
tJ　O

80

70

60

r，o　一

40

30　’一

　20

　竃｛，　一

　〇

好意的

elll瑚（ど1うらともいえt，Cい）

非高息的

一一@657　一



〈フ＝一ス・シート〉

　ご意兄をおうかがいするのはこれで終わりですが、この緒果を統9i’的に分析するために．あなたご自身や

ご家族のことについて少しおたずねします。

F1　〔性　　別〕

　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　男

　　　　　　　　　　　　〈32＞一・〈35＞＝b

2　〈36＞女

F2　〔年　 齢〕　あなたのお年は満でおいくつですか．

1

2

5

4

18～19歳　　 535～39歳
20～24趨　　 640～44旗
25～29歳　　　　7　45～49歳
30～34歳　　　　　　 8　 50～54Aヒ

記入m□
9

10

11

12

　　　歳

55～59震

60～64讃

65～69歳
70斌以上

〈37＞　〈3S＞

〈39＞〈40＞

F3〔学　即

　　　　　1
　　　　小　卒

〔カード46〕　あなたが飛談に卒爽されな学校はどちらですか．

（tl’ft・在学中は卒桑とみなす）

　　　2　　　　　　　　5
旧高小・新中卒　　　旧中・新高卒

　　　　4

旧筒専・大・新大卒

　5
不　明

〈41＞

F4　〔本人職梨〕．。あt．Cたのこ職樂襯何ですか。

　　　　　　　　　（其休的に記入して下の骸当する項日にOをつける）

　　　　　　　　［　　　　］

　　　　　臼営者　　　　　　　被　傭　者　　　　　　　家族従業者　　　　　　　無　職

　　　　一　　　　「一一一一一一一一「　　　一　　　　一一一一一一一一「
　　　　125　 4567　 8910　 111215＜42＞＜43＞　　　　農商白　管IV・小労　殴商自　無学そ
　　　　M、弄　　　i’ii　　　＊k　1，　　職　爲

　　　　喉山野蕃埋門由2嚥
　　　　　　　　　　　　　職　職　職　職　　　　業　菜　業　　　　婦　生　職　　　　策　榮　藁
　　　　　　　　　　　　　イ

F4a　　〔労働組合加入〕　（F・1で被傭渚に）あなたは、現在、労働紺合に入っていますか◎

　　　　　　　　　　　　　　1　Z　〈“〉
　　　　　　　　　　　　人っでいる　　　　　　　　　　入っていtxい

F5　〔寡族人数〕

　　　　　1

　　　　　1A

ご寂族1；t、あS，Cたも含めて．何人ですか。（使川人は含め’よい）

　2　　　　　5　　　　　4　　　　　5　　　　　6

　2人　　　3人　　　A入　　　5〈　　　 6人
　7
7人以上

＜45＞

一一
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F6　〔世帯購成〕　〔カード47〕　お宅のご家族は、このように分類した場合どれにあたりますか．

〈46＞　1
　　　　　　　　2

　　　　　　　　5

1人世帯

1世代世帯（夫婦だけ）

2世代世帯（親と子）

4

5

6

3世代世帯（親と子と孫）

その他の世帯（祖父母と孫）

その他の世帯（　　　　　　　　　　　）

　　F7　〔世粥内の地位〕　あなたと世帯韮との閉係をお聞きしたいのですが……．

　　　　　　　　　　　　　　主としてお宅の生括を支えていらっしゃるのはあなたですか、ほかのかたですか。

〈47＞　1　2　　　　　　　　　　　　　対g堵木人（実贋上の1蛙帯主）　　　　　　　対象者本人以外
［：（F9へ）

F8　〔世継主職業〕

〈48＞

（
（9三として）お宅の家蝿を支えている方のこ職桑は何ですか。

（其神的に記入して下の該当する項目にOをつける）

…
7
篇

被　　傭　　労

　4　5　6　7
　管　　彫　　4‘　　労
　　　　門

　　　　　　　　務　　　務　理
　　　　技
　　　　術
　職　　　職　　　職　　　職

8
無

職

］

　　F9　〔家u胆当者〕　銀計のきりもりをしているのはあなたですか、ほかのかたですか。

〈ts　（J＞　1　2　　　　　　　　　　　　　対畠堵木入（一2｛」js1U当者）　　　　　　　　対象本人以外

Flo

〈50＞

〔本人収入〕　〔カード48〕　あなたこ白身の収入は、去年1年悶で、およそどれくらいになりまし

　　　たか。この中で隠どうでしょうか．

1　200フjl・7」到…鳳町

2　200万円～　400万円来満

5　40‘0万1Il～　600万円未渤

4　600万円～　800万円朱満

5800フヲFl～量．oooフ，1，1－A…満

で一ナスも倉め、税込みでお答え下さい．

　　6　1，000万円～11　500万円未満

　　7　1，500万円～2，　000万円来満

　　8　2，000万円以上

　　9　収　入　な　し

　　10　わからない
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F　11〔世辮収入〕　〔カー一一　F49〕　では、お宅の収入は、ご家族全部あわせて、去年1年悶でおよそどれ

　　　　　　　　　くらいになりましたか。この中でけどうでしょうか。㎡一ナスも含め、税込みでお答え

　　下さい．

t　200万円未満

2　200万円～　400万円未満

5　400万円～　600万円：未浦

4　600万円～　800万円未満

5　800万円～1，000万円未満

6　1・000万円～1・500万円来漕　　　く51＞

7　1，　500万円～2、000万円来満

8　2，000万円以上

9わからない

F12〔住宅の所有形態〕　〔カード50〕お住まいはこのようにわけると、どれにあたりますか．

　　　　　　1　持　ち　家

　　　　　　2　都道肩県・ili区町村僧の賃貸住宅

　　　　　　5　住宅・都市監備公団・仙給公祉等の負貸住宅

　　　　　　4　民蛍の借家または賃貸7パ脚ト

　　　　　　5　給．与住宅（祉宅・公務員住宅など）

　　　　　　6　住宅に問倦り

　　　　　　7　会社等の独身療・寄宿舎

　　　　　　8　そ　の　他

〈52＞

F13　〔乗用皐所有〕　お宅では自家川乗用jl！をお持ちですか。

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　持うている　　　　　　　　　持っていない

〈53＞

（どうも長い問ありがとう’ございました。）

　　〔調査員記入棚〕

F14全般的な、二丁に対する回答者の態度：

　　　　　1　興味深げで、協力的

　　　　　2　協力的だが、とくに興味はなさそう

5　器ち碧かず、いらいらしている様子’

4　非協力的

〈54＞

F15全体としてr回答者tt、質問の内容がわかったようであったか。

　　　　　1　よくわかっているようだ　　　　　　　　4　その仙

　　　　　2　大休のところ‘tわかっているようだ　　　　　　（記入

　　　　　5　あまりよくわかっていtsいようだ　　　　　5　わからtsい

　　　　　〈55＞
　　）

〈5b＞　”v　〈79＞　＝b

〈80＞＝3

（カート●3）
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　　　　　　付録2　調査票（日本B［日本調査用：本来の日本藷らしい質問文］）

〔対象書号が5の倍数（05、06、09、12、15）の人に〕

　　　　　　　　　　　生活と文化に関する世論調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔調査票B〕

（t”a’1893）　Nt　＝tO　t　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H召斥063ξ三10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獣新情報センター

（圏） （地点茄） （対象あ）

凹［［［1］□］

o　e＠o＠　＠o

調査日時 調査負氏名 点検者名

日　　時

新情報センS一から世論調査に伺いました。

突然で恐れ入りますが、よろしくご協力下さいますようお頴いいたします。

〔性・年齢〕　〔訪問する前に記入しておきサンプルを確認する〕

あなたのお生まれは、

2，1　tS，7　S2．2

1　2　5
明治　大正　昭和 年 月 ですね．

4弓．3

1　直

写叫．’7

2　女

＠一一＠

1　その通りだ 2　否→

1　　2　　5

明治　大正　昭和 年 月 生まれだ

＠

⑲～⑭

〔該当する生年の上の数字を○でかこむ〕

　tO．3
　　1

昭和38年
　　以　降

　R．q
　　6

昭和13年
　　t

昭和17年

　も．略

　　2

昭和33年
　　t

昭和37年

　tO．3
　　7

昭和　8年
　　1

昭和12年

　to．2
　　さ

昭和28年
　　～

昭和32年

　る　　
　　冨

昭和　3年
　　～

昭和　7年

　t2．S
　　4

昭和23年
　　t

＄和27年

　　も．0

　　9

大正！2年
　　t
昭和　2年

　　飛、7・

　　5

昭和18年
　　t
昭和22年

　　lt．も

　　10

大正11年
　　？
（明治も含む）

＠
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問1＊〔カード1〕　日本人全体の生活水準は、この10年間でどう変わったと思いますか。

　　39・“　1　よくなった　　　　　　　　1冷　5　わるくなった

　　39・92　ややよくなった　　　　　　　。・16　その他（記入

　　t7・05　変わらない　　　　　　　　3S　7　わからない

　　　3ユ4　ややわるくなった

）

＠

問2＊〔カード1〕　あなたの生活水蜜は、この10年間でどう変わりましたか．

亀6．亀1　よくなった

37．12　ややよくなった

3S・95　変わらない

7．・04　ややわるくなった

a・7　5　わるくなった

’　6　その他（記入

t・9　7　わからない

）

＠

＠

問3＊〔カード2〕　これから先の5年間に、あなたの生活状態はよくなると思いますか、それとも悪くな

　　ると思いますか．

　　7・7　1　よくなるだろう　　　　　　t4．35　わるくなるだろう

　　ユ。・・t2　ややよくなるだろう　　　　。・26　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　50・35　変わらないだろう　　　　　7．・t7　わからない

　　10．34　ややわるくなるだろう

問4　これから先、ひとびとは幸祖になると思いますか、不幸になると思いますか。
　　　　2“・s　　　　　lt、9　　　　　　らら．l　　　　　　　　t、0

　　　　　1　　　　　2　　　　　　5　　　　　　　4

　　　　幸福に　　　不幸に　　　変わらない　　　その他（記入　　　　　　　）

　tg　7
　　5

わからない

＠

問5　これから先、心のやすらかさは、’ますと思いますか、へると思いますか。

　　　　t7．7　　　　　らをぺ7　　　　　　3駐？　　　　　　　O．T

　　　　　1　　　　　2　5　4　　　　・
　　　　ま　す　　　へ　る　　変わらない　　その他（記入　　　　　　）

　g．g

　　5

わからない

＠

問6　では、人間の自由は、ふえると思いますか、へると思いますか。
3も．l　　　　　tq5

　1　　　　　2

ふえる　　　へ　る

　ち辱．ツ　　　　　　　　e・3　　’

　　ろ　　　　　　　4

変わらない　　その他（記入 ）

　R．　‘1・

　　5

わからない

＠

問7　これから先、人間の健康の面はよくなってゆくと思いますか、わるくなると思いますか．
　唖2，3　　　　　　2し『．ら　　　　　　；1．写

　1　　　　　　2　　　　　　　5

よくなる　　わるくなる　　変わらない
　O．2　6．7　　4　　　　　　　　　　　　　　5

その他（記入　　　　　　）　　わからない

＠

問8　〔カード5〕　わが日の向こう10年から15年間の国家目標をどう設定したらよいかについて・最

　　近盛んに三論されています。ここにいろいろな人が最も重視する目標がいくつかあげてあります・あな

　　たはこれらの中で何が最も重要だと思いますか。（Oは1っ）

ユ。ユ1

n7．鍋2

3e．1　5

6．7　4

0∫守5

6S　6

国家の秩序を維持すること

重憂な疎策を決める時、人hにもつと発言させること

物価の上昇をくいとめること

書論の自由を守ること

その他（記入

わからない

）
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問9　〔カード4〕　ときどき、自分自身のことや家族のことで不安になることがあると思います。

　　　あなたは、次のような危険について不安を感じることがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非感か感少感全じ　そ　わな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常じなじしじくなのかい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にるりるはる感い他ら

　a・まず、「重い病気」の不明はどの程度でしtうか。…………　12。’722e’t　539’。4B，。5e’16u　⑳

　b・では、「交通事故」についてCtどうでしょうか。………・…・・1ユs’a　231’953S’949●S　5。’16　Ls　⑭

　c・では、「失業」についてはどうでしょうか。……・一………・1　7・7213μ531・q4等暗5：・66　k・7　＠

　d・では、「戦争」についてはどうでしょうか。……・…………・・110’92i3・9534’74　N．450’36　S’9＠

　e・では、「原子力施設の事故」についてはどうでしょうか。…　1iq・12）H・S　533ユ4亀‘・s　5－6‘・7㊤

問10

　a・家計のやりくりをしなければならないことがありますか。
　　　　　弓弓．隔　　　　　　　　　　叫2．l　　　　　　　　　　　　　　O．2

　　　　　　1　　　　　　　2　5
　　　　　あ　る　　　　　な　い　　　　　　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　T　　一一一「＝蔽「一一一一一一一一一
b・〔カード5〕　特にどこを節約し’ますか。下記のうちからいくっでも上げて下さい．

a．医　 療・・………・……・……・…………・

b・車の聾用…………・・……・・…・…………・

c・家庭用品　・・………………・・……・………・

d．食料品……・・…………・……・・……・…

e．美　 容……・…・………・…・……・……・

f．レジャー・休暇　・………・………・…・・…・…

9・衣料費……・・…………・・………・…・…

h．住居費・・………・…・…・………………・

i・子供の養育費　……………・…・……＿＿＿．

j．　 タ’Cコ　●酒　　●●●。。●●●・○●。。・．●・●●●一●一●。●・一●●・．一●●・一。●

　　　　　　　8．その他　oユ

　　　　　　　9．わからない　　　o．5

あ　り

　1弓・3

　1　13．6

　17。、覧

　1　17．7

　1　sb，6

　129．賂

　1zb．弓

　1　7・弓

　1　・転’7

　11弓．o

な　し

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　“．3

　　4

わからない

＠

⑯
㊧
＠
＠
＠
＠
＠
＠
⑬
⑭
　
⑬

問11＊あなたはどちらかといえば、先祖を尊ぶ方ですか、モれとも尊ばない方ですか。
5写・弓　　　　　　　　G．璽　　　　　　3写。s

　1　　　　　　　2　　　　　　5

尊ぶ方　尊ばない方　普通

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lo
　　4　　　　　　　　　　　　　　　　5

その他（記入　　　　　　）　　わからない

問12＊子供がないときは、たとえ血のつながりがない他人の子供でも、養子にもらeて家をつがせた方が

　　よいと思いますか、それとも、つがせる必要はないと思いますか◎

　　　　　2．o．3　g；，A　；6，1　Or2　10i6　　　　　　t一’　”2　’5　4　5　　　　つがせた方　　つがせる必要は　　場合による　　その他（記入　　　　　）　わからない
　　　　カ｛よい　　　　　　　なし、

＠

＠
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　　問竃3現在、一般的な家庭にとって望ましい子供の数は何人だと思いますか。

　　　　　　亀　　ユ　　3　　軽　　　　　　　s”’　6　　7　　　　　　‘．e

＠．’‘砿生洲“’6 ?lt’　1．’～亀わか1な、、

⑭
⑭
⑪
⑫
⑭

問14 〔カード6〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかったことあり
　　　　　　　へんずつ，
　　．a・頭痛、偏M痛　・・………………・……　　　122．s

　　　b・背中の痛み　……・・…………・………　　119・2

　　　C・いbいb　・・……………・…………　　　1　Z』．2

　　　d・うっ状態…・…・………・…………　　1　5．7

　　　e・不限症………・…・……………・　1t？．2

　　　　　　　　　8．その他 eS

　　　　　　　　　9．　わからない　　　一

ここ1ケ月の閻に次にあげるものに悩みましたか。（かかりましたか。）

な　し

0
0
0
0
00

問15　〔カード7）　あなたと同じ年の入と比べて、あなたの健康状態はいかがですか。

t6・鱒　1　非常に満足している

57・“2　満足している

ユO・S5　あまり満足していない

6・2　4　満足していない

。・‘　5　その他（記入

t・S　　6　わからない

）

g

問16＊〔カード8〕　かりに現在の日本社会全体を、ここに柳いてあるように5っの層に分けるとすれば、

お宅はこのどれにはいると思いますか．

　　　上

　　　1　2　5　4　　　0・降　　　　　toe　　　　　　‘し3　　　　　0．2

下　　　　　6　　　　　　　　　　　7

5　　　その他（記入　　　）　　わから掴い

　　　　　　o，2　B．S

＠

問17＊〔カード9）　あなたは次のうちどちらが好ましいと思いますか。

　　　57．q　1　欲しい物がもっと買えるようになること

　　　辱7・　92　自由な時間がもっと長くなること

　　　2・S　5　その他（記入

　　　ts・R　4　わからない

）

＠

＠

問18もし、一生、楽に生活できるだけのお金がたまったとしたら、あなたはずっと働きますか、それとも

　　働くのをやめますか．

　　　　　　60．3　27，s　ti　t十　tl．0　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　5　4
　　　　　ずっと働く　　働くのを・やめる　　その他（記入　　　　　　　）　　わからない

問19　〔カード10）仕事について、次の2っの意見があります．どちらがあなたの気持ちに近いですか・

　　　70，71　いくらお金があっても、仕事がなければ、人生はっまらない

　　　21・22　お金があれば、仕ゆがなくても、〈生がつまらないとは思わない

　　　O・9　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　7・84　わからない
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問20＊〔カードlt）　ここに仕事について、ふだん諾題になることがあります。

　　　あなたは、どれに一番関心がありますか。

1穿．q

桝．8

30．ユ

30．｝

05

7．B

－
n
∠
り
0
4
e
O
6

かなりよい給料がもらえること

倒産や失業の恐れがない仕事

気の合った人たちと働くこと

やりとげたいという感じがもてる仕事

その他（記入

わからない

）

Q

問21現在、あなたの一週間の予定を立てるとき、仕事上のことがあなたの個人生活や家庭生活とよくぶつ

　　かりますか。

　　　　　34．6　5B　．9　o．7　S．9　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　5　4　　　　　＠
　　　　　は　い　　　　　いいえ　　　　その他（記入　　　　　　　）　　　　わからない

問22＊〔カード12〕　〈のくらし方には、いろいろあるでしょうが、つぎにあげるもののうちで、どれが一

　　番、あなた自身の気持ちに近いものですか。

ら．叫　1

s．3　2

“7．S　5

ユ9．94

10．2　5

2，？　6

。・鯵　7

3．f　8

金排ちになること

名をあげること

自分の趣味にあったくらし方をすること

のんきにクヨクヨしないでくらすこと

清く正しくくらすこと

社会のためにすべてを捧げてくらすこと

その他（記入

わからない

）

＠

問23＊〔カーード15〕　お宅の付近の生活環境について、全体としてどう思っていますか。

類・写　1　満足している

r6，s　2　やや満足している

17．75　あまり満足していない

4・q　4　満足していない

。’2@5　その他（記入

t’2　6　わからない

）

＠

問24　〔カード14〕近所の治安についておうかがいします。次に挙げるようなことで問題になっているこ

　　とがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll墜1謙：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にな　にな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題る　つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にてはいはい他
。．触盗鮒いられること」につ、・ては、どうですか。　拶2・e・7S；6S4’“’s5。’3

鵬藏押の危険を脳こと」につ1・（・Ct・12S　2e．35・“・・　4So・・5の

わ
か
ら
な
い

336 ＠

6；・も＠
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＠

＠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま問25　〔カード15〕　イソップの童話の中に、怠け者のキリギリスと、働き者のアリの話があります。

　　　夏の問歌をうた・，ていたキリギリスが、冬になうて、食べる物がなくなり困ってしまい、夏の間働い

　　ていたアリのところにやって宗ました。この時のアリの答えには、次のような2つの型があります．

　　　あなたは、このお話のむすびとして、この中のどちらがご自分の気持ちにしっくりしますか。

　　tg・C　1　夏の問怠けていたのだから、菌るのが当然だと追い返してしまう

　　79．32　怠けていたのはいけないけれども、これからはちpんと働くのですよ、といさめた上で、
　　　　　　食べ物をわけてあげる

　　　e・65　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　9．94　わからない

問26あなたにとって一番大切と思うものはなんですか．1っだけあげてください．

（記入） 　7．写
　　9

わからない

問26b　そのほか、非常に大切と思うものをいくつでもあげてください。

＠
（記入） 　2q．g

　　9

わからない

＠
＠
⑳

⑳
＠
⑳
⑭

問27　〔カード16〕　次にあげる生活領域のそれぞれについて、あなたが重要だと思う程度に従って1～7

　　の評価をつけてください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重　　　　　　　　　　　　　重　　そ　　わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署　　　　　　　の弩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　夏　他　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

a・まず、「家族や子供」についてはどうですか。…

b．では、「職業や仕事」についてはどうですか。…

c・では、「自由になる時間とくつろぎ」につい。．．
　　てはどうですか。

d・では、「友人、知人」については……………∴・

e・では、「両親、兄弟、姉妹、親戚」については…

f．では、「宗教」については・…・・………・・………●

g．では、「政治」については・……・・”・”●．．．…●’●’●●

11・O　2a3　sO・S41S　s3．1　68．t　7t2Jse・3　g　o．‘＋

1a●02亀・『　52・s　4脅・0　5、2・、617・も7；、・も8　e・1　g乳・3

tO’ft　2亀・ `辱34’9’㌔ユ3・。6ユ覧ツ73乳曝80・29　o・・

10．b　2e．9　sl・Z　4tO，7sSq．e62S．“73e．Oso．t　g　e．3

10．926・略5し・24サ●『5題。・16乳、・17弓冷・08　●　go・帖

1、＋”塾2負』　5tユ’64丁目薄51幣●『6s・77B●璽80ユ　9、蔦

12・1　2w・s　5、o・14ユらs5二1・06電転陥717・’78戯3　gl訟、

問28　〔カード17〕　あなたは自分の家庭に潴足していますか、それとも不満がありますか．

　　　　　　4S．3　19．1　lt，2
＠　IT　T2”　’3
　　　　　　溝足　　　やや　　　どちらとも
　　　　　　　　　　満足　　　いえない

3．も

4

やや
不満

。．s　’‘
5　　　　　　6

不満　　　その他（記入　　　）

a．g

　7

わから
ない
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問2！e〔カード17〕　あなたの生活についておききします．ひとくちにいってあなたは今の生活に満足して

いますか、それとも不満がありますか。

　　32．1　t一“A　12．6　S．2
　　1　　　　2　5　　　　　　4
　　潴足　　　やや　　　どちらとも　　　やや
　　　　　　　溝足　　　いえない　　　　不満

i，t　一　o．　t5　　　　　6　7　　＠
不満　　　その他（記入　　　　）　わから

　　　　　　　　　　　　　　　　ない

問3。＊人の成功鮒、個人の才能や勢力と認やチ。ンスのどちらか大きな役割をはたしていると思いますか。

　　　引．9　　　　　　　　　　ヨ了、9

　　　　1　　　　　　　　　　　2

個人の才能や努力　　　　運やチャンス

　3．3　．”一．q
　　5　4　　　＠その他（記入　　　　　　）　　わからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fiKfal一　02
問31　〔カード18〕　次の二つの意見のうち、どちらがあなたの意見に近いですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳口1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カード1）
　　　　甲：収入が不十分な世帯を国が経済的に面倒をみることは、その世帝に生活の道を与えること
　　　　　　になる

　　　　乙：収入が不十分な世帝を国が経済的に面倒をみることは、その世帯から貴任感を全く奪うこ
　　　　　　とになる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）～〔η＝：1D

　　　　　　S？・9　＄・8　2．g　te．g　｛8）’va3＝b
　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　5　4　a4
　　　　　甲の意見　　　　乙の意見　　　　その他（記入　　　　　　　　　）　　　わからない

問32こういう意見があります．

　　　「世の中は、だんだん科学や技術が発展して、便利になって来るが、それにつれて人間らしさがなく

　　　　なって行く」

　　というのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか．

　　唱・41　賛成（人間らしさはへる）　　　　“　4　その他（記入　　　　　　　　　　）　　as

　　　？7S　2　いちがいにはいえない　　　　　　　s・A　5　わからない

　　11，e　5　反対（人間らしさ、不変、ふえる）

問33＊小学校に行っているくらいの子供をそだてるのに、つぎのような意見があります。

　　　「小さいときから、お金は人にとって、とても大切なものだと教えるのがよい」

　　というのです。あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか．

　　　　6t．o　t　2，A　．i　3．o　o，2　7．A
　　　　　1　　　　　2　5　　　　　　　　4　5
　　　　賛成　反対　 いちがいには　その他（記入　　　 ）　わからない
　　　　　　　　　　　　　　　　いえない

ae

問34＊こういう意見があります．

　　　「国をよくするためには、すぐれた政治家がでてきたら、国民がたがいに騒論をたたかわせるよりは

　　　　その入にまかせる方がよい」

　　というのですが、あなたはこれに賛成ですか、それとも反対ですか。

　　t2・0　1　賛成（まかせる）　　　　　　　　●ユ4　その他（記入　　　　　　　　　　　）　　　㈲

　　G3．0　2　反対（まかせっきりはいけない）　　5．15　わからない

　　18．7　5　いちがいにはいえない

一　667　一一



問35＊あなたは、自分が正しいと思えば世のしきたりに反しても、それをおし通すべきだと思いますか、そ

　　れとも世間のしきたりに、従った方がまちがいないと思いますか。
　　　　　　覧9．4　　　　　2ら．2　　　　　　52，l

a8　1　2　5　　　　　　おし通せ　従え　場合による
　o．3　3．0　　4　　　　　　　　　　　　　　　5

その他（記入　　　　　　）　　　わからない

　　問36こういう慧見があります。

　　　　　「どんなに世の中が機核化して転くの心の豊かさ（人間らしさ）はへりはしない」

　　　　というのですが、あなたはこの意見に寅成ですか、それとも反対ですか。

“9　　　30．21　反対（へる）　　　　　　　　　一　4　その他（記入

　　　　30・92　いちがいにはいえない　　　　　e・‘　5　わからない

　　　　32・・ら5N成（へらない）

）

oo

問37　〔カード19〕　つぎのような考え方があります．

　　　「家庭は、ここちよく、くつろげる、ただ1っの場所である」

　　というのですが、あなたはそう思いますか、そうは思いませんか．

　　　　　7g．s　sg．2　o，3　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　5
　　　　　そう思う　　そうは思わない　　その他（記入 ）

　7，　0

　　4

わからない

eD

問38　〔カード20〕　つぎの3っの意見の中で、どれが一番あなたの意見に近いですか．

　　　3s・21　離婚はすべきではない

　　　38．s　2　ひどい場合には、離婚・してもよい

　　　　凡05　二人の合意さえあれば、いっ離婚してもよい

　　　　o．も4　その他（記入

　　　　6，75　わからない

）

en

問39＊〔カード21〕　家事や子供の世話について、どうお考えですか。

　　　　tte・71　すべてが女性の仕事である

　　　　61・02　いくつかは女性の仕事である

　　　ao．q　5　すべての仕事は、男性と女性とで公平に分担すべきである

　　　　1・04　その他（記入

　　　　2・牛5　わからない

）

e3

問40「先生が何か悪いことをした」というような話を、子供が聞いてきて、親にたずねたとき・蓑はそれ

　　が本当であることを知っている場合、子供には、

　　　「そんなことはない」といった方がよいと思いますか、それとも

　　　「それはほんとうだ」といった方がよいと思いますか。

　　　　　　ユs・2　　　　　　　弱、二　　　　　　　鰍6　　　　　　　　　　　　　　　　1も．0

　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　5　4
　　　　　そんなことは　　　　ほんとうだ　　　　その他（記入　　　　　　　）　　　わからない
　　　　　ないという　　　　　　という
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問41〔カード22〕　南山さんという人は、小さいときに両親に死に別れ、となりの観切な西木野さんに育

　　てられて、大学まで卒業させてもらいました。そして、南山さんはある会社の社長にまで出世しました。

　　ところが註郷の、育ててくれた、西木野さんが「キトクだからスグカエレ」という電報を受け取ったと

　　き、甫山さんの会社がつぶれるか、つぶれないか、ということがきまってしまう大事な会議があります。

　　　あなたはつぎのどちらの態度をとるのがよいと思いますか。よいと息う方を1っだけえらんで下さい。

Z÷r2t7　1

4e・5　2

1・ぎろ

ls，3　4

なにをおいても、すぐ故揮に帰る

哉郷のことが気にな64（も、大事な会緩に出席する

その他（記入

わからない

）

eo

問42　〔カード22〕　いまの質問では、恩人が死にそうなときを、うかがい’ましたが、もしキトクなのが恩

　　人ではなくて、南山さんの親だったら、どうしたらよいと思いますか、どちらかえらんで下さい．

千7．≧1

39　，o　2

0．9　5

t2，q　4

なにをおいても、すぐ故郷に帰る

故郷のことが気になっても、大事な会議に出席する

その他（記入

わからない

）

os

問43　〔カード25〕　自然と人間との関係について、つぎのような意見があります。あなたがこのうち真実

　　に近い（ほんとうのことに近い）と思うものを、1っだけ選んでください．

36．6　1

今6、今　2

ら、9　ろ

O，7　4

　9S　5

人間が幸福になるためには、自然に従わなければtsらない

人間が幸福になるためには、自然を利用しなければならない

人間が幸福になるためには、自然を征服していかなければならない

その他（記入

わからない

）

ee

問44＊〔カード24〕　あなたはつぎの意見の、どちらに賛成ですか。1っだけあげてください。

32．り1

z2．1　2

37．写5

　－　4

7．告　5

個人が幸福になって、はじめて日本全体がよくなる

日本がよくなって、はじめて個人が幸福になる

日本がよくなることも、個人が幸福になることも同じである

その他（記入

わからない

）

en
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?№

fo

U9

X2

問45＊〔カード25〕

C31D．一vC3SD＝　b

　　　　　　つぎのうち、大切なことを2つあげてくれといわれたら、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　り

a・親孝行をすること　・…………・……・……………・＿．．＿＿＿＿　　17B．2

b・恩返しをすること　………・………・・∵………………9…………　　145・o

c・個人の権利を再歯すること　…………・・……・……・……・……・　　137．7

d・自由を尊重すること　…・・…・……………………………………　　136，6

　　　　　　5，その他（記入　　　　　・　　　　　　　　）

　　　　　　6．わからない

　　　　　　　（上の質問では、2つの項8をあげてもらうこと）

どれにしますか．

な　し

0
0
0
0

as

問46＊〔カード26〕　つぎのうち、あなたはどららが人間として望ましいとお考えですか。

　　Cxg　1　他人と仲がよく、なにかと頼りになるが、仕事の上ではパッとしない人

　　　lb・3　2　仕事はよくできるが、他人の事情や心配事には無関心な人

　　　4．4　5　その他（記入

　　22，3　4　わからない

）

en

問47＊〔カード27〕物ゆの「スジを通すこと」に重点をおく人と、物事を「まるくおさめること」に重点

をおく人では、どちらがあなたの好きな“ひとがら”ですか。

　36・9　1　「スジを通すこと」に重点をおく人

　52否　2　「まるくおさめること」に重点をおく人

　2S　5　その他（記入

　7．9　4　わからない ）

　　問48　〔カー・ド28〕　あなたが、ある会社の社長だったとします。その会社で、新しく職員を1入採用する

　　　　ために試験をしました。入社試験をまかせておいた腺長が、

　　　　　「社長のご親戚の方は2番でした。しかし、私としましては、1番の人でも、ご親戚の方でも、どち

　　　　　　らでもよいと思いますがどうしましょうか」

　　　　と社長のあなたに報告しました。

　　　　　あなたはどちらをとれ（採用しろ）といいますか。

田　　　　　ら2・11　1番の人を採用するようにいう

　　　　　ユt・92　親戚を採用するようにいう

　　　　　　L“5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　、4．74　わからない

B9

問49＊〔カード29〕　それでは、この場合2番になったのがあなたの親戚の子供でなくて、あなたの恩人の

　　子供だったとしたら、あなたはどうしますか。（どちらをとれといいますか）

　　　43，41　1看の人を採用するようにいう

　　　40．ユ2　恩人の子供を採用するようにいう

　　　　1・“5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　、5．04　わからない
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問50　〔カード50〕　ある会社につぎのような2人の課長がいます。もしあなたが使われるとしたら、どち

　　らの裸長に使われる方がよいと思いますか．どちらか1つあげて下さい。

　to、・7　1　規則をまげてまで、焦理な仕事をさせることはありませんが、仕事以外のことでは人のめん　　葡
　　　　　　どうを見ません

　77．9　2　時には規則をまげて、無理な仕事をさせることもありますが、仕事のこと以外でも人のめん
　　　　　　どうをよく見ます

　o、65　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　iO．『4　わからない

問51＊たいていの人は、他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも自分のことだけに気をくばっ

　　ていると思いますか。

　　■R・4　1　他人の役にたとうとしている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　　V652　自分のことだけに気をくばっている

　　　1・15　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　13．04　わからない

問52＊他人は、スキがあれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それともそんなことはないと

　　思いますか．

　　2？．　St　利用しようとしていると思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“2

　　5S．e　2　そんなことはないと思う

　　　o．ッ5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　t5．t　4　わからない

問53＊たいていの人は信頼できると思いますか、それとも、用心するにこしたことはないと思いますか。
　　　　39．i　　　　　　　　　　53．弓　　　　　　　　　　1．曾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tO・6

　　　　　1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　5　4
　　　信頼できる　　　用心するにこしたこ　　　その他（記入　　　　　　　　）　　　わからない
　　　と思う　　　　とはないと思う・

“3

問54〔カード51〕　次のような意見がいくつかあります。ご自分の立場や個人的な感情を考えて、「賛成」

　　「やや賛成」「やや反対」「反対」のいずれかで答えて下さい。

　　a・まず、「たいていの人は、他人を助けるために多少の努力をすることができる」というのですが、

　　　あなたのお考えに近いのはどれですか。

　　　　（以下同様にb一・を聞く）　　　賛成鐡翻剛その他禦こら

　　藩論雅灘奮助けるため1こ多少の一“6，6　2“．S　s3．S　4　e55鍋6招pa

　　b・細きが強直社会1こ自分がmしている・…・・122’S　2‘“S．3　st“・S　4　6，7　so．S　6　’O’t“S

　　　ζんtち
　　c・今日、人は明日のことを心配しないでその日そ……　1t3・92臨辱5　il・b　4ユ。・t　5　e・2　69・？　　“6

　　　　の日を生きざるを得ない

　　d・蹴甲州を鰐報の方力「得られる収入……1・tO・“・230・tろユα341λ略5　o’S　6　’ba㈲

　　・望脇鰍驚過称轡暗闘か……1職723’β5’α3沸’5似66“・t“8

一671一



儲9

問55　〔カー一　F52〕　科学上の発見とその利用は、あなたの日常生活の改善に役だっていると思いますか。

47・9i　役だっている　　　　　　　　O・f

39．72少しは役だっている　　　　　4．5

S．9ろ　役だっていない

4　その他（記入　　　　　　　　　　　）

5　わからない

ee

問56　〔カード55〕　コンピュータがいろいろなところに使われるようになり、情報化社会などということ

　　が言われています．このような傾向が進むにつれて、日常生活の上で変わっていく面があると思います．

　　あなたは、このような変化をどう思いますか．

　　　3LS　1　望ましいことである

　　　S。S　2　望ましいことではないが、避けられないことである

　　　　9．t　5　困ったことであり、危険なことでもある

　　　　oる4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　R．tF　5　わからない

5V

sz

es

倒

ss

6e

sn

問57　〔カード54〕つぎに翫み挙げる事柄についてあなたはどう思いますか。

　　　それぞれについて、この中からお答えください。　（a～cについてそれぞれ開く）

　　a　病気の中には近代医学とは別の方法で治療したほうがよいものもある。

　　　）L71　全くそのとおりだと思う　　　ら・。　4　決してそうは思わない

　　　47・7　2　そう思う　　　　　　　　　　　e・2　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　tg．t　5　そうは思わない　　　　　　　6、3　6　わからない

　　b．科学技術が発謁すれば、いっかは人問の心の中までも解明できる。

　　　　Σム　1　全くそのとおりだと思う　　　芯・84　決してそうは思わない

　　　tl・32　そう思う　　　　　　　　　一　5　その他（記入　　　　　　　　　　）

　　　g2．り5　そうは思わない　　　　　　　7・r　6　わからない

　　c・今日我々が直面している経碕的、社会的問題のほとんどは科学技術の進歩により解決される．

　　　　2’9　1　全くそのとおりだと思う　　　1t、34　決してそうは思わない

　　　tl・72　そう思う　　　　　　　　　　　一　5　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　s7．・“5　そうは思わない　　　　　　　to．0　6　わからない

問58　〔カード弱〕つぎに挙げることは今後25年の問に実現すると思いますか。

それぞれについてこの中からお答えください。

a・ ﾇ聚敵陣無な処理方法」・・

b・「ガンの治療方怯の屏明」についてはどう．，
　　ですか。

c・「老人性痴呆症（ほけ）の治療方法の解明」．．

　　についてはどうですか。

d● W蒜rシ’ンでの生活」について‘ま・・

舞弩繧脚萎謀しその他P，？こら

・…
@　133・2　　23b・R　　5一・“　40・電　 5覧ぢ・写

．●’●
@1らk’9　2＝’3’も　ろ4’ft　4◎’ユ　5‘・5

．．．．　lib・Y　2－s．“　slb・9　4e．2　slt．o

＿．
Pユ。・62那　S　一9・54。∂5臨6・。

一一
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問59　〔カード56〕　エネルギーの節約について話題になることがしばしばあります。

　　　あなたご自身は、このことは重要な問題だと思いますか。

39・01　非常に重要である

5b・72　重要である

喚，55　あまり重要ではない

1・z　4　：重夏ではない

。．t　5　その他（記入

A．1　6　わからない

）

問60　〔カード56〕　環境の保護は，あなたにとってどのくらい重翼な問題ですか。

ftk・竃1　非常に重要である

叫7・告2　重要である

9．S　5　あまり：重要ではない

。・3　4　：重要ではない

’　5　その他（紀入

3．0　6　わからない

）

59

問61日本文化ときいてsまず思い浮かべることは何ですか。

（記入） 　今。・1

　　9

わからない

oo

問61b　そのほかいくつでもあげて下さい．

　　　　何かそのほかにありますか。

（記入） 　sぢ．7

　　9

わからない

5”

問62 宗教についておききしたいのですが、たとえば、あなたは、何か信仰とか信心とかを持っていますか。

　　　　34．7
　　　　　1

もっている、信じている

一“一s’一一一

　　　　　6S．　3

　　　　　　2　6”もっていない、信じていない’
関’しカ⊆なし、

tt（r”S63A）

問62b　（問62で「1　もっている、信じている」と回答した人に）

　それは何という宗教ですか．

Zb・乞1仏教系（記入

　t，t　2神　道　系（記入

　t，・7　5　キリスト教（記入

　3．C　4　その他の宗教（記入

　t・9　5　わからない

）

）

）

）

63
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御

t5E9

問63それでは、いままでの宗教にはかかわりなく、「宗教的な心」というものを、大切だと思いますか、

　　それとも大切だとは思いませんか．

　　　　　　　’7Lb　　　　　　to．“　　　　　　　C・も　　　　　　　　　　　　　　　　　t2、棒

　　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　5　4
　　　　　　大切　 大切でない　 その他（記入　　　　）　わからない

問64＊宗教について、こんな意見があります。

　　　「宗教にはいろいろあり、それ弓れ立場が違うが、けっきょくは、一つのものを説いている」

　　というのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

　　　　　　　b2・等　　　　　　ヒ虫、　　　　　　　o，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z3、0

　　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　5　4
　　　　　　賛成　　反対　　その他（記入　　　　 ）　　わからない

6e67）

問65itカード57〕政治の立場を明らかにするに当たって、世間ではよく「左（革新）」とか「右（保守）」

　　とかいいますが、あなたはいかがですか。

　　この目盛りを使ってあなたの政治に対する考え方をお知らせ下さい。

　　　左（革新）　　　　　　　　　　　　　　　　右（保守）　その他　　わからない

1

25456789　10　　十．9　　㌻3　　27．g　i今畠　　3、b　　U，　　2ゐ　　蔓7

1i 12

田

問66　〔カード58〕　あなたは政治に関心がありますか。

“・も　1　非常に関心がある

93・0　2　まあ関心がある

37．35　あまり関心がない

ら．4　4こ口関心がない

一　5　その他（記入

1・9　6　わからない

）

6g

ao

鋤

問67a　〔カード59〕　あなたは「民主主緩」1こついて、どう思いますか。

　　　　このうち、あなたの意見に一番近いのはどれですか．

　　　so・9　1　よ　　い　　　　　　　　　OJ　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　）

　　　　39．0　2　時と場合による　　　　　S．9　5　わからない

　　　　1．0　5　よくない

　　b　〔カード59〕・では、「資本主嚢」についてはどうですか。

　　　2b・6　1　よ　　い　　　　　　　　　　・　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　）

　　　　18．s　2　時と場合による　　　　　　lq．65　わからない

　　　　ID、2　5　よくない

　　c　〔カー一　F59〕　では，「社会主義」についてはどうですか。

　　　　S・6　1　よ　　い　　　　　　　　e・S4　その他（記入　　　　　　　　　　　）

　　　SS・7　2　時と場合による　　　　　　lx55　わからない

　　　21．3　5　よくない

一674一



d　〔カード59〕　では、「自由主義」についてはどうですか。

　　3c・9　1　よ　　い　　　　　　　　　一　4　その他（記入　　　　　　　　　　）

　　4s’9　2　時と場合による　　　　　　tt・『5　わからない

　　駅“　5　よくない

e　〔カード59〕　では、「保守主義」についてはどうですか。

　　tt・e　1　よ　　い　　　　　　　　　O・34　その他（肥入　　　　　　　　　　　）

　　S3．82　時と場合による　　　　　Le．c　5　わからない

　　t4・3　5　よくない

問68　〔カード40〕　日本の民主政治の運営のしかたについてはどうですか。

　　　　1・S　1　非常に潴足　　　　　　　　3・ら4　全く不満

　　　乳32　かなり満足　　　　　　　　　o・2　5　その他（記入

　　　5。．65　あまり潴足していない　　　、生76　わからない

）

問69〔カード41〕　現在の日本で、裁判制度はよく機能していると思いますか。

6，0
　　　1　非常によく機能している

4t・7　2　かなりよく機能している

24．75　あまりよく機能していない

7・2　4　全然よく機能していない

。．2　5　その他（記入

a5、36　わからない

）

問70　〔カード42〕　労働老と経営者の関係について、次のような二つの意見があります。

　　　甲の意見　「労働者と経営者め利喜は、全くあい反しているから、労働者と経営者はあくまで戦

　　　　　　　　　わなければならない」

　　　乙の意見　「会社がもうかれば労働者の質金も上がるというように、労働者と経営者の利害は結
　　　　　　　　　局において一致するのだから労働者と経営者は協力しなければならない」

　　　あなたは、このどちらの意見に賛成ですか．

　　　　　　’7．3　　　　　　　　　7Q冷　　　　　　　　　　o・も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、2．3

　　　　　　1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　5　4
　　　　　甲に賛成　　　　　乙に賛成　　　　　その他（記入　　　　　　　　）　　わからない
　　　　（戦うべき）　　　（協力すべき）

問71＊〔カード45〕社会について、つぎの3つの考えのうち、どれがあなたの考え方に1番近いでしょ

　　うか。

　　O・9　1　今の社会の構造は、革命によって一挙に変えるべきだ

　　ga．3　2　今の社会の悪いところは、少しずつよくしてゆくべきだ

　　9．S　5　今の社会の体制を、あくまで守り通すべきだ

　　　一　4　その他（記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　so・7　5　わからない

一675一
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問72日本の社会は、根本的な改革を必夏としていると思いますか。
　　　　　　　凶．7　　　　　　　ffも、z　　　　　　　s．0

　　　　　　　　1　2　5
　　　　　　思　う　　　思わない　　　その他（記入

Tr一
）

　2s．竃

　　4

わから徽♪

　
　
　
D
b

　　

ﾌ
濃

　
　
　
ツ
ロ
　

　
　
ド
＜
＜

b
2
一
～
～

羅
＠
⇔
①

X（ens73．N，）　　　’

問72　b　（思うと回呑した人に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしもて象
　　　　〔カード44〕　では，その変革Ct漸進的な改革がよいでしょうか、それとも急激な改革がよいでし

　　　ようか．

　　　　　　　”3　S・Z　o．S　1．1　　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　5　4　　　　　ぜんしんて匙
　　　　　漸進的な改革　　　二二な改革　　　その他（記入　　　　　　　　）　　　わからない
　　　　　力監よい　　　　　　　　　カ⊆よい

　　問73＊しいていえば、あなたのお考えに近い政党はどれですか。

＜15＞　　4。・9　1　自　民　党　　　t・’75　共　産　党　　　　　32，z　8　支持政党なし

　　　　　9．92社会党　b・S6社民連　　 S・29わからない
　　　　　免匙5公明党　o・t7その他の政党

　　　　　2S　4民社党　　（記入　　　）
（問75へ）

問74　（政党をあげたなら）あなたのお考えはその政党にどの程度近いでしょうか．

　　　「非常に近い」「がなり近い」「非常に近いとはいえない」の三段階のうちどれにあたりますか。

＜1¢＞　　　　5・4　1　非常に近い

　　　　　　コbA　2　かなり近い

　　　　　　23・σる　離婁に近いとはいえない

e34　その他（記入　　　　　　　　　　　　）

3．9　5　わからない

問75　〔カード45〕政党についてお伺いします．もし好意も反感も持たない時には50度としてください．

　　もし好意的な気持ちがあれば、その強さに応じて50度から100度のどこかを指してください．また、

　　もし好意を感じていなければ、やはりその強さに応じて0度から50度のどこかを指してください．

　　1番目は自民党です．自民党についてはどうですか．

　　（以下同様に開く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好意的

〈！7＞v〈19＞

〈20＞一K2b

〈as＞．v〈25＞

〈2かく20

〈29×31＞

自民党 m］］コ度

社会党 ?nコ麿
公明ft m］］コ度

民社完 m工＝［］度

共晶 m工］コ度

100

90

80

70

60

50

40

30

20

　10

　0

中間（どちらともいえない）

非好意的
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〈フエース・シート〉

　ご意見をおうかがいするのはこれで終わりですが、この結果を統計的に分析するために、あなたご自身や

ご家旋のことについて少しおたずねします。

F1　〔性　　別〕
　　　　　　　　　　　　　　g，g
　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　男

　　　　　　　　　　　　　＜32＞～＜35＞＝＝b

5’t÷，　7

2　〈36＞女

F2　〔年 齢〕　あなたのお年は満でおいくつですか。

1　18～19歳

2　20～24歳

5　25～29歳

4　30～34歳

53・5～39窺

6　40～44歳

7　45～49歳

8　50～54成

記入m＝□
9

10

11

t2

　　　歳

55～59斌

60～64歳

65～69歳
70蔵以上

〈37＞〈38＞

〈39＞〈40＞

F3　〔学　　歴〕

　　　　　3，2
　　　　　　1

　　　　小　卒

〔カード46〕　あなたが最復に卒業された学校はどちらですか．

（中途・在学中は卒菜とみなす）

　　　i5．o　　　　　　　　　　亨。．2　　　　　　　　　　　コ4，b

　　　2　　　　　　　　5　　　　　　　　　4
旧高小・新中卒　　　旧中・新高卒　　　旧高専・大・新大卒

『
明

・
2
0。
不

〈41＞

F4　〔本人職業〕 あなたのご職業は何ですか。

（具体的に白白して下の該当する項目にOをつける）

［
拳
㌦
鋳

F4a　〔労働組合加入〕

…
孫一丁’
　
鑑

］

三
階

（F4で被傭者に）あなたは、現在、労働組合に入っていますか。

　ll，3　Z6．Z　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　2

入っている　　　　　　　　　入っていない’

〈42＞　〈4　3＞

〈44＞

F5　〔家俵人数〕
　　　　　3．g

　　　　　1

　　　　　1人

ご家族は、あなたも含めて、何人ですか。（使用人は含めない）

　13．3　ltn　zqs　tt，“　”12　2　　　　　5　　　　　4　　　　　5　　　　　6

　2人　　　3人　　　4人　　　5人　　　6〈

　4．4

　7
7〈以上

〈45＞
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F6　〔世帯嬬成〕　〔カード47〕お宅のご家族は、このように分類した場合どれにあたりますか。

〈46＞　3．q　1

　　　　　し。・’7　2

　　　　　　も。ユ　5

1入世帝

1世代世帝（夫婦だけ）

2世代世帝（競と子）

ユ9・s　4

0・6　5

　0．s　6

3世代世帝（親と子と孫）

その他の世帯（祖父母と孫）

その他の世帝（　　　　　　　　　　）

　　F7　〔世帯内の地位〕　あなたと世帯主との関係をお聞きしたいのですが……．

　　　　　　　　　　　　　　主としてお宅の生活を支えていらっしゃるのはあなたですか、ほかのかたですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3q．も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛』o，辱

〈47＞　1　2　　　　　　　　　　　　　対象者本人（実質上の世帯主）　　　　　　　対象者本人以外

T（F9・N） 一一
F8　〔世箒主職業ユ

〈48＞

［
（主として）お宅の家計を支えている方のご職業は何ですか．

（具体的に記入して下の該当する項目にOをつける）

塗
…

被　　傭　　者

野

］
　3．曝
8

無

職

　　F9　〔家事担当者〕

〈49＞

家計のきりもりをしているのはあなたですか、ほかのかたですか。
　　　　　4ぢ．亨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亨些．写

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

対象者本人（家事担当者）　　　　　　　　対象本人以外

F　10

＜50＞

〔本人収入〕　〔カード48〕あなたご自身の収入は、去年1年間で、およそどれくらいになりまし

　　　　　　たか。この宇ではどうでしょうか．ボーナスも含め．税込みでお答え下さい．

i9．4　1　200万円未満　　　　　　　　　　N・ユ　6　1，000万円～1，500万円未溝

2ts　2　200万円～　400万円未満　　　　。蒔　7　1．500万円～2・σoo万円朱漕

tx．A　5　400万円～　600万円未満　　　　03　8　2，000万円以上

9・24600万円～800万円未満　 讐・69収入なし
ユ・6　5　800万円～1，000万円未満　　　　7・ts　10　わからない

一678一



F11　〔世帯収λ〕　〔カード49〕　では、お宅の収入は、ご家族全部あわせて、去年1年間でおよそどれ

　　　　　　　　　くらいになりましたか。この中ではどうでしiうか．ボーナスも含め、税込みでお答え

　　　　　　　　下さい．

　　　も・z　1　200万円未満　　　　　　　　　　a・9　6　1．000万円～1．500万円未漕　　　＜5t＞

　　t隻・7　2　200万円～　400万円未満　　　　1・6　7　1，500万円～2，000万円未満

　　n9．7　5　400万円～　600万円未満　　　e5　8　2，000万円以上
　　t“．3　4　600万円～　80「o万円未満　　　ユ1．2　9　わからない

　　　q．9　5　800万円～1，000万円未満

F12　〔住宅の所有形態〕　〔カード50〕　お住まいはこのようにわけると、どれにあたりますか。

　　76．e　1　持　ち　家

　　　ユ・9　2　都道府県・市区町村営の賃貸住宅

　　　’X5　5　住宅・都市整備公団・供給公社等の賃貸住宅

　　　t3・電　4　民営の借家または賃貸アパート

　　　3・＋　5　給与住宅（社宅・公務員住宅なと）

　　　o，7　6　住宅に間借り

　　　05　7　会社等の独身寮・寄宿舎

　　　　e38　そ　の　他

〈52＞

F13　〔乗用車所有〕　お宅では自家用乗用車をお持ちですか。

　　　　　　　　　　　79．o　　　　　　　　　　　　　　　　　ユt．0

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　持っている　　　　　　　　　持っていない

〈53＞

（どうも長い間ありがとうございました。）

　　〔銅査員記入欄〕

F14全般的な、調査に対する回答者の態度：

　恥鰭・0　1　興味深げで、協力的

　　4i．A　2　協力的だが、とくに興味はなさそう

7・t5　落ち漕かず、いらいらしている様子

1・ら4　非温力的

〈5b

F15全体として、回答者は、質問の内容がわかったようであったか。

　tSR．3　1　よくわかっているようだ　　　　　　。54　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入
　k3．9　2　大俸のところはわかっているようだ

　eg．9　5　あまりよくわかっていないようだ　　　t・65　わからない

　　　　　〈55＞
　　）

〈二5S．〉～〈7g＞＝＝b

〈80＞　＝　3

（カード3）

一一@679　一



付録3　各質問項口のニックネームと履歴一覧

　　3．1　国際比較調査

（＊は琶園隆

　　　その他自由記述の有無
i自由記述有りを示すカテゴリー番号）

己了後加わったカテゴリー）

1987ヨーロッパ（独，仏英）1988日米調査項目 FRG France UK USA Japan ltaly ．Ho且land
i一”7．30B　国の生活水準10年の変化
@　　　Standard　of　living　in　country　10　years　ago

6

2一辮．30Aあなたの生活水準10年の変化
@　　　Your　standard　of　hvi鯛9　10　years　a20

6

3一切．31　今後の生活水準

@　　　Living　conditions　in　future
6

4一燗．18E幸福になるか
@　　　Happiness　in　futu「e

4 4 8

5一幻．18B心の安らかさはますか

@　　　Peace　of励ind
4 4 4 4 4 8 4

6一溜．18C人間の目由はふえるか

@　　　Freedo閉
4 4 8

7一翻。18　人間の健康の面はよくなるか
@　　　P　　　leO　s　heaith

4 4 8
臨8。暇目標　　　　The　country●s　　　a1

5 5 5 5 5
辮3。不安感．重し繊　　　　E翼tent　of　”o「ry：　se「ious　nlness

5

9一＃2．30D不安感一交通事故

L

5

レ拡，。E聚萎慧壊「「y；ca「翻dent
5

蹴，。，聚鎧窓紫「「y：me”P1。y鵬ent

@　　　Extent　of　響orry：　”ar

5

9一宰2．30G不安感一原子力施設の事故
@　　　Extent　of　胃orry：　nuclear　Po脚er　accident

5

10一切，80A家計の節約一医療
@　　　　Household　e翼Penses：　health　care

8

10一切．80B家計の節約一車
@　　　　Household　expenses：　鵬otoring　costs

8

10－87．80C家計の節約一家庭用品
@　　　　Household　e翼Denses：　home　appliances

8

10一溜。80D家計の節約一食料品
@　　　　Household　ex　　　　　　　food

8

1幌80E家計の節約．難es：

@　　　　Household　e麗penses：　beauty　care

8

10一＃7。80F家計の節約一バカンス、休暇
@　　　　Household　expenses：　vacation　and　leisure

8

10－87，80G家計の節約一衣服
@　　　　110usehold　e翼Penses：　clothes

8

10一燗．80H家計の節約一住居
@　　　　Household　e翼　　　　　　　housin窟

8
1甜8。1家計の節約．幽門育　　　　　Household　e麗Penses：　e翼Penses　for　chi且dren

8

10一書7．80」家計の節約一タバコ、アルコール
@　　　　Household　e翼Penses：　s昂okinπ　or　drinkin艮

8

11。掴，11　先祖を尊ぶか
@　　　　Re　　ect　for　ancestors

4 4 4 4 4 8 4
1蹴1。他鶏子供鰹子財るか　　　　　Adopt　a　child

4 4 ■5

S
●5

S
4 8 4

13一＃4．80　望ましい子供の数

@　　　　ldeal　number　of　children

ltdehart

@814一営2．80A病気一頭痛、偏頭痛

@　　　　Health　prob且ems：　headaches，　鵬i翼ra　ines

8

14一れ．80B病気一背中の痛み
@　　　　Healt卜　Proble侃s：　backaches

8

14一謬2．80C病気一神経の興奮
@　　　　Health　　roblems：　nervousness

8
1←絋8。D病気一着病　　　　　Health　Prob1㎝s：　dePression

8

14一偉2，80E病気一不眠症
@　　　　Healt卜　　　obleos：　inso凱nia

8
1糀3G健臨監足か　　　　　Satisfaction　with　health

5

16一器1，8　社会的階層

@　　　　Livin薩class
6

17一辮．81　収入か余暇か
@　　　　Ch◎ose　money　or　free　t　i鵬e

3

18一”2．8　一生働くか
@　　　　If　had　enou翼h　鵬oney．　sti11　ワork？

3 3 零4

R
零4，5
R

3 8 3

19一調．25　：お金と仕事

@　　　　Life　響ithout　轡ork
3

20一溜．24　就職の第1の条件
@　　　　Mbst　i　　　rtant　asPect　of　job

5 5 8
21覗81仕靴濁人生活　　　　　Work　conflicts　▼ith　Private　life

3

22－32．4　くらし方
@　　　　Attitロdes　to冒ards　life

7 7 7 7 7 8 7

23－32．3F生活環境満足か
@　　　　Qua1ity　of　life　in　the　area　冒here　you　live

5

一一一 U80一



リストの有無

iリスト番 ）

FRG France UK USA Japan ltaly Holland
1－37．30B 1

2一響7．30A 1

3一器7．31 3 2

4一器7．18E

5一蓄7，18B

6一間7．18C

7一塚7．18

8一露8．80 1 8 A 8 3 DOM．8 1，VAK　A

9一雰2．30 2 9 B 9 4 DOM．9 1，VAK　E

9一＃2．30D 2 9 B 9 4 DOM．9

9一器2．30E 2 9 B 9 4 DOM．9

9一＃2．30F 2 9 B 9 4 DOM．9

9－32，30G 2 9 B 9 4 DQM。9

10一＃7．80A 5

10一＃7．80D 5

10一謬7．80C 5

10一餌．80D 5

10一参7．80E 5

10。詳7．80F 5

10一器7．80G 5

10一雄7，80H 5

10一器7．801 5

10一世7．80J 5

11一露4，11

12一飼．10

13一網．80

14一営2．80A 6

14一灘2．80B 6

14一潔2．80C 6

14一器2．80D 6

14一ぎ2．80E 6

15一二2．3G 7

16一潔L　8 3 16 C 16 8 DOM．16 2．VAK　A

17一器7，81 9

豆8一潔2．8

19一露7．25 4 19 D 19 10 DOM．19 2，VAK　E

20一回7．24 5 20 E 20 il DOM．20 3，VAK　A

21一露2．81

22一ぎ2．4 6 22 F 22 12 DOM．22 3，VAK　E

23一＃2．3F G 13 4．VAK　A

一681一



　　　その他自由記述の有無
i自由記述有りを示すカテゴリー番号〉
i＊は調査終了後加わったカテコ “リー）

198マヨーロッパ （独L仏、英）1988日米凋査項目 FRG France UK USA Japan ltaly Hol　land
24一掲．80A近所の治安一強盗にはいられること 5

24一＃5，80B

@　　　　Personal　safety

諮脇霜野翻≒甥綴を感じる。と
5

25一む7．82　アリとキリギリス

The　idle　grasshopper　and　diligent　ant

3 3 3 3 3 8 3

26耀2．7A　一番大切なもの
@　　　　The　most　i rtant　thing　in　life2椛7Bその他物雛大切なもの　　　　　Otぬer　蓋　　　rtant

thin貸s

27一器5．81A

@　　　　l面portance：

生心器眠性．あな焔身の家族と子供　　　　　　i石岡ediate　fa働i　　and　chndren

8

27一診5．81B

@　　　　lmportance：

生活領域の出血牒や襟　　　　　career　and　賢ork

8

27一蔀5．81C

@　　　　i胴po
生活領域の重要性一自由になる時間とくつろぎ
@　　ance：　free　t　i隅e　and　relaxat董on

8

27一潔5．81D

@　　　　1酊portance：　friends

生活繊の腰性．獄知人
8

27一蓄5．81E

@　　　　l編Dorta員ce：
生活領域の重要性一両親、兄弟、姉妹、親戚
@　　　　pa「ents　and　other　relative

8

27一偽．81F生活領域の土塊一一宗教
@　　　　lmportance： reli舜ion　and　church

8

27一偽．81G生活領域の重要性一政治、公的生活
@　　　　lmportance：　POlitiCS

8

28一露2．3C家庭に満足か

@　　　　SatisfacUQn Ψith　fa瓢ily　life
6 6

29一麗．82　生活に満足か

@　　　　Satisfact蓋on　層ith　life
6 6

29－2一＃2．82B仕事（家事・学業）に満足か
oロse騨or汽，　study）

29－3一潔2，82C

@　　　　　Satsfaction　暫ith　Pastime

i翻鵠携、1繋足か

30一＃7．　19　　　　；魏力、運力⊃

@　　　　Success：abili or　luck
3 3 3 掌4

R
3 8 4

3購81生活綴の考霧
Attitude　toツards　20vernmental　assistance

3 3 3 癖4

R
3 8 4

32一蝦。1　人間らしさはへるか
@　　　　Science　and　loss　of　hu鵬an　feelin藍

4 4 8

33一＃4．5　子供に「金は大切」と教えるか
@　　　　Teaching　children　煽oney　is　i翫portant

4 4 4 4 4 8

34一＃8．1B政治家にまかせるか
@　　　　Leave　it　ロP　to　Pol　i　tical　leaders

4 4 8

35一”2，1　しきたりに従うか

@　　　　Custo面　versus　conscience
4 4 4 4 4 8 4

36一燗．2　心の豊かさはへらないか
@　　　　Mechanization　and　hu鵬an　feeling

4 4 8

37一網．30　家庭はくつろぐ場所
@　　　　闘O偏e　is　rela翼in翼　P且ace

3 3 3 3 3 8 3

38一網．32　離婚すべきではないか
@　　　　Marria　　’ ，emanent

4
3蝋31郷や報誰話　　　　　House讐ork

and　child　care

4 4 4 4 4

40一糾．4　先生が悪い事をした
@　　　　Ru朝or　ab◎ut　teacher

3 3 参4，5．6

@3
零4

R
3 8 3

4i一曲．1　恩人がキトクのとき

@　　　　Benefactor　on deaしh－bed
3 3 3 零4

R
3 8 3

42一偽．1B親がキトクのとき

@　　　　Rea且father　on death－bed
3 3 3 零4

R
3 8 3

43一麗，5　自然と人間との関係
@　　　　Man　and　nature

4 4 4 4 4 8 4

自切．4　国と個人の幸福
@　　　　lmprove　the country　or　腰ake　peQple　happy

4 4 8

45一偽，m大切な道徳一親孝行をすること
@　　　　lm　rtant things：　filial　piety
45一蓼5．ユD

@　　　　l吊　rtant　thh

大鵬道徳．恩返しをすること　　　　　　　　repayin薩ob踊πations

45一盤5．1D

@　　　　1面　rtant

大唐な道徳．猷酒利を漏すること　　　　　things：　　　　　ect　for　individual　rights

45一茸5。1D
大離心循舳を羅すること

1銅　　rtaηt　things：　other

、備1D重語離農器畿f。「剛dual　f「e㈲
1． 1 1 1 1 1 1

4卜＃5。1D大鵬道徳．DK　　　　　Iロportant　things：　D．　K．

46一露5．6H他天との仲か仕事か

@　　　　Desirable Person：　effcient　versus　friendIy
3 3

47一計2．2B　スジかまるくか

@　　　　Consensus verSUS　O冒n　principle
3 3 8

48一価．lC1入社直隠（親戚）

@　　　　E叩10y胴ent e翼a爾ination：　relative
3 3 3 3 3 8 3

682



リストの有無

iリスト番 ）

FRG France UK USA Japan ltaly Hol　land
24一ガ5．80A 7 24 H 24 14 DO賦24 4．VAK日

24一＃5．80B 7 24 H 24 14 DOM．24 4，VAK　B

25－37．82 8 25 1 25 15 DOM．25 5，VAK　A

26一潔2．7A

26一＃2．7B

27一＃5．81A 9 27 J 27 16 DOM．27 6

27一潔5．81B 9 27 」 27 16 DOM．27 6

27一舞5．81C 9 27 J 27 16 DO漏．27 6

27一偽．81D 9 27 j 27 16 DOM，27 6

27一蓄5．81ε 9 27 J ，27 16 DO麟．27 6

27一毒5．8iF 9 27 J 27 i6 DOM．27 6

27一＃5．81G 9 27 J 27 16 DO」し27 6

28一三2．3C 10 28 K 28 17 DOM．28－2

X
5，VAK旧

29一計2．82 10 29 K 28 17 DO帆28－2
X

5，VAK　E

29－2一世2．82B 5，VAκ旧

29－3一舘2．82C 5，VAK臼

30一謬7，19

31一綱．81 L 31 18 DOM．31 7，VAκA

32一ぎ7．1

33－34．5

34一＃8．iB

35一潔2．1

36一＃7．2

37。網．30 19

38一＃4．32 11 38 M 38 20 DOM．38 7，VAK　B

39一謬4．31 12 39 N 39 2
1
DOM．39 8，VAK《

40一罰．4

41一灘5．1 13 41 0 41 22 DOM。41 8，VAK　E

42一灘5．1B 14 42 0 42 22 DOM．42 8，VAK　B

43一響2，5 15 43 P 43 23 DOM．43 9，VA【A

44一”7．4 16 44 Q 44 24 DOM．44 9，VAK　E

45一救5，1D 17 45 R 45 25 DOM．45 10，VAK　A

45一”5．1D 17 45 R 45 25 DOM．45 10，VAK　A

45一書5．1D 17 45 R 45 25 DO鯛．45 10，VAK　A

45一潔5，1D 17 45 R 45 25 DOM．45 10，VAK　A

45一潔5，1D 17 45 R 45 25 DO臨45 10，ΨAKA

4ト部5，1D 17 45 R 45 25 DOM，45 10，VA【A

46一灘5．6H 18 46 S 46 26 DOM．46 10，VAK　E

47一灘2。2B 19 47 T 47 27 DOM．47 11，VAK　A

48－35．1C1 20 48 u 48 28 DOM．48 11，VAK旧
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　　　その他自由言己述の有無
i自由記述有りを示すカテゴリー番号）
i＊は調査終了後加わったカテゴリ・一｝

FRG France UK USA 」apa“ 1しaly Holland、蟻1C、熾鐵猷舞1仏英）1988日綴囎
@　　　　εmploy隔ent　exa罰ination；　son　of　benefactor

3 3 3 3 3 8 3

50一＃5，6　めんどうをみる課長 3 3 8 3

51一参2．12

@　　　　Are

繊激離古窮鰐か 3 3 3 3 3 8 3

5242．12B　スキ

@　　　　Are

磁歪、三編馨艦。f　the　ti禰e

Most　PeoP藍e　fair

3 3 3 3 3 8 3

53－32，12C人は信頼できるか

@　　　　Are 跡ost　peOPle　trust膨orthy
3 3 3 3 3 8 3

54一麗。83A現代生活の市座態度一他人を助ける 5

Life：

54縄．83B堅肥署激懸四四探ful

@　　　　　　　part　of　co団腰unity
5

Life：

54一雰2．83C現代生活の個人態度一その日その日
@　　　　　　　PeoPle　l　ive　for　today

5

Life：
54一麗．83D現代生活の個人態度一収入より手段
@　　　　　　　影ay　of　earniπ　　　　　　　is　腰ore　i爾portanε　tha「：a蹴0口f1¢

5

54一膳2．83E

@　　　　Life：

現代生活の働態度i蟹灘　　　peOP且e　often　feel　lon

5

55一器7，36

科学上の発見．利用姓活に麗つか1煽prove罰ent　of　everyday　life　through　science

4

56一＃7．33　コンピュータ社会は望ましいか
@　　　　Co棚Puters　chan反e　our　l　ives

4

57一僻．83　科学技術一病気の治療
@　　　　So鳳e　n　lness　treated　by　臓eULQds　other　than　“odern　侃edicine

5

57一＃7，84　科学技術一人間の心の解明

@　　　　Science　Permits　understanding　of　the　hu“an　願ind
5

57一＃7，85　科学技術一経済的・社会的問題の解決
@　　　　Resolution　of　social　and　economic　Prob1㎝s　tbrough　scierlce

5

58一＃7．86A今後の25年一原子力廃棄物の安全な処理方法
@　　　　The　next　25　years＝　safe　爾ethod　for　nuclear　”aste　disDosaI

4

58－37．86B今後の25年一ガンの治療方法の解明
@　　　　Tハe　next　25　years：　cure　for　cancer

4

58一切．80C今彼の25年一老人性痴呆症の治療方法の解明 4

The

、卜㈱琴磯轟試論砦～甥星活　　　　　　　next　25　years：　1iving　in　sPace　stations

4

58一切．86E今後の25年一AIDSの治療法
@　　　　The　next　25　years：　cure　for　AlDS

59一辮。34　省エネルギーは重要か
@　　　　Ene「gy　conservation

5

60一溜．35　環境の保護は重要か

@　　　　Environ昂ental　prese「vation
5

61一＃9．80　文化　（各国の文化）

@　　　　Culture
61－1一＃4．9互A　子供一礼儀

@　　　　　Child education：　謝anner
61－1一網．91B子供一努力

@　　　　　Child　education：　effort
61－i一堀．91C子供一正直

@　　　　　Child education：　honesty
61－1一桝．9m子供一清潔

@　　　　　Child educatiQn：　clean
61－1一綱．91E子供一良識　　　　　　Child

education：　conscience
61－1一握．91F子供一自制心

61－1一拠．91G

@　　　　　Child

摯鵬騰モ骸講セく　　　education：　b◎y－1ike，　露irl－1ike

61－1一＃4，91H子供一仲良く

Child　educatioハ：　c◎operaUon
61－1一潤．911 子供一いうことを奉くChild　edロcatjoπ：　obedience

61－1一舘4，91」　」子供一責任感

@　　　　　Child education：　respons蓋bility
61一1一綱．91K

@　　　　　Child
子供一思いやり
@　　education：　kindness

61十34．91L子供一理由に関心
@　　　　　Child education：　reason
61－1一＃4．91M子供一良い生徒

@　　　　　Child education；　g◎od　student
61＋桝．9川　分からない

@　　　　　D．K．
61－2噌2．91A　人生の意味一目分で見出す

Meanin

、ト蹴91B楚獺≡翻鍵1≡e翼pb「ati㎝

@　　　　　　　　　of　life：　翻eaningless
61－2一領2．91C

人生の織明勲麟Meanin艮　of　life：　definite　飢eanin9
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リストの有無

iリスト番号）

FRG France UK USA Japan ltaly Holland
49一＃5．1C2 21 49 V 49 29 DOM．49 12，VAKハ

50一＃5．6 22 50 W 50 30 DOM．50 12，VAK　E

51一営2．12

52一謬2．12B

53一＃2。12C

54一参2，83A 23 54 X 54 31 DOM　54

@　－57

13，VAK　A

54一雰2．83B 23 54 X 54 31 DO肱54
@　－57

13，VAK　A

54一器2．83C 23 54 X 54 31 DOM．54

@　－57

13，VA【A

54一謬2．83D 23 54 X 54 31 DOM．54

@　－57

13，VAK　A

54一＃2．83E 23 54 X 54 31 DOM，54

@　－57

13，VAK　A

55一＃7，36 32 DOM．54

@　－57
56一詳7．33 56 33 DOM．54

@　－57
57一謬7．83 23 57 X 57 34 DOM．54

@　－57

13，VAK　A

57一参7．84 23 57 X 57 34 DO肱54
@　－57

13，VAK　A

57一離7．85 23 57 X 57 34 DOM．54

@　－57

13．VAK　A

58一離7．86A 24 58 Y 58 35 DOM．58 13，VAK　E

58一謬？．86B 24 58 Y 58 35 DO肱58 13，VAK　E

58一君7．86C 24 58 Y 58 35 DOM．58 13，VAK　B

58一謬7，86D 24 58 Y 58 35 DO翫58 13，VAK　E

58一器7，86E DOM．58 13。VAK　2

59一燗．34 36

60一潔7．35 36

61一計9．80

61－1一桝．91A DOM．61－1 14

61－1一網．91B DOM．61－1 14

61－1一飼．91C DO荒61。1 14

61－1一器4．91D DO荒61－1 14

61一且一”4。91E DOM．6ユー1 14

61－1一＃4．91F DOM。61－1 14

61－1一網．91G DOM．61－1 14

61－1一”4．9川 DOM．61－1 14

61－1一鯛。91i DOM．61－1 14

61－1一概．91」 DOM．61－1 14

61－1一参4．91K DOM．61－1 1
4

6卜1一綱．91L DOM　61－1 14

61－1一網．91M DOM．61－1 14

61－1一鯛．91N DOM．61－1 14

61－2一器2．91A DO乱61－2 15

61－2一潔2．91B DO肱61－2 1
5

61－2－32．91C DO乱61－2 15
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（＊は調査終了後加わったカテゴリー）

　　　その他自由記述の有無　　　　　　　　i（自由記述有りを示すカテゴリー番号）

1987ヨーロッパ（独．仏英）1988日米調査項自 FRG France UK USA Japan ltaiy Holland
61－3一麗．92　分相応

@　　　　　Share
61十麗．93　価値観の異なった人と』緒
@　　　　　Acco罰pany　脚ith　peOPle
61－5一偽．91A隣人として好ましくない一犯罪歴
@　　　　　Undesirable　nei翼　　　r：　e翼一convict、酬、91B隣人として好まし能い一人働、違う　　　　　　Undesirable　nei薩hbo1・：　dif

61＋偽．91C隣人として好ましくない．i薩e”t「ace

@　　　　　Undesjrable　ηeighbor：　st”d　　t61輔91D隣人として好ましくない一左墾の過漸　　　　　　Undesi1’able　neighbor：　Ieft国守in　　radicalist

6卜漁91E隣人として好ましくない．未婚轟　　　　　　Undesirable　neiπhbor：　unmarried　鵬other

61－5一＃5．91F隣人として好ましくない一大酒飲み
@　　　　　Undesirab且e　nei翼hbor＝　drunken　田an
61－5一偽．91G隣人として好ましくない一丁貿の過激派
@　　　　　Uπdesirab置e　nei只hb◎r：　ri61輔．91、隣人として好ましくない一町霧、lad’ca1’st

@　　　　　Undesirable　neighbor：　1arge　fa鵬i、卜蹴9。隣人として好ましくない．感情が栽定　　　　　　Undesirable　nei曲bor：　e恥otionally　unstable恥an

61＋偽．91J隣人として好ましくない一少数派の宗教団体
@　　　　　Undesirable　nei藺bor：　鳳inor　religiou8　sect
61＋偽，91K隣人として好ましくない一外国人労働者
@　　　　　Undesirab1e　ハeighbQr：　forei窟冗　賢orkeτ

61十偽．91L隣人として好ましくない一どれでもない
@　　　　　Undesirable　nei翼hbor：　other
61－6一＃5．92　秘磨の給料

@　　　　　Secret」ary．　s　salary
61＋＃7．91A生活様式一物質的なこと
@　　　　　Livin2　manners：　麟ateria1
61－7一灘7．91B生活様式一働くこと
、榊，91C魏顛動あ醸　　　　　　Ljving　manners：　technolo薩ica五　develop開ent

61－7一溜．91D生活様式一道徳的完壁さ

@　　　　　Livin醒　動anners：　ethical　Perfection
61－7－87．91E生活様式一権威

@　　　　　Living　働anners：　authority
61十脚．91F生活様式一家族生活
@　　　　　Livin9　鳳anne「s：　faaily　監ife
51＋切．91G生活様式一生活様式
@　　　　　Livin翼　manners：　Iivi6一蹴94A自分をとりまく関係．器溺雑訪　　　　　　Relationships：　spiritua童

61－8一縄．94B　目分をとりまく関係一自分と家族

@　　　　　RelationshiP5：　fa罰ily
δ1－8一麗，94C　自分をとりまく関係一自分と友人

@　　　　　RelaUonships：61＋麗．，、D臼分をとりまく通産分と駄近隣　　　　　　Relat」ionshlps：　neighbor5

61－8一麗．94E　目分をとりまく関係一自分と職場　　　　　　Relationships：　c◎ρ鴨orkers

61＋＃2．94F自分をとりまく関係一自分と国家
@　　　　　Relationships：　nation
61－8一麗。94G　自分をとりまく関係一自分と国際社会

@　　　　　Relationships：　冒orld
61－9－39．91　国籍

@　　　　　nationality
6監一10一網．91A政沼的行動一男願書

@　　　　　POIitiCal　aCtiVity：　PetitiOn
61－10一銘．91B政治的行動一不買運動

@　　　　　Political　activity＝　boycott
6HO一響8．91C政治的行動一デモ
@　　　　　po置itical　activity：　de鵬onstration
61－10一器8．91D政治的行動一ストライキ

@　　　　　Po韮itical　act蓋vity：　strike
61－10一＃8．91E政治的行動一占拠

@　　　　　Political　activity：　occuPation
62一総．1A宗教を信じるか
@　　　　Re】jgious　fai象h
62一潟．1B　（Aで窮している人に）何という宗教か

@　　　　Reli醒ion
5 5 8 Sel

eace
4 8 3

63－83．2　「宗教心」は大切か
@　　　　Religious　attitude

3 3 3 3 3 8 3

64一紹．3　宗教は1つか
@　　　　AIl　reli　●ons　5a罰e

3 3 3 3 3 8 3
6蹴81革新か鰐か　　　　　Po【iticai　stance

11
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（リ

リストの有無

@　スト番号）

FRG France UK USA 」apan ltaly Holland
61－3一＃2，92 16，VAK　A

61－4－32．93 DOM．61－4

61－5一潔5．91A DOM．61－5 16，VAK　E

61－5一器5．91B DO』し61－5 16，VAK　E

61－5－85．91C DO粥．61－5 16，VAK　8

61－5一救5．91D DO旺61－5 16，VAK日

61－5一書5．91E DO監61－5 16，VAK　E

61－5一潔5．91F DOM．61－5 16，VAK　B

61－5一斜5．91G DOM．61－5 16，ΨAκB

61－5一曲5．91H DOM．61－5 16，VAK　E

61－5一参5．911 DOM．61－5 16，VAK日

51－5一”5．91」 DOM．51－5 16，VAκE

61－5一謬5．91K DOM．61－5 丑6，VAK　E

61－5一覚5．91L DOM．61－5 16，VAK　B

61－6一器5．92

61－7一器7，91A 17，VAK　A

61－7一器7．91B 17，VAK　A

61－7一”7．91C 17，VAK　A

61－7一雰7．9iD 17，VAK　A

61－7一器7．91E 17，VAK　A

51－7一偉7．91F 17，VAK　A

61－7一”7．91G 17，VAK　A

61－8一五2．94A 17，VAK旧

51－8一潔2．94B 17，vAK　E

61－8一潔2，94C 17，vAK臼

61－8一触2．94D i7，VAK　E

61－8－82．94E 17，VAK　E

61－8一堂2，94F 17，VAK日

51．8－32，94G 17，VAK　B

61－9一輪9，91 18，VAK　A

6HO一軸8．91A 18，VAK　E

6HO一曲8．91B 18，VAK　E

61－10一”8．91C 18，VAκE

61－10一潔8．91D 18，VAK旧

61－10－88，91E 18，VAK　B

62－33．1A

62－83．1B

63一潔3．2

64一剣3．3

65一参8．81 25 65 Z 65 37 DOM．65 19，VAK　A
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　　　その他自由記述の有無
i自由記述有りを示すカテゴリー番号）
i＊は調査終了後加わったカテゴリー）

1987ヨーロッパ（独．仏英）1988日米調査：項目 FRG France UK USA Japan ltaly Holland66－38．82　　　　瑠昌｛レC》

@　　　　lnterest　in　politics
5

67一参8．　　2E　　　　「ε∈」≡主三三霊三義」　　‘まよ、、カ」
4

、蹴、FDG丁丁、まよゆ
@　　　　Ca畦寸寸鍵」はよいか

4

67一露8，2凹　「

@　　　　Socialis蹴
4

67一鵜。2G　「自由主義」はよいか

@　　　　Liberalis随
4

68一鵜．83　民主政治に満足か

@　　　　Satisfaction　響ith　de循ocracy
5

69一謬8．84　裁判制度は機能しているか

@　　　　Le　l　sy8te日
5

7断87労鵬階級と資本家階級

@　　　　蛭難憎憎響Dloyee
3

71一＃8．8 4

，蹴、、＾白白門田嬰蓋㏄1“y

@　　　　Profound　transfor圃ation　of　society
3

72一詳8．85B社会の根本改革

@　　　　The　脚ay　of　changin2　society
3

73一銘．7　支持政党 7 7 8 4 7 14 10

，構、、雛漿1（購

@　　　　籔半白
4

75一”8．87

@　　　　Feel　in　　thermo鳳eter

冒

その他政
}0－100船、、鷲ているか？

SEX一競，1　性

@　　　　SEX
AGE一荊，2　年令

@　　　　AGε
EDUC覗．3　学歴
@　　　　　EDUCATION
OCCR一書1。　4　　　耳践業

@　　　　　RESPONDENT’S　OCCUPAT　I　ON

SlZH1．5　市郡別都市規模
@　　　　　URBA凹一RURAL　CITY　S　IZE
田CO柵一徽．80　収入

@　　　　　τOTAL　FAM　1　LY　lHCOME
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リストの有無

iリスト番号）

FRG France UK USA 」apan ltaly Holland
66一＃8．82 AA 38 19，VAK　B

67一参8．2ε 26 67 AB 67 39 20，VAK　A

67一継8，2F 26 67 AB 67 39 20．VAK　A

67一＃8．2H 26 67 AB 67 39 20．VAK　A

6？一齢8．2G 25 67 AB 67 39 20，VAK為

68一参8．83 40

69一謬8．84 41

70一＃7．87 27 70 AC 70 42 DOM．70 20，VAK　E

71一＃8．8 28 71 AD 71 43 DOM．7工 20．VAK　C

72一＃8。85A

72一＃8。85B 44

73一＃8．7 29 73 2
1

74一＃8．86

75一営8．87 30 75 AE 75 45 DOM．75A 22

SBX。鋭．1

AGE一謹1．2

EDUC一＃1．3

OCCR一器L　4

SIZE一謬1，5

1NOO餅ε一嵩1．80
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3．2項目の出典

統数研 日7覧人の国民性の研究
’53

jS1
●58

g
’63

M
’68

PV

’73

u
●78

uI

。83 ’88 ●93

PX蹴，。B歯型講嵩二三英）1988日畑査囎
@　　　Standard　of　livin属　in　country　10　years　a艮。

M14b

2一”7．30Aあなたの生活水準10年の変化
@　　　Your　standard　of　l　ivin2　10　years　a窟。

M14a M25

3一切，31　今後の生活水準
Livin梶　co“dit皿on8　五n　futuro

M15

4一糊，18E幸福になるか M27　e M25e
蹴18B甥袈弩襯鵠　　　　Peace　of凱ind

M27b M25b

6一切．18C人間の自由はふえるか

@　　　Freedo罰
M27c M25c

7一辮。18　人間の健康の面はよくなるか
@　　　P　　　le’s　health

M27　a M25　a
蹴8。鍛目標　　　　The　country’s　　　a1

蹴3。不安肝重嚇蟹 M25a
糀，。D翼翼憲装難s飢i副ll㎜

E罵tent　of　脚orry：　car　accident
M25d

9一麗．30E不安二一失業
@　　　Extent　of ”orry：　une旧Ployment

M25　e

9一観．30F不安感一戦争
@　　　E罵tent　of 胃orry：uar

M25　f

9－32．30G不安感一原子力施設の事故
@　　　E罵tent　of　髄orry：　nuclear　Po脚er　accident

M25g

10一辮，80A家計の節約一医療
@　　　　Household　expenses：　health　care
10一切，80B家計の節約一室
@　　　　Household　e翼Penses：　爾otorinに　costs
10一辮．80C家計の節約一家庭用品
@　　　　Household　exPenses：　ho面e　aPPliances
10一＃7．80D家計の節約一食料品
@　　　　Household　e麗　　　　　　　　food1卜＃7．8。E家計の節約墨壷es：

@　　　　Household　expenses：　beauty　care
10一辮．80F家計の節約一バカンス、休暇
@　　　　Household　expenses：　vacation　and　leisure
10一糊．80G家計の節約一衣服

@　　　　llousehold ex，enses：　clothes
10一癖7．80H家計の節約一住居
@　　　　Household　e罵 ses：housin翼1卜柵Ol家計の節約．報の館　　　　　HousehQld

e麗penses：　expenses　for　cbildren
10一柵，80J家計の節約一タバコ、アルコール

@　　　　Ho
11一瓢．11

先撰愚蒙penses：s爾。kin翼。「d「inkin翼
3 K20 ．K10 K14 K12

1㍗網」。難壁三儀巽撃藩協
23の1 106 2 2 K3 K3 M3 K2

1蹴80黎ヒ1報誌　　　　　！deal　nu腰ber

of　children
i4一＃2．80A病気一頭痛、偏頭痛
@　　　　Health　proble鵬s：　headaches．　霜igraines
14一＃2．80B病気一背中の痛み

Health　Problems：　backaches
14一麗．80C病気一神経の興奮
@　　　　Health　　roble渦s：　nervousness1椛80D病気紫病　　　　　Health　Proble鵬s：　dePression

14一麗．80E病気一不眠症
Health　proble繭s：　insomnia

15一麗．3G健康状態満足か
@　　　　Satisfaction 驚i匙hhealth

M13

16一荊，8　社会的階層

@　　　　Livin図ClaSS
K33
l30
K32
l23

17一僻．81　収入か余暇か

@　　　　Choose隅oney or　free　ti刷e
18一麗．8　一生働くか
@　　　　lf　had　enough　蹴oney，　sti11　轡ork？

M2 Kl K2
l1
K3
ll

19一御．25　お金と仕事 K24 K23
l11猟24綿棊遍羅k

@　　　　Most　i胴Portant　asPect　of　job
K24a K25
l23

K24．

l17
21一麗．81　仕事と個人生活

@　　　　脚。「k　confhcts　脚ith　privaしe　life
22一麗，4　くらし方

@　　　　Attitudes　to聯ards　life

39 22 26 31 K34 K19 K20
l20
K18
l9

23一麗．3F生活環境満足か
@　　　　Quality　of　life　in　the　area　，here　you　l　ive

M12
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統数研 ハワイ日系人調査

臼タ

A刃力。78
France
bREDOC

’72

@1
．78 ●83

M
’88

PV一

1979 1982
P984

1一営7．30B 22 1 G13 」5
v5

2一齢7．30A 21 2 G13 」5
i5

3一灘7．31 23 3 G14 J6
i6

4一器7．18E 1

5一潔7，18B 11 3 5

6一＃7．18C 12 4

7一書7」8 10 2 7

8一灘8．80 44 ALL82
p32　　　　　　　1SR

9一謬2．30 50a 9a N6
m5

9一騨2，30D 50d 9b N6
m5

9一書2．30E 50e 9C N6
m5

9一営2．30F 50f 9d N
6
一

9一詳2．30G 509 9e N
6
一

10一蓄7．80A G10 J4
i4

10一世7．80B G10 J4
i4

10一洋7．80C G10 J4
i4

10一樽7．80D G10 J4
i4

10一＃？．80E G10 J4
v4

10一山7．80F G10 J4
v4

10一書7．80G GlO J4
DJ4

10一参7．80H G10 J4
i4

10一＃7．801 G10 J4
i4

10一＃7．80」 G10 J4
i4

11一＃4．11 73 14 11 14

12一露4．10 9 4 7 12 4

互3一網．80 C1 C7
b9
GSS88
Q11

14一＃2．80A F3 12
P2

14一”2．80B F3 12
P2

14一毒2，80C F3 ！2

P2
14一詳2．80D F3 12

P2
14一灘2．80E F3 12

P2
15一＃2，3G 13

P3
16一＃1．8 44 ALL82

p28　　　　　　　ISR
17－37．81 G33

f27
18一”2．8 2 5 18 2 GSS88

P81　　　　　　　1SR
互9一＃7．25

20一＃7．24 43 20 33 ALL82　GSS88
p6　　　　182

21一＃2．81 E22 G32
f26

22一露2．4 44 26 29 22 26

23一毒2．3F 20 23 D15 D13
c15

一一
@691　一一



統数 日室人の国民性の研究
’53

jSI
’58

g
●63

M
’68

PV
●73

u
’78 ’83

u皿

。88

e
’93

PX猟、。＾錦酵錘織祭ら魏碧讐日糊査囎
、←欄，齢鹸蟻艶親≒甥綴を感じること　　　　　Personal　safety

25一灘7．82　アリとキリギリス

@　　　　The　idle　grasshopper　and　diligent　ant
26一麗．7A一番大切なもの
@　　　　The　翫ost　i　　　　tant　thing　in　life

47 29

P29

29 34 K41 K32 K13 Kll
2椛？Bその他非雛大切なもの　　　　　Other　i鵬portant　things

27一灘5．81A生活領域の貢要性一あなた自身の家族と子供

猟81B星窪羅拝≒鯉糠羅睾and　child「en

@　　　　1mPortance二　career　and　騨orK
27一妬，8ユC生活領域の重要性一自由になる時間とくつろぎ
@　　　　1罰Portance：　free　ti罰e　and　rela翼ation
27一偽．81D生活領域の重要性一友人、知人
@　　　　1甥porta月ce：　frjends
27。偽．81£生活領域の重要性一両親、兄弟、姉妹、親戚
@　　　　1酊P◎rtance：　parents　and　other　relative
27一＃5．81F生活領域の重要性一宗教
@　　　　1揃Portance：　religion　and　church
27一偽，81G生活領域の重要性一政治、公的生活
@　　　　1飢portance：　PQIitics
28一”2．3C家庭に満足か
@　　　　Satisfactjon　轡ith　family　life

Mga Msa K32a

29一麗，82　生活に満足か

@　　　　Satisfaction　騨ith　life
29＋営2．82B仕事（家事・学業）に満足か
@　　　　　　　　　　　　　　　　ouse駅）rk．鋤dy）

M20　b
、卜，覗82C羅綾課堺讐足か　　　　　　Satsfaction　驚ith　Pasti畑e

M20　d

30一燗．19　才能か運か

@　　　　號簾農霧。「luck
M2 M6

31一網．81

@　　　　Attitude　to”aI’ds　只overn鷹ental　assistance
32一＃7．1　人間らしさはへるか
@　　　　Sc　ience　and　loss　of　human　feel　in2

5 3 6 7 K10 K2 K3
l2
K4

33一網，5　子供に「金は大切」と教えるか
@　　　　Teaching　children　money　is　imPortant

24の1 5 5 K6 K5 K5
l4
K6

34一柵．1B政治家にまかせるか

@　　　　砦翻講論1itical　leade「s
K8 K10
l7
K8

35一蔀2．1

@　　　　Custo鵬　versus　conscience

4 　7
P07

7 8 K11 K6 K6
l5
K7

36一辮，2　心の豊かさはへらないか
@　　　　Mechanization　and　hu”an　feelin醒

29 24 12 13， K18 K12 M8 K27

37一＃4．30　家庭はくつろぐ場所

@　　　　Home　is　rela翼inπ　Piace
M9

38一参4．32　離婚すべきではないか
@　　　　Marria　　　’　　　　r瓢anent

M11
3蝋31家事や報漏話　　　　　Housework　and　child　care

M10

40一糾．4　先生が悪い事をした
@　　　　Ru爾or　about　teacher

9 6 4 4 K5 K4 K4 K5

41一偽．1　恩人がキトクのとき

@　　　　Benefactor　oη　deatぬ一bed

41 111a i3a 15a K21a K15a K16a
l16a
K14a

42一備．1B親がヰトクのとき
@　　　　Real　father　on　death－bed

42 111b 13b 15b K21　b K15b

43一＃2．5　自然と人間との関係

@　　　　Man　and　nature
34 15 15 17 K23

l20
K16 K17
l17
K15

44一鰐．4　国と個人の幸福
@　　　　1揃Prove　the　countr　　or　聯ake　PeoPle　haPPy

45 16 19 K25 Kユ7 K18
l18
K16

4卜網D大切樋徳一親孝罷すること　　　　　1m　　rtant　th’　　　　　filial　piety

17 20 K26 K18 K19 K17
4蹴ID大差樋徳．灘ヒをすること　　　　　1鵬　　rtant　thin　　　　　　　　　’n露　obligations

17 20 K26 K18 K19 K17
、卜＃5，ID大雛道徳．厭雛羅尊邸ること　　　　　lm　rtant　thin

17 20 K26 K18 K19 K17
、備ID大窃四徳．自雷講欝簑をindividual「i只hts

17 20 K26 K18 K19 K17
、蹴ID高箒瑠墨継｛也「1嶽l　b「’”dMdual　f「蜘

@　　　　1爾　　rta冗t　thln2S：　other

1？ 20 K26 K18 K19 K17
4卜辞5．1D大窃即興．DK　　　　　l旧portant　thin　　：　D．　K．

4←参5．6H他人との仲か騰か　　　　　Desirable　person：　effcient　versus　frie罰dly

K14 K26

47一麗．28　スジかまるくか

@　　　　Consensus　versus　oun　PrinciPle
K13 K27 K25

48一縄．1C1入社試験（親戚）
@　　　　Empioyme「lt　eκa扁jnation：　relative

20a 22a K28　a
l16a
K21a K22　a
l21　a
K21a
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統数　　ハワイ日

トヨタ

A洌力’78
France
bREDOC

’72

@1
’78

@n
’83

M
’88 1979 1982

P984

24一導5．80A 一D17

24一謬5．80B 一D17

2ト蓄7．82 5ケ三新

26一”2．7A 26A

26一謹2．7B 26B

27一＃5。81A GSS88（82のみ）
Q82A

27一君5．81B GSS88（82のみ）
Q82B

27一聯5．81C GSS88（82のみ）
Q82C

27一＃5．81D GSS88（82のみ）
Q82d

27一＃5．81E GSS88（82のみ）
Q82e（Relative》

27一参5．81F GSS88（82のみ）
Q82f

27一盤5．81G GSS88（82のみ）
Q82π（P◎1itic　life）

28一器2．3C 38 38 28 31

ISR
29一”2．82 40 39 29 32 13ケ国80

29－2一詳2，82B

29－3一＃2。82C

30一”？．19 3 6 3

31一網．81 M7
l5

32一”7，1 13 10 32 7

33一＃4，5 ll 6 9 33 6

34一煮8．1B 正8 8 11 34 9

35一＃2．1 15 7 12 35 8

36一書7。2 19 15 36 11

37一＃4．30 16 37 C4、 Cl
b1

38一露4．32 17 38 C5 C2
b2

39一桝．31 18 39 C9 C5

40一＃4．4 10 5 8 40 5

41一詳5．1 22 20 24 41 15

42一鐘5，1B 23 21 25 42 16

43一＃2．5 25 22 26 43 17

44一π7．4 28 23 27 44 18

45一書5。1D 29 24a 28 45 19

45一＃5．1D 29 24b 28 45 19

45一＃5．ID 29 24C 28 45 19

45一＃5．1D 29 24d 28 45 19

45一塩5．1D 29 28 45 19

45一＃5，1D

46一館5．6H 27 30 46 27

4で一＃2．2B 31 28 31 47 21

48一離5．ic1 32 29 32 48 22

一一@693　一



統数研 日広人の国民性の研究
’53

jSi
’58 ’63

M
P68

PV

’73

u
’78

uI

’83 ’88 。93

ｰ、蟻1C、昊1鍮撤二仏英）1988日繍査囎
@　　　　Employ罰ent　e翼a拍iれation：　son　of　benefactor

20b 22b K28　b
l16b
K21　b K22　b

l21b
K21　b

50一縄，6　めんどうをみる課長　　　　　　　． 35 117 21 23 K29 K22 K33
l22
K22
l1851覗12嶽縮潴錺籍か　　　　　Aτe　PeoPle　he1Pful　助ost　of　the　ti田e

K27 K7

52一雌．12B　スキがあれば利用されるか
@　　　　八re　most　PeoPle　fair

K28 K8

53一雛。12C　人は信頼できるか K29 K9
、←、、、，A鏡肌湯鱗縫讐鮮碧阿る

，←，、、，B雛鑛講再開巽雛ful

@　　　　Li『e：　part　of　co面鵬unit】F

54一＃2．83C現代生活の個人態度一その日その日
@　　　　Life：　PeoPIe　live　fo1・　today
54一謬2．83D現代生活の個人態度一収入より手段

、←、、，，E漿齢瀦鍵雌慧is恥。fe㎞P。「伽t　t㎞a㎜t

@　　　　l，ife：　PeoPle　often　feeI　lon、卜柵6科学上の槻．利刷ま生酢断つか

@　　　　男讐望多盤鍍騰th「ouπh　science
M28

56一奮7，33

@　　　　Co口Puters　change　ou「　1　ives
M26

57一＃7，83　科学技術一病気の治療
@　　　　So臨e　i　l　lness　treated　by　飢ethods　other　than　恥odern　medicine

57一＃7．84　科学技術一人間の心の解明
@　　　　Science　per田its　understandinπ　of　the　hu旧an　面ind
57一溜．85　科学技術一経済的・社会的問題の解決
@　　　　Resolution　of　socia且　and　econo踊ic　Proble罰s　throuπh　science
58一＃7．86A今後の25年一原子力廃棄物の安全な処理方法
@　　　　The　next　25　years：　safe　nethod　for　nuclear　，aste　disPosa1

58一切．86B今後の25年一ガンの治療方法の解明
@　　　　The　next　25　years：　cure　for　cancer
58一辮．86C今後の25年一老人性痴呆症の治療方法の解明
@　　　　The　next　25　years：　cure　for　senility
58一郡，86D今後の25年一宇宙ステーションでの生活
@　　　　The　next　25　years：　1iving　in　space　stations

58一切．86ε今後の25年一AlDSの治療法
@　　　　The　next　25　years：　cure　for　AlDS
59一鯉，34　省エネルギーは重要か

@　　　　Energy　conservation
M27　a

60一＃7，35　環境の保護は重要か

@　　　　Environmental　Preservation
M27　b

61一㈱．80　文化　（各国の文化）

@　　　　Cuhure
61－1一＃4，91A　　＝ヨ醐…一宇し儀

@　　　　　Child　education：　働anner
61－1一網．91B　子供一努力

@　　　　　Child　educat孟on：　effort
61－1一拠．91C子供一正直

@　　　　　Child　education：　honesty
61一五一糾．91D子供一溝潔

@　　　　　Child　education：　clean
61－1一＃4，91E子供一組織

@　　　　　Child　education：　conscience
61十＃4，91F子供一自制心
@　　　　　Child　education：　self－contro1
61－1一制，91G子供一男の子らしく、女の子らしく
@　　　　　Child　education：　boy－1ike，　9irl－1ike
61－1一網．91H子供一仲良く

@　　　　　Child　education：　cooperation
61＋＃4．911子供一いうことをきく
@　　　　　Child　edロcatjoη：　obed董ence
61－1一魍．91」子供一貴任感

@　　　　　Child　education：　responsibility
61－1一網．91K子供一思いやり

@　　　　　Child　education：　kindness
61－1一＃4．91L子供一理由に関心

@　　　　　Child　education：　reason
61－1一糾．91M子供一良い生徒

@　　　　　Child　education：　窟ood　student
61＋桝．9川　分からない
@　　　　　D．K，
61－2一雄2．91A人生の意味一自分で見出す

@　　　　　　　　　　1ife：　self－exPloration、卜蹴91B魁瞬．意味がな、、　　　　　　Meanin　　　f　life；　踊eanin窟1ess

6酬2．91C姓の羅一明融意味　　　　　　Meanin2　0f　hfe：　definite　鵬eanin9
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統数 ハワイ 日系人調査

臼タ

A刈力’78
France
bREDOC

●72

@1
’78

g
’83

M
●88

PV
1979 1982
P984

49一”5．IC2 33 30 33 49 23

50一群5．6 34 31 35 50 24

51一麗．12 60 40 51 38 GSS88
P58　　　　　　　1SR

52一”2．12B 61 41 52 39 GSS88
P59　　　　　　　1SR

53一灘2．12C 62 42 53 40 GSS88
P60A　　　　　　　ISR

54一舘2．83A L6

54一＃2．83B L6

54一盤2．83C L6 GSS88
i176｝

54－32，83D L6

54一＃2．83E L6

55一雰7．36 56 55 Pl N3
m3

56一詳7．33 52 56 P2 N4
m4

57一騨7．83 1987料学技術NSF

57一書7．84 謙撫1講s
p9－　3　SOFRES

57一諏7．85 1987趨
58一嵩7，86A

信1隷繍　　　　　　　NSF

58一雰7．86B

器車山術　　　　　　　NSF

58一露7．86C
蹄輪　　　　　　　NSF

58一＃7．86D

器高高術Q18一（6｝

58一灘7．86E オランダ新

59－87．34 53 59 E
1
4
一

60一離7。35 54 60 D22 Fl
e1

61一参9．80 61

61－1一糊．91A 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一網．91B 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一謬4．91C 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1。毒4．91D 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一＃4．91E 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一網，91F 日本D　　　　ALLBUS82

61－1一網．91G 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1－84．91H 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一網．911 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－1一営4．91J 日本D　　　　　　ALLBUS82

61一ト灘4．91K 日本D　　　　　　　ALLBUS82

61－1一三4．91L 日本D　　　　　　　ALLBUS82

61－1一露4．91M 日本D　　　　　　ALLBUS82

51－1一桝．91N 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－2。営2，91A 日本D　　　　　　ALLBUS82

61－2一麗．91B 日本D　　　　　　　ALLBUS82

61－2一毒2．91C 日本D　　　　　　　ALLBUS82
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統数研 日広人の国民性の研究

1987ヨーロッパ（独．仏英）1988日米調査項目
’53

jS1
’58

M
’63

M
’68

PV

●73

u
’78

uI

’83 ’88

M
’93

PX
61－3一＃2．92　分相応

@　　　　　Share
61十麗．93　価値観の異なった人と一緒
@　　　　　Acco団pany　騨ith　people
61－5一輪5，91A隣人として好ましくない一犯罪歴
@　　　　　むndesirable　ne●　hbor：　e翼。c　　vict6卜回5．91B隣人として好まビくな、、一人雛違う　　　　　　　　　　　　　　　bor：　different　race

，踊91C雛騰額ない．雪濠　　　　　　Uηde5jrable　冗ejghbor：　8tude”t

61－5一参5．91D隣人として好ましくない一左翼の過激派

@　　　　　Undesirable　neighbor：　1eft一冒in　　radicalist51＋翻E隣人として好ましくない．未婚の毒　　　　　　Undesirable　neighbor：　un瓢arried　仙Dther

61＋衡．91F隣人として好ましくない一大酒飲み
@　　　　　Undesirable　neighbor：　drunken　■an
61＋燗．91G隣人として好ましくない一右翼の過搬派
@　　　　　Undesirab！e　neighbor：　ri　　　Ψing　radicalist、ト蹴，m隣人として好ましくない．籔が多、、　　　　　　Undesirable　nei薩hbor：　1ar翼e　fa鵬i

61＋旧。隣人として好ましくない．感情杯難　　　　　　Undesirable　neighbor：　e鵬otionally　unstable　禰an

61＋偽．91」隣人として好ましくない一少数派の宗教団体
@　　　　　Undesirable　neighbor；　鷹ino：r　reIi醒ious　s㏄t
61－5一嵩5．91κ隣人として好ましくない一外国人労働者

@　　　　　Undesirable　neighbQr：　foreign　窺。τkeτ
61＋＃5，91L隣人として好ましくない一どれでもない
@　　　　　Undesirable　neighbor：　other
61－6一詳5．92　秘店の給料

@　　　　　Secret　r　’s　salary6レ礁91A生活難吻質的なこと　　　　　　Livin窟　罰anners：　鵬aterial

61－7一参7．91B　生活様式一働くこと

@　　　　　Livin露　漏anners：　賢ork
61－7一解．91C生活様式一技術の開発
@　　　　　Livin2　願anners：　techno且09ical　develoP皿ent
61＋離7，91D生活様式一道徳的完壁さ
@　　　　　Livin9　隅anners：　ethical　Perfection
61＋切．91E生活様式一権威
@　　　　　Livin艮　田anners：　authority
61－7一艀，91F生活様式一家族生活
@　　　　　Living　manners：　fa凋ily　life
61＋蔀7．91G生活様式一生活様式
@　　　　　Livin鷹　面anners：　1孟vi61槻94＾自分をとりまく前期堅甲蹉紡　　　　　　Relation8hips：　spiritua1

M27　a

61－8一麗．94B　自分をとりまく関係一自分と家族

@　　　　　Relatioハships：　fa踊ily
M27b

61－8一麗．94C　自分をとりまく関係一自分と友人

@　　　　　Relationships：　friends
M27c

61－8一舘2．94D　自分をとりまく関係一自分と隣人、近隣　　　　　　RelationshiPs：　neighbors

M27d
61＋麗．94E自分をとりまく関係一自分と職場　　　　　　Relatior毫ships：　CQ一騨orkers

M27　e

61－8一麗。94F　自分をとりまく関係一自分と国家

@　　　　　RelationshiPs：　nation
M27　f

61－8一麗，94G自分をとりまく関係一自分と国際社会
@　　　　　Relationships：　脚or猛d

M279

61－9一燗，91　国籍

@　　　　　nationality
61－10一網，91A政治的行動一請願奮
@　　　　　　P◎1itical　activit　　　petition6H側8．91B政治的行動．不買翫　　　　　　　political　activity：boycott

61－10一＃8，91C政治的行動一デモ

@　　　　　　p◎1itical　activity：　de恥onstration
61－10一期，91D政治的行動一ストライキ
@　　　　　　Political　activity：　strike
61－10魂8．91E政治的行動一占拠
@　　　　　　POIitiCal　aCtiVity：　OCCUPatiOn
62一鯛。IA宗教を信しるか　　　　　　　　．一．

@　　　　Religious　faith
16a 28a 33a K19a Klla K15a K13a

62一偽．1B　（Aで信じている人に）何という宗教か

@　　　　Reli健ion
16b 28a 33a Klga

63－33．2　「宗教心」は大切か
@　　　　Reli露ious　attitude

16c 28b 33b Klgb Kllb K15b K13b

64一＃3．3　宗教は1つか
@　　　　A11　！’eli　’ons　sa田e

17

6蹴81革新か保鰐　　　　　Political　stance
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統数 ハワイ日 人調査

臼タ

A刈力’78
France
bREDOC

’72

@1
’78 ’83

M
’B8

PV
1979 1982
P984

61－3一麗．92 日本D　　　　　　ALLBUS82

61。4一煮2．93 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一謬5．91A 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一喜5．91B 日本D　　価値観7ケ国81

51－5一謬5．91C 日本D　　価値蜆7ケ国8互

61－5一偽．91D 日本D　　　価値観7ケ国81

61－5一雰5．91E 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一離5。91F 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一”5．91G 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一営5．9川 日本D　　価値観7ケ国81

61－5－35，911 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一潔5．91J 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一拠．91K 日本D　　価値観7ケ国81

61－5一＃5，91L 日本D　　価値観7ケ国81

61－6一辞5，92 日本D　　　価値観7ケ国81

61－7一齪．91A 日本D　　価値観7ケ国81

61－7一器7．91B 日本D　　価値観7ケ国81

61一？一餌．91C 日本D　　価値観7ケ国81

61－7一討7．91D 日本D　　　　佃闘直観7ケ匡B1

61－7一”7，91E 日本D　　価値観7ケ国81

61－7一”7．91F 日本D　　価値観7ケ国81

61－7一君7．91G 日本D　　　価値観7ケ国81

61－8一む2．94A 13ケ国80

61－8一ぎ2．94B 13ケ国80

51－8一器2．94C 13ケ国80

61－8一“2．94D 13ケ国80

61－8－32．94E 13ケ国80

61－8一誰2．94F 13ケ国80

51－8一書2．94G

61－9一癖9．91 オランダ新

61－10一型8．91A Political　Actions
iKaase，　Bames）

61－10一謬8．91B Political　Actions
iKaase．　Barnes》

61－10一参8．91C Politica1　Actions
iKaase，　Barne6）

61－10一”8．91D Po且itica1　Actions
iKaase、　Barnes）

61－10－38．91E Political　Actions
iKaase．　Barnes）

62一重3．1A 49 F2 FOl 62a

62一舘3．IB 50 F3 FO2 62b ALL82
r33

63イ3．2 F5 FO3 63 42

64一診3．3 F7 FO4 64 43

65一”8．81 GSS88
i58B》　　　　　　EC
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統数研 日z＝人の の研究

1987ヨーロッパ（独．仏。英）1988日米詔査項目

’53

jS1
’58

･
’63

M
’68

PV

’73

u
P78 ●83 ●88 ●93

PX

66。網．82　政治関心

@　　　　lnterest　in　politiCS
67一参8．　　2E　　　　「民韮E義」　　鵜」Lよし、カ、

@　　　　De●㏄racy
27a 32a K35a

67一期．2F　「資本主義」はよいか 27b 32b K35b
㈱、，C

｣白鍵」はよゆ　　　　　S㏄ialis画

27d 32d K35d

57一＃8．2G　「自由主殉はよいか
@　　　　Ljberalis鷲

27C 32c K35c

68一銘．83　民主改治に満足か
@　　　　Satisfaction　胃ith　de恥ocracy
69一謬8．84　裁判制度は機能しているか
，幡、，讐鵬離盤本家階級　　　　　E田Ployer　versus　e罰P10yee

71一器8，8　社会は変えるべきか K26

，襯5A纏灘醸織籔騨ety
@　　　　Profound　transfor扇ation　of　s㏄iety
72一鉾8．85B社会の根本改革

@　　　　The驚，蹴，回議。f　ch㎝薩in酬ety

@　　　　PoliUca1
58 35

P35
35 39 K40

l28
K31
l26
K支持K支持

t M支持M支持7備85政党支持（賜　　　　　Close　to　party

75一槌．87　主要政党への好嫌度
@　　　　Fe　　　　　　ther働。蘭ete『組子彊てい。か，

SEX一讐L隻　性

@　　　　SEX
AGE一＃1．2　年令

@　　　　AGE
EDUC覗，3　学歴
@　　　　　EDUCATION
OCCR一灘1．　4　　　曙喧麟健

@　　　　　RESPONDENT●S　O㏄UPATION
SIZE一荊．5　市郡別都市規模
@　　　　　URBAN－RURAL　C璽TY　S　I　ZE
INCOME一＃1．80　　　二1又レ入b

@　　　　　　TOTAL　FAM！LY　INCOME
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統数研 ハワイ日系人調査

臼タ

Vメリオ。78 FraηcebREDOC
’72

@1
’78

@n
●83

M
’88 1979 1982

P984
66一参8．82 F8 FO5 66 GSS88

p31　　　　　　　　EC
67一書8．2E 45 11 37a 67a

67一儲．2F 46 12 37b 67b

67一響8．2H 48 13 37c 67c

67一露8，2G 47 15 37e 67d

58－38．83

EC
69一謬8．84 55 69 K1 Nl

m1
70一器7．87 37

71一器8．8 35 36 71 30

EC
72一灘8．85A 37 L1 N2a

m2a
72一露8，85B L2 N2b

m2b
73一言8．7

74一器8．86

EC
75一参8，87

一 GSS88
P96

SEX一嵩1．1

AGE一樽1．2

EDUC一糊．3

OCCR一参1．4

SIZε一糊．5

1閥00ME一露1．80

一一
@699　一一



ざ
O

国際比較 付録4 7ヶ国単純集計表

　　　　　　：　：　：’　1992　：　1981　：　198T　l　1993　：　198T　l　lg88　：　1988　：　1988　：　1989　：　1988　：
O　No　：　rtem　：　Cetegory　：　：M　LY　：　FRnNCE：　FRG　：　NL　：　UK　：　VSn　：　JPN－n　：　JPN－B　：　JPN－C　：　HnUAI　：
　　　　　　：　：　：　le48　：　le13　：　leee　：　le83　：　le43　：　1563　：　2265　：　te17　：　1637　：　NJ　：
88冒8．．冨88嘗8■8量量．冨躍冨躍掴冨冨麓盧胃8鵬躍8白露8幽888888塵冨888冨菖88■冒圏冒●口冨8曙8属S日直8冒臨画冨繍罵冨冨冨88冒昌88讐冒麿暉8冨8888888冒888屋8躍冒薗富－曜騨888慮8冒謹竃露雷8口●8■88璃8888薯

1　：　Stenderd　：　1．nuch　better　：　28．9　：　2．6　：　19．2　：　13．9　：　21．4　：　17．g　：　25．1
7．3eb　l　or　liv｝ng　：　2．Sliohtly　better　：　2B．2　：　18．5　：・　42．e　：　3e．5　：　4e．e　：　32．e　：　49．s
121　：　in　country　：　3．Rbout　the　sene　：　13．8　：　17．1　：　26．e　：　21．3　；　13．g　l　18M　l　16．7
　　　　　　：　le　yeers　：　4．Sliohtly　wor：e　：　16．t　：　37．A　：　9．6　1　17．5　：　t5．e　；　21．8　：　4．5
　　　　　　：　ego　：　5．Muoh　worse　：　11．S　：　23．e　：　1．4　：　3．8　；　8．g　：　9．3　：　e．8
　　　　　　1　　　　　　　　　　　：　8．Othor　　　　　　　　　　　　：　　一　　 言　　　一　　：　　　一　　：　　　　　：　　　一　　言　　　一　　：　　　一

　　　　　　：　：　9．D．K．　：　t．M　：　1．5　：　1．S　：　5．e　：　2．7　：　1．9　；　3．1
一一一一一一 汕鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶ｩ一一噛r一一一一曹一噂一一一一儒一一一一一一一一◆一一一噛一一一→一一層一

2　：　Yeur　：　1．”uch　better　：　21．2　1　6．7　：　16．6　：　2e．5　：　24．e　：　25．9　：　7．2
7．3ee　1　stenderd　：　2．Sliohtly　better　：　3e．e　：　t9．A　：　38．9　：　34．e　：　3g．4　：　27．e　：　43．7
122　；　or　living　：　3．About　the　seree　：　32．S　：　25．9　：　33．3　1　24．e　：　25．2　：　26．2　：　37．9
　　　　　　：　le　yeer3　：　4．Slightly　worse　：　le．B　：　29．T　：　8，e　：　12．7　：　11．8　：　14．3　：　7．g
　　　　　　：　ego　：　5．Much　worse　：　4．7　：　t6．5　1　2．e　：　5．9　：　6．7　：　6．g　：　1．3
　　　　　　：　：　8．Other　：　一　　：　一　：　一　：　：　一　：　一　：　e．1
　　　　　　：　：　9．D，K　1　e．6　1　L　8　1　L　2　1　2．1　：　1．9　1　e．6　1　L　9
一一一一一一・レー一一一一一一一一一一一一一←一一一一一〇　　一一一一一一一一一一一一一一一一尋一一一一一一一尋一一　　　一一・卜．一一一一一一一＋一噛一一一一一→一一一一r一，今一一一一一一一＋一

3　：　Living　；　1．nuoh　better　：　B．2　：　6．’r：　3．8：　5．e　：　tl．8：　t7．1：　2．6
T．31　：　conditions　：　2．Slightly　better　：　18．5　：　25．：　：　2T．4　：　17．2　：　28．2　：　29．9　：　22．4
123　：　ln　ruture　：　3．nbout　the　seree　：　43．e　：　28．S　：　4T．6　：　4e．8　：　38．6　：　35．e　：　52．2
　　　　　　：　　　　　　　　　　　　：　　4．Sllght1り　”orso　　　　　：　15．9　　；　　27．4　：　　15．6　：　26．8　　：　　12．8　：　　8．6　：　　1」4。8

　　　　　　：　：　5．nuch　worse　：　6．2　：　6．a　：　1．e　：　6．2　：　3．1　：　3．T　：　1．5
　　　　　　：　：　8．Other　：　　一　　 ：　一　　：　一　　：　：　一　　：　一　　：　e．a
　　　　　　：　：　9．D．K　：　e．1　：　5．S　：　4．6　：　4．t　：　5．5　：　5．1　：　6．5
一一一一一一 ﾓ一一一一一一一一一一一一一一＋一一一一一一一一一一一一一一一一一一　　一一一一＋一一一一一一一や一一一一一一一＋一一一一昌一一＋一一一一一一一＋昌一一一一一一◆一一一一一一一＋一

4　：　Heppiness　：　1．Heppier　：　14．9　：　15．6　1　t2．8　：　7．t　：　18A　 ：　28．7　：　22．1
Z18e　：　in　ruture　：　2．　Less　heppy　：　45．8　：　55．2　1　33．7　：　65・2　：　51　．3　：　37．3　：　11．6
124　：　：　3．About　the　sene　：　31．6　1　19．3　：　43．4　：　2e．9　：　2e，g　：　24．5　：　4T，T
　　　　　　：　：　8．Other　：　e．t　：　一　：　一　：　：　一　：　2．1：　e．9
　　　　　　：　：　9．D．K　：　7．6　：　9．9　：　tg．1　！　6．8　：　9．S　：　7．4　：　t7．7

5　：　Peece　：　1．：ncreese　：15．e　：　t6．3：　tl．3：14．6　：　t7．3：　31．a：　17．3
7．18b　：　or　nind　：　2．　Deoreese　：　5e．6　：　56．S　：　47．4　：　69．3　：　59．3　：　46．6　：　37．4
125　1　：　3．Not　change　：　26，B　：　16．6　1　33．2　：　le．9　1　16，1　：　16．1　：　36．1
　　　　　　：　：　e．Other　：　一　：　e．7　：　e．2　1　D．5　：　L5　：　L3　：　a．4
　　　　　　：　；　9．D．K　：　7．6　：　le．7　：　7．9　：　4．e　：　5．8　：　4．9　：　8．8

6　：　Freedom　：　1．：noreese　：　29．2　：　29．6　：　21．2　；　32．9　：　42．5　：　29．9　：　37．5
7．18c　l　：　2．Deereese　：　28．6　：　42．1　1　33．4　：　4e．1　：　32．2　：　37．4　：　t7．7
126　1　，1　3．Not　chenge　：　34．2　：　21．9　1　38，1　1　21・4　：　21．1　1　2T，6　1　3A．9
　　　　　　：　：　s．other　：　e．t　：　一　：　一　：　：　一・　：　1．4；　e．1
　　　　　　：　：　9．D．K　：　7．9　：　6．A　：　7．3　：　5．6　：　4．2　：　3．8　1　9．7
一一一一一一竏鼈鼈鼈黶Z一一一一●一一一一←一一一一一●一一一一一一一一一一一一一一一一一，◎一一一一一一●や一一一一一一一†一一一一一一一＋一一一〇陶一一†一輔。一一一一＋一一一卿一一一＋一一一　輔

7　：　People’s　：　1．lmprove　：　49．9　：　49．3　：　25．5　：　27X．8　：　61．6　：　63．9　：　41．3
7．18　 ：　Ho81th　　　　 l　2．G●tりor5●　　　　　　　　＝　30．4　 ：　35．2　：　43．8　：　48．3　 ：　24．1　：　25．5　1　31．2

127　1　1　3．Not　chenge　1　14．8　：　te．3　1　23．7　：　19．T　1　te，6　1　7．9　1　21．5
　　　　　　：　：　s．other　：　　一　　 ：　一　　：　一　　1　：　一　　：　e．6　：　e．1
　　　　　　1　：　9．P．K　：　4．9　：　5．2　：　7．e　l　4．2　：　3．7　：　2．1　：　5．9
一一一一〇一 {一一一一〇一一一一一一一一一◇曽一一一一〇一日一一一一一一一一一一一一一一一一◇一一一一“

8　：　rhe　：　1．Melnte；n　order　：　39．9　：　35．6　；　38．1　：　42．5　；　4e．4　：　29．4　：　2e．6
8．ee　：　oountry’s　；　2．Give　people　nore　sey：　34．2　：　15．4　：　29．5　：　24・2　：　31．4　：　33．1　：　27．1
128　1　goel　：　3．Fight　rising　prices　l　15．9　：　21．5　：　8，8　1　7．9　：　t4．3　1　22．6　：　35．1
　　　　　　：　：　4．Proteot　freedom　ot　：　9．M　：　22．e　：　18．8　：　22．9　：　tl．e　：　te．9　：　7．5
　　　　　　：　・：　8．Other　speech　：　一　：　3．7　：　1．2　：　：　1．9　：　2．2　：　g．6
　　　　　　：　：　9．D．K　：　t．e　：　1．8　：　3．6　：　2．5　1　1．e　l　1．7　1　9．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．6

’一一’一’ {’一“一一一”’一’一’一＋’一一”一”一一’一”一””“’一’一’＋一一一”一’＋”’一t’一”＋”’一’一一＋”’一”一一＋”””’＋一’一一一一一＋一”一一’一＋一一一一”’＋一一’“一”一＋’一’一一一一＋一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一や一一一一一一一＋一一一一一一噂◆一一一一一一一→一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．6　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．9

◎囎一一一一一一＋一一一一一一一→一一昂一一鱒一や一一一一一一一＋一一一一一一咀＋一一一一一一一◇一一一一一一一や一一一一噛一一や一一噂一一一一ゆ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t9．t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5
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国際比N

　　　　　　：　：　1　19S2　1　IS8T　l　1981　1　19S3　1　lq．B7　1　1988　1　1988　1　IS8e　；　198S　l
O　No　　：　　　ltem　　　　　：　　　Categor～1　　　　　　　　　：　1丁qしY　：　FRqNCE：　　FRG　：　NL　　　：　　UK　　：　　USq　l　JPN－q　：　JPN－B　：　JPN－C　：

　　　　　　：　　　：　　　　　 ：1048：1013：1900：1B83：1943：1563：q：B二C：
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1

　7．7

16．B

36．2
36．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．2　1　e．5　：　4．1

一一．．一一“一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一．一一一一一一．．十一一一一一一一．“一．．．．一．一一一一一一．．4－

9　1　Extent　or　：　1．Uery　much　：58．9　1　43．7：　8．5：　6．2　1　23．61　21．91　26．e：　21．9：　：
2．39d　：　　worrり：　　　　　1　　2．Soraewhat　　　　　　　　　　：　26．日　　1　　27．6　1　　13．6　；　13．7　　：　　16．1　1　　29，0　：　　31。1　；　　31。8　：　　　　　　1

139　　　：　　C8r　　　　　　　　　：　　3．Slight1り　　　　　　　　　　　：　11。D　　：　　29．5　；　　40．5　：　33．1　　：　　33．1　：　　28．9　：　　32．4　1　　35．9　：　　　　　　　：

　　　　　　1　eccident　：　4．Not　at　ell　：　3．9　1　8．e　：　35．7　1　43．4　：　26．7　1　19．8　1　9．2　1　8．8　：　：

　　　　　　1　：　　8．Other　1　　一　　 ：　一　　1　一　　1　：　一　 ：　一　　1　一　　1　B．1　：　：
　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　9．D．K　　　　　　　　　　　　　　：　　0．3　　：　　臼，1　1　　1．7　：　　3．7　　：　　日．5　：　　0．4　：　　1．3　1　　1．5　：　　　　　　：

一一＿一＿＿尋＿＿＿＿＿一＿輸一＿＿＿＿＿↓＿＿噂一一一一一一一一一一一一一一哺一一一一噂一尋一一r一一一一◇一一一一一一一r卜r一一噂鱒一一十一一一一一一一十一一〇噂，一一r卜一一r一一一一4一一一一一一瞥尋■一一一一一一4曽一一一一一一4・一

9　1　Extent　or　1　1．Uery　much　：47．2　；　54．21　13．e　l　13．3　：　31．61　22．31　8．21　7．T：　：
2．390　：　　worrり；　　　　　；　　2．So臨euhat　　　　　　　　　　：　30．5　　：　　19．8　：　　16．3　：　17．5　　：　　13．6　：　　19．3　：　　t4．4　：　　13．4　：　　　　　　：

131　：　Unemploy一　：　3．S　li　oht　Ty　：　14．8　：　14．7　1　25．2　；　23．3　：　22．3　1　22．8　1　3e．7　1　31．9　：　l
　　　　　　l　ment　　　　　　：　 4．Not 8t　a11　　　　　　　：　6．8　 ；　1田，！　：　43．2　；　39．9　 ；　31．9　1　33．9　1　41。1　：　41．8　：　　　　　1

　　　　　　：　：　s．other　1　　一　　：　一　 1　一一　：　i　一　 1　一　 1　e．5　：　e．6　：　1
　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　9．D．K　　　　　　　　　　　　　　l　　O．7　　1　　1．2　：　　2．3　：　　6．臼　　：　　0．5　：　　1．7　1　　5．1　1　　4．’T　：　　　　　　：

一’一一’一＋’“”一”’一一一一“一一’一＋’一一’一”一一一”’一一’一’一一一”’＋一一””一＋一一一一一’一＋一’一一一一“＋一一’一’一’＋”一一t“’‘一＋一一’一’一’一一一＋’一”一一一＋一”一一一’＋一一一一”一’＋一

9　1　Extent　of　：　1．Uery　much　1　53．1　：　3e．9　1　t9．9　1　1D．9　1　24．9　1　21．8　1　11．3　1　te．8　：　1
2．39f　：　　worrり：　　　　　：　　2．Sonewhet　　　　　　　　　　：　2t．6　　：　　16。7　：　　2日．5　：　16．9　　：　　i5．2　：　　25．2　：　　13．3　：　　13．9　：　　　　　　：

132　　：　ver　　　　　　　：　3．Sliσht1り　　　　　　　　　：　15，5　 1　28．2　；　32．4　1　26．5　 1　26．1　1　27．4　1　36．4　1　3A．7　：　　　　　：

　　　　　　！　1　d．Not　et　ell　：　9．4　1　23．A　：　26．：　：　a4．U　1　33．e　：　2A．3　：　32．9　：　34．4　：　：
　　　　　　1　　　　　　　　：　8．Othor　　　　　　　　　：　　一　　1　　一　：　　一　：　　　　：　　一　：　　一　1　　9．：　1　　9．3：　　　　：

　　　　　　1　1　9，D．K　：　e．5　：　e．8　1　Ll　：　L7　　：　e．8　：　L2　1　5．9　：　5．9　：　：
卿＿鱒，一一う＿＿＿噛＿＿一一＿＿＿＿＿一る一一一一噂一一一一一一囎一〇一一・昂一一一鴨一〇一尋一一一一一一一＋一一一一一一一＋一一一一一一一＋一一一一一一一↓一一一一一一一→一一一一一一一尋一一一一鯛一一◇，雪一一一一一尋一一一●一一一尋一

9　：　Extent　ot　！　1．Uery　much　：　47．9　：　25．8　1　3e．3　：　13．9　1　3A．3　1　25．7　］　IS．8　：　19．1　：　：
2．3eg　：　worry：　1　2．Soneuhet　1　28．1　1　t6．5　1　28．3　：　2e．e　1　18．5　1　24．4　1　2A．a　：　24．5　：　：
133　：　Nucleer　：　3．Slightly　1　14．3　：　31．6　1　27．S　：　2e．2　1　23．3　1　24．3　1　34．4　：　33．2　：　1
　　　　　　1　power　：　4．Not　et　e｝1　1　7．6　1　23．6　1　t2．4　1　36．t　1　23．3　1　23．6　1　15．5　：　16．5　：　1
　　　　　　：　eccident　1　8．Other　1　　　－　　　i　一一　1　一　　1　1　一　　1　一　　1　U．1　；　’　　；　1
　　　　　　：　：　9．D．K　1　2．e　1　2．6　1　L2　：　LB　 ：　e．6　：　1．9　1　6．4　：　6．？　1　1
’一一’一一4一一’一一一一一’一”一一一””””一””一一’一””’一’一一”一一一一一一一一一＋’一”一’一”一＋一’一“’一’一＋”一一一一一十一”一”一十一一’一一一一一一”一一’一一‘’一一一一一’一””一一一4’

le　：　Household　：　1．Yes　1　1　g．7　：　6．3　1　1　26．l　l　41．8　：　5．6　：　S．3　：　1
7．S“e　：　expenses：　：　2．No　1　1　g9．g　l　91．6　1　1　67．8　1　57．g　：　93．7　1　94．e　；　：
135　：　Heelth　cure　l　S．Other　1　：　一　　1　一　　1　1　一　　1　一　　1　g．2　 ：　B．2　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　1　e．5　1　2．l　i　：　6．l　l　L　2　1　e．5　：　g．5　：　1
一學＿＿＿o尋。儒一一一一一卿，噂一鱒一一φ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一↓一一一一一一一→一一一一一一一↓一一一一一一一尋一一一一一〇一φ一一一一一一一尋一一一一一一一＋騨一一一一一一尋脚甲一一一一騨尋一一一一一一一尋一

le　：　Household　：　1．Yes　：　1　37．7　1　21．e　：　1　35．9　1　58．2　：　12．5　：　13．6　：　1－
T．8eb　：　expenses：　：　2．No　1　：　54．6　1　74．6　：　1　44．2　1　38，e　l　86．8　：　85．T　：　1
136　：　Motering　：　8．Other　1　：　一　　1　一　　：　i　一　　i　一　　1　e．2　：　e．2　：　：
　　　　　　：　costs　：　9．D．K　：　：　Z7　：　A．4　1　1　19．9　：　3．S　l　e．5　：　e．5　：　：
＿＿一〇q一 ｨ一一一一一一一一一一一一一一や脚”一一一噂一一一一一一一一一一一一一一一一一一や一一一一一一一†一一一一一一一＋一一一一一一一＋〇一⇔一一一一や一一一一一一哺→一一哺一一一一＋一一〇一一一〇や一一一一層層一〇一一一’一一一吻＋冒

le　：　Household　1　1．Yes　：　1　4e．2　：　t2．A　：　：　46．t　l　39．7　 i　lg．1　：　2e．1　：　：
7．eec　：　expenses：　：　2．No　1　i　56．A　l　84．S　l　：　5e．8　：　5S．5　1　81．2　：　79．3　：　：
13T　：　Hone　：　8．Other　：　1　一・　1　一　　：　1　一　　：　一一　：　e．2　：　“．2　：　：
　　　　　　：　epplience　1　9．D．K　i　：　3．5　1　2．8　：　1　3．1　：　L8　：　e．5　：　e．5　：　：
一＿一一一一◆＿一＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿一亭一噂顧＿＿一一一一一一一一一一一一一卿一一一一一尋。一一噂一一一→一一一一一一一＋一一一一一一一＋一一撃一一一一→一吻一一一一一＋一一輔一噂一一尋一一一一一噂。↓一一一一．一一一＋己。一一一一一尋一

IU　：　Household　：　S．Yes　1　1　19，I　I　8．2　：　1　29，l　l　38．4　1　15．3　：　17．T　：　：
7．8ed　：　expenses；　：　2．No　1　：　8e．4　1　9e．6　1　：　69．9　1　61．2　1　84．e　：　81．6　；　：
138　：　Food　：　8．Other　；　1　一　　：　一・　；　1　一　　1　一　　：　g．2　：　e．2　：　：
　　　　　　1　　　　　　　　　　1　9．D．κ　　　　　　　　　　　　：　　　　　；　　0．6　1　　1。2　1　　　　　1　　1．！　1　　9．4　1　　臼．5　1　　0．5　：　　　　　：
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1

国際比較

　　　　　　：　：　：　1992　：　1987　1　t987　：　1993　：　！98T　：　1988　：　lg88　1　t988　：　1989　1
0　No　　：　　　　Ito爾　　　　　　l　　　　CatoOory　　　　　　　　　　　：　1了qしY　：　FR自NCE：　　　FRG　：　Nし　　　　：　　　UK　　：　　　US自　：　JPN一自　：　JPN－B　：　JPN－C　：

　　　　　　：　1　：　1048　1　let3　1　lgee　：　ID83　：　le43　：　1563　1　n　1　B　1　C　：
－曽費薗冒冒冒8璽冒冒8・8霜冒冒－竃冒33■8冒嘘翼胃竃胃＝費ロ冒冒冒菖＝霧鴉冒8零3冨3耶3冨躍冨胃33338一口薯冨冨－88騨冨冨冒8亀亀8竃3魑冨冨冒胃8－－－冨雪」謹88t8零●－胃富8竃塞冨冨tt冒署竃冒＝冨竃冒－竃竃tt寵－旨置

1“　：　Household　：　1．Yes　：　：　32．8　：　12．3　：　：　19．8　：　27．4　：　IS．5　1　16．6　1　1
7．SBe　：　expenses：　：　2．No　；　：　51．8　：　ee．9　：　：　59．e　l　66．3　：　8？．8　1　B2．7　1　1
139　：　Beauty　cere　 l　8．Other　：　：　一　　1　一　　：　：　一　　：　一　　：　e．2　 1　e．2　1　l
　　　　　　l　：　9．D．K　：　：　　15．4　1　6．8　：　：　　2　L　3　1　6．3　：　e．5　1　g．5　：　1
－o一一一一◆一一一一一一一一一一一嚇一一↓一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一聯一一一↓一一一一一一一↓一卿一一一願．一↓一一一一一一顧↓一一鱒一一一噂◇一一一一一一一・し一一一一〇一一↓一一一一一噛噂◆脚一一一一一一↓一一一一一一一↓一

le　：　Household　：　1．Yes　1　：　49．6　1　35．2　1　：　57．2　：　58．6　1　3G．4　1　28．4　1　：
T．Ser　：　expenses：　：　2．No　：　：　45．6　1　61．3　：　：　39．1　：　3S．8　1　6g．9　i　7g．9　1　：
14e　：　Uecetion　1　e．Other　1　：　一　 ！　一一　1　1　一　 ：　一　 1　e．2　1　e．2　1　：
　　　　　　1　end　lei＄vre　：　9．D．K　：　：　4．8　1　3．5　：　1　3．6　：　2．6　1　e．5　1　e．5　：　：
一一一一一鳴◆一●鴨哺一一一一轄一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一胃一一十噂一一一一一一↓ロー一一一一一◆鱒一一一一一一十軸一噌一，一卿十r一一一一一一尋一r一一一一一十一一噸一一一一・し一一一一一一一↓一一一一一一一φo

le　1　”ousehold　：　1．Yes　1　；　46．4　1　19．2　1　：　52．5　：　5e．e　：　2T．8　1　26．5　：　1
1．8eg　：　expense＄：　：　2．No　1　：　52．e　l　T9．3　：　：　46．2　：　49．4　1　71．6　1　72．9　：　1
141　：　Clothes　：　8．Other　1　：　一　 ：　一　 1　：　一　 ：　一　 ：　e．2　：　e．2　：　：
　　　　　　：　　．　1　9．D．K　：　：　L　6　！　L　5　：　：　1．2　1　e．6　1　e．5　1　g．5　；　1
騨一一一一一 汕鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈?[一一←一一一一一一一一一嘱一一一一一一一一一一一騨一一十一一一一脚一一→一一吻一一一一◇一一一一一一一十嚇噸一一一一一十鴨一一一一一一十一一一一一一●←一卿一一一一一◇一一一一一一一や一一一一一一一→一

le　：　Household　：　1．Yes　1　：　2e．5　：　14．3　1　：　39．7　：　43．4　：　？．1　1　7．5　1　1
1．8eh　：　expenses；　：　2．No　1　1　75．3　！　g3．6　1　：　53．g　：　5A．1　：　92．2　1　91．8　1　：
142　1　Housing　：　8．Other　1　：　一　　：　一　　1　：　一　　1　一　　：　e．2　1　e．2　：　1
　　　　　　：　：　9．D．K　1　：　4．l　l　2．l　l　；　7．3　1　2．4　1　e．5　1　e．5　：　1
一一一一一一“一一一一一一一一一d一一一一一一一“一一一一一一一“一一一一一一一一一一一一一一”一d十F一一一一”一十一一一一一一一一十一一一t一．一一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一”一一一一一一一一“一一

1”　：　Household　；　1．Yes　1　：　IT．2　1　9．3　；　：　22．1　：　33．3　1　4．5　1　4．1　：　1
1．8ei　：　expenses：　：　2．No　：　：　61．6　1　？8．9　：　1　35．4　：　44．5　1　94．9　：　94．6　1　1
143　：　Expenses　ror：　8．Other　：　：　一　 ：　一　　1　1　一　 ：　一　 1　e．2　1　e．2　：　：
　　　　　　1　Ch”dren　：　9．D．K　：　：　21．2　：　11．8　：　：　42．5　：　22，1　：　e．5　1　e．5　1　1
一｝一一q一◆一一一一一一一一一一一軸一一与騨一一一一一一〇一麟一一一一一，一一隔一曽一〇一↓一一一一一一一→一椰一山一一一十一一一一●一一尋鴨一一一一一一る一一一一鱒一一rト価一一一一一一→r一噌’，甲q’卜一一一一一岬鴨↓軸一騨吻噂一一↓一

le　：　Household　：　1．Yes　：　：　19．T　：　t2．9　1　1　24．4，：　18．e　：　14．7　：　15．e　l　：
7．eej　l　expenses：　：　2．No’　：　：　6e．9　1　8e．e　：　1　53．5　1　5g．3　：　84．6　：　84．3　1　1
144　：　Smoklno　or　：　S．Other　：　：　一　　：　一　　i　1　一　　：　一　　：　e．2　1　e．2　：　1
　　　　　　：　drinklng　1　9．D．K　：　1　19．3　：　7．l　l　1　22．1　：　22．6　：　e．5　1　e．5　：　1
一噂一一〇一φ一一，o曙一一噂一一一鯖一一◆一鱒一一一一・●一一一一一一曽馴一一一，一一一一一や喝一一嬬一一一◆o鱒需一卿一甲十一一騎●一一一→殉一哺一一一一→一一一一一一一十一一一一一一一十一一一働，一一十一一一一，噂一や一一一一鞠一囎◇一
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：　Respect
：　ror

：　encestors
：

：

1．nore　then
2．Less　then
3．About　the
8．Other
9．D．K

avereoe　；　36．5　：　29．e　1　9．1　：　40．9　：　41．9
everege　1　9．2　：　t6．5　：　t5．7　！　4．2　：　8．7
sene　1　49．5　：　49．8　1　64，7　1　44．5　1　45．T
　　　　　　　　　　：　一　：　LA　：　e．4　：　L7　：　e．3
　　　　　　　　　　：　4．8・　；　3．4　：　te．1　：　8．8　：　3．4
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一一一一●一◆一一一層一一一r一幽一噂曽一や一一〇一一一一卿胃一〇一一一“一霜一一｛一　一一，一一十一昂日。一一卿◆一卿一亀一一一十曹一一一一一一◇一一一一一一一→一甲一一r一一＋軸一一一一一一◇卿曽骨一層一一＋一一〇一の一一＋一一帰一一鞠葡→一

12　：　Adopt　：　t．Deslreble　1　59．3　1　63．9　：　39．5　1　14．4　1　34．3　：　52．3　1　t9．1　：　2e．3　：　16．3　：
4．le　：　e　child　：　2．Undes｝reble　：　14．6　1　21．1　：　2g．S　：　63．B　：　44．6　：　34．5　1　42．4　i　42．9　：　46．4　：
14T　：　：　3．lt　depends　1　22．t　1　g．6　：　2A，e　l　le．7　1　11．9　1　8．2　1　3e．5　：　26．1　1　2B．2　1
　　　　　　：　：　S．Other　：　“．t　：　2．7　：　1．e　：　5．D　：　5．S　：　1．8　；　e．2　：　e．2　；　B．1　：
　　　　　　；　：　9．D．K　：　3．9　：　2．8　：　6．7　：　6．9　：　3．4　：　3．l　i　7．8　：　le．6　：　9．B　：
一一一一一〇 揶鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼕寤鼈鼈齦揶鼈黶ｩ一一一騨甲一鴨一一一一一■喝一胃『一一一一，一一十一一一，一一日→一一一殉一一一やr一一一一一一†一一一一一骨一9陶鱒一一一，嚇十r一一一一一一や一一一辱一一一十一一一一一一一十一一鳴一一一一ゆ一

13　：　ldeel　：　e．None　1　C．2　：　一　 ：　4．2　1　t．8　1　1．3　：　g．8　1　一　 ：　一　 ：　14．8e　：　number　of　：　1．　1　一：　5．2　1　2．g　：　13．3　1　3．B　：　1．5　：　2．l　l　e．9　：　e．6　：　：
148　：　children　：　2．　2　：　55．6　1　45，T　：　Se．4　1　a9．7　1　6e．8　1　49．6　1　35．6　1　33．2　1　：
　　　　　　：　：　3．3　：2g．7　：　42．61　t　5．2124．2　1　t　8．6：　24．31　55．4：　55．4：　：
　　　　　　：　：　4．　4　：　3．9　1　5．2　：　2．2　：　e．3　：　9．6　1　13．2　1　3．6　：　46　：　：
　　　　　　：　：　5．　5　：　e．8　 ；　e．9　：　e．2　：　t．3　：　1．1　：　2．1　：　1．e　：　Ll　：　：
　　　　　　：　：　6．　nore　thens　1　e．3　：　g．2：　e．l　l　e．e　：　g．g：　2．31　e．1：　e．3：　：
　　　　　　：　’：　9．　Other，　D．K　：　5．3　：　2．6　：　4．4　1　1t．e　；　6．2　：　5．6　1　3．4　1　4．8　：　：
一一一一一一 ｨ一一一一一一畢噂一一一r一一φ一一｝一一一一一一，印願一一一一一一一一｝O一讐＋騨一一一一一一→一騨一員鱒一〇十一薗一r一一一・卜一一帽一一一一→曽一“一一一噸†一一一一一嘩一十一一一零一一一＋一一一一一一扁→一一一一一一一→一



刈
O
ω
1

国際比較

　　　　　　：　：　1　1992　1　1987　：　19B7　1　1993　：　19e7　1　1998　i　1988　1　19BS　1　19e9　：
O　閥。　　l　　　　ltem　　　　　　l　　　　Cetogorリ　　　　　　　　　　　　：　1T．nしY　；　FRRNCEI　　　F「ミG　l　列し　　　　：　　　UK　　：　　　US自　：　JPN－A　：　JPrl－B　：　JPN－C　l

　　　　　　：　：　：　IDne　1　le13　1　leDe　l　le83　1　lg43　1　1563　1　n　1　B　i　C　：

la　：　Heelth　：　：．Yes　i　n4．7　1　35．8　1　40．6　　1　qe．4　1　36，l　l　3A．6　1　21．9　1　22．5　：　1
2．ge　1　problems：　：　2．No　1　54．5　1　63．9　1　58．3　1　58．D　1　63，5　：　64．8　1　76．9　1　7T．e　：　：
149　1　Heedeches　：　8．Other　：　　一　1　一　　：　一　　1　：　一　　1　一　　：　1．l　i　e．5　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　e．9　1　O．3　1　1．1　：　1．T　1　e．a　l　O．6　1　一　 1　一　 ：　：
一一●一ロー4一一囎一一一一一一一一噂一一弓印一一一一一●鞠一一一一一一一一一一一唱一一一一一一4一一レー胸陶一一→一一一騨一一一尋一一一一一一一十一一一一一一一↓一一一一■一卿↓一＿一＿一噂騨4一一一r一一一尋一｝一一一一一↓一一一一一一一→一

14　！　Heelth　：　1．Yes　1　45．B　：　46．3　1　32．9　1　34．D　1　35．S　l　37．8　：　19．1　：　19．2　1　：
2．89b　l　　prob1●剛9！　　　1　　2．No　　　　　　　　　　　　　　　　　：　53．1　　1　　53．6　1　　65．8　1　64，5　　：　　64．0　1　　61．’T　1　　79．8　：　　S6．3　：　　　　　　　1

15e　1　Beckeches　：　8．Other　1　一　；　一　 1　一　 ：　1　一　 1　一一　1　1．1　1　e．5　1　1
　　　　　　：　：　9．D．K　1　1．D　 ：　e．l　l　1．3　1　Ls　 I　e．6　：　e．5　1　一　 ：　一　 1　1一一一一一一 ¥一一一一一一一曽一9一騨一一→・一一一一咀一一一，9一一一響一一一一一一一一一一刷←一一一一一一一十曽一鱒一一一哺唱レー噂一〇舶一一†一一一一一一一→・一一一一一一一．レ曜一層一一一一十一一一一一一一→一一一一，一鱒や噂一噛囎●●一一→一

14　1　Heelth　：　1．Yes　1　55．D　1　55．8　：　25．1　1　34．3　1　t9．7　1　3e．3　1　25．7　：　26．2　1　：
2．8ec　l　problems：　：　2．No　1　43．9　；　44．e　：　72．7　：　64．1　i　79．7　：　69．e　l　73．2　1　73．4　1　：
151　1　Nervousnes　：　8．Other　：　一　：　一　　：　一　　：　1　一　　1　一　　1　1．l　l　e．5．1　1
　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　9．D．K　　　　　　　　　　　　　　：　　1．1　　：　　9．2　：　　2．2　：　　1．7　　；　　巳．マ　：　　6．8　：　　　一　　：　　　一　　：　　　　　　：

＿一一一噂一φ一●P｝囎鱒一一一一一一一一一φ一一鱒一一一●一一一一情一脚一｝一鴨r一一一一一尋一一聯一口旬一→・一嫡一一庸■●一◆一一一一尊噂噌尋一一一一陶噂一國し一一一一単甲一4・一一一一一一一十騨一一●一一一rレ噸一一一一一一↓一一一一一一一ゆ一

14　1　Heelth　：　1．Yes　：　24．5　：　19．5　！　7．7　1　14．2　：　2e．9　1　2e．T　l　5．4　1　5．7　：　1
2．eed　：　problems：　：　2．Ne　：　73．9　1　8e．2　1　9e．6　：　83．8　：　7s．4　1　7s．2　1　93．4　：　93．8　：　：
152　：　Depre！sion　：　e．Other　：　一　1　一　 1　一　　1　1　一　 1　一　 1　1．：　1　g．5　1　l
　　　　　　l　：　9．D．K　1　L6　　：　g，3　：　1，7　1　Lg　　l　e．T　l　1，B　l　一　　1　一　　：　：
一一一一一一尋ロー一一一一一一一一一一一一φ一曹一一一，一一一一一一一一一r一一一一一一一噂→一一一一一一一r卜一一一一一一一→一一一一一一曽→一葡一●一一一4●一一一r一一↓一一一一一一一↓一一一一一一輯唱←〇一一一一一一十一鴨一一一一一↓一

14　：　Heelth　：　1．Yes　1　24．4　1　31．9　：　25．9　　1　25．B　1　t8．5　1　16．9　1　12A　 l　12．2　1　：
2，8Se　l　problo麟9：　　1　2。No　　　　　　　　　　　　　 l　74．2　　1　67，9　；　72．5　；　73．8　　1　89．」l　l　82。4　1　86．8　1　8’T．3　1　　　　　1

153　1　tnsemnTe　：　e．Other　1　一　：　一　 ：　一　　：　1　一　 1　一　 1　LI　I　e．5　1　：
　　　　　　1　：　9．D．K　：　 L3　 ：　e．2　1　L6　：　L2　 ：　Ll　l　e．7　：　一　 1　一　 ：　：
一一一一一一 ｨ一脚一鰯噛噂一一一一一一一一十一一q一一一一一一｝一一一一一一瞬一一一一一一一十一，一r騨一，◎一一r一一一一十一一一一一一一→一一一一一一一十一r騨一一一r唱←一一一一一一一く」一一一一一一一脅，一一一一一一脅一一一一一一一→0

15　：　Setlsrec一　：　1．Uery　setisfied　1　28．6　：　22．6　：　19．2　：　48．9　1　4e．2　1　46．1　1　13．6　1　15．A　：　1
2．　3g　：　ti　on　uith　：　2．Fe　irly　se　tisfi　ed　：　57．5　：　644　1　61．3　1　4D．4　1　47．2　1　41　．e　1　57．5　1　57．4　1　1
154　：　heelth　：　3．Feirly　dissetisried　1　9．8　1　11．4　：　IA．2　：　5．8　：　8，4　1　8．4　1　21，1　1　2e，1　：　：
　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　4．Uorり　di550ti5fiod　　　：　　3．6　　：　　　1．6　：　　2．6　：　　3．5　　：　　4．9　：　　4．3　：　　5．4　；　　5．2　：　　　　　　：

　　　　　　1　：　　8．Other　1　　　－　　　 1　一　　1　一　　 i　：　一　　1　一　　：　e．l　l　e．1　：　：
　　　　　　1　：　9．D．k　1　e．4　1　e．l　l　2．T　：　L　4　1　e．2　1　e．2　：　2．3　：　L　8　：　1
＿一一嚇●，●尋＿一口鱒＿一＿＿＿一＿＿一一←一〇一’一日一ロー一〇一一鰯鱒噂願一一一一一一一一・ひ一一r曽噂一噂十鱒一〇r鱒一一十一一一一一一一↓一一哺一一一一尋一一一一鱒一一↓一＿一一一一＿十一一一一一一一尋一一一一鱒，，φ一一q聯”一一4－

16　：　Living　：　1．Upper　1　t．9　：　1．8　：　e．9　：　lt．2　1　e．4　：　1．5　：　1．1　：　e．4　1　1
！，8　　 1　　clo33　　　　　 ：　2．Upp●r　隔iddlo　　　　　　：　12．3　　：　　tO。8　1　　15．9　1　32．5　　1　　7。2　；　　16．7　：　　19．9　：　　10．O　l　　　　　　l

155　：　：　3．Middle　：　7e．9　1　61．2　1　53．T　：　44．4　：　53．6　：　54．5　］　53．6　1　61．3　：　：
　　　　　　1　：　4．Louer　ts；ddle　：　te．9　1　t8．9　1　21．5　1　6．5　1　28．1　：　21．6　1　26．9　1　2e．2　：　l
　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　5．し。り●r　　　　　　　　　　　　l　3。9　　1　　6，3　：　　3．4　；　3．8　　1　　8。1　1　　5．2　1　　5．4　；　　4．4　1　　　　　　1

　　　　　　：　：　　8．Other　1　　　－　　　1　一　　1　・一　　：　！　一　　1　一　　1　一　　：　e．2　 1　1　　　　　　：　：　9．D．K　1　Le　1　Ll　：　4．6　：　L7　1　2．6　1　g．5　1　2．l　l　3．5　1　：
一一一一鴨一十の，一一卿層曽一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一b●一一一一一r一鱒→一一噂一一一儘十一一一一一騨一◆●・●一一零一骨十一一ロー一一一十一一曽一●騨一十一喝，一一一一十〇一一一一聯。十一一一一一一一◆一一一一一一一尋一

17P　　　l　　Choose　　　　　：　　1．noro　朗on●り　　　　　　　　　：　53．6　　1　　66．8　1　　43．9　：　45．9　　1　　66．8　：　　65．3　：　　69．6　：　　37．9　：　69．1　　：

T．St　：　money　or　：　2．More　free　time　1　39．9　：　25．g　：　4e．7　：　3？．3　1　27．2　1　3e．1　1　32．7　：　47．9　1　32．8　1
156　　　；　　fr●o　ti臨。　　　＝　　8。Othor　　　　　　　　　　　　　　l　　　一　　　：　　　　一　　1　　　　－　　1　　　　　　　：　　　　一　　1　　　　－　　1　　　！．5　：　　　2．5　：　　2．巳　　；

　　　　　　：　：　9．D．K　1　6．5　：　8．2　1　15．A　l　16．8　1　6．S　I　4．7　1　5．3　：　tl．8　1　5．2　：
一一〇一一一↓一一一一一一一卿，一一一一一←曾一一一一一一一一一｝一一一一一一一一一一一一一◇一●鞠隔一鱒噂司卜一一一一一一一→一一一一一一一rトー●噌一一一唱拳一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一‘一一一一一一層過r一一一一一一一毒一

IB　：　lr　hed　：　1，Continue　working　：　56．3　：　55，2　1　39，4　：　52．4　1　55．T　l　57．8　1　6a．1　1　6e．3　1　64．3　l
Ze　：　enough　：　2．Stop　workino　：　35．2　：　33．7　；　47．7　：　20．3　：　3n．1　1　3e．4　：　2A．1　1　27．3　1　25．4　：
157　　：　麟onGり，　　　　：　8．Othor　　　　　　　　　　　：　0．6　 1　　7．4　：　　4．3　：　23．9　 1　　6．3　：　　8．7　：　　1．5　：　　1．4　1　t．6　 ：

　　　　　　：　stiN　work　：　9．D．K　1　7．9　1　3．8　1　8．6　：　3．4　1　3．8　：　3．1　1　le．n　：　tl．e　l　B．7　1
一一〇一＿＿↓騨＿＿＿＿一一鴨一一一一一，6r弓一一一■薗一一〇一一r一一一一一一一吻騨一一脚↓一一一一一一一rトー一一一一一一φ，一〇一一一一↓一帰一一一一一十甲一一一一騨一φ一一一一一一一4一一一噛一一一尋一一一一一一一毒一一一一一一一4－

19　　　：　しifo　　　　　 1　1．しifo”ithout　work　　l　65．3　 ：　51，9　：　39．8　1　60．1　 ：　54．4　1　64．6　：　72．8　：　79．2　：　69．9　 ：

7。25　 1　りithout　　　　l　2．Uith　饒onoり　Ii「o　　　　l　29．5　 1　43．3　1　52．5　1　28．5　 ；　37．8　1　32．9　1　　19．8　1　21．2　1　22．6　 ：

15S　i　work　：　8．Other　：　　　一　1　一　　 1　一　　　1　1　一　　1　一　　 ：　1．e　 l　e．e　 ：　e．6　：
　　　　　　1　：　9．D．K　：　5．2　：　5．6　：　7．7　：　IL4　1　7．9　：　3．5　1　6．4　1　7．8　：　7．“　：



ざ
幽

1

国際比較

　　　　　　：　：　1　1992　！　t987　：　19BT　1　1993　1　19B7　1　1988　1　lg88　1　1988　：　19．89　1
0　No　：　rtem　：’　Cetegory　：　！TgLY　：　FRnNCEI　FRG　1　NL　：　uK　：　USn　1　JPN－n　：　．TPN－B　1　JPN－C　：
　　　　　　：　：　：　le4B　：　le13　1　lgDe　l　IOS3　1　le43　1　1563　：　n　1　B　：　C　：
竃■「胃胃胃冒冨雪8＝竃－竃冒＝星2＝＝實躍t竃＝竃竃冨8冒零冨實竃t霧冨＝＝冨－3冨＝＝＝8胃胃＝＝t竃電＝塁t鴛雷竃＝＝＝ヒ零，薯冒＝署霧■騙r累冒冨冨＝電胃＝塞瑠冒＝＝2冨冨＝＝＝＝＝霧零冒－uロ讐冒8■竃冒冒＝竃冒＝＝塁＝＝＝＝＝営霊駆塞署冒

2e　1　nost　：　1．Good　salely　1　2B．5　1　16．7　：　t2．9　1　Sl．6　：　16．5　1　2e．9　1　19．e　1　15．9　1　2D．7　：
7．24　1　importent　1　2．Sefe　job　1　35．9　：　4e，4　：　36．e　：　17．2　1　29．1　1　21．6　：　15．4　：　14．8　1　14．6　1
159　：　espect　or　：　3．Likabte　coworkers　1　9．9　：　6．6　1　2g．2　1　11．B　：　14．9　：　11．3　1　29．2　1　30．2　：　31．e　1
　　　　　　：　job　：　A．nccoraplishraent　：　32．1　：　35．g　l　23．2　1　56．3　：　37．g　：　43．6　：　29．4　1　3e．8　：　28．6　1

　　　　　　：　1　8．Other　：　D．1　1　一　　1　一　　1　：　一　　1　e．4　1　e．5　1　e．5　i　“．2　1
　　　　　　：　　　　　　　　　　；　9，D，1く　　　　　　　　　　　　1　1．5　 1　　1．3　：　　7．マ　1　3．9　 ：　　2．6　1　　2．1　：　　5．7　1　　7．8　：　4。9　 ：

一一一一一一“一一一一一一一一一一一一一’十一．一’一’．’一“一一’一’一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一．十一一一一一一一一一一一一一一一一十．．．一一一一一．一一一一一一一．一一一一一．一4．

21　1　Work　：　1．Yes　：　38．2　：　26．e　：　3g．2　：　26．6　1　31．9　1　4e．6　：　35．2　i　3A．6　：　：
2．81　1　conrlicts　：　2．No　1　32．9　：　3e．g　：　3T．6　1　34．7　：　31．e　l　36．1　：　58．4　！　58．8　1　：
】69　　：　”ith　　　　　　：　3．Not　in　paid　emploり一　：　27．7　　1　43。5　：　28．5　：　34．3　　：　36．3　：　22．4　1　　　一　　：　　　一　　：　　　　　：

　　　　　　：　privete　1”e：　e．Other　ment　：　一　：　一　 ：　一　　1　：　一　 ：　一　　：　e．8　1　e．7　1　：
　　　　　　1　：　9．D．K　：　L　2　1　e．5　；　3．T　：　4．3　：　e．8　1　g．8　：　5．6　1　5．9　：　：
一一一一一一尋一一一一一一一一一一一一曽一→・一一一哺噂。噂一一一r一一一騨一’一一一一魎．一一十一一一一一噸噂尋一r一一箪一一十一一一一一一一↓一一一一一一廟4・一一一一一一一十一一噂＿一■響脚4＿＿一〇一一＿尋＿＿⇔＿＿＿●↓＿噂＿＿噂一一4＿

22　：　ntVtudes　：　LGet　rich　：　9．1　：　8．l　l　2．8　：　3．9　1　7．3　1　6．l　l　13．8　1　6．4　：　13．9　1
2．a　1　towe　rds　！　2．”e　ke　e　na　me　1　lt．e　1　5．5　1　15．6　1　3．3　：　3．6　：　T．2　1　1．T　1　1．3　：　3．1　！
161　1　life　1　3．Sult　own　taste　：　35．4　：　36．9　1　32．4　1　43．B　：　38．g　1　33．2　1　37．3　：　47．5　1　43．1　1
　　　　　　：　：　4．No　werry；ng　：　13．3　：　29．3　！　21．5　1　21．1　：　42M　 ：　37．1　1　32M　 ：　28．8　：　26．5　1
　　　　　　：　：　5．Pure　X　ju　st　1；re　1　24．e　1　s．9　：　15．6　1　19．1　：　5．g　：　11．2　；　5．9　1　le．2　：　4．9　：
　　　　　　：　：　6．Serve　soc；ety　1　3．e　1　3R　：　2．1　：　1．7　1　1．7　：　2．S　l　2．9　：　2．3　：　3．1　l
　　　　　　l　：　8．Other　1　1．D　1　3．4　：　1．6　：　4．0　：　1．3　：　e．S　l　1．2　：　e．4　：　t．1　1
　　　　　　：　．　：　9．D．k　1　3．3　1　4．2　1　e．4　1　3．2　：　1．1　：　1．5　：　5．2　1　3．l　l　a．4　：
一一一一一噛尋一一一一一一一一一雫一一一一→・一一一一一騨r，●・一一一一一一一噂一一昂。一一一4・噌一一r一一一十〇一噂一一一一十一一一一一曙騨十一一一一一一一rトー葡。一一一一rし一一一一一一一十一一一一一一一→一一一一一零一→＿＿一一＿一鴨剛L＿

23　：　Ouelity　of　：　1．Very　sotisfied　：　12．t　1　23．9　1　21．8　1　n2．D　：　28．2　1　4e．e　1　36．2　1　29．5　：　1
2。3「　　l　　Ii「o　in　　　　　l　　2．Felr1り　9ati3「iod　　　　l　65。3　　1　　66．1　1　　65．9　1　49．3　　：　　57．9　1　　46．3　1　　43．4　1　　46．5　1　　　　　　：

162　　：　the　●rea　　　：　3．F8ir1り　di55●tisfiod　：　15．2　　1　t2．2　：　　9．7　1　5．4　　：　　8．9　：　　9．1　：　　15，4　：　　17．7　：　　　　　：

　　　　　　：　一here　：　4．Uerv　dissetistied　：　5．9　1　3．T　l　e．9　1　2．6　；　4．9　：　3．9　：　4．3　：　4．9　1　：
　　　　　　：　　リou　livo　　　 ：　　8．Othor　　　　　　　　　　　 l　　一　　 ；　　　一　 1　　　－　　1　　　　　　：　　　一　 ：　　　一　　1　　9．臼　：　　0．2　1　　　　　1

　　　　　　：　：　9．D．K　：　t．5　1　e．l　l　1．T　：　1．e　：　e．1　：　e．7　：　e．6　：　1．2　1　：
一一一一一一↓一一一一一噂一一一一一一一一尋・騨噌噂一一｝一一騨一一一一一一嫡一一一一一一一一↓囎一一一一一一↓一一一一一一一→q■一一一一一一dトー一一一一唱一十一一一⇔●一一→・一一一一一一一r卜一一一噂〇一一÷一一一一一一一唱卜一卿一一〇一一6＿

24，e　：　Serety　in　：　1．A　serious　probleta　1　28．1　1　29．5　1　2．8　：　8．3　：　14．e　：　8．6　1　2．4　1　2．5　1　：
5．SDe　：　neighbor一　：　2．a　problem　：　29．t　i　39．4　：　12．9　：　2e．9　：　26．2　：　16．2　1　6．3　1　e．T　1　：
163　：　hood　：　：　3．Not　e　serious　problm：　26．5　：　t5．2　1　38．3　：　42．4　：　42．1　1　44．8　1　3A．3　1　36．8　1　：
　　　　　　1　Burglary　1　4，Not　e　proble”　et　ell：　15．6　1　t5．2　1　42．2　1　26．4　：　15．9　1　29．6　1　53．6　1　48．5　1　：

　　　　　　1　1　　8．Other　：　　一　　 1　一　　：　一　　1　：　一　　：　一　　1　eA　 ；　e．3　：　：
　　　　　　1　：　9．D．K　：　B．7　：　e．7　：　3．8　：　・2Le　：　1．8　：　e．8　：　3．A　：　3．3　：　：
．一．．一一・ {一．一一一一一一一一一一一＋一一一一．．一一一一”一一一一一”．．一．一＋一一一．．．・ {一一“一一一＋一一一一“一＋一・一一一一一一＋．一一一一一一＋”一一．一．一＋一一一一一一一t一一一一一一一＋．一一一一一＋一

24，b　1　Personel　：　1．A　serious　preblem　l　le．e　：　43．5　1　1．4　1　3．9　1　7．e　l　4．7　1　2．7　1　2．8　：　：
5．8eb　l　setety　：　2．n　problern　1　19．t　：　3e．e　：　7．1　：　IL2　’：　14．e　：　8．2　i　6．3　1　8．3　1　：
164　：　1　3Jlot　e　3erious　problm：　31．2　：　le．3　1　31．3　：　34．2　：　43．5　1　3T．9　1　32M　：　34，3　：　1
　　　　　　：　：　4．Not　e　problem　1　3e．4　1　t5．e　1　5e．5　1　46．8　：　33．8　1　48．2　1　55．e　：　5e．7　：　：
　　　　　　：　l　s．other　：　　一　　 ：　一　 1　一　 ：　：　．一　 ：　一　 ：　e．l　l　e．3　：　：
　　　　　　：　：　g．D．K　1　L2　1　L2　1　9．7　：　4．e　：　L6　：　Le　：　3．9　：　3．6　：　：
一一〇一一一→一一一鱒一〇一一脚一一噂一一尋・一一鱒ロー一層一一一一一一一一一一一一一〇一一●十鴨一一一鱒一一rトー一一一一一輪十一一一一一一一r卜一一一一r噛一十一骨一一一一一曝一一一一一，一十一一一一一一一¶し一一一一一一一・し一一一一＿＿Orト＿

25　　　　：　　ldlo　gra5s－　1　　1．qnt　50nd5　hi禰　a”aり　　1　29．2　　：　　13．9　1　　！2．9　1　17．8　　1　　12．6　1　　11．6　1　　15．3　：　　15．6　：　　　　　　：

2．82　：　hopper　end　：　2．Ant　sheres　tood　：　66．2　1　78．8　：　77．8　：　T3．4　1　82．6　1　85．1　1　75．e　l　74．3　：　1
165　：　d；／igent　：　g．Oter　1　e．5　1　5．5　：　1．3　i　1．B　：　e．1　：　e．6　1　e．3　：　e．6　：　：
　　　　　　：　ent　：　9．D．K　：　4．1　：　．　L8　1　8．e　；　7．“　：　4．7　1　2．7　1　9．4　1　9．A　：　：
一一〇一一一 ｨ一一局一一一〇一一御脚一一一←一ロー一一一一一一層一一一一一一一層目一一一一噌十一一一一一●一十尊一鱒甲一一一†一一一一一一一†一一一一一一一◇噂一一一一一一†噂句一一一一一十一一一一一一一†一噂一騨一一一十一一一一一一一→一

26，e　：　The　mest　：　1．Answered　：　：　99．？　1　95．9　1　：　99．5　1　1　92．3　：　92．T　l　：
2．7　1　inportent　：　9．D．K　：　1　e．3　1　4．1　：　：　e．5　：　1　7．7　：　7．3　：　1

166　1　　thing　1　1　1　1　1　1　1　1　i　1　：一一一一〇一尋一一一一一一一一一一●一一一尋・一一一一一一一一一一一一一一一一一儘■一一一一一◆一一一一一一一↓一一一一一一一尋一一一韓一一曜十喝昂一一一一一十一一鱒一一一一十一一一一哺一一φ一一一鱒一騨曽40一一〇一一一↓一一一一の一一尋一

26，b　：　Other　：　1．nnswered　：　：　96．5　1　e9．4　：　：　97．e　：　1　71．2　：　7e．6　：　：
2．7b　 l　　i禰portgnt　　；　 9．D．K　　　　　　　　　　　　 ：　　　　　：　　3．5　！　　19．6　：　　　　　：　　3．O　l　　　　　l　28．8　：　29．4　1　　　　　：

167　：　thinos　：　1　：　：　：　：　1　：　1　：　：



刈
81

国際比較

　　　　　　：　：　1　1992　1　198T　i　19B7　1　1993　1　1987　1　19e8　：　tge8　：　19B8　1　19e9　：
O　No　：　ttem　1　Cetegory　：　IT　ALY　1　FRnNCEI　FRG　1　NL　1　UK　1　USR　：　JPN－A　！　JPH　一B　1　JPH－C　1
　　　　　　：　1　1　1D48　1　le13　1　leDe　l　ID83　1　le43　1　t563　：　n　1　B　：　C　：

ilg…1騨1：0：ii；「“．t鵬tanta…i：1：…1；iil；iii；iii；i§；iii；iil；ii　i

　　　　　：　end　1　　4　：　Le　：　L6　1　4．6　1　2．1　：　Ll　l　e．9　：　2．6　：　3．3　i　1
　　　　　：　ch；ldren　1　5．　1　LB　：　A．l　l　5．4　i　4．5　：　2．2　：　2．e　：　A．4　：　3．9　1　1
　　　　　：　：　6．　1　5．4　：　S．6　1　14．8　：　9．e　：　4．5　：　3．9　：　7．5　：　8．1　1　：
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l　　7．Uorり　imPort8nt　　　　　　：　90．4　　1　　80．1　1　　66．9　：　89。1　　1　　88．9　　　　91。6　：　　82　6　：　　82．1　：　　　　　　1

　　　　　：　：　　8．Other　1　　一　　 ：　一　 1　一　 1　1　一　 ：　一　　1　e．2　：　e．3　1　1
　　　　　：　：　9．D．K　：　e．4　：　2．2　1　4．6　i　L　6　 1　1．6　1　e．6　1　L　5　：　e．4　：　1

27
5．8tc
17e

一曹一一卿一 ¥一一一一一一一一一一一一一一つ・一一●一一一一噛■一一一一一一一響’一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一→一一一一一一一十一一一冒一一鴨層｝一一一一一一一→■〇一一一一一→一一一一一願一周し一一一騨一一一◆尋，一一一一一◇一

27　1　lmportence：　1　1．Not　importent　et　ell：　5．4　1　4．7　1　8．5　1　6．D　：　i6．5　：　le．A　：　1．4　：　2．e　l　1
5．Slb　l　Cereer　；　2．　：　3．3　1　1．8　：　7．3　1　3．4　1　2．9　1　2．3　：　e．9　：　L9　1　：
169　1　end　work　：　3，　1　5．e　：　1．8　1　le．T　l　5．2　：　4．1　：　6．e　l　1．3　：　2．3　：　：
　　　　　1　：　4．　I　le．4　：　4．7　：　2e．a　l　15．1　：　14．2　：　11．5　：　8．4　：　9．e　：　：
　　　　　1　：　5．　：　2Ll’　：　15．2　：　22．3　1　22．9　：　15．l　i　18．1　：　12．3　：　12．3　1　：
　　　　　1　：　6．　：　22．9　：　26．7　：　17．l　l　22．B　：　t5．5　：　17．4　：　17．6　1　t　7．6　1　：
　　　　　；　：　ZUery　ire　portent　：　3e．e　：　43．5　1　12．e　：　16．1　1　26．4　1　29．8　：　5a　：6　：　52．6　：　：
　　　　　：　：　　S．Other　．　：　　一　　 ：　一一　 1　一　 ：　1　一　 1　一　 ：　e．5　：　e．1　：　：
　　　　　l　　　　　　　　　　l　9．D．K　　　　　　　　　　　　　：　1．日　　；　　1．6　1　　2．1　1　8．5　　1　　5．4　1　　4。7　1　　3．1　：　　2．3　：　　　　　；
＿＿＿一＿騨↓一一一一一一一一一一一一一一←一一一一騨一一一一一一一一一一〇一一一一■’一陣句rし一一一一一一一→・一儒一一囎一一十辱一一’噂一一尋一一一一一一一4・卿一一一一一噂→哺一一一一〇一→L一一一一一一一4一一一一一一一◆一噂一葡一一一る一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ell：　2．1　：　L5　1　e．3　1　D．6　：　3．4　1　L9　1　e．6　：　e．9　：　1
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国際比鰻

　　　　　：　：　1　1992　：　198T　：　1987　：　1993　：　1987　：　1988　：　1988　：　lge8　：　19e9　：
O　No　　：　　　　lte悶　　　　　　l　　　　Categorり　　　　　　　　　　　1　1TρしY　l　FRANCE：　　　FRG　：　Nし　　　　：　　　UK　　：　　　US臼　l　JP「｛一A　：　JPN－B　l　JP「｛一C　：

　　　　　：　：　；　t“A8　1　le13　1　leD“　：　le83　：　le43　：　1563　1　n　：　B　：　C　i
27　：　lnportence：　：　1．Not　important　et　ell：　le．1　1　25．8　1　15．6　：　33．e　：　2e．4　：　5．7　1　12．4　1　la．2　1　：
5．81r　：　Relio；on　：　2．　：　6．5　：　tl．8　1　13．8　：　lt．4　：　12．8　：　4．2　1　8．7　1　9．1　1　：
173　：　end　：　3．　：　e．2　1　12．2　1　15．3　：　9’．8　：　15．e　：　5．3　：　13．1　1　12．e　：　：
　　　　　：　church　：　4．　I　ll．1　：　t4．T　l　16．6　：　lt．7　：　15．5　：　8．8　1　24．5　1　24．4　1　：
　　　　　1　：　5．　：　：B．3　：　t2．2　：　16．4　：　9．e　：　11．e　l　13．5　1　15．9　：　IA．9　：　：
　　　　　：　：　6．　：　19．5　1　11．1　：　11．9　：　e．9　：　te．5　：　15．g　l　7．g　l　8．7　：　：
　　　　　：　：　7．Uery　inportent　1　25．B　1　11，9　：　9．4　：　14．B　：　13．8　：　47．2　1　13．8　；　13．1　：　：
　　　　　：　　　　　　　　　　　：　 8．Othor　　　　　　　　　　　　：　　一　　 ：　　　一　　：　　　一　 ：　　　　　　：　　　一　 ：　　　一　　：　　9．2　：　　9．2　：　　　　　　：

　　　　　：　：　9．D．K　1　D．6　1　e．2　：　Le　：　L4　1　e．2　：　e．3　1　3．6　：　3．A　：　：
一一一一疇一→一一一一葡一一一一一一一一一←頓一一一一輔一一一一一一一“一一一噛一一一一一輔→一一一一甲一一十一一一一一一一十一一一一一一一→一一一一一一一十一r一｝一一騨◆，の鴫一一一一十一一一．一一一噂→一，一一一一一十一一一一一一一十一

27　1　1reportence：　：　1．Not　lnportant　at　al’ 狽戟@25．t　：　36．2　：　9．8　：　14．8　；　24．2　：　11．5　i　2．8　1　2．3　1　：
5．Slg　1　Pol；　ti　cs　1　2．　：　14．D　1　14．7　：　11．1　：　le．4　：　13．6　：　S．e　：　5．3　1　4．3　：　：
174　　1　　　　　　　　　　1　3，　　　　　　　　　　　　　　　1　14．3　　1　　13．5　1　！7．0　：　16．8　　：　　t6．9　：　　12．2　1　　8．9　：　　1日．1　1　　　　　1

　　　　　1　1　4．　1　17．1　：　12．a　：　21．3　：　24．t　：　t　9．3　：　21．g　l　24．5　1　26．5　：　1
　　　　　：　1　5．　：　12．3　1　11．7　：　21．2　：　16．8　：　13．9　：　21．2　；　2e．9　：　21．g　i　：
　　　　　1　：　6．　1　9．4　：　6．3　：　12．9　：　9．6　1　5．8　：　12．3　：　15．e　；　IA．n　：　：
　　　　　：　　　　　　　　　　　：　7．U●rり　i鵬portent　　　　　：　6．1　　：　　5．9　：　　5．9　：　5．6　　：　　6．9　：　　12．2　：　　18．2　：　　i7．7　：　　　　　　：

　　　　　：　：　 8．Other　：　　一　　 1　一　　：　一　 ；　；　一　 1　一　　：　e．1　1　e．3　1　：
　　　　　1　：　9．D．K　1　L　7　：　e．4　1　e．6　1　L　8　：　e．4　：　e．7　1　4．4　1　3．3　：　：
一一一一一一◆一一一一一一一一●曽藺一一一◆一一一一一一一句一一一一一一一一一一一鱒一一輔陶◆一一一●一〇，十瞬一陶r尊一一尋騨。煽一一一一る一一一一一一一↓一一願一一一一↓一一一一一一一◎一一噌一一r－4一一一一一一岬↓翰噌一躰一一一尋一

2e　　　　l　S・tigtact；on　；　　1．Co禰plot●rり　3ati5「iod：　38。1　　：　　40．7　：　　33．2　：　48．3　　：　　59．1　：　　42．8　：　　43．5　：　　45．3　：　　　　　　　：

2．3c　1　uith　rem；ly　：　2．Soneuhet　satisried　1　5e．5　：　26．9　1　51．2　：　39．3　：　39．2　！　38．3　1　38．T　1　38．8　：　：
175　1　Iire　：　3．Ne　lt　her　setisried　1　e．2　：　16．6　：　12．7　：　4．8　：　6．1　：　11．2　1　le．4　1　11．2　：　：
　　　　　：　　　　　　　　　　　　：　　4．So煽euhat　di558ti5「id：　　2．1　　1　　　7．5　：　　　2．9　：　　2．1　　：　　　2．4　：　　　6．9　：　　　4．6　：　　　3．6　1　　　　　　：

　　　　　；　　　　　　　　　　　1　5．Co殖p1●torリ　di998tisfl　9．7　　1　　7。2　1　　0．3　；　9．9　　1　　9．9　1　　1．2　1　　！。2　1　　0。5　1　　　　　　1

　　　　　：　：　8．Other　：　　一　　：　一　　1　一　　：　：　一　　：　e．l　l　g．l　l　一　　：　：
　　　　　：　　　　　　　　　　：　9．D．k　　　　　　　　　　　　l　6．5　 ：　　1．1　：　　2。7　：　4．5　　：　　1．2　｝　　6．5　1　　1．4　：　　臼．5　：　　　　　1

一一一一，一 ﾓ一一〇一G一一一一一一■履“一一←一一騨一一辱一一一一一一一一一贈一“曽噛一一一輔つ一一一一一一一や一一一一輪一一．←一一尊q一一一÷一一一一一噂一→・一一一一一一一つ・噂一一一一一卿ウ噂臼一，一一一r←一一一一一嚇囎◆一一一一一一一→一

2g　　　　：　S5ti5factlon　：　　1．Conp1●torり　5at15flod：　16。6　　1　　21．0　1　　17．2　：　34．4　　：　　31．1　：　　31．2　：　　32．8　：　　32．2　：　　　　　　：

2．82　：　ufth　l”e　：　2．Sonewhat　set｝sfied　：　55．4　1　3e．8　1　59．3　：　52．5　1　54．5　：　4S．6　：　41．d　l　a4．9　：　：
176　：　：　3．Neither　setisried　1　18．4　1　31．5　1　t6．5　1　6，8　：　？．5　：　12，3　1　13．2　1　12，6　：　：
　　　　　：　　　　　　　　　　　　　：　　4．So鵬●what　dis3eti5fidl　　6．9　　1　　19．3　1　　　4．3　：　　4．1　　：　　　4．7　：　　　6，7　：　　　9．6　：　　　8．2　1　　　　　　　：

　　　　　1　　　　　　　　　　　：　　5。Co鵬plot●rり　di598ti5「1　2．4　　1　　5．8　1　　0。8　：　　1，9　．：　　1．8　1　　9．8　：　　2．7　1　　2．！　：　　　　　　：

　　　　　1　　　　　　　　　　　：　8．Oth●r　　　　　　　　　　　　l　　－　　　1　　　－　　1　　　－　　1　　　　　；　　　一　　；　　e．1　1　　　骨　　1　　　一　　；　　　　　　1

　　　　　：　　　　　　　　　　；　9。D。κ　　　　　　　　　　　　 ；　9，3　 ：　　9．6　：　　1．9　1．　！。1　　1　　臼．5’：　　臼．4　：　　9．3　：　　9．1　：　　　　　：
一一一一一一う一〇鴫一一一一一一一一一脚一←一一一9一一一一一一一一〇一一r●鴨駒一曽一一一一十一一一一一一一↓一〇●驕亀9一噌一う■●一．一一騨一帰→一一一卿●9一一十一r一一一●一や一一鱒一一一一十一一一一一一一う■’一輌¶響一一一る一一騨一一一一r←一

3e　：　Success：　：　1．R　bil　ity　8　errort　1　48．4　：　63．1　1　57．1　：　e6．e　：　56．1　1　69．9　：　52．T　：　51．9　：　：
’T．19　：　Ab”ity　or　：　2．　Luck　end　che　nce　；　36．7　：　21．e　：　28．2　：　16．3　1　32．1　；　23．2　1　35．2　1　35．8　：　1
177　：　　Luck　：　3．Both　1　　　一　　　：　　　一　　　：　　　一　1　33．e　　l　　　一　　　：　　　一　　　：　・一　：　　　一　　　1　：
　　　　　；　　　　　　　　　　1　8．Oth●r　　　　　　　　　　　l　4．8　 1　12。7　1　　マ．B　l　l。1　　1　　8．4　1　　4，8　1　　3．6　1　　3。3　1　　　　　1

　　　　　：　：　9．D．K　！　le．1　：　2．6　：　7．7　：　3．6　：　3．4　：　2．2　1　8．5　：　8．9　：　：
一■●一一一・●↓一一．噂■匿馴騨暉一一一一一一一φ一一一一一一一一一一一，一の一一一一蘭一一一一一十一一一一聯一一→・一一一一一一一φ鱒一願騨一鱒一◆隔一一一一胃騨尋囎一一一一藺一→・一一騨一隔一一尋一一ロー齢一一4一”一〇一輯一→藺一一一一一噂る嚇

3t　：　At　ti　tude　：　1．Ene　ble　them　to　t；ve　1　63．7　：　49，9　1　57．5　1　46．3　1　．5　9．4　1　46．5　1　53．e　：　52．9　：　：
4．Sl　：　towerds　：　2．Teke　euey　responsi一一　：　23．9　：　35．t　：　25．9　：　14．t　1　29．1　：　42．A　：　26．9　：　25．8　：　：

2t4　1　governentel　：　3．Both　1　一　1　一　1　一　：　29．5　：　一　：　一　：　一　i　一　1　：
　　　　　1　●ggist●nco　　：　8．Oth●r　　　　　　　bilitり1　1．1　　1　　8。9　1　　2．1　1　3．3　　1　　8．1　1　　7．4　1　　1。9　1　　2．9　1　　　　　；

　　　　　：　：　9．D．K　：　11．3　1　6．1　：　IA．5　：　6．7　：　3．3　；　3．7　1　18．l　l　IS．5　1　：
r幽＿躰嚇一（卜噛一一一葡一層一一一騨一一一→・囎一聯願一●一一〇一卿一一r●一需一一一一一一一一→一一単一一r－4・一曽一〇一一一・←一一一一ロー駒rし一一一一鴨r匿一r卜一一一一一一”◆噌一一●一一一十一一一轄一●一r←一一一一一一一尋一一輪一r一一φ一

32　　　1　Sci●nc●　8nd　l　　1，自gr●●　　　　　　　　　　　1　60．日　 1　60、6　：　68．6　1　68，5　 1　69．8　1　69．0　；　44。6　1　d4．4　1　44．日　 1

7．1　：　loss　ef　：　2．D；segree　：　22．2　1　29．e　：　14．5　：　17．5　：　2g．2　：　24．2　1　9．9　1　11．9　：　14．3　：
2！5　　 ：　hu帆an　　　　　 ：　　3．Undocid●d　　　　　　　　　：　13．4　　1　　7．9　：　　t3．2　：　！0．8　　：　　6．6　：　　5，6　：　39．3　1　　37．8　1　37，2　　：

　　　　　：　feeling　：　8．Other　：　　一　　1　一　：　一　　1　1　一　：　”．l　l　g，e　l　一　1　一　　；
　　　　　：　：　9．D．K　1　4．4　：　3．4　：　3．7　：　3．2　1　3．4　1　：．l　l　6．1　1　5．9　：　4．6　：



ざ
刈

国際比較

　　　　　　：　；　1　1992　；　1987　：　t987　1　1993　1　19e7　1　1998　：　1988　1　1988　：　1988　：
O　rlo　：　Etem　1　Category　1　ITALY　：　FRANCEI　FRG　1　HL　：　UK　i　USA　1　JPN一一A　1　JPN－B　：　JPN－C　：
　　　　　　：　：　：　10A8　：　let3　1　leDe　l　ln83　：　le43　1　1563　：　2265　1　lel’T　：　：53T　1

33　：　Teeching　1　1．Agree　：　24．3　1　40．S　1　26，2　1　15．4　1　21．1　：　16．6　：　47．8　：　61．“　：　a8．e　：
4．5．　1　children　1　2．D；sagree　：　65．8　1　53．e　1　55．6　1　72．“　1　73．8　：　78．A　i　le．7　1　12．9　：　22．1　：
2t6　：　money　is　：　3．Undeclded　：　8．t　1　2．9　1　15．l　i　9．1　1　3．7　：　4．1　：　3e．T　l　23．e　：　27．7　：
　　　　　　：　inportent　：’　8，0ther　：　一　’1　2．2　：　O．3　1　1　e．6　：　e，3　1　e．l　l　B．2　：　e．t　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　1．7　：　1．1　：　2．8　1　3．4　：　e．a　l　e．6　1　2．T　I　2．9　：　2．1　：
，一一一●騨◆一一一一囎噛一槽尊〇一一一一4・一〇一一一一■’聯一一一一一一一陶一一一ロー一鴨輔r卜一一一唱一一一尋一一一一鵯り■輔十一一一一一一一↓一一一一一一一→⇔o一一一一一r卜一一一一一●一一，卜一一一一一一一↓一一騨一一一一6一＿＿＿，一＿ゐ＿

34　：　Leeve　it　up　：　1，Rgree　：　5e．1　1　3T．9　：　T．T　l　8．3　1　13，B　l　7．a　：　13，1　1　12．0　：　12．9　：
S．lb　：　to　：　2．Dlsegree　1　34．7　：　42．1　1　73．4　1　83．1　1　8e．2　：　ee．2　1　61．6　：　63．e　 ：　62．2　：
217　：　politleel　：　3．Undecided　1　9．5　：　12．1　1　16．2　：　5．7　1　5．3　：　3．e　l　19．e　l　18．T　：　2e．“　：
　　　　　　：　leeders　1　8．Other　：　一　：　一　　1　一　　1　：　一　 ：　e．3　1　a．l　l　G．2　：　e．a　1
　　　　　　：　：　9．B．K　：　5．6　1　7．9　i　2．7　1　2．9　i　1．4　1　1．2　：　6．2　1　6．t　：　4．5　：
一一一一一一↓一一一一一r一一一一一一一一←一一鱒一一一一嚇一一一一一一一一一一一騨一一r一尋一一一”〇一の十一一一一一一一尋一一一脚一一一↓轄噂一一一一一4一一一一一〇●尋一一一一一一一尋一一一一一一一尋一一｝噌一一一尋一一一一＿＿一→＿

35　：　Custem　：　1．Go　eheed　：　6t．e　：　75．2　1　52，7　1　65．5　1　69．1　：　69．9　：　19．2　：　18．2　：　2t．9　：
2。1　　：　v3．　　　　　　　：　2。Follo”　cu5to隔　　　　　 ：　18．5　　：　　14．6　1　　16．9　：　！8．2　　：　29．6　1　　19．4　1　　25．7　：　　26．2　：　22．7　　：

218　：　co　nseienoe　：　3．Und　ec；ded　：　17．6　：　5．9　：　27．1　：　12．1　：　8．3　1　9．5　：　52．e　1　52．1　：　52．1　l
　　　　　　l　：　s．other　：　一　1　e．3　1　en　l　e．g　：　e．3　：　e，2　1　e．l　l　“．3　；　e．1　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　3．e　1　3．9　：　3．2　：　3．3　：　1．6　：　1．e　l　3．g　l　3　A　 ：　3．2　：
曹一，一一一尋一一一一一周一一一一一一一一◎P一一一一刷印一一一層●頓一一一一一一一一一一一一一一¶し。一願一一一輯↓一一噌一一一一φ一ロー一一一一司L鱒一一一一一一十一甲一一一一一十一一〇一＿｝一尋一一一一〇一一↓一輔rP一一一一る曹＿一一＿＿一口＿

36　：　neche　nize一　：　1．Rgree　：　62．1　：　69．e　1　2e．8　；　45．3　：　71．9　：　76．1　1　29．6　1　32．4　：　31．S　：
7．2　：　tion　end　：　2．D；segree　：　22．9　：　22．1　1　52．7　1　37．2　1　19．8　：　19．e　：　31．3　：　3g．2　：　32．e　：
219　　　：　　hu爵8n　　　　　　：　　3．Undocidod　　　　　　　　　　l　　9．9　　：　　　4．6　1　　19．1　：　　9．6　　：　　　5．6　1　　　3．5　：　　32．4　：　　30．9　：　31．6　　：

　　　　　　l　f●●1ing　　　　l　　8．Oth●r　　　　　　　　　　　　；　　一　　　1　　　－　　1　　　噂　　l　　　　　　l　　　－　　1　　0．1　1　　0．O　l　　　一　　：　9。t　　＝

　　　　　　：　1　9．D．K　：　5．1　1　4．2　1　7．4　：　7．8　：　2．T　：　1．3　：　6．6　1　6．6　：　4．6　：
一一一一一一尋一一一〇一一一一一一〇一一一←騨r・一帰一一一一■・一一一一一一一一一一一一一一一る一〇一一一一一尋一噌一一印一一r←一．噂●噂噂一一十一一一一一”曽→の一一一旛一一尋一弓噌一一一一↓一一一一一一一4一一帽一一一一◆噛＿＿＿＿＿一↓一

37　　　　1　　Ho動●　i9　　　　　1　　1．Yo9　　　　　　　　　　　　　　　1　73．6　　1　　65。4　1　　56．1　1　31．6　　；　　59．7　1　　44．8　；　　80。3　1　　78。5　＝　　　　　　：

4．3e　：　relexing　：　2．No　：　24．7　：　29．7　1　3T．5　1　65．5　1　48．e　：　54．4　：　t6．3　：　t8．2　：　：
220　　：　0180●　　　　　：　8．Oth●r　　　　　　　　　　　：　　一　　1　　3．3　1　　2．9　：　0．e　　l　　9．4　：　　臼．1　；　　6．6　：　　6．3　：　　　　　：
　　　　　　1　　　　　　　　　　：　9．D．κ　　　　　　　　　　　　 ：　1．7　 ：　　1．6　：　　4．4　：　2．1　　1　　日．9　；　　9．7　1　　2．8　1　　3．0　：　　　　　；

畠一一一，一↓一一一一一騨。■畠一一■●一一一，4・一・●鴨一一一一一一一囎一一一噂一一一一一鱒一一卿う一一一一一一一→・一一一’一一一尋一一一一蝉一一十一〇●卿一一一■し一●一一一一一◆一一一一一一一→一一一一一軍●一十口，一一一一一司トー一一一■，一一↓一

38　　　　：　　目8rri8σo　　　　：　　1。Por繭an●nt　　　　　　　　　　　；　24．8　　；　　25．9　：　　　9．9　1　24．2　　：　　43．1　：　　45．2　1　　35。4　：　　35．2　 ：　　　　　　　：

4．32　：　is　：　2．Broken　under　serious：　39．e　：　33，3　1　36，5　1　29．6　：　39．3　1　41．3　1　3T．T　：　38．5　：　：
221　：　pertaenent　：　3．Broken　by　egreenent　：　34．4　：　37．4　：　44．7　1　42．8　：　1616　：　t2．2　：　t9．5　：　19．e　：　：

　　　　　　：　：　　8．Other　：　　　一　　　 ：　一　　 1　一　　 ：　1　一　　 1　一　　 ：　g．7　 ：　e．6　：　：
　　　　　　1　：　9．D．K　1　t．7　：　3，5　1　8．9　1　3．4　1　1．e　：　1．3　：　6．8　：　6．T　：　；
一一一一一一φ一一一の一一一帥。一騨騨卿一尋・一一，一一一噌一一〇一一層■一曹一一甲r●一曹曽一騨・し”一一曜一●一十●一一一一一一4一一一一一一一十一一〇一唱一一↓一一一一一一一十一一一＿＿一r十一一嚇一一一一る一一一一一一一◆●●＿＿o噂一十＿

39　1　Hovsevork　：　1．Uonen’s　uork　：　15．t　：　A．4　：　12．4　1　7．1　1　t2．3　：　6．3　：　t3．6　：　14．’r　：　l
a．31　1　end　1　2．Sone　or　uork　：　35．5　：　25．4　1　35．e　l　31．7　：　34，1　：　33．1　：　53．T　l　61．e　：　：
222　：　child　cere　：　3．Men　end　uomen　：　4g．5　：　68．6　1　48．3　：　54．1　：　51．2　：　59．1　：　28．3　1　2e．9　：　1
　　　　　　：　：　S．Other　：　一一　：　Ll　l　2．9　：　3．7　：　1．9　：　一　 1　e．8　：　Le　：　：
　　　　　　1　　　　　　　　　　1　9．D．1く　　　　　　　　　　　　　1　竃，6　 1　　6．5　1　　1．4　1　3．4　　1　　0．5　1　　1，5　1　　3．5　1　　2．4　＝　　　　　：

一一一一一一 ｨ一一一一口鴨一哺一一一一一騨4・一騨oo一卿一一一一一〇一一一一一一一一一一幽一→鴨糟一一一願一尋一一一●嗣一一十一一一一一一一r卜一一一一一一御・←一昂一一r一一→＿曽＿＿＿＿＿十一一一一一一一↓一一卿一〇一r・r」＿一一一一＿＿4－

Ae　：　Rumor　：　1．Tell　the　truth　：　77．t　：　64．2　1　58．3　1　76．6　：　7A．9　1　9e．3　：　55．5　：　55．2　：　61．e　l
A．4　　　：　　●bout　　　　　　：　　2。D●nり　it　　　　　　　　　　　＝　13．3　　：　　21．4　：　　18．8　1　　6．2　　：　　8．3　t　　2．7　：　　24．6　1　　24．2　＝　29．4　　：

223　：　teecher　：　S．Other　：　e．2　1　8．1　1　4．8　：　7．8　：　11．6　1　3．8　：　3．S　l　4．6　：　3．3　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　9．4　：　6．3　：　tg．1　1　9．3　1　5．2　：　3．1　：　t6．2　：　t6M　：　15．3　：
一一冒一一一 ｨ一一一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一層一響¶●一一一一一一一一一一十一一一一一一一◆一噌一r一躰一十一一一一一一一◇一一一一一一一→一一一一一一一つ一一一一一噌一十一一一一層一一→一一一一一一一◎昂噂一一一一一ぐ一

41　　　　：　　90net8ctor　　：　　1．Go　ho助0　　　　　　　　　　　　1　74．8　　1　　62．6　：　　58．9　1　7D．l　　l　　62．4　：　　66．3　1　　45．7　：　　42．7　＝　44．4　　：

5．1　：　deeth－bed　：　2．nttend　the　meetino　：　16．4　：　22．8　1　22．2　1　13．9　：　27．4　1　24．4　：　37．7　1　4e．5　：　39．1　1

224　1　：　8．Other　：　1．3　1　7，2　：　4．6　：　B．5　1　4，T　l　5．e　l　1．3　1　1．5　：　1．6　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　7．4　：　7．4　：　15．2　！　7．5　：　5．5　：　4．A　：　15．4　1　IS．3　：　14．9　：
一｝一一一一日目局一一一一員卿鼎。●一一〇←一一一一一脚。一一一一一一一一一一一〇一一一一一尋一一一〇〇胸一十一一一曙一一一→噛一一一一一一今一一一一一一一十一一一一薗一一十一＿鞠＿幽＿一ゆ一噌馴一一一一↓一一一一一一一う一＿卿＿＿一一↓＿

42　：　Reel　rether　：　1，Go　home　：　79．4　：　65．6　：　61．5　：　69．3　：　73．5　i　64．A　1　45．4　：　47．2　：　47．6　1
5．tb　：　deeth－bed　：　2．Attend　the　meetino　：　13．2　：　2e．e　i　18．3　：　14．D　：　18．7　1　25．7　1　4e．6　1　39．e　：　3e．6　：

225　：　；　8．Other　：　L3　：　6．8　；　A．5　：　B．5　1　4．1　：　4．7　：　1．2　1　e．9　：　L2　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　6．1　1　7．5　1　15．7　：　8．1　：　3．6　1　5．2　1　12．8　1　t　2．g　：　12．6　：



ざ
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図r・禁晴雨

　　　　　　：　：　：　1992　：　1987　：　1987　：　1993　：　19e7　：　19B8　：　1988　1　t　988　：　1988　：
Q　No　　：　　　1tom　　　　　　l　　　C8tegor～’　　　　　　　　　　；　1τRしY　l　FRANCE：　　FRG　l　Nし　　　　：　　UK　　l　　USA　：　JPN。A　：　JP「｛一B　＝　JPr｛一C　：

　　　　　　：　：　：　1048　1　tg13　：　leDe　；　1083　：　le43　：　t563　：　2265　：　le17　：　1537　：

A3　1　nen　end　：　1．Follow　nature　1　66．7　！　22．e　：　36．e　：　2e．5　：　22．5　；　25．E　1　36．6　：　36．6　1　d2．7　：
2．5　：　neture　：　2．tteke　use　of　neture　：　24．2　：　66．e　：　46．6　：　64．4　1　67．1　：　66．2　i　Al．9　：　46．A　：　a3．7　：
226　：　：　3．Conquer　neture　1　4．8　：　6．4　：　6．7　：　1．e　：　4．5　：　4．5　：　5．3　：　6．g　l　5．3　：
　　　　　　1　：　8．Other　：　e．2　1　2．5　1　1．n　：　6．6　1　“．T　l　1，“　1　e．7　：　e．7　：　e．4　：
　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　9．D」〈　　　　　　　　　　　　　　1　　4．1　　：　　3．1　：　　8．5　：　6．7　　；　　5．2　：　　2．8　：　　9．5　：　　9．5　：　　7．9　　：

一孕一一＿＿↓o＿＿＿＿＿＿一＿胃＿一噂噂る一一一一一一一一噂一噂一一一一一一一一一一一一一→一一一一r一一↓曽一一一一一一る吻一噌一一一一→一一一一一一一尋一一一一一一一十一一一一一，一→■一一一〇一騨↓一一鱒一一一一る一一一一一一一6－

A4　1　lmprove　the　：　1．lndiv；duel一）Country　：　29，2　：　23．8　：　23，e　1　34．e　1　24．8　1　27．1　：　34，e　：　32．6　1　32．1　：
7．4　1　country　or　：　2．Country一＞lndividual　：　31．6　1　23．3　：　37．4　1　2e．6　：　31．6　1　28．3　：　22．4　：　22．1　1　23．7　：
227　1　make　peeple　：　3．Country＝lndividuel　：　33．3　1　46．8　：　28．4　：　32．D　1　37．7　：　36．7　：　36．e　1　37．5　：　37．7　：
　　　　　　：　　happリ　　　　　　：　　8．Other　　　　　　　　　　　　：　　9．4　　：　　　一　　：　　　一　　：　　　　　　1　　　－　　1　　2．3　；　　0．2　：　　　一　　：　　e．t　　：

　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　9，D．K　　　　　　　　　　　　　：　　5．5　　：　　6．1　：　　11．2　：　13．4　　：　　S．8　：　　5．6　：　　7．3　：　　マ．8　：　6．4　　：

一一一＿＿一尋一＿＿＿＿一，＿一＿＿一一一◎一一一一一一一一一璽一一一一一一，一一一一一一一◆一一甲一一一一尋一一一一一一，→軸r一一一一曽4一一一一一一一十一一一一一一一十一噛一一一一一↓一一一一一一一尋句一一一一一一4甲甲一一一一一↓噛

45　：　1reportent　：　1．Filial　piety　1　T8．6　：　52．n　l　55．e　：　66．5　：　63．4　：　69．a　l　7T．7　1　73．2　：　76．1　：
5．ID　：　thing　：　2．Repeyino　obligationsl　3e．2　：　38．2　：　15．e　：　ld．6　1　49．6　：　27．6　1　56．8　1　45．e　：　5e．a　1
22S　：　；　3．lnd　iv；duel　rights　1　46．9　；　4Z8　1　65．9　：　58．9　1　46．4　1　62．3　：　25．2　1　37　．7　：　23．e　：
一233　：　：　4．lndiv；duel　treedom　1　42．3　：　57．7　：　5T．4　：　55．3　：　36．1　：　33．1　1　32．8　：　36．6　：　36．4　：
　　　　　　：　：　5．Other　answer　1　e．3　：　e．3　：　1．8　：　L6　：　1．4　1　e．5　1　一　 i　一　 ：　一　1
　　　　　　：　：　9．D．K　1　e．6　：　2．1　：　2．3　：　D．9　：　1．4　1　一　 1　一　 1　一　 ：　t．8　：
一一一一一一→一一一一一一一一一〇〇一一一や一一，一一一一騨薗一一甲一一一曽一一一一一一一一十脚胃一一一一一◎一一一一一一一→一一一一一肩一◆噂尊嬬膚一一一脅一一一一〇一一◇“一一一一一一十r一藺囎一一一→一■一一一駒一十一一一一一一〇→薗

46　　　：　D●sirablo　　 ：　　1．Friend；り　　　　　　　　　　：　65．3　　：　　62．5　：　77．9　：　87．4　　：　　84．7　：　　78，6　：　61．5　：　62．9　：　62．3　　：

5．6h　：　person：　：　2．Efricient　1　26．4　：　3e．7　：　t2．6　1　4．B　：　te．9　：　t5．2　1　11．3　1　te．3　1　11．a　1
236　1　errlcient　：　8．Other　1　一　：　一　　：　一　　1　1　一　　1　2．l　l　4．3　1　d．a　l　6．1　1
　　　　　　：　ys．　friendly：　9．D．K　：　B．3　：　6．S　：　9．5　：　7．B　：　4．4　：　4．e　l　23．e　：　22．3　：　2D．2　：
＿一一＿一＿↓＿＿＿＿一＿＿＿一轄一＿尊一る一一一一一一一一一一，一一一一一一一一噂一一一一◇一尊r一一一一↓一一一一一幽一尋一一一r一一暉尋一r噌一一一一十一一一一一一一尋一一一一一一一↓一一一一輔r－4一一一句一一一尋一一一P一一〇4－

47　：　Consensus　：　1．Stress　oun　principle：　5e．5　：　29．A　1　28．3　1　4e．3　：　44．4　1　4T．6　1　2g．2　：　36．9　：　21．e　：
2．2b　：　vs．　：　2．Stress　consensus　：　44．8　：　65．7　：　62．4　1　51．3　：　52．1　1　47．1　：　68．3　：　52．9　：　69．3　：
23T　：　prlnoiple　：　8．Other　：　e．1　：　一　　：　一　　：　：　一　．1　1．4　：　1．3　：　2．5　：　1．2　：
　　　　　　：　：　g．D．K　：　4．7　：　4．8　：　9．3　：　8．4　1　3．5　：　3．g　：　le．3　：　7．8　：　B．5　：
＿一＿一一一r卜＿一一r＿一＿＿＿＿＿＿＿一←’一一一一〇一一一一一一一一噂一r一一一一一一一4・一一一一一一刷・4・一一一一一一一尋一一一一一一一尋噂鴨一一一一一一一一一一一〇囎↓一一〇一一一一↓一●一一躰一噛→一一一一一一一尋一一曙一〇一一ゆ一

a8　：　Emptoyment　：　1．Highest　grade　：　67．3　1　58．8　：　44．5　：　6e．6　1　72．6　：　65．9　1　6e．4　：　62．1　1　62．6　1
5．lcl　：　exemine一　：　2．Reletive　：　24．7　1　34．9　：　39．8　1　28．5　1　21．3　1　29．5　：　22．8　：　21．8　1　22．3　：
23S　：　t；on：　：　8．Other　：　O．6　：　1．2　：　2．1　：　3．2　：　2．e　l　1．7　1　1．e　：　1．4　1　1．2　：
　　　　　　：　Ro18tive　　　：　9．Djく　　　　　　　　　　　　：　7．4　 ；　　5．0　：　13．6　1　7．7　 ：　　4．1　：　　2．9　：　15．8　：　14．7　：　13．9　 ：

噛囎一一〇一 汕鼈鼈皷宙鼈鼈鼈鼈鼈齣ﾋ一葡一←一一一一，甲一一・一一開口一一一一一一卿一〇噂■●一◎一一一一一G■一◆一一一一一’一一司レー一一一一一一→一一一一脚一一．レー一一一一一一→一一一一一一一十一●一一一一■■■←一一一一一一一◎一■・尊一一讐●→一

49　　　　：　　E循ploり麟ont　　：　　1．Hlghe5t　gred●　　　　　　　1　62．9　　：　　59．2　1　　36．2　：．68．2　　：　　68，6　1　　64．9　：　　40．6　：　　43．4　：　41。1　　：

5．lc2　：　exemine一　：　2．Son　et　benefactor　：　27．6　：　43．2　：　46．9　：　19．4　：　23．9　i　3e，4　：　42．3　1　4e．2　1　43．4　：
239　　　：　　tioロ＝　gon　b「：　　8．Oth●r　　　　　　　　　　　　　　　：　　0．7　　1　　　1．9　：　　　3．4　：　　3．日　　：　　　2，1　：　　　1．5　：　　　1．2　1　　　1．4　：　　1．3　　1

　　　　　　：　benerector　：　9．D．K　1　e．9　：　5．5　：　13．5　：　9．3　1　5．5　1　3．3　1　15．9　1　15．e　：　14．2　：
一己一＿＿顧→＿一〇＿＿＿一＿一＿一一鴨一尋・一一一轄r■一一一甲。一一一一一一一r噛●．一一一一◆一一一一一●一→・一一〇一一一曽尋鱒一一一一一一十一一唱一一一口r卜一一一唱一辱一－←一一一一．■噛一↓一の月一一一一十一一一r一一一尋一一一・■一曹一る一

5e　：　Type　ot　：　1．Non－pe　ter　nelistic　1　45．e　1　3e．9　：　22，8　：　16．8　1　3g，9　1　44．9　：　9．e　：　1“，7　：　le．3　1
5．6　：　boss　：　2．Peter　nel；stic　：　48．2　：　64．1　1　6g．6　：　78．1　：　56．7　：　5：．4　：　Be．3　：　77．8　：　8e．2　：
240　　：　pr●forrod　　＝　8．Other　　　　　　　　　　　：　9．t　　：　　　一　 ：　　　一　 ：　9．4　 ：　　　一　 ：　　9．4　：　　日．1　：　　9．6　：　0．S　 ：

　・　：　1　9．D．K　：　6．7　：　5．e　；　’　S．6　：　4．7　1　3．5　：　3，3　：　te．6　：　le．9　：　9．e　：
＿一＿一＿＿↓一一一一一一一噛一一一一骨一◆昂一一一一一一一〇一一●・r曽一一一一一一一一一一尋ロー一一一一甲十一一●一一一一→一一一r一一一rトー一一卿一一．臨r卜一甲一一一一一◇一一一一〇一一↓膚一一一一一一る一一一■●一一一尋一一一一一一騨rし一

5t　：　nre　people　：　1．Try　to　be　helprul　：　2B．7　：　t9．2　1　42．8　：　31．9　：　52，9　1　53．6　：　31．2　：　29．4　：　32．e　：
2．12　：　helpful　：　2．Look　out　ror　then一　：　75．4　：　77．2　：　48．2　1　54．4　：　42．8　：　43，6　：　54．2　：　56．5　：　51，5　：

241　：　most　ot　：　S．Other　setves　：　一　：　2．2　：　2．2　：　6．8　：　2．3　；　Ll　：　1．5　：　1．1　：　2．e　：
　　　　　　：　the　t；me　：　9．D．K　：　3．9　：　t．4　：　6．g　：　6．g　：　2．e　：　1．7　：　13．2　；　13．e　：　14．5　：
一｝脚一一一 Eー一一一r一一昂骨●●一一一一◎一〇一一一一一一一一一一一一一一一〇輔一一鴨一噛◆一一一一一一一qレー一一一一●一剛レー一，一一伽一一◇一●一一●o－rレー一一剣一一一一十一r■謄騨一一一十一噂薗一一一一や一一●●■一一一司レー弓。一一一一十一

52　：　Are　most　：　1．Teke　ed　ve　ntege　：　61．t　：　57．7　1　29．9　：　A2．9　：　37．5　：　4e．4　：　32．3　：　28．1　：　33．8　：
2．12b　：　people　fe；r　：　2．Try　to　be　feir　：　3e．2　：　35．S　：　54．9　：　4B．t　1　57．8　：　56．e　：　52．e　：　56．e　：　52．e　：

242　：　・　：　8．Other　1　e．1　1　3．e　：　2，6　：　2．5　：　1．9　1　1．2　：　e．9　：　e．7　1　t．4　：
　　　　　；　：　9．D．K　：　8．7　1　3．6　：　12．6　1　6．5　1　2．e　：　2．4　1　14．e　l　15．1　：　12．1　：
＿一一●一一φ一一一騨卿一〇一一一”一一一←●一層，一一ロー一讐一一，一一〇一一一讐一一一一十一一〇一一一曽十一一〇輔。願一尋，一一一一一一十一一一ロー一噛◎一一一一一一一◇一一一一一噛一十一一一一一一一◇一一晒，一一〇φ一一一一一一噂↓一



刈
81

国際比較

　　　　　：　：　：　1992　1　1987　：　19B’T　1　1993　1　19e7　：　t　988　：　19B8　1　19e8　1　19e8　：
O　No　　l　　　　lt●m　　　　　 ；　　　Categorり　　　　　　　　　　 言　1．TAしY　l　FRANCEI　　　FRG　：　「｛し　　　　；　　UK　　：　　USA　l　JP四一∩　：　JP四一B　l　JPN－C　：

　　　　　：　：　：　le4e　：　let3　：　lgDe　l　ID83　1　le43　1　1563　1　2265　1　le17　1　t537　：

53　　　1　Rr●罰ost　　　：　1．C8n　be　trustod　　　　l　13．9　 1　22．8　1　37，8　1　47。5　 1　36．3　1　42。4　：　39，1　：　34．2　：　4臼．9　 ：

2．12c　：　peopte　1　2．Cennot　be　trusted　：　83．9　：　73．8　1　4r．e　1　44．4　：　6e．e　：　54．5　：　46．e　I　53．4　1　d6．D　：
243　　：　trugtuorthり　：　8．Othor　　　　　　　　　　 ：　　一　　：　　1．8　：　　4．6　：　3．8　 ：　　1．5　：　　1．3　：　　2．8　：　　1．8　：　2．3　 ：

　　　　　：　1　9．D．K　：　2．2　1　1．6　1　lg．6　1　4．3　1　2．1　：　1．8　1　12．：　1　le．6　1　1e．B　：
一一一＿哺一◆一一一一一‘一噂一一哺伽一一↓一一一一一一一●一一一嚇一一一一一一一一一一一一4・一一一輔一一一↓一一一一一一一rトー一一一一一一十一一一一一一一十一一一噂一一曜◇一一曙一一四一尋一一一一一一一→一一一一一一●◆一一一一一一一‘一

54　　　 ：　　しi「●：　　　　　　1　　1．Stronglり　8groo　　　　　：　　3．1　　：　　26．4　：　　　7．7　：　12．2　　：　　12．6　：　　12．7　：　　42．2　：　　46．6　：　　　　　　：

2，83　1　nost　peeple　：　2．Agree　to　some　extent：　18．B　1　46．2　1　39．6　1　48．4　1　61．9　：　62．7　1　d6，8　：　a3，1　：　1
244　1　ere　helpful　1　3，Disegree　to　some　ext：　55．e　：　22．5　1　35．3　1　25．2　1　16．e　：　2e．e　1　4．4　1　3．5　：　］
　　　　　：　1　4．Strongly　d；seoree　：　21．9　：　4．l　l　t4．l　l　12．9　1　2．9　：　A．e　i　1．2　1　e．5　：　1
　　　　　：　：　s．other　：　　一　　：　一　1　一　1　1　一　：　一　：　e．l　l　g．a　：　：
　　　　　1　1　9．D．K　：　L　2　：　e．8　1　3．3　1　L　3　：　e．7　：　e．6　：　5．3　：　5．9　：　：
＿＿陶＿＿＿φ＿一＿＿一〇一一一一需一一一↓一一一一一r一一一一一一一一一一一一一一一一一一尋一一一一一一一→一｝一一｝一一十一一一一一一一↓一一一一一一一尋一一一一〇卿一↓軸一噛。一一一十一一一一一一一尋一一騨，or－4騨一一一一噂一↓一

54　：　Life：　：　1．Strongly　egree　：　3．e　：　15．3　1　19．3　：　23．7　1　12．3　：　21．A　：　23．g　l　22．5　：　1
2．83b　：　Pert　of　：　2．Aoree　to　sone　extent：　22．7　：　32．6　1　4g．4　：　36．1　：　43．g　1　45．7　1　46．8　：　45．8　：　：
245　1　comnunity　：　3．Disegree　to　some　ext：　A8．6　：　28．8　：　22．7　：　22．3　：　2SM　 ：　23．2　1　t3．8　1　ld．S　l　：
　　　　　！　：　4．Strongly　disagree　：　24．e　：　18．9　1　6，5　：　15A　：　14．1　1　8．2　1　4．5　1　6．2　1　：
　　　　　：　：　s．other　：　　一　　 ：　一　 ：　一　 ：　：　一　 1　一　　：　e．3　：　e．5　：　：
　　　　　：　：　9．D．K　：　1．g　：　4．4　：　3．1　：　2．7　：　2A　；　1．5　1　le．7　：　le．1　：　1
＿一一一一〇・倦w。一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一十一一一一一一●rレー一一一一一一ゆ一一一一一一一ゆ一一一一向一一・卜一一噌。，一〇◆一一一一一騨雫「レ曽一一一一一の◆璽一一一一響層寺冒

54　　　：　しif●二　　　　　：　　1．Strong1り　■greo　　　　：　10．8　 ：　　9．5　1　乳！．1　：　24．4　 ：　25．6　：　20．9　：　　竃2．3　：　13．9　1　　　　　：

2．83c　：　People　：　2．Aoree　to　seme　extent：　27．9　：　15．9　：　28．e　l　3e．3　：　46．2　：　3a．2　1　31．1　1　27．4　：　1
246　：　live　：　3．Disegree　to　sone　ext：　31．2　1　27．8　1　34．6　1　21．e　1　19．9　1　28，9　：　28．3　1　29．6　i　：
　　　　　：　　tor　todeり　　　：　　4．Strongly　d…5agro●　　　：　2e。8　　：　　45．5　：　　24．4　：　23．0　　：　　7．7　：　　14．9　：　　18．4　：　　20．1　：　　　　　　：

　　　　　：　　　　　　　　　　1　8．Othor　　　　　　　　　　　：　　一　　 ：　　　一　 ；　　　一　　：　　　　　：　　　・」　：　　　一　 ：　　0．5　：　　9．2　：　　　　　：

　　　　　　：　：　9．D．K　：　1．3　1　L　3　：　1，9　1　t．4　1　e．6　1　1．l　l　9．a　l　8．8　；　：
一＿＿一一＿↓＿＿一＿＿＿o昂一舶一一一一←一曽一一一ロー一一一一一一一一一一一一騨一回一一十鱒帽●一晒一一◎一一一一一一一＋一一一翰騨一一→一一一一一卿一＋一r一一一四一＋一一軸一一一一＋一一一一一一一＋一一一鴨一一一る。一一一一一一◆一

54　　　：　　し己「o：　　　　　　：　　1．StronO1り　●groo　　　　　：　41。3　　；　　37。3　；　　31．1　：　5D．0　　1　　30．2　：　　40．8　：　　18．8　：　　29．6　1　25．2　　：

2．83d　：　Wey　or　：　2．Agree　to　some　extent：　35．2　；　39．5　1　41．3　：　29．5　：　45．3　1　35．e　：　31．9　1　3e．1　1　34．e　：
24T　；　eernlng　：　3．Disegree　to　some　ext：　12．9　：　11．7　1　t7．7　：　B．O　：　14，4　i　13．2　：　2e．8　：　2e．3　：　12．9　：
　　　　　　；　money　is　：　4．Stronoly　diseoree　：　Z9　：　8．2　：　5．g　：　9．8　：　6．5　1　9．3　：　tl．3　1　t2．A　1　7．7　：
　　　　　　：　　i穐portont　　 l　8．Oth●r　　　　　　　　　　　　l　　・一　　：　　　一　　1　　　－　　l　　　　　　l　　　－　　1　　　－　　l　　O．3‘1　　0．5　：　9．3　　1

　　　　　　：　th8【a爵ount　：　9．D．K　　　　　　　　　　　　：　2．7　 ：　　3．3　：　　4．1　：　2．7　 ：　　3．6　：　　1．7　：　17．0　：　16．2　1　19．8　 ：

o＿＿一＿＿◆尊＿一一一一一一燭一一辱一一←騨一一一一一一鱒一一一一一卿一一一一一一暉噂一一＋一一一一一一一・トー一一一一轄一↓蝉一一一一一一＋一一一一一一一毒一一一一一一一↓一一一一一一一φ一一一一一一一→脚一一一一一●る一一一一一一一◎一

54　　　1　　しi「●＝　　　　　　1　　1．Steong1り　egr●●　　　　　：　1日．2　　；　　15．2　1　　5．7　1　　8．4　　1　　9。2　；　　8．4　；　　9。8　；　　8．7　：　　　　　　1

2．83e　：　People　：　2．Agree　to　some　extent：　21．6　：　25．2　1　25．1　1’14．e　：　23．2　：　26．5　：　29．5　1　32．8　：　：
24e　1　feel　：　3．D；segree　to　some　ext：　3e．2　1　26．9　；　27．5　1　14．6　1　28．3　：　3e．8　1　3e．5　1　3e．3　］　1
　　　　　　：　lonety　：　A．Steo　ngly　disegree　1　35．8　：　32．1　：　38．4　1　61．3　：　38．2　1　33．3　1　t9．g　1　18．5　1　：

　　　　　　：　：　8．other　：　　一　　 ：　一　 1　一　 ：　：　一　 1　一　 1　e．5　1　e．6　：　1
　　　　　　：　：　9．D．K　：　2．2　1　e．7　1　3．3　：　L7　：　L2　1　Ll　l　9．S　l　9．1　：　：
一一．一．一＋．一．．．．．．．．；一”一＋一一一．．一”一”一b．．”一一．．一一一．．一．．一＋一．．一．一．一＋”一一一一一＋“一一．一一＋一一一一一一．＋一一．一一一一＋一．一一一一一一一＋一一一一一．一＋一一．．一一．＋一一一一一一一＋一

55　11叩，。．。．．，t：1．n　1。t　　　　　：52．5：33．4137．2121．6159．4：61．3：47．6：’47．8：　　；
7．36　 ：　0t ●》orりdaり　：　2．自　1itt，o　bit　　　　　　：　33．2　 1　52．1　1　48。3　：　63．1　 ：　39．6　：　33．7　：　39．2　：　39．7　：　　　　　：

249　1　lite　：　3．’mot　et　ell　：　7．6　1　lg．2　1　8．7　1　8．t　：　T．6　1　3．3　i　6．6　：　5．9　1　：
　　　　　　：　throu’gh　：　S．Other　：　一　：　一　　1　一　　！　1　一一　：　一　　1　g．l　l　e．1　1　：
　　　　　：　sclence　：　9．D．K　：　6．7　：　4．3　；　5．8　1　7．2　1　2．4　1　1．8　1　6．4　：　6．5　：　1
＿一一一一一 梭黶Z一ロー一一一一一一一一一◆・一一一一一一一一ロー一一一一一一一●一一一一一騨十一，一一一一一十一一一一一一騨r卜鱒一一一一一噛†一一一一一一一十一一一一一噂一r卜一一一一一一陶→脚一一一一一一→一一一一一一，◇禰一一一一一一ゆ一

56　　　　：　　Co爵p”t●r3　　　；　　：．Dosir8bIo　thing　　　　　＝　47．7　　1　　31．8　：　　1A，7　：　19．0　　：　　：5．9　；　　33．6　：　　36．5　1　　31．5　1　　　　　　　：

7．33　：　ohenge　：　2．1　neviteble　thi　ng　：　34．4　1　51．e　：　55．e　：　64．2　：　63．1　1　51．A　1　52．8　1　5e．4　1　：
25e　：　our　1　3，Dengerous　thing　1　5．8　：　t2．5　：　25．6　1　11．1　：　16．l　l　11，6　1　6．6　1　8．1　1　1
　　　　　：　lives　：　S．Other　：　　一　　：　一　 1　一　 1　：　一　 1　一　 1　e．3　：　e．6　：　：
　　　　　：　：　9．D．K　：　12A　1　4．6　：　n．7　：　5．7　：　4．3　：　3．5　：　9．e　：　9．4　1　：
一，鴨一一一 汕鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶Z一〇一←一噛。一一甲一一會一一一一鱒ロー一一一一一一一一＋一哺一鴨一一一＋一r一轄囎一一＋o一一一〇嚇一＋一一ロー一噂一十一一一一一一一◆一一一一一一一＋一一一一一一一＋一一藺一一鱒一◆一噂一卿一一帥◎一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．7　i　5．2　：　7．e　：　5．6　1　2．9

一一一一一口＋一昌一骨一轄一一一一一一一一◆一一昂一一一卿騨一一一一一一一回一一一一一鴨一一十一一〇一一一一十曽一一一一一一や一一鴨噂一一一◆帽一一一一〇鴨十一一一一一一一rトー一一一一一一◆一一一一一9一◎一一一騨一一一・し。一一一一一一＋騨

5S　！　Sete　reethod　：　1．Uery　t　ikely　：　34．3　：　2g．4　1　t7．1　：　24．3　：　33．7　：　32．2　：　33．4　1　33．2　：　：
7．S6　1・　tor　nvcleer　：　2．Posslble　：　47．4　：　5e．5　1　42．3　：　4e．t　：　44．3　：　5e．e　l　35．8　1　36．8　：　：
254　1　westes　；　3．Not　et　ell　likely　：　le．B　：　15．6　：　36．e　：　26．4　：　18．5　：　t4．8　1　16，1　1　IA．4　：　：
　　　　　　1　d；sposel　：　8．Other　：　　一　：　一　 ：　一　　：　一　　 ：　一　 ：　一　 1　e．2　1　e．1　；　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　7．5　：　5．A　：　4．6　；　9．2　：　3．5　：　2．9　：　14．4　：　15．5　：　：
一一一口ロー 竄盾註J一一一一一一一一薗一一つ’一一騨一一一一一一一一r●冒一一一一一一一一一鱒一→一一一零鴫輌一十一爾一一一一一十一一一一一一一◆一一一一一一一噌・r一一一一一一◆一一鱒，一鱒鱒→ロー一一一騨一司卜一一〇〇一一一→層一一一一一一十一

5g　：　Cure　：　1．Uery　／ikety　：　62．2　：　68．3　1　36．5　：　44．e　：　63．5　i　61．9　：　65．1　1　64．8　：　：
7．86b　：　tor　ee　ncer　：　2．Possible　：　31．6　：　26　．4　1　46．S　：　43．e　：　32．2　：　32．9　1　’24．3　1’　23．6　：　：

255　：　：　3．Not　et　ell　likely　1　3．4　；　3．e　：　12．7　 ：　7．5　：　3．3　：　4，2　1　5．3　1　4．9　：　：
　　　　　　：　：　S．Other　：　　一　　 ：　一　 ：　一　　：　　一　　：　一　 ：　一　 ：　e．2　：　S．2　1　：
　　　　　　：　　　　　　　　　　3　9。D．κ　　　　　　　　　　　　1　2．8　 1　　2．A　l’　4．6　：　4．8　 1　　1．1　：　　1．日　1　　5．2　1　　6．5　：　　　　　：

一一一一一一 溷a一一一一一〇一一〇●一一・●←一一鱒騨ロー一一一一一一一一脚9一閣■一口一一一や一一一〇一一一十一r聯一一一一十一髄一一一一一◇畠一一一昂一曽←胃噂一一一一簡十聯9層一ロー騨くし甲一一一一曜一◆一一一一一一一rレー一一一一一口◆噂

5e　：　Cure　：　1．Uery　Hkety　：　24．6　：　23．A　l　16．S　：　26．8　：　tl．7　：　25．e　l　28．7　：　26．5　：　：
7．86e　：　ror　：　2．Possible　：　39．4　：　44．6　：　4S．g　：・42．6　：　38．4　1　51．S　l　44．5　1　45．A　：　：
256　　1　s●nilitリ　　　1　3．Noし　et　311　1ikelリ　　1　28．6　 1　21．4　｝　37．1　：　22．2　 1　45．6　1　20．3　1　　18．6　；　16．9　1　　　　　書

　　　　　　：　：　　g．other　1　　　一　　　 ：　一　　：　一　　 ：　　　一　　　：　一　　1　一　　：　e．l　l　e．2　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　7．3　1　le．6　1　6．1　：　g．5　：　4．2　：　3．7　：　S．6　：　11．e　：　：
一一一〇一一 ¥一一一一一一畠一の一葡一一口や一一一一一軸一一〇一〇一一一一讐一〇一一一一胃一十一一一騨一一一r卜，鴫一一一一一十口弓一一一一一噸一一一一一一，←鴨。儒一一〇一十聯一需一一一騨＋一騨一一弓騨甲†一一一日一曽一◆口，一一●一一◆一

5e　：　Uvi　ng　in　：　1．Uery　tikely　1　12．1　：　23　．4　：　35．6　：　2e．7　：　32．7　：　41．3　1　t9．3　：　2e．6　：　：
7．86d　：　speee　；　2．Possible　：　2e．1　1　36．7　1　37．4　：　29．e　：　34．e　1　36．1　：　32．1　：　33．5　：　：
25T　1　stetions　：　3，Not　et　alr　likely　1　51．8　1　31，4　：　22，2　：　Ae，3　1　2e，9　1　2e．2　1　33．2　1　29．5　；　：
　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　8．Oth●r　　　　　　　　　　　　l　　一　　　：　　　一　　：　　　一　　：　　頓　　 ：　　　一　　1　　　－　　1　　9．3　：　　9。3　：　　　　　　：

　　　　　　：　：　9．D．X　：　e．e　1　8．5　：　4．8　：　9．2　：　4．4　：　2．5　：　t　5．1　：　16．e　：　：
一一一一一一◇戸一一一一一一，鱒璽一一一一←一一一一一一一卿一一冒幽一曽噂一一一糟騨一r鱒一十一幽一一一〇一◆一一一一9騨噂◆噛一噂鱒鱒。一◆一一一一一一一†r騨一一一〇〇→曙一鱒一一一一や一一一一一一一十一一囎願暉一一十一一一一一●一十一

59　：　Energy　：　1．Uer　s，　；n　porte　nt　：　65．1　；　33．t　1　56．2　：　49．2　；　5e．9　：　66．g　：　41，9　：　39．e　：　；
7．34　　：　　cons●r一　　　　　：　　2．1駒portant　　　　　　　　　　l　29，3　　：　　54．2　：　　39．2　＝　44．9　　；　　39．4　：　　39．4　：　　47．5　：　　59．7　：　　　　　　：

258　　 1　》●tion　　　　　：　　3．”ot　v●rリ　i鵬portont　　2　3。1　　1　　10．G　1　　3．4　＝　　4．2　　1　　6．3　；　　2．8　：　　5．7　：　　4．8　：　　　　　：

　　　　　　：　：　4．Not　et　elt　irepertent：　n．3　1　1．9　：　e．e　　：　e．3　：　1．4　：　e．6　1　e．5　1　：．2　；　：
　　　　　　1　：　S．Other　：　　一　　：　一　：　一　：　：　一　：　一　1　e．e　：　BA　I　：
　　　　　　1　1　9．D．K　：　2．2　1　e．9　：　1．2　：　2．3　：　1．9　1　e．3　1　4．3　1　A．I　I　：
一一一一一一φ一●・一一“●一〇一〇〇一一一◆曹一一一一一伽一〇一一一噂一一r一一r一曽一一“◆一・■一一一騨。→躰。一卿鱒一一→一一一一一一一尋一一鱒鴨●一一→一一一一一一一尋一鼎一●・一一卿φ一一，一一一r→一一一一一一一rト■一一〇一一騨φ一
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国際比較

　　　　　：　：　：　1992　：　19B7　1　1987　：　1993　1　t987　1　198S　l　1988　：　tge8　1　19e8　．：
O　No　　：　　　　lto禰　　　　　 ：　　　C8togorS，　　　　　　　　　　：　Ir自しY　：　FRρNCE：　　FRG　：　Nし　　　　：　　UK　　：　　USq　：　JPN一自　：　JPN－9　：　JP閥一C　：

　　　　　：　：　：　le4B　：　le13　1　lgee　l　le83　：　1343　：　1563　：　2265　：　！“：7　：　153T　：
3冒＝＝＝＝n留＝＝2＝3＝8tt＝＝＝＝3＝＝寓＝＝＝＝33＝＝＝＝；＝＝＝＝＝＝3＝＝冨冨3＝＝＝＝＝＝＝冨＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝胃＝；3富3＝＝＝冨＝＝＝＝＝＝冨3＝＝霧胃＝冒昌；＝3旨＝＝＝＝3＝＝3＝＝＝＝＝富333＝33犀＝＝

6“　：　Enviren一　：　1．Uerv　izaportent　：　T2．9　：　69．6　：　74．2　：　7e．t　：　74．g　：　e4．2　：　45．6　1　4a．1　；　：
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e．e2　：　politics　．：　2．To　some　extent　：　22．6　：　3e．e　：　39．S　1　47．9　：　4e．s　：　47．7　1　45．9　：　43．a　：　：
267　：　：　3．Net　reuch　：　32．2　1　31．4　：　3S．4　：　23．2　：　3：．6　：　21．6　：　34．7　：　37．3　：　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．Not　et　ell　：　Al．e　：　2g．1　：　IG．3　：　13．S　：　17．e　：　8．6　：　6．2　：　6．A　：　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．D．K　：　L”　：　2．7　；　1．e　：　2．5　：　e．6　；　e．5　：　1．8　：　L　8　：　：
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67　　　 1　　D●扇ocr8cり　　　1　　1．F8vourablo　　　　　　　　　：　67．2　　1　　70．9　1　　86．1　1　81．5　　1　　65．8　1　　83．6　1　　52．1　：　　50．9　：　　　　　　：
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268　：　：　3．Unrevoureble　：　le．4　：　4．9　：　1．5　：　1．5　：　5．e　：　2．9　1　1．7　1　1．e　：　：
　　　　　　：　l　　s．other　：　　　一　　　1　一　　：　一　　 ：　：　一・　　1　一　　1　gn　 l　e．1　：　：
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67　：　Ce　pitalisn　：　1．Fevourabte　：　13．9　：　t4．e　：　t9．1　1　13．3　：　23．1　：　41．5　i　2T，3　；　26．6　：　：
8．2t　：　：　2．；t　depends　：　27．a　：　36．9　1　43．2　 ：　2a．4　：　37．5　：　3g．9　1　48．3　1　48．6　：　：
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67　：　Socielism　：　1．Fevoure　ble　：　24．1　1　3e．3　1　13．T　：　33．e　：　22．4　1　1“．9　1　6．3　1　5．6　：　：
8．2h　：　：　2．　lt　depe　nds　：　29．2　：　41．6　1　38．3　：　26．9　：　39．1　1　32．2　1　54．3　1　55．7　：　：
27e　：　1　3．Unfavourable　：　28．8　1　2e．2　：　4e．8　：　24．e　：　3e．7　；　4g．5　1　2g．9　1　21．3　：　：
　　　　　　1　：　　s．other　：　　一　　 1　一　　1　一　　：　：　一　　：　一　　1　e．e　：　e．1　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　17．B　1　7．9　：　7．2　：　15．3　：　7．a　：　ZS　I　t8．A　：　17．3　：　：
一．．．”一“一一一．．一一．．一一一．一一．一．．．．一一一一．“．一．一．．一一．．一一一一一＋一一”．．一＋一一一一一一一一．一．．．一．一一一＋一一“．一一一“一一．一一．一．一．一一一一一一．＋一一．．一一．一一一一一”一“一一一一一一一一．一．

67　：　Libere　li　sn　：　1．Fevourable　：　21．2　1　48．T　：　20．5　：　28．2　；　21．6　：　16．9　：　33．5　：　36．8　：　：
S．20　：　：　2．　lt　depe　nds　．　：　2B．2　1　3A．1　：　46．9　：　25．8　：　47．2　：　43．6　：　4T．1　：　45．9　：　；
271　：　：　3．Unfevoureble　：　25．3　：　9．7　：　18．1　：　24．8　：　2e．9　：　29．4　1　5．5　：　5．4　：　：
　　　　　　：　：　s．other　1　　一　　：　一　：　一　　1　：　一　：　一　：　e．e　：　一　：　：
　　　　　　：　；　9．D．K　：　25．3　：　7．6　：　14．5　1　2L2　：　te．4　：　le．l　l　13．9　：　11．9　：　：
一一儒一一一◆一一一〇一一一一〇一，一鴨一尋・一一一陶一一一ロー一一ロー●噂一一一一一一一一一◆ロー一一騨一一十一一一一軸齢一尋一一一一一一陶4・噂一一一一一一r卜一一一一ロー一＋一一一一一一一◆一一一一一一一↓一一一〇一一一↓一●一＿噌＿＿6－

6B　：　Setisrec一　：　1．Uery　set；sried　1　S．9　：　3．3　：　6．7　1　7．7　：　9．9　1　IT．8　1　2．3　1　1．5　：　：
S．83　：　t；on　uith　：　2．Fe；rly　setisried　：　13．0　：　49．e　l　64．6　：　58．4　：　5e．4　1　62．6　1　3e．3　1　29．3　：　：
272　：　democrecy　：　3．Not　very　setisried　：　4“．6　1　2e．8　：　23．e　：　2e．5　：　2e．6　：　！4．8　：　41．5　：　5e．6　：　：
　　　　　　：　：　4．Not　at　etl　setisried：　al．7　：　11M　：　2．T　：　7．7　：　5．8　：’　3．1　：　3．7　：　3．6　：　：

　　　　　　：　：　　S．Other　；　　一　　 ：　一　　：　一　　：　：　一　　：　一　　：　e．3　；　e．2　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　．　：　3．9　：　8．e　：　3．e　：　5．7　：　5．4　：　1．8　1　15．9　：　14．7　：　：
o一一〇一一 汕齣w幽●甲一一一一一一一一●一←一一一一一〇一一一一一働鯛騨一一一〇一一一一一一十一一一一一騨一や一一曽一馬疇。十一一一一噂卿。→一一鱒一一OG■r←噂一一一一一〇つ・一一一一一噌一＋脚一一一一一一→鱒卿韓一一一一◆一一一一価一鱒→一

69　　　：　　しoO81　　　　　　；　　LU●rり　we11　　　　　　　　　：　　9．9　　：　　L1　：　　7．4　：　　5．9　　；　　？．3　1　　7．0　：　　6．3　：　　6．0　：　　　　　　：

8．84　：　systen　：　2．Felrly　一ell　：　14．6　：　35．4　：　6e．7　：　52．8　：　48．S　1　46．8　1　41．9　1　41．7　：　：
273　　　1　　　　　　　　　　　　　：　　3．Poor1り　　　　　　　　　　　　　；　45．7　　1　　44．4　；　　23．1　1　25．6　　：　　30。2　1　　34．9　1　　25．6　；　　2d．7　：　　　　　　＝

　　　　　　：　：　4．Uery　poorly　：　32．1　：　t6．e　：　2．g　：　’7．5　：　9．7　：　9．9　1　2．4　1　2．2　：　：
　　　　　　：　：　　8．Other　：　　一　　 ：　一　　：　一一　　：　：　一　 ：　一　　1　e．6　：　e．2　：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　6．8　1　3．I　I　6．e　l　8．2　：　4．e　：　1．3　1　23．8　1　25．3　：　：
一一一一餉一◆一一一一一囎一騨鱒〇一一’一←一一噛一一一一一〇甲一一一一一一一一一一一噂一一◇ro－r一一一十一一一一一一〇十嚇耀鱒一一一一◆一一一一一r●・し脚■・口晒一一一十一r一一■・一一十一一噂一口。一◇一一昂。一一噌・し噂璽一一一ローう一

7e　：　Enployer　：　1．Contlict　with　：　13．t　1　2e．9　：　23．8　：　5．9　：　3．2　：　5．S　：　8．1　1　7．3　：　；
7．8T　　l　　　vg．　　　　　　1　　2．Co－op●rgto　”ith　　　　l　8日．4　　1　　7A，3　1　　64，1　1　89．1　　：　　92。7　1　　9！．7　1　　79．2　1　　79．8　1　　　　　　1

274　：　Enployee　：　S．Other　：　　一　　：　一　：　一　：　：　一　：　一　：　e．8　；　e．6　．：　：
　　　　　　：　：　9．D．K　：　6．5　：　4．’T　：　12．1　：　5．e　：　4．1　：　2．6　：　11．9　：　12．3　：　：
一一一ロー一「ｩ一一騨一一一●一噂噂鴨願晒一や一一一一一一一一一嬬聯鴨一一膚一一囎一一一一薗・一†噂一一’r一一十一一一曙一騨一◆一一一一卿一●’←一一葡一一一一→一曽一一畠一一†一一一一一一一→一一軸噂ロー一◆一一一一一一一．◆一一一一一一口二一

Tt　：　nttitudes　：　LChenge　by　revotution：　9．2　：　4．S　：　3．7　：　3．2　：　4．3　：　d．A　：　2．6　：　e．9　：　4M　：
e．S　：　concern；no　：　2．lmprove　by　retorm　：　73．7　：　62．6　：　55．2　：　61．8　：　7e．e　：　66．4　：　58．5　1　83．3　：　62．5　：
275　：　societ’y　：　3．Derend　egeinst　forcel　13．2　：　29M　 ：　2T．8　1　26．4　：　19．7　1　24．6　1　15，e　：　5．1　：　13．4　：

　　　　　　：　：　8．Other　1　　一　　：　一　 ：　一　 1　1　一　 ：　一　 ：　e．3　：　一　 ：　e．3　 ：　　　　　：　：　9．D．K　1　4．e　1　3．6　1　t3．3　：　8．6　：　6．e　：　4．6　；　23．5　：　le．7　：　19．8　：
●「一璽働層。竏鼈鼈齣h鼈鼈鼈鼈鼈黶|「鯛qp－9r一亭聯層一一層”一一一〇一一周一一一一一，卿一卿卿や一一一一一一一十一ρ弓一一一一・←〇一■’一曽，卿◇一一●一一一一rトー一一一一一9十璽一一曽一のP一や，一一一一〇一十一〇一ro一暉や一〇一一一〇一→0

72，e　：　Profound　：　1．Yes　：　82．3’　1　58．4　1　21．e　：　37．0　：　43．4　：　39．3　：　29．4　：　29．7　：　：
8．S5　：　trensror一　：　2．No　l　lt．9　：　37．3　：　62．4　：　5e．6　：　4g．1　1　53．3　1　47．3　：　48．2　：　：
276　：　netion　or　：　8．Other　1　一　：　一　　：　一　　：　1　一　　：　一　　1　e．8　1　1．g　：　1
　　　　　＝　50ci●tり　　　 ：　9．D．K　　　　　　　　　　　　l　5．8　 1　　4．2　1　t6。6　：　，2．4　 ：　　8．4　：　　7．A　：　22．6　：　21．1　：　　　　　：

9一一一一一 ､一一一一一一一一一一一一一一4乙一一一一一昌一一一一一一ロー一噛一一一一一一一一う一一一一一〇一＋アー一一一一一・し一〇一一一一一◎一り一一昂一一→一一鱒一一一一＋一一一鴨甲騨一尋一一鴨一一一一尋一騨騨一耳一一尋一一｝一一一一→一
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